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論
文
要
旨�

（【　

】
内
は
キ
ー
ワ
ー
ド
）

絵
巻
の
文
法
序
説

―
―
『
後
三
年
合
戦
絵
詞
』
を
手
掛
か
り
に
―
―

楊　
　

暁
捷

　

詞
書
と
絵
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
中
世
の
絵
巻
は
、
独
自
の
表
現
の
規
則
を
持
つ
。
そ

の
規
則
を
析
出
す
る
こ
と
は
、
絵
巻
読
解
の
上
で
大
事
な
課
題
で
あ
る
。
こ
の
論
考
は
、

言
語
に
お
け
る
文
法
の
言
説
を
応
用
し
て
、「
絵
巻
の
文
法
」
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
。

規
則
の
細
目
を
説
明
す
る
た
め
に
、
中
世
絵
巻
の
基
準
作
で
あ
る
『
後
三
年
合
戦
絵
詞
』

三
巻
十
五
段
を
用
い
る
。

　
「
絵
巻
の
文
法
」
の
枠
組
み
を
描
き
出
す
た
め
に
、
絵
巻
の
表
現
方
法
を
め
ぐ
る
在
来

の
研
究
成
果
を
受
け
継
ぎ
、
そ
れ
を
整
理
し
、
具
体
的
な
位
置
づ
け
を
与
え
る
一
方
、
新

た
な
表
現
の
原
則
を
見
出
す
こ
と
を
試
み
る
。
と
り
わ
け
時
間
と
空
間
の
表
現
に
関
連
し

て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
繰
り
返
し
取
り
扱
わ
れ
た
「
瞬
間
表
現
」、「
異
時
同
図
」、「
単

一
固
定
視
点
の
排
除
」
に
加
え
て
、「
同
図
多
義
」、「
異
次
元
の
時
空
」
な
ど
の
概
念
を

提
出
す
る
。
さ
ら
に
構
図
に
み
る
語
彙
と
文
型
に
つ
い
て
、
代
表
的
な
事
例
を
詳
し
く
分

析
し
、
絵
巻
に
お
け
る
規
則
へ
の
反
動
、
詞
書
に
み
る
文
字
と
音
声
と
い
う
異
な
る
メ

デ
ィ
ア
の
特
性
な
ど
を
指
摘
す
る
。

【
絵
巻
、
文
法
、
異
時
同
図
、
同
図
多
義
、
後
三
年
合
戦
絵
詞
、
義
家
、
メ
デ
ィ
ア
（
文

字
、
声
）】苔

よ
り
桜

─
─
西
芳
寺
に
お
け
る
夢
窓
疎
石
と
禅
宗
─
─

モ
リ
ー
・
ヴ
ァ
ラ
ー

　

現
在
「
苔
寺
」
と
い
う
愛
称
で
広
く
知
ら
れ
て
い
る
西
芳
寺
は
、
一
三
三
九
年
以
降
、

臨
済
宗
僧
侶
で
造
園
を
得
意
と
し
た
夢
窓
疎
石
（
一
二
七
五
─
一
三
五
一
）
に
よ
っ
て
再

興
さ
れ
、
浄
土
宗
寺
院
か
ら
禅
寺
へ
と
改
め
ら
れ
た
。
従
来
の
研
究
で
は
、
苔
や
滝
石
組

が
造
園
史
家
な
ど
に
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
中
世
の
文
献
を
詳
し
く
見
れ
ば
、
夢
窓
に
よ

る
修
復
と
改
宗
以
降
の
西
芳
寺
庭
園
の
特
徴
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
滝

石
組
は
江
戸
時
代
の
資
料
で
初
め
て
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
高
橋
桃
子
が
指
摘
し
た

よ
う
に
、
中
世
の
西
芳
寺
で
は
、
清
冽
な
池
で
の
舟
遊
び
、
紅
葉
狩
、
花
見
な
ど
の
行
楽

が
、
天
皇
家
や
公
家
、
武
家
、
僧
侶
の
訪
問
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
本
稿

で
は
、「
桜
」
を
西
芳
寺
の
焦
点
と
し
て
取
り
上
げ
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
見
落
と
さ
れ
て
き

た
桜
の
意
義
、
そ
し
て
そ
の
役
割
を
仏
教
に
関
す
る
文
献
を
も
と
に
明
ら
か
に
す
る
。
主

な
資
料
と
し
て
『
西
芳
精
舎
縁
起
』（
一
四
〇
〇
）、
夢
窓
の
歌
集
で
あ
る
『
正
覚
国
師
和

歌
集
』（
一
六
九
九
）、
お
よ
び
『
天
竜
開
山
夢
窓
正
覚
心
宗
普
済
国
師
年
譜
』（
一
三
五

三
）
を
用
い
て
検
討
す
る
。『
縁
起
』
に
現
れ
る
当
寺
の
伝
説
を
概
観
し
た
上
で
、
西
芳

寺
で
何
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
、
桜
が
天
皇
家
と
武
家
、
あ
る
い
は
高
僧
と
深
い
関
わ
り
を

も
ち
、
現
場
で
の
遊
戯
と
儀
礼
に
聖
な
る
面
を
加
え
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
さ

ら
に
、
夢
窓
の
和
歌
に
現
れ
る
桜
に
は
、
幕
府
を
賛
美
し
、
天
皇
の
長
寿
を
祈
る
こ
と

で
、
夢
窓
入
滅
以
降
の
未
来
の
西
芳
寺
へ
の
希
望
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し

た
。
ま
た
『
年
譜
』
に
は
、
桜
を
媒
介
と
し
て
、
西
芳
寺
が
禅
宗
の
所
定
の
目
的
地
と
し

て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
以
上
の
過
程
で
、
夢
窓
の
西
芳
寺
に
お
い
て

は
、
禅
宗
が
当
寺
の
寺
院
の
伝
説
に
移
植
さ
れ
つ
つ
、
当
寺
が
禅
宗
の
歴
史
伝
説
に
お
い

て
重
要
な
位
置
を
得
た
こ
と
を
論
じ
た
。

【
夢
窓
疎
石
、
西
芳
寺
、
足
利
幕
府
、
真
如
親
王
、
桜
、
庭
園
、
縁
起
、
和
歌
、
正
覚
国

師
和
歌
集
、
禅
宗
】

惣
領
番
入
制
度
と
五
番
方

─
─
吉
宗
期
の
事
例
を
中
心
に
─
─

横
山　

輝
樹

　

本
論
は
江
戸
幕
府
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
惣
領
番
入
制
度
に
つ
い

て
、
旗
本
で
構
成
さ
れ
た
幕
府
直
轄
軍
で
あ
る
五
番
方
と
の
関
わ
り
に
於
い
て
考
察
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
惣
領
番
入
制
度
と
は
、
旗
本
の
惣
領
を
、
家
督
を
相
続
す
る
前

に
五
番
方
の
番
士
と
し
て
召
し
出
す
と
い
う
制
度
で
あ
る
。
部
屋
住
身
分
に
も
関
わ
ら
ず

召
し
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
惣
領
、
或
い
は
そ
の
父
で
あ
る
当
主
に
と
っ
て
も
大
変

に
魅
力
的
な
制
度
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
に
は
ひ
と
つ
の
条
件
が
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
武
芸
吟
味
に
よ
る
選
抜
を
勝
ち
抜
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
先
に
筆
者
は
、
こ
の
制
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度
の
創
始
を
、
単
な
る
掛
け
声
に
留
ま
ら
な
い
、
制
度
的
な
保
証
を
伴
っ
た
武
芸
奨
励
策

と
し
て
位
置
づ
け
、
徳
川
吉
宗
に
よ
る
武
芸
奨
励
策
の
画
期
性
を
そ
こ
に
見
た
。
本
論
で

は
、
こ
う
し
た
前
稿
の
結
論
を
更
に
堅
固
な
ら
し
め
る
た
め
、
ふ
た
つ
の
論
点
か
ら
惣
領

番
入
制
度
を
分
析
し
て
い
る
。
第
一
の
論
点
は
、
五
番
方
か
ら
各
一
組
を
抽
出
し
、
そ
の

組
に
属
す
る
番
士
の
惣
領
を
対
象
に
、
同
制
度
を
通
じ
て
番
士
に
召
し
出
さ
れ
た
者
に
は

如
何
な
る
恩
恵
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
。
第
二
の
論
点
は
、
昇
進
と
の
関
係
に
お
い
て
、

同
制
度
を
通
じ
て
番
士
に
召
し
出
さ
れ
、
そ
の
後
に
昇
進
を
し
た
者
に
は
ど
の
様
な
有
利

が
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
よ
う
な
観
点
で
分
析
を
進
め
た
結
果
、
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
次

の
三
点
で
あ
っ
た
。
第
一
に
収
入
の
増
加
と
い
う
恩
恵
で
あ
る
。
惣
領
の
内
に
番
入
す
れ

ば
役
料
が
支
給
さ
れ
、
当
主
の
家
禄
に
上
乗
せ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
期
間
は
家
の

収
入
が
増
加
す
る
期
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
第
二
に
経
歴
上
の
恩
恵
、
即
ち
、
家
督
相

続
が
遅
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
部
屋
住
の
ま
ま
で
番
入
出
来
る
と
い
う
恩
恵
で
あ
る
。
部

屋
住
の
ま
ま
年
月
を
過
ご
し
、
家
督
相
続
を
し
た
段
階
で
既
に
高
齢
に
な
っ
て
い
る
。
惣

領
番
入
制
度
に
よ
る
番
入
は
そ
の
様
な
事
態
を
回
避
す
る
た
め
の
有
効
な
手
段
な
の
で
あ

る
。
第
三
に
、
昇
進
へ
の
影
響
で
あ
る
。
惣
領
番
入
制
度
は
、
家
督
相
続
前
に
得
た
勤
務

年
数
を
家
督
相
続
後
の
勤
務
年
数
に
上
乗
せ
し
、
昇
進
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
あ
る
。
い

ず
れ
も
、
番
士
の
惣
領
に
と
っ
て
は
大
き
な
恩
恵
で
あ
る
。

【
江
戸
幕
府
、
徳
川
吉
宗
、
武
芸
奨
励
、
惣
領
番
入
制
度
、
武
芸
吟
味
、
旗
本
、
惣
領
、

書
院
番
、
小
性
組
、
昇
進
】

江
戸
後
期
に
お
け
る
儒
学
テ
ク
ス
ト
読
解
の
作
法

─
─
「
練
熟
」「
組
織
セ
ル
念
慮
」
の
醸
成
装
置
と
し
て
─
─

竹
村　

英
二

　

近
代
日
本
の
知
識
層
の
「
知
的
基
盤
」「〝
隠
然
た
る
〟
知
的
習
慣
」
の
醸
成
要
素
と
し

て
、
江
戸
中
～
後
期
の
儒
学
／
漢
学
教
育
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
研
究
は
、
と
く
に

教
育
史
、
思
想
史
、
そ
し
て
文
学
研
究
に
存
在
す
る
。
し
か
し
、
儒
学
／
漢
学
教
育
の
何

が
、
ど
の
よ
う
な
能
力
を
鍛
錬
・
醸
成
し
得
た
か
に
つ
い
て
、
史
料
が
語
る
教
育
事
実
の

具
体
的
様
相
の
呈
示
を
も
っ
て
実
証
し
、
そ
の
上
で
し
か
る
べ
き
理
論
・
知
見
を
も
っ
て

読
み
解
く
研
究
は
少
な
い
。
本
稿
で
は
ま
ず
、
江
戸
中
～
後
期
の
学
習
「
制
度
」
の
み
な

ら
ず
、
学
習
の
「
仕
方
」
の
具
体
相
を
検
討
し
、
と
り
わ
け
下
見
、
講
釈
、
質
講
・
会
読

（
輪
講
）、
後
見
（
復
読
／
返
り
視
）
と
い
っ
た
包
括
的
学
習
課
程
が
熾
烈
な
競
争
的
勉
学

を
奨
励
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
下
見

－

会
読

－

復
読
が
学
習
効
果
を
高
め
る
た
め
の
一

体
的
な
教
育
課
程
と
し
て
実
践
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
先
行
研
究
も
勘
案
し
な
が
ら
検

証
す
る
。
そ
の
上
で
、「
被
」
教
育
者
が
各
々
の
漢
学
学
習
に
つ
い
て
語
っ
た
記
述
を
検

討
し
、
こ
れ
ら
二
つ
の
方
向
か
ら
の
考
察
を
重
ね
あ
わ
せ
吟
味
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
企

図
さ
れ
た
学
習
方
法
が
ど
の
程
度
実
践
さ
れ
、
い
か
な
る
知
的
習
慣
の
醸
成
に
寄
与
し
た

か
を
検
討
す
る
。
さ
ら
に
、「
漢
學
修
習
の
遺
風
」
が
洋
学
学
習
に
お
い
て
大
い
に
継
承

さ
れ
た
（
平
沼
淑
郎
の
言
）
が
、
漢
学
学
習
の
ど
の
よ
う
な
鍛
錬
手
法
が
近
代
知
識
層
の

い
か
な
る
知
的
基
盤
醸
成
に
寄
与
し
た
か
も
考
察
す
る
。

　

周
到
な
字
句
、
語
句
理
解
な
ど
の
下
準
備
を
前
提
と
す
る
下
見
、
容
赦
の
な
い
質
疑
応

答
を
旨
と
し
た
〝
旧
来
の
〟
漢
学
の
学
習
課
程
は
、
議
論
の
内
容
の
み
な
ら
ず
、
一
体
的

有
機
的
に
読
み
方
、
議
論
の
「
形
式
」、
そ
の
「
仕
方
」
を
規
定
し
、「
被
」
教
育
者
に
お

い
て
広
汎
に
共
有
さ
れ
る
べ
き
知
的
習
慣
を
醸
成
し
た
。「
本
を
読
む
」
過
程
で
実
現
さ

れ
る
「
意
味
の
創
出
作
用
」
は
「
本
そ
の
も
の
と
は
別
」
で
あ
る
（
Ｒ
・
シ
ャ
ル
チ
ェ
）

が
、『
讀
書
準
縄
』『
授
業
編
』
な
ど
に
示
さ
れ
る
諸
々
の
指
導
要
領
に
よ
り
「
歴
史
的

に
」
決
定
さ
れ
る
読
み
方
の
「
形
式
」「
形
態
」
は
、「
被
」
教
育
者
に
お
い
て
「
練
熟
」、

「
念
慮
」、「
熟
せ
」
る
思
考
力
（
西
周
）
と
い
っ
た
も
の
を
内
包
す
る
「〝
隠
然
た
る
〟
知

的
習
慣
」
を
醸
成
す
る
装
置
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

【
知
的
基
盤
、
近
代
知
性
、
会
読
、
藩
学
、
儒
学
／
漢
学
、
教
育
史
、
歴
史
社
会
学
、
日

本
思
想
史
】

近
代
に
お
け
る
一
日
本
人
キ
リ
ス
ト
者
の
越
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

─
─
小
林
美
登
利
の
移
動
・
遍
歴
を
事
例
と
し
て
─
─

根
川　

幸
男

　

小
稿
は
、
小
林
美
登
利
と
い
う
一
日
本
人
キ
リ
ス
ト
者
の
移
動
・
遍
歴
の
足
跡
を
、
会

津
、
同
志
社
、
ハ
ワ
イ
・
米
国
、
ブ
ラ
ジ
ル
渡
航
後
、
一
時
帰
国
期
の
五
期
に
分
け
て
た

ど
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
複
数
地
域
を
横
断
す
る
越
境
史
と
し
て
捉
え
な
お
す
試
み
で
あ

る
。
小
林
は
、
会
津
で
キ
リ
ス
ト
教
に
出
会
い
、
同
志
社
人
脈
を
通
し
て
ハ
ワ
イ
・
米
本

土
で
の
伝
道
・
留
学
の
機
会
を
つ
か
み
、
米
国
で
強
力
な
支
援
者
を
得
た
。
ま
た
ブ
ラ
ジ

ル
で
は
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
大
学
を
通
し
て
人
脈
を
構
築
し
、
日
系
移
民
子
弟
教
育
と
い
う
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ニ
ー
ズ
を
背
景
に
聖
州
義
塾
と
い
う
教
育
機
関
を
設
立
し
た
。
さ
ら
に
日
本
に
一
時
帰
国

し
た
小
林
は
、
渋
沢
栄
一
の
知
遇
を
得
、
渋
沢
の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
、
日
本
財
界
か
ら

多
額
の
寄
付
金
を
獲
得
、
義
塾
事
業
拡
張
を
達
成
す
る
の
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
過
程
で
、

会
津
と
い
う
地
縁
、
同
志
社
な
ど
の
学
校
縁
、
キ
リ
ス
ト
教
会
と
い
う
信
仰
縁
、
在
米
・

在
伯
日
本
人
と
い
う
エ
ス
ニ
ッ
ク
縁
の
活
用
に
よ
っ
て
、
右
記
四
地
域
を
横
断
す
る
越
境

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
た
。
渋
沢
の
支
援
も
米
国
内
の
排
日
運
動
へ
の
対
応
と
連
動
し

て
お
り
、
小
林
の
越
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
日
本
の
国
益
を
背
景
と
す
る
彼
ら
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
接
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
広
が
り
を
見
せ
強
化
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
〈
縁
〉
を
活
用
し
、
自
前
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
よ
り
大
き
く
強
固
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
連
鎖
的
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
大
し

て
い
く
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
働
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
〈
縁
〉
を
通
じ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

ブ
ラ
ジ
ル
と
い
う
異
国
で
小
林
の
事
業
を
展
開
す
る
た
め
の
資
源
と
し
て
活
用
さ
れ
、
聖

州
義
塾
は
小
林
の
「
真
の
意
味
の
伯
化
」
と
い
う
理
念
に
も
と
づ
き
、
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
人

移
民
と
そ
の
子
弟
た
ち
の
二
文
化
化
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し
て
排
日
予
防
啓
発
の
役
割
を

担
う
の
で
あ
る
。

【
移
民
、
越
境
史
、
越
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
日
本
人
キ
リ
ス
ト
者
、
縁
、
排
日
問
題
、
排

日
予
防
啓
発
、
真
の
意
味
の
伯
化
、
文
化
化
、
二
文
化
化
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
】

満
洲
の
内
在
化
と
台
北
描
写

─
─
林
煇
焜
『
争
へ
ぬ
運
命
』
に
お
け
る
満
洲
の
影
と
潜
在
的
輿
論
─
─柳　

　

書
琴

　

台
北
は
台
湾
島
内
最
大
の
都
市
へ
と
発
展
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
日
本
帝
国

内
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
の
重
要
都
市
と
し
て
飛
躍
的
に
発
展
し
た
が
、
と
り
わ
け
、
満
洲

事
変
を
契
機
と
す
る
事
態
の
影
響
は
民
衆
生
活
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、

満
洲
の
内
在
化
は
台
北
発
展
プ
ロ
セ
ス
の
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
で
あ
っ
た
。
本
論
は
、『
台

湾
日
日
新
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
満
洲
事
変
、
満
洲
事
変
記
念
活
動
に
関
す
る
報
道
を
手
が

か
り
と
し
て
、
台
湾
と
は
関
係
が
薄
か
っ
た
は
ず
の
満
洲
事
変
が
、
ど
の
よ
う
に
台
湾
人

の
日
常
生
活
な
い
し
身
体
体
験
の
一
部
と
な
っ
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
次

に
、
作
家
林
煇
焜
が
満
洲
事
変
の
時
代
背
景
を
さ
り
げ
な
い
筆
致
で
取
り
入
れ
て
書
い
た

台
湾
最
初
の
日
本
語
都
市
長
編
小
説
『
争
へ
ぬ
運
命
』
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
最
後
に
、

新
聞
連
載
小
説
で
あ
る
こ
の
作
品
と
『
台
湾
新
民
報
』
社
説
の
共
通
点
を
引
き
出
し
、
時

事
描
写
を
新
聞
社
説
の
論
調
に
符
合
さ
せ
た
作
家
の
意
図
を
指
摘
す
る
。
時
事
報
道
、
都

市
描
写
、
植
民
政
策
の
相
関
関
係
を
と
ら
え
て
、
小
説
の
話
法
に
潜
む
輿
論
性
を
見
出

す
。

【
満
洲
事
変
、
満
洲
事
変
記
念
日
、
台
北
、
都
市
小
説
、
林
煇
焜
、『
争
へ
ぬ
運
命
』、『
台

湾
日
日
新
報
』、『
台
湾
新
民
報
』】

黒
髪
の
変
遷
史
へ
の
覚
書
き

平
松　

隆
円

　

髪
に
は
、
人
々
の
身
分
や
生
き
方
が
如
実
に
反
映
さ
れ
て
き
た
と
い
う
歴
史
か
ら
社
会

の
変
遷
を
読
み
取
り
、
ま
た
人
々
の
も
つ
無
意
識
の
戦
略
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
で
、
普

遍
的
な
美
へ
の
志
向
を
読
み
取
る
。
化
粧
や
髪
形
は
時
代
と
と
も
に
変
化
す
る
。
動
態
的

に
は
公
家
か
ら
武
家
へ
と
い
っ
た
支
配
的
地
位
に
い
る
者
の
変
化
、
異
性
か
ら
同
性
な

ど
、「
誰
の
た
め
に
よ
そ
お
う
の
か
」
と
い
う
よ
そ
お
う
対
象
の
変
化
に
伴
っ
て
、
表
現

と
し
て
変
化
す
る
。

　

本
研
究
で
は
、
主
に
女
性
の
髪
に
焦
点
を
結
び
、
髪
の
長
さ
や
結
髪
な
ど
が
文
化
史
的

に
も
つ
意
味
を
あ
き
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
が
社
会
的
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
、

美
意
識
は
そ
の
社
会
性
に
裏
打
ち
さ
れ
て
き
た
こ
と
な
ど
を
、
男
性
の
髪
の
社
会
的
変
化

と
と
も
に
論
じ
る
。
そ
の
な
か
で
、
俗
説
的
に
言
わ
れ
て
き
た
、
垂
髪
は
平
安
時
代
の
顔

隠
し
に
由
来
す
る
と
い
う
説
や
、
髷
は
歌
舞
伎
や
遊
女
を
真
似
た
と
す
る
説
な
ど
を
批
判

し
、
文
化
史
と
し
て
の
コ
ー
ド
を
明
確
に
読
み
解
く
。

【
髪
形
、
垂
髪
、
結
髪
、
盛
り
髪
、
美
、
よ
そ
お
い
、
日
本
文
化
、
歴
史
】

延
喜
二
年
三
月
の
飛
香
舎
藤
花
宴

古
藤　

真
平

　

延
喜
二
年
三
月
二
十
日
、
平
安
宮
内
裏
の
飛
香
舎
で
藤
花
宴
が
催
さ
れ
た
。『
西
宮

記
』
に
記
さ
れ
た
同
日
の
記
録
と
、『
河
海
抄
』
に
引
用
さ
れ
た
『
醍
醐
天
皇
御
記
』
同

日
条
に
よ
っ
て
、
醍
醐
天
皇
の
藤
花
御
覧
、
藤
原
時
平
の
献
物
、
参
列
者
の
和
歌
詠
進
、

音
楽
演
奏
、
天
皇
の
養
母
藤
原
温
子
か
ら
の
捧
物
献
上
と
い
う
次
第
を
知
る
こ
と
が
で
き
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る
が
、
解
釈
の
難
し
い
箇
所
も
残
さ
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
二
つ
の
史
料
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
醍
醐
天
皇
が
蔵
人
頭
権
左
中
弁

藤
原
菅
根
を
女
御
藤
原
穏
子
の
別
当
に
補
任
す
る
意
向
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
御
記
に
記

し
た
と
解
釈
で
き
る
こ
と
を
示
し
、
こ
の
藤
花
宴
の
目
的
は
、
天
皇
が
穏
子
を
女
御
と
し

た
こ
と
を
祝
福
し
、
彼
女
の
兄
の
時
平
と
姉
の
温
子
が
天
皇
に
祝
意
を
込
め
た
贈
り
物
を

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
推
測
し
た
。『
日
本
紀
略
』
と
『
大
鏡
裏
書
』
は
穏
子
の
女
御
宣

下
を
延
喜
元
年
三
月
の
こ
と
と
記
し
て
お
り
、
そ
の
通
り
に
認
め
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
が
二
年
三
月
に
下
る
可
能
性
が
出
て
来
た
の
で
あ
る
。

　

穏
子
の
入
内
を
妨
げ
る
条
件
は
、
延
喜
元
年
正
月
二
十
五
日
に
醍
醐
天
皇
と
時
平
が
菅

原
道
真
を
追
放
し
、
宇
多
上
皇
の
影
響
力
を
排
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
除
去
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
上
皇
が
道
真
を
救
お
う
と
参
内
し
た
も
の
の
面
会
が
か
な
わ
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
天
皇
と
上
皇
の
間
の
緊
張
関
係
の
緩
和
に
は
相
当
程
度
の
冷
却
期
間
が
必
要

で
あ
っ
た
。
天
皇
と
時
平
に
と
っ
て
、
機
が
熟
し
た
と
感
じ
た
の
は
延
喜
二
年
に
入
っ
て

か
ら
の
こ
と
で
、
穏
子
の
女
御
宣
下
を
実
現
し
た
上
で
、
彼
女
の
居
所
飛
香
舎
で
藤
花
宴

を
催
し
た
の
が
三
月
二
十
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。

【
飛
香
舎
、
藤
花
宴
、
醍
醐
天
皇
御
記
、
醍
醐
天
皇
、
藤
原
時
平
、
藤
原
温
子
、
藤
原
菅

根
、
藤
原
穏
子
、
別
当
、
宇
多
上
皇
、
菅
原
道
真
】

日
記
に
見
え
る
院
宣
に
つ
い
て

下
郡　
　

剛

　

院
＝
上
皇
・
法
皇
の
意
志
を
奉
者
一
名
が
奉
っ
て
作
成
さ
れ
る
院
宣
に
つ
い
て
、
古
文

書
学
は
、
現
存
文
書
を
元
に
様
式
論
を
生
み
出
し
、
院
宣
は
院
司
が
院
の
意
向
を
奉
じ
て

発
給
す
る
文
書
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
日
記
の
中
に
は
、
意
志
伝
達
が
果
た
さ
れ
た

時
点
で
、
文
書
と
し
て
の
機
能
を
喪
失
し
て
し
ま
う
、
一
回
性
の
高
い
連
絡
に
使
用
さ
れ

た
文
書
が
多
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
現
存
文
書
に
基
づ
き
成
立
し
た
院
宣
様

式
論
は
、
本
共
同
研
究
の
対
象
た
る
日
記
か
ら
と
ら
え
な
お
す
と
、
い
か
な
る
姿
を
見
い

だ
せ
る
の
か
、
を
本
稿
で
検
討
し
た
。

　

院
と
貴
族
の
連
絡
は
、
基
本
的
に
は
案
件
の
担
当
者
が
貴
族
の
邸
宅
を
訪
れ
て
な
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
々
発
生
す
る
多
種
多
様
な
案
件
の
連
絡
全
て

を
口
頭
の
み
で
果
た
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
担
当
者
が
必
要
に
応
じ
て
、
書
面
に
て

伝
達
す
る
場
合
も
ま
た
普
通
に
存
在
す
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
多
く
は
「
担
当
者
の
書

状
」
と
日
記
に
記
さ
れ
る
も
の
の
、
全
文
が
日
記
に
転
記
さ
れ
て
い
る
事
例
か
ら
、
古
文

書
学
の
様
式
論
に
基
づ
き
分
類
す
れ
ば
、
院
宣
と
な
る
こ
と
を
ま
ず
指
摘
し
た
。

　

院
宣
を
奉
じ
る
者
が
院
司
に
限
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
と
、
院
司
を
兼
任
し

な
い
担
当
者
は
、
院
の
仰
せ
を
書
状
に
し
て
伝
達
で
き
な
く
な
り
、
院
に
よ
る
国
政
運
営

は
事
実
上
不
可
能
と
な
る
。
そ
こ
で
次
に
、
日
記
に
は
「
担
当
者
の
書
状
」
と
記
さ
れ
て

い
て
も
、
古
文
書
学
様
式
論
上
の
院
宣
に
な
る
文
書
を
も
加
え
、
院
宣
の
奉
者
を
再
検
討

し
、
そ
の
中
に
は
、
院
司
で
は
あ
り
え
な
い
出
家
者
が
奉
じ
た
院
宣
も
存
在
す
る
こ
と
を

指
摘
し
た
。

　

天
皇
経
験
者
た
る
院
は
主
君
で
あ
り
、
主
君
の
意
を
受
け
て
臣
下
が
書
札
様
文
書
を
書

す
る
こ
と
に
何
の
問
題
も
な
い
。
院
の
仰
せ
を
う
け
て
、
院
宣
を
発
給
す
る
人
物
は
院
司

と
限
定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
誰
で
あ
っ
て
も
問
題
な
か
っ
た
と
論
じ
た
。

【
日
記
、
古
文
書
学
、
院
宣
、
奉
者
、
院
司
、
出
家
者
】

儀
礼
に
み
る
公
家
と
武
家

─
─
『
建
内
記
』
応
永
二
十
四
年
八
月
十
五
日
条
か
ら
─
─

近
藤　

好
和

　

室
町
時
代
に
は
将
軍
が
朝
廷
儀
礼
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
に
、
公
家
と
武
家

と
の
身
分
に
対
す
る
意
識
や
儀
礼
体
系
の
相
違
に
基
づ
く
矛
盾
が
表
面
化
し
、
武
家
側
の

圧
力
で
武
家
側
の
論
理
が
優
先
さ
れ
て
、
公
家
の
先
例･

故
実
が
改
変
さ
れ
る
こ
と
が

あ
っ
た
。
本
報
告
で
は
、
そ
の
こ
と
を
端
的
に
示
す
事
例
と
し
て
、『
建
内
記
』
応
永
二

十
四
年
八
月
十
五
日
条
を
取
り
上
げ
た
。
そ
の
日
は
石
清
水
八
幡
宮
寺
最
大
の
祭
礼
で
、

公
祭
と
し
て
朝
廷
儀
礼
に
準
じ
ら
れ
る
放
生
会
当
日
で
あ
り
、
そ
の
放
生
会
に
、
室
町
幕

府
四
代
将
軍
足
利
義
持
が
朝
廷
儀
礼
の
責
任
者
で
あ
る
上
卿
と
し
て
、『
建
内
記
』
記
主

で
あ
る
万
里
小
路
時
房
が
上
卿
の
補
佐
役
で
あ
る
参
議
と
し
て
参
加
し
た
。
そ
の
た
め

に
、
武
家
側
の
論
理
が
優
先
さ
れ
て
、
時
房
は
不
本
意
な
が
ら
も
い
く
つ
か
の
先
例･

故

実
の
改
変
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
れ
が
時
房
の
心
情
と
と
も
に
上
記
『
建
内
記
』
に
具

体
的
に
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
各
事
例
を
紹
介･

分
析
す
る
こ
と
で
、
公
家
と
武
家
と
の

儀
礼
に
対
す
る
意
識
の
相
違
や
そ
の
背
景
を
探
っ
た
。
同
時
に
今
回
の
先
例･

故
実
の
改

変
は
、
の
ち
に
は
そ
れ
が
先
例
と
し
て
踏
襲
さ
れ
て
お
り
、
か
か
る
先
例･

故
実
に
対
す
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る
態
度
の
柔
軟
性
も
公
家
の
儀
礼
の
特
徴
で
あ
る
点
を
指
摘
し
た
。

【
公
家
、
武
家
、
儀
礼
、
身
分
、
先
例
、
故
実
、
放
生
会
、
石
清
水
八
幡
宮
寺
、『
建
内

記
』】

嘉
永
・
安
政
期
の
大
坂
町
奉
行
川
村
修
就

─
─�

ロ
シ
ア
軍
艦
デ
ィ
ア
ナ
号
来
航
問
題
と
安
政
の
南
海
地
震
に
伴
う
大
坂
大
津
浪
（
津

波
）
へ
の
対
応
─
─

菅　
　

良
樹　

　

本
稿
で
は
、
幕
末
期
に
お
け
る
大
坂
町
奉
行
の
動
向
に
つ
い
て
初
め
て
具
体
的
に
検
討

し
、
幕
臣
川
村
修な

が

就た
か

の
「
家
」
に
つ
い
て
も
論
じ
た
。
使
用
し
た
主
な
史
料
は
、
川
村
自

筆
の
「
日
新
録
」
と
称
す
る
町
奉
行
在
任
中
の
「
日
記
書
抜
」
で
あ
る
。
こ
の
記
録
が
、

新
潟
市
歴
史
文
化
課
に
残
存
し
て
い
た
こ
と
は
、
幕
末
期
の
大
坂
を
考
察
す
る
に
あ
た
り

僥
倖
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

川
村
は
、
両
町
奉
行
所
で
の
御
用
日
、
内
寄
合
と
、
城
代
上
屋
敷
で
の
宿
次
寄
合
を
軸

に
、
町
奉
行
所
行
政
を
統
括
し
て
い
た
。
町
奉
行
は
宿
次
寄
合
開
催
日
以
外
に
も
、「
触

書
」
の
作
成
や
刑
罰
の
決
定
に
関
し
て
城
代
土
屋
寅
直
と
用
談
を
し
て
い
た
。
川
村
と
相

役
の
佐
々
木
顕
發
は
、
大
坂
の
経
済
復
興
を
期
す
る
た
め
、
城
代
を
と
お
し
て
老
中
阿
部

正
弘
に
「
伺
」
を
立
て
、「
取
調
書
」
作
成
に
腐
心
し
て
い
た
。

　

さ
ら
に
は
、
欧
米
列
強
の
軍
艦
に
対
す
る
海
防
費
が
増
大
す
る
な
か
で
、
町
奉
行
に

と
っ
て
大
坂
の
富
裕
者
か
ら
の
上
納
金
徴
収
が
重
要
な
責
務
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
嘉

永
七
年
（
安
政
と
改
元
）
に
は
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
来
航
問
題
や
津
波
被
害
か
ら
の
復
興
に

取
り
組
む
こ
と
も
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
川
村
は
御
用
日
、
宿
次
寄
合
な

ど
に
出
席
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

川
村
は
荻
野
流
砲
術
免
許
皆
伝
の
技
能
を
有
し
、
和
歌
や
書
画
に
も
精
通
し
て
い
た
。

川
村
家
は
「
将
軍
家
御
庭
番
」
の
家
筋
で
、
少
禄
の
幕
臣
で
あ
っ
た
が
、
修
就
は
軍
事
を

核
に
、
外
交
、
民
政
を
は
じ
め
幅
広
い
分
野
に
通
暁
す
る
俊
才
で
あ
っ
た
の
で
、
大
坂
町

奉
行
に
抜
擢
さ
れ
て
い
た
と
解
さ
れ
る
。

　

ロ
シ
ア
軍
艦
来
航
問
題
に
つ
い
て
は
、
城
代
の
土
屋
が
老
中
の
阿
部
に
「
伺
」
を
立

て
、
そ
の
「
差
図
」
に
従
い
、
町
奉
行
の
川
村
が
最
前
線
で
対
処
し
て
い
た
と
認
識
で
き

た
。
そ
の
一
方
、
被
災
地
復
興
に
つ
い
て
は
、
大
坂
町
人
の
自
治
能
力
に
依
拠
し
つ
つ

も
、
非
常
時
で
あ
る
の
で
、
川
村
は
「
自
立
的
・
主
体
的
」
に
活
動
し
て
い
た
と
論
じ

た
。
川
村
自
身
が
大
坂
市
中
を
頻
繁
に
見
廻
り
、
復
興
の
手
順
を
直
接
指
示
し
、
そ
の
費

用
に
は
、
川
浚
冥
加
金
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

修
就
が
同
伴
し
て
い
た
孫
の
清
雄
は
、
在
坂
時
田
能
村
直
入
の
弟
子
と
な
り
画
法
を
磨

き
、
そ
の
後
明
治
洋
画
草
創
期
の
指
導
者
に
な
っ
た
。
日
本
の
近
代
化
に
際
し
諸
分
野
で

貢
献
し
た
幕
臣
の
子
弟
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

【
大
坂
町
奉
行
、
幕
臣
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
来
航
、
安
政
の
南
海
地
震
、
大
坂
大
津
波
、
川

村
修
就
、
川
村
清
雄
、
田
能
村
直
入
、
明
治
洋
画
、
日
本
の
近
代
化
】
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絵
巻
の
文
法
序
説

─
─
『
後
三
年
合
戦
絵
詞
』
を
手
掛
か
り
に
─
─

楊　
　

暁　

捷

　
　
　

一
、
媒
体
―
―
巻
物
と
い
う
形
態

　
　
　

二
、
構
文
―
―
絵
画
表
現
の
基
礎

　
　
　
　

１
、
絵
画
の
叙
述
（
絵
画
の
人
称
／
行
動
と
そ
の
結
末
）

　
　
　
　

２
、
時
間
の
構
成
（
動
き
の
一
瞬
／
異
時
同
図
／
複
眼
の
視
点
）

　
　
　
　

３
、
空
間
の
様
相
（
饒
舌
な
空
間
／
空
白
の
空
間
）

　
　
　
　

４
、
絵
画
時
空
の
完
成
（
同
図
多
義
／
異
次
元
の
時
空
）

　
　
　

三
、
語
彙
―
―
繰
り
返
し
応
用
さ
れ
る
構
成
要
素

　
　
　
　

１
、
雲
や
木
の
役
割　

２
、
服
装
と
仕
種　

３
、
画
中
の
視
線

　
　
　
　

４
、
指
差
し
の
ポ
ー
ズ　

５
、
声
高
の
会
話

　
　
　

四
、
文
型
―
―
物
語
を
演
出
す
る
モ
チ
ー
フ

　
　
　
　

１
、
饗
宴　

２
、
対
面　

３
、
処
刑

　
　
　

五
、
反
則
―
―
規
則
が
あ
れ
ば
変
化
が
起
こ
る

　
　
　

六
、
越
境
―
―
絵
と
文
字
と
声
の
往
還

　

絵
巻
は
絵
と
文
章
（
詞
書
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
物
語
を
伝
え（

1
）る。

絵
巻

の
絵
に
は
、
絵
な
ら
で
は
の
規
則
が
あ
り
、
作
者
の
意
図
を
汲
み
取
る
読
み
方

が
あ
る
。
そ
の
規
則
と
読
み
方
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
ど
の
よ
う

に
析
出
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
絵
巻
の
解
読
に
か
か
わ
る
基
礎
課
題
で
あ

る
。
こ
こ
に
、
絵
巻
の
表
現
を
規
定
す
る
も
の
を
仮
に
「
絵
巻
の
文
法
」
と
呼

（
2
）ぶ。

す
な
わ
ち
言
語
の
あ
り
方
を
捉
え
る
文
法
の
概
念
を
援
用
し
つ
つ
、
絵
巻

の
絵
と
詞
書
が
ど
の
よ
う
に
物
語
を
伝
え
る
の
か
、
そ
の
基
本
を
見
出
そ
う
と

す
る
。

　

絵
画
表
現
を
具
体
的
に
説
明
す
る
た
め
に
、
鎌
倉
時
代
に
成
立
し
た
『
後
三

年
合
戦
絵
詞
』（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
以
下
「
後
三
年
」
と
記
す
）
を
用
い
る
。

こ
の
絵
巻
は
、
成
立
の
時
期
（
一
三
四
七
年
）、
制
作
の
場
（
比
叡
山
）、
作
者

（
詞
は
玄
慧
、
絵
は
飛
騨
守
惟
久
）、
伝
来
と
享（

3
）受が
分
か
る
も
の
と
し
て
、
中
世

絵
巻
の
基
準
作
と
見
な
さ
れ
る
。
全
三
巻
、
十
五
段
の
詞
書
と
絵
は
、
豊
富
な
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実
例
を
提
供
し
、
し
か
も
電
子
ア
ク
セ
ス
を
含
む
出
版
、
公
開
の
環
境
は
画
像

の
詳
し
い
検
証
を
可
能
に
し
て
い（

4
）る。

　

こ
の
論
考
は
、
絵
巻
の
表
現
原
則
を
説
き
明
か
す
こ
と
を
通
じ
て
、
絵
巻
の

文
法
の
枠
組
み
を
提
示
し
、
さ
ら
な
る
論
究
の
た
め
の
出
発
点
を
描
く
こ
と
を

目
標
と
す
る
。

一
、
媒
体
―
―
巻
物
と
い
う
形
態

　

本
論
に
入
る
前
に
、
ま
ず
絵
巻
が
依
り
立
つ
巻
物
と
い
う
媒
体
の
形
態
を
確

か
め
て
お
き
た
い
。

　

言
語
に
と
っ
て
の
媒
体
は
、
さ
し
ず
め
文
字
と
音
声
、
こ
の
二
つ
に
尽
き

る
。
記
録
手
段
の
制
限
に
よ
り
、
近
代
以
前
の
言
語
に
は
、
い
ま
は
文
字
で
し

か
接
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

こ
れ
に
倣
っ
て
絵
巻
を
観
察
す
れ
ば
、
そ
れ
が
依
り
立
つ
媒
体
は
、
巻
き
上

げ
ら
れ
、
鑑
賞
の
た
め
に
左
へ
と
披
か
れ
て
ゆ
く
巻
物
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
紙

あ
る
い
は
絹
を
用
い
て
、
一
紙
ず
つ
貼
り
繋
い
で
仕
立
て
ら
れ
る
。
操
作
や
保

存
の
物
理
的
な
制
限
を
巻
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
れ
ば
、
絵
巻
は

お
よ
そ
無
限
の
広
が
り
を
持
つ
。
一
巻
の
絵
巻
に
は
、
文
字
と
絵
が
共
存
す

る
。
両
者
は
一
般
的
に
詞
書
、
同
じ
内
容
を
持
つ
絵
、
さ
ら
に
新
し
い
内
容
の

詞
書
、
そ
れ
に
対
応
す
る
絵
と
い
う
順
番
に
展
開
す
る
。
詞
書
に
用
い
ら
れ
る

文
字
は
仮
名
が
主
体
で
、
高
度
な
漢
文
知
識
な
ど
を
持
た
な
く
て
も
、
あ
る
い

は
そ
れ
を
応
用
し
な
く
て
も
容
易
く
読
め
る
。

　

絵
巻
の
典
型
的
な
構
成
を
「
後
三
年
」
に
よ
っ
て
具
体
的
に
見
て
み
よ
う
。

こ
の
絵
巻
は
、
三
巻
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
五
段
の
詞
書
と
絵
を
持
つ
。
絵
巻

の
サ
イ
ズ
は
、
縦
約
四
十
六
セ
ン
チ
、
料
紙
一
紙
の
横
約
七
十
二
セ
ン
チ
で
、

一
紙
の
横
縦
比
率
は
約
一
・
五
倍
強
で
あ
る
。
三
巻
の
詞
書
と
絵
は
あ
わ
せ
て

七
十
七
紙
、
う
ち
詞
書
は
二
十
九
紙
、
絵
は
四
十
八
紙
、
こ
こ
も
絵
と
詞
書
と

の
比
率
は
ち
ょ
う
ど
一
・
五
倍
強
で
あ
る
。
た
だ
全
十
五
段
に
お
い
て
す
べ
て

詞
書
の
部
が
絵
よ
り
短
い
わ
け
で
は
な
く
、
両
者
が
ほ
ぼ
同
じ
、
あ
る
い
は
絵

よ
り
詞
書
の
ほ
う
が
長
い
段
（
中
巻
第
四
段
）
も
あ
る
。
な
お
、
詞
書
は
、
三

巻
合
わ
せ
て
三
百
九
十
三
行
を
数
え
る
。

　
「
後
三
年
」
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
絵
巻
に
お
い
て
詞
書
と
絵
と
は
平
等

な
関
係
に
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
絵
巻
に
描
か
れ
た
物
語
は
、
新
出
の
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
な
も
の
よ
り
も
、
む
し
ろ
在
来
の
、
熟
知
さ
れ
、
あ
る
い
は
著
者
に

よ
っ
て
収
集
さ
れ
、
編
集
さ
れ
た
も
の
が
圧
倒
的
に
多
数
を
占
め
る
。
そ
の
た

め
、
読
者
は
簡
単
明
瞭
な
詞
書
を
読
ん
で
、
既
知
の
物
語
を
思
い
出
し
、
そ
の

上
で
巻
物
を
披
い
て
そ
こ
に
描
か
れ
た
絵
を
熟
視
し
、
視
覚
の
、
時
に
は
衝
撃

的
な
新
情
報
に
接
す
る
の
で
あ
る
。

二
、
構
文
―
―
絵
画
表
現
の
基
礎

　

こ
の
章
で
は
、
絵
巻
の
絵
画
表
現
を
構
成
す
る
も
っ
と
も
基
本
的
な
内
容
を

述
べ
る
。
そ
れ
は
、
表
現
の
対
象
、
絵
に
お
け
る
時
間
と
空
間
、
そ
し
て
操
作

さ
れ
、
期
待
さ
れ
る
読
者
の
視
線
で
あ
る
。
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１
、
絵
画
の
叙
述

絵
画
の
人
称

　

言
葉
を
構
成
す
る
中
心
的
な
内
容
は
、
主
語
で
あ
る
。
人
間
の
行
動
を
叙
述

す
る
に
は
、「
だ
れ
」
が
そ
の
行
動
を
取
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
つ
ね
に
必

須
内
容
で
あ
り
、
あ
ま
り
に
明
白
な
た
め
字
面
に
お
い
て
省
略
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
が
、
そ
れ
を
含
め
て
主
語
は
叙
述
成
立
の
前
提
で
あ
る
。

　

絵
巻
に
お
け
る
「
主
語
」
と
は
、
物
語
の
中
心
人
物
で
あ
る
。
物
語
の
展
開

に
し
た
が
っ
て
主
人
公
は
繰
り
返
し
登
場
し
、
数
々
の
局
面
に
お
い
て
主
導
権

を
握
り
、
決
定
的
な
役
割
を
果
た
す
。

　
「
後
三
年
」
の
主
人
公
は
、
将
軍
源
義
家
で
あ
る
。
詞
書
は
、
こ
の
主
人
公

の
こ
と
を
「
義
家
」
と
呼
び
、
あ
る
い
は
た
だ
「
将
軍
」
と
呼
ぶ
。
全
十
五
段

の
う
ち
、
主
人
公
義
家
が
詞
書
と
絵
の
両
方
に
登
場
す
る
の
は
九
段
十
一
回
、

詞
書
に
は
記
さ
れ
な
い
で
絵
に
登
場
す
る
の
は
二
回
（
中
巻
第
二
、
五
段
）、
あ

わ
せ
て
十
一
段
に
十
三
回
そ
の
姿
を
見
せ
て
い
る
。
そ
の
い
ず
れ
の
場
合
に
お

い
て
も
、
彼
の
立
ち
居
振
る
舞
い
、
服
装
、
周
り
に
い
る
人
間
と
の
位
置
関
係

な
ど
か
ら
、
そ
れ
が
義
家
だ
と
簡
単
に
判
断
が
つ
く
。

　

言
語
の
文
法
に
倣
っ
て
言
え
ば
、
義
家
に
つ
い
て
の
描
き
方
は
、
さ
し
ず
め

「
第
三
人
称
」
と
捉
え
る
こ
と
が
可
能
だ
ろ
う
。
絵
巻
に
お
い
て
は
、
こ
の
第

三
人
称
と
い
う
描
き
方
が
一
番
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
た
と
え
ば
同
じ
く
絵

巻
の
代
表
作
で
あ
る
『
蒙
古
襲
来
絵
詞
』
は
、
き
わ
め
て
私
的
な
視
点
を
前
面

に
押
し
出
し
て
お
り
、
第
一
人
称
の
作
品
と
言
え
よ
う
。
繰
り
返
し
登
場
す
る

物
語
の
主
人
公
の
存
在
を
絵
巻
の
「
主
語
」
と
す
れ
ば
、
一
方
で
は
、
そ
の
よ

う
な
主
語
の
不
在
、
あ
る
い
は
人
称
不
明
の
作
品
も
指
摘
で
き
る
。
代
表
的
な

の
は
、
社
寺
縁
起
の
作
品
群
だ
ろ
う
。
並
行
す
る
複
数
の
霊
験
談
に
よ
っ
て
神

仏
の
利
益
を
語
る
こ
と
は
、
そ
れ
ら
の
作
品
に
共
通
す
る
構
造
で
あ
る
。
言
語

の
文
法
に
倣
え
ば
、
省
略
さ
れ
た
主
語
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
姿

を
見
せ
な
く
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
存
在
す
る
神
、
仏
こ
そ
超
然
的
な
視

点
に
あ
る
叙
述
の
主
語
な
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
「
後
三
年
」
の
序
文
で
は
、
こ
の
絵
巻
の
制
作
理
由
に
つ
い
て
、

「
源
氏
の
威
光
、
山
王
の
擁
護
な
り
」
と
述
べ
ら
れ
、
比
叡
信
仰
を
物
語
る
も

の
と
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
数
々
の
社
寺
縁
起
を
テ
ー
マ
と
す
る
絵
巻
と

較
べ
れ
ば
、「
後
三
年
」
を
め
ぐ
る
こ
の
創
作
の
意
図
は
機
能
し
な
か
っ
た
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

行
動
と
そ
の
結
末

　

言
語
に
お
い
て
、
主
語
に
対
す
る
の
は
述
語
で
あ
る
。
主
語
が
人
間
で
あ
れ

ば
、
述
語
は
そ
の
人
間
の
取
る
行
動
を
記
述
し
、
あ
る
い
は
そ
の
人
の
様
子
を

描
写
す
る
。

　

絵
巻
に
お
け
る
主
人
公
は
、
そ
の
登
場
に
お
い
て
、
つ
ね
に
行
動
を
伴
う
。

そ
れ
は
主
人
公
そ
の
人
ひ
と
り
の
動
き
で
あ
り
、
あ
る
い
は
そ
の
人
が
関
わ
っ

た
事
件
、
そ
の
人
の
目
に
止
ま
っ
た
出
来
事
、
は
た
ま
た
周
り
の
人
々
を
巻
き
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込
ん
だ
展
開
で
あ
る
。

　
「
後
三
年
」
に
登
場
す
る
義
家
の
姿
は
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
あ
る
。
地
方
豪

族
の
清
原
家
衡
、
武
衡
と
の
間
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
一
連
の
合
戦
の
中
で
、
義

家
は
つ
ね
に
彼
自
身
の
存
在
を
鮮
明
に
訴
え
て
い
る
。
絵
巻
を
披
い
て
ゆ
く
に

従
い
、
義
家
は
陣
中
に
や
っ
て
き
た
弟
義
光
と
対
面
し
、
家
族
や
年
老
い
た
家

来
と
別
れ
て
出
陣
し
、
奇
襲
へ
の
対
応
を
指
揮
し
、
武
士
の
死
闘
を
眺
望
し
、

身
を
庇
う
仮
屋
を
焼
き
払
っ
て
捨
て
身
の
城
攻
め
を
命
令
し
、
宿
敵
を
尋
問

し
、
殊
勲
を
立
て
た
無
名
の
武
士
を
賞
揚
す
る
。
彼
は
、
あ
る
時
は
行
動
の
渦

中
に
身
を
置
き
、
あ
る
時
は
遠
く
か
ら
物
事
の
展
開
を
見
守
り
、
情
勢
に
変
化

を
与
え
、
物
語
全
体
の
流
れ
を
推
し
進
め
る
。
た
と
え
場
面
に
そ
の
姿
が
登
場

し
な
く
て
も
、
そ
こ
に
義
家
は
し
っ
か
り
と
影
を
落
と
し
て
い
る
。

　

言
葉
の
叙
述
は
、
単
純
な
行
動
に
止
ま
ら
な
い
。
そ
れ
と
同
じ
く
、
絵
巻
の

画
面
か
ら
は
、
豊
富
な
「
修
飾
語
」
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
一

つ
の
行
動
に
か
か
わ
る
時
と
場
と
人
間
で
あ
り
、
あ
る
い
は
人
間
と
人
間
、
事

件
と
事
件
と
の
相
互
関
係
で
あ
る
。
主
述
の
関
係
は
明
快
だ
っ
た
り
、
入
り
組

ん
で
い
た
り
し
て
、
一
つ
の
行
動
を
取
り
巻
く
要
素
は
、
限
り
な
く
広
が
っ
て

い
る
。

２
、
時
間
の
構
成

　

絵
巻
に
お
け
る
絵
画
表
現
の
精
髄
は
、
そ
の
時
間
表
現
に
あ
る
。
一
つ
の
表

現
媒
体
と
し
て
の
最
大
の
特
徴
、
絵
巻
が
絵
巻
で
あ
る
ゆ
え
ん
は
、
す
べ
て
そ

れ
が
如
何
に
し
て
時
間
を
表
す
か
に
集
約
さ
れ
る
。
時
が
流
れ
る
物
語
を
伝
え

る
こ
と
は
絵
巻
の
原
点
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
絵
巻
の
絵
は
、
あ
く
ま
で
も

限
ら
れ
た
空
間
に
描
か
れ
た
静
止
の
画
像
で
あ
る
。
動
的
な
時
間
と
静
的
な
画

面
と
の
両
者
は
根
本
的
な
矛
盾
を
孕
ん
で
お
り
、
そ
の
超
越
こ
そ
が
、
絵
巻
の

表
現
と
し
て
の
指
標
な
の
だ
。

動
き
の
一
瞬

　

絵
が
静
止
す
る
媒
体
で
あ
る
以
上
、
絵
に
描
か
れ
た
人
間
の
行
動
は
、
つ
ね

に
あ
る
一
瞬
の
動
き
で
し
か
な
い
。
行
動
の
内
容
に
よ
り
、
そ
れ
は
緩
い
動

作
、
ひ
い
て
は
静
止
し
た
ポ
ー
ズ
の
中
の
一
瞬
で
あ
り
、
あ
る
い
は
激
し
く
動

き
ま
わ
り
、
瞬
時
に
変
化
す
る
行
動
の
中
の
一
瞬
で
あ
る
。

　
「
後
三
年
」
に
お
い
て
、
前
者
の
、
静
止
の
中
の
一
瞬
を
描
く
実
例
は
見
つ

け
出
す
こ
と
が
難
し
い
く
ら
い
少
な
い
。
敢
え
て
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
戦
場
へ

赴
く
義
家
を
見
送
る
家
族
（
上
巻
第
三
段
）、
激
闘
の
前
に
睨
み
合
う
武
士
（
中

巻
第
一
段
）、
戦
場
か
ら
送
り
返
す
品
物
を
見
つ
め
続
け
る
武
士
（
中
巻
第
五

段
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
一
方
で
は
、
後
者
の
、
激
し
い
動
き
の
中
の
一

瞬
と
い
う
構
図
は
は
る
か
に
多
い
。
人
が
走
っ
た
り
、
飛
び
跳
ね
た
り
、
馬
を

馳
せ
た
り
す
る
よ
う
な
行
動
を
は
じ
め
、
太
刀
が
振
り
落
と
さ
れ
て
血
が
噴
き

出
し
、
矢
に
当
た
り
馬
か
ら
落
ち
か
か
る
と
い
っ
た
よ
う
な
場
面
は
枚
挙
に
遑

が
な
い
。
そ
の
ど
れ
も
が
そ
れ
以
上
続
く
は
ず
は
な
く
、
一
目
で
そ
れ
が
激
し

い
動
き
の
中
の
一
瞬
だ
と
分
か
る
よ
う
な
、
き
わ
め
て
強
調
さ
れ
た
構
図
で
描
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か
れ
、
注
意
深
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

絵
画
に
お
い
て
、
連
続
す
る
動
作
の
中
か
ら
特
定
の
一
瞬
を
切
り
取
り
、
行

動
す
る
人
間
の
力
や
思
い
を
凝
縮
し
た
形
で
描
き
出
す
。
そ
れ
は
見
る
人
の
感

性
に
訴
え
、
表
現
と
し
て
力
強
く
印
象
深
い
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
一
瞬

を
切
り
取
っ
た
構
図
は
、
物
語
の
時
間
を
表
現
す
る
う
え
で
一
番
有
効
で
あ
る
。

　

末
割
惟
弘
の
死
の
場
面
を
あ
ら
た
め
て
見
て
み
よ
う
（
図
１
）。
惟
弘
の
体

は
い
つ
の
間
に
か
仰
向
け
に
ひ
っ
く
り
返
っ
て
後
ろ
に
向
き
、
頭
が
馬
の
そ
れ

と
並
行
し
、
左
足
が
天
へ
と
差
し
伸
べ
ら
れ
て
す
で
に
鞍
を
越
え
よ
う
と
し
て

い
る
。
こ
の
姿
勢
は
つ
ぎ
の

瞬
間
ま
で
続
く
は
ず
は
な

い
。
し
た
が
っ
て
読
者
は
こ

の
瞬
間
を
起
点
と
し
て
、
そ

の
前
後
の
様
子
を
想
像
で
補

う
。
後
ろ
向
き
の
体
は
、
す

で
に
鞍
の
上
で
半
転
し
た
こ

と
に
ほ
か
な
ら
ず
、
力
を

失
っ
た
左
足
は
、
す
で
に
一

度
鞍
の
上
を
越
え
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ぎ
の
瞬

間
に
は
、
体
全
体
が
馬
か
ら

離
れ
、
地
面
に
叩
き
つ
け
ら

れ
、
馬
は
前
方
へ
走
り
さ
る
。
す
な
わ
ち
瞬
間
の
描
写
は
読
者
の
想
像
を
刺
激

し
、
そ
れ
が
強
烈
な
ほ
ど
、
そ
の
前
後
の
時
間
の
経
過
が
読
者
の
意
識
の
中
で

想
像
さ
れ
る
。
静
止
の
画
面
を
用
い
て
時
間
の
展
開
を
表
現
す
る
と
い
う
絵
巻

の
根
本
的
な
命
題
に
、
こ
の
構
図
は
一
つ
の
答
え
を
出
し
て
い
る
。
瞬
間
を
切

り
取
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
最
少
の
絵
画
の
空
間
に
お
い
て
、
最
長
の
時
間
の
経

過
を
読
者
に
植
え
付
け
る
方
法
な
の
で
あ
る
。

異
時
同
図

　

絵
巻
に
は
も
う
一
つ
、
上
記
の
瞬
間
表
現
の
原
理
に
立
脚
し
つ
つ
、
効
果
的

な
時
間
表
現
を
す
る
特
殊
な
構
図
法
が
あ
る
。
こ
れ
を
「
異
時
同
図
」
と
呼

ぶ
。
そ
れ
は
一
つ
の
背
景
に
お
い
て
、
同
じ
人
間
の
動
き
を
数
回
に
分
け
て
描

き
こ
む
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
の
姿
は
、
一
連
の
行
動
に
お
け
る
特

定
の
時
間
に
対
応
し
、
固
定
し
た
背
景
に
対
す
る
異
な
る
姿
は
、
そ
の
ま
ま
時

間
の
展
開
を
具
体
的
に
伝
え
る
。
一
つ
の
背
景
に
同
じ
人
間
の
姿
が
繰
り
返
し

静
止
し
た
形
で
存
在
す
る
こ
と
は
、
現
実
の
世
界
で
は
あ
り
え
ず
、
こ
の
構
図

は
あ
く
ま
で
も
ユ
ニ
ー
ク
で
特
異
な
も
の
で
あ
る
。
た
だ
表
現
の
原
理
を
知
れ

ば
、
物
語
時
間
の
追
体
験
は
可
能
で
、
分
か
り
や
す
い
。

　
「
後
三
年
」
に
お
い
て
、
異
時
同
図
の
構
図
は
四
例
ほ
ど
確
認
で
き
る
。
そ

の
一
番
目
を
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。
そ
れ
は
中
巻
第
二
段
に
描
か
れ
た
、
亀
次

と
鬼
武
が
演
じ
た
死
闘
の
結
末
の
場
面
で
あ
る
。
事
の
経
緯
は
、
そ
の
前
の
段

の
詞
書
に
お
い
て
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
亀
次
が
投
刀

図 1　『後三年合戦絵詞』中巻第二段より
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の
さ
き
、
し
き
り
に
あ
が
る
や
う

に
見
ゆ
る
ほ
ど
に
、
亀
次
が
頭
、

冑
き
な
が
ら
、
鬼
武
が
な
ぎ
な
た

の
さ
き
に
か
ゝ
り
て
お
ち
ぬ
」

と
、
亀
次
の
死
に
よ
っ
て
勝
負
が

つ
い
た
。
絵
を
見
る
と
、
人
物
の

服
装
な
ど
か
ら
鬼
武
の
姿
は
簡
単

に
確
か
め
ら
れ
、
そ
れ
が
二
度
現

れ
て
い
る
（
図
２
）。
兜
が
無
造

作
に
捨
て
ら
れ
て
、
首
の
な
い
亀

次
の
死
体
か
ら
す
こ
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
、
両
手
で
討
ち
取
っ
た
首
を
抱
え
、

嬉
々
と
し
た
顔
つ
き
で
走
り
去
る
鬼
武
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
彼
は
き
っ
と

兜
ご
と
切
り
取
っ
た
亀
次
の
首
を
手
早
く
取
り
上
げ
、
兜
を
解
い
て
地
面
に
捨

て
た
に
違
い
な
い
。
鬼
武
が
走
り
去
る
先
に
、
す
で
に
馬
に
乗
っ
た
鬼
武
の
姿

が
あ
り
、
鷹
揚
と
し
た
姿
勢
で
掲
げ
た
長
刀
に
は
、
討
ち
取
っ
た
首
が
し
っ
か

り
と
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
繰
り
返
し
登
場
す
る
鬼
武
の
様
子
は
、
彼
の
一
連
の

行
動
を
鮮
や
か
に
活
写
し
て
い
る
。

　

こ
の
画
面
の
他
に
、
武
衡
の
陣
中
で
は
、
降
伏
を
断
る
季
方
の
姿
を
退
出
と

対
面
と
の
二
つ
の
状
況
に
分
け
て
並
べ
（
中
巻
第
四
段
）、
武
衡
の
最
期
の
場
面

で
は
、
尋
問
と
連
れ
出
し
と
斬
首
の
三
つ
の
動
き
に
分
け
て
配
置
し
、
千
任
折

檻
の
場
面
で
は
、
舌
を
切
る
と
こ
ろ
と
、
木
の
枝
に
吊
る
す
と
こ
ろ
を
連
続
し

て
描
い
て
い
る
（
と
も
に
下
巻
第
三
段
）
な
ど
、
い
ず
れ
も
典
型
的
な
異
時
同

図
の
構
図
を
用
い
て
い
る
。

　
「
異
時
同
図
」
は
、
絵
巻
表
現
を
め
ぐ
る
こ
れ
ま
で
の
論
考
の
中
で
も
っ
と

も
多
く
考
察
さ
れ
て
き
た
概
念
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
構
図
に
つ
い
て
の
考
察

は
、
お
よ
そ
絵
巻
が
研
究
の
対
象
と
な
っ
た
当
初
か
ら
行
わ（

5
）れ、

さ
ら
に
そ
の

論
点
を
よ
り
深
め
て
、
背
景
と
複
数
に
描
き
分
け
ら
れ
た
人
物
（
前
者
を

「
景
」、
後
者
を
「
場
面
」
と
呼
ぶ
）
を
分
離
し
て
、
構
成
要
素
と
両
者
の
相
互
関

係
を
よ
り
詳
し
く
捉
え
る
試
み
も
行
わ
れ（

6
）た。

し
か
も
そ
れ
が
絵
巻
の
特
徴
的

な
表
現
で
あ
る
と
し
て
、
中
国
の
絵
巻
を
考
察
す
る
時
に
お
い
て
さ
え
、
一
つ

の
物
差
し
と
し
て
応
用
さ
れ（

7
）た。

　

構
図
法
と
し
て
の
「
異
時
同
図
」
は
、
絵
画
の
瞬
間
表
現
を
極
端
な
ま
で
に

応
用
し
た
手
法
と
言
え
よ
う
。
物
語
を
伝
え
る
た
め
に
、
こ
の
構
図
法
は
効
果

的
で
、
読
者
に
伝
わ
り
や
す
い
。
た
だ
し
、「
異
時
同
図
」
は
あ
く
ま
で
も
絵

画
表
現
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
は
特
徴
的
で
は
あ
っ
て
も
、
実
際
の
使
用
例
は

む
し
ろ
数
少
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

複
眼
の
視
点

　
「
異
時
同
図
」
が
絵
巻
の
瞬
間
描
写
を
め
ぐ
る
極
端
な
応
用
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
同
じ
く
限
ら
れ
た
空
間
に
お
け
る
時
間
表
現
を
目
標
と
し
て
、
瞬
間
描
写

へ
の
反
省
、
ひ
い
て
は
反
動
に
由
来
す
る
複
眼
視
点
の
構
図
が
あ
る
。
そ
の
構

成
の
原
理
は
、「
単
一
固
定
視
点
」
の
不
在
、
あ
る
い
は
意
図
的
な
排
除
で
あ

図 2　『後三年合戦絵詞』中巻第二段より
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り
、
絵
巻
構
図
の
一
つ
の
基
本
的
な
特
徴
だ
と
指
摘
さ
れ
て
い
（
8
）る。

す
な
わ

ち
、
一
つ
の
画
面
を
構
成
す
る
人
物
な
ど
は
具
体
的
な
行
動
の
瞬
間
に
い
る

が
、
し
か
し
そ
の
よ
う
な
瞬
間
の
集
積
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
画
面
全
体
は
一

つ
の
特
定
の
瞬
間
に
対
応
し
な
い
。
複
数
の
時
間
が
集
め
ら
れ
、
慎
重
に
組
み

合
わ
せ
ら
れ
る
中
で
、
絵
は
物
語
時
間
の
展
開
を
表
現
す
る
。
言
う
ま
で
も
な

く
「
異
時
同
図
」
の
構
図
は
、
一
般
論
と
し
て
す
べ
て
違
う
瞬
間
を
よ
せ
集
め

た
も
の
で
、
複
数
の
視
点
を
鑑
賞
の
前
提
と
す
る
。
だ
が
、
同
じ
人
間
の
反
復

出
現
で
は
な
く
、
複
数
人
物
に
よ
る
違
う
行
動
の
複
合
と
な
れ
ば
、
構
図
に
は

お
の
ず
か
ら
違
う
意
味
合
い
が
生
ま
れ
て
く
る
。

　

一
つ
の
具
体
例
を
武
衡
落
城
前
夜
の
画
面
か
ら
見
て
み
よ
う
（
下
巻
第
一

段
）。
城
を
囲
む
兵
士
た
ち
の
力
が
尽
き
よ
う
と
し
た
夜
、
義
家
は
寒
さ
を
凌

ぐ
仮
屋
を
焼
き
払
う
命
令
を
出
し
た
。
詞
書
は
そ
の
様
子
を
「
人
あ
や
し
く
お

も
へ
ど
も
、
将
軍
の
を
き
て
の
ま
ゝ
に
、
か
り
や
ど
も
に
火
を
つ
け
て
、
お
の

〳
〵
手
を
あ
ぶ
る
（
略
）」
と
記
す
。
こ
れ
を
伝
え
て
、
絵
は
三
つ
の
行
動
を

一
つ
の
画
面
に
描
き
こ
ん
で
い
る
。
指
差
し
の
身
振
り
で
義
家
の
指
示
を
伝
え

る
人
、
力
ず
く
で
仮
屋
を
壊
す
人
、
そ
し
て
火
を
囲
ん
で
暖
を
取
る
大
勢
の

人
々
で
あ
る
。
三
つ
の
行
動
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
内
容
と
時
間
の
流
れ
を
持
ち
、

明
ら
か
に
同
じ
瞬
間
に
同
時
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
。
一
つ
の
特
定
の
時

間
を
表
現
す
る
も
の
で
な
い
こ
の
画
面
は
、
そ
の
全
体
を
も
っ
て
激
戦
前
夜
と

い
う
、
緊
張
の
中
で
ひ
た
ひ
た
と
流
れ
る
時
間
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

単
一
固
定
視
点
を
志
向
せ
ず
、
複
眼
の
視
点
を
求
め
よ
う
と
す
る
絵
巻
の
こ

の
構
図
は
、
影
を
描
か
な
い
こ
と
を
特
徴
と
す
る
東
洋
の
絵
画
と
根
底
に
お
い

て
相
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
両
者
は
と
も
に
、
超
越
し
た
鑑
賞
の
視
線
を
見

る
人
が
会
得
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
複
眼

の
視
点
に
つ
い
て
の
論
考
は
、
西
洋
の
絵
画
や
写
真
な
ど
に
な
れ
親
し
ん
だ
現

代
の
鑑
賞
者
の
た
め
に
必
要
な
解
説
で
あ
る
と
付
け
加
え
た
い
。

３
、
空
間
の
様
相

　

叙
事
す
る
絵
は
、
空
間
描
写
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
物
事
や
事

件
を
表
現
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
周
り
の
描
写
は
ま
ず
避
け
ら
れ
な
い
。
言

葉
で
記
さ
れ
た
も
の
に
較
べ
て
、
描
か
れ
た
空
間
は
は
る
か
に
即
物
的
で
、
言

葉
で
は
及
ば
な
い
、
あ
る
い
は
文
章
で
は
一
々
書
き
込
む
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
を
含
み
、
情
報
量
が
多
い
。
そ
の
見
地
か
ら
、
絵
巻
に
お
け
る
空
間
描
写
は

お
よ
そ
二
つ
の
極
端
な
様
相
を
呈
す
る
。

饒
舌
な
空
間

　

一
枚
の
絵
に
描
か
れ
た
物
理
的
な
空
間
は
、
多
く
の
場
合
、
言
葉
で
は
十
分

に
伝
え
き
れ
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
言
葉
と
画
像
と
い
う
記
録
媒
体
は
、
互

い
に
置
き
換
え
ら
れ
な
い
要
素
を
本
質
的
に
持
つ
。
こ
れ
に
加
え
て
、
絵
巻
に

描
か
れ
た
空
間
は
時
に
物
語
か
ら
溢
れ
、
詞
書
が
伝
え
る
も
の
以
上
に
、
饒
舌

な
ほ
ど
に
物
語
の
世
界
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
。

　
「
後
三
年
」
に
み
る
そ
の
一
番
明
ら
か
な
例
は
、
上
巻
第
三
段
だ
ろ
う
。
こ
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の
段
は
義
家
の
武
衡
征
討
へ
の
出
陣
を
描
く
。
詞
書
は
事
の
経
緯
を
述
べ
て
、

と
り
わ
け
義
家
と
年
老
い
た
光
任
と
の
別
れ
を
伝
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の

段
の
絵
は
、
右
か
ら
ほ
ぼ
半
分
の
ス
ペ
ー
ス
を
割
い
て
、
詞
書
が
一
言
も
触
れ

て
い
な
い
国
府
に
あ
る
義
家
の
棲
家
の
様
子
を
描
く
。
棲
家
の
描
写
の
半
分
は

広
大
な
庭
で
あ
る
。
滝
水
が
広
々
と
し
た
池
に
注
ぎ
、
水
辺
に
は
青
々
と
し
た

葦
が
生
え
、
岸
に
は
雉
や
鴛
鴦
が
長
閑
に
休
息
し
、
岸
辺
に
は
無
人
の
小
舟
ま

で
停
泊
し
て
い
る
。
優
雅
な
回
廊
は
さ
ら
に
贅
を
尽
く
し
た
建
物
の
中
へ
と
続

く
。
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
空
間
は
物
語
の
展
開
と
関
係
な
く
、
そ
の
内
容
に

も
叙
述
的
な
必
然
性
が
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
描
写
は
き
わ
め

て
具
体
的
で
、
空
間
は
異
様
な
ぐ
ら
い
充
満
し
、
強
く
存
在
を
主
張
し
て
い

る
。

　

文
字
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
物
語
か
ら
溢
れ
出
た
空
間
が
、
絵
巻
の
表
現
を
よ

り
豊
か
な
も
の
に
し
て
い
る
。

　

空
白
の
空
間

　

右
記
と
は
逆
に
、
空
間
の
物
理
的
な
要
素
を
い
っ
さ
い
描
か
な
い
構
図
も
あ

る
。
い
わ
ば
空
間
描
写
の
放
棄
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
空
間
の
不
在
、
あ
る
い

は
抽
象
化
さ
れ
、
人
意
的
に
作
り
出
さ
れ
た
空
っ
ぽ
の
空
間
は
、
も
う
一
つ
の

極
端
な
表
現
の
様
相
を
見
せ
る
。

　
「
後
三
年
」
で
の
そ
の
画
像
例
は
、
先
に
触
れ
た
下
巻
第
三
段
、
武
衡
の
処

刑
の
場
面
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
落
城
の
後
、
武
衡
は
生
け
捕
ら
れ

て
、
義
家
の
前
に
引
き
連
れ
出
さ

れ
る
。
詞
書
は
義
家
の
尋
問
、
武

衡
の
求
命
、
そ
れ
に
同
情
す
る
義

光
へ
の
義
家
の
説
教
、
そ
し
て
武

衡
の
処
刑
を
記
す
。
以
上
の
展
開

に
対
し
て
、
絵
は
跪
く
武
衡
、

引
っ
張
ら
れ
る
武
衡
、
そ
し
て
正

座
し
て
首
を
斬
ら
れ
る
武
衡
を
、

「
異
時
同
図
」
で
描
く
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
こ
に
は
常
識
的
に
期

待
さ
れ
る
よ
う
な
背
景
は
何
も
描

か
れ
て
い
な
い
（
図
３
）。
樹
木

も
山
道
も
な
け
れ
ば
、
壊
さ
れ
た

城
も
な
い
。
あ
る
の
は
た
だ
義
家

を
中
心
と
す
る
颯
爽
と
し
た
一
群

の
武
士
だ
け
で
あ
る
。
彼
ら
は
馬

に
乗
っ
た
ま
ま
精
神
を
高
揚
さ

せ
、
巧
み
に
描
き
分
け
ら
れ
た
そ

れ
ぞ
れ
の
視
線
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
姿
勢
の
武
衡
に
注
が
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

は
、
武
士
の
群
像
が
り
っ
ぱ
な
風
景
と
な
り
、
こ
の
場
の
空
間
を
形
成
し
て
い

る
。

図 3　『後三年合戦絵詞』下巻第三段より
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こ
こ
ま
で
演
出
さ
れ
た
景
観
空
間
の
空
白
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
絵
画
表
現

に
お
け
る
意
図
的
な
演
出
で
あ
る
。
あ
る
べ
き
も
の
を
ほ
ぼ
ゼ
ロ
ま
で
削
っ
た

結
果
、
そ
れ
が
逆
に
言
葉
に
よ
る
説
明
を
誘
う
。
試
し
に
言
葉
を
も
っ
て
こ
の

空
間
を
埋
め
て
い
け
ば
、
い
く
ら
で
も
説
明
が
可
能
で
あ
る
。
饒
舌
と
空
白

は
、
絵
巻
の
空
間
に
お
い
て
表
裏
一
体
の
も
の
で
あ
る
。

４
、
絵
画
時
空
の
完
成

　

絵
巻
の
絵
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
掛
け
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
一

番
大
事
な
の
は
、
読
者
と
の
交
流
で
あ
り
、
さ
ら
に
言
え
ば
絵
を
観
る
者
の
視

線
の
誘
導
で
あ
る
。
巧
み
に
操
ら
れ
た
観
者
の
参
加
に
よ
り
、
絵
画
の
時
空
が

統
一
さ
れ
、
表
現
が
完
成
さ
れ
る
。

同
図
多
義

　

絵
巻
に
描
か
れ
た
行
動
は
、
必
ず
し
も
一
つ
の
特
定
の
時
間
に
対
応
し
な

い
。
そ
の
場
合
、
絵
師
は
そ
の
姿
が
特
定
の
、
排
他
的
な
時
間
に
対
応
し
な
い

よ
う
に
注
意
深
く
仕
掛
け
を
仕
込
む
。
こ
れ
を
絵
巻
の
表
現
原
理
の
一
つ
と
し

て
、
仮
に
「
同
図
多
義
」
と
呼
ぶ
。
観
者
は
仕
掛
け
ら
れ
た
視
線
の
軌
道
に

沿
っ
て
一
つ
の
内
容
を
眺
め
て
次
へ
と
視
線
を
移
動
さ
せ
、
再
び
前
の
内
容
に

戻
っ
て
く
る
。
そ
の
度
ご
と
に
、
同
じ
絵
が
違
う
意
味
合
い
を
見
せ
る
の
で
あ

る
。

　
「
後
三
年
」
下
巻
第
四
段
を
例
に
具
体
的
に
説
明
し
て
み
よ
う
。
次
任
と
い

う
下
級
武
士
が
落
城
か
ら
逃
げ
出
し
た
家
衡
を
射
殺
し
、
そ
の
首
を
刎
ね
た
。

こ
の
段
の
詞
書
は
以
上
の
経
緯
を
簡
潔
に
記
し
た
う
え
、
家
衡
の
首
を
献
上
し

た
次
任
と
義
家
の
会
話
を
テ
ン
ポ
良
い
文
章
で
活
写
し
て
い
る
。
声
高
な
名
告

り
、
義
家
の
質
問
、
次
任
の
家
人
の
応
酬
、
そ
し
て
家
人
が
用
い
る
方
言
の
解

釈
な
ど
、
豊
か
な
声
が
飛
び
交
い
、
こ
だ
ま
す
る
空
間
は
、
そ
の
ま
ま
舞
台
劇

の
一
コ
マ
で
あ
る
。
こ
の
段
の
絵
は
家
衡
の
首
を
掲
げ
た
家
人
、
次
任
、
義
家

を
右
か
ら
左
へ
横
一
列
に
描
く
（
図
４
）。
観
者
は
詞
書
に
記
さ
れ
た
会
話
の

掛
け
合
い
を
想
起
し
な
が
ら
、
そ
の
発
話
者
の
姿
を
眺
め
て
い
く
。
ど
の
人
物

に
つ
い
て
も
観
者
の
視
線
の
移
動
は
一

度
で
は
済
ま
な
い
。
一
番
左
に
い
る
義

家
を
見
れ
ば
、
彼
の
姿
勢
や
表
情
に
導

か
れ
て
、
自
然
に
視
線
を
右
に
戻
し
、

次
任
と
家
人
を
見
比
べ
る
。
そ
し
て
会

話
を
反
芻
し
な
が
ら
視
線
を
運
ぶ
都

度
、
人
物
は
ま
る
で
違
う
表
情
を
見
せ

る
。
義
家
は
、
詞
書
に
書
か
れ
て
い
る

よ
う
に
、
耳
を
疑
う
ほ
ど
に
驚
き
、
武

士
の
名
前
を
繰
り
返
し
訊
ね
る
ほ
ど
に

喜
び
、
最
上
の
褒
賞
を
与
え
て
満
悦
を

表
現
し
、
敵
の
首
を
見
つ
め
て
勝
利
を

実
感
す
る
。
対
し
て
次
任
は
、
畏
敬
と

図 4　『後三年合戦絵詞』下巻第四段より



22

誇
り
と
自
負
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
を
全
身
に
滲
ま
せ
る
。

　

次
任
褒
賞
の
段
に
お
い
て
絵
師
が
と
り
わ
け
注
意
深
く
描
い
た
の
は
、
三
人

の
主
人
公
そ
れ
ぞ
れ
の
豊
か
で
多
重
に
読
み
取
れ
る
顔
の
表
情
で
あ
る
。
こ
の

他
に
、「
同
図
多
義
」
の
構
図
で
は
誤
解
を
恐
れ
な
い
曖
昧
な
ア
イ
テ
ム
、
矛

盾
し
た
状
況
設
定
な
ど
も
よ
く
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
計
算
し
尽
く
さ

れ
た
構
図
は
読
者
の
視
線
を
操
作
し
、
物
語
を
体
験
さ
せ
る
。「
同
図
多
義
」

の
構
図
は
、
一
つ
の
画
像
を
特
定
の
排
他
的
な
時
間
で
は
な
く
、
む
し
ろ
複
数

の
時
間
に
対
応
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
豊
か
な
絵
画
表
現
を
実
現
さ
せ
て
い

る
と
言
え
よ
う
。

異
次
元
の
時
空

　

絵
巻
の
絵
は
、
ま
ず
は
も
ち
ろ
ん
物
語
を
伝
え
る
た
め
に
構
想
さ
れ
る
。
た

だ
、
一
部
の
絵
は
、
現
在
進
行
の
物
語
を
表
す
と
同
時
に
、
物
語
の
内
容
と
は

関
係
の
な
い
別
個
の
情
報
を
伝
達
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　

そ
の
具
体
例
を
、「
後
三
年
」
中
巻
第
五
段
に
見
て
み
よ
う
。
終
わ
り
の
見

え
な
い
城
攻
め
は
、
義
家
の
軍
勢
に
と
っ
て
も
苦
し
い
試
練
だ
っ
た
。
冬
の
到

来
を
目
前
に
し
て
、
戦
場
の
武
士
た
ち
は
国
府
に
残
し
た
家
族
の
こ
と
を
心
配

し
、
手
紙
を
送
る
。
こ
の
段
の
絵
は
ゆ
っ
た
り
し
た
ス
ペ
ー
ス
に
、
武
士
た
ち

が
手
紙
を
書
き
、
そ
れ
を
差
し
出
す
様
子
を
描
い
て
い
る
（
図
５
）。
正
面
を

向
い
た
武
士
は
、
目
の
前
に
紙
と
封
と
硯
と
墨
を
整
然
と
揃
え
て
、
左
手
で
紙

を
持
ち
上
げ
、
右
手
で
勢
い
よ
く
筆
を
走
ら
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
彼
の
向
か

い
に
座
る
別
の
一
群
の
武
士
た
ち
は
、

そ
れ
ぞ
れ
す
こ
し
ず
つ
異
な
る
行
動
を

取
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
封
を
付
け
、

あ
る
い
は
文
を
書
き
、
あ
る
い
は
手
紙

を
差
し
出
し
て
い
る
。
配
達
を
受
け
持

つ
男
は
乗
り
馬
を
す
ぐ
そ
ば
に
立
た
せ

て
い
る
。
一
人
ひ
と
り
の
武
士
た
ち
は

あ
く
ま
で
も
手
紙
を
書
く
と
い
う
同
じ

行
為
に
取
り
掛
か
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

一
方
で
は
、
丁
寧
に
こ
の
絵
を
読
め
ば
、
物
語
の
内
容
で
あ
る
「
武
士
が
家

族
に
手
紙
を
出
す
」
と
い
う
こ
と
以
外
に
、
手
紙
を
書
く
と
い
う
行
動
を
め
ぐ

る
集
合
的
な
情
報
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
す
な
わ
ち
中
世
の

「
書
札
礼
」
で
あ
る
。
手
紙
と
い
う
も
の
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
、
そ
れ
は

ど
の
よ
う
に
作
成
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
形
に
纏
め
ら
れ
、
だ
れ
に
託
さ
れ
る
の

か
と
い
う
、
手
紙
に
関
わ
る
社
会
生
活
の
具
体
像
が
こ
こ
で
は
丁
寧
に
絵
画
化

さ
れ
て
い
る
の
で
あ（

9
）る。

　

お
な
じ
よ
う
な
構
図
の
原
理
で
説
明
で
き
る
も
の
に
、
上
巻
第
二
段
の
「
料

理
の
作
り
方
」
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
刺
身
料
理
を
出
す
ま
で
の
過
程
、
魚
や
雉

を
下
ろ
し
、
盛
り
付
け
を
し
、
座
敷
に
出
す
と
い
う
一
連
の
行
為
が
順
番
に
描

き
出
さ
れ
て
い
る
。

図 5　『後三年合戦絵詞』中巻第五段より
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物
語
の
進
行
と
並
行
し
て
、
別
の
隠
さ
れ
た
テ
ー
マ
を
持
ち
込
み
、
あ
る
特

定
の
行
動
の
プ
ロ
セ
ス
を
一
続
き
に
絵
画
化
し
て
描
く
。
こ
こ
に
物
語
の
展
開

と
は
関
係
し
な
い
も
う
一
つ
の
時
間
軸
が
敷
か
れ
、
ま
さ
に
異
次
元
の
空
間
が

展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
、
語
彙
―
―
繰
り
返
し
応
用
さ
れ
る
構
成
要
素

　

言
語
の
文
法
が
取
り
扱
う
最
少
の
単
位
は
単
語
語
彙
で
あ
る
。
そ
れ
に
倣
っ

て
、
こ
こ
で
は
絵
巻
に
お
け
る
「
語
彙
」
に
つ
い
て
考
え
る
。
絵
巻
に
お
け
る

語
彙
は
、
繰
り
返
し
応
用
さ
れ
る
構
成
要
素
で
あ
り
、
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
は
物

語
の
内
容
に
限
定
さ
れ
た
関
係
を
も
つ
だ
け
で
は
な
く
、
必
要
に
応
じ
て
選
ば

れ
、
表
現
の
原
理
に
沿
っ
て
応
用
さ
れ
、
組
み
合
わ
せ
ら
れ
て
物
語
伝
達
に
寄

与
す（

10
）る。

　

絵
巻
の
語
彙
を
集
め
れ
ば
膨
大
な
リ
ス
ト
に
な
る
が
、
こ
こ
で
は
わ
ず
か
数

例
の
代
表
的
な
も
の
を
取
り
上
げ
る
に
止
ま
る
。

１
、
雲
や
木
の
役
割

　

物
語
に
は
、
雲
や
樹
木
や
山
が
存
在
す
る
。
だ
が
絵
巻
に
お
け
る
そ
れ
ら

は
、
具
体
的
な
物
語
を
表
す
と
同
時
に
、
画
面
を
分
割
し
た
り
画
像
配
置
の
ス

ペ
ー
ス
を
調
整
し
た
り
す
る
絵
画
的
な
役
割
を
持
つ
。

　
「
後
三
年
」
全
十
五
段
の
絵
は
、
単
独
の
場
面
の
み
を
描
い
た
も
の
は
な

く
、
す
べ
て
複
数
の
場
面
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
場

合
、
複
数
場
面
が
連
続
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
中
に
は
、
た
と
え
ば
下
巻
第
四

段
で
は
、
家
衡
射
殺
と
家
衡
の
首
献
上
の
場
面
の
間
に
、
次
任
主
従
が
道
中
を

急
ぐ
場
面
を
織
り
交
ぜ
て
、
場
面
を
巧
み
に
転
換
す
る
工
夫
も
見
ら
れ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
雲
や
樹
木
を
画
面
分
割
に
用
い
た
例
も
あ
る
。
た
だ
そ
の

よ
う
な
用
例
は
限
ら
れ
て
い
て
、
い
っ
そ
う
意
図
的
な
創
作
に
見
え
る
。
上
巻

第
二
段
で
は
、
激
戦
の
地
を
挟
ん
で
義
家
と
武
衡
の
そ
れ
ぞ
れ
の
陣
中
が
描
か

れ
て
い
る
が
、
三
つ
の
場
面
を
分
け
る
た
め
に
、
前
者
に
は
山
、
後
者
に
は
雲

を
用
い
て
い
る
。
同
じ
く
下
巻
第
五
段
に
見
る
室
内
と
野
外
と
い
う
二
つ
の
場

面
は
、
雲
と
山
に
よ
っ
て
繋
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

巻
物
と
い
う
物
理
的
な
制
限
も
関
係
す
る
だ
ろ
う
が
、
絵
巻
の
場
面
分
割
は

左
右
の
展
開
に
止
ま
る
。
神
仏
の
来
迎
（「
後
三
年
」
に
は
な
い
）
を
場
面
上
部

の
祥
雲
の
中
に
描
く
よ
う
な
特
別
な
構
図
を
除
い
て
、
画
面
を
小
さ
く
複
数
に

分
け
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

２
、
服
装
と
仕
種

　

絵
巻
に
描
か
れ
た
人
物
が
身
に
纏
う
服
装
と
そ
の
仕
種
は
、
そ
の
人
物
を
特

定
す
る
の
に
大
事
な
要
素
で
あ
り
、
他
の
人
物
と
区
別
す
る
た
め
に
、
ま
ず
頼

る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
一
つ
の
作
品
に
お
い
て
、
特
定
の
人
物
に
つ
ね
に
同
じ

服
装
を
身
に
着
け
さ
せ
て
描
く
と
い
う
よ
く
見
ら
れ
る
手
法
も
、
同
じ
理
由
に

よ
る
。

　
「
後
三
年
」
に
お
い
て
、
服
装
の
描
写
で
ひ
と
際
異
彩
を
放
っ
て
い
る
の
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は
、
義
家
の
出
陣
を
見
送
る
貴
女
の
姿
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
鎧
兜
で
身
を
固
め
た
男

た
ち
の
姿
や
血
が
飛
び
散
る
戦
場
の
場
面

が
圧
倒
的
に
多
い
こ
の
絵
巻
の
中
で
、
と

り
わ
け
目
立
つ
。
室
内
に
止
ま
り
咽
び
入

る
声
を
袖
で
押
さ
え
る
女
性
は
、
贅
を
尽

く
し
た
十
二
単
の
晴
れ
衣
裳
を
身
に
纏
っ

て
い
る
。
地
方
の
将
軍
の
妻
と
し
て
の
身

分
、
あ
る
い
は
夫
の
出
陣
を
送
別
す
る
と

い
う
設
定
に
果
た
し
て
相
応
し
い
か
ど
う

か
は
、
さ
ほ
ど
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
構
図

で
あ
る
（
図
６
）。

　

絵
巻
に
描
か
れ
る
人
物
の
身
な
り
は
、
そ
の
人
の
社
会
的
地
位
や
身
分
を
表

す
こ
と
を
優
先
し
、
簡
単
に
識
別
で
き
る
こ
と
を
最
大
の
目
標
と
す
る
。
そ
の

た
め
、
服
装
は
「
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
」
の
平
均
化
さ
れ
た
も
の
に
な
る
傾
向
が

避
け
ら
れ
な
い
。
そ
れ
が
時
に
は
極
端
で
、
た
と
え
物
語
の
状
況
に
そ
ぐ
わ
な

い
と
し
て
も
構
わ
な
い
。
観
る
人
に
、
登
場
人
物
に
関
す
る
情
報
を
分
か
り
や

す
く
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

３
、
画
中
の
視
線

　

物
語
の
中
心
を
占
め
る
人
物
た
ち
は
、
互
い
に
や
り
と
り
を
し
、
目
を
合
わ

せ
る
。
ま
た
そ
の
周
辺
に
お
い
て
も
、
登
場
人
物
は
視
線
を
交
差
さ
せ
た
り
、

遠
く
へ
目
を
向
け
た
り
す
る
。
と
り
わ
け
場
面
転
換
に
お
い
て
、
人
物
の
視
線

は
次
な
る
展
開
に
投
げ
か
け
ら
れ
る
。
登
場
人
物
の
視
線
は
、
物
語
を
構
成
し

な
が
ら
、
観
る
人
の
鑑
賞
を
次
へ
連
れ
て
行
っ
た
り
、
も
と
へ
引
き
戻
し
た
り

し
て
巧
み
に
操
る
。

　
「
後
三
年
」
の
中
で
、
そ
の
よ
う
に
慎
重
に
描
か
れ
た
視
線
は
数
え
き
れ
な

い
。
亀
次
と
鬼
武
の
死
闘
の
場
で
は
、
武
衡
軍
勢
の
中
の
最
後
の
一
人
は
、
大

き
く
目
を
見
開
い
て
反
対
側
に
位
置
す
る
武
士
を
睨
ん
で
い
る
（
中
巻
第
一

段
）。
手
紙
を
書
く
場
面
で
は
、
左
端
に
座
る
武
士
だ
け
が
そ
の
場
の
共
通
し

た
行
動
に
参
加
し
な
い
で
目
を
遠
く
へ
投
げ
か
け
て
お
り
、
そ
の
視
線
の
先
に

は
、
武
士
が
逃
げ
出
す
女
性
や
子
供
を
惨
殺
す
る
場
面
が
広
が
っ
て
い
る
（
中

巻
第
五
段
）。
そ
し
て
絵
巻
全
巻
の
最
後
に
あ
た
る
場
面
の
群
集
の
中
で
は
、

一
人
だ
け
が
身
を
捻
っ
て
視
線
を
反
対
側
に
送
り
、
観
る
人
を
再
び
画
面
の
中

へ
と
連
れ
戻
し
て
い
る
（
下
巻
第
五
段
）。

　

絵
巻
の
中
で
交
差
す
る
視
線
は
、
つ
ね
に
明
瞭
な
意
図
を
含
ん
で
い
る
。
し

た
が
っ
て
画
中
の
視
線
は
、
絵
師
の
構
想
を
探
る
た
め
の
明
白
な
手
が
か
り
と

な
る
。

４
、
指
差
し
の
ポ
ー
ズ

　

人
物
の
視
線
よ
り
さ
ら
に
力
強
い
表
現
は
、
指
差
し
の
ポ
ー
ズ
で
あ
る
。
絵

の
中
の
人
物
は
、
物
語
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
を
体
全
体
で
指
示
し
、
観
る
人
の
視
線

図 6　『後三年合戦絵詞』上巻第三段より



絵巻の文法序説

25

を
引
導
す（

11
）る。

　
「
後
三
年
」
に
み
る
指
差
し
の
ポ
ー
ズ
で
は
、
次
の
三
例
が
特
筆
す
べ
き
で

あ
る
。
食
事
も
そ
こ
そ
こ
に
走
り
出
し
、
そ
の
ま
ま
戦
場
に
斃
れ
た
惟
弘
を
馬

上
か
ら
惜
し
む
義
家
（
中
巻
第
二
段
、
図
７
）、
城
か
ら
逃
げ
出
し
た
女
性
・
子

供
を
斬
殺
す
る
よ
う
に
命
じ
る
秀
武
（
中
巻
第
五
段
）、
落
城
前
夜
に
仮
屋
を
焼

き
払
う
と
い
う
将
軍
の
命
令
を
伝
え
る
資
道
（
下
巻
第
一
段
）
で
あ
る
。
い
ず

れ
も
右
手
を
ま
っ
す
ぐ
水
平
に
伸
ば
し
、
こ
れ
以
上
は
な
い
よ
う
な
精
一
杯
の

姿
勢
で
あ
る
。
指
を
差
す
先
に
は
、
武
士
の
落
馬
、
女
性
の
惨
死
、
あ
る
い
は

壊
さ
れ
た
仮
屋
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
構
図
は
、
観
る
人
の
視
線
を
操
る
役
目
を
果
た
す
が
、
も
し
指
差

し
の
ポ
ー
ズ
が
物
語
の
内
容
か
ら
浮
い
て
い
れ
ば
、
絵
に
破
綻
を
も
た
ら
す
。

し
た
が
っ
て
指
差
し
す
る
人
物
の
周
り
に
は
た
い
て
い
他
の
人
物
が
配
置
さ
れ

る
。
先
の
三
例
に
お
い
て
も
、
三
人
と
も
口
を
大
き
く
開
け
て
声
を
発
し
、
周

り
の
人
々
と
盛
ん
に
や
り
と
り
し
て
い

る
。

５
、
声
高
の
会
話

　

絵
巻
の
中
で
人
物
た
ち
は
し
き
り
に

語
り
合
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
会
話
は

物
語
の
中
心
に
な
り
、
あ
る
い
は
本
筋

の
物
語
展
開
と
は
無
関
係
に
繰
り
広
げ

ら
れ
る
。
と
り
わ
け
後
者
に
お
い
て
、
会
話
の
描
写
が
い
っ
そ
う
目
立
つ
。

　
「
後
三
年
」
か
ら
二
例
挙
げ
た
い
。
義
家
が
陣
中
に
や
っ
て
き
た
義
光
を
迎

え
て
宴
会
を
催
す
。
陪
席
す
る
横
一
線
に
並
ん
だ
五
人
の
武
士
の
う
ち
、
二
人

が
熱
心
に
話
し
合
っ
て
い
る
（
上
巻
第
二
段
）。
招
か
れ
て
敵
陣
に
入
っ
た
季
方

は
、
退
出
す
る
に
あ
た
り
、
自
分
を
殺
せ
と
挑
発
す
る
。
彼
を
囲
む
武
士
の
中

の
数
人
は
、
こ
れ
ま
た
別
の
会
話
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
（
中
巻
第
四
段
）。
い

ず
れ
の
場
合
も
物
語
の
本
筋
は
中
心
人
物
の
会
話
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
絵

に
お
い
て
は
そ
れ
を
囲
む
人
々
が
、
ま
る
で
そ
れ
を
上
回
る
か
の
よ
う
な
勢
い

で
会
話
を
交
わ
し
て
い
る
。
し
か
も
そ
れ
が
間
違
い
な
く
大
き
な
声
で
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
か
の
よ
う
に
、
そ
ば
の
数
人
は
そ
の
よ
う
な
会
話
に

注
目
し
、
聞
き
耳
を
立
て
て
い
る
。

　

静
止
し
て
い
る
は
ず
の
画
面
か
ら
声
が
聞
こ
え
る
。
観
る
人
は
そ
れ
を
黙
ら

せ
た
く
な
っ
た
り
、
も
っ
と
聞
き
取
り
た
く
な
っ
た
り
し
て
、
心
が
く
す
ぐ
ら

れ
る
。

四
、
文
型
―
―
物
語
を
演
出
す
る
モ
チ
ー
フ

　

言
葉
に
は
繰
り
返
し
使
用
さ
れ
る
定
型
の
表
現
が
あ
る
。
単
語
に
分
解
し
て

よ
り
詳
し
く
構
成
を
説
明
す
る
こ
と
も
十
分
に
可
能
だ
が
、
応
用
の
実
態
に
合

わ
せ
て
文
型
と
い
う
集
合
体
と
し
て
考
察
す
る
こ
と
が
多
い
。

　

絵
巻
に
お
い
て
も
、
集
合
体
と
し
て
の
絵
画
表
現
が
多
い
。
言
語
に
お
け
る

文
型
に
倣
っ
て
、
物
語
に
お
け
る
絵
画
モ
チ
ー
フ
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ

図 7　『後三年合戦絵詞』中巻第二段
より
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ろ
う
。
次
に
三
つ
の
モ
チ
ー
フ
を
取
り
上
げ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
要
素
や
表

現
の
特
徴
を
考
え
る
。

１
、
饗
宴

　

絵
巻
に
み
る
饗
宴
の
場
面
は
、
主
に
食
べ
物
、
目
の
前
に
並
べ
ら
れ
た
そ
れ

ら
を
食
べ
る
人
、
そ
の
場
を
切
り
盛
り
す
る
人
、
そ
れ
に
外
部
か
ら
遮
断
さ
れ

た
宴
会
の
空
間
と
い
っ
た
要
素
を
含
む
。
規
模
の
よ
り
大
き
い
宴
会
な
ら
、
食

事
の
場
の
外
に
さ
ら
に
台
所
の
様
子
ま
で
描
き
こ
ま
れ
る
。

　
「
後
三
年
」
で
は
宴
会
の
場
面
が
二
回
描
か
れ
、
と
も
に
上
巻
第
二
段
に
あ

る
。
激
戦
の
修
羅
場
を
挟
ん
で
、
義
家
と
武
衡
の
陣
中
で
そ
れ
ぞ
れ
宴
会
が
繰

り
広
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
上
巻
第
一
段
で
は
、
家
衡
が
武
衡
の
来
訪
を
も
て
な

す
が
、
酒
や
食
べ
物
な
ど
が
縁
側
を
伝
っ
て
運
ば
れ
て
き
た
と
こ
ろ
ま
で
描
か

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
酒
宴
の
様
子
は
描
か
れ
ず
、
幻
の
饗
宴
に
終

わ
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
こ
の
三
つ
の
ケ
ー
ス
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
の
詞
書

は
い
ず
れ
も
宴
会
の
こ
と
に
は
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な
い
。

　

饗
宴
は
絵
巻
に
頻
繁
に
登
場
す
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
一
方
で
は
、「
後
三

年
」
で
の
使
用
例
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
表
現
内
容
は
単
な
る
日
常
生

活
で
は
な
く
、
そ
れ
よ
り
重
要
な
意
味
合
い
を
も
つ
社
会
活
動
な
の
で
あ
る
。

２
、
対
面

　

絵
巻
に
は
主
客
対
面
の
場
面
が
多
数
描
か
れ
る
。
そ
の
典
型
的
な
構
図
は
、

対
面
す
る
二
人
が
密
室
に
閉
じ
こ
も

り
、
互
い
に
見
詰
め
合
っ
て
会
話
す

る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
よ
う

な
対
面
の
場
は
た
い
て
い
長
い
構
図

の
一
番
後
ろ
に
位
置
し
、
そ
こ
に
た

ど
り
着
く
ま
で
に
は
、
門
前
、
庭
と

長
い
空
間
を
通
り
抜
け
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
し
か
も
多
く
の
場
合
、
門
の

外
あ
る
い
は
庭
に
は
、
二
、
三
人
の

男
が
主
人
の
退
出
を
待
っ
て
お
り
、

中
に
は
居
眠
り
し
て
い
る
者
も
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
対
面
の
場
の
典
型

的
な
要
素
を
す
べ
て
含
む
実
例
は
「
後
三
年
」
で
は
見
つ
か
ら
な
い
。
一
番
近

い
の
は
、
季
方
と
武
衡
と
の
対
面
の
場
面
で
あ
る
（
中
巻
第
四
段
、
図
８
）。
緊

迫
し
た
状
況
に
相
応
し
く
、
対
面
の
終
了
を
待
つ
人
は
い
な
い
が
、
代
わ
り
に

会
話
の
話
題
に
な
っ
て
い
る
黄
金
や
矢
な
ど
が
描
き
こ
ま
れ
て
い
る
。
一
方
、

対
面
の
終
了
を
待
つ
従
者
の
姿
は
、
武
衡
・
家
衡
の
対
面
の
場
面
（
上
巻
第
一

段
）
に
認
め
ら
れ
る
。

　

絵
巻
の
対
面
の
場
面
で
は
、
た
い
て
い
会
話
の
内
容
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
、
そ
の
詳
細
を
詞
書
で
詳
し
く
伝
え
て
い
る
。「
後
三
年
」
に
お
け
る
季
方

と
武
衡
と
の
会
話
も
、
そ
の
段
の
詞
書
に
お
い
て
冗
長
な
ほ
ど
詳
し
く
記
さ
れ

図 8　『後三年合戦絵詞』中巻第四段より
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て
い
る
。

　

３
、
処
刑

　

首
斬
り
の
処
刑
は
一
種
儀
式
的
な
様
相
を
帯
び
る
。
絵
巻
に
描
か
れ
た
そ
れ

は
、
多
く
共
通
し
た
要
素
を
持
つ
。
人
物
構
成
は
正
座
し
た
罪
人
、
太
刀
を
振

り
上
げ
る
太
刀
取
り
、
そ
し
て
そ
れ
を
取
り
巻
く
兵
士
や
見
物
人
で
あ（

12
）る。

ま

た
多
く
の
処
刑
の
場
面
で
は
、
見

物
人
の
中
に
罪
人
の
従
者
や
親
族

が
登
場
し
、
生
死
の
瀬
戸
際
に
涙

を
流
す
。

　
「
後
三
年
」
は
武
衡
の
死
を
こ

の
よ
う
な
構
図
で
描
い
て
い
る

（
下
巻
第
三
段
、
図
９
）。
太
刀
取

り
や
見
守
る
武
士
た
ち
の
姿
は
い

ず
れ
も
力
強
く
逞
し
い
。
一
方
で

武
衡
は
静
か
に
地
面
に
座
っ
て
合

掌
し
て
い
る
。
こ
れ
は
詞
書
が
伝

え
て
い
る
直
前
ま
で
の
助
命
嘆
願

の
様
子
と
不
可
解
な
対
照
を
成
し

て
い
る
。

　

如
何
な
る
物
語
に
お
い
て
も
、

斬
首
の
刑
は
つ
ね
に
重
大
な
結
末
を
意
味
し
、
し
た
が
っ
て
絵
巻
に
お
い
て

も
、
そ
れ
は
自
然
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
っ
た
ハ
イ
ラ
イ
ト
を
成
す
。

五
、
反
則
―
―
規
則
が
あ
れ
ば
変
化
が
起
こ
る

　

言
語
に
お
け
る
文
法
は
、
言
葉
に
関
す
る
一
番
基
本
と
な
る
ル
ー
ル
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
規
則
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
は
み
出
す
表
現
が
必
ず
生
ま

れ
る
。
絵
画
表
現
に
お
い
て
も
ま
っ
た
く
同
じ
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　

そ
の
よ
う
な
実
例
を
「
後
三
年
」
の
内
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は

義
家
と
義
光
が
対
面
す
る
饗
宴
の
場
面
に
お
い
て
で
あ
る
。
饗
宴
の
場
の
す
ぐ

傍
に
台
所
が
設
け
ら
れ
（
図
10
）、
そ
の
台
所
は
宴
会
の
場
と
空
間
的
に
直
結

し
て
い
る
。
料
理
人
の
一
人
は
し
っ
か
り
と
酒
宴
の
席
を
見
据
え
、
そ
の
視
線

は
二
つ
の
空
間
を
一
つ
に
繋
げ
て
い
る
。
料
理
人
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
分
厚
い
ま

な
板
を
手
元
に
据
え
、
両
手
に
は
見
事
な
包
丁
や
箸
を
握
り
、
熟
練
の
手
捌
き

で
調
理
に
腕
を
振
る
っ
て
い
る
。
出
来
上
が
っ
た
料
理
は
つ
ぎ
つ
ぎ
と
盛
り
付

け
ら
れ
、
運
ば
れ
て
い
く
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
の
台
所
は
一
風
変

わ
っ
た
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
そ
れ
は
室
外
に
設
け
ら
れ
、

し
か
も
料
理
人
た
ち
は
い
ず
れ
も

鎧
を
ま
と
い
、
矢
や
弦
巻
な
ど
の

武
具
を
装
備
し
、
そ
ば
に
は
大
き

図 9　『後三年合戦絵詞』下巻第三段より

図10　『後三年合戦絵詞』上巻第
二段より



28

な
楯
を
立
て
て
い
る
。
戦
場
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
の
異
様
な
空
間
は
、
常
識

で
思
い
描
く
台
所
の
要
素
を
す
べ
て
備
え
な
が
ら
も
、
一
々
そ
れ
を
は
み
出

し
、
あ
く
ま
で
も
特
殊
で
、
愉
快
で
さ
え
あ（

13
）る。

　

こ
の
「
戦
場
の
台
所
」
か
ら
は
、
構
図
の
反
則
原
理
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
ま
ず
一
つ
の
枠
組
み
を
取
り
入
れ
る
こ
と
か

ら
始
ま
り
、
表
現
の
基
礎
や
情
報
の
前
提
は
そ
れ
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
る
。
そ

の
上
で
、
構
成
要
素
が
組
み
変
え
ら
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
枠
組
み
の
存
在

は
内
容
の
理
解
を
可
能
に
し
、
計
算
さ
れ
た
形
で
そ
の
よ
う
な
枠
組
み
に
反
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
表
現
の
新
意
や
面
白
み
を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
後
三
年
」
は
、
反
則
の
実
例
を
多
く
は
提
供
し
て
い
な
い
。
こ
こ
に
述
べ

た
モ
チ
ー
フ
に
関
連
し
て
他
の
絵
巻
や
絵
本
に
目
を
転
じ
て
見
る
な
ら
ば
、
た

と
え
ば
対
面
の
場
面
で
あ
り
な
が
ら
、
貴
人
ゆ
え
に
顔
あ
る
い
は
全
身
を
隠
し

て
い
た（

14
）り、
処
刑
の
場
面
で
あ
り
な
が
ら
、
首
斬
り
の
た
め
の
太
刀
が
描
か
れ

な
か
っ
た
り
す
る
よ
う
な
例
が
指
摘
で
き（

15
）る。

　

言
語
表
現
に
お
い
て
、
文
法
へ
の
反
則
に
は
限
界
が
あ
る
。
言
わ
ば
一
線
を

越
え
て
し
ま
え
ば
、
表
現
そ
の
も
の
が
通
じ
な
く
な
り
、
言
葉
は
意
味
を
持
た

な
く
な
る
。
絵
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
な
最
低
限
の
基
準
が
存
在
す
る
。
一
つ

の
画
面
に
描
か
れ
た
人
物
た
ち
が
意
味
も
な
く
違
う
と
こ
ろ
に
視
線
を
向
け
て

い
る
よ
う
な
構
図
は
ま
ず
想
像
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な
構
図
が
描
か
れ
れ

ば
、
絵
そ
の
も
の
が
た
ち
ま
ち
空
中
分
解
し
、
表
現
と
し
て
は
お
よ
そ
成
り
立

た
な
い
の
で
あ
る
。

六
、
越
境
―
―
絵
と
文
字
と
声
の
往
還

　

絵
巻
に
は
詞
書
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
絵
巻
の
文
法
は
け
っ
し
て
絵
の
み
を

対
象
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
に
絵
と
文
字
の
相
互
関
係
の
あ
り
方
に
注

目
し
、
と
り
わ
け
詞
書
自
体
が
提
示
す
る
文
字
と
音
声
と
い
う
二
つ
の
特
性
を

取
り
上
げ
た
い
。

　

詞
書
は
文
字
に
よ
っ
て
物
語
を
伝
え
る
。
そ
の
文
章
は
、
絵
に
描
か
れ
る
こ

と
を
前
提
に
組
み
立
て
ら
れ
、
練
り
上
げ
ら
れ
る
。
一
方
で
、
文
章
に
絵
が
続

く
と
い
う
こ
と
は
、
絵
が
描
く
内
容
だ
け
を
文
章
の
対
象
に
す
る
こ
と
を
け
っ

し
て
意
味
し
な
い
。
絵
で
は
描
き
き
れ
な
い
、
絵
を
理
解
す
る
た
め
に
必
要
な

も
の
を
如
何
に
文
章
に
取
り
入
れ
る
か
が
、
詞
書
の
完
成
度
を
左
右
す
る
。

　

そ
こ
で
「
後
三
年
」
解
読
の
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
基
礎
作
業
を
試
み
た
。

作
品
全
巻
を
対
象
に
、
詞
書
と
絵
に
共
通
す
る
項
目
（
人
物
、
品
物
、
動
作
を

含
む
）
を
特
定
し
、
ミ
ニ
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
取
り
入
れ
た
。
そ
の
結
果
、
共

通
す
る
項
目
は
併
せ
て
百
五
十
四
語
（
個
）
と
数
え
ら
れ
た
。
十
語
以
上
の
共

通
項
目
を
も
つ
段
は
六
段
、
全
巻
通
し
て
見
れ
ば
一
段
に
つ
き
平
均
十
語
強
、

と
く
に
多
い
段
は
三
十
語
（
上
巻
第
二
段
）、
少
な
い
段
は
二
語
（
上
巻
第
五

段
）
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
。
平
均
し
て
一
段
の
詞
書
は
三
十
行
弱
、
一
段

の
絵
は
三
メ
ー
ト
ル
程
度
で
二
十
人
前
後
の
人
物
を
含
む
こ
と
と
考
え
合
わ
せ

れ
ば
、
こ
の
数
字
は
け
っ
し
て
多
い
と
は
言
え
な
い
。
す
な
わ
ち
文
字
と
絵
と

が
互
い
に
補
い
あ
っ
て
い
る
関
係
が
こ
こ
に
象
徴
的
に
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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詞
書
の
文
字
は
、
そ
の
ま
ま
「
声
」
と
い
う
要
素
を
強
く
指
向
し
て
い
る
。

絵
巻
を
鑑
賞
す
る
た
め
に
は
、
つ
ね
に
文
字
と
絵
と
の
間
を
行
き
来
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
鑑
賞
者
が
一
人
で
文
章
を
読
ん
で
か
ら
絵
に
目
を
移
す
に
し
て

も
、
は
た
ま
た
別
の
人
に
文
章
を
読
み
上
げ
て
も
ら
う
に
し
て
も
、
文
字
に

よ
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
を
一
旦
記
憶
し
、
画
像
に
合
わ
せ
て
再
現
す
る
と
い
う

プ
ロ
セ
ス
が
必
須
で
、
声
が
必
ず
絵
巻
鑑
賞
に
関
わ
り
、
そ
れ
に
寄
与
す
る
。

と
り
わ
け
詞
書
に
用
い
る
文
字
は
、
主
に
漢
文
で
は
な
く
て
仮
名
の
文
章
で
あ

る
。
い
う
ま
で
も
な
く
仮
名
は
表
音
文
字
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
文
字
が
そ
の
ま

ま
音
声
に
置
き
換
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
詞
書
が
一
種
の
究
極
の
ボ
イ
ス

レ
コ
ー
ダ
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
と
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
「
後
三
年
」
に
は
、
玄
慧
に
よ
る
序
文
が
と
も
に
伝
わ
る
。
そ
の
中
で
、
こ

の
絵
巻
制
作
の
目
的
を
述
べ
て
、
玄
慧
は
「
狂
言
戯
論
の
端
と
い
ふ
こ
と
な
か

れ
」、「
嘲
風
哢
月
の
吟
詠
に
ま
じ
へ
ん
と
な
り
」
と
記
し
て
い
る
。
創
作
者
が

期
待
し
て
い
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
一
巻
の
絵
巻
が
賑
や
か
な
「
狂
言
」、「
戯

論
」、「
吟
詠
」
と
い
っ
た
活
動
の
中
で
、
高
ら
か
な
声
を
伴
っ
て
愉
し
ま
れ
る

こ
と
で
あ
っ
た
。「
後
三
年
」
の
享
受
を
伝
え
る
中
世
の
資
料
は
け
っ
し
て
多

い
と
は
言
え
な
い
が
、
絵
巻
作
者
の
こ
の
意
図
は
確
か
に
理
解
さ
れ
て
い
た
と

考
え
る
べ
き
で
あ
ろ（

16
）う。

終
わ
り
に
―
―
再
び
「
文
法
」
を
め
ぐ
っ
て

　

こ
の
小
論
で
は
、
言
語
に
お
け
る
文
法
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い
て
、
絵
巻
の

表
現
原
理
を
述
べ
、
言
語
の
文
法
を
説
く
用
語
を
最
小
限
に
借
用
し
、
絵
巻
の

表
現
に
即
し
た
記
述
を
試
み
た
。
絵
巻
の
表
現
を
理
解
す
る
た
め
の
全
体
的
な

枠
組
み
を
提
示
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き

た
諸
説
を
ト
ー
タ
ル
に
捉
え
な
お
し
、
新
た
な
位
置
づ
け
を
与
え
、
こ
れ
を
通

じ
て
さ
ら
な
る
考
察
が
可
能
に
な
る
環
境
作
り
に
努
め
た
。

　

個
々
の
説
明
に
は
、「
後
三
年
」
と
い
う
一
篇
の
作
品
に
限
定
し
て
き
た
。

喩
え
て
言
え
ば
、
言
語
の
文
法
を
一
冊
の
小
説
の
み
に
実
例
を
求
め
た
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
論
じ
る
対
象
に
は
自
ず
と
厳
し
い
限
界
が
あ
っ

た
。
た
だ
し
、
絵
巻
の
文
法
の
全
体
像
を
俯
瞰
的
に
論
じ
る
こ
と
が
い
ま
だ
行

わ
れ
て
い
な
い
中
に
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
試
み
も
一
つ
の
問
題
提
起
と
な
る

だ
ろ
う
。
文
法
の
枠
組
み
は
、
再
現
や
再
検
証
を
要
求
す
る
。
一
篇
の
作
品
の

み
を
実
例
に
し
た
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
そ
の
よ
う
な
作
業
に
む
し
ろ
よ
り
直

結
す
る
も
の
と
考
え
た
い
。

　

言
語
に
お
け
る
文
法
と
同
じ
く
、
絵
巻
の
文
法
は
、
観
る
人
の
手
に
よ
っ
て

作
り
出
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
文
法
と
い
う
名
の
表
現
規
則
は
、
絵
巻
の
中

に
厳
然
と
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
研
究
者
に
で
き
る
こ
と
は
、
規
則

を
見
出
し
、
記
述
し
、
伝
え
る
こ
と
で
あ
る
。
正
確
な
絵
巻
の
文
法
は
、
絵
巻

を
分
析
し
、
解
読
す
る
た
め
の
有
力
な
道
具
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、

文
法
の
発
見
と
整
理
は
、
絵
巻
理
解
の
到
達
の
度
合
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

　

絵
巻
の
文
法
を
め
ぐ
る
こ
の
初
歩
的
な
ス
ケ
ッ
チ
が
さ
ら
に
精
密
な
も
の
と

な
り
、
絵
巻
を
理
解
す
る
良
き
手
が
か
り
に
な
る
こ
と
を
切
に
願
う
。
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注（
１
）　

物
語
を
内
容
と
し
な
い
絵
巻
も
存
在
す
る
た
め
、
こ
こ
で
対
象
と
す
る
も
の
を

「
説
話
画
」、「
説
話
集
絵
巻
」、「
物
語
絵
画
」
と
、
よ
り
限
定
し
た
用
語
で
捉
え
る
こ

と
も
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
梅
津
次
郎
「
日
本
の
説
話
画
」（『
絵
巻
物
叢
考
』
中
央
公
論

美
術
出
版
、
一
九
六
八
年
）、
小
峯
和
明
「
説
話
と
絵
画
」（『
国
文
学　

解
釈
と
鑑

賞
』
至
文
堂
、
一
九
八
六
年
六
月
）、
池
田
忍
「
平
安
時
代
物
語
絵
画
の
方
法
」（
中
野

政
樹
ほ
か
編
『
日
本
美
術
全
集
』
８
、
講
談
社
、
一
九
九
〇
年
）。

（
２
）　

佐
野
み
ど
り
「
説
話
画
の
文
法
」（
山
根
有
三
先
生
古
稀
記
念
会
編
『
日
本
絵
画

史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
）、
宮
腰
直
人
「
物
語
絵
画
の
《
文
法
》
を

探
る
―
―
『
福
富
草
紙
』
小
考
―
―
」（
高
橋
亨
編
『
王
朝
文
学
と
物
語
絵
』
竹
林

舎
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
３
）　

楊
暁
捷
「
中
原
康
富
・
嘉
吉
二
年
十
二
月
―
―
あ
る
絵
巻
享
受
の
場
合
―
―
」

（『
立
教
大
学
日
本
学
研
究
所
年
報
』
第
七
号
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
４
）　
『
後
三
年
合
戦
絵
詞
』（
小
松
茂
美
編
「
日
本
絵
巻
大
成
」
十
五
、
中
央
公
論
社
、

一
九
七
七
年
）、
野
中
哲
照
「『
奥
州
後
三
年
記
』
注
釈
」（
一
）
～
（
七
）（『
古
典
遺

産
』
四
十
五
―
五
十
一
号
、
一
九
九
四
年
十
月
―
二
〇
〇
一
年
七
月
）、
高
岸
輝
「「
後

三
年
合
戦
絵
巻
」
の
絵
画
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」（『
軍
記
と
語
り
物
』
第
四
十
七
号
、
二

〇
一
一
年
）。
な
お
、
こ
の
絵
巻
全
巻
の
高
精
度
デ
ジ
タ
ル
画
像
は
「
ｅ
国
宝
」
で
公

開
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）　

上
野
直
昭
「
絵
巻
物
に
つ
い
て
」（『
思
想
』
十
九
号
、
岩
波
書
店
、
一
九
二
三

年
）、
福
井
利
吉
郎
『
絵
巻
物
概
説
』（「
岩
波
講
座
日
本
文
学
」
第
十
二
、
岩
波
書

店
、
一
九
三
三
年
）、
奥
平
英
雄
『
絵
巻
物
再
見
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
七
年
）。

（
６
）　

滝
尾
貴
美
子
「
絵
巻
に
お
け
る
「
場
面
」
と
「
景
」」（『
美
術
史
』
三
十
一
巻
一

号
、
一
九
八
一
年
十
一
月
）。

（
７
）　

古
原
宏
伸
『
中
国
画
巻
の
研
究
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
８
）　

千
野
香
織
「
日
本
の
絵
を
読
む
―
―
単
一
固
定
視
点
を
め
ぐ
っ
て
」（『
物
語
研

究
』
新
時
代
社
、
一
九
八
八
年
）。

（
９
）　

楊
暁
捷
「
戦
場
の
便
り
―
―
『
後
三
年
合
戦
絵
詞
』
の
一
場
面
を
め
ぐ
っ
て

―
―
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
手
紙
と
日
記
―
―
対
話
す
る
私
／
私
と
の
対
話

―
―
』
国
文
学
研
究
資
料
館
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
10
）　

漫
画
の
絵
を
対
象
と
す
る
が
、
こ
こ
で
試
み
よ
う
と
す
る
絵
画
表
現
に
お
け
る

「
語
彙
」
に
つ
い
て
精
密
な
論
考
が
あ
る
。
四
方
田
犬
彦
『
漫
画
原
論
』（
筑
摩
学
芸
文

庫
、
一
九
九
九
年
）。

（
11
）　

宮
腰
直
人
「
中
世
絵
巻
研
究
序
説
―
―
絵
の
中
で
指
を
差
す
人
々
」（『
立
教
大
学

日
本
文
学
』
八
十
四
号
、
二
〇
〇
〇
年
七
月
）。

（
12
）　

久
保
勇
「
軍
記
と
絵
巻
と
寺
院
―
―
〈
初
期
軍
記
〉
に
お
け
る
「
斬
首
」
の
表
現

を
め
ぐ
っ
て
」（
池
田
忍
編
『
中
世
仏
教
文
化
の
形
成
と
受
容
の
諸
相
』
千
葉
大
学
大

学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
13
）
楊
暁
捷
「
戦
場
の
饗
宴
―
―
食
の
現
場
を
絵
巻
に
見
る
―
―
」（『
国
文
学　

解
釈

と
鑑
賞
別
冊
』
至
文
堂
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
14
）『
春
日
権
現
験
記
絵
』（
十
三
巻
第
五
段
）、『
石
山
寺
縁
起
』（
七
巻
第
四
段
）。

（
15
）『
六
代
』（
慶
応
義
塾
大
学
蔵
）
上
巻
第
一
図
。

（
16
）
楊
暁
捷
「
後
三
年
の
合
戦
を
絵
に
聞
く
―
―
メ
デ
ィ
ア
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
試
み

―
―
」（『
文
学
』
第
十
巻
第
五
号
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
年
九
月
）。

　
（
文
中
の
図
版
は
、
筆
者
が
電
子
処
理
を
加
え
て
制
作
し
た
も
の
で
あ
る
。）
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苔
よ
り
桜

─
─
西
芳
寺
に
お
け
る
夢
窓
疎
石
と
禅
宗
─
─

モ
リ
ー
・
ヴ
ァ
ラ
ー

は
じ
め
に

　

鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
の
乱
世
に
活
躍
し
た
夢
窓
疎
石
（
一

二
七
五
―
一
三
五
一
）
は
、
臨
済
宗
の
代
表
的
な
禅
僧
で
あ
る
。
彼
は
北
条
家
、

後
醍
醐
天
皇
、
足
利
尊
氏
・
直
義
な
ど
、
皇
族
や
武
家
と
親
密
な
関
係
を
持

ち
、
五
山
制
度
の
形
成
に
も
大
き
く
貢
献
し
た
。
や
が
て
政
治
、
芸
術
、
宗
教

の
垣
根
を
超
え
て
多
彩
な
才
能
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
彼
は
、
そ
の
前
半
生

に
お
い
て
、
人
里
を
離
れ
て
一
人
坐
禅
に
励
み
、
三
十
一
歳
で
開
悟
し
て
か
ら

五
十
歳
ま
で
、
数
多
く
の
地
方
寺
院
の
住
職
を
勤
め
た
。
後
半
生
に
な
る
と
、

天
皇
、
武
士
、
公
家
な
ど
の
手
厚
い
保
護
の
下
、
南
禅
寺
な
ど
の
名
刹
の
住
職

に
任
じ
ら
れ
、
新
寺
院
の
開
山
と
し
て
弟
子
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
た
。
ま

た
、
夢
窓
は
語
録
や
仮
名
法
語
、
漢
詩
や
和
歌
を
残
し
、
都
鄙
を
問
わ
ず
、
多

数
の
寺
院
の
造
営
や
そ
の
庭
園
に
関
与
し
た
。
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
西
芳
寺

も
、
一
般
的
に
は
夢
窓
が
中
興
の
祖
と
さ
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
夢
窓
自
身
の
作
品
や
関
連
資
料
に
基
づ
き
、
西
芳
寺
に
禅
宗
が

移
植
さ
れ
る
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
中
世
中
期
の
禅
宗
に
お
け
る
象

徴
的
景
観
の
あ
り
様
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ま
ず
は
そ
の
過
程
に
お
け

る
象
徴
と
し
て
、「
桜
」
の
意
味
に
着
目
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。

一　

苔
寺
か
ら
花
寺
へ
遡
る

　

近
代
以
降
、「
苔
寺
」
と
愛
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
西
芳
寺
の
正
門
を
く
ぐ

り
、
境
内
に
入
る
と
、
見
渡
す
限
り
、
鮮
や
か
な
緑
色
の
苔
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
が

敷
き
つ
め
ら
れ
て
い
る
。
黄
金
池
と
呼
ば
れ
る
大
き
な
池
の
後
ろ
に
聳
え
る

「
洪
隠
山
」
を
少
々
上
る
と
、
か
の
有
名
な
枯
滝
の
石
組
み
が
目
の
前
に
現
れ

て
く
る
。

　

こ
の
名
庭
を
誰
が
手
が
け
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
長
年
の
議
論
に
も
か
か
わ
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ら
ず
、
依
然
と
し
て
決
着
を
見
て
い
な
い
。
特
に
、
そ
の
著
名
な
枯
山
水
の
石

組
み
の
作
者
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
り
、
夢
窓
以
前
の
鎌
倉
時
代
に
既
に
完
成
し

て
い
た
と
い
う
説
や
、
江
戸
時
代
に
完
成
し
た
と
主
張
す
る
説
も
あ（

1
）る。

　

高
橋
桃
子
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
西
芳
寺
に
関
す
る
文
献
か
ら
は
、
中
世

あ
る
い
は
江
戸
時
代
以
前
に
枯
山
水
の
滝
石
組
が
存
在
し
た
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
高
橋
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
滝
石
組
が
あ
っ
た
と
し

て
も
、
中
世
の
西
芳
寺
は
枯
山
水
と
い
う
よ
り
、
池
泉
回
遊
式
庭
園
と
見
做
さ

れ
て
い
た
ら
し
く
、
池
や
桜
、
紅
葉
で
有
名
で
あ
っ
た
。
高
橋
氏
は
中
世
に
お

け
る
西
芳
寺
の
庭
園
鑑
賞
の
あ
り
方
を
把
握
す
る
た
め
に
、
洞
院
公
賢
（
一
二

九
一
―
一
三
六
〇
）
の
漢
文
日
記
『
園
太
暦
』（
一
三
一
一
―
一
三
六
〇
）
な
ど

の
史
料
を
検
討
し
、
天
皇
家
と
公
家
、
武
家
、
そ
し
て
僧
侶
に
よ
る
庭
園
の
利

用
に
つ
い
て
個
別
に
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。
同
氏
は
、
禅
寺
で
あ
る
西
芳
寺
で

は
、
舟
遊
び
、
音
楽
、
花
見
、
紅
葉
狩
な
ど
が
楽
し
ま
れ
、
足
利
義
満
（
一
三

五
八
―
一
四
〇
八
）
以
前
に
は
、
来
客
が
坐
禅
を
組
ん
だ
と
い
う
記
述
は
見
当

た
ら
な
い
と
し（

2
）た。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
中
世
の
西
芳
寺
は
、
座
禅
の
道
場
と
い
う
よ
り
も
、
む
し

ろ
遊
技
場
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
中
世
の
西
芳
寺

に
欠
か
せ
な
い
特
徴
と
し
て
描
か
れ
た
「
桜
」
に
注
目
す
れ
ば
、
西
芳
寺
の
花

見
は
、
単
な
る
遊
び
に
と
ど
ま
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。
以

下
、
夢
窓
に
関
す
る
史
料
を
も
と
に
、
西
芳
寺
に
お
け
る
「
桜
」
の
象
徴
的
な

意
味
に
焦
点
を
当
て
て
論
述
を
進
め
る
。
ご
く
簡
潔
で
は
あ
る
が
、
日
記
の
中

の
「
遊
戯
」
を
仏
教
文
献
の
記
述
に
改
め
て
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
、「
桜
」

の
意
義
、「
桜
」
の
担
う
重
要
な
役
割
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

二　
『
西
芳
精
舎
縁
起
』
に
現
れ
る
聖
な
る
花

　

夢
窓
と
西
芳
寺
と
の
関
わ
り
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
本
論
文
で
使
用
す
る

資
料
の
う
ち
、
最
も
時
代
が
下
る
も
の
だ
が
、
同
寺
院
の
半
ば
伝
説
化
さ
れ
た

浩
瀚
な
寺
史
を
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
か
で
も
、
夢
窓
入
滅
後
、
西
芳
寺

住
職
を
務
め
た
中
韋
急
渓
（
生
没
未
詳
）
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
『
西
芳
精
舎
縁

起
』（
一
四
〇（

3
）〇）

が
最
も
貴
重
な
史
料
で
あ
ろ
う
。
同
史
料
に
は
、
夢
窓
と

西
芳
寺
と
の
関
係
の
み
な
ら
ず
、
桜
に
つ
い
て
も
詳
述
さ
れ
、
桜
が
西
芳
寺
の

伝
説
に
お
い
て
特
別
な
位
置
を
占
め
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
桜
と
西

芳
寺
と
の
関
係
を
浮
き
彫
り
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
、
こ
の
『
縁
起
』
に
語
ら

れ
る
西
芳
寺
の
由
来
を
見
て
お
く
。

　
『
縁
起
』
に
よ
る
と
、
西
芳
寺
は
元
来
、
聖
徳
太
子
（
五
七
四
―
六
二
二
）
の

別
荘
地
で
あ
っ
た
。
そ
の
妙
地
に
、
清
冽
な
水
を
た
た
え
た
池
が
湧
き
、
太
子

が
最
初
に
訪
問
し
た
折
、
阿
弥
陀
如
来
が
出
現
し
た
と
い
う
。
太
子
は
そ
の
尊

様
を
刻
み
、
そ
れ
を
七
宝
の
塔
に
安
置
し
た
。
す
る
と
、
天
照
大
神
、
つ
い
で

万
の
諸
神
が
現
れ
た
。
こ
の
出
来
事
は
同
地
の
聖
性
を
証
明
し
て
い
る
。
ま

た
、
日
照
り
の
時
、
宝
塔
に
収
め
た
宝
珠
を
以
て
雨
を
降
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

た
報
恩
と
し
て
、
聖
徳
太
子
は
放
生
会
を
開
い
た
が
、
そ
れ
が
日
本
最
初
の
放

生
会
で
あ
る
と
『
縁
起
』
は
指
摘
す
る
。
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百
年
後
、
行
基
（
六
六
八
―
七
四
九
）
に
よ
っ
て
そ
の
場
所
に
伽
藍
が
建
立

さ
れ
、
西
方
に
あ
る
阿
弥
陀
如
来
の
極
楽
浄
土
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、「
西
方
寺
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
数
百
年
後
、
同
寺
は
荒
廃
し
て
い
た
が
、
当
時
摂
州
の
大
守
で
あ
っ

た
中
原
師
員
（
二
八
五
―
一
二
五
一
）
が
法
然
（
一
一
三
三
―
一
二
一
二
）
に
依

頼
し
、
同
寺
院
が
再
興
さ
れ
た
。
こ
こ
に
、
法
然
が
第
五
興
の
開
山
と
な
り
、

同
寺
は
念
仏
の
道
場
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
、
再
び
荒
廃
し
て
し
ま
っ
た
。
そ

し
て
、
暦
応
二
年
（
一
三
三
九
）、
檀
那
で
摂
州
の
掃
部
頭
で
あ
っ
た
藤
原
親

秀
（
生
没
未
詳
）
の
要
請
を
受
け
た
夢
窓
は
、
中
興
開
山
と
し
て
、
西
方
寺
を

禅
宗
寺
院
に
改
め
た
。
武
家
は
こ
の
事
業
に
領
地
を
寄
付
し
、
夢
窓
の
下
で
、

新
し
い
建
物
が
次
々
と
建
設
さ
れ
、
と
り
わ
け
地
蔵
菩
薩
の
援
助
で
寺
院
の
庭

が
新
し
く
作
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
の
と
き
、
禅
宗
の
始
祖
で
あ
る
達
磨
（
生
没

未
詳
）
が
西
方
か
ら
や
っ
て
来
た
故
事
に
ち
な
み
、
禅
宗
の
繁
栄
と
も
関
連
付

け
た
上
で
、
西
方
寺
は
「
西
芳
寺
」
と
改
名
さ
れ
た
。

　
『
縁
起
』
に
は
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
動
を
遂
げ
た
西
芳
寺
の
歴
史
・
伝
説
が

右
記
の
ご
と
く
描
写
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
移
り
変
わ
り
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
一
貫
し
て
皇
室
や
武
家
と
の
関
連
、

そ
し
て
仏
法
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
は
、
も
と
を
辿
れ
ば
、

ほ
か
で
も
な
い
西
芳
寺
の
名
高
い
桜
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

　
『
縁
起
』
で
は
、
こ
の
伝
説
の
桜
は
、
真
如
親
王
（
俗
名
高
岳
親
王
、
七
九
九

―
八
六
五
頃
）
と
共
に
初
め
て
登
場
す
る
。
中
世
の
文
献
に
広
く
見
ら
れ
る
伝

説
に
、
真
如
親
王
が
空
海
の
弟
子
と
し
て
、
天
竺
へ
求
法
の
旅
に
出
か
け
、
道

中
で
亡
く
な
る
と
い
う
も
の
が
あ
る
。『
縁
起
』
で
は
こ
の
伝
説
へ
の
言
及
も

あ
り
、
真
如
が
熱
心
な
仏
教
の
信
仰
者
で
あ
っ
た
と
描
か
れ
て
い
る
。『
縁

起
』
に
よ
る
と
、
真
如
は
西
方
寺
で
草
庵
を
結
び
、
長
年
、
境
内
で
修
行
し

た
。
あ
る
時
、
坂
上
田
村
麻
呂
（
七
五
八
―
八
一
一
）
が
宮
廷
の
桜
の
枝
を
西

方
寺
ま
で
持
っ
て
い
く
。
周
知
の
通
り
、
田
村
麻
呂
は
七
九
一
年
か
ら
蝦
夷
征

討
に
参
加
し
、
七
九
七
年
に
は
日
本
最
初
の
征
夷
大
将
軍
に
任
じ
ら
れ
た
人
物

で
あ
る
が
、
彼
は
ま
た
『
縁
起
』
に
登
場
す
る
最
初
の
武
者
で
も
あ
る
。

大
臣
田
村
麿
禁
庭
の
桜
を
折
来
り
て
観
念
の
窓
に
捧
げ
ら
れ
け
れ
ば
、
親

王
其
一
枝
を
と
り
て
、
池
の
水
に
ひ
た
し
庭
上
に
さ
し
は
さ
み
誓
ひ
て
い

は
く
、
我
も
と
む
る
所
の
法
も
し
よ
く
成
就
し
、
此
寺
末
の
世
に
至
り
て

賢
聖
同
じ
く
出
て
妙
法
を
と
き
た
ま
は
ば
、
日
を
経
な
し
て
根
ふ
か
く
し

花
を
生
ぜ
よ
。
も
し
し
か
ら
ず
ば
、
た
ち
所
に
枯
よ
と
有
し
に
、
持
念
の

御
心
ふ
か
き
に
や
、
幾
程
な
く
ね
さ
し
枝
葉
さ
か
へ
て
、
又
の
春
花
さ
き

し
こ
ろ
、
親
王
和
歌
を
詠
じ
た
ま
ふ

桜
花
咲
け
ば
ち
る
と
ぞ
し
れ
ば
こ
そ
後
の
す
へ
葉
を
は
や
み
せ
に
け

（
4
）れ
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右
の
よ
う
に
、
坂
上
田
村
麻
呂
が
宮
廷
に
植
え
ら
れ
た
桜
を
以
て
西
方
寺
と

皇
族
と
を
結
び
付
け
た
と
い
う
物
語
は
、『
縁
起
』
に
頻
繁
に
見
ら
れ
る
。
さ

ら
に
、
真
如
の
和
歌
を
見
る
と
、
花
の
成
長
を
仏
法
の
興
隆
と
直
接
に
関
連
さ

せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
縁
起
』
で
は
、
こ
の
田
村
麻
呂
に
よ
る
西
方
寺

参
拝
が
、
皇
室
・
武
者
・
仏
法
と
い
う
三
者
の
結
び
付
き
を
さ
ら
に
強
固
な
も

の
に
し
て
い
く
さ
ま
が
描
か
れ
る
。
彼
の
二
回
目
の
訪
問
は
冬
で
あ
り
、
田
村

麻
呂
は
天
皇
の
勅
使
と
し
て
再
度
真
如
に
拝
謁
し
た
。
そ
の
際
の
寺
の
趣
深
い

さ
ま
を
田
村
麻
呂
か
ら
奏
上
さ
れ
、
嵯
峨
天
皇
（
七
八
六
―
八
四
二
）
は
、
翌

春
、
桜
が
満
開
に
咲
き
誇
る
中
、
西
方
寺
へ
行
幸
す
る
。
こ
の
機
に
及
ん
で
、

田
村
麻
呂
を
媒
介
に
し
て
、
西
方
寺
と
皇
室
と
が
し
っ
か
り
と
結
び
付
く
の
で

あ
る
。

　

ま
た
、
仏
法
を
求
め
、
天
竺
へ
の
途
上
で
亡
く
な
る
真
如
親
王
の
植
え
た
桜

が
、
西
芳
寺
の
伝
説
の
中
で
長
く
咲
き
続
け
て
い
る
と
も
『
縁
起
』
は
語
る
。

親
王
渡
天
の
後
、
幾
と
せ
を
へ
て
彼
桜
大
樹
と
な
り
、
む
か
し
か
は
ら
ぬ

花
の
春
、
風
ふ
き
つ
た
へ
跡
と
ふ
人
の
こ
と
と
さ
に
、
弥
生
二
十
日
あ
ま

り
五
日
を
桜
見
の
放
生
と
い
ひ
習
ひ
し
も
、
今
は
む
か
し
と
な
り（

5
）ぬ

　

こ
こ
で
は
、
桜
が
、
時
代
を
遡
っ
て
皇
室
と
深
く
関
係
し
て
い
た
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
上
に
、
放
生
会
と
も
組
み
合
わ
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
聖
性
を
も

垣
間
見
せ
て
い
る
点
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
『
縁
起
』
で
は
、
真
如
の
時
代
以
降
の
記
述
に
お
い
て
も
な
お
西
芳
寺
に
お

け
る
真
如
親
王
と
桜
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
言
及
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
中
で
、
桜
を
植
え
た
真
如
と
後
世
の
武
士
と
の
交
わ
り
ま
で
も
が
物
語
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
、
北
条
時
頼
（
一
二
二
七
―
一
二
六
三
）
が
西
方

寺
を
訪
ね
た
逸
話
を
見
て
み
よ
う
。
周
知
の
よ
う
に
、
北
条
時
頼
は
鎌
倉
幕
府

第
五
代
執
権
で
あ
り
、
宋
か
ら
渡
来
し
た
臨
済
宗
の
僧
侶
で
あ
る
蘭
渓
道
隆

（
一
二
一
三
―
一
二
七
八
）
に
帰
依
し
、
禅
宗
を
手
厚
く
保
護
し
た
。『
縁
起
』

は
時
頼
と
禅
宗
と
の
関
わ
り
に
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
彼
が
日
本
国
中
を
旅

し
て
廻
っ
た
と
い
う
伝
説
を
取
り
上
げ
、
そ
の
際
の
西
方
寺
へ
の
訪
問
に
つ
い

て
も
詳
述
し
て
い
る
。

正
嘉
年
中
［
一
二
五
七
―
一
二
五
九
］
時
頼
入
道
廻
国
の
頃
、
此
所
に
庵

を
む
す
び
桜
堂
と
名
付
て
住
し
け
る
。
花
の
さ
か
り
に
、

む
か
し
す
め
る
あ
る
じ
の
法
の
こ
と
の
葉
は
は
な
の
中
に
や
残
し
を

き
け
る

と
詠
じ
て
、
親
王
の
御
影
に
手
向
法
施
な
ど
し
て
心
も
す
め
る
。
其
夜
の

夢
に
親
王
ま
み
へ
た
ま
ひ
て
、
善
哉
、
汝
爰
に
来
り
て
我
遺
愛
の
花
を
詠

め
、
む
か
し
を
し
の
ぶ
事
、
我
法
の
道
を
と
を
く
天
竺
に
求
め
ん
と
心
ざ

し
、
流
沙
を
渡
る
、
羅
越
国
と
い
ふ
に
い
た
り
て
つ
ひ
に
身
を
失
ひ
、
又
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此
国
に
帰
る
事
を
得
ず
な
り
ぬ
。
し
か
は
あ
れ
、
法
性
の
無
漏
土
常
に
ゆ

き
常
に
か
へ
る
。
遠
近
の
へ
だ
て
な
く
古
へ
今
の
か
は
り
な
け
れ
ば
、
朝

な
夕
な
汝
と
手
を
と
り
て
此
庭
に
遊
び
此
花
を
見
る
。
今
此
歌
の
か
へ
し

す
と
て
、

む
か
し
す
め
る
あ
る
じ
の
法
の
こ
と
の
葉
は
は
な
の
中
に
ぞ
残
し
を

き
け（

6
）る

　

時
頼
の
和
歌
と
ほ
と
ん
ど
同
一
の
返
歌
に
よ
る
と
、
西
方
寺
に
真
如
が
植
え

付
け
た
仏
法
は
依
然
と
し
て
健
在
で
あ
り
、
今
も
咲
く
桜
が
そ
の
真
如
の
法
を

象
徴
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、「
遠
近
の
へ
だ
て
な
く
古
へ
今
の
か
は
り
な

け
れ
ば
、
朝
な
夕
な
汝
と
手
を
と
り
て
此
庭
に
遊
び
此
花
を
見
る
」
と
い
う
箇

所
は
、
西
方
寺
の
桜
の
下
、
羅
越
国
と
日
本
の
距
離
、
さ
ら
に
は
今
昔
の
隔
て

が
消
え
、
そ
こ
で
入
道
、
も
と
も
と
は
武
士
で
あ
る
時
頼
が
、
親
王
で
あ
る
真

如
と
一
緒
に
遊
楽
し
て
い
る
さ
ま
を
描
い
て
お
り
、
桜
を
媒
介
と
し
て
、
西
方

寺
で
の
武
士
と
皇
室
と
の
出
会
い
が
鮮
や
か
に
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
遊
び
」
と
は
言
え
、『
縁
起
』
に
お
け
る
西
芳

寺
で
の
花
見
は
、
単
な
る
世
俗
的
遊
戯
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。

『
縁
起
』
を
詳
し
く
検
討
す
る
と
、
そ
の
「
遊
び
」
は
、
儀
式
的
、
あ
る
い
は

修
行
的
な
意
義
を
も
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
真

如
と
時
頼
の
逸
話
に
お
い
て
も
、
真
如
が
「
法
性
の
無
漏
土
常
に
ゆ
き
常
に
か

へ
る
」
境
地
に
至
っ
た
か
ら
こ
そ
、
時
頼
と
の
花
の
下
で
の
戯
れ
が
可
能
に

な
っ
た
と
い
え
る
。
西
芳
寺
で
の
遊
戯
に
は
、
仏
教
的
な
意
味
が
示
唆
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
西
芳
寺
の
桜
は
、
儀
礼
の
道
具
と
し
て
登
場
す
る
場
合
も
あ
る
。

『
縁
起
』
に
よ
る
と
、
清
涼
寺
の
御
身
拭
に
、
西
芳
寺
の
「
池
の
水
を
汲
み
器

に
桜
の
花
を
ゑ
が
か
せ
奉
ら
れ
ぬ
」
と
あ
っ
て
、
こ
れ
は
桜
の
聖
性
が
法
事
の

中
に
応
用
さ
れ
た
例
と
い
え（

7
）る。

　

さ
て
、
以
上
の
記
述
を
踏
ま
え
て
、
夢
窓
以
降
の
西
芳
寺
に
お
け
る
「
遊

び
」
の
描
写
に
着
目
し
て
み
る
と
、
さ
ら
に
強
い
仏
教
的
な
意
味
合
い
を
読
み

と
れ
る
の
で
あ
る
。

国
師
天
性
仮
山
水
の
お
も
む
き
を
得
て
、
湯
々
洲
崎
其
よ
ろ
し
き
所
に
し

た
が
ひ
て
佛
閣
僧
舎
を
建
、
又
其
あ
い
だ
奇
岩
怪
樹
の
有
様
世
に
九
山
八

海
を
う
つ
し
た
ま
ふ
と
い
ひ
伝
へ
し
も
か
か
る
事
に
な
む
。
さ
れ
ば
国
師

の
御
心
、
こ
こ
に
遊
観
す
る
輩
と
お
の
お
の
其
根
器
に
随
ひ
、
或
は
当
来

を
ま
た
ず
、
し
た
し
く
安
養
浄
土
に
遊
化
し
、
あ
る
ひ
は
立
所
を
は
な
れ

ず
直
に
本
地
の
風
光
を
あ
ふ
が
し
め
む（

8
）と

　

以
下
は
省
略
す
る
が
、
こ
の
後
、
夢
窓
の
禅
文
書
と
深
い
関
連
の
あ
る
名
を

持
つ
池
や
樹
木
、
座
禅
堂
な
ど
が
列
挙
さ
れ
、
改
め
て
「
み
な
禅
観
行
楽
の
地
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な
り
」
と
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
縁
起
』
で
は
、
夢
窓
の

再
興
に
よ
っ
て
、
も
と
も
と
存
在
し
て
い
た
花
見
の
聖
な
る
側
面
が
、
初
め
て

禅
宗
の
思
想
と
重
ね
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
か
つ
て
は
「
安
養
浄

土
」
を
象
徴
し
た
庭
園
を
観
覧
す
る
人
が
そ
こ
で
自
由
に
遊
楽
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
た
ほ
か
、
あ
る
い
は
そ
の
ま
ま
速
や
か
に
己
が
心
の
本
来
の
姿
に
対

面
す
る
契
機
さ
え
訪
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
夢
窓
以
降
の
西
芳
寺
は
も
と

も
と
の
浄
土
と
の
連
想
を
保
ち
な
が
ら
、
禅
宗
的
な
頓
悟
と
い
う
再
解
釈
を

得
、
境
内
で
の
遊
戯
に
修
行
上
の
意
味
を
付
け
加
え
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
西

芳
寺
で
は
、
禅
観
と
行
楽
が
同
時
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

三　

未
来
へ
と
繋
が
る
、
散
り
行
く
『
正
覚
国
師
和
歌
集
』
の
桜

　

夢
窓
の
歌
集
で
あ
る
『
正
覚
国
師
和
歌
集
』（
一
六
九（

9
）九）
に
も
、
西
芳
寺

の
桜
に
関
す
る
和
歌
は
少
な
く
な
く
、『
縁
起
』
と
あ
る
程
度
同
一
の
モ
チ
ー

フ
が
見
ら
れ
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
真
如
親
王
の
こ
と
を
詠
ん
だ
と
推
測
で

き
る
和
歌
が
一
首
あ
る
。
詞
書
な
ど
の
説
明
が
な
い
の
で
、
真
如
親
王
か
ど
う

か
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
の
、
次
の
歌
は
、
彼
を
彷
彿
さ
せ
る
に
十
分
で
あ

る
。

こ
の
庭
の
花
見
る
た
び
に
う
ゑ
お
き
し
む
か
し
の
人
の
な
さ
け
を
ぞ

し（
10
）る

　

こ
れ
自
体
は
懐
古
の
歌
で
あ
る
が
、『
国
師
和
歌
集
』
は
全
体
と
し
て
、
ひ

た
す
ら
昔
の
日
々
を
懐
か
し
む
だ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
将
来
を
視
野
に
入
れ

た
も
の
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
一
二
二
首
で
構
成
さ
れ
る
『
国
師
和
歌
集
』
に

は
、
夢
窓
が
大
事
に
し
て
い
た
場
所
や
、
彼
の
後
援
者
、
そ
し
て
弟
子
た
ち
が

次
々
と
登
場
す
る
。
歌
の
内
容
は
様
々
で
、
孤
独
を
讃
嘆
す
る
も
の
か
ら
、
教

育
の
手
段
と
し
て
弟
子
と
の
間
に
や
り
と
り
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
歌
集
の
半

分
は
季
節
の
歌
で
、
伝
統
に
従
い
、
四
季
の
移
ろ
い
に
な
ぞ
ら
え
て
構
成
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
季
節
の
歌
の
中
の
三
十
八
首
は
春
の
歌
で
あ
り
、
そ
の
う

ち
二
十
八
首
が
西
芳
寺
の
桜
を
主
題
と
し
て
い
る
。

　
『
国
師
和
歌
集
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
桜
の
歌
は
、
晩
年
の
夢
窓
の
優
先
事

項
を
反
映
し
て
お
り
、
世
の
中
の
泰
平
を
祝
福
し
、
後
述
す
る
が
、
天
皇
の
長

寿
を
願
っ
た
も
の
が
散
見
さ
れ
る
。
ま
ず
、
前
者
か
ら
考
察
す
る
と
、
同
和
歌

集
に
は
、
夢
窓
の
後
援
者
で
あ
る
足
利
幕
府
つ
ま
り
初
代
将
軍
足
利
尊
氏
（
一

三
〇
五
―
一
三
五
八
）
と
そ
の
弟
の
足
利
直
義
（
一
三
〇
六
―
一
三
五
二
）
へ
の

賞
賛
が
度
々
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。

征
夷
将
軍
尊
氏
、
西
芳
寺
の
花
の
さ
か
り
に
お
は
し
て
、
法
談
之
後
歌
よ

み
け
る
次
に
、

心
あ
る
人
の
と
ひ
く
る
け
ふ
の
み
ぞ
あ
た
ら
さ
く
ら
の
科
を
わ
す
る

（
11
）る
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武
衛
将
軍
禅
閣
恵（

12
）源、

花
の
比
西
芳
寺
に
来
臨
の
時
、
人
人
歌
よ
み
け
る

次
に
、な

が
ら
へ
て
世
に
す
む
か
ひ
も
あ
り
け
り
と
花
み
る
春
ぞ
お
も
ひ
し

ら
る（

13
）る

征
夷
将（

14
）軍同

春
来
臨
の（

15
）時

山
か
げ
に
さ
く
花
ま
で
も
こ
の
は
る
は
世
の
の
ど
か
な
る
色
ぞ
見
え

け（
16
）る

　

当
時
の
政
治
情
勢
か
ら
す
る
と
、
尊
氏
と
直
義
と
の
関
係
は
悪
化
し
て
お

り
、
そ
れ
を
考
え
る
と
、「
世
の
の
ど
か
な
る
色
」
と
は
と
て
も
言
え
な
い
は

ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
観
応
の
擾
乱
の
ピ
ー
ク
と
思
わ
れ
る
一
三
五
一
年
に
、

尊
氏
、
直
義
、
そ
れ
か
ら
尊
氏
の
息
子
で
後
継
者
の
義
詮
（
一
三
三
〇
―
一
三

六
七
）
が
花
の
頃
に
西
芳
寺
を
訪
れ
、
そ
の
際
夢
窓
は
再
度
、
以
下
の
よ
う
に

詠
ん
で
い
る
。

観
応
三
年
三
月
廿
一
（
17
）日、
左
武
衛
将
軍
禅
閣
并
相
公
羽
（
18
）林
同
道
し
て
来

臨
、
法
談
後
、
庭
前
花
下
に
て
人
人
歌
よ
み
け
る
次
に

を
さ
ま
れ
る
世
と
も
し
ら
で
や
こ
の
は
る
も
花
に
あ
ら
し
の
う
き
を

み
す
ら（

19
）ん

　

こ
の
僅
か
二
ヶ
月
前
に
、
打
出
浜
の
戦
い
で
尊
氏
は
直
義
に
降
参
し
、
夢
窓

が
求
め
た
一
時
的
な
和
解
に
よ
っ
て
、
こ
の
と
き
兄
弟
揃
っ
て
西
芳
寺
参
拝
を

行
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
夢
窓
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
半
年
も
し
な
い
う
ち

に
、
尊
氏
と
直
義
は
紛
争
を
再
開
、
一
三
五
二
年
二
月
二
十
六
日
、
鎌
倉
で
直

義
が
死
亡
し
た
。
兄
の
尊
氏
に
よ
っ
て
毒
殺
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
西
芳
寺
の
桜
の
下
で
見
ら
れ
た
両
者
の
友
好
と
融
和

は
永
く
続
か
な
か
っ
た
が
、
夢
窓
が
生
前
、
い
か
に
こ
の
和
解
の
実
現
に
力
を

尽
く
し
た
か
が
右
の
歌
に
は
暗
示
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
右
の
二
首

は
、
西
芳
寺
の
桜
の
姿
を
そ
れ
ぞ
れ
描
い
て
い
る
が
、
そ
の
い
ず
れ
に
も
、
夢

窓
の
和
解
を
祈
る
気
持
ち
が
反
映
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
前
者

は
山
か
げ
に
咲
く
落
ち
つ
い
た
桜
の
姿
が
平
和
を
象
徴
し
、
一
方
、
後
者
は
花

び
ら
が
吹
き
散
ら
さ
れ
る
様
子
を
詠
み
な
が
ら
、
そ
れ
を
通
し
て
逆
に
世
の
中

の
泰
平
ぶ
り
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
激
し
い
政
治
的
な
移
り
変
わ
り
の

中
、
同
年
の
秋
に
他
界
す
る
こ
と
に
な
る
夢
窓
は
、
足
利
兄
弟
の
関
係
だ
け
で

は
な
く
、
自
ら
の
宗
派
の
未
来
も
心
配
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
西
芳
寺
で

詠
ま
れ
た
数
首
の
歌
が
、
同
寺
の
将
来
の
繁
栄
を
願
い
、
そ
れ
を
祈
念
し
て
い

る
要
因
は
こ
こ
に
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　
『
国
師
和
歌
集
』
に
は
、『
縁
起
』
の
ご
と
く
、
皇
室
と
の
結
び
つ
き
を
改
め
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て
確
認
す
る
傾
向
も
見
受
け
ら
れ
る
。
特
に
、
西
芳
寺
と
皇
室
と
の
交
流
の
将

来
を
占
う
機
会
で
あ
る
御
幸
の
際
に
詠
ま
れ
た
作
品
に
は
、
夢
窓
自
身
の
高
齢

を
嘆
く
歌
が
多
く
登
場
す
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
老
衰
や
散
る
花
へ
の
悲
し

み
は
、
和
歌
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
一
般
的
な
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
が
、『
国
師
和

歌
集
』
の
場
合
、
そ
こ
に
夢
窓
死
後
の
西
芳
寺
の
将
来
が
鋭
く
認
識
さ
れ
て
い

る
と
考
え
る
。
こ
の
傾
向
は
御
幸
の
年
に
詠
ま
れ
た
歌
に
も
っ
と
も
著
し
い

が
、
次
の
歌
と
そ
の
返
歌
は
、
御
幸
と
夢
窓
の
高
齢
と
の
関
連
性
を
窺
い
知
る

こ
と
が
で
き
る
重
要
な
事
例
で
あ
る
。

花
の
さ
か
り
に
西
芳
寺
に
御
幸
な
る
べ
し
と
き
こ
え
け
る
が
、
う
ち
つ
づ

き
御
さ
し
あ
ひ
あ
り
て
の
び
ゆ
き
け
る
ほ
ど
に
、
花
の
ち
り
け
る
を
見
た

ま
ひ（

20
）てな

ほ
も
ま
た
千
と
せ
の
は
る
の
あ
れ
ば
と
や
み
ゆ
き
も
ま
た
で
花
の

ち
る
ら（

21
）む

西
芳
精
舎
に
御
幸
な
り
て
、
両
株
の
佳
花
、
叡
覧
あ
り
け
る
翌
日
に
た
て

ま
つ
ら
れ
け
る

�

竹
林
院
内
大（

22
）臣

め
づ
ら
し
き
君
が
み
ゆ
き
を
ま
つ
か
ぜ
に
ち
ら
ぬ
さ
く
ら
の
色
を
見

る
か
な

［
夢
窓
の
］
御
か
へ
し

花
ゆ
ゑ
の
み
ゆ
き
に
あ
へ
る
老
が
身
に
千
と
せ
の
春
を
猶
も
ま
つ
か

（
23
）な

　

最
初
の
歌
で
は
、
天
皇
が
今
年
の
桜
を
見
る
機
会
を
逃
し
て
し
ま
っ
て
も
、

そ
れ
を
嘆
く
必
要
は
な
い
、
千
年
も
の
御
幸
が
期
待
で
き
る
と
、
巧
み
に
詠
っ

て
い
る
。
む
ろ
ん
、
夢
窓
自
身
が
千
年
後
ま
で
生
き
続
け
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
こ
の
歌
か
ら
は
遥
か
遠
い
将
来
ま
で
御
幸
が
ず
っ
と
続
い
て
欲
し
い
と
い

う
願
い
が
は
っ
き
り
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
竹
林
院
内
大
臣
へ
の
返
歌
で
は
、

夢
窓
の
「
老
が
身
」
と
「
千
と
せ
の
春
」
が
対
比
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
切
迫
し

た
死
の
必
然
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
千
歳
の
春
の
御
幸
を
期
待
し
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。

　

和
歌
の
伝
統
に
従
い
、
御
幸
に
関
す
る
夢
窓
の
和
歌
は
し
ば
し
ば
天
皇
の
長

命
、
あ
る
い
は
皇
室
の
久
遠
を
祈
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
関
連
す
る
十
首
の
う
ち
、

先
の
例
で
見
た
よ
う
に
、「
千
と
せ
の
春
」
と
い
う
表
現
が
三
回
、「
千
代
の
御

幸
」
と
い
う
同
様
の
語
句
が
一
回
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
表
現
は
、
た

だ
天
皇
や
皇
室
を
祝
福
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
夢
窓
死
去
の
後
も
、
西
芳
寺
が

皇
室
か
ら
の
手
厚
い
保
護
を
そ
の
ま
ま
維
持
し
て
欲
し
い
と
の
願
い
を
示
唆
し
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て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
夢
窓
の
老
衰
と
今
昔
の
桜
の
鮮
や
か
さ
を
対
比
す

る
次
の
歌
に
も
注
目
し
た
い
。

さ
く
花
は
い
ま
も
む
か
し
の
い
ろ
な
る
に
わ
が
身
ば
か
り
ぞ
お
い
か

は
り
ぬ（

24
）る

　

こ
の
歌
は
言
う
ま
で
も
な
く
、『
伊
勢
物
語
』
第
四
段
ま
た
は
『
古
今
和
歌

集
』
巻
十
五
・
恋
歌
五
に
出
て
く
る
在
原
業
平
の
春
の
月
に
つ
い
て
の
著
名
な

歌
を
連
想
さ
せ
る
。

月
や
あ
ら
ぬ
春
や
昔
の
春
な
ら
ぬ
わ
が
身
ひ
と
つ
は
も
と
の
身
に
し

（
25
）て

　

周
知
の
通
り
、
こ
の
業
平
の
和
歌
か
ら
は
、
自
然
と
と
も
に
あ
る
恋
愛
の
移

り
変
わ
り
に
対
し
て
、
歌
人
自
身
の
不
変
性
が
読
み
取
れ
る
。
一
方
、
夢
窓
の

和
歌
で
は
逆
に
、
和
歌
の
約
束
事
に
反
し
て
、
桜
の
花
が
無
常
の
象
徴
で
は
な

く
、
夢
窓
死
去
後
の
変
わ
ら
ぬ
西
芳
寺
を
祝
福
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の

上
、
は
っ
き
り
文
字
に
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、
真
如
親
王
の
昔
に
思
い

を
馳
せ
た
可
能
性
も
あ
る
よ
う
に
考
え
る
。

　

ま
た
、
桜
の
盛
り
に
西
芳
寺
で
読
ま
れ
た
最
後
の
二
首
に
も
、
夢
窓
の
老
衰

が
詠
ま
れ
て
い
る
。

又
も
こ
ん
春
を
た
の
ま
ぬ
老
が
身
を
花
も
あ
は
れ
と
お
も
は
ざ
ら
め

（
26
）や行

す
ゑ
の
春
を
も
ひ
と
は
た
の
む
ら
ん
花
の
わ
か
れ
は
老
ぞ
か
な
し

（
27
）き

　
『
縁
起
』
で
は
、
真
如
親
王
の
早
す
ぎ
る
他
界
に
対
し
て
、
西
芳
寺
の
桜
が

永
久
に
咲
き
続
け
て
欲
し
い
と
の
願
い
が
読
み
取
れ
た
と
思
う
。
ま
た
、『
国

師
和
歌
集
』
に
現
れ
る
桜
も
、
西
芳
寺
や
自
派
の
将
来
を
案
じ
つ
つ
、
死
期
が

迫
っ
て
い
る
夢
窓
に
対
比
し
て
、
西
芳
寺
の
永
遠
性
へ
の
祈
り
を
象
徴
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
西
芳
寺
の
桜
を
詠
ん
だ
『
国
師
和
歌
集
』
所
収
の
最

後
の
歌
に
は
、
夢
窓
の
死
去
に
つ
い
て
「
今
年
（
一
三
五
一
）
九
月
晦
日
巳
刻

入
滅
し
給
け
り
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
夢
窓
の
死
と
、
散
る
桜
と
が

関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
次
の
歌
は
夏
の
部
に

移
る
が
、
そ
れ
は
時
の
流
れ
を
示
す
と
同
時
に
、
夢
窓
の
生
死
に
か
か
わ
ら

ず
、
次
の
春
が
必
ず
来
る
こ
と
を
も
表
現
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四　

夢
窓
の
『
年
譜
』
に
現
れ
る
西
来
の
桜

　

前
節
ま
で
は
、
西
芳
寺
に
お
い
て
桜
が
大
き
な
存
在
感
を
持
っ
て
い
た
こ
と

を
確
認
し
て
き
た
。
本
節
で
は
、
夢
窓
の
甥
で
弟
子
で
も
あ
る
春
屋
妙
葩
（
一

三
一
一
―
一
三
八
八
）
に
よ
っ
て
夢
窓
没
後
に
書
か
れ
、『
縁
起
』
に
も
数
箇
所
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引
用
さ
れ
て
い
る
『
天
竜
開
山
夢
窓
正
覚
心
宗
普
済
国
師
年
譜
』（
一
三
五（

28
）

三
）

を
と
お
し
て
、
桜
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
か
を
検
討
す
る
。
妙
葩
の

『
年
譜
』
に
は
夢
窓
の
生
涯
お
よ
び
活
動
が
も
っ
と
も
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
ほ
か
、
西
芳
寺
と
い
う
場
に
お
い
て
禅
宗
が
日
本
の
風
土
に
根
を
下
ろ
し
た

経
緯
や
、
西
芳
寺
が
禅
宗
史
に
占
め
る
地
位
に
つ
い
て
も
認
識
し
う
る
。
な
お

『
縁
起
』
と
同
様
、
こ
こ
に
も
行
基
及
び
真
如
親
王
が
登
場
す
る
。

夏
四
月
革
二

西
方
教
院
一

作
二

禅
院
一。
此
寺
聖
武
天
皇
天
平
年
中
有
二

釈
行
基

者
一。
民
間
称
曰
二

菩
薩
一。
孩
時
人
得
二

之
於
鷹
巣
一

也
。
力
化
二

寰
中
一

営
二

建

仏
寺
一

凡
四
十
九
所
。
今
之
西
方
其
一
也
。
後
百
年
平
城
天
皇
太
子
弃
二

儲

宮
一

為
二

沙
門
一。
天
皇
封
為
二

真
如
親
王
一。
居
レ

之
久
。
又
弃
而
往
レ

唐
。
度
二

流
沙
一

至
二

羅
越
国
一

而
薨
。
爾
来
五
百
年
。
凡
庸
相
継
而
住
。
寺
廃
甚
。

檀
越
藤
親
秀
厚
レ

礼
勤
請
。
師
忻
然
曰
。
吾
素
慕
二

亮
座
主
之
風
一。
而
今

得
二

西
山
一

居
レ

焉
不
二

亦
善
一

乎
。
輒
改
二

西
方
旧
名
一

為
二

西
芳
精
舎
一

掲
レ

額
。
蓋
取
二

祖
師
西
来
五
葉
聯
芳
之
義
一

也
。
仏
殿
本
安
二

無
量
寿
仏
像
一、

今
以
二

西
来
堂
一

扁
焉
。
堂
前
旧
有
二

大
桜
花
樹
一。
春
時
花
敷
稠
密
殊
妙
。

為
二

洛
陽
奇
観
一 （

29
）也。

　

右
記
の
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
桜
が
西
芳
寺
の
名
物
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
桜
こ
そ
、
西
芳
寺
が
禅
宗
に
改
宗
す
る
上
で
象

徴
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と
想
像
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、『
年
譜
』
は
夢
窓
の

師
祖
で
あ
る
仏
光
国
師
（
無
学
祖
元
、
一
二
二
六
―
一
二
八
六
）
が
桜
を
題
材
と

し
て
詠
ん
だ
詩
を
引
用
し
、
そ
れ
が
後
世
の
西
芳
寺
の
景
観
に
対
す
る
予
言
で

あ
っ
た
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

昔
仏
光
師
翁
題
二

桜
花
一

偈
云
。
満
樹
高
低
爛
熳
紅
。
飄
飄
両
袖
是
春
風
。

現
成
一
段
西
来
意
。

一
片
西
飛
一
片
東
。
何
二

其
冥
符
此
境
一

之
如
レ

此
似
二

乎
讖
記
一（

30
）也。

　
『
仏
光
国
師
語
録
』
を
確
認
す
る
と
、
確
か
に
、
同
じ
詩
が
偈
頌
の
「
題
桜

花
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い（

31
）る。
こ
の
詩
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
夢
窓
が
桜
の

前
に
あ
る
堂
を
「
西
来
堂
」
と
改
名
し
た
の
で
あ
る
と
『
年
譜
』
は
語
る
。
こ

の
新
し
い
名
前
を
、
夢
窓
は
師
祖
の
仏
光
、
そ
し
て
仏
光
の
詩
の
背
後
に
隠
れ

た
達
磨
と
も
関
連
づ
け
る
の
で
あ
る
。『
景
徳
伝
灯
録
』（
一
〇
〇
四
）
第
三
巻

所
収
の
有
名
な
逸
話
で
は
、
禅
宗
始
祖
と
し
て
崇
拝
さ
れ
て
い
る
菩
提
達
磨

が
、
二
祖
慧
可
に
印
可
（
四
八
七
―
五
九
三
）
を
与
え
て
禅
宗
の
法
灯
を
開
始

し
、
蓮
華
の
比
喩
を
以
て
、
そ
の
の
ち
禅
宗
が
自
ず
か
ら
広
大
に
流
布
す
る
こ

と
を
予
言
し
て
い
る
。

乃
顧
二

慧
可
一

而
告
レ

之
曰
、
昔
如
来
以
二

正
法
眼
一

付
二

迦
葉
大
士
一、
展
転
嘱

累
而
至
二

於
我
一、
我
今
付
レ

汝
、
汝
当
二

護
持
一。
并
授
二

汝
袈
裟
一

以
為
二

法

信
一、
各
有
二

所
レ

表
宜
可
レ

知
一

矣
、
可
曰
、
請
師
指
陳
、
師
曰
、
内
伝
二

法
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印
一

以
契
二

証
心
一、
外
付
二

袈
裟
一

以
定
二

宗
旨
一、
後
代
澆
薄
疑
慮
競
生
、
云

吾
西
天
之
人
言
二

汝
此
方
之
子
一、
憑
レ

何
得
レ

法
以
レ

何
証
レ

之
、
汝
今
受
二

此

衣
法
一、
却
後
難
生
但
出
二

此
衣
并
吾
法
偈
一、
用
以
表
明
其
化
無
礙
。
至
二

吾

滅
後
二
百
年
一

衣
止
不
レ

伝
法
周
二

沙
界
一

、
明
道
者
多
、
行
道
者
少
、
説
理

者
多
、
通
理
者
少
、
潜
符
密
証
千
万
有
余
、
汝
当
三

闡
揚
勿
レ

軽
二

未
悟
一、

一
念
迴
レ

機
便
同
二

本
得
一、
聴
二

吾
偈
一

曰
、

　
　

吾
本
来
茲
土　

伝
レ

法
救
二

迷
情
一

　
　

一
華
開
二

五
葉
一　

結
果
自
然
成

吾
有
二

楞
伽
経
四
巻
一、
亦
用
付
二

汝
一、
即
是
如
来
心
地
要
門
、
令
二

諸
衆
生

開
示
悟
入
一、
吾
自
レ

到
レ

此
凡
五
度
中
レ

毒
、
我
常
自
出
而
試
レ

之
、
置
レ

石

石
裂
、
縁
下

吾
本
離
二

南
印
一

来
二

此
東
土
一、
見
二

赤
県
一

神
州
有
中

大
乗
気

象
上、
遂
踰
レ

海
越
レ

漠
為
レ

法
求
レ

人
、
際
会
未
レ

諧
如
レ

愚
若
レ

訥
、
今
得
レ

汝

伝
二

授
吾
意
一

已（
31
）終

　

こ
の
逸
話
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
達
磨
は
法
嗣
を
探
す
た
め
に
、「
西
方
」

つ
ま
り
イ
ン
ド
を
離
れ
、「
東
土
」
つ
ま
り
中
国
ま
で
渡
っ
た
が
、
相
応
し
い

後
継
者
は
慧
可
の
み
で
あ
っ
た
。
達
磨
は
慧
可
に
向
か
っ
て
「
法
は
沙
界
に
周

す
ら
ん
」
と
述
べ
て
か
ら
、「
一
華
開
五
葉　

結
果
自
然
成
」
と
禅
宗
の
宿
命

を
予
期
す
る
。
こ
の
逸
話
を
引
用
す
る
仏
光
国
師
の
詩
で
は
蓮
華
が
桜
に
な

り
、
夢
窓
が
そ
の
師
祖
の
詩
を
以
て
、
達
磨
の
予
見
を
西
芳
寺
の
桜
に
適
用
し

た
。
こ
こ
に
は
、
禅
宗
に
と
っ
て
西
芳
寺
が
運
命
的
な
、
い
わ
ば
約
束
の
地
で

あ
る
と
の
主
張
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
、
真
如
親
王
に
お
け
る
仏
法
の
盛
り
の

花
の
記
憶
を
付
け
加
え
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
仏
教
の
歴

史
上
最
も
重
要
な
人
物
と
の
関
わ
り
を
誇
る
西
芳
寺
の
桜
は
、
禅
宗
史
の
中
に

確
た
る
位
置
づ
け
を
得
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
西
芳
寺
の

桜
の
象
徴
的
な
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
諸
史
料
に
よ
る
と
、
こ
の
桜

は
種
々
に
描
写
さ
れ
、
意
味
付
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
す
べ
て
が
そ

れ
ぞ
れ
過
去
、
現
在
、
未
来
を
密
接
に
結
び
付
け
な
が
ら
、
西
芳
寺
の
繁
栄
を

祈
念
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
『
西
芳
精
舎
縁
起
』
で
は
、
桜
が
皇
室

と
武
家
、
そ
し
て
高
僧
と
西
芳
寺
に
興
隆
す
る
仏
法
と
の
接
点
と
し
て
描
か
れ

て
い
る
。
ま
た
、『
正
覚
国
師
和
歌
集
』
の
桜
に
関
す
る
和
歌
は
、
迫
り
来
る

夢
窓
の
死
を
予
感
さ
せ
な
が
ら
も
、
一
方
で
、
武
家
と
皇
室
の
保
護
に
よ
る
西

芳
寺
の
末
永
い
栄
華
の
象
徴
と
も
な
っ
て
い
た
。
最
後
に
『
年
譜
』
で
は
、
真

如
親
王
の
植
え
た
桜
が
仏
光
国
師
、
さ
ら
に
は
禅
宗
開
祖
で
あ
る
達
磨
の
予
言

と
も
重
ね
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
禅
宗
が
西
芳
寺
に
受
容
さ
れ
る
こ
と
の
必

然
性
と
、
西
芳
寺
が
禅
宗
の
歴
史
に
お
い
て
重
要
な
地
位
を
築
く
こ
と
が
表
現

さ
れ
て
い
た
。
以
上
、
多
く
の
史
料
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
禅
宗
は
西
芳
寺
に
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お
い
て
日
本
の
風
土
に
根
を
下
ろ
し
、
同
時
に
西
芳
寺
は
そ
こ
で
禅
宗
史
に
接

ぎ
木
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。
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研
究
は
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
末
木
文
美
士
教
授
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っ
た
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と
、
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セ
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タ
ー
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催
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史
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究
」
参
加
者
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方
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に
頂
い
た
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意
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に
さ
せ
て
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た
だ
い
て
お
り
、
こ
の
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を
借
り
て
御
学
恩
に
深
く
感
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い
た
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ま
す
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な
お
、
本
稿
は
二
〇
一
一
年
第
十
六
回
国
際
仏
教
学
会
（
於
：
法
鼓
仏
教
学
院　

台
湾
）
に
お
け
る
英
語
で
の
口
頭
発
表
を
も
と
に
加
筆
・
訂
正
し
た
も
の
で
す
。
発
表
の

折
に
も
、
多
く
の
方
々
よ
り
貴
重
な
質
問
や
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

註（
１
）　

各
学
説
が
、
梅
沢
篤
之
介
「
枯
山
水
の
研
究
一　

西
芳
寺
洪
隠
山　

枯
山
水
の
作

者
及
び
そ
の
作
庭
年
代
に
つ
い
て
」『
造
園
雑
誌
』
二
三
巻
四
号
、
一
九
六
〇
年
、
一

―
四
項
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）　

高
橋
桃
子
「
中
世
西
芳
寺
の
歴
史
と
庭
園
観
」
佐
伯
有
清
編
『
日
本
古
代
中
世
の

政
治
と
文
化
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
、
三
七
〇
―
三
七
四
頁
。

（
３
）　
「
西
芳
精
舎
縁
起
」
鷲
尾
順
敬
編
『
國
文
東
方
佛
教
叢
書
』
第
二
輯
第
六
巻
、
名

著
普
及
会
、
一
九
二
七
年
、
二
六
一
―
二
七
四
頁
。

（
４
）　

前
掲
（
３
）、
二
六
六
―
二
六
七
頁
。

（
５
）　

前
掲
（
３
）、
二
六
七
―
二
六
八
頁
。

（
６
）　

前
掲
（
３
）、
二
六
八
頁
。

（
７
）　

前
掲
（
３
）、
二
六
九
頁
。

（
８
）　

前
掲
（
３
）。

（
９
）　
「
正
国
師
集
」
新
編
国
歌
大
観
編
集
委
員
会
編
『
新
編
国
歌
大
観
』
第
七
巻
、
私

家
集
編
Ⅲ
歌
集
、
角
川
書
店
、
一
九
八
九
年
、
七
〇
四
―
七
〇
六
頁
。

（
10
）　

前
掲
（
９
）、
歌
番
号
一
七
。

（
11
）　

前
掲
（
９
）、
歌
番
号
九
。

（
12
）　

足
利
直
義
。

（
13
）　

前
掲
（
９
）、
歌
番
号
一
一
。

（
14
）　

足
利
尊
氏
。

（
15
）　

時
期
は
未
詳
。

（
16
）　

前
掲
（
９
）、
歌
番
号
一
五
。

（
17
）　

原
文
に
間
違
い
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
夢
窓
は
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
九
月

三
十
日
に
他
界
す
る
の
で
、
訂
正
が
必
要
で
あ
る
。『
園
太
暦
』
に
よ
る
と
、
こ
の
訪

問
は
観
応
二
年
三
月
二
十
一
日
に
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
同
書
は
、
尊
氏
の
訪
問
も
記
録

し
て
い
る
。『
園
太
暦
』
巻
三
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
七
一
年
、
四
三
九
頁
。

（
18
）　

足
利
義
詮
。

（
19
）　

前
掲
（
９
）、
歌
番
号
三
三
。

（
20
）　

時
期
な
ど
詳
細
不
明
。

（
21
）　

前
掲
（
９
）、
歌
番
号
一
〇
。

（
22
）　

貞
和
五
年
（
一
三
四
九
）
三
月
二
十
六
日
か
。『
園
太
暦
』
に
よ
る
と
、
こ
の
日
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光
明
上
皇
（
一
三
二
一
―
一
三
八
〇
）
は
天
龍
寺
へ
の
御
幸
の
後
、
西
芳
寺
に
も
参
拝

し
た
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
当
時
の
右
大
臣
で
あ
る
西
園
寺
公
重
（
一
三
一
七
―
一
三

六
七
）、
つ
ま
り
竹
林
院
内
大
臣
も
天
龍
寺
の
御
幸
に
参
加
し
た
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。
前
掲
（
17
）、
五
〇
―
五
二
頁
。

（
23
）　

前
掲
（
９
）、
歌
番
号
一
九
・
二
〇
。

（
24
）　

前
掲
（
９
）、
歌
番
号
一
七
。

（
25
）　

歌
番
号
七
四
七
、「
古
今
和
歌
集
」
新
編
国
歌
大
観
編
集
委
員
会
編
『
新
編
国
歌

大
観
』
第
一
巻
、
勅
撰
集
Ⅰ
歌
集
、
角
川
書
店
、
一
九
八
九
年
、
二
四
頁
。

（
26
）　

前
掲
（
９
）、
歌
番
号
三
六
。

（
27
）　

前
掲
（
９
）、
歌
番
号
三
七
。

（
28
）　
「
天
竜
開
山
夢
窓
正
覚
心
宗
普
済
国
師
年
譜
」
一
切
経
刊
行
会
『
大
正
新
修
大
蔵

経
』
第
八
〇
巻
、
一
九
二
八
年
、
四
八
二
―
四
九
八
頁
。

（
29
）　

前
掲
（
28
）、
四
八
九
頁
。

（
30
）　

前
掲
（
28
）。

（
31
）　
「
仏
光
国
師
語
録
」
一
切
経
刊
行
会
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
八
〇
巻
、
一
九
二

八
年
、
二
三
二
頁
。

（
32
）「
景
徳
伝
灯
録
」
巻
三
、
一
切
経
刊
行
会
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
五
一
巻
、
一
九

二
八
年
、
二
一
九
頁
。
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惣
領
番
入
制
度
と
五
番
方

─
─
吉
宗
期
の
事
例
を
中
心
に
─
─

横　

山　

輝　

樹

は
じ
め
に

　

本
論
は
江
戸
幕
府
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
（
在
職
一
七
一
六
～
一
七
四
五
）
に

よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
惣そ
う

領り
ょ
う

番ば
ん

入い
り

制せ
い

度ど

に
つ
い
て
、
こ
れ
を
五
番
方
と
の
関
わ

り
に
於
い
て
分
析
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

五
番
方
と
は
幕
府
の
軍
職
で
あ
る
書
院
番
・
小
性
組
・
大
番
・
新
番
・
小
十

人
組
を
総
称
し
た
も
の
で
あ（

1
）り、
将
軍
御お

目め

見み
え

が
許
さ
れ
た
旗
本
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
平
時
に
あ
っ
て
は
江
戸
城
中
・
重
要
拠
点
の
警
備
や
将
軍
の
身
辺
警

護
な
ど
が
主
な
任
務
で
あ
り
、
幕
府
常
備
軍
の
中
核
で
あ
っ
た
。
司
法
・
行
政

職
の
役
方
に
対
し
て
武
士
本
来
の
職
分
で
あ
る
軍
事
を
引
き
受
け
る
名
誉
の
武

官
で
あ
る
。

　

惣
領
番
入
制
度
と
は
、
旗
本
惣
領
（
旗
本
の
跡
取
り
、
部
屋
住
）
が
家
督
相

続
前
に
（
惣
領
が
家
を
継
ぐ
前
に
）
五
番
方
の
番（

2
）士（

平
士
）
と
し
て
召
し
出
さ

れ
る
（
番
入
す
る
）
と
い
う
制
度
で
あ（

3
）る。

旗
本
惣
領
の
中
で
も
、
特
に
五
番

方
の
番
士
の
惣
領
が
主
な
対
象
で
あ
っ
た
が
、
惣
領
が
同
制
度
に
よ
る
番
入
を

目
指
す
場
合
に
は
武
芸
吟
味
を
経
る
必
要
が
あ
っ
た
。
前
論
文
「
惣
領
番
入
制

度
、
そ
の
成
立
と
意
義
─
─
吉
宗
期
の
武
芸
奨
励
と
関
連
し
て
─（

4
）─」
に
於
い

て
、
筆
者
は
吉
宗
に
よ
る
幕
臣
へ
の
武
芸
奨
励
を
考
え
る
上
で
惣
領
番
入
制
度

の
分
析
が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
、
同
制
度
の
成
立
と
展
開
を
論
じ
、
以
下
の
如

き
結
論
を
得
た
。

　

第
一
に
、
同
制
度
を
通
じ
た
番
入
は
、
家
督
相
続
ま
で
無
役
で
い
る
こ
と
に

比
し
て
有
利
で
あ
っ
た
。

　

第
二
に
、
惣
領
番
入
が
そ
の
様
な
恩
恵
を
持
つ
一
方
で
、
そ
こ
に
は
武
芸
吟

味
と
い
う
実
を
伴
っ
た
選
抜
方
法
が
存
在
し
た
。
特
に
五
番
方
番
士
の
惣
領
に

対
し
て
は
必
ず
武
芸
吟
味
が
課
さ
れ
た
。

　

第
三
に
、
武
芸
が
、
武
士
、
特
に
五
番
方
の
番
士
た
ら
ん
と
す
る
者
の
身
に
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つ
け
て
お
く
べ
き
素
養
と
し
て
明
確
に
（
制
度
的
に
）
位
置
づ
け
ら
れ
た
事
。

　

こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
惣
領
番
入
制
度
と
は
武
芸
奨
励
に
制
度
的
な
実
を
も
た

ら
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
様
な
制
度
を
創
始
し
た
点
に
こ
そ
吉
宗
の
武
芸
奨
励

の
画
期
性
が
あ
る
と
し（

5
）た。

　

し
か
し
、
第
一
の
点
に
つ
い
て
は
分
析
が
不
十
分
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
前
稿
で
は
同
制
度
を
通
じ
て
番
入
を
果
た
し
た
惣
領
を
中
心
に
分
析
を

進
め
た
が
、
同
制
度
に
よ
ら
な
い
番
入
、
即
ち
家
督
相
続
を
経
て
番
入
を
果
た

し
た
者
と
ど
の
様
な
差
異
が
見
出
せ
る
の
か
、
こ
の
点
を
論
じ
切
る
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。
番
入
出
来
な
い
ま
ま
で
家
督
相
続
を
迎
え
る
と
い
う
こ
と
が
ど
れ

ほ
ど
の
不
利
を
も
た
ら
す
の
か
。
更
に
は
昇
進
と
の
関
係
は
ど
う
で
あ
る
の

か
。
こ
れ
ら
は
惣
領
番
入
制
度
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
不
可
欠
の
論
点

で
あ
り
、
具
体
的
な
事
例
を
取
り
上
げ
た
上
で
の
分
析
が
必
要
と
考
え
る
。

　

こ
の
様
な
問
題
関
心
の
下
、
本
論
で
は
、
惣
領
番
入
制
度
の
概
要
を
整
理
し

た
上
で
（
Ⅰ
）、
五
番
方
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
組
を
抽
出
し
、
そ
の
組
に
属
す
る

番
士
の
惣
領
を
対
象
に
同
制
度
の
恩
恵
を
考
察
す
る
（
Ⅱ
）。
更
に
書
院
番
番

士
・
小
性
組
番
士
か
ら
書
院
番
組
頭
・
小
性
組
組
頭
へ
の
昇
進
事
例
か
ら
同
制

度
と
昇
進
と
の
関
係
を
論
じ
る
（
Ⅲ
）。
以
上
の
分
析
を
通
じ
て
、
同
制
度
が

五
番
方
の
番
士
、
及
び
そ
の
惣
領
に
と
っ
て
ど
の
様
な
恩
恵
を
有
し
て
い
た
の

か
を
明
ら
か
に
す
る
所
存
で
あ
る
。

Ⅰ　

惣
領
番
入
の
概
観

１　

総
番
入
制
度
の
停
止

　

享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
に
惣
領
番
入
制
度
が
創
始
さ
れ
る
以
前
、
幕
府
に

は
総
番
入
と
呼
ば
れ
る
制
度
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
当
主
（
父
）
が
五
番
方
の
番

士
、
或
い
は
役
方
に
就
い
て
い
る
旗
本
家
の
子
弟
（
惣
領
に
限
ら
な
い
）
を
主

と
し
て
五
番
方
の
番
士
と
し
て
召
し
抱
え
る
と
い
う
制
度
で
あ
る
。
同
制
度
に

つ
い
て
は
既
に
進
士
慶
幹
氏
や
橋
本
昭
彦
氏
に
よ
る
言
及
が
あ
る（

6
）が、

精
緻
な

分
析
と
し
て
は
横
山
則
孝
氏
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
。
横
山
氏
は
正
徳
元
年

（
一
七
一
一
）
段
階
で
大
番
に
属
し
た
七
一
二
名
、
同
じ
く
小
十
人
組
に
属
し

た
一
七
七
名
の
前
歴
を
分
析
す
る
中
で
、
総
番
入
制
度
に
つ
い
て
、
旗
本
家
の

収
入
増
加
─
─
当
主
の
家
禄
に
加
え
て
番
入
し
た
惣
領
へ
の
役
料
が
加
わ
る

─
と
い
う
経
済
的
な
救
済
策
と
位
置
づ
け
て
い（

7
）る。
本
論
で
取
り
上
げ
る
惣

領
番
入
制
度
に
あ
っ
て
も
そ
の
様
な
性
格
は
受
け
継
が
れ
て
お
り
（
Ⅱ
参
照
）、

惣
領
の
内
に
番
入
す
る
と
い
う
こ
と
は
収
入
面
で
大
き
な
恩
恵
を
も
た
ら
す
と

い
え
る
。
し
か
し
総
番
入
制
度
は
、
他
な
ら
ぬ
こ
の
恩
恵
の
た
め
に
、
吉
宗
の

将
軍
就
任
以
前
に
停
止
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
人
件
費
の
増
大
が
原
因
で

あ
っ
た
。

　

寛
保
四
年
（
一
七
四
四
）
に
幕
臣
春
日
行
清
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
『
仕
官
格

義
弁
』
と
い
う
書
物
が
あ（

8
）る。
同
書
は
幕
府
職
制
の
手
引
き
書
で
あ
る
が
、
総

番
入
制
度
の
停
止
に
つ
い
て
は
次
の
様
に
説
明
し
て
い
る
。
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天
和
ノ
已
後
ハ
御
人
多
ニ
成
候
ニ
付
、
惣
御
番
入
モ
段
々
遠
ク
罷
成
、
元

禄
四
未
年
十
二
月
四
日
御
役
人
惣
領
斗
被　

召
出
、
宝
永
六
丑
年
四
月
六

日
惣
御
番
入
以
後
ハ
惣
御
番
入
ト
申
テ
ハ
無
之
候

（
中
略
）

昔
ゟ
寛
文
ノ
始
迄
ハ
、
惣
領
ハ
勿
論
次
男
・
三
男
・
末
子
迄
モ
被　

召
出

御
番
入
被　

仰
付
候
儀
共
候
得
共
、
惣
領
ハ
後
々
父
ノ
家
督
ニ
成
候
得

共
、
末
子
之
分
ハ
一
度
被
下
候
御
切
米
ヲ
以
永
々
別
家
ニ
成
候
事
故
、

段
々
御
人
多
ニ
罷
成
候
処
、
神
田　

御
殿
、
桜
田　

御
殿
ゟ
被
召
遣
候
衆

大
勢
ニ
而
有
之
間
、
只
今
ハ
弥
御
人
多
ニ
成
候
由
承（

9
）候

　

総
番
入
制
度
に
あ
っ
て
は
、
後
の
惣
領
番
入
制
度
が
旗
本
の
惣
領
の
み
を
対

象
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、「
次
男
・
三
男
・
末
子
迄
」
そ
の
対
象
と
し
て
い

る
。
同
じ
く
部
屋
住
か
ら
の
番
入
と
は
い
え
、
い
ず
れ
は
当
主
の
後
を
継
ぐ
惣

領
と
違
い
、
次
男
以
下
の
場
合
、
分
家
と
し
て
独
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま

た
、
徳
川
綱
吉
（
在
職
一
六
八
〇
～
一
七
〇
九
）、
徳
川
家
宣
（
在
職
一
七
〇
九
～

一
七
一
二
）
が
将
軍
の
後
嗣
と
な
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
臣
団
が
幕

臣
と
し
て
召
し
抱
え
ら
れ
、
幕
臣
の
総
数
自
体
が
大
幅
に
増
加
し（

10
）た（「

神
田　

御
殿
、
桜
田　

御
殿
ゟ
被
召
遣
候
衆
大
勢
ニ
而
有
之
」、
神
田
御
殿
、
桜
田
御
殿
と
は

綱
吉
・
家
宣
が
将
軍
後
嗣
と
し
て
江
戸
城
に
入
る
以
前
に
住
ん
で
い
た
屋
敷
で
あ

る
）。
更
に
、『
仕
官
格
義
弁
』
で
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
総
番
入
制

度
の
規
模
の
問
題
も
あ
る
。
例
え
ば
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
十
二
月
二
日
に

お
よ
そ
百
五
十
名
、
同
六
年
十
二
月
九
日
に
お
よ
そ
三
百
五
十
名
、
宝
永
六
年

（
一
七
〇
九
）
四
月
六
日
に
至
っ
て
は
お
よ
そ
七
百
三
十
名
の
惣
領
が
総
番
入

制
度
の
下
で
番
入
し
て
い（

11
）る。

い
ず
れ
の
人
件
費
も
幕
府
財
政
の
大
き
な
負
担

と
な
る
。
総
番
入
制
度
は
こ
う
し
て
停
止
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

２　

惣
領
番
入
制
度
の
創
設
、
展
開

　

総
番
入
制
度
停
止
後
、
吉
宗
の
将
軍
就
任
を
経
て
、
惣
領
番
入
制
度
が
創
設

さ
れ
た
。
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
四
月
十
五
日
、
若
年
寄
石
川
総
茂
・
大
久

保
常
春
に
よ
っ
て
関
係
部
署
に
出
さ
れ
た
書
付
を
見
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
は
大
目
付
以
下
で
、
布
衣
格
（
布
衣
格
の
役
職
に
就
い
た
者
は
儀
式
に
際

し
て
布
衣
―
―
無
紋
の
布
狩
衣
を
着
す
る
資
格
を
有
し
、
旗
本
の
中
で
は
中
堅
格
に

位
置
す
る
こ
と
に
な
る
）
の
役
人
に
対
す
る
書
付
。
こ
の
場
合
、
町
奉
行
・
勘

定
奉
行
と
い
っ
た
諸
大
夫
役
（
諸
大
夫
格
の
役
職
に
就
い
た
者
は
朝
廷
官
位
と
し

て
は
従
五
位
以
上
に
位
置
し
、
格
の
上
で
は
大
名
に
匹
敵
す
る
上
級
旗
本
で
あ
る
）

の
者
も
含
ま
れ
て
い
る
。

唯
今
御
人
多
之
時
節
ニ
候
得
共
、
大
目
付
已
下
布
衣
之
御
役
人
之
惣
領
、

行
跡
宜
敷
、
諸
芸
嗜
候
者
、
六
・
七
人
茂
可
被
召
出
候
、
右
之
通
被
仰
出

候
上
、
御
役
人
之
子
共
常
々
行
跡
宜
敷
、
諸
芸
も
可
嗜
事
ニ（

12
）候

　

次
に
、
両
番
（
書
院
番
・
小
性
組
）
を
率
い
る
番
頭
に
対
す
る
書
付
。
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只
今
御
人
多
之
時
候
得
共
、
両
御
番
惣
領
之
内
、
行
跡
宜
敷
、
其
上
諸
芸

精
出
し
心
懸
候
者
、
壱
組
よ
り
壱
人
ツ
ヽ
成
と
も
可
被
召
出
と
の
御
事
ニ

候
　
　

書
上
之
案
文　
　
　
　

父
之
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

誰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

何
歳

　
　

一
、
取
廻
能
相
見
候

　
　

一�

、
行
跡
等
不
宜
沙
汰
無
御
座
候
、
勝
而
孝
心
候
歟
、
又
者
勝
而
実

体
ニ
も
候
ハ
ヽ
、
其
品
書
出
可
申
候

　
　

一�

、
武
芸
常
々
心
懸
相
勤
申
精
出
し
別
而
心
懸
候
ハ
ヽ
、
何
之
芸
、

誰
弟
子
ニ
而
能
仕
候
と
の
義
可
書
出
候
、
弓
馬
見
分
有
之
分
ハ
其

品
書
出
可
申
候

　
　

一
、
学
問
心
懸
申
候
由
、
精
出
候
者
右
同（

13
）断

　

当
主
が
役
職
に
就
い
て
い
る
旗
本
家
の
惣
領
の
中
か
ら
、
日
頃
の
行
状
・
人

柄
、
武
芸
出
精
、
学
問
出
精
の
者
を
番
入
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
役
職

に
就
い
て
い
る
旗
本
の
子
弟
で
あ
れ
ば
ほ
ぼ
無
条
件
で
番
入
が
叶
う
総
番
入
制

度
と
の
差
異
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
学
問
出
精
を
理
由
と
し
て
番
入
を
果
た
し
た
惣
領
は
管
見
の
限
り

見
当
た
ら（

14
）ず、
そ
れ
は
寛
政
年
間
の
「
学
問
吟
味
」、「
部
屋
住
学
問
試
」
の
創

設
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な（

15
）い。
そ
も
そ
も
学
問
に
言
及
し
て
い
る
の
は
「
書
上

之
案
文
」
内
の
み
で
あ
っ
て
、
本
文
に
於
い
て
は
「
行
跡
宜
敷
、
諸
芸
嗜
候

者
」、「
行
跡
宜
敷
、
其
上
諸
芸
精
出
し
心
懸
候
者
」
と
い
う
文
章
に
な
っ
て
い

る
（
諸
芸
と
は
武
芸
を
意
味
す
る
）。
日
頃
の
行
状
や
人
柄
な
ど
は
優
劣
を
つ
け

に
く
い
も
の
で
あ
ろ
う
（
こ
の
理
由
で
番
入
し
た
惣
領
も
見
当
た
ら
な
い
）。
恐
ら

く
は
不
行
跡
を
し
た
惣
領
や
素
行
不
良
の
惣
領
を
除
く
と
い
う
程
の
意
味
と
思

わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
武
芸
へ
の
取
り
組
み
方
が
実
質
的
に
は
唯
一
の
番
入
基
準

と
な
る
。

　

そ
れ
で
は
、「
諸
芸
精
出
」
の
惣
領
を
ど
の
様
に
判
断
す
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
『
柳
営
日
次
記
』
同
日
の
条
に

一�

、
松
平
能
登
守
・
大
久
保
佐
渡
守
宅
に
を
ひ
て
御
吟
味
、
弓
馬
并
鑓
釼

術
見
分
、
両
御
番
頭
之
宅
ニ
而
見
分
有（

16
）之

と
あ
り
、『
仕
官
格
義
弁
』
に
は

役
人
惣
領
ハ
若
年
寄
宅
ニ
而
武
芸
御
吟
味
ノ
上
新
規
被　

召
出
、
御
切
米

並
之
通
、
其
年
ゟ
不
残
被
下
候
、
御
番
衆
惣
領
ハ
番
頭
宅
ニ
テ
同（

17
）断

と
あ
る
通
り
、
諸
大
夫
役
・
布
衣
役
の
惣
領
（
諸
大
夫
役
・
布
衣
役
の
当
主
の
惣

領
の
意
、
以
下
同
）
は
若
年
寄
松
平
乗
賢
・
大
久
保
常
春
宅
に
て
、
書
院
番
・

小
性
組
番
士
の
惣
領
は
そ
れ
ぞ
れ
の
番
頭
宅
に
て
武
芸
吟
味
が
実
施
さ
れ
、
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「
精
出
」
の
度
合
が
見
極
め
ら
れ
て
い
る
。

　

同
書
付
が
出
さ
れ
た
三
ヶ
月
後
の
七
月
二
十
六
日
、
町
奉
行
や
勘
定
奉
行
、

新
番
頭
、
目
付
な
ど
の
諸
大
夫
役
・
布
衣
役
に
あ
る
旗
本
の
惣
領
、
及
び
両
番

番
士
の
惣
領
、
合
計
三
十
名
の
惣
領
が
両
番
番
士
と
し
て
召
し
出
さ
れ
た
。
同

日
の
『
柳
営
日
次
記
』
に
は
「
右
被
召
出
両
御
番
江
御
番
入
被
仰
付
、
新
規
三

百
俵
宛
被
下（

18
）之」

と
あ
り
、
召
し
出
さ
れ
た
惣
領
に
は
三
百
俵
の
役
料
が
与
え

ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
こ
の
際
、
人
件
費
の
関
係
で
大
番
や
新
番
、
小
十
人
組
の
惣
領
は
対

象
と
さ
れ
て
い
な
い
。
前
述
の
四
月
十
五
日
、
新
番
頭
・
小
十
人
頭
・
納
戸

頭
・
腰
物
奉
行
に
対
し
て
出
さ
れ
た
書
付
に

唯
今
御
人
多
之
時
節
候
得
共
、
御
番
衆
惣
領
之
内
、
行
跡
宜
敷
、
諸
芸
精

出
し
心
懸
候
者
ハ
一
組
よ
り
壱
人
ツ
ヽ
成
共
可
被
召
出
と
の
御
事
ニ
而
、

今
度
御
書
院
番
・
御
小
姓
組
之
御
番
衆
惣
領
ハ
被
召
出
候
筈
ニ
付
、
一
度

難
大
勢
被
召
出
ニ
付
、
両
御
番
以
下
之
惣
領
者
今
度
無
其
義
ニ
候
、
追
而

可
被
召
出
候
間
、
此
旨
申
聞
候
、
夫
ニ
付
其
節
吟
味
仕
候
、
為
心
得
書
付

渡
置
旨
、
近
江
守
殿
被
申
渡
之
書
付
案
文
如（

19
）前

表 1　享保 9年（1724）の惣領番入【総勢31名】

番入先（人数） 番入の理由（人数）
内訳

当主の役職 人数

小性組（16） 武芸吟味（16）

勘定奉行 1

新番頭 1

目付 2

先手鉄炮頭 1

二丸留守居 1

書院番番士 10

書院番（15） 武芸吟味（15）

町奉行 1

新番頭 1

目付 1

二丸留守居 1

勘定吟味役 1

小性組番士 10

『柳営日次記』、『寛政重修諸家譜』より作成した。
同�年12月12日に番入した書院番士の惣領 １ 名を含む（小性組に番

入）。

表 2　享保10年（1725）の惣領番入【総勢46名】

番入先（人数） 番入の理由（人数）
内訳

当主の役職 人数

小性組（ 3 ） 武芸吟味（ 3 ） 大番組頭 3

書院番（ 2 ） 武芸吟味（ 2 ）
新番組頭 1

膳奉行 1

大番（27） 武芸吟味（27）

月光院広敷番頭 1

富士見宝蔵番頭 1

新番番士 5

西丸新番番士 3

馬預 1

腰物方 1

納戸番 2

西丸納戸 1

大番番士 12

小十人組（14） 武芸吟味（14）

小十人組頭 3

吹上奉行 1

小十人組番士 10

『柳営日次記』、『寛政重修諸家譜』より作成した。
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と
あ
る
通
り
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
享
保
九
年
に
番
入
の
対
象
外
と
さ
れ
た
大
番
・
新
番
・
小
十
人
組
番

士
の
惣
領
は
、
翌
十
年
（
一
七
二
五
）
十
月
二
十
五
日
に
大
番
組
頭
や
新
番
組

頭
、
膳
奉
行
な
ど
の
惣
領
と
と
も
に
番
入
し
て
い
る
（
合
計
四
十
六
名
）。
両
番

番
士
と
し
て
召
し
抱
え
ら
れ
た
惣
領
と
同
様
、
新
た
に
大
番
番
士
・
小
十
人
組

番
士
と
な
っ
た
惣
領
に
も
役
料
が
与
え
ら
れ
た
。『
柳
営
日
次
記
』
の
当
日
の

記
述
に
は
ど
れ
だ
け
の
役
料
が
与
え
ら
れ
た
の
か
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
享

保
十
六
年
十
一
月
二
十
五
日
（
大
番
・
新
番
・
小
十
人
組
番
士
の
惣
領
を
対
象
と

し
た
二
度
目
の
惣
領
番
入
の
日
に
当
た
る
）
の
条
に
は
、
大
番
番
士
と
な
っ
た
惣

領
に
は
二
百
俵
、
小
十
人
組
番
士
と
な
っ
た
惣
領
に
は
百
俵
十
人
扶
持
を
与
え

る
と
書
か
れ
て
い
る
。

表 3　享保12年（1727）の惣領番入【総勢58名】

番入先
（人数 )

番入の理由
（人数）

内訳
当主の役職 人数

小性組
（33）

武芸出精（ 1 ） 小納戸 1

当主の勤務年
数（25）

鑓奉行 1
京都町奉行 1
仙洞附 2
奈良奉行 1
駿府町奉行 1
小普請組支配 1
佐渡奉行 1
先手弓頭 1
持筒頭 1
西丸先手弓頭 1
西丸先手鉄炮頭 3
目付 2
小納戸 2
西丸小納戸 2
宗尹附近習 1
鉄炮方 1
納戸頭 1
腰物奉行 1
勘定吟味役 1

御女中方願ニ
付（ 7 ）

月光院用人 1
瑞春院用人 2
養仙院用人 1
竹姫用人 2
天英院用人 1

書院番
（25）

当主の勤務年
数（25）

大目付 1
鑓奉行 2
普請奉行 1
小普請奉行 1
西丸留守居 1
佐渡奉行 1
新番頭 1
西丸新番頭 2
先手弓頭 3
西丸先手鉄炮頭 4
留守居番 1
目付 1
西丸裏門番頭 1
小十人頭 2
船手 1
二丸留守居 1
納戸頭 1

『柳営日次記』、『寛政重修諸家譜』より作成した。

表 4　享保15年（1730）の惣領番入【総勢72名】

番入先
（人数）

番入の理由（人数）
内訳

当主の役職 人数

小性組
（39）

武芸吟味（27）

書院番組頭 1
徒頭 1
船手 1
書院番番士 16
西丸書院番番士 8

当主の勤務年数（12） 書院番番士 8
西丸書院番番士 4

書院番
（25）

武芸吟味（20）

作事奉行 1
先手鉄炮頭 1
小性組組頭 1
西丸徒頭 1
西丸小十人頭 1
二丸留守居 1
小性組番士 14

当主の勤務年数（ 5 ） 小性組番士 5

西丸
書院番

（ 8 ）

武芸吟味（ 5 ）

勘定奉行 1
浦賀奉行 1
納戸頭 1
小性組番士 2

当主の勤務年数（ 3 ） 小性組番士 3

『柳営日次記』、『寛政重修諸家譜』より作成した。
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こ
う
し
て
始
ま
っ
た
惣
領
番
入
制
度
は
、
吉
宗
期
に
あ
っ
て
同
十
二
年
、
同

十
五
年
、
同
十
六
年
、
同
二
十
年
、
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）、
寛
保
二
年
（
一

七
四
二
）
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
、
五
番
方
番
士
の
惣
領
が
対
象
と

な
っ
た
の
は
前
述
の
享
保
九
年
、
十
年
に
加
え
て
同
十
五
年
、
同
十
六
年
、
元

文
四
年
、
寛
保
二
年
で
あ
る
が
、
そ
の
特
徴
は
以
下
の
二
点
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
組
毎
の
選
出
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
例
え
ば
享
保
十
五
年
の
惣
領

番
入
に
於
い
て
は
、
小
性
組
八
組
、
書
院
番
八
組
、
西
丸
書
院
番
四
組
そ
れ
ぞ

れ
の
組
か
ら
三
名
ず
つ
惣
領
が
召
し
出
さ
れ
て
い
る
（
合
計
六
十
名
）。
時
期
に

よ
り
、
ま
た
番
方
の
種
類
に
よ
り
人
数
の
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
一
～
三
名
の

総
領
が
組
毎
に
選
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ（

20
）る。

　

第
二
に
、
武
芸
吟
味
が
選
出
の
基
本
で
あ
り
続
け
た
こ（

21
）と。

前
掲
の
書
付
か

ら
武
芸
吟
味
が
実
質
的
に
唯
一
の
選
考
基
準
で
あ
る
と
述
べ
た
が
、
そ
れ
は
享

保
十
二
年
以
降
（
番
士
の
惣
領
を
対
象
と
し
た
惣
領
番
入
の
場
合
は
享
保
十
五
年
以

降
）、
当
主
の
勤
務
年
数
と
い
う
新
た
な
選
出
基
準
が
加
わ
っ
た
後
も
変
わ
ら

な
い
。
幕
臣
森
山
家
の
記
録
で
あ
る
『
自
家

年
譜
』
か
ら
は
当
主
の
勤
務
年
数
に
よ
る
番

入
を
果
た
し
た
惣
領
も
事
前
に
武
芸
吟
味

を
受
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る（

22
）が、

そ
も
そ

も
当
主
の
勤
務
年
数
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ

る
の
は
基
本
的
に
は
各
組
最
古
参
の
番
士

の
惣
領
だ
け
で
あ
っ（

23
）て、
そ
う
で
な
い
番
士

の
惣
領
と
し
て
は
武
芸
吟
味
に
よ
る
選
出

を
狙
う
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

小
括

　

惣
領
番
入
制
度
、
特
に
五
番
方
番
士
の
惣

領
を
対
象
と
し
た
同
制
度
の
概
要
は
お
よ

そ
こ
の
通
り
で
あ
る
。
武
芸
吟
味
を
勝
ち
抜

表 5　享保16年（1731）の惣領番入【総勢96名】

番入先（人数） 番入の理由（人数） 内訳
当主の役職 人数

小性組（ 7 ） 武芸吟味（ 7 ）
西丸新番組頭 1
大番組頭 5
中奥番 1

書院番（ 6 ） 武芸吟味（ 6 ）
新番組頭 1
大番組頭 4
西丸膳奉行 1

西丸書院番（ 1 ） 武芸吟味（ 1 ） 大番組頭 1

大番（65）

武芸吟味（46）

蓮浄院用人 1
裏門切手番頭 2
二丸広敷番頭 1
広敷番頭 1
西丸小納戸組頭 1
富士見宝蔵番頭 1
小十人組頭 1
西丸小十人組頭 1
金奉行 1
新番番士 5
西丸腰物方 1
西丸新番番士 4
納戸番 2
大番番士 24

当主の勤務年数（19）

西丸裏門切手番頭 1
天英院広敷番頭 1
台所奉行 1
新番番士 2
西丸新番番士 1
納戸番 1
大番番士 11
西丸小十人組頭 1

小十人組（17）
武芸吟味（10） 小十人組番士 6

西丸小十人組番士 4

当主の勤務年数（ 7 ） 小十人組番士 4
西丸小十人組番士 3

『柳営日次記』、『寛政重修諸家譜』より作成した。
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表 6　享保20年（1735）の惣領番入【総勢51名】

番入先
（人数）

番 入 の 理
由（人数）

内訳
当主の役職 人数

小性組（24） 不明（24）

勘定奉行 2
作事奉行 1
小普請奉行 2
長崎奉行 1
大坂町奉行 1
禁裏附 1
山田奉行 1
日光奉行 1
先手弓頭 1
先手鉄炮頭 5
西丸裏門番頭 1
徒頭 2
西丸小十人頭 1
留守居番 1
小納戸 1
船手 1
小性 1

書院番（14） 不明（14）

西丸鑓奉行 1
駿府町奉行 1
月光院用人 1
宗武附用人 1
先手弓頭 2
先手鉄炮頭 3
西丸小納戸 1
養仙院用人 1
利根姫用人 1
二丸留守居 1
小性 1

西丸書院番
（13）

不明（13）

勘定奉行 1
普請奉行 1
京都町奉行 1
禁裏附 1
天英院用人 1
宗武附用人 1
先手弓頭 2
先手鉄炮頭 2
小納戸 1
西丸小納戸 1
西丸目付 1

『柳営日次記』、『寛政重修諸家譜』より作成した。

表 7　元文 4年（1739）の惣領番入【総勢44名】

番入先（人数）
番入の理
由（人数）

内訳

当主の役職 人数

小性組（20） 不明（20）
書院番番士 14

西丸書院番番士 6

西丸小性組（ 4 ） 不明（ 4 ）
書院番番士 2

西丸書院番番士 2

書院番（12） 不明（12）
小性組番士 6

西丸小性組番士 6

西丸書院番（8） 不明（8）
小性組番士 6

西丸小性組番士 2

『柳営日次記』、『寛政重修諸家譜』より作成した。

表8　寛保2年（1742）の惣領番入【総勢97名】

番入先
（人数）

番入の理由
（人数）

内訳

当主の役職 人数

小性組（ 8 ）
武芸 / 当主

（ 8 ）
新番組頭 2

大番組頭 6

書院番（ 7 ）
武芸 / 当主

（ 7 ）
大番組頭 7

西丸書院番
（ 1 ）

武芸 / 当主
（ 1 ）

新番組頭 1

大番（62）

武芸 / 当主
（ 6 ）

納戸組頭 2

小十人組頭 3

西丸小十人組頭 1

武芸吟味（36）

新番番士 6

西丸新番番士 2

腰物方 1

納戸番 1

西丸納戸番 1

大番番士 25

当主の勤務年
数（20）

新番番士 6

西丸新番番士 2

納戸番 1

大番番士 11

小十人組
（19）

武芸吟味（11）
小十人組番士 7

西丸小十人組番士 4

当主の勤務年
数（ 8 ）

小十人組番士 6

西丸小十人組番士 2

『柳営日次記』、『寛政重修諸家譜』より作成した。
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け
ば
家
督
相
続
前
に
番
入
出
来
る
、
つ
ま
り
は
武
芸
出
精
に
対
し
て
制
度
的
な

恩
恵
が
創
始
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
そ
う
し
た
恩
恵
は
ど

れ
ほ
ど
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
か
。
前
述
の
通
り
、
収
入
の
増
加
は
そ
の
恩

恵
と
す
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
が
、
恩
恵
の
内
実
は
そ
れ
に
留
ま
ら
な
い
。
Ⅱ

で
は
そ
の
点
に
つ
い
て
五
番
方
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
一
組
を
取
り
上
げ
て
分
析
し
、

Ⅲ
で
は
両
番
番
士
か
ら
両
番
の
組
頭
へ
の
昇
進
と
い
う
観
点
か
ら
分
析
す
る
。

Ⅱ　

五
番
方
番
士
の
総
領
と
惣
領
番
入
制
度　

　

本
章
で
は
五
番
方
そ
れ
ぞ
れ
よ
り
一
組
を
抽
出
し
、
各
組
に
属
す
る
番
士
の

惣
領
の
経
歴
に
注
目
し
、
番
入
と
惣
領
番
入
制
度
と
の
関
係
を
分
析
す
る
。
対

象
と
す
る
時
期
は
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
八
月
十
九
日
、
五
番
方
番
士
の

惣
領
を
対
象
と
し
た
惣
領
番
入
と
し
て
は
三
度
目
の
惣
領
番
入
が
実
施
さ
れ
た

日
で
あ
る
。

１　

書
院
番
番
士
の
惣
領
と
惣
領
番
入
制
度

　

書
院
番
は
平
時
に
は
江
戸
城
虎
の
間
と
中
雀
門
・
上
埋
門
の
警
衛
、
諸
儀
式

に
於
け
る
将
軍
の
給
仕
、
将
軍
外
出
時
の
警
備
、
江
戸
市
中
の
巡
回
、
駿
府
在

番
（
駿
府
城
に
駐
屯
、
寛
政
二
年
ま
で
）
な
ど
を
職
務
と
し
て
い
る
。
時
期
に
よ

り
組
数
に
は
増
減
が
あ
る
が
、
本
節
で
取
り
上
げ
る
享
保
十
五
年
段
階
で
は
江

戸
城
本
丸
に
八
組
、
西
丸
に
四
組
あ
っ
た
。
各
組
は
番
頭
一
名
（
若
年
寄
支

配
、
諸
大
夫
、
与
力
十
騎
、
同
心
二
十
名
）、
組
頭
一
名
（
若
年
寄
支
配
、
布
衣
）、

番
士
五
十
名
（
番
頭
支
配
、
御
目
見
以
上
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
２
で
取
り

上
げ
る
小
性
組
と
合
わ
せ
て
両
番
と
呼
ば
れ
、
五
番
方
の
中
で
も
格
が
高
か
っ

（
24
）た。

　

さ
て
、
表
９
は
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
八
月
十
九
日
時
点
で
書
院
番
朽

木
信
濃
守
組
に
属
し
た
番
士
の
一
覧
で
あ
り
、
こ
れ
に
惣
領
の
氏
名
や
家
督
相

続
・
番
入
の
時
期
な
ど
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
享
保
十
五
年
段
階
で
は
未

だ
生
ま
れ
て
い
な
い
惣
領
や
、
養
子
と
し
て
迎
え
ら
れ
る
以
前
の
者
も
含
ま
れ

て
い
る
。
ま
た
、
惣
領
番
入
制
度
と
の
関
係
を
考
え
る
の
が
目
的
で
あ
る
か

ら
、
番
入
を
果
た
し
た
も
の
の
家
督
相
続
前
に
死
去
し
て
し
ま
っ
た
元
々
の
惣

領
を
備
考
欄
に
加
え
て
い
る
。

　

同
日
は
両
番
番
士
の
惣
領
を
対
象
と
し
た
二
度
目
の
惣
領
番
入
が
実
施
さ
れ

た
日
で
あ
る
が
、
こ
の
組
へ
の
番
入
は
無
い
。
当
時
信
濃
守
組
に
は
四
十
七
名

の
番
士
が
所
属
し
て
お
り
（
一
組
毎
の
定
員
は
五
十
名
）
所
属
番
士
の
少
な
い

組
に
振
り
分
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
例
え
ば
書
院
番
秋
元
隼
人
正
組
の
場

合
、
所
属
番
士
が
三
十
八
名
で
あ
る
と
こ
ろ
に
五
名
の
惣
領
が
配
属
さ
れ
て
い（

25
）

る
）。

　

同
日
の
段
階
で
、
総
番
入
制
度
を
通
じ
て
番
入
し
た
番
士
は
四
十
七
名
中
十

名
（
表
９
の
１
、
３
～
９
、
14
、
37
）。
特
に
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
に
番
入
し

た
番
士
が
目
立
つ
。
ま
た
、
享
保
九
年
、
十
二
年
に
惣
領
番
入
制
度
を
通
じ
て

番
入
し
た
番
士
は
三
名
で
あ
る
（
表
９
の
34
、
39
、
40
）。
こ
の
他
の
三
十
四
名

は
家
督
相
続
を
経
て
番
入
し
た
番
士
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
信
濃
守
組
の
番
士
四
十
七
名
の
惣
領
と
惣
領
番
入
と
の
関
係
は
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表 9　書院番朽木信濃守組

No. 番士氏名 惣領氏名 惣領の履歴 備考

1

藤掛永則
※�天和 3 年に

総番入（家
督相続済）

藤掛永貞
※�宝永 6 年に

総番入

宝永 6 （1709） 4 / 6 　小性組番士（13）
※永則 : 書院番番士
　享保18（1733） 7 / 4 　家督相続（37）
元文 2 （1737）閏11/22　西丸小性組番士（41）
宝暦 9 （1759） 9 / 8 　死去（63）

―

2 曲淵信興 曲淵信喜 　宝暦 4 （1754） 9 / 4 　本家相続（19）
同 5 （1755） 3 /29　小性組番士（20）

曲淵保照
享�保 9 （1724） 7 /26　小性組番

士（30）
※信興 : 書院番番士
元�文 2 （1737）閏11/18　西丸小

性組番士（43）
宝�暦 3 （1753） 8 /29　家督相続

前に死去（59）

3

坪内定冨
※�宝永 6 年に

総番入（家
督相続済）

坪内定次 　元文 1 （1736） 4 /27　家督相続（38）
元文 1 （1736） 6 / 3 　書院番番士（〃） ―

4

松浪明教
※�宝永 6 年に

総番入（家
督相続済）

松波明清 　元文 4 （1739） 5 / 3 　家督相続（28）
同 5 （1740） 2 / 晦　大番番士（29） ―

5

天野雄良
※�宝永 6 年に

総番入（家
督相続済）

天野雄好
※�享保15年に
惣領番入

享保15（1730） 8 /19　小性組番士（32）
※雄良 : 書院番番士
　寛保 1（1741） 6 / 2 　家督相続（43）
明和 7（1770）閏 6 / 5 　務を辞す（72）
同年12/ 6 　致仕（〃）
安永 8（1779）11/20　死去（81）

―

6

弓 気 多 昌 行
（元珍）
※�宝永 ６ 年に

総番入（家
督相続済）

弓気多昌芳 　延享 4 （1747） 5 / 3 　家督相続（27）
寛延 1 （1748） 5 /10　書院番番士（28） ―

7

遠山景信
※�宝永 6 年に

総番入（家
督未相続）

遠山景義 　宝暦 8 （1758）12/19　家督相続（26）
同 9 （1759） 4 / 5 　西丸書院番番士（27）

遠山景次
元�文 4 （1739） 6 /29　西丸小性
組番士（25）

※景信 : 書院番番士
宝�暦 3 （1753） 9 / 8 　家督相続
前に死去（39）

8

横山一孝
※�宝永 6 年に

総番入（家
督未相続）

横山一貞
※�寛延 3年に
惣領番入

寛延 3（1750）12/20　小性組番士（23）
※一孝 : 書院番番士
　明和 2（1765）11/ 5 　家督相続（38）
同 8（1771） 6 /15　死去（44）

―

9

岡田由茂
※�宝永 7 年に

総番入（家
督相続済）

岡田由先 　宝暦 5 （1755）10/23　家督相続（35）
宝暦 6 （1756） 3 /19　書院番番士（36） ―

10 阿倍政恒（政
信） 阿倍政以 　享保16（1731）10/11　家督相続（39）

享保19（1734）11/29　西丸書院番番士（42） ―

11 小 長 谷 友 長
（友玄）

小長谷政芳
※�享保15年に
惣領番入

享保15（1730） 8 /19　小性組番士（20）
※友長 : 書院番番士
　享保16（1731） 9 / 5 　家督相続（21）
元文 2（1737）閏11/22　西丸小性組番士（27）
宝暦 8（1758）11/28　西丸小性組組頭（48）
同11（1761） 8 / 3 　小性組組頭（51）
同12（1762）12/15　西丸小性組組頭（52）
同13（1763） 8 / 4 　死去（53）

―
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12 高木正方 高木正栄
　宝暦 9 （1759）11/ 5 　家督相続（42）
明和 5 （1768） 4 /22　小普請のまま致仕（51）
安永 4 （1775） 6 / 5 　死去（58）

―

13 久世広氐（忠
知） 久世広厚 　宝暦11（1761）12/ 4 　家督相続（29）

宝暦12（1762） 4 /19　小性組（30） ―

14

戸田忠城
※�宝永 6 年に

総番入（家
督相続済）

戸田忠則
※�寛延 2年に
惣領番入

寛延 2（1749）12/26　西丸小性組番士（29）
※忠城 : 書院番組頭
　宝暦 5（1755）10/23　家督相続（35）
同10（1760） 4 /21　死去（40）

―

15 松浦信正 松浦信桯 　宝暦10（1760） 9 /26　家督相続（25）
同11（1761） 9 /21　書院番番士（26） ―

16 小笠原信親 小笠原信安 　宝暦 4 （1754） 5 / 3 　家督相続（32）
宝暦 5 （1755） 3 /29　小性組番士（33） ―

17 土岐頼在（頼
繁）

土岐頼門
※�元文 4年に
惣領番入

元文 4（1739） 6 /29　小性組番士（23）
※頼在 : 書院番番士
延享 2（1745） 9 /10　西丸小性組番士（29）
宝暦 1（1751） 7 /12　小普請（35）
宝暦 2（1752） 6 /27　書院番番士（36）
　宝暦 2（1752）12/26　家督相続（36）
明和 3（1766） 9 /13　死去（50）

―

18 溝口勝文 溝口勝豊 　延享 1 （1744） 8 / 2 　家督相続（17）
寛延 2 （1749）10/16　小性組番士（22） ―

19 花房正充 花房正甫 　寛保 1 （1741）12/12　家督相続（22）
宝暦 4 （1754） 2 /20　小普請のまま死去（35） ―

20 有馬重尚 有馬尚久 　寛延 1 （1748） 6 / 8 　家督相続（32）
寛延 1 （1748）閏10/ 9 　西丸書院番番士（〃） ―

21 内藤種元
内藤種丈
※�享保15年に
惣領番入

享保15（1730） 8 /19　小性組番士（31）
※胤元 : 書院番番士
元文 2（1737）閏11/22　西丸書院番番士（38）
　宝暦 3（1753） 7 / 3 　家督相続（54）
同 4（1754） 3 /20　死去（55）

―

22 本多重雅 本多重隆 　元文 1 （1736）12/29　家督相続（19）
寛保 1 （1741）10/28　西丸小性組番士（24） ―

23 丸山友栄
丸山友生
※�宝暦13年に
惣領番入

宝暦13（1763）12/18　西丸小性組番士（44）
※友栄 : 書院番番士
　安永 4（1775）閏12/25　家督相続（56）
同 6（1777） 2 /27　死去（58）

―

24 後藤長記 後藤応勝（齢
長、長齢）

　宝暦11（1761） 9 / 3 　家督相続（19）
明和 3 （1766） 6 /14　書院番番士（24） ―

25 小林正興 小林正勝 　宝暦 7 （1757）12/ 3 　家督相続（38）
安永 1 （1772） 2 /22　西丸小性組番士（53） ―

26 横田豊松 横田松興 　寛延 2 （1749） 5 / 3 　家督相続（30）
宝暦 4 （1754） 3 /27　小性組番士（35） ―

27 松平忠全 松平忠郷 　元文 5 （1740）11/ 2 　家督相続（26）
寛保 2 （1742） 7 / 3 　書院番番士（28） ―

28 横田由松 横田松春 　寛保 2 （1742） 9 / 3 　家督相続（20）
延享 1 （1744）11/28　書院番番士（22） ―

29 冨永勝清（勝
辰、勝浄） 冨永高則 　延享 2 （1745）閏12/ 2 　家督相続（28）

延享 3 （1746） 7 /29　小性組番士（29） ―

30 小出尹一 小出尹寧 　宝暦 9 （1759） 8 / 6 　家督相続（22）
同10（1760） 3 /24　西丸書院番番士（23） ―

31 久留正至 久留哿富 　延享 2 （1745）閏12/26　家督相続（22）
同年12/22　書院番番士（22） ―

32 真田助信 真田某 　享保19（1734） 8 / 3 　家督相続（―）
寛保 2 （1742） 9 / 2 　追放（―） ―
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33 伊丹忠寄（勝
忠） 伊丹勝英 　寛延 2 （1749） 7 / 2 　家督相続（29）

寛延 3 （1750） 7 / 4 　西丸小性組番士（30） ―

34

須藤盛包
※�享保 9年に
惣 領 番 入
（家督未相
続）

須藤盛春 　寛保 3 （1743）閏 4 / 2 　本家相続（14）
寛延 3 （1750） 7 / 4 　西丸小性組番士（21） ―

35 間宮信盛 間宮信栄 　宝暦 4 （1754）12/27　家督相続（24）
同 5 （1755） 5 /18　西丸書院番番士（25） ―

36 横山一久 横山一至 　延享 1 （1744） 8 / 3 　家督相続（40）
延享 2 （1745） 5 /19　西丸書院番番士（41） ―

37

若林直道
※�元禄 6年に
総番入（家
督相続済）

若林直良 　享保19（1734） 9 / 3 　家督相続（25）
元文 2 （1737）12/ 4 　小性組番士（28） ―

38 岡野辰明 岡野明従 　寛保 3 （1743）12/25　家督相続（15）
寛延 1 （1748） 9 /21　小性組番士（20） ―

39

牧野為成
※�享保12年に
惣 領 番 入
（家督未相
続）

牧野美成 宝暦 3 （1753） 7 / 8 　小納戸（17）　
　宝暦 6 （1756） 4 / 4 　家督相続（18） ―

40

赤井公寛
※�享保12年に
惣 領 番 入
（家督未相
続）

赤井忠光 　宝暦10（1760） 5 / 9 　家督相続（37）
宝暦12（1762） 3 /16　書院番番士（39） ―

41 小 笠 原 信 用
（義清） 小笠原信甫 　宝暦10（1760）10/10　家督相続（23）

同11（1761） 9 /21　書院番番士（24） ―

42 小幡景利（景
芃） 小幡景房 　明和 5 （1768） 5 / 7 　家督相続（37）

同年12/24　西丸小性組番士（〃） ―

43 小栗信倚 小栗信霽 　明和 4 （1767） 4 /14　家督相続（43）
明和 4 （1767） 8 /10　西丸書院番番士（〃） ―

44 稲葉栄通 稲葉種通 　元文 1 （1736） 8 / 2 　家督相続（31）
元文 2 （1737）12/ 4 　西丸小性組番士（32） ―

45 松平乗政 松平乗備 　明和 8 （1771） 6 / 4 　家督相続（37）
安永 6 （1777）10/24　西丸書院番番士（43） ―

46 松田貞弘 松田貞東 　享保17（1732）11/ 7 　家督相続（17）
元文 2 （1737）12/ 4 　西丸小性組番士（22） ―

47 能勢頼薫（頼
明） 能勢頼寛 　宝暦 5 （1755）12/27　家督相続（23）

同 6 （1756） 3 /19　書院番番士（24）

能勢頼俟
寛�延 3 （1750）12/20　小性組番
士（22）

※頼薫 : 書院番番士
宝�暦 5 （1755） 1 /28　家督相続
前に死去（27）

※�『御番士代々記』（『御書院番一番名前目録』国立公文書館所蔵、請求番号152-0121）、『寛政重修諸家譜』から作成し
た。

※�惣領の履歴については、総番入制度・惣領番入制度で番入した者は死亡するまで、家督相続を経て番入した者につい
ては番入までの履歴とした。

※総番入制度・惣領番入制度を通じて番入した惣領の履歴内には、番入時の当主の役職を付した。
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ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
惣
領
の
内
、
既
に
番
入
を
果
た
し
て
い
る
の
は
藤
掛
永
貞

（
表
９
の
１
、
総
番
入
）
と
曲
淵
保
照
（
表
９
の
２
、
家
督
相
続
前
に
死
去
）
の
二

名
で
あ
る
。
享
保
十
五
年
に
番
入
を
果
た
し
た
惣
領
は
天
野
雄
好
（
表
９
の

５
）
と
小
長
谷
政
芳
（
表
９
の
11
）、
内
藤
種
丈
（
表
９
の
21
）
の
三
人
で
あ

る
。
こ
の
後
、
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
に
遠
山
景
次
（
表
９
の
７
、
家
督
相
続

前
に
死
去
）
と
土
岐
頼
門
（
表
９
の
17
）、
同
三
年
に
横
山
一
貞
（
表
９
の
８
）

と
能
勢
頼
俟
（
表
９
の
47
）、
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
に
丸
山
友
生
（
表
９

の
23
）
が
番
入
し
て
い（

26
）る。

　

番
入
か
ら
家
督
相
続
に
至
る
期
間
を
計
算
す
る
と
、
天
野
雄
好
が
十
一
年
、

小
長
谷
政
芳
が
一
年
、
内
藤
種
丈
が
二
十
三
年
、
土
岐
頼
門
が
十
三
年
、
横
山

一
貞
が
十
五
年
、
丸
山
友
生
が
十
二
年
と
な
る
。
こ
の
期
間
は
、
Ⅰ
で
論
じ
た

通
り
、
当
主
の
家
禄
に
加
え
て
、
番
入
し
た
惣
領
に
も
役
料
三
百
俵
が
支
給
さ

れ
る
期
間
で
あ
り
、
家
の
収
入
が
増
加
す
る
期
間
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
こ

の
期
間
は
、
家
督
を
相
続
す
る
ま
で
番
入
出
来
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
何
を
す

る
と
い
う
こ
と
も
な
く
、
文
字
通
り
厄
介
者
と
し
て
部
屋
住
を
続
け
る
こ
と
に

な
っ
た
か
も
知
れ
な
い
期
間
で
あ
り
、
番
入
後
一
年
で
家
督
を
相
続
し
た
小
長

谷
政
芳
で
あ
れ
ば
と
も
か
く
、
番
入
と
家
督
相
続
に
二
十
年
以
上
の
差
が
あ
る

内
藤
種
丈
で
あ
れ
ば
収
入
の
面
に
於
い
て
段
違
い
の
結
果
を
生
み
出
す
こ
と
と

な
る
。
家
督
を
相
続
す
る
前
に
番
入
が
可
能
と
な
る
惣
領
番
入
制
度
の
恩
恵
は

ま
こ
と
に
大
き
い
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
同
制
度
に
は
別
の
恩
恵
も
あ
る
。
表
９
の
多
く
の
事
例
か
ら
明
ら
か

な
通
り
、
仮
に
家
督
を
相
続
す
る
ま
で
に
番
入
出
来
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
家

督
を
相
続
す
れ
ば
数
年
の
内
に
番
入
は
叶
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
る
種
の
危

険
を
伴
う
。
即
ち
、
家
督
相
続
後
程
な
く
死
去
し
て
し
ま
い
、
番
入
出
来
な
い

ま
ま
で
（
小
普
請
の
ま
ま
で
）
生
涯
を
終
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
様

な
事
態
を
避
け
る
と
い
う
点
で
も
、
同
制
度
の
恩
恵
は
大
き
い
と
い
え
よ
う
。

例
え
ば
横
山
一
貞
の
場
合
、
家
督
を
相
続
し
て
六
年
後
の
明
和
八
年
（
一
七
七

一
）
に
は
死
去
し
て
し
ま
う
。
内
藤
種
丈
は
家
督
を
相
続
し
た
翌
年
に
死
去
、

丸
山
友
生
は
家
督
を
相
続
し
た
二
年
後
に
死
去
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
三
名
、
特

に
五
十
歳
を
過
ぎ
る
ま
で
家
督
を
相
続
出
来
な
か
っ
た
内
藤
種
丈
や
丸
山
友
生

は
、
惣
領
番
入
制
度
を
通
じ
て
、
高
齢
を
迎
え
て
か
ら
家
督
を
相
続
し
小
普
請

の
ま
ま
で
生
涯
を
終
え
る
と
い
う
危
険
を
回
避
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
家

督
相
続
前
に
死
去
し
て
し
ま
っ
た
も
の
の
、
曲
淵
保
照
や
遠
山
景
次
、
能
勢
頼

俟
も
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
数
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
番
入
の
翌
年
に

家
督
を
相
続
し
た
小
長
谷
政
芳
の
如
く
、
仮
に
惣
領
番
入
の
選
に
漏
れ
た
と
し

て
も
そ
れ
ほ
ど
の
違
い
の
無
い
惣
領
も
い
る
が
、
一
方
で
小
普
請
の
ま
ま
で
生

涯
を
終
え
る
こ
と
を
回
避
し
た
惣
領
が
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

家
督
相
続
を
経
て
番
入
し
た
惣
領
（
家
督
を
相
続
し
た
以
上
当
主
と
呼
ぶ
の
が

適
当
で
あ
る
が
、
便
宜
上
惣
領
と
呼
称
す
る
。
以
下
同
）
の
経
歴
か
ら
は
ど
の
様

な
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
二
十
代
か
ら
三
十
代
で
家
督
を
相
続
し
、
数
年

で
番
入
を
果
た
し
て
い
る
惣
領
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
高
木
正
栄
、
花
房
正

甫
、
小
林
正
勝
の
様
に
、
そ
う
で
は
な
い
惣
領
も
い
る
（
表
９
の
12
、
19
、
25
）。
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高
木
正
栄
は
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
に
四
十
二
歳
で
家
督
を
相
続
し
、
そ

の
九
年
後
の
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
に
小
普
請
の
ま
ま
五
十
一
歳
で
致
仕

（
引
退
）、
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
に
死
去
し
て
い
る
（
五
十
八
歳
）。
享
保
十

五
年
段
階
で
は
十
三
歳
で
あ
り
、
番
入
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
ろ
う
が
、
同
年

と
同
じ
く
書
院
番
番
士
の
惣
領
を
対
象
と
す
る
惣
領
番
入
が
実
施
さ
れ
た
元
文

四
年
（
一
七
三
九
）
時
点
で
二
十
二
歳
、
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
時
点
で
三

十
三
歳
で
あ
り
、
番
入
に
ふ
さ
わ
し
い
年
齢
に
な
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

番
入
し
て
い
な
い
。

　

花
房
正
甫
は
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
に
二
十
二
歳
で
家
督
を
相
続
す
る
も

の
の
、
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
に
三
十
五
歳
の
若
さ
で
小
普
請
の
ま
ま
死
去

し
て
い
る
。

　

小
林
正
勝
は
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
に
家
督
を
相
続
し
（
三
十
八
歳
）、
そ

の
十
五
年
後
の
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
に
西
丸
小
性
組
番
士
に
な
る
が
（
五

十
三
歳
）、
そ
の
翌
年
に
は
務
を
辞
し
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
に
死
去
す
る

（
六
十
七（

27
）

歳
）。
家
督
相
続
か
ら
番
入
ま
で
十
五
年
か
か
っ
た
と
い
う
点
は
他
の

事
例
に
比
し
て
明
ら
か
に
長
い
。

　

こ
れ
ら
三
名
、
特
に
高
木
正
栄
・
小
林
正
勝
の
二
名
は
惣
領
番
入
制
度
を
活

用
出
来
な
か
っ
た
事
例
と
も
言
え
よ
う
が
、
断
言
は
避
け
た
い
。
家
督
相
続
後

の
番
入
も
遅
れ
て
い
る
点
か
ら
、
家
督
相
続
前
の
番
入
に
せ
よ
家
督
相
続
後
の

番
入
に
せ
よ
、
そ
れ
を
妨
げ
る
何
ら
か
の
要
因
（
病
気
な
ど
）
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
他
の
事
例
と
比
し
て
特
殊
な
事
例
と
は
い
え
る
が
、

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
の
記
述
か
ら
は
こ
れ
以
上
の
検
討
は
不
可
能
で
あ
る
。

こ
れ
ら
三
名
の
事
例
及
び
惣
領
の
内
に
番
入
し
た
事
例
を
除
け
ば
、
二
十
代
か

ら
三
十
代
の
間
に
家
督
を
相
続
し
、
そ
の
後
数
年
で
番
入
を
果
た
す
と
い
う
事

例
が
大
多
数
で
あ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
惣
領
の
間
に
番
入
せ
ず
と
も
ど
う
に
か
な
る

と
い
う
結
論
に
な
る
。
し
か
し
そ
れ
は
結
果
論
で
あ
っ
て
、
高
齢
を
迎
え
る
ま

で
家
督
を
相
続
出
来
な
い
こ
と
も
十
分
に
あ
り
得
た
の
で
あ
る
。

２　

小
性
組
番
士
の
惣
領
と
惣
領
番
入
制
度

　

小
性
組
は
平
時
に
は
江
戸
城
紅
葉
の
間
を
詰
所
と
し
、
将
軍
外
出
の
際
の
身

辺
警
固
、
儀
式
に
於
け
る
給
仕
な
ど
を
職
務
と
し
て
い
る
。
時
期
に
よ
り
組
数

に
増
減
は
あ
る
が
、
本
節
で
取
り
上
げ
る
享
保
十
五
年
段
階
で
は
本
丸
に
八
組

あ
っ
た
。
各
組
は
番
頭
一
名
（
若
年
寄
支
配
、
諸
大
夫
）、
組
頭
一
名
（
若
年
寄

支
配
、
布
衣
）、
番
士
五
十
名
（
番
頭
支
配
、
御
目
見
以
上
）
で
構
成
さ
れ
て
い

（
28
）る。

　

さ
て
、
表
10
は
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
八
月
十
九
日
時
点
で
小
性
組
瀧

川
播
磨
守
組
に
属
し
た
番
士
の
一
覧
で
あ
る
。
体
裁
そ
の
他
、
全
て
表
９
に
準

じ
て
い
る
。

　

同
日
の
惣
領
番
入
直
前
で
播
磨
守
組
に
属
し
た
番
士
は
三
十
九
名
。
こ
れ
に

書
院
番
水
谷
出
羽
守
組
番
士
下
曽
根
信
如
の
惣
領
信
一
、
同
金
田
周
防
守
組
番

士
田
付
景
厖
の
惣
領
景
林
、
同
高
木
伊
勢
守
組
番
士
松
浦
信
福
惣
領
の
信
秀
、

西
丸
書
院
番
酒
井
豊
前
守
組
番
士
徳
永
昌
英
の
惣
領
昌
尚
、
以
上
四
名
が
加
わ
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り
、
合
計
で
四
十
三
名
の
番
士
が
所
属
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。

　

こ
の
段
階
で
、
総
番
入
制
度
を
通
じ
て
番
入
し
た
番
士
は
四
十
三
名
中
十
一

名
（
表
10
の
１
、
７
～
16
）。
１
で
取
り
上
げ
た
書
院
番
朽
木
信
濃
守
組
と
同
じ

く
、
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
に
番
入
し
た
番
士
が
多
い
。
ま
た
、
享
保
九
年

（
一
七
二
四
）
に
惣
領
番
入
制
度
を
通
じ
て
番
入
し
た
惣
領
は
二
名
で
あ
る
（
表

９
の
26
、
27
。
た
だ
し
両
者
と
も
家
督
相
続
済
み
）、
こ
れ
ら
十
三
名
と
前
段
に
挙

げ
た
四
名
以
外
の
二
十
六
名
が
家
督
相
続
を
経
て
番
入
し
た
番
士
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

　

次
に
、
播
磨
守
組
の
番
士
四
十
三
名
の
惣
領
を
分
析
す
る
。
単
な
る
偶
然
と

考
え
ら
れ
る
が
、
既
に
番
入
し
て
い
る
惣
領
は
い
な
い
。
享
保
十
五
年
に
番
入

し
た
惣
領
は
小
倉
正
房
（
表
10
の
１
）、
諏
訪
正
倫
（
表
10
の
９
）、
深
津
正
尚

（
表
10
の
14
）
の
三
人
で
あ
る
。
こ
の
後
、
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
に
本
多
久

時
（
表
10
の
２
）
及
び
河
野
通
賢
（
表
10
の
５
）、
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
に

朝
岡
清
長
（
表
10
の
12
、
家
督
相
続
前
に
廃
嗣
）
と
木
村
安
存
（
表
10
の
22
、
家

督
相
続
前
に
死
去
）、
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
に
朝
岡
国
休
（
表
10
の
12
）
が

惣
領
番
入
制
度
を
通
じ
て
番
入
し
て
い（

29
）る。

　

番
入
か
ら
家
督
相
続
に
至
る
期
間
は
、
小
倉
正
房
が
六
年
、
深
津
正
尚
が
十

三
年
、
本
多
久
時
が
十
二
年
、
諏
訪
正
倫
と
河
野
通
賢
、
朝
岡
国
休
が
一
年
と

な
る
。
書
院
番
同
様
、
こ
の
期
間
は
家
禄
と
と
も
に
役
料
三
百
俵
が
支
給
さ
れ

る
期
間
で
あ
る
が
、
１
で
述
べ
た
通
り
、
こ
の
期
間
は
家
督
相
続
ま
で
番
入
出

来
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
厄
介
者
と
し
て
部
屋
住
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
で

あ
ろ
う
期
間
で
あ
る
。
１
で
取
り
上
げ
た
事
例
ほ
ど
極
端
な
事
例
は
見
当
た
ら

な
い
も
の
の
、
深
津
正
尚
や
本
多
久
時
は
番
入
と
家
督
相
続
と
の
間
に
十
年
以

上
の
開
き
が
あ
る
。
ま
た
、
１
で
取
り
上
げ
た
曲
淵
保
照
や
遠
山
景
次
、
能
勢

頼
俟
の
様
に
、
家
督
相
続
前
に
死
去
し
て
し
ま
っ
た
木
村
安
存
も
そ
う
し
た
事

例
の
一
種
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
１
で
取
り
上
げ
た
恩
恵
は
、
小
性
組
で
あ
っ
て

も
共
通
し
て
い
る
。

　

家
督
相
続
を
経
て
番
入
し
た
惣
領
の
経
歴
か
ら
は
、
ど
の
様
な
こ
と
が
言
え

る
で
あ
ろ
う
か
。
偶
然
そ
の
様
な
惣
領
が
固
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う

が
、
同
組
番
士
の
惣
領
に
は
家
督
を
相
続
し
た
も
の
の
小
普
請
の
ま
ま
で
死
去

し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
例
が
多
い
。
こ
の
内
、
佐
久
間
信
秋
（
表
10
の
７
）

や
小
俣
政
章
（
表
10
の
８
）、
榊
原
久
友
（
表
10
の
17
）、
長
田
房
明
（
表
10
の

29
）
な
ど
、
若
死
し
て
し
ま
っ
た
事
例
に
つ
い
て
は
、
惣
領
番
入
制
度
と
の
関

係
の
上
で
論
じ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

　

注
目
す
べ
き
は
比
較
的
高
齢
で
家
督
相
続
・
番
入
し
た
、
横
田
尚
松
（
表
10

の
15
）、
松
崎
良
純
（
表
10
の
16
）、
朝
倉
勝
寿
（
表
10
の
38
）
で
あ
る
。
横
田
尚

松
は
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
に
四
十
二
歳
で
家
督
を
相
続
し
、
翌
年
西
丸
小

性
組
番
士
と
な
り
、
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
に
五
十
歳
で
死
去
す
る
ま
で
八

年
間
番
士
を
勤
め
て
い（

30
）る。
松
崎
良
純
は
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
に
五
十
五

歳
で
家
督
を
相
続
し
、
翌
年
書
院
番
番
士
と
な
り
、
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）

に
六
十
五
歳
で
死
去
す
る
ま
で
九
年
間
番
士
を
勤
め
て
い（

31
）る。
朝
倉
勝
寿
は
安

永
元
年
（
一
七
七
二
）
に
四
十
五
歳
で
家
督
を
相
続
し
、
同
五
年
、
四
十
九
歳
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表10　小性組瀧川播磨守組

No. 番士氏名 惣領氏名 惣領の履歴 備考

1

小倉正矩
※�元禄 4 年に

総番入（家
督相続済）

小倉正房
※�享保15年に
惣領番入

享保15（1730） 8 /19　書院番番士（28）
※正矩 : 小性組番士
　元文 1（1736） 7 / 2 　家督相続（34）
宝暦11（1761）12/26　務を辞す（59）
同13（1763）12/26　致仕（63）
明和 2（1765） 1 /15　死去（65）

―

2 本多久命
本多久時
※�元文 4年に
惣領番入

元文 4（1739） 6 /29　書院番番士（37）
※久命 : 小性組番士
　宝暦 1（1751）11/ 4 　家督相続（49）
明和 4（1767）12/26　務を辞す（65）
安永 5（1776） 2 /22　死去（74）

―

3 椿井政好 椿井安長 　延享 1 （1744）11/ 2 　家督相続（39）
延享 4 （1747） 3 /26　小性組（42） ―

4 九鬼隆之 九鬼隆相 　延享 1 （1744） 4 / 4 　家督相続（47）
同年 8 / 9 　小性組（〃） ―

5 河野通春
河野通賢
※�元文 4年に
惣領番入

元文 4（1739） 6 /29　西丸書院番番士（30）
※通春 : 小性組番士
　元文 5（1740）頃家督相続（31）
安永 8（1779） 6 /19　務を辞す（70）
同年12/ 3 　致仕（〃）
寛政 4（1792） 5 /22　死去（83）

―

6 榊原秀豊 榊原有秀 　寛保 1 （1741） 4 / 5 　家督相続（34）
寛保 2 （1742） 7 / 3 　書院番番士（35） ―

7

佐久間信詮
※�宝永 6 年に

総番入（家
督相続済）

佐久間信秋 　享保17（1732） 8 / 5 　家督相続（19）
享保20（1735） 9 / 6 　小普請のまま死去（22） ―

8

小俣敬中
※�宝永 6 年に

総番入（家
督相続済）

小俣政章
　延享 2 （1745）12/27　家督相続（24）
寛延 3 （1750） 7 / 晦　小普請のまま致仕（29）
宝暦 3 （1753） 7 /29　死去（32）

―

9

諏訪正晴
※�宝永 6 年に

総番入（家
督相続済）

諏訪正倫
※�享保15年に
惣領番入

享保15（1730） 8 /19　書院番番士（26）
※正晴 : 小性組番士
　享保16（1731）12/ 2 　家督相続（27）
明和 3（1766） 5 /18　務を辞す（62）
同 4（1767）12/10　致仕（63）
安永 8（1779） 4 / 8 　死去（75）

―

10

花房正敏
※�宝永 6 年に

総番入（家
督未相続）

花房正路 　寛保 3 （1743）12/25　家督相続（27）
延享 2 （1745） 9 /13　西丸小性組（29） ―

11

安西元春
※�宝永 6 年に

総番入（家
督相続済）

安西元栄 　元文 2 （1737） 8 /13　家督相続（27）
延享 1 （1744） 8 / 9 　小性組（34） ―

12

朝岡国隆
※�宝永 6 年に

総番入（家
督相続済）

朝岡国休
※�宝暦13年に
惣領番入

宝暦13（1763）12/18　書院番番士（26）
※国隆 : 小性組番士
　明和 1（1764）頃　家督相続（27）
～以後の経歴不明～

朝岡清長
寛�延 3 （1750）12/20　書院番番
士（―）

※国隆 : 小性組番士
時期不明　務を辞す（―）
家督相続前に廃嗣（―）

13

筧為照（元次）
※�宝永 6 年に

総番入（家
督相続済）

筧為昇 　寛保 2 （1742） 4 / 3 　家督相続（17）
延享 2 （1745） 9 /13　小性組番士（20） ―
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14

深津正房
※�宝永 6 年に

総番入（家
督相続済）

深津正尚
※�享保15年に
惣領番入

享保15（1730） 8 /19　書院番番士（35）
※正房 : 小性組番士
　寛保 3（1743） 7 /18　家督相続（48）
明和 3（1766） 5 / 6 　務を辞す（71）
安永 3（1774）11/19　死去（79）

―

15

横田栄松
※�宝永 6 年に

総番入（家
督未相続）

横田尚松 　宝暦 6 （1756）閏11/ 3 　家督相続（42）
宝暦 7 （1757） 8 /25　西丸小性組番士（43） ―

16

松崎良時（善
兵衛）
※�元禄 6 年に

総番入（家
督相続済）

松崎良純 　寛延 2 （1749）12/18　家督相続（55）
同 3 （1750） 4 / 3 　書院番番士（56） ―

17 榊原清庸（久
敬） 榊原久友 　享保19（1734） 9 / 3 　家督相続（17）

元文 2 （1737） 6 /25　小普請のまま死去（20） ―

18 荒川匡冨 荒川義閭 　宝暦12（1762）12/27　家督相続（26）
明和 1 （1764） 5 /19　書院番番士（28） ―

19 内藤信安 内藤信就 　寛延 2 （1749） 7 /29　家督相続（28）
寛延 3 （1750）11/20　西丸小性組（29） ―

20 阿部正在 阿部正顕 　享保16（1731） 8 / 4 　家督相続（18）
享保20（1735） 9 / 6 　小性組（22） ―

21 山木正信 山木正富 天明 4 （1784）11/18　小納戸（21）　
　同 6 （1786） 3 / 6 　家督相続（23）

山木正篤
宝�暦12（1762） 9 /28　小性組番
士（38）

※正信 : 田安家家老
天�明 1 （1781）11/18　家督相続
前に死去（57）

22 木村安根（安
益） 木村安貞 　安永 6 （1777） 4 /14　家督相続（―）

天明 1 （1781） 4 /25　書院番番士（―）

木村安存
寛�延 3 （1750）12/ 8 　西丸書院
番番士（26）

※安根 : 小性組番士
明�和 8 （1771） 2 /26　家督相続
前に死去（47）

23 冨永泰兼 冨永方泰 　延享 3 （1746） 3 / 2 　家督相続（36）
寛延 2 （1749）12/28　書院番番士（39） ―

24 戸川安章 戸川安勝 　宝暦 6 （1756）12/27　家督相続（37）
宝暦 7 （1757） 3 /27　西丸小性組（38） ―

25 小笠原正淳 小笠原正方 　元文 5 （1740）12/23　家督相続（11）
宝暦 8 （1758） 2 /20　書院番番士（29） ―

26

赤�井忠通（忠
道）

※�享保 9年に
惣 領 番 入
（家督相続
済）

赤井忠晶 延享 3 （1746） 8 / 3 　小納戸（20）　
　寛延 3 （1750）12/27　家督相続（24） ―

27

冨永記浮
※�享保 9年に
惣 領 番 入
（家督相続
済）

冨永記雄 　明和 2 （1765）11/ 5 　家督相続（20）
同 3 （1766） 3 /19　書院番番士（21） ―

28 岡部長威（長
臧） 岡部長説

　宝暦13（1763）10/ 3 　家督相続（34）
明和 7 （1770） 8 /18　小普請のまま致仕（41）
同年10/23　死去（41）

―

29 長田安都 長田房明 　享保16（1731） 4 / 6 　家督相続（18）
享保20（1735） 8 /19　小普請のまま死去（22） ―
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30 三好善政（久
政） 三好政幹 　寛延 3 （1750）12/27　家督相続（43）

宝暦 2 （1752）11/ 8 　小性組番士（45） ―

31 佐橋佳遠 佐橋佳太 　宝暦 1 （1751）12/29　家督相続（18）
宝暦 9 （1759） 2 / 7 　小性組（26） ―

32 朝比奈義忠 朝比奈某 宝暦 1 （1751） 8 /24　家督相続前に死去（―）
→絶家 ―

33 中根政秀 中根正明 　延享 3 （1746）10/ 2 　家督相続（25）
同年12/ 3 　西丸小性組番士（〃） ―

34 疋田正誰 引田正綱 　寛保 2 （1742）12/ 2 　家督相続（29）
延享 2 （1745） 2 /19　西丸小性組（32） ―

35 小栗信道 小栗信久 　寛延 2 （1749） 4 / 3 　家督相続（21）
寛延 2 （1749） 9 /21　西丸小性組（〃） ―

36 曽我助理 曽我某 ※詳細不明 ―

37 小倉正致 小倉正孝 　享保16（1731） 8 / 4 　家督相続（36）
同年10/13　小普請のまま死去（〃） ―

38 朝倉教周 朝倉勝寿 　安永 1 （1772）11/ 7 　家督相続（45）
安永 5 （1776）12/ 6 　書院番番士（49） ―

39 筧正逸 筧正知 　元文 1 （1736）12/ 2 　家督相続（17）
宝暦 4 （1754） 3 /27　小性組番士（37） ―

40

下曽根信一　
◎
※�享保15年に
惣 領 番 入
（家督未相
続）

下曽根信胤 　安永 3 （1774）12/26　家督相続（45）
同 5 （1776） 1 /26　小性組番士（47） ―

41

田�付景林（定
泒）◎

※�享保15年に
惣 領 番 入
（家督未相
続）

田付景利
※�安永 5年に
惣領番入

安永 5（1776）12/19　小性組番士（21）
※景林 : 鎗奉行
　同 7（1778） 8 / 6 　家督相続（23）
～以後の経歴不明～

―

42

松浦信秀◎
※�享保15年に
惣 領 番 入
（家督未相
続）

松浦信邦

延享 4 （1747）12/26　西丸小納戸（17）
寛延 1 （1748） 5 /28　西丸小性（18）
宝暦 1 （1751） 7 /12　務を辞す（21）
同 7 （1757）12/ 5 　小納戸（27）
同10（1760） 5 /13　二丸小納戸（30）
　同年12/28　家督相続（〃）

―

43

徳永昌尚◎
※�享保15年に
惣 領 番 入
（家督未相
続）

徳永昌康 　明和 4 （1767） 8 / 5 　家督相続（39）
同 6 （1769）12/10　書院番番士（41） ―

※�『御番士代々記』（『御小性組一番名前目録』国立公文書館所蔵、請求番号152-0121）、『寛政重修諸家譜』から作成し
た。

※�惣領の履歴については、総番入制度・惣領番入制度で番入した者は死亡するまで、家督相続を経て番入した者につい
ては番入までの履歴とした。

※総番入制度・惣領番入制度を通じて番入した惣領の履歴内には、番入時の当主の役職を付した。
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で
書
院
番
番
士
と
な
る
も
の
の
翌
年
に
番
士
を
辞
め
、
そ
の
三
年
後
に
は
致
仕

（
五
十
三
歳
）、
さ
ら
に
三
年
後
に
死
去
し
て
い
る
（
五
十
六（

32
）

歳
）。

　

い
ず
れ
も
家
督
相
続
ま
で
番
入
せ
ず
、
番
入
後
ほ
ど
な
く
死
去
し
て
し
ま
っ

た
事
例
で
あ
る
。
三
人
は
全
て
実
子
、
即
ち
若
い
内
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
惣

領
と
し
て
惣
領
番
入
制
度
を
活
用
出
来
る
立
場
に
あ
っ
た
者
ば
か
り
で
あ
る
。

１
で
特
殊
な
事
例
と
し
て
挙
げ
た
高
木
正
栄
や
花
房
正
充
と
は
違
い
、
三
人
と

も
家
督
相
続
後
す
ぐ
に
番
入
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
番
入
を
妨
げ
る
事
情
が

無
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
即
ち
、
惣
領
で
あ
る
間
も
番
入
を
望
み
な
が
ら
選

に
漏
れ
続
け
、
結
果
と
し
て
番
士
と
し
て
の
実
働
期
間
も
短
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
１
で
取
り
上
げ
た
横
山
一
貞
・
内
藤
種
丈
・
丸

山
友
生
の
事
例
と
は
正
反
対
で
あ
る
。
書
院
番
朽
木
信
濃
守
組
の
傾
向
と
同
じ

く
、
基
本
的
に
は
二
十
代
か
ら
三
十
代
で
家
督
を
相
続
し
、
数
年
で
番
入
す
る

と
い
う
履
歴
を
有
す
る
者
が
大
半
で
は
あ
る
も
の
の
、
横
田
・
松
崎
・
朝
倉
の

様
な
事
例
も
一
方
で
は
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

３　

新
番
番
士
の
惣
領
と
惣
領
番
入
制
度

　

新
番
番
士
は
江
戸
城
桐
の
間
の
勤
番
（
正
徳
三
年
〔
一
七
一
三
〕
以
降
）、
将

軍
外
出
の
際
の
前
駆
、
江
戸
城
内
の
巡
察
な
ど
を
職
務
と
し
て
い
る
。
時
期
に

よ
り
組
数
に
は
増
減
が
あ
る
が
、
本
節
で
取
り
上
げ
る
享
保
十
五
年
段
階
で
は

本
丸
に
六
組
、
西
丸
に
三
組
あ
っ
た
。
各
組
は
番
頭
一
名
（
若
年
寄
支
配
、
布

衣
）、
組
頭
一
名
（
番
頭
、
御
目
見
以
上
）、
番
士
二
十
名
（
番
頭
支
配
、
御
目
見

以
上
）
で
構
成
さ
れ
て
い（

33
）る。

　

表
11
は
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
八
月
十
九
日
時
点
で
新
番
小
笠
原
平
兵

衛
組
に
属
し
た
番
士
の
一
覧
で
あ
る
。
表
10
と
同
じ
く
、
体
裁
な
ど
は
全
て
表

９
に
準
じ
て
い
る
。

　

同
日
の
時
点
で
平
兵
衛
組
に
属
し
た
番
士
は
二
十
三
名
、
一
組
の
定
員
が
二

十
名
で
あ
る
の
に
対
し
三
名
の
人
員
過
多
で
あ
る
。
こ
の
様
な
定
員
以
上
の
番

士
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
藤
井
讓
治
氏
が
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
段
階
で
の

大
番
番
士
の
事（

34
）例で

、
横
山
則
孝
氏
が
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
段
階
で
の
大

番
番
士
の
事（

35
）例で

指
摘
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
新
番
に
も
そ
う
し
た
傾
向
が

あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
無
論
、
表
11
を
作
成
す
る
に
当
た
っ
て
使
用
し
た

『
御
番
士
代
々
記
』
の
誤
記
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
現
時
点
で
は
こ
れ

以
上
の
判
断
材
料
が
無
い
。
よ
っ
て
、
本
節
に
於
い
て
は
『
御
番
士
代
々
記
』

の
表
記
に
従
っ
て
お
く
。

　

同
日
の
時
点
で
、
総
番
入
制
度
を
通
じ
て
番
入
し
た
番
士
は
二
十
三
名
中
四

名
。
た
だ
し
い
ず
れ
も
新
番
番
士
と
し
て
番
入
し
た
訳
で
は
な
く
、
川
崎
勝
由

（
表
11
の（

36
）
８
）、
深
尾
元
倚
（
表
11
の（

37
）
９
）、
布
施
福
正
（
表
11
の（

38
）11

）
は
大
番
番

士
と
し
て
、
冨
田
頼
久
（
表
11
の（

39
）23

）
は
小
十
人
組
番
士
と
し
て
当
初
は
番
入

し
て
い
る
。
寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
の
新
番
創
置
の
際
、
新
番
番
士
と

な
っ
た
者
は
全
て
大
番
・
小
十
人
組
か
ら
の
転
出
で
あ
り
、
そ
の
様
な
新
番
の

特
徴
は
正
徳
元
年
か
ら
二
年
の
新
番
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
て
、「
他
の
番
方

が
い
き
な
り
小
普
請
（
も
し
く
は
部
屋
住
）
か
ら
直
接
に
入
番
す
る
の
と
趣
を
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表11　新番小笠原平兵衛組

No. 番士氏名 惣領氏名 家督相続・番入の年月日 備考

1 久保正道（正
通） 久保正綱 　延享 2 （1745）閏12/26　家督相続（20）

宝暦 1 （1751） 5 / 3 　大番番士（26）

久保正肥
享�保16（1731）11/25　書院番番
士（―）

※正道 : 新番番士
―/―/―　務を辞す（―）
元文 5（1740） 7 /13　廃嗣（―）

2 黒田忠恒 黒田忠春 　宝暦 4 （1754）12/10　家督相続（22）
天明 2 （1782）10/ 2 　小普請のまま死去（50）

黒田忠義
享�保10（1725）10/25　大番番士
（18）
※忠恒 : 新番番士
同13（1728）10/16　納戸番（21）
同�18（1733） 8 /16　 新 番 番 士
（26）
延�享 4 （1747）11/ 7 　 小 納 戸
（40）
寛�延 2 （1749） 6 /26　家督相続
前に死去（42）

3 井上長喬 井上長公 　元文 1 （1736） 8 / 2 　家督相続（18）
寛保 1 （1741） 8 / 9 　大番番士（23） ―

4 細田康行 細田康之 　延享 3 （1746）12/25　家督相続（26）
宝暦 1 （1751）12/ 1 　小普請のまま死去（31） ―

5 川崎正名 川崎正方 　元文 3 （1738） 4 / 3 　家督相続（23）
同 5 （1740） 2 / 晦　大番番士（25） ―

6 服部保房 服部保昭 　宝暦11（1761）10/ 4 　家督相続（28）
同12（1762） 2 /27　書院番番士（29） ―

7 横地正長 横地正矩 　延享 1 （1744）11/20　家督相続（38）
寛延 2 （1749） 3 / 5 　小普請組支配組頭（43） ―

8

川崎勝由
※�宝永 6 年に

総番入（家
督相続済）

川崎勝房 　元文 2 （1737） 7 / 4 　家督相続（45）
同年閏11/25　大番番士（〃） ―

9

深尾元倚
※�宝永 6 年に

総番入（家
督相続済）

深尾元長 　元文 1 （1736）12/29　家督相続（26）
同 2 （1737） 5 / 9 　大番番士（27） ―

10 戸田時照
戸田時比
※�寛保 2年に
惣領番入

寛保 2（1742）12/ 3 　大番番士（26）
※時照 : 新番番士
　寛延 3（1750）12/27　家督相続（34）
明和 3（1766） 7 / 5 田安家用人（50）
同 5（1768） 9 / 5 　務を辞す（52）
安永 4（1775） 5 /26　死去（59）

―

11

布施福正
※�宝永 6 年に

総番入（家
督相続済）

布施正容 　享保17（1732）閏 5 /11　家督相続（26）
同20（1735） 4 /16　大番番士（29） ―

12 佐野政甫 佐野政珍 　宝暦 7 （1757）10/ 8 　家督相続（38）
安永 6 （1777） 2 / 7 　大番番士（58）

佐野政矩
宝�暦 2 （1752）12/27　大番番士
（―）
※政甫 : 新番番士
同�6 （1709）11/ 6 　家督相続前
に死去（―）

13 大澤基方
大澤基季
※�享保16年に
惣領番入

享保16（1731）11/25　大番番士（28）
※基方 : 新番番士
　宝暦 5（1755） 5 / 7 　家督相続（52）
安永 3（1774）12/21　務を辞す（71）
同 6（1777） 8 /13　致仕（74）
同 7（1778）11/19　死去（75）

―
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14 竹尾曼元 竹尾元貞 　寛保 2 （1742） 4 / 4 　家督相続（27）
同 3 （1743） 5 /19　西丸納戸番（28） ―

15 飯室昌豊
飯室昌臧
※�宝暦 2年に
惣領番入

宝暦 2（1752）12/27　大番番士（28）
※昌豊 : 新番番士
　同 6（1756）11/ 4 　家督相続（32）
宝暦 9（1759） 3 /29　新番番士（35）
明和 7（1770） 8 /13　死去（46）

―

16 牛奥昌美 牛奥昌部 　享保19（1734） 3 / 2 　家督相続（ 8 ）
寛保 2 （1742）10/26　大番番士（16） ―

17 長尾景久 長尾正延 　享保16（1731） 4 / 6 　家督相続（20）
同20（1735） 4 /16　大番番士（24） ―

18 境野尚意 境野尚庸 　宝暦 3 （1753）10/ 4 　家督相続（20）
同 5 （1755） 3 /16　大番番士（22） ―

19 玉虫辰茂 玉虫季茂 　元文 1 （1736）11/ 4 　家督相続（21）
同 3 （1738） 3 /20　大番番士（23） ―

20 太田盛房 太田盛義 　寛延 3 （1750） 4 /25　家督相続（34）
宝暦 2 （1752） 9 /10　大番番士（36） ―

21 大岡忠脩 大岡忠敬 　延享 1 （1744） 8 / 3 　家督相続（26）
同 2 （1745） 8 / 3 　大番番士（27） ―

22 酒井勝重
酒井勝久
※�明和 1年に
惣領番入

明和 1（1764）閏12/16　大番番士（24）
※勝重 : 新番番士
　安永 7（1778）頃　家督相続（38）
天明 5（1785）12/ 6 　務を辞す（45）
寛政 4（1792） 8 /29　死去（52）

―

23

富田頼久
※�宝永 6 年に

総番入（家
督相続済）

富田忠久 　享保17（1732） 8 / 5 　家督相続（22）
元文 1 （1736）12/23　大番番士（26） ―

※�『御番士代々記』（『新御番組一番名前目録』国立公文書館所蔵、請求番号152-0121）、『寛政重修諸家譜』から作成し
た。

※�惣領の履歴については、総番入制度・惣領番入制度で番入した者は死亡するまで、家督相続を経て番入した者につい
ては番入までの履歴とした。

※総番入制度・惣領番入制度を通じて番入した惣領の履歴内には、番入時の当主の役職を付した。
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異
に
し
て
い
る
」
と
い
う
横
山
氏
の
分
析
通
り
の
結
果
と
い
え（

40
）る。

こ
う
し
た

傾
向
は
惣
領
番
入
制
度
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
、
Ⅰ
に
掲
げ
た

表
１
～
８
か
ら
も
明
ら
か
な
通
り
、
惣
領
番
入
制
度
に
あ
っ
て
、
惣
領
の
番
入

先
は
書
院
番
・
小
性
組
・
大
番
・
小
十
人
組
で
あ
っ
て
、
新
番
番
士
と
し
て
召

し
出
さ
れ
た
惣
領
は
皆
無
で
あ
る
。

　

平
兵
衛
組
の
番
士
二
十
三
名
の
惣
領
の
履
歴
は
ど
う
か
。
惣
領
の
内
、
黒
田

忠
義
（
表
11
の
２
）
が
既
に
大
番
番
士
と
な
っ
て
い
る
が
、
忠
義
は
寛
延
二
年

（
一
七
四
九
）、
家
督
を
相
続
す
る
前
に
死
去
し
て
い
る
。
こ
の
後
、
享
保
十
六

年
（
一
七
三
一
）
に
久
保
正
肥
（
表
11
の
１
、
家
督
相
続
前
に
廃
嗣
）
と
大
澤
基

季
（
表
11
の
13
）、
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
に
戸
田
時
比
（
表
11
の
10
）、
宝
暦

二
年
（
一
七
五
二
）
に
佐
野
政
矩
（
表
11
の
12
、
家
督
相
続
前
に
死
去
）
と
飯
室

昌
臧
（
表
11
の
15
）、
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
に
酒
井
勝
久
（
表
11
の
22
）
が

惣
領
の
内
に
番
入
し
て
い
る
。

　

番
入
か
ら
家
督
相
続
に
至
る
期
間
は
、
大
澤
基
季
は
二
十
四
年
、
戸
田
時
比

は
八
年
、
飯
室
昌
臧
は
四
年
、
酒
井
勝
久
は
十
四
年
で
あ
る
。
こ
の
期
間
、
四

人
の
家
に
は
当
主
の
家
禄
と
と
も
に
大
番
番
士
を
務
め
る
惣
領
の
役
料
二
百
俵

が
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
特
に
大
澤
の
場
合
、
大
番
番
士
と
な
っ
て
か
ら

家
督
を
相
続
す
る
ま
で
二
十
四
年
か
か
っ
て
お
り
、
家
督
を
相
続
す
る
ま
で
番

入
出
来
な
か
っ
た
と
す
る
と
収
入
の
面
で
相
当
の
開
き
が
出
る
。

　

家
督
を
相
続
し
て
か
ら
番
入
し
た
惣
領
の
内
で
は
、
佐
野
政
珍
（
表
11
の

12
）
が
興
味
深（

41
）い。
政
珍
は
三
十
八
歳
で
家
督
を
相
続
し
て
か
ら
二
十
年
間
小

普
請
の
ま
ま
で
あ
り
、
大
番
番
士
と
な
っ
た
の
は
五
十
八
歳
の
時
で
あ
る
。
こ

れ
が
何
の
原
因
で
あ
る
か
は
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
か
ら
は
分
か
ら
な
い
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
番
入
す
る
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
要
素
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
。
実
は
政
珍
は
享
保
十
五
年
段
階
で
佐
野
家
の
当
主
で
あ
っ
た
政
甫
の

次
男
で
あ
り
、
当
時
の
惣
領
は
政
矩
で
あ
っ
た
。
先
に
述
べ
た
通
り
政
矩
は
宝

暦
二
年
（
一
七
五
三
）
に
惣
領
番
入
制
度
の
下
で
大
番
番
士
と
な
っ
て
い
る
。

政
矩
の
年
齢
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
時
点
で
政
珍
は
三
十
三
歳
で
あ
る
か

ら
、
恐
ら
く
政
矩
も
三
十
代
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
佐
野
家
と
し
て
は
家

督
相
続
前
に
無
事
番
入
を
果
た
し
た
頼
も
し
い
惣
領
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う

が
、
政
矩
は
番
入
の
四
年
後
に
死
ん
で
し
ま
う
。
政
矩
に
か
わ
っ
て
惣
領
と

な
っ
た
政
珍
は
何
の
原
因
か
は
不
明
で
あ
る
が
家
督
相
続
後
六
十
歳
手
前
ま
で

番
入
出
来
な
か
っ
た
。
佐
野
家
の
事
例
は
、
惣
領
番
入
制
度
に
よ
る
恩
恵
を
不

幸
に
も
逃
し
て
し
ま
っ
た
事
例
と
な
る
。

４　

大
番
番
士
の
惣
領
と
惣
領
番
入
制
度

　

大
番
は
平
時
に
あ
っ
て
は
江
戸
城
二
丸
・
西
丸
の
警
備
や
江
戸
市
中
の
巡
回

の
他
、
上
方
在
番
（
大
坂
城
・
二
条
城
に
駐
屯
）
を
職
務
と
し
た
。
大
番
は
幕

府
成
立
以
前
か
ら
設
置
さ
れ
、
五
番
方
の
中
で
最
も
古
い
歴
史
を
持
つ
。
幕
府

の
軍
団
と
し
て
は
最
大
の
規
模
を
誇
り
、
組
数
は
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
以

来
十
二
組
、
各
組
は
番
頭
一
名
（
老
中
支
配
、
諸
大
夫
）、
組
頭
四
名
（
番
頭
支

配
、
御
目
見
以
上
）、
番
士
五
十
名
（
番
頭
支
配
、
御
目
見
以
上
）
で
構
成
さ
れ
て
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い（
42
）る。

　

表
12
は
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
八
月
十
九
日
時
点
で
大
番
酒
井
日
向
守

組
に
属
し
た
番
士
の
一
覧
で
あ
る
。
体
裁
そ
の
他
、
全
て
表
９
に
準
じ
て
い

る
。

　

同
日
の
時
点
で
日
向
守
組
に
属
し
て
い
る
番
士
は
三
十
六
名
。
こ
の
内
、
宅

間
憲
喜
以
下
十
四
名
が
総
番
入
制
度
の
下
で
番
入
し
（
表
12
の
１
、
９
～
17
、

21
～
23
、
27
）、
野
呂
保
景
（
表
12
の
32
）
が
惣
領
番
入
制
度
に
よ
っ
て
享
保
十

年
（
一
七
二
五
）
に
番
入
し
て
い
る
。

　

日
向
守
組
の
番
士
三
十
六
名
の
惣
領
の
中
で
は
、
浅
井
意
政
（
表
12
の
20
）

が
享
保
十
年
に
惣
領
番
入
制
度
に
よ
っ
て
番
入
済
で
あ
る
。
こ
の
後
、
同
十
六

年
に
宅
間
憲
元
（
表
12
の
１
）
と
多
門
親
房
（
表
12
の
６
、
家
督
相
続
前
に
死

去
）、
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
に
浅
井
英
政
（
表
12
の
７
）
と
藤
方
朋
親
（
表

12
の
15
）、
佐
橋
佳
亮
（
表
12
の
30
、
家
督
相
続
前
に
死
去
）、
宝
暦
二
年
（
一
七

五
二
）
に
服
部
保
脩
（
表
12
の
35
）
が
家
督
相
続
前
に
番
入
し
て
い（

43
）る。

　

番
入
か
ら
家
督
相
続
ま
で
の
期
間
は
浅
井
意
政
が
二
十
八
年
、
宅
間
憲
元
が

一
年
、
浅
井
英
政
が
十
年
、
藤
方
朋
親
が
九
年
、
服
部
保
脩
が
十
五
年
で
あ

る
。
こ
の
内
、
特
に
注
目
し
た
い
の
が
浅
井
意
政
で
あ
る
。
番
入
し
て
か
ら
家

督
を
相
続
す
る
ま
で
三
十
年
近
い
時
間
が
過
ぎ
て
い
る
点
、
惣
領
の
ま
ま
で
大

番
組
頭
に
昇
進
し
て
い
る
点
、
家
督
を
相
続
し
て
二
年
後
に
死
去
し
て
い
る

点
、
以
上
の
三
点
を
鑑
み
れ
ば
、
収
入
面
と
同
時
に
経
歴
の
上
で
も
惣
領
番
入

制
度
の
恩
恵
を
十
二
分
に
活
か
し
た
事
例
で
あ
ろ
う
。

　

家
督
相
続
を
し
て
か
ら
番
入
し
た
惣
領
に
つ
い
て
は
、
四
十
四
歳
で
家
督
を

相
続
し
四
十
六
歳
で
大
番
番
士
と
な
っ
た
荻
原
昌
福
（
表
12
の
11
）
に
注
目
し

た（
44
）い。

昌
福
は
養
子
で
あ
り
、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
の
記
述
で
は
い
つ
荻
原

家
の
養
子
に
な
っ
た
か
は
判
然
と
し
な
い
も
の
の
、
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）

に
十
二
歳
で
初
御
目
見
（
将
軍
に
初
め
て
拝
謁
す
る
こ
と
。
そ
の
家
の
惣
領
と
し

て
の
資
格
を
得
る
）
を
済
ま
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
養
子
に
な
っ
た
の
は
そ
れ
以

前
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
る
と
、
大
番
番
士
の
惣
領
が
対
象
と
な
っ
て

い
る
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
、
昌
福
二
十
九
歳
）
や
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
、

昌
福
四
十
歳
）
十
二
月
三
日
の
惣
領
番
入
の
選
か
ら
漏
れ
て
い
る
様
に
思
え

る
。
し
か
し
、
そ
う
で
は
な
い
。
昌
福
の
義
父
荻
原
昌
該
は
宝
永
六
年
（
一
七

〇
九
）
に
総
番
入
制
度
に
よ
っ
て
大
番
番
士
に
な
り
、
原
因
は
不
明
で
あ
る
が

元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
に
大
番
番
士
を
辞
め
て
小
普
請
入
し
、
寛
保
二
年
十

二
月
二
日
に
家
督
を
相
続
し
て
い
る
。
即
ち
、
享
保
十
六
年
・
寛
保
二
年
の
惣

領
番
入
制
度
の
段
階
で
は
荻
原
家
の
惣
領
は
昌
該
で
あ
っ
て
、
昌
福
は
惣
領
番

入
制
度
の
対
象
か
ら
外
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
仮
に
昌
該
が
数
年
早

く
家
督
を
相
続
し
、
昌
福
が
荻
原
家
の
惣
領
と
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
寛
保

二
年
の
惣
領
番
入
の
段
階
で
昌
該
は
既
に
大
番
番
士
を
辞
め
て
い
る
の
で
、
や

は
り
昌
福
は
惣
領
番
入
制
度
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
。
昌
福
の
事
例
は
、
惣
領

番
入
制
度
を
活
用
す
る
術
が
無
か
っ
た
事
例
と
い
え
よ
う
。
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表12　大番頭酒井日向守組

No. 番士氏名 惣領氏名 家督相続・番入の年月日 備考

1

宅間憲喜
※�元禄 4 年に

総番入（家
督相続済）

宅間憲元
※�享保16年に
惣領番入

享保16（1731）11/25　大番番士（21）
※憲喜 : 大番番士　
　同17（1732） 5 / 7 　家督相続（22）
同20（1735） 8 /27　西丸腰物方（25）
延享 2（1745） 9 / 1 　腰物方（35）
宝暦10（1760） 4 / 1 　西丸腰物方（50）
同11（1761） 2 /23　死去（51）

―

2 矢部定則 矢部定径 　享保16（1731） 4 / 5 　家督相続（22）
同18（1733） 9 /18　納戸番（24） ―

3 佐橋佳弥 佐橋豊昌 　延享 3 （1746）12/25　家督相続（36）
寛延 1 （1748） 5 /13　大番番士（38） ―

4 天野貞直 天野貞真 　寛延 2 （1749） 7 /29　家督相続（38）
同年 9 /14　納戸番（〃） ―

5 佐野政長 佐野長礼 　寛保 1 （1741） 7 /20　家督相続（35）
同 8 / 9 　大番番士（〃） ―

6 多門親乗 多門正延 　寛保 3 （1743） 9 / 6 　家督相続（20）
同 4 （1744） 4 /29　大番番士（21）

多門親房【実子】
享�保16（1731）11/25　大番番士
（―）
※親乗 : 大番番士
元�文 2 （1737） 4 /24　家督相続
前に死去（―）

7 浅井政朗
浅井英政
※�寛保 2年に
惣領番入

寛保 2（1742）12/ 3 　大番番士（29）
※政朗 : 大番番士
　宝暦 2（1752）11/ 3 　家督相続（39）
同 4（1754） 1 /18　死去（41）

―

8 山角定方 山角定淳 　元文 4 （1739） 9 / 5 　家督相続（24）
同 5 （1740） 4 /22　宗武附近習番（25） ―

9

石野広道
※�宝永 6 年に

総番入（家
督相続済）

石野広氏 　元文 1 （1736） 7 /25　家督相続（30）
同 2 （1737）12/ 4 　小性組番士（31） ―

10

相馬保胤
※�宝永 6 年に

総番入（家
督相続済）

相馬矩胤 　元文 1 （1736） 8 / 2 　家督相続（27）
同年12/23　大番番士（〃） ―

11

荻�原昌該（昌
）

※�宝永 6 年に
総番入（家
督未相続）

荻原昌福 　延享 3 （1746）12/ 6 　家督相続（44）
寛延 1 （1748） 5 /10　大番番士（46） ―

12

三田将英
※�宝永 6 年に

総番入（家
督相続済）

三田守敷 　寛保 2 （1742） 7 /26　家督相続（27）
延享 1 （1744）12/20　納戸番（29） ―

13

鈴木敷正
※�宝永 6 年に

総番入（家
督未相続）

鈴木行義 　宝暦 9 （1759） 8 / 5 　家督相続（38）
同年11/ 7 　大番番士（〃） ―

14

塩入良寛
※�宝永 6 年に

総番入（家
督未相続）

塩入正寛 　享保16（1731）12/27　家督相続（17）
寛延 2 （1749） 8 /17　小普請のまま死去（35） ―

15

藤�方明信（朋
信）

※�宝永 6 年に
総番入（家
督相続済）

藤方朋親
※�寛保 2年に
惣領番入

寛保 2（1742）12/ 2 　書院番番士（35）
※明信 : 大番組頭
　宝暦 1（1751） 8 / 8 　家督相続（44）
安永 2（1773） 8 / 7 　死去（66）

―
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16

矢部定正
※�宝永 6 年に

総番入（家
督未相続）

矢部定真 　宝暦 5 （1755）12/ 4 　家督相続（35）
同年 7 （1757） 6 /13　西丸納戸番（37） ―

17

小野次門
※�宝永 6 年に

総番入（家
督相続済）

小野吉儀 　寛延 1 （1748）10/ 2 　家督相続（22）
宝暦 4 （1754） 5 /18　大番番士（28） ―

18 坂部信喜 坂部智信 　元文 2 （1737） 9 /29　家督相続（31）
同年閏11/25　大番番士（〃） ―

19 竹川秀成 竹川秀実 　寛保 2 （1742） 6 / 2 　家督相続（12）
宝暦 5 （1755） 8 /16　大番番士（25） ―

20 浅井高政（尚
政）

浅井意政
※�享保10年に
惣領番入

享保10（1725）10/25　大番番士（29）
※高政 : 大番番士
寛保 1（1741） 2 / 3 　大番組頭（45）
　宝暦 3（1753）頃　家督相続（57）
同 5（1755） 6 / 7 　死去（59）

―

21

榊原長清
※�貞享元年以

前に総番入
（家 督 相 続
済）

榊原長富 　延享 1 （1744） 4 / 4 　家督相続（48）
同年 9 / 2 　大坂弓奉行（〃） ―

22

美濃部茂惟
※�宝永 6 年に

総番入（家
督相続済）

美濃部茂雅 　享保18（1733）10/26　家督相続（26）
同20（1735） 1 /26　大番番士（28） ―

23

大久保忠均
※�元禄 5 年に

総番入（家
督相続済）

大久保忠勝 　元文 2 （1737） 9 /13　家督相続（21）
同年閏11/25　大番番士（〃） ―

24 小田切昌民 小田切昌興 　元文 3 （1738） 9 / 3 　家督相続（17）
宝暦 5 （1755） 3 /16　大番番士（34） ―

25 宇都野正富 宇都野正季 　寛保 2 （1742）12/ 2 　家督相続（18）
延享 3 （1746）10/29　大番番士（22） ―

26 野間政導 野間成澄 　寛延 1 （1748） 7 / 5 　家督相続（17）
宝暦 4 （1754） 5 /18　大番番士（23） ―

27

庄田安清
※�元禄 6 年に

総番入（家
督相続済）

庄田安信 　延享 2 （1745） 7 / 2 　家督相続（30）
寛延 3 （1750）12/14　大番番士（35） ―

28 佐橋佳武 佐橋佳方 　宝暦12（1762） 5 /13　家督相続（31）
同13（1763） 7 /19　大番番士（32） ―

29 永井武氏
永井氏恵
※�宝暦12年に
惣領番入

宝暦12（1762） 9 /28　小性組番士（22）
※武氏 : 重好守役
同年12/15　西丸小性組番士（〃）　
　明和 8（1771）12/25　家督相続（31）
安永 2（1773）12/27　務を辞す（33）
天明 2（1782） 6 /10　死去（42）

―

30 佐橋佳蔵 佐橋佳通
　
　宝暦 4 （1754）11/ 4 　家督相続（22）
同 6 （1756）10/19　納戸番（24）

佐橋佳亮【養子】
寛�保 2 （1742）12/ 3 　大番番士
（64）
※佳蔵 : 大番番士
延�享 1 （1744） 4 / 4 　家督相続
前に死去（66）

31 大井満雑 大井長勝 　元文 3 （1738）12/27　家督相続（18）
同 5 （1740） 6 /19　大番番士（20） ―
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５　

小
十
人
組
番
士
の
惣
領
と
惣
領
番
入
制
度

　

小
十
人
組
は
平
時
は
江
戸
城
内
の
小
十
人
番
所
に
詰
め
、
将
軍
外
出
の
際
に

は
前
駆
を
務
め
た
。
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
に
書
か
れ
た
幕
府
職
制
の
手

引
き
書
『
明
良
帯
録
』
に
「
御
先
御
供
を
い
た
し
駈
走
第
一
な（

45
）り」

と
あ
る
通

り
、
他
の
四
番
（
書
院
番
・
小
性
組
・
新
番
・
大
番
）
が
騎
兵
部
隊
で
あ
る
の
に

対
し
、
小
十
人
組
は
歩
兵
部
隊
で
あ
り
、
小
禄
の
旗
本
で
編
成
さ
れ
て
い
た

（
小
十
人
組
番
士
と
な
る
前
は
御
目
見
以
下
で
あ
っ
た
者
も
い
る
）。
時
期
に
よ
り

組
数
に
増
減
は
あ
る
が
、
本
節
で
取
り
上
げ
る
享
保
十
五
年
段
階
で
は
本
丸
に

七
組
、
西
丸
に
四
組
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
各
組
は
番
頭
一
名
（
若
年
寄
支

配
、
布
衣
）、
組
頭
一
名
（
番
頭
支
配
、
御
目
見
以
上
）、
番
士
二
十
人
（
番
頭
支

配
、
御
目
見
以
上
）
で
構
成
さ
れ
て
い（

46
）る。

　

表
13
は
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
八
月
十
九
日
時
点
で
小
十
人
組
松
平
又

十
郎
組
に
属
し
た
番
士
の
一
覧
で
あ
る
。
体
裁
そ
の
他
、
全
て
表
９
に
準
じ
て

い
る
。

　

同
日
の
時
点
で
又
十
郎
組
に
属
し
た
番
士
は
二
十
名
。
こ
の
内
、
澤
貴
隆
以

下
三
名
が
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
に
総
番
入
制
度
に
よ
っ
て
番
入
し
て
い
る

（
表
13
の
４
～
６
）。
ま
た
、
伊
藤
門
挂
が
享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
に
惣
領
番
入

制
度
に
よ
っ
て
番
入
し
て
い
る
（
表
13
の
13
）。

　

又
十
郎
組
の
番
士
二
十
名
の
惣
領
の
中
で
は
、
東
條
孝
長
が
享
保
十
年
に
惣

領
番
入
制
度
に
よ
っ
て
番
入
し
て
い
る
（
表
13
の
２
）。
こ
の
後
、
享
保
十
六

年
に
太
田
久
儔
（
表
13
の
１
）
と
布
施
義
勝
（
表
13
の
９
、
家
督
相
続
前
に
死

32

野呂保景
※�享保10年に
惣 領 番 入
（家督未相
続）

野呂行景 　宝暦 7 （1757）11/12　家督相続（37）
同10（1760） 6 /26　大番番士（40） ―

33 坪内定堅 坪内定秋 　延享 1 （1744）12/ 2 　家督相続（25）
寛延 1 （1748） 5 /13　大番番士（29） ―

34 三橋成正 三橋成房 　享保20（1735） 5 /16　家督相続（26）
元文 1 （1736） 2 / 2 　大番番士（27） ―

35 服部保教
服部保脩
※�宝暦 2年に
惣領番入

宝暦 2（1752）12/27　大番番士（26）
※保教 : 大番番士
　明和 4（1767）12/27　家督相続（41）
同 6（1769） 4 / 2 　西丸新番番士（43）
安永 8（1779） 4 /16　新番番士（53）
同 9（1780） 7 /26　務を辞す（54）
天明 1（1781） 4 / 5 　致仕（55）

―

36 塚原正森 塚原正展 　宝暦 8 （1758） 8 / 3 　家督相続（17）
明和 7 （1770） 3 /24　納戸番（29） ―

※�『御番士代々記』（『大御番組一番名前目録』国立公文書館所蔵、請求番号152-0121）、『寛政重修諸家譜』から作成し
た。

※�惣領の履歴については、総番入制度・惣領番入制度で番入した者は死亡するまで、家督相続を経て番入した者につい
ては番入までの履歴とした。

※総番入制度・惣領番入制度を通じて番入した惣領の履歴内には、番入時の当主の役職を付した。
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去
）、
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
に
澤
寿
齢
（
表
13
の
６
）、
宝
暦
二
年
（
一
七
五

二
）
に
伊
藤
門
建
（
表
13
の
13
）
が
惣
領
番
入
制
度
に
よ
っ
て
番
入
し
て
い（

47
）る。

　

番
入
か
ら
家
督
相
続
ま
で
の
期
間
は
東
條
孝
長
が
三
十
二
年
、
太
田
久
儔
が

十
八
年
、
澤
寿
齢
が
二
十
八
年
、
伊
藤
門
建
が
十
五
年
で
あ
る
。
こ
の
内
、
注

目
す
べ
き
は
東
條
孝
長
で
あ
ろ
う
。
番
入
し
て
か
ら
家
督
を
相
続
す
る
ま
で
三

十
二
年
あ
る
と
い
う
点
、
惣
領
の
ま
ま
で
田
安
家
（
田
安
宗
武
、
吉
宗
の
次
男
）

の
用
人
に
ま
で
昇
進
し
て
い
る
点
、
家
督
を
相
続
し
た
時
点
で
六
十
歳
で
あ
り

そ
の
九
年
後
に
死
亡
し
て
い
る
点
か
ら
、
４
で
取
り
上
げ
た
浅
井
意
政
と
同

様
、
収
入
の
面
で
も
経
歴
の
上
で
も
惣
領
番
入
制
度
の
恩
恵
に
浴
し
た
事
例
と

い
え
る
。
ま
た
、
東
條
ほ
ど
で
は
な
い
に
せ
よ
、
太
田
久
儔
や
澤
寿
齢
、
伊
藤

門
建
も
そ
う
し
た
事
例
と
し
て
数
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

家
督
相
続
を
し
て
か
ら
番
入
し
た
惣
領
の
事
例
に
あ
っ
て
は
、
鈴
木
憲
桓

（
表
13
の
17
）、
戸
張
胤
親
（
表
13
の
18
）
や
石
川
光
国
（
表
13
の
19
）
が
他
の
惣

領
と
大
き
く
違
っ
て
い
る
。
即
ち
他
の
惣
領
が
家
督
相
続
後
数
年
で
番
入
し
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
鈴
木
以
下
の
三
人
は
そ
の
生
涯
を
終
え
る
ま
で
小
普
請

の
ま
ま
な
の
で
あ
る
。
こ
の
内
、
石
川
成
征
は
四
十
四
歳
で
死
去
し
て
お
り
、

断
言
は
出
来
な
い
が
元
々
病
弱
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
小
普
請
の
ま
ま
生

涯
を
終
え
た
の
も
そ
の
辺
り
に
原
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

鈴
木
憲
桓
は
、
憲
存
の
惣
領
憲
典
が
早
世
し
た
こ
と
に
よ
り
鈴
木
家
の
養
子

と
な
っ
た
人
物
で
あ（

48
）る。
養
子
と
な
っ
た
年
月
日
は
不
明
で
あ
る
が
、
憲
典
が

死
去
し
た
の
が
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
六
月
九
日
で
あ
り
、
憲
桓
の
初
御
目

見
が
延
享
二
年
三
月
二
十
五
日
で
あ
る
か
ら
、
鈴
木
家
の
養
子
に
な
っ
た
の
は

こ
の
期
間
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
（
憲
桓
は
二
十
四
～
二
十
五
歳
）。
そ
の
後

番
入
せ
ぬ
ま
ま
八
、
九
年
が
過
ぎ
、
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
に
三
十
二
歳
で

家
督
を
相
続
し
た
も
の
の
、
三
十
四
年
間
小
普
請
で
あ
り
続
け
、
天
明
六
年

（
一
七
八
六
）
に
死
去
し
て
い
る
。
三
十
四
年
間
小
普
請
で
あ
っ
た
原
因
は
不

明
で
あ
る
が
、
鈴
木
家
の
惣
領
で
あ
っ
た
の
は
八
、
九
年
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の

間
に
実
施
さ
れ
た
惣
領
番
入
は
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
十
二
月
二
十
六
日
の

も
の
と
宝
暦
二
年
十
二
月
二
十
七
日
で
あ
る
が
、
宝
暦
二
年
十
月
二
日
に
当
主

で
あ
る
憲
存
が
死
去
し
て
い
る
た
め
に
憲
桓
は
制
度
の
対
象
外
で
あ
る
。
つ
ま

り
憲
桓
が
惣
領
の
内
に
番
入
す
る
機
会
は
寛
延
二
年
の
一
度
で
あ
っ
た
訳
で
あ

る
。
し
か
し
、
家
督
相
続
後
の
経
歴
を
鑑
み
れ
ば
惣
領
番
入
の
選
考
か
ら
は
除

外
さ
れ
て
い
た
（
或
い
は
自
ら
辞
退
し
て
い
た
）
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
惣
領
番

入
制
度
と
の
兼
ね
合
い
は
薄
い
と
い
え
る
。

　

戸
張
胤
親
は
、
胤
昼
の
惣
領
某
が
出
奔
し
た
こ
と
に
よ
り
戸
張
家
の
養
子
と

な
っ
た
人
物
で
あ（

49
）る。
養
子
と
な
っ
た
年
月
日
は
不
明
で
あ
る
が
、
出
奔
し
た

某
は
初
御
目
見
が
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
八
月
二
十
八
日
、
時
期
は
不
明
で

あ
る
が
そ
の
後
出
奔
、
胤
親
の
初
御
目
見
が
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
、
胤
親
三

十
七
歳
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
宝
暦
六
年
以
前
の
数
年
間
で
戸
張
家
の
養
子
と

し
て
迎
え
ら
れ
た
と
い
え
る
。
胤
親
が
家
督
を
相
続
し
た
の
は
明
和
七
年
（
一

七
七
〇
）、
五
十
一
歳
の
時
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
惣
領
で
あ
っ
た
期
間
は
十
数

年
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
間
寛
延
二
年
十
二
月
二
十
六
日
、
宝
暦
二
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表13　小十人組松平又十郎組

No. 番士氏名 惣領氏名 家督相続・番入の年月日 備考

1 太田勝見
太田久儔
※�享保16年に
惣領番入

享保16（1731）11/25　小十人組番士（21）
※勝見 : 小十人組番士
　寛延 2（1749）頃　家督相続（39）
安永 9（1780） 3 /10　務を辞す（70）
同年 4 /25　死去（〃）

―

2 東條季延
東條孝長
※�享保10年に
惣領番入

享保10（1725）10/25　小十人組番士（28）
※季延 : 小十人組番士
同14（1729） 4 /13　宗武附近習番（32）
―/―/―　宗武附徒頭、同目付、同用人（―）　
　宝暦 7（1757） 5 / 7 　家督相続（60）
明和 3（1766） 2 /28　西丸納戸頭（69）
同年 9 / 5 　死去（〃）

―

3 伊奈忠真 伊奈忠富 　宝暦11（1761） 4 / 3 　家督相続（20）
同年 6 / 晦　書院番番士（〃）

伊奈忠諠【養子】
寛�延 2 （1749）12/26　小性組番
士（―）

※忠真 : 西丸先手鉄炮頭
宝�暦 8 （1758）12/27　家督相続
前に死去（―）

4

澤貴隆
※�宝永 6 年に

総番入（家
督相続済）

澤貴允 　延享 1 （1744） 4 / 4 　家督相続（21）
同 2 （1745） 7 /11　西丸小十人組番士（22） ―

5

吉田推見
※�宝永 6 年に

総番入（家
督相続済）

吉田正勝 　享保16（1731）11/ 9 　家督相続（19）
同19（1734） 5 /13　小十人組番士（22） ―

6

澤寿貞
※�宝永 6 年に

総番入（家
督相続済）

澤寿齢
※�寛保 2年に
惣領番入

寛保 2（1742）12/ 3 　小十人組番士（26）
※寿貞 : 小十人組番士
延享 2（1745） 9 / 1 　西丸小十人組番士（29）
宝暦 1（1751） 7 /12　小普請（35）
同 2（1752）10/13　小十人組番士（36）
　明和 7（1770）頃　家督相続（54）
同 8（1771）12/24　新番番士（55）
天明 6（1786） 3 /14　務を辞す（70）
寛政 1（1789）11/25　死去（73）

―

7 細井政秀 細井隆音 　寛保 1 （1741）12/12　家督相続（28）
同 3 （1743）11/11　一橋家近習番（30） ―

8 小池義弁 小池義予 　元文 3 （1738） 6 / 2 　家督相続（19）
寛保 1 （1741） 9 /19　小十人組番士（22） ―

9 布施義清 布施義浮 　寛保 2 （1742）12/26　家督相続（41）
延享 1 （1744） 4 / 6 　小十人組番士（43）

布施義勝
享�保16（1731）11/25　小十人組
番士（―）

※義清 : 小十人組番士
寛�保 2 （1742） 9 / 8 　家督相続
前に死去（―）

10 加藤則武 加藤則孝 　明和 4 （1767）10/ 4 　家督相続（12）
天明 1 （1781） 7 /27　西丸腰物方（26） ―

11 黒川盛囿 黒川盛昭 　享保19（1734）12/25　家督相続（18）
元文 5 （1740） 2 / 1 　大番番士（24） ―

12 深澤延胤 深澤信行 　寛保 3 （1743） 4 / 3 　家督相続（30）
延享 3 （1746）12/14　西丸小十人組番士（33） ―
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13

伊藤門挂
※�享保10年に
惣 領 番 入
（家督未相
続）

伊藤門建
※�宝暦 2年に
惣領番入

宝暦 2（1752）12/27　西丸小十人組番士（38）
※門挂 : 小十人組番士
同11（1761） 8 / 3 　小十人組番士（47）
同12（1762）12/15　西丸小十人組番士（48）　
　明和 4（1767）頃　家督相続（53）
安永 2（1773） 8 / 9 　二条城鉄炮奉行（59）
天明 4（1784） 3 /25　務を辞す（70）
同年 5 / 1 　死去（〃）

―

14 近藤義休
近藤義伝
※�明和 1年に
惣領番入

明和 1（1764）閏12/16　大番番士（44）
※義休 : 小十人組頭
　安永 2（1773） 9 / 8 　家督相続（53）
同 4（1775） 1 /22　死去（55）

―

15 岩出某 岩出某 　元文 5 （1740） 3 / 2 　家督相続（ 8 ）
宝暦 7 （1757）11/ 5 　小十人組番士（25） ―

16 石川攻
石川武貞
※�安永 5年に
惣領番入

安永 5（1776）12/19　小性組番士（20）
※攻 : 一橋家番頭
　安永 6（1777） 6 / 5 　家督相続（21）
～以後の経歴不明～

―

17 鈴木憲存（憲
在） 鈴木憲桓 　宝暦 2 （1752）12/26　家督相続（32）

天明 6 （1786） 4 / 4 　小普請のまま死去（66） ―

18 戸張胤昼（胤
賮） 戸張胤親 　明和 7 （1770） 8 /18　家督相続（51）

寛政 2 （1790） 4 / 2 　小普請のまま死去（61） ―

19 石川成征 石川光国 　明和 7 （1770）閏 6 / 4 　家督相続（27）
天明 7 （1787） 1 /26　小普請のまま死去（44） ―

20 木部直玄 木部直包 　元文 3 （1738） 7 /26　家督相続（30）
同年 9 /19　小十人組番士（〃） ―

※�『御番士代々記』（『小十人組一番名前目録』国立公文書館所蔵、請求番号152-0121）、『寛政重修諸家譜』から作成し
た。

※�惣領の履歴については、総番入制度・惣領番入制度で番入した者は死亡するまで、家督相続を経て番入した者につい
ては番入までの履歴とした。

※総番入制度・惣領番入制度を通じて番入した惣領の履歴内には、番入時の当主の役職を付した。
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年
十
二
月
二
十
七
日
に
惣
領
番
入
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
前
者
は
某
の
初
御

目
見
の
直
後
で
あ
り
未
だ
戸
張
家
の
惣
領
は
某
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

よ
っ
て
胤
親
が
対
象
と
な
る
惣
領
番
入
は
宝
暦
二
年
に
実
施
さ
れ
た
一
度
と
い

う
こ
と
に
な
る
。『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
る
と
胤
親
は
家
督
相
続
後
に
騎

射
上
覧
に
出
て
い
る
よ
う
で
、
武
芸
に
秀
で
た
人
物
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
ま

た
、
六
十
一
歳
ま
で
生
き
た
と
い
う
こ
と
は
健
康
の
問
題
も
無
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
即
ち
宝
暦
二
年
に
惣
領
番
入
制
度
を
活
用
し
て
番
入
す
る
可
能
性
が
高

か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
家
督
相
続
後
に
小
普
請
の
ま
ま
生
涯
を
終
え
た
こ
と
を

鑑
み
れ
ば
、
番
入
に
何
ら
か
の
差
し
障
り
の
あ
る
人
物
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ

な
い
。

小
括

　

以
上
、
享
保
十
五
年
八
月
十
九
日
段
階
で
書
院
番
朽
木
信
濃
守
組
・
小
性
組

瀧
川
播
磨
守
組
・
新
番
小
笠
原
平
兵
衛
組
・
大
番
酒
井
日
向
守
組
・
小
十
人
組

松
平
又
十
郎
組
を
構
成
し
た
番
士
と
そ
の
惣
領
を
対
象
に
、
惣
領
番
入
と
の
関

係
を
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
明
ら
か
に
な
っ
た
惣
領
番
入
の
恩
恵
と
は
次
の
二

点
で
あ
る
。

　

第
一
に
収
入
の
増
加
と
い
う
恩
恵
で
あ
る
。
惣
領
の
内
に
番
入
す
れ
ば
役
料

が
支
給
さ
れ
、
当
主
の
家
禄
に
上
乗
せ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
期
間
は
家

の
収
入
が
増
加
す
る
期
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
二
十
年
以
上
も
そ
れ
が
継

続
さ
れ
る
事
例
も
あ
る
（
表
９
の
21
、
表
11
の
13
、
表
13
の
２
・
６
）。
家
督
を

相
続
す
る
ま
で
番
入
出
来
な
か
っ
た
場
合
と
比
べ
て
収
入
の
面
で
格
段
の
差
が

あ
っ
た
。

　

第
二
に
経
歴
上
の
恩
恵
で
あ
る
。
高
齢
に
な
る
ま
で
家
督
を
相
続
出
来
ず
、

相
続
後
に
番
入
し
た
も
の
の
ほ
ど
な
く
死
去
し
て
し
ま
う
事
例
（
表
10
の
15
・

16
・
38
）
が
あ
る
一
方
で
、
家
督
を
相
続
す
る
前
に
昇
進
し
た
事
例
（
表
12
の

20
、
表
13
の
２
）
が
あ
っ
た
。
惣
領
番
入
制
度
の
も
た
ら
し
た
経
歴
上
の
明
暗

は
明
ら
か
な
の
で
あ
る
。

　

何
ら
か
の
事
情
に
よ
っ
て
惣
領
番
入
制
度
を
活
用
出
来
な
か
っ
た
事
例
、
活

用
し
き
れ
な
か
っ
た
事
例
も
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
前
段
に
掲
げ
た
ふ
た
つ
の

恩
恵
は
、
五
番
方
及
び
そ
の
惣
領
に
は
十
分
に
魅
力
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
次
章
で
は
惣
領
番
入
制
度
の
第
二
の
恩
恵
、
即
ち
経
歴
上
の
恩
恵

に
つ
い
て
、
更
に
具
体
的
な
分
析
を
加
え
よ
う
と
考
え
る
。

Ⅲ　

昇
進
と
惣
領
番
入
制
度

　

Ⅱ
で
は
家
督
相
続
と
番
入
と
い
う
観
点
か
ら
惣
領
番
入
制
度
の
恩
恵
を
分
析

し
た
。
本
章
で
は
番
入
後
に
影
響
す
る
惣
領
番
入
制
度
の
恩
恵
、
即
ち
昇
進
と

の
関
係
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
筆
者
は
前
稿
に
於
い
て
、
惣
領
番
入
制
度
と
昇

進
と
の
関
係
を
次
の
様
に
結
論
づ
け
た
。

　

第
一
に
、
惣
領
番
入
制
度
を
通
じ
て
番
入
す
る
こ
と
が
昇
進
に
直
結
す
る
訳

で
は
な
い
。
享
保
十
五
年
に
番
入
し
た
惣
領
の
中
に
は
、
当
主
や
先
代
当
主
が

番
士
の
ま
ま
生
涯
を
終
え
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
布
衣
役
に
ま
で
昇
進
し
た
事
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例
は
あ
る
。
し
か
し
、
先
代
の
当
主
・
現
当
主
・
惣
領
と
も
に
番
士
の
ま
ま
で

生
涯
を
終
え
た
事
例
や
、
先
代
の
当
主
或
い
は
現
当
主
が
布
衣
役
に
昇
進
し
た

に
も
関
わ
ら
ず
惣
領
が
番
士
の
ま
ま
昇
進
し
な
か
っ
た
事
例
な
ど
、
そ
れ
に
反

す
る
事
例
が
多
数
あ（

50
）る。

　

第
二
に
、
惣
領
の
内
に
番
入
し
、
そ
の
後
布
衣
役
に
ま
で
昇
進
し
た
総
領
の

履
歴
の
中
に
は
、
家
督
相
続
が
比
較
的
高
齢
で
あ
る
事
例
が
あ
る
。
即
ち
、
家

督
相
続
を
す
る
ま
で
番
入
出
来
な
か
っ
た
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
当
然
高
齢
に

な
る
ま
で
番
入
が
遅
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
本
来
の
昇
進
が
可
能
で
あ
っ

た
か
疑
わ
し
い
事
例
が
あ（

51
）る。

　

即
ち
、
昇
進
と
い
う
観
点
に
於
い
て
、
惣
領
番
入
制
度
に
よ
る
番
入
は
、
昇

進
の
免
許
を
得
る
と
い
う
様
な
直
接
的
な
恩
恵
で
は
な
く
、
勤
務
年
数
・
年
齢

と
い
う
間
接
的
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
章
で
は
こ
の

様
な
結
論
を
更
に
確
固
と
し
た
も
の
と
す
る
た
め
、
享
保
～
宝
暦
間
（
一
七
一

六
～
一
七
六
四
）
を
対
象
期
間
と
し
て
、
両
番
番
士
か
ら
布
衣
役
で
あ
る
両
番

組
頭
（
書
院
番
組
頭
・
小
性
組
組
頭
）
に
昇
進
し
た
者
の
経
歴
を
分
析
し
よ
う
と

考
え
る
。

　

な
お
、
両
番
番
士
の
昇
進
に
つ
い
て
は
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
の
事
例

を
取
り
上
げ
た
藤
井
讓
治
氏
の
研
（
52
）究、

正
徳
期
（
一
七
一
一
～
一
七
一
五
）
の

事
例
を
取
り
上
げ
た
武
井
大
侑
氏
の
研（

53
）究が

あ
る
が
、
い
ず
れ
も
昇
進
と
総
番

入
制
度
と
の
関
係
に
は
踏
み
込
ん
で
い
な
い
。
本
論
で
は
惣
領
番
入
制
度
と
の

関
係
を
中
心
に
論
じ
る
こ
と
に
な
る
が
、
小
括
に
て
総
番
入
制
度
と
の
関
係
に

も
若
干
の
分
析
を
加
え
る
所
存
で
あ
る
。

１　

惣
領
番
入
を
経
て
両
番
組
頭
に
昇
進
し
た
者
の
検
討

　

両
番
の
各
組
に
一
名
ず
つ
置
か
れ
た
両
番
組
頭
に
つ
い
て
、『
明
良
帯
録
』

で
は
「
組
中
の
差
引
諸
願
進
達
を
取
次
て
通
帳
を
以
て
番
頭
へ
達
す
、
御
触
并

申
渡
事
先
例
の
如
く
申
渡（

54
）す」

と
あ
る
通
り
、
両
番
番
頭
（
書
院
番
頭
・
小
性

組
頭
）
の
下
で
組
の
管
理
・
運
営
に
当
た
る
役
職
で
あ
っ
た
。『
柳
営
補
任
』

に
よ
る
と
、
本
章
で
対
象
と
す
る
享
保
～
宝
暦
間
に
於
い
て
、
書
院
番
組
頭

（
西
丸
書
院
番
組
頭
を
含
む
）
に
な
っ
た
者
は
合
計
で
七
十
五
名
、
こ
の
内
、
両

番
番
士
か
ら
組
頭
に
昇
進
し
た
の
は
六
十
六
名
で
あ（

55
）る。
小
性
組
組
頭
（
西
丸

小
性
組
組
頭
な
ど
を
含
む
）
に
な
っ
た
者
は
合
計
で
六
十
三
名
、
こ
の
内
、
両

番
番
士
か
ら
の
昇
進
は
五
十
四
名
で
あ（

56
）る。
ま
た
、
両
番
番
士
か
ら
両
番
組
頭

に
昇
進
し
た
事
例
の
ほ
と
ん
ど
は
そ
の
組
の
生
え
抜
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
組

の
管
理
・
運
営
に
携
わ
る
役
職
ゆ
え
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

表
14
、
15
は
対
象
期
間
に
番
士
か
ら
組
頭
に
昇
進
し
た
者
の
一
覧
で
あ
る

（
表
14
が
書
院
番
組
頭
へ
の
昇
進
、
表
15
が
小
性
組
組
頭
へ
の
昇
進
）。
こ
れ
ら
の
事

例
は
、
家
督
相
続
を
経
て
番
入
し
そ
の
後
両
番
組
頭
に
昇
進
し
た
者
、
総
番
入

制
度
に
よ
っ
て
番
入
し
そ
の
後
両
番
組
頭
に
昇
進
し
た
者
、
惣
領
番
入
制
度
に

よ
っ
て
番
入
し
そ
の
後
両
番
組
頭
に
昇
進
し
た
者
と
い
う
三
種
に
分
類
出
来
る

が
、
こ
の
内
、
惣
領
番
入
制
度
に
よ
っ
て
番
入
し
そ
の
後
両
番
組
頭
に
昇
進
し

た
者
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
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表14　書院番組頭

No. 名前 組頭昇進までの履歴
※家督相続日時を含む 年齢

番入から昇
進までの期
間（年）

家督相続か
ら昇進まで
の期間（年）

1 戸田氏記（氏紀）

元禄 6 （1693）12/ 9 　小性組番士（―）
同 9 （1696） 4 /22　桐間番番士（―）
同14（1701） 7 /21　近習番（―）
同年 9 /19　小性（―）
同15（1702） 6 /12　小普請（処罰）（―）
宝永 1 （1704） 6 /10　小性組番士（―）　
　同 2 （1705）10/ 晦　家督相続（―）
享保 2 （1717） 2 /21　書院番組頭（―）
同 9 （1724）11/15　西丸書院番組頭（―）
同13（1728） 6 /18　死去（―）

― 13 12

2 松野防義（眆義、昉義、
助久）

宝永 6 （1709） 4 / 6 　書院番番士（29）　
　享保 2 （1717） 8 /16　家督相続（37）
同 3 （1718） 6 /28　書院番組頭（38）
同 9 （1724） 9 /15　小普請組支配（46）
同14（1729） 9 /28　甲府勤番支配（51）
同19（1734） 9 /12　死去（54）

38 9 1

3 川勝隆明

元禄 4 （1691）12/ 2 　書院番番士（30）
宝永 3 （1706）11/26　西丸書院番番士（45）
同 5 （1708） 6 /16　桐間番番士（47）
同 6 （1709） 2 /21　書院番番士（48）　
　正徳 5 （1715）12/11　家督相続（54）
享保 4 （1719） 7 / 4 　書院番組頭（58）
同10（1725） 7 /18　務を辞す（64）
同20（1735） 5 /16　致仕（74）

58 28 4

4 大岡忠恒（忠易）

元禄10（1697） 7 /11　家督相続（14）
宝永 3 （1706） 4 / 5 　書院番番士（23）
享保 4 （1719）11/11　書院番組頭（36）
同12（1727）閏 1 /15　新番頭（44）
同16（1731） 8 /15　小普請組支配（48）
寛延 2 （1749） 5 /28　西丸留守居（66）
宝暦 9 （1759）11/15　旗本奉行（76）
同11（1761） 7 / 2 　死去（78）

36 13 22

5 三枝守信

宝永 2 （1705） 9 /21　近習番番士（21）
同年12/11　小性（〃）
同 6 （1709） 2 /21　書院番番士（25）　
　―/―/―　三枝家養子（〃）　
　正徳 1 （1711） 4 /22　家督相続（27）
享保 6 （1721） 1 /11　書院番組頭（37）
同11（1726） 1 /28　新番頭（42）
同14（1729）12/ 2 　務を辞す（45）
同15（1730） 8 /29　死去（46）

37 16 10

6 秋元賀朝

宝永 6 （1709） 4 / 6 　書院番番士（28）　
　享保 5 （1720）12/ 7 　家督相続（39）
同 6 （1721） 2 /28　書院番組頭（40）
同 9 （1724）11/15　西丸書院番組頭（43）
同16（1731） 7 /18　務を辞す（50）
元文 4 （1739） 1 /14　死去（58）

40 12 1

7 高城清胤（宗胤）

　元禄 7 （1694） 7 /10　家督相続（30）
同10（1697） 3 /18　書院番番士（33）
宝永 3 （1706）11/26　西丸書院番番士（42）
―/―/―　書院番番士（―）
享保 7 （1722） 5 / 9 　書院番組頭（58）
同12（1727） 8 /28　先手弓頭（63）
同19（1734） 7 /16　死去（70）

58 25 28
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8 三宅長房

　天和 1 （1681） 7 /12　家督相続（11）
元禄 2 （1689） 5 /22　桐間番番士（19）
同年11/13　小性組番士（〃）
同 3 （1690） 2 / 3 　小普請（処罰）（20）
同 4 （1691） 4 /24　書院番番士（21）
享保 8 （1723） 4 / 6 　書院番組頭（53）
同16（1731） 5 /15　先手弓頭（61）
延享 4 （1747） 8 /29　死去（77）

53 32 ―

9 石尾氏茂

　宝永 5 （1708）12/29　家督相続（32）
享保 3 （1718） 3 /16　書院番番士（42）
同 9 （1724）10/ 9 　書院番組頭（48）
同17（1732） 1 /15　仙洞附（56）
同年12/19　寄合（〃）
同18（1733） 8 / 7 　先手弓頭（57）
元文 2 （1737） 7 / 8 　務を辞す（61）
同年12/ 6 　致仕（〃）
延享 1 （1744） 7 /16　死去（68）

48 6 16

10 戸田忠就

元禄15（1702）閏 8 /26　近習番（29）
同年 9 /15　次番（〃）
同年10/ 4 　小性（〃）　
　宝�永 2 （1705）12/12　戸田家養子、務を辞す（32）
宝永 5 （1708）10/27　書院番番士（35）　
　享保 8 （1723） 4 / 2 　家督相続（50）
同 9 （1724）12/15　書院番組頭（51）
同18（1733）10/28　先手鉄炮頭（60）
元文 3 （1738）10/26　死去（65）

51 16 1

11 内藤貞恒

元禄 4 （1691）12/―　書院番番士（24）
同 5 （1692） 7 /28　桐間番番士（25）
同 6 （1693） 1 /29　小普請（処罰）（26）
同 7 （1694）閏 5 / 9 　書院番番士（27）
宝永 3 （1706）11/26　西丸書院番番士（39）　
　宝永 5 （1708） 8 / 6 　家督相続（41）
同 6 （1709）―/―　書院番番士（42）
正徳 5 （1715） 4 / 5 　務を辞す（48）
享保 4 （1719）10/18　書院番番士（52）
同10（1725） 7 /28　書院番組頭（58）
同20（1735） 6 /11　先手鉄炮頭（68）
延享 1 （1744）11/16　務を辞す（77）
宝暦 2 （1752） 7 /21　死去（85）

58 6 ―

12 能勢頼族（頼庸）

宝永 6 （1709） 4 / 6 　書院番番士（19）　
　享保11（1726）12/19　家督相続（36）
同12（1727）閏 1 /28　書院番組頭（37）
同19（1734）10/ 8 　小普請組支配（44）
寛保 1 （1741） 5 /15　甲府勤番支配（51）
延享 4 （1747） 9 /25　大目付（57）
宝暦 6 （1756） 2 /23　死去（66）

37 18 1

13 朽木長恒（長綱）

　天和 1 （1681） 7 /12　家督相続（ 6 ）
元禄11（1698） 3 /19　書院番番士（23）
宝永 4 （1707） 2 /―　務を辞す（32）
享保 9 （1724）10/ 9 　書院番（49）
同12（1727） 5 /28　書院番組頭（52）
同19（1734）12/ 1 　小普請組支配（59）
元文 3 （1738） 5 / 7 　務を辞す（63）
寛延 2 （1749）12/18　死去（74）

52 3 ―

14 溝口填勝（勝封）

　宝永 7 （1710） 4 /26　家督相続（30）
正徳 5 （1715） 3 /21　書院番番士（35）
享保 9 （1724）11/15　二丸書院番番士（44）
同10（1725） 6 / 1 　西丸書院番番士（45）
同13（1728） 7 /11　西丸書院番組頭（48）
元文 2 （1737） 9 /18　先手鉄炮頭（57）
延享 1 （1744） 5 /18　死去（64）

48 13 18
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15 久貝俊斎

　宝永 1 （1704） 6 /27　家督相続（24）
同 3 （1706） 7 /21　小性組番士（26）
享保 9 （1724）11/15　二丸小性組番士（44）
同10（1725） 6 / 1 　西丸書院番番士（45）
同14（1729）11/28　西丸書院番組頭（49）
元文 4 （1739） 7 / 1 　西丸先手鉄炮頭（59）
寛延 2 （1749） 6 /15　死去（69）

49 23 25

16 長谷川正誠

　正徳 3 （1713） 9 /27　家督相続（18）
享保 9 （1724）10/ 9 　小性組番士（29）
同年11/15　二丸小性組番士（〃）
同10（1725） 6 / 1 　西丸書院番番士（30）
同15（1730）10/28　西丸書院番組頭（35）
元文 5 （1740） 2 /28　小普請組支配（45）
延享 4 （1747）10/15　甲府勤番支配（52）
宝暦 1 （1751） 8 /23　西丸持弓頭（56）
同 3 （1753） 5 /16　務を辞す（58）
同 7 （1757）12/12　致仕（62）
明和 1 （1764） 6 /22　死去（69）

35 6 17

17 美濃部茂存（茂孝）

　元禄 9 （1696） 7 / 9 　家督相続（10）
宝永 2 （1705） 3 /29　書院番番士（19）
享保15（1730）12/15　書院番組頭（44）
元文 1 （1736）11/28　佐渡奉行（50）
寛保 1 （1741） 2 /15　持筒頭（55）
宝暦 2 （1752） 1 /11　西丸鎗奉行（66）
同 8 （1758）11/ 晦　死去（72）

44 25 34

18 栗原利規

　元禄 4 （1691）12/ 5 　家督相続（15）
同 8 （1695） 7 / 1 　桐間番（19）
同年同月11　近習番（〃）
同年11/27　小納戸（〃）
同13（1700）11/29　小普請（処罰）（24）
宝永 1 （1704） 6 /11　書院番番士（28）
享保16（1731） 5 /28　書院番組頭（55）
元文 3 （1738） 3 /15　先手鉄炮頭（62）
寛保 3 （1743）12/ 9 　務を辞す（67）
延享 1 （1744） 8 / 3 　致仕（68）
同 4 （1747） 3 /19　死去（71）

55 27 ―

19 奥津忠季

　宝永 1 （1704）10/23　家督相続（11）
享保 3 （1718） 3 /16　書院番番士（25）
同 9 （1724）11/15　二丸書院番番士（31）
―/―/―　西丸書院番番士（―）
同16（1731） 8 /15　西丸書院番組頭（38）
寛保 2 （1742）10/15　西丸先手弓頭（49）
宝暦 2 （1752） 2 /16　務を辞す（59）
同年12/14　致仕（〃）
安永 3 （1774） 2 /22　死去（81）

38 13 27

20 逸見義教（信興）

宝永 6 （1709） 4 / 6 　書院番番士（18）　
　正徳 4 （1714）10/23　家督相続（23）
享保17（1732） 2 / 5 　書院番組頭（41）
元文 1 （1736） 9 / 6 　死去（45）

41 23 18

21 田付景彪（規矩、景泒）

　天和 3 （1683） 7 / 晦　家督相続（ 1 ）
宝永 1 （1704） 6 /11　書院番番士（22）
同年11/ 晦　桐間番番士（〃）
同 5 （1708） 2 /19　小納戸（26）
同 6 （1709） 2 /21　書院番番士（27）
正徳 1 （1711）11/19　務を辞す（29）
享保 4 （1719）10/18　書院番番士（37）
同17（1732） 4 / 1 　書院番組頭（50）
元文 4 （1739）10/28　佐渡奉行（57）
寛保 2 （1742） 3 /28　長崎奉行（60）
寛延 1 （1748） 6 /20　西丸留守居（66）
宝暦 4 （1754） 7 /19　務を辞す（７２）
同 5 （1755） 3 /14　死去（73）

50 13 ―
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22 都筑政方

　元禄11（1698） 7 /18　家督相続（19）
同15（1702） 5 /10　大番番士（23）
宝永 1 （1704） 6 / 晦　桐間番（25）
同 5 （1708） 2 /19　小納戸（29）
同 6 （1709） 2 /21　書院番番士（30）
享保18（1733）11/15　書院番組頭（54）
元文 4 （1739） 9 /22　先手鉄炮頭（60）
宝暦 3 （1753） 5 /25　務を辞す（74）
同 4 （1754） 8 / 3 　致仕（75）
同 6 （1756） 6 /23　死去（77）

54 31 35

23 杉浦貞隣

享保12（1727） 5 /21　書院番番士（32）　
　同年 9 / 4 　家督相続（〃）
同19（1734）11/10　書院番組頭（39）
延享 1（1744） 9 /28　先手鉄炮頭（49）
宝暦 7（1757） 7 /28　西丸持筒頭（62）
同11（1761） 8 / 3 　持筒頭（66）
明和 3（1766） 3 /13　務を辞す（71）
同年 8 /16　致仕（〃）
安永 3（1774） 6 /27　死去（79）

39 7 7

24 久世広氐（忠知）

　宝永 6 （1709） 3 /12　家督相続（20）
正徳 2 （1712） 3 /26　書院番番士（23）
享保19（1734）12/11　書院番組頭（45）
元文 5 （1740） 3 /25　先手鉄炮頭（51）
宝暦 1 （1751） 9 /15　持筒頭（62）
同10（1760） 1 /11　鎗奉行（71）
同11（1761） 8 /27　務を辞す（72）
同年 9 / 6 　死去（〃）

45 22 25

25 松平幸親（尭親）

　正徳 5 （1715）12/11　家督相続（30）
享保 1 （1716） 3 /12　書院番番士（31）
同20（1735） 6 /28　書院番組頭（50）
延享 2 （1745） 1 /11　先手弓頭（60）
宝暦 3 （1753）12/22　務を辞す（68）
同 4 （1754） 4 / 4 　致仕（69）
同 6 （1756） 3 /18　死去（71）

50 19 20

26 曲渕勝延

　元禄13（1700）12/ 9 　家督相続（16）
享保 9 （1724）10/ 9 　書院番番士（40）
元文 1 （1736）10/28　書院番組頭（52）
寛延 3 （1750） 7 /11　先手弓頭（66）
宝暦 7 （1757）12/ 2 　死去（73）

52 12 36

27 川口勝保

　享保 2 （1717） 6 /27　家督相続（22）
同 4 （1719）10/18　書院番番士（24）
元文 1 （1736）11/28　書院番組頭（41）
延享 1 （1744） 4 / 5 　務を辞す（49）
同 3 （1746）11/15　死去（51）

41 17 19

28 諏訪頼均（頼臣）

享保 9（1724） 7 /26　書院番番士（33）
同年11/15　二丸書院番番士（〃）
―/―/―　西丸書院番番士（―）
元文 2（1737）10/10　西丸書院番組頭（46）　
　寛保 2（1742） 4 / 4 　家督相続（51）
延享 1（1744） 1 /28　西丸新番頭（53）
宝暦 3（1753） 4 / 7 　小普請組支配（62）
同 4（1754） 3 /14　死去（63）

46 13 - 5

29 猪飼正昌

　宝永 6 （1709）10/23　家督相続（―）
正徳 3 （1713） 3 /11　書院番番士（―）
元文 3 （1738） 4 / 9 　書院番組頭（―）
宝暦 1 （1751） 2 /28　西丸先手弓頭（―）
同 9 （1759）―/―　死去（―）

― 25 29
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30 山本正相

享保 9（1724） 7 /26　小性組番士（26）
同年11/15　二丸小性組番士（〃）
同10（1725） 6 / 1 　西丸書院番番士（27）　
　同17（1732）11/26　家督相続（34）
元文 4（1739） 7 /19　西丸書院番組頭（41）
宝暦 3（1753）12/ 6 　西丸目付（55）
同 8（1758） 7 / 8 　死去（60）

41 15 7

31 大井昌全

　―/―/―　家督相続時期不明（―）
宝永 4 （1707）12/ 4 　西丸焼火間番士（―）
同 6 （1709）10/29　大番番士（―）
正徳 1 （1711） 7 /18　桐間番番士（―）
同 3 （1713） 5 /18　書院番番士（―）
元文 4 （1739）10/ 1 　書院番組頭（―）
宝暦 4 （1754） 3 /15　先手弓頭（―）
同 6 （1756） 7 /28　死去（―）

― 32 ―

32 設楽貞根

　享保12（1727）12/23　家督相続（30）
同14（1729） 3 /27　書院番番士（32）
元文 4 （1739）11/15　書院番組頭（42）
宝暦 3 （1753）11/ 1 　新番頭（56）
同 8 （1758） 4 /15　小普請組支配（61）
明和 8 （1771） 5 /26　死去（74）

42 10 12

33 安部（安藤）信歴

　享保 2 （1717）10/ 9 　家督相続（20）
享保 9 （1724）10/ 9 　小性組番士（27）
同年11/15　二丸小性組番士（〃）
同10（1725） 6 / 1 　西丸書院番番士（28）　
　時期不明、この頃養子入　
　享保18（1733） 5 / 4 　家督相続（36）
元文 5 （1740） 3 / 5 　西丸書院番組頭（43）
延享 4 （1747） 4 /10　務を辞す（50）
同年同月21　死去（〃）

43 16 7

34 戸田忠城

宝永 6 （1709） 4 / 6 　書院番番士（19）
同年12/27　小納戸（〃）
享保 1 （1716） 5 /16　書院番番士（26）　
　同10（1725）11/ 2 　家督相続（35）
元文 5 （1740） 3 /15　書院番組頭（50）
宝暦 3 （1753） 3 /14　務を辞す（63）
同 5 （1755） 7 /25　死去（65）

50 31 15

35 松平定為

宝永 6 （1709） 4 / 6 　書院番番士（24）　
　享保 5 （1720）12/ 7 　家督相続（35）
同 9 （1724）11/15　二丸書院番番士（39）
―/―/―　西丸書院番番士（―）
寛保 2 （1742）10/28　西丸書院番組頭（57）
宝暦 4 （1754）12/28　西丸先手鉄炮頭（68）
同11（1761） 8 / 3 　先手鉄炮頭（76）
同12（1762） 3 /10　務を辞す（77）
同年同月12　死去（―）

57 33 22

36 太田資弘

　享保10（1725） 6 / 2 　家督相続（27）
同13（1728） 9 /13　西丸書院番番士（30）
延享 1 （1744） 2 /15　西丸書院番組頭（46）
宝暦 8 （1758） 4 /23　死去（60）

46 16 19

37 阿部正般（正敏）

　宝永 2 （1705）10/ 晦　家督相続（18）
享保 2 （1717） 3 /18　書院番番士（30）
延享 1 （1744） 4 /15　書院番組頭（57）
同 2 （1745） 8 /17　務を辞す（58）
同 4 （1747）10/20　死去（60）

57 27 39

38 菅沼正於

　宝永 6 （1709） 4 / 6 　書院番番士（19）　
享保14（1729） 3 /26　家督相続（39）
延享 1 （1744）10/15　書院番組頭（54）
寛延 2 （1749） 1 /28　死去（59）

54 35 15
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39 平岡資賢

宝永 6 （1709） 4 / 6 　書院番番士（18）　
　享保 9 （1724）11/ 4 　家督相続（33）
延享 2 （1745） 1 /28　書院番組頭（54）
寛延 3 （1750）10/ 7 　死去（59）

54 36 21

40 榊原長国（長徳）

宝永 6 （1709） 4 / 6 　書院番番士（17）　
　享保12（1727）12/27　家督相続（35）
延享 2 （1745） 8 /28　書院番組頭（53）
宝暦 7 （1757） 4 / 1 　先手鉄炮頭（65）
同 9 （1759） 6 /13　死去（67）

53 36 18

41 近藤用穹

宝永 6 （1709） 4 / 6 　小性組番士（17）
享保 9 （1724）11/15　二丸小性組番士（32）
同10（1725） 6 / 1 　西丸書院番番士（33）　
　寛保 2 （1742） 3 / 5 　家督相続（50）
延享 4 （1747） 5 /15　西丸書院番組頭（55）
宝暦 3 （1753） 8 /28　務を辞す（61）
明和 1 （1764） 8 /13　致仕（72）
安永 7 （1778） 4 /24　死去（86）

55 38 5

42 本多秋信（攄信）

　享保14（1729） 3 /11　家督相続（―）
同20（1735） 8 /23　書院番番士（―）
寛延 2 （1749） 3 / 1 　書院番組頭（―）
宝暦 1 （1751）10/12　召預（―）

― 14 20

43 瀬名貞栄

　宝永 2 （1705） 7 / 晦　家督相続（15）
享保 3 （1718） 3 /16　書院番番士（28）
寛延 3 （1750） 7 /20　書院番組頭（60）
宝暦12（1762）12/15　西丸先手弓頭（72）
明和 3 （1766） 2 /29　死去（76）

60 32 45

44 大久保忠頭（忠顕）

　享保10（1725） 9 / 2 　家督相続（17）
同16（1731） 3 / 5 　書院番番士（23）
寛延 3 （1750）11/ 1 　書院番組頭（42）
宝暦11（1761） 4 /26　死去（53）

42 19 25

45 服部貞陳

宝永 6 （1709） 4 / 6 　書院番番士（18）　
　正徳 3 （1713）12/27　家督相続（22）
宝暦 1 （1751）10/28　書院番組頭（60）
同 2 （1752）12/11　小普請（処罰）（61）
明和 4 （1767） 8 / 4 　致仕（76）
安永 2 （1773） 5 /26　死去（82）

60 42 38

46 村上正満

　享保17（1732）12/27　家督相続（30）
同19（1734）12/23　書院番番士（32）
宝暦 2 （1752） 3 /28　書院番組頭（50）
同 3 （1753） 2 /19　死去（51）

50 18 20

47 梶正胤

享保12（1727） 5 /21　書院番番士（30）　
　宝暦 2（1752） 8 / 4 　家督相続（55）
同年12/28　書院番組頭（〃）
同11（1761） 5 /12　務を辞す（64）
明和 3（1766）11/21　死去（69）

55 25 0

48 天野康建

　享保16（1731） 5 /11　家督相続（20）
同19（1734）12/23　書院番番士（23）
宝暦 3 （1753） 3 / 1 　書院番組頭（42）
明和 2 （1765） 1 /11　西丸先手鉄炮頭（54）
同 7 （1770） 6 /26　死去（59）

42 19 22

49 遠山景信

宝永 6 （1709） 4 / 6 　書院番番士（18）　
　享保15（1730）12/27　家督相続（39）
宝暦 3 （1753） 3 /28　書院番組頭（62）
同 4 （1754） 5 /16　務を辞す（63）
同 8 （1758）12/19　致仕（67）
同11（1761） 1 / 5 　死去（70）

62 44 23
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50 伊勢貞軽（貞恒）

　享保 8 （1723）10/29　家督相続（12）
同19（1734）11/29　西丸書院番番士（23）
宝暦 3 （1753） 9 /15　西丸書院番組頭（42）
明和 3 （1766）10/23　務を辞す（55）
同 7 （1770） 4 /22　致仕（59）
寛政 7 （1795） 5 /18　死去（84）

42 19 30

51 安藤定房（定英）

　享保19（1734）12/22　家督相続（36）
同20（1735） 8 /23　書院番番士（37）
宝暦 3 （1753）11/15　書院番組頭（55）
同 5 （1755） 2 / 4 　小普請（処罰）（57）
明和 7 （1770）12/ 6 　致仕（72）
安永 5 （1776） 4 /23　死去（78）

55 18 19

52 石尾氏記

享保20（1735） 9 /19　西丸書院番番士（27）　
　元文 2（1737）12/ 6 　家督相続（29）
宝暦 3（1753）12/15　西丸書院番組頭（45）
明和 5（1768） 4 /28　先手鉄炮頭（60）
安永 3（1774） 5 /15　新番頭（66）
同 6（1777） 6 /24　西丸留守居（69）
同 7（1778） 9 / 7 　死去（70）

45 18 16

53 山田勝之（重之）

享保 9（1724） 7 /26　書院番番士（32）　
　寛保 2（1742）11/ 5 　家督相続（50）
宝暦 4（1754） 4 / 9 　書院番組頭（62）
同 8（1758） 4 /28　日光奉行（66）
明和 1（1764） 3 /28　西丸留守居（72）
同 4（1767）12/26　旗奉行（75）
安永 6（1777） 5 /29　務を辞す（85）
同 ７（1778） 6 / 2 　死去（86）

62 30 12

54 間宮信盛

　正徳 4 （1714） 8 /23　家督相続（20）
享保 9 （1724）10/ 9 　書院番番士（30）
宝暦 4 （1754） 5 /28　書院番組頭（60）
同年12/ 5 　死去（〃）

60 30 40

55 長山直英（直幡）

　享保17（1732） 7 / 5 　家督相続（21）
元文 4 （1739） 6 / 7 　書院番番士（28）
宝暦 4 （1754）12/28　書院番組頭（43）
明和 2 （1765）11/15　先手鉄炮頭（54）
同 6 （1769）10/ 4 　佐渡奉行（58）
安永 2 （1773）12/ 5 　小普請奉行（62）
同 5 （1776） 3 /17　務を辞す（65）
同 6 （1777） 4 /14　致仕（66）
天明 4 （1784） 8 / 3 　死去（73）

43 15 22

56 能勢頼種

　享保11（1726） 6 / 3 　家督相続（24）
同13（1728） 3 /25　西丸書院番番士（26）
宝暦 5 （1755） 1 /28　西丸書院番組頭（53）
明和 7 （1770）閏 6 / 8 　西丸先手鉄炮頭（68）
安永 6 （1777）11/ 1 　死去（75）

53 27 29

57 小出有陟

　元文 4 （1739）11/27　家督相続（31）
寛延 2 （1749） 7 / 晦　書院番番士（41）
宝暦 5 （1755） 2 /15　書院番組頭（47）
同年 7 /10　死去（〃）

47 6 16

58 平岡正敬

　享保 3 （1718）12/28　家督相続（17） 
同 9 （1724）10/ 9 　書院番番士（23）
宝暦 5 （1755） 8 /15　書院番組頭（54）
明和 7 （1770） 9 / 1 　先手鉄炮頭（69）
安永 5 （1776） 8 /21　務を辞す（75）
同年 8 /27　死去（〃）

54 31 37

59 和田惟貞

　正徳 3 （1713） 8 / 9 　家督相続（13）
享保 2 （1717） 3 /18　書院番番士（17）
宝暦 7 （1757） 5 /21　書院番組頭（57）
同 8 （1758） 7 /19　死去（58）

57 40 44
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60 池田正胤（政胤）

享保20（1735） 9 /19　書院番番士（30）
　元文 3（1738） 6 / 2 　家督相続（33）
宝暦 8（1758） 5 /15　書院番組頭（53）
同12（1762） 5 /24　務を辞す（57）
明和 3（1766） 2 / 4 　死去（61）

53 23 20

61 逸見義次

　元文 1 （1736）12/ 2 　家督相続（22）
同 2 （1737）10/20　西丸書院番番士（23）
宝暦 8 （1758） 5 /15　西丸書院番組頭（44）
安永 5 （1776） 8 /12　先手鉄炮頭（62）
天明 2 （1782）11/26　務を辞す（68）
同 3 （1783） 4 / 晦　死去（69）

44 21 22

62 諏訪盛泰（盛恭、盛約）

　正徳 5 （1715） 7 /26　家督相続（10）
享保16（1731） 3 / 5 　書院番番士（26）
宝暦 8 （1758） 7 /28　書院番組頭（53）
安永 3 （1774） 7 / 5 　務を辞す（69）
天明 1 （1781） 6 /21　死去（76）

53 27 43

63 水野忠尭

　享保 8 （1723）12/26　家督相続（19）
同 9 （1724） 7 /11　書院番番士（20）
宝暦11（1761） 5 /13　書院番組頭（57）
同年10/14　死去（〃）

57 37 38

64 鵜殿長矩

　享保20（1735） 8 / 5 　家督相続（23）
元文 2 （1737） 3 /23　書院番番士（25）
宝暦11（1761） 6 / 1 　書院番組頭（49）
明和 1 （1764） 8 /16　死去（52）

49 24 26

65 仁賀保誠之

　享保12（1727）12/16　家督相続（18）
同19（1734）12/23　書院番番士（25）
宝暦11（1761）10/15　書院番組頭（52）
明和 5 （1768） 1 /11　先手鉄炮頭（59）
安永 6 （1777） 9 /14　死去（68）

52 27 34

66 堀田一龍（一勝）

　宝永 2 （1705）閏 4 /29　分家（ 6 ）
享保 9 （1724）10/ 9 　書院番番士（25）
宝暦12（1762）12/28　書院番組頭（63）
明和 4 （1767） 6 / 7 　務を辞す（68）
安永 3 （1774）10/ 9 　死去（75）

63 38 57

※『柳営補任』、『寛政重修諸家譜』より作成した。
※�番入から昇進までの期間について、 1 の戸田氏記や処罰などで職歴が途切れている者については組頭に繫がる職歴で

年数を計算した。
※�家督相続から昇進までの期間について、 8 の三宅長房や11の内藤貞恒、13の朽木長恒など、家督を相続してから組頭

に昇進するまでの職歴が途切れている者は分析の対象外とした。



84

表15　小性組組頭

No. 名前 組頭昇進までの履歴
※家督相続日時を含む 年齢

番入から昇
進までの期
間（年）

家督相続か
ら昇進まで
の期間（年）

1 本多忠英
宝永 6 （1709） 4 / 6 　小性組番士（42）　
　正徳 5 （1715） 4 /29　家督相続（48）
享保 4 （1719）11/11　小性組組頭（52）

52 10 4

2 水野忠欽
　貞享 3 （1686） 7 /10　家督相続（ 8 ）
元禄11（1698） 8 /18　小性組番士（20）
享保 5 （1720） 1 /15　小性組組頭（42）

42 22 34

3 市岡正次

元禄 4 （1691）12/12　小性組番士（21）
同 7 （1694） 2 /22　桐間番番士（24）
同年 3 /18　近習番番士（〃）
同年 5 / 6 　小性（〃）
同年閏 5 /23　小性組番士（〃）　
　同15（1702） 8 /25　家督相続（32）
享保 6 （1721） 1 /11　小性組組頭（51）

51 30 19

4 小菅正親
　元禄 5 （1692）12/12　家督相続（10）
同15（1702） 5 /10　書院番番士（20）
享保 6 （1721） 8 / 9 　小性組組頭（39）

39 19 29

5 進成睦
　元禄12（1699） 7 / 6 　家督相続（26）
同年11/25　小性組番士（〃）
享保 8 （1723） 4 / 6 　小性組組頭（50）

50 24 24

6 永見為位
　享保 3 （1718）10/19　家督相続（37）
同 4 （1719）10/18　小性組番士（38）
同 8 （1723） 6 / 6 　小性組組頭（42）

42 4 5

7 森川俊勝（重雅）

　寛文11（1671） 5 /29　分家（ 9 ）
天和 3 （1683）閏 5 / 7 　桐間番番士（21）
同年 8 /25　小性組番士（〃）
元禄 3 （1690） 9 / 1 　桐間番番士（28）
同年同月18　小普請（処罰）（〃）
同 5 （1692） 3 /18　書院番（30）
同 6 （1693） 9 /―　寄合（31）
正徳 3 （1713） 3 /19　書院番番士（51）
享保 8 （1723） 8 /11　小性組組頭（61）

61 10 ―

8 榊原職長

　元禄12（1699） 7 / 9 　家督相続（14）
同14（1701） 2 /15　桐間番番士（16）
同年 7 /21　近習番番士（〃）
同年12/ 4 　小普請（処罰）（〃）
宝永 1 （1704） 6 /11　小性組番士（19）
享保10（1725） 1 /11　小性組組頭（40）

40 21 ―

9 大 久 保 忠 恒（忠 寛、 長
救、忠民）

　正徳 1 （1711） 5 /25　家督相続（23）
享保 3 （1718） 3 /16　小性組番士（30）
同10（1725） 9 /28　小性組組頭（37）

37 7 14

10 堀直方（直知）

宝永 6 （1709） 4 / 6 　小性組番士（21）
同年12/27　小納戸（〃）
享保 1 （1716） 5 /16　小性組番士（28）　
　同 5 （1720） 5 /23　家督相続（32）
同11（1726） 7 /25　小性組組頭（38）

38 17 6

11 菅沼定勝

元禄 6 （1693）12/ 9 　小性組番士（18）
宝永 1 （1704）11/ 晦　桐間番番士（29）
同 6 （1709） 2 /21　小性組番士（34）　
　正徳 4 （1714） 6 /26　家督相続（39）
享保11（1726） 9 /11　小性組組頭（51）

51 33 12

12 長塩正徳
宝永 6 （1709） 4 / 6 　小性組番士（25）　
　享保 8 （1723） 4 / 2 　家督相続（39）
同12（1727） 1 /28　小性組組頭（43）

43 18 4
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13 堀利庸
　享保 2 （1717） 8 /16　家督相続（19）
同 4 （1719）10/18　小性組番士（21）
同12（1727）11/15　小性組組頭（29）

29 8 10

14 松平近平（昭武、近郷）
　宝永 5 （1708）11/23　家督相続（26）
享保 3 （1718） 3 /16　小性組番士（36）
同13（1728） 5 /15　小性組組頭（46）

46 10 20

15 神保忠正
　宝永 7 （1710）10/22　家督相続（14）
享保 4 （1719）10/18　小性組番士（23）
同15（1730） 2 /28　小性組組頭（34）

34 11 20

16 安部信之（信福）
宝永 6 （1709） 4 / 6 　小性組番士（24）　
　享保 9 （1724）閏 4 / 2 　家督相続（39）
同16（1731） 8 /28　小性組組頭（46）

46 22 7

17 山田利延
　宝永 6 （1709） 5 /16　家督相続（ 9 ）
享保 4 （1719）10/18　小性組番士（19）
同19（1734） 4 /15　小性組組頭（34）

34 15 25

18 山高信礼（信知）
元禄15（1702）12/21　小性組番士（23）　
　正徳 3 （1713） 5 / 晦　家督相続（34）
享保20（1735） 2 /15　小性組組頭（56）

56 33 22

19 加藤正景
　享保 1 （1716） 8 /19　家督相続（23）
同 4 （1719）10/18　小性組番士（26）
同20（1735） 3 /12　小性組組頭（42）

42 16 19

20 山木正信
　元禄12（1699）12/ 9 　家督相続（ 4 ）
享保 4 （1719）10/18　小性組番士（24）
同20（1735）10/ 1 　小性組組頭（40）

40 16 36

21 武田信温
　享保 9 （1724） 5 /25　家督相続（18）
同10（1725）10/ 9 　小性組番士（19）
同20（1735）10/ 1 　小性組組頭（29）

29 10 11

22 渥美友武
　享保 8 （1723） 5 / 2 　家督相続（28）
同 9 （1724）10/ 9 　小性組番士（29）
元文 1 （1736） 9 /28　小性組組頭（41）

41 12 13

23 菅谷政鋪
　享保10（1725）12/16　家督相続（24）
同16（1731） 3 / 5 　小性組番士（30）
元文 1 （1736）11/28　小性組組頭（35）

35 5 11

24 戸田直之
　享保 1 （1716） 3 / 2 　家督相続（17）
同 9 （1724）10/ 9 　小性組番士（25）
元文 2 （1737）閏11/18　小性組組頭（38）

38 13 21

25 大橋親義
　享保 7 （1722） 5 / 2 　家督相続（―）
同16（1731） 3 / 5 　小性組番士（―）
元文 2 （1737）閏11/18　西丸小性組組頭（―）

― 6 15

26 大津勝岑

宝永 6 （1709） 4 / 6 　桐間番番士（18）
正徳 3 （1713） 5 /18　小性組番士（22）　
　享保 3 （1718） 8 / 9 　家督相続（27）
元文 3 （1738） 2 /28　小性組組頭（47）

47 29 20

27 脇坂安繁

　正徳 4 （1714）11/29　家督相続（10）
享保 9 （1724）10/ 9 　小性組番士（20）
元文 2 （1737）閏11/22　西丸小性組番士（33）
同 3 （1738） 2 /28　西丸小性組組頭（34）

34 14 24

28 織田信興（信義）
　享保13（1728）10/ 9 　家督相続（21）
同20（1735） 4 / 9 　小性組番士（28）
元文 3 （1738） 7 /23　小性組組頭（31）

31 3 10

29 田中勝方（勝芳）
　正徳 2 （1712） 8 /27　家督相続（18）
享保 4 （1719）10/18　小性組番士（25）
元文 4 （1739） 2 / 3 　小性組組頭（45）

45 20 27

30 桜井政甫

享保12（1727） 5 /21　小性組番士（17）
元文 2（1737）閏11/22　西丸小性組番士（27）
寛保 1（1741） 1 /28　西丸小性組組頭（31）　
　延享 1（1744）11/20　家督相続（34）

31 14 - 3
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31 山本雅攄（久儔、正方）
享保15（1730） 8 /19　小性組番士（31）　
　同17（1732）12/27　家督相続（33）
寛保 2（1742） 6 /21　小性組組頭（43）

43 12 10

32 牟礼菖貞（葛貞）

享保15（1730） 8 /19　小性組番士（36）　
　元文 2（1737）11/ 3 　家督相続（43）
同年閏11/22　西丸小性組番士（〃）
寛保 2（1742）10/15　西丸小性組組頭（48）

48 12 5

33 坂部明之
享保12（1727） 5 /21　小性組番士（27）　
　元文 3（1738） 5 / 3 　家督相続（38）
寛保 3（1743） 5 / 1 　小性組組頭（43）

43 16 5

34 松平正輔（正盛）
　宝永 5 （1708）11/27　家督相続（ 9 ）
享保 9 （1724）10/ 9 　小性組番士（25）
延享 2 （1745） 9 / 1 　吉宗附小性組組頭（46）

46 21 37

35 赤井忠通（忠道）
享保 9（1724） 7 /26　小性組番士（27）　
　同15（1730） 8 / 5 　家督相続（33）
延享 3（1746） 5 / 1 　小性組組頭（49）

49 22 16

36 別所貢長
　元禄11（1698）12/18　家督相続（12）
宝永 3 （1706） 7 /21　小性組番士（20）
延享 3 （1746） 7 / 1 　小性組組頭（60）

60 40 48

37 松平勝周（重煕）
　享保13（1728）10/ 9 　家督相続（34）
寛保 1 （1741）10/28　西丸小性組番士（47）
寛延 1 （1748） 5 / 1 　西丸小性組組頭（54）

54 7 20

38 有馬純意
　享保11（1726） 7 /18　家督相続（28）
延享 2 （1745） 9 /13　小性組番士（47）
寛延 1 （1748）10/ 1 　小性組組頭（50）

50 3 22

39 大久保康致
　享保 8 （1723） 4 / 2 　家督相続（17）
同 9 （1724）10/ 9 　小性組番士（18）
寛延 2 （1749） 6 /12　小性組組頭（43）

43 25 26

40 宅間良豊

　享保 1 （1716）11/29　家督相続（20）
同 4 （1719）10/18　小性組番士（23）
元文 2 （1737）閏11/22　西丸小性組番士（41）
寛延 3 （1750） 3 /27　西丸小性組組頭（54）

54 31 34

41 田付景林（定泒）
享保15（1730） 8 /19　小性組番士（22）
寛延 3（1750）11/ 1 　小性組組頭（42）　
　宝暦 5（1755） 6 / 3 　家督相続（47）

42 20 - 5

42 坪内定央
　寛保 2 （1742）10/ 3 　家督相続（32）
延享 2 （1745） 9 /13　小性組番士（35）
寛延 3 （1750）12/ 1 　小性組組頭（40）

40 5 8

43 稲葉正長（正英）
　寛保 2 （1742） 9 / 3 　家督相続（37）
延享 2 （1745） 9 /13　小性組番士（40）
宝暦 2 （1752） 2 /28　小性組組頭（47）

47 7 10

44 久世広慶
　享保 6 （1721）10/11　家督相続（18）
同 9 （1724）10/ 9 　小性組番士（21）
宝暦 4 （1754） 6 /28　小性組組頭（51）

51 30 33

45 遠山康英（安英）
享保12（1727） 5 /21　小性組番士（22）　
　延享 3（1746）10/ 2 　家督相続（41）
宝暦 5（1755） 3 / 1 　小性組組頭（50）

50 28 9

46 神尾（神保）長勝

享保15（1730） 8 /19　小性組番士（14）　
　元文 1（1736）12/29　家督相続（20）
同 2（1737）閏11/18　西丸小性組番士（21）
宝暦 5（1755） 8 /28　西丸小性組組頭（39）
※年齢につき、『寛政譜』に若干の誤差アリ

39 25 19

47 天野富房

　享保 8 （1723） 9 / 2 　家督相続（20）
同 9 （1724）10/ 9 　大番番士（21）
同16（1731） 6 /29　小性組番士（28）
宝暦 6 （1756） 4 /15　小性組組頭（53）

53 32 33
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惣
領
番
入
制
度
に
よ
っ
て
両
番
番
士
と
な
り
、
そ
の
後
書
院
番
組
頭
に
昇
進

し
た
者
は
、
杉
浦
貞
隣
（
表
14
の
23
）、
諏
訪
頼
均
（
表
14
の
28
）、
山
本
正
相

（
表
14
の
30
）、
梶
正
胤
（
表
14
の
47
）、
石
尾
氏
記
（
表
14
の
52
）、
山
田
勝
之

（
表
14
の
53
）、
池
田
正
胤
（
表
14
の
60
）、
以
上
七
人
で
あ
る
。
こ
の
内
、
杉
浦

貞
隣
は
番
入
し
た
年
に
家
督
を
相
続
し
、
石
尾
氏
記
や
池
田
正
胤
、
山
本
正
相

も
番
入
し
て
か
ら
十
年
未
満
で
家
督
を
相
続
し
て
お
り
、
家
督
相
続
を
経
て
番

入
し
た
後
に
書
院
番
組
頭
に
昇
進
し
た
者
と
の
差
異
を
見
出
す
の
は
難
し
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
梶
正
胤
は
二
十
五
年
、
山
田
勝
之
は
十
八
年
の
間
、
惣
領
と

し
て
書
院
番
番
士
を
勤
め
た
後
に
家
督
を
相
続
し
て
い
る
。
梶
正
胤
の
場
合
は

家
督
を
相
続
し
た
直
後
（
五
ヶ
月
後
）
に
書
院
番
組
頭
に
昇
進
し
て
お
り
、
相

続
前
か
ら
の
書
院
番
番
士
の
勤
務
年
数
が
影
響
し
て
い
る
も
の
と
推
察
さ
れ

る
。
ま
た
、
諏
訪
頼
均
は
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
に
番
入
し
て
十
三
年
後
の

元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
に
西
丸
書
院
番
組
頭
に
昇
進
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は

家
督
を
相
続
す
る
五
年
前
に
あ
た
る
。
両
者
と
も
、
惣
領
番
入
制
度
を
十
分
に

活
か
し
た
経
歴
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

惣
領
番
入
制
度
に
よ
っ
て
番
入
し
、
そ
の
後
小
性
組
組
頭
に
昇
進
し
た
者

は
、
桜
井
政
甫
（
表
15
の
30
）、
山
本
雅
攄
（
表
15
の
31
）、
牟
礼
菖
貞
（
表
15
の

32
）、
坂
部
明
之
（
表
15
の
33
）、
赤
井
忠
通
（
表
15
の
35
）、
田
付
景
林
（
表
15

の
41
）、
遠
山
康
英
（
表
15
の
45
）、
神
尾
長
勝
（
表
15
の
46
）、
小
長
谷
政
芳
（
表

15
の
50
）、
朝
岡
興
戸
（
表
15
の
52
）、
以
上
十
名
で
あ
る
。
こ
の
内
、
山
本
雅

攄
、
牟
礼
菖
貞
、
赤
井
忠
通
、
神
尾
長
勝
、
小
長
谷
政
芳
は
番
入
後
十
年
未
満

48 松平近富
　享保19（1734） 4 / 2 　家督相続（34）
延享 2 （1745） 9 /13　小性組番士（45）
宝暦 7 （1757）11/ 1 　小性組組頭（57）

57 12 23

49 大久保忠厚（忠行）
　延享 2 （1745） 9 /18　家督相続（25）
寛延 2 （1749） 4 / 4 　小性組番士（29）
宝暦 7 （1757）12/24　小性組組頭（37）

37 8 12

50 小長谷政芳（友清）

享保15（1730） 8 /19　小性組番士（20）　
　同16（1731） 9 / 5 　家督相続（21）
元文 2（1737）閏11/22　西丸小性組番士（27）
宝暦 8（1758）11/28　西丸小性組組頭（48）

48 28 27

51 小出英通
　元文 1 （1736） 3 / 2 　家督相続（30）
延享 2 （1745） 9 /13　小性組番士（39）
宝暦10（1760） 5 / 6 　小性組組頭（54）

54 15 24

52 朝岡興戸
享保20（1735） 9 /19　小性組番士（33）　
　宝暦 1（1751）11/ 4 　家督相続（49）
同12（1762） 2 / 4 　小性組組頭（60）

60 27 11

53 清水政意（義永）

　享保16（1731） 5 /11　家督相続（11）
寛保 1 （1741）10/28　西丸小性組番士（21）
宝暦11（1761） 8 / 3 　小性組番士（41）
同12（1762）12/15　西丸小性組番士（42）
同13（1763） 8 /15　西丸小性組組頭（43）

43 22 32

54 織田信方
　寛延 1 （1748） 8 /14　家督相続（31）
同年 9 /21　小性組番士（〃）
宝暦13（1763） 9 /15　小性組組頭（46）

46 15 15

※『柳営補任』、『寛政重修諸家譜』より作成した。
※ 7 の森川俊勝や 8 の榊原職長など、処罰などで職歴が途切れている者については組頭に繫がる職歴で年数を計算した。
※�7 の森川俊勝、 8 の榊原職長は家督を相続してから組頭に昇進するまでに職歴が途切れているので分析の対象外とし

た。
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で
家
督
を
相
続
し
て
お
り
、
家
督
相
続
後
に
番
入
し
て
い
た
と
し
て
も
大
差
は

無
か
ろ
う
。
惣
領
番
入
制
度
に
よ
る
番
入
の
時
期
と
家
督
相
続
の
時
期
と
の
間

に
十
年
以
上
の
差
が
あ
る
者
は
坂
部
明
之
、
遠
山
康
英
、
朝
岡
興
戸
で
あ
る
。

特
に
朝
岡
興
戸
の
場
合
、
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
に
三
十
三
歳
で
小
性
組

番
士
と
な
り
、
そ
の
十
六
年
後
に
家
督
を
相
続
（
四
十
九
歳
）、
さ
ら
に
十
一

年
後
に
小
性
組
組
頭
に
昇
進
す
る
が
（
六
十
歳
）、
死
亡
す
る
の
は
そ
の
翌
年

で
あ
る
（
宝
暦
十
三
年
、
六
十
一（

57
）歳）。

惣
領
時
代
の
小
性
組
番
士
の
勤
務
年
数

の
加
算
が
無
け
れ
ば
組
頭
に
昇
進
出
来
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
前

段
で
取
り
上
げ
た
惣
領
の
内
に
書
院
番
組
頭
に
昇
進
し
た
諏
訪
頼
均
の
様
に
、

桜
井
政
甫
と
田
付
景
林
は
い
ず
れ
も
惣
領
の
内
に
小
性
組
組
頭
に
昇
進
し
て
お

り
、
家
督
相
続
ま
で
番
入
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
と
の
差
は
大
き
い
と
い
え

る
。

　

こ
の
様
に
、
惣
領
番
入
制
度
に
よ
っ
て
番
入
し
て
か
ら
家
督
を
相
続
す
る
ま

で
の
期
間
が
長
い
者
ほ
ど
、
同
制
度
の
恩
恵
は
際
だ
つ
。
惣
領
の
内
に
昇
進
出

来
た
諏
訪
頼
均
・
桜
井
政
甫
・
田
付
景
林
に
至
っ
て
は
、
惣
領
番
入
制
度
の
活

用
を
抜
き
に
し
て
は
あ
り
得
な
い
経
歴
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

２　

番
士
か
ら
組
頭
に
昇
進
し
た
者
全
体
の
検
討

　

本
節
で
は
両
番
番
士
か
ら
両
番
組
頭
に
昇
進
し
た
者
全
体
の
中
で
、
惣
領
番

入
制
度
を
通
じ
て
番
入
し
そ
の
後
両
番
組
頭
に
昇
進
し
た
者
の
位
置
づ
け
を
行

う
（
対
象
期
間
は
１
と
同
じ
く
享
保
～
宝
暦
年
間
）。

　

ま
ず
、
両
番
番
士
か
ら
両
番
組
頭
に
昇
進
し
た
時
点
で
、
家
督
相
続
を
経
て

番
入
し
そ
の
後
両
番
組
頭
に
昇
進
し
た
者
、
総
番
入
制
度
に
よ
っ
て
番
入
し
そ

の
後
両
番
組
頭
に
昇
進
し
た
者
、
惣
領
番
入
制
度
に
よ
っ
て
番
入
し
そ
の
後
両

番
組
頭
に
昇
進
し
た
者
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
を
比
較
す
る
。
図
１
は
表
14
を
元

に
作
成
し
た
、
両
番
番
士
か
ら
書
院
番
組
頭
に
昇
進
し
た
際
の
そ
れ
ぞ
れ
の
年

齢
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
三
十
五
歳
で
昇
進
し
た
長
谷
川
正
誠
か
ら
六
十

三
歳
の
堀
田
一
龍
ま
で
、
相
当
な
開
き
が
あ
る
が
、
四
十
代
か
ら
五
十
代
の
間

に
昇
進
し
た
者
が
多
い
こ
と
が
分
か
る
（
平
均
四
十
九
・
四
歳
）。
ま
た
、
図
２

は
表
15
を
元
に
作
成
し
た
、
両
番
番
士
か
ら
小
性
組
組
頭
に
昇
進
し
た
際
の
そ

れ
ぞ
れ
の
年
齢
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
二
十
九
歳
で
昇
進
し
た
堀
利
庸
・

武
田
信
温
か
ら
六
十
一
歳
で
昇
進
し
た
森
川
俊
勝
ま
で
、
や
は
り
相
当
の
開
き

が
あ
る
が
、
三
十
代
か
ら
五
十
代
ま
で
の
間
に
昇
進
し
た
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
。
昇
進
時
の
平
均
年
数
は
四
十
四
・
五
歳
で
あ
り
、
書
院
番
組
頭
に
比
し
て

若
干
若
い
。
双
方
に
共
通
す
る
傾
向
と
し
て
は
、
家
督
相
続
を
経
て
番
入
し
そ

の
後
両
番
組
頭
に
昇
進
し
た
者
、
総
番
入
制
度
に
よ
っ
て
番
入
し
そ
の
後
両
番

組
頭
に
昇
進
し
た
者
、
惣
領
番
入
制
度
に
よ
っ
て
番
入
し
そ
の
後
両
番
組
頭
に

昇
進
し
た
者
、
そ
れ
ぞ
れ
昇
進
時
の
年
齢
に
さ
ほ
ど
の
偏
り
が
見
ら
れ
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

次
に
、
番
入
し
て
か
ら
両
番
組
頭
に
昇
進
す
る
ま
で
の
期
間
を
比
較
し
た

い
。
図
３
は
表
14
を
元
に
作
成
し
た
、
番
入
か
ら
書
院
番
組
頭
昇
進
ま
で
に
要

し
た
年
数
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
総
番
入
制
度
に
よ
り
番
入
し
そ
の
後
書
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図 １　書院番組頭昇進時の年齢

※表14から作成した。
※� は家督相続を経て番入した者、 は総番入制度により番入した者、 は惣領番入制度により番入した者であ

る。ただし、11の内藤貞恒は総番入ではあるものの組頭までに職歴が途切れているため、家督相続を経て番入をした
者として扱っている。

※氏名左にある番号は表14の番号に対応している。
※氏名右の年月日はそれぞれの組頭昇進年月日である。
※�『寛政重修諸家譜』からは 1 の戸田氏記、29の猪飼正昌、31の大井昌全、42の本多秋信の年齢が不明であるため、平

均年齢の割り出しから除外した。

16 長谷川正誠…享保 15/10/28
4 大岡忠恒（忠易）…享保 4/11/11

5 三枝守信…享保 6/1/11
12 能勢頼族（頼庸）…享保 12/ 閏 1/28

2 松野防義（眆義、昉義、助久）…享保 3/6/28
19 奥津忠季…享保 16/8/15
23 杉浦貞隣…享保 19/11/10
6 秋元賀朝…享保 6/2/28

20 逸見義教（信興）…享保 17/2/5
27 川口勝保…元文 1/11/28
30 山本正相…元文 4/7/19
32 設楽貞根…元文 4/11/15

44 大久保忠頭（忠顕）…寛延 3/11/1
48 天野康建…宝暦 3/3/1

50 伊勢貞軽（貞恒）…宝暦 3/9/15
33 安部（安藤）信歴…元文 5/3/5

55 長山直英（直幡）…宝暦 4/12/28
17 美濃部茂存（茂孝）…享保 15/12/15

61 逸見義次…宝暦 8/5/15
24 久世広氐（忠知）…享保 19/12/11

52 石尾氏記…宝暦 3/12/15
28 諏訪頼均（頼臣）…元文 2/10/10

36 太田資弘…延享 1/2/15
57 小出有陟…宝暦 5/2/15
9 石尾氏茂…享保 9/10/9

14 溝口填勝 ( 勝封 )…享保 13/7/11
15 久貝俊斎…享保 14/11/28
64 鵜殿長矩…宝暦 11/6/1

21 田付景彪（規矩、景　）…享保 17/4/1
25 松平幸親（尭親）…享保 20/6/28

34 戸田忠城…元文 5/3/15
46 村上正満…宝暦 2/3/28
10 戸田忠就…享保 9/12/15

13 朽木長恒（長綱）…享保 12/5/28
26 曲渕勝延…元文 1/10/28

65 仁賀保誠之…宝暦 11/10/15
8 三宅長房…享保 8/4/6

40 榊原長国（長徳）…延享 2/8/28
56 能勢頼種…宝暦 5/1/28

60 池田正胤（政胤）…宝暦 8/5/15
62 諏訪盛泰（盛恭、盛約）…宝暦 8/7/28

22 都筑政方…享保 18/11/15
38 菅沼正於…延享 1/10/15
39 平岡資賢…延享 2/1/28
58 平岡正敬…宝暦 5/8/15
18 栗原利規…享保 16/5/28
41 近藤用穹…延享 4/5/15
47 梶正胤…宝暦 2/12/28

51 安藤定房（定英）…宝暦 3/11/15
35 松平定為…寛保 2/10/28

37 阿部正般（正敏）…延享 1/4/15
59 和田惟貞…宝暦 7/5/21
63 水野忠尭…宝暦 11/5/13
3 川勝隆明…享保 4/7/4

7 高城清胤（宗胤）…享保 7/5/9
11 内藤貞恒…享保 10/7/28
43 瀬名貞栄…寛延 3/7/20
45 服部貞陳…宝暦 1/10/28
54 間宮信盛…宝暦 4/5/28
49 遠山景信…宝暦 3/3/28

53 山田勝之（重之）…宝暦 4/4/9
66 堀田一龍（一勝）…宝暦 12/12/28
1 戸田氏記（氏紀）…享保 2/2/21

29 猪飼正昌…元文 3/4/9
31 大井昌全…元文 4/10/1

42 本多秋信（攄信）…寛延 2/3/1

平均年齢49.4歳

35
36
37
37
38
38
39
40
41
41
41
42
42
42
42
43
43
44
44
45
45
46
46
47
48
48
49
49
50
50
50
50
51
52
52
52
53
53
53
53
53
54
54
54
54
55
55
55
55
57
57
57
57
58
58
58
60
60
60
62
62
63
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図 ２　小性組組頭昇進時の年齢

※表15より作成した。
※� は家督相続を経て番入した者、 は総番入制度により番入した者、 は惣領番入制度により番入した者であ

る。
※氏名左にある番号は表15の番号に対応している。
※氏名右の年月日はそれぞれの組頭昇進年月日である。
※『寛政重修諸家譜』からは25の大橋親義の年齢が不明であるため、平均年齢の割り出しからは除外した。

29
29
31

35
37
37
38
38
39
39
40
40
40
41
42
42
42
42
43
43
43
43
43
45
46
46
46
46
47
47
48
48
49
50
50
50
51
51
51
52
53
54
54
54
56
57
60
60
61

13 堀利庸…享保 12/11/15
21 武田信温…享保 20/10/1

28 織田信興（信義）…元文 3/7/23

34
34
34

15 神保忠正…享保 15/2/28
17 山田利延…享保 19/4/15
27 脇坂安繁…元文 3/2/28

3130 桜井政甫…寛保 1/1/28

23 菅谷政鋪…元文 1/11/28
9 大久保忠恒（忠寛、長救、忠民）…享保 10/9/28

49 大久保忠厚（忠行）…宝暦 7/12/24
10 堀直方（直知）…享保 11/7/25
24 戸田直之…元文 2/ 閏 11/18

4 小菅正親…享保 6/8/9
46 神尾（神保）長勝…宝暦 5/8/28

8 榊原職長…享保 10/1/11
20 山木正信…享保 20/10/1
42 坪内定央…寛延 3/12/1
22 渥美友武…元文 1/9/28
2 水野忠欽…享保 5/1/15
6 永見為位…享保 8/6/6

19 加藤正景…享保 20/3/12
41 田付景林（定　）…寛延 3/11/1

12 長塩正徳…享保 12/1/28
31 山本雅攄（久儔、正方）…寛保 2/6/21

33 坂部明之…寛保 3/5/1
39 大久保康致…寛延 2/6/12

53 清水政意（義永）…宝暦 13/8/15
29 田中勝方（勝芳）…元文 4/2/3

14 松平近平（昭武、近郷）…享保 13/5/15
16 安部信之（信福）…享保 16/8/28
34 松平正輔（正盛）…延享 2/9/1

54 織田信方…宝暦 13/9/15
26 大津勝岑…元文 3/2/28

43 稲葉正長（正英）…宝暦 2/2/28
32 牟礼菖貞（葛貞）…寛保 2/10/15
50 小長谷政芳（友清）…宝暦 8/11/28

35 赤井忠通（忠道）…延享 3/5/1
5 進成睦…享保 8/4/6

38 有馬純意…寛延 1/10/1
45 遠山康英（安英）…宝暦 5/3/1

3 市岡正次…享保 6/1/11
11 菅沼定勝…享保 11/9/11
44 久世広慶…宝暦 4/6/28
1 本多忠英…享保 4/11/11
47 天野富房…宝暦 6/4/15

37 松平勝周（重煕）…寛延 1/5/1
40 宅間良豊…寛延 3/3/27
51 小出英通…宝暦 10/5/6

18 山高信礼（信知）…享保 20/2/15
48 松平近富…宝暦 7/11/1
36 別所貢長…延享 3/7/1
52 朝岡興戸…宝暦 12/2/4

7 森川俊勝（重雅）…享保 8/8/11
25 大橋親義…元文 2/ 閏 11/18

平均44.5歳
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図 ３　番入から書院番組頭昇進までの年数

※表14より作成した。
※� は家督相続を経て番入した者、 は総番入制度により番入した者、 は惣領番入制度により番入した者である。ただし、

11の内藤貞恒は総番入ではあるものの組頭までに職歴が途切れているため、家督相続を経て番入をした者として扱っている。
※氏名左にある番号は表14の番号に対応している。
※氏名右の年月日はそれぞれの組頭昇進年月日である。
※�1 の戸田氏記や10の戸田忠就など、処罰などで職歴が途切れている者については組頭に繫がる職歴で平均値を計算している。
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6
6
6
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19
21
22
23
23
23
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27
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31
31
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32
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36
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13 朽木長恒（長綱）…享保 12/5/28
9 石尾氏茂…享保 9/10/9
11 内藤貞恒…享保 10/7/28

16 長谷川正誠…享保 15/10/28
57 小出有陟…宝暦 5/2/15
23 杉浦貞隣…享保 19/11/10

32 設楽貞根…元文 4/11/15
92 松野防義（眆義、昉義、助久）…享保 3/6/28

6 秋元賀朝…享保 6/2/28
26 曲渕勝延…元文 1/10/28

1 戸田氏記（氏紀）…享保 2/2/21
4 大岡忠恒（忠易）…享保 4/11/11
14 溝口填勝（勝封）…享保 13/7/11

19 奥津忠季…享保 16/8/15
21 田付景彪（規矩、景　）…享保 17/4/1

28 諏訪頼均（頼臣）…元文 2/10/10
42 本多秋信（攄信）…寛延 2/3/1

30 山本正相…元文 4/7/19
55 長山直英（直幡）…宝暦 4/12/28

5 三枝守信…享保 6/1/11
10 戸田忠就…享保 9/12/15

33 安部（安藤）信歴…元文 5/3/5
36 太田資弘…延享 1/2/15
27 川口勝保…元文 1/11/28

12 能勢頼族（頼庸）…享保 12/ 閏 1/28
46 村上正満…宝暦 2/3/28

51 安藤定房（定英）…宝暦 3/11/15
52 石尾氏記…宝暦 3/12/15

25 松平幸親（尭親）…享保 20/6/28
4 4 大久保忠頭（忠顕）…寛延 3/11/1

48 天野康建…宝暦 3/3/1
50 伊勢貞軽（貞恒）…宝暦 3/9/15

61 逸見義次…宝暦 8/5/15
24 久世広氐（忠知）…享保 19/12/11

15 久貝俊斎…享保 14/11/28
20 逸見義教（信興）…享保 17/2/5
60 池田正胤（政胤）…宝暦 8/5/15

64 鵜殿長矩…宝暦 11/6/1
7 高城清胤（宗胤）…享保 7/5/9

17 美濃部茂存（茂孝）…享保 15/12/15
29 猪飼正昌…元文 3/4/9
47 梶正胤…宝暦 2/12/28

18 栗原利規…享保 16/5/28
37 阿部正般（正敏）…延享 1/4/15

56 能勢頼種…宝暦 5/1/28
62 諏訪盛泰（盛恭、盛約）…宝暦 8/7/28

65 仁賀保誠之…宝暦 11/10/15
3 川勝隆明…享保 4/7/4

53 山田勝之（重之）…宝暦 4/4/9
54 間宮信盛…宝暦 4/5/28
22 都筑政方…享保 18/11/15
34 戸田忠城…元文 5/3/15
58 平岡正敬…宝暦 5/8/15
8 三宅長房…享保 8/4/6

31 大井昌全…元文 4/10/1
43 瀬名貞栄…寛延 3/7/20
35 松平定為…寛保 2/10/28
38 菅沼正於…延享 1/10/15
39 平岡資賢…延享 2/1/28

40 榊原長国（長徳）…延享 2/8/28
63 水野忠尭…宝暦 11/5/13
41 近藤用穹…延享 4/5/15

66 堀田一龍（一勝）…宝暦 12/12/28
59 和田惟貞…宝暦 7/5/21
45 服部貞陳…宝暦 1/10/28
49 遠山景信…宝暦 3/3/28

平均22.0年
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図 ４　番入から小性組組頭昇進までの年数

※表15より作成した。
※� は家督相続を経て番入した者、 は総番入制度により番入した者、 は惣領番入制度により番入した者であ

る。
※氏名左にある番号は表15の番号に対応している。
※氏名右の年月日はそれぞれの組頭昇進年月日である。
※�7 の森川俊勝や 8 の榊原職長など、処罰などで職歴が途切れている者については組頭に繫がる職歴で平均値を計算し

ている。
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7
7
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40

28 織田信興（信義）…元文 3/7/23
38 有馬純意…寛延 1/10/1
6 永見為位…享保 8/6/6

23 菅谷政鋪…元文 1/11/28
42 坪内定央…寛延 3/12/1

25 大橋親義…元文 2/ 閏 11/18
9 大久保忠恒（忠寛、長救、忠民）…享保 10/9/28

37 松平勝周（重煕）…寛延 1/5/1
43 稲葉正長（正英）…宝暦 2/2/28

13 堀利庸…享保 12/11/15
49 大久保忠厚（忠行）…宝暦 7/12/24

1 本多忠英…享保 4/11/11
7 森川俊勝（重雅）…享保 8/8/11

14 松平近平（昭武、近郷）…享保 13/5/15
21 武田信温…享保 20/10/1
15 神保忠正…享保 15/2/28
22 渥美友武…元文 1/9/28

31 山本雅攄（久儔、正方）…寛保 2/6/21
32 牟礼菖貞（葛貞）…寛保 2/10/15

48 松平近富…宝暦 7/11/1
24 戸田直之…元文 2/ 閏 11/18

27 脇坂安繁…元文 3/2/28

17 山田利延…享保 19/4/15
51 小出英通…宝暦 10/5/6
54 織田信方…宝暦 13/9/15
19 加藤正景…享保 20/3/12
20 山木正信…享保 20/10/1
33 坂部明之…寛保 3/5/1

10 堀直方（直知）…享保 11/7/25

1430 桜井政甫…寛保 1/1/28

12 長塩正徳…享保 12/1/28
4 小菅正親…享保 6/8/9

29 田中勝方（勝芳）…元文 4/2/3
41 田付景林（定　）…寛延 3/11/1

8 榊原職長…享保 10/1/11
34 松平正輔（正盛）…延享 2/9/1

2 水野忠欽…享保 5/1/15
16 安部信之（信福）…享保 16/8/28
35 赤井忠通（忠道）…延享 3/5/1
53 清水政意（義永）…宝暦 13/8/15

5 進成睦…享保 8/4/6
39 大久保康致…寛延 2/6/12

46 神尾（神保）長勝…宝暦 5/8/28
52 朝岡興戸…宝暦 12/2/4

45 遠山康英（安英）…宝暦 5/3/1
50 小長谷政芳（友清）…宝暦 8/11/28

26 大津勝岑…元文 3/2/28
3 市岡正次…享保 6/1/11
44 久世広慶…宝暦 4/6/28
40 宅間良豊…寛延 3/3/27
47 天野富房…宝暦 6/4/15
11 菅沼定勝…享保 11/9/11

18 山高信礼（信知）…享保 20/2/15
36 別所貢長…延享 3/7/1

平均17.3年
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図 ５　家督相続から書院番組頭昇進までの年数

※表14から作成した。
※� は家督相続を経て番入した者、 は総番入制度により番入した者、 は惣領番入制度により番入した者であ

る。
※氏名左にある番号は表14の番号に対応している。
※氏名右の年月日はそれぞれの組頭昇進年月日である。
※�8 の三宅長房や11の内藤貞恒、13の朽木長恒など、家督を相続してから組頭に昇進するまでの職歴が途切れている者

は平均値の計算から除いている。
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57

28 諏訪頼均（頼臣）…元文 2/10/10
47 梶正胤…宝暦 2/12/28

2 松野防義（眆義、昉義、助久）…享保 3/6/28
6 秋元賀朝…享保 6/2/28

10 戸田忠就…享保 9/12/15
12 能勢頼族（頼庸）…享保 12/ 閏 1/28

3 川勝隆明…享保 4/7/4
41 近藤用穹…延享 4/5/15
23 杉浦貞隣…享保 19/11/10
30 山本正相…元文 4/7/19

33 安部 ( 安藤 ) 信歴…元文 5/3/5
5 三枝守信…享保 6/1/11

1 戸田氏記（氏紀）…享保 2/2/21
32 設楽貞根…元文 4/11/15

53 山田勝之（重之）…宝暦 4/4/9
34 戸田忠城…元文 5/3/15
38 菅沼正於…延享 1/10/15
9 石尾氏茂…享保 9/10/9
52 石尾氏記…宝暦 3/12/15
57 小出有陟…宝暦 5/2/15

16 長谷川正誠…享保 15/10/28
14 溝口填勝（勝封）…享保 13/7/11
20 逸見義教（信興）…享保 17/2/5
40 榊原長国（長徳）…延享 2/8/28

27 川口勝保…元文 1/11/28
36 太田資弘…延享 1/2/15

51 安藤定房（定英）…宝暦 3/11/15
25 松平幸親（尭親）…享保 20/6/28
42 本多秋信（攄信）…寛延 2/3/1

46 村上正満…宝暦 2/3/28
60 池田正胤（政胤）…宝暦 8/5/15

39 平岡資賢…延享 2/1/28
4 大岡忠恒（忠易）…享保 4/11/11

35 松平定為…寛保 2/10/28
48 天野康建…宝暦 3/3/1

55 長山直英（直幡）…宝暦 4/12/28
61 逸見義次…宝暦 8/5/15
49 遠山景信…宝暦 3/3/28
15 久貝俊斎…享保 14/11/28

24 久世広氐（忠知）…享保 19/12/11
44 大久保忠頭（忠顕）…寛延 3/11/1

64 鵜殿長矩…宝暦 11/6/1
19 奥津忠季…享保 16/8/15

7 高城清胤（宗胤）…享保 7/5/9
29 猪飼正昌…元文 3/4/9
56 能勢頼種…宝暦 5/1/28

50 伊勢貞軽（貞恒）…宝暦 3/9/15
17 美濃部茂存（茂孝）…享保 15/12/15

65 仁賀保誠之…宝暦 11/10/15
22 都筑政方…享保 18/11/15
26 曲渕勝延…元文 1/10/28
58 平岡正敬…宝暦 5/8/15
45 服部貞陳…宝暦 1/10/28
63 水野忠尭…宝暦 11/5/13

37 阿部正般（正敏）…延享 1/4/15
54 間宮信盛…宝暦 4/5/28

62 諏訪盛泰（盛恭、盛約）…宝暦 8/7/28
59 和田惟貞…宝暦 7/5/21
43 瀬名貞栄…寛延 3/7/20

66 堀田一龍（一勝）…宝暦 12/12/28
8 三宅長房…享保 8/4/6

11 内藤貞恒…享保 10/7/28
13 朽木長恒（長綱）…享保 12/5/28

18 栗原利規…享保 16/5/28
21 田付景彪（規矩、景　）…享保 17/4/1

31 大井昌全…元文 4/10/1

平均21.3年
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図 ６　家督相続から小性組組頭昇進までの年数

※表15より作成した。
※� は家督相続を経て番入した者、 は総番入制度により番入した者、 は惣領番入制度により番入した者であ

る。
※氏名左にある番号は表15の番号に対応している。
※氏名右の年月日はそれぞれの組頭昇進年月日である。
※�7 の森川俊勝、 8 の榊原職長は家督を相続してから組頭に昇進するまでに職歴が途切れているため、平均値の計算か

ら除いている。
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41 田付景林（定　）…寛延 3/11/1
30 桜井政甫…寛保 1/1/28

1 本多忠英…享保 4/11/11
12 長塩正徳…享保 12/1/28
6 永見為位…享保8/6/6

32 牟礼菖貞（葛貞）…寛保 2/10/15
33 坂部明之…寛保3/5/1

10 堀直方（直知）…享保 11/7/25
16 安部信之（信福）…享保 16/8/28

42 坪内定央…寛延 3/12/1
45 遠山康英（安英）…宝暦 5/3/1

13 堀利庸…享保 12/11/15
28 織田信興（信義）…元文 3/7/23

31 山本雅攄（久儔、正方）…寛保 2/6/21
43 稲葉正長（正英）…宝暦 2/2/28

21 武田信温…享保 20/10/1
23 菅谷政鋪…元文 1/11/28
52 朝岡興戸…宝暦 12/2/4
11 菅沼定勝…享保 11/9/11

49 大久保忠厚（忠行）…宝暦 7/12/24
22 渥美友武…元文 1/9/28

9 大久保忠恒（忠寛、長救、忠民）…享保 10/9/28
25 大橋親義…元文 2/ 閏 11/18
54 織田信方…宝暦 13/9/15

35 赤井忠通（忠道）…延享 3/5/1
3 市岡正次…享保6/1/11

19 加藤正景…享保 20/3/12
46 神尾（神保）長勝…宝暦 5/8/28

14 松平近平（昭武、近郷）…享保 13/5/15
15 神保忠正…享保 15/2/28
26 大津勝岑…元文 3/2/28

37 松平勝周（重煕）…寛延 1/5/1
24 戸田直之…元文 2/ 閏 11/18

18 山高信礼（信知）…享保 20/2/15
38 有馬純意…寛延 1/10/1
48 松平近富…宝暦 7/11/1

5 進成睦…享保8/4/6
27 脇坂安繁…元文 3/2/28
51 小出英通…宝暦 10/5/6
17 山田利延…享保 19/4/15
39 大久保康致…寛延 2/6/12

29 田中勝方（勝芳）…元文 4/2/3
50 小長谷政芳（友清）…宝暦 8/11/28

4 小菅正親…享保6/8/9
53 清水政意（義永）…宝暦 13/8/15

44 久世広慶…宝暦 4/6/28
47 天野富房…宝暦 6/4/15
2 水野忠欽…享保5/1/15
40 宅間良豊…寛延 3/3/27
20 山木正信…享保 20/10/1

34 松平正輔（正盛）…延享 2/9/1
36 別所貢長…延享3/7/1

7 森川俊勝（重雅）…享保 8/8/11
8 榊原職長…享保 10/1/11

平均17.9年
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図 ７　家督相続から書院番組頭昇進までの年数（仮想）

※図 ５ を元に作成した。
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57

12 能勢頼族（頼庸）…享保 12/ 閏 1/28
23 杉浦貞隣…享保 19/11/10

33 安部（安藤）信歴…元文 5/3/5
32 設楽貞根…元文 4/11/15

28 諏訪頼均（頼臣）…元文 2/10/10
30 山本正相…元文 4/7/19
9 石尾氏茂…享保 9/10/9
57 小出有陟…宝暦 5/2/15

16 長谷川正誠…享保 15/10/28
14 溝口填勝（勝封）…享保 13/7/11

52 石尾氏記…宝暦 3/12/15
27 川口勝保…元文 1/11/28
36 太田資弘…延享 1/2/15

51 安藤定房（定英）…宝暦 3/11/15
25 松平幸親 ( 尭親 )…享保 20/6/28
42 本多秋信（攄信）…寛延 2/3/1

46  村上正満…宝暦 2/3/28
4 大岡忠恒（忠易）…享保 4/11/11

48 天野康建…宝暦 3/3/1
55 長山直英（直幡）…宝暦 4/12/28

61 逸見義次…宝暦 8/5/15
60 池田正胤（政胤）…宝暦 8/5/15

15 久貝俊斎…享保 14/11/28
24 久世広氐（忠知）…享保 19/12/11
44 大久保忠頭（忠顕）…寛延 3/11/1

47 梶正胤…宝暦 2/12/28
64 鵜殿長矩…宝暦 11/6/1
19 奥津忠季…享保 16/8/15

7 高城清胤（宗胤）…享保 7/5/9
29 猪飼正昌…元文 3/4/9
56 能勢頼種…宝暦 5/1/28

50 伊勢貞軽（貞恒）…宝暦 3/9/15
53 山田勝之（重之）…宝暦 4/4/9

17 美濃部茂存（茂孝）…享保 15/12/15
65 仁賀保誠之…宝暦 11/10/15
22 都筑政方…享保 18/11/15
26 曲渕勝延…元文 1/10/28
58 平岡正敬…宝暦 5/8/15
63 水野忠尭…宝暦 11/5/13

37 阿部正般（正敏）…延享 1/4/15
54 間宮信盛…宝暦 4/5/28

62 諏訪盛泰（盛恭、盛約）…宝暦 8/7/28
59 和田惟貞…宝暦 7/5/21
43 瀬名貞栄…寛延 3/7/20

66 堀田一龍（一勝）…宝暦 12/12/28
8 三宅長房…享保 8/4/6

11 内藤貞恒…享保 10/7/28
13 朽木長恒（長綱）…享保 12/5/28

18 栗原利規…享保 16/5/28
21 田付景彪（規矩、景　）…享保 17/4/1

31 大井昌全…元文 4/10/1

本来の平均21.3年
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図 ８　家督相続から小性組組頭昇進までの年数（仮想）

※図 ６ を元に作成した。
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6 永見為位…享保 8/6/6
42 坪内定央…寛延 3/12/1
13 堀利庸…享保 12/11/15

28 織田信興（信義）…元文 3/7/23
43 稲葉正長（正英）…宝暦 2/2/28

21 武田信温…享保 20/10/1
23 菅谷政鋪…元文 1/11/28

31 山本雅攄（久儔、正方）…寛保 2/6/21
32 牟礼菖貞（葛貞）…寛保 2/10/15
49 大久保忠厚（忠行）…宝暦 7/12/24

22 渥美友武…元文 1/9/28
9 大久保忠恒（忠寛、長救、忠民）…享保 10/9/28

25 大橋親義…元文 2/ 閏 11/18
54 織田信方…宝暦 13/9/15
33 坂部明之…寛保 3/5/1

1730 桜井政甫…寛保 1/1/28

1430 桜井政甫…寛保 1/1/28

19 加藤正景…享保 20/3/12
14 松平近平（昭武、近郷）…享保 13/5/15

15 神保忠正…享保 15/2/28
37 松平勝周（重煕）…寛延 1/5/1
41 田付景林（定　）…寛延 3/11/1

24 戸田直之…元文 2/ 閏 11/18
35 赤井忠通（忠道）…延享 3/5/1

38 有馬純意…寛延 1/10/1
48 松平近富…宝暦 7/11/1

5 進成睦…享保 8/4/6
27 脇坂安繁…元文 3/2/28
51 小出英通…宝暦 10/5/6
17 山田利延…享保 19/4/15

46 神尾 ( 神保 ) 長勝…宝暦 5/8/28
39 大久保康致…寛延 2/6/12

29 田中勝方（勝芳）…元文 4/2/3
52 朝岡興戸…宝暦 12/2/4

45 遠山康英（安英）…宝暦 5/3/1
50 小長谷政芳（友清）…宝暦 8/11/28

4 小菅正親…享保 6/8/9
53 清水政意（義永）…宝暦 13/8/15

44 久世広慶…宝暦 4/6/28
47 天野富房…宝暦 6/4/15
2 水野忠欽…享保 5/1/15
40 宅間良豊…寛延 3/3/27
20 山木正信…享保 20/10/1

34 松平正輔（正盛）…延享 2/9/1
36 別所貢長…延享 3/7/1

7 森川俊勝（重雅）…享保 8/8/11
8 榊原職長…享保 10/1/11

本来の平均17.9年
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院
番
組
頭
に
昇
進
し
た
者
が
比
較
的
長
い
勤
務
年
数
を
要
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
が
、
家
督
相
続
を
経
て
番
入
し
そ
の
後
書
院
番
組
頭
に
昇
進
し
た
者
と
、

惣
領
番
入
制
度
に
よ
っ
て
番
入
し
そ
の
後
書
院
番
組
頭
に
昇
進
し
た
者
と
の
間

に
目
立
っ
た
差
は
見
ら
れ
な
い
。
図
４
は
表
15
を
元
に
作
成
し
た
、
番
入
か
ら

小
性
組
組
頭
昇
進
ま
で
に
要
し
た
年
数
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
家
督
相
続

を
経
て
番
入
し
た
者
と
、
惣
領
番
入
制
度
に
よ
っ
て
番
入
し
た
者
を
比
較
す
る

と
、
前
者
が
若
干
短
期
間
で
昇
進
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
差
は

無
い
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
家
督
相
続
か
ら
両
番
組
頭
に
昇
進
す
る
ま
で
の
期
間
は
ど
う
で

あ
ろ
う
か
。
図
５
は
表
14
を
元
に
作
成
し
た
、
家
督
相
続
か
ら
書
院
番
組
頭
昇

進
ま
で
に
要
し
た
年
数
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
惣
領
番
入
制
度
に
よ
っ
て

番
入
し
そ
の
後
書
院
番
組
頭
に
昇
進
し
た
者
は
、
全
員
が
平
均
年
数
を
下
回
る

と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
図
６
は
表
15
を
元
に
作
成
し
た
、
家
督
相
続
か
ら

小
性
組
組
頭
昇
進
ま
で
に
要
し
た
年
数
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
図
５
の
よ

う
に
極
端
で
は
な
い
も
の
の
、
こ
れ
も
惣
領
番
入
制
度
に
よ
っ
て
番
入
し
そ
の

後
小
性
組
組
頭
に
昇
進
し
た
者
の
ほ
と
ん
ど
が
平
均
年
数
を
下
回
っ
て
い
る
。

　

惣
領
番
入
制
度
に
よ
っ
て
番
入
し
た
者
が
、
仮
に
選
に
漏
れ
続
け
、
家
督
相

続
ま
で
番
入
出
来
な
か
っ
た
と
す
る
と
、
こ
の
偏
り
は
ど
う
な
る
か
。
そ
の
様

な
仮
説
を
ま
と
め
た
の
が
図
７
、
図
８
で
あ
る
。
図
７
は
図
５
よ
り
総
番
入
制

度
に
よ
っ
て
番
入
し
そ
の
後
書
院
番
組
頭
に
昇
進
し
た
者
を
除
い
た
上
で
、
惣

領
番
入
制
度
に
よ
っ
て
番
入
し
た
者
が
家
督
相
続
と
同
時
に
番
入
し
、
図
３
に

示
し
た
年
数
（
番
入
か
ら
昇
進
ま
で
の
年
数
）
を
か
け
て
書
院
番
組
頭
に
昇
進
し

た
と
仮
想
し
た
場
合
ど
う
な
る
か
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
８
は
図
６
に
対

し
て
図
７
同
様
の
処
理
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
図
５
、
６
に
見
ら
れ
た
傾
向

が
消
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

両
番
組
頭
昇
進
時
の
年
齢
と
い
う
点
、
番
入
し
て
か
ら
両
番
組
頭
昇
進
ま
で

の
年
数
と
い
う
点
に
於
い
て
、
家
督
相
続
を
経
て
番
入
し
そ
の
後
両
番
組
頭
に

昇
進
し
た
者
と
、
惣
領
番
入
制
度
に
よ
っ
て
番
入
し
そ
の
後
両
番
組
頭
に
昇
進

し
た
者
と
の
差
異
が
殆
ど
見
出
せ
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
家
督
相
続
を
し

て
か
ら
昇
進
す
る
ま
で
の
年
数
を
比
較
し
た
場
合
、
後
者
に
明
ら
か
な
優
位
が

見
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
家
督
相
続
以
前
か
ら
勤
務
し
て
い
る
以
上
、
当
然

の
結
果
で
あ
る
と
は
い
え
よ
う
が
、
図
７
、
８
で
仮
想
し
た
通
り
、
家
督
相
続

ま
で
番
入
し
な
い
ま
ま
で
（
出
来
な
い
ま
ま
で
）
い
た
場
合
の
結
果
と
比
べ
て

格
段
の
差
が
あ
る
の
で
あ
る
。

小
括

　

１
・
２
の
分
析
か
ら
次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
惣
領
番
入
制
度
に
よ

り
家
督
を
相
続
す
る
前
か
ら
番
入
す
る
こ
と
で
自
ず
か
ら
勤
務
年
数
は
長
く
な

り
、
そ
れ
は
昇
進
に
有
利
に
働
い
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
旗
本
は
家
督
を
相
続

し
た
上
で
番
入
し
、
相
応
の
勤
務
年
数
を
経
た
上
で
な
け
れ
ば
昇
進
は
出
来
な

い
。
即
ち
、
惣
領
番
入
制
度
が
無
け
れ
ば
昇
進
出
来
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
者
が

制
度
の
恩
恵
に
よ
っ
て
昇
進
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
結
論
は
、
部
屋
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住
の
ま
ま
で
番
入
出
来
る
と
い
う
点
で
惣
領
番
入
制
度
と
共
通
す
る
総
番
入
制

度
に
も
適
用
で
き
る
が
、
武
芸
吟
味
と
い
う
選
抜
を
伴
う
か
否
か
と
い
う
点

で
、
両
者
に
は
違
い
が
あ
る
。
惣
領
番
入
制
度
発
足
後
の
番
士
の
惣
領
に
と
っ

て
は
、
昇
進
に
ま
で
影
響
す
る
恩
恵
の
獲
得
競
争
が
生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

ま
と
め

　

以
上
、
番
入
と
昇
進
と
い
う
ふ
た
つ
の
観
点
か
ら
、
惣
領
番
入
制
度
に
よ
っ

て
五
番
方
番
士
の
惣
領
が
獲
得
し
た
恩
恵
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

第
一
に
収
入
の
増
加
と
い
う
恩
恵
で
あ
る
。
惣
領
の
内
に
番
入
す
れ
ば
役
料

が
支
給
さ
れ
、
当
主
の
家
禄
に
上
乗
せ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
期
間
は
家

の
収
入
が
増
加
す
る
期
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
二
十
年
以
上
も
そ
れ
が
継

続
さ
れ
る
事
例
も
あ
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
家
督
を
相
続
す
る
ま
で
番
入
出
来

な
か
っ
た
場
合
と
比
べ
て
収
入
の
面
で
格
段
の
差
が
あ
っ
た
。

　

第
二
に
経
歴
上
の
恩
恵
、
即
ち
、
家
督
相
続
が
遅
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
部

屋
住
の
ま
ま
で
番
入
出
来
る
と
い
う
恩
恵
で
あ
る
。
二
十
代
か
ら
三
十
代
で
家

を
継
ぎ
、
そ
の
後
数
年
で
番
入
を
す
る
。
番
士
の
惣
領
全
て
が
そ
の
様
な
人
生

で
あ
っ
た
な
ら
ば
惣
領
番
入
制
度
は
そ
れ
ほ
ど
の
恩
恵
に
は
な
ら
な
い
。
し
か

し
Ⅱ
で
論
じ
た
通
り
、
必
ず
し
も
そ
の
様
な
人
生
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
の
で

あ
る
。
部
屋
住
の
ま
ま
年
月
を
過
ご
し
、
家
督
相
続
を
し
た
段
階
で
既
に
高
齢

に
な
っ
て
い
る
。
家
督
相
続
さ
え
す
れ
ば
数
年
で
番
入
出
来
る
こ
と
が
殆
ど
と

は
い
え
、
そ
れ
は
避
け
る
べ
き
話
で
あ
ろ
う
。
惣
領
番
入
制
度
に
よ
る
番
入
は

そ
の
様
な
事
態
を
回
避
す
る
た
め
の
有
効
な
手
段
な
の
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
昇
進
へ
の
影
響
で
あ
る
。
惣
領
番
入
制
度
は
、
昇
進
の
た
め
の
免

許
の
様
な
も
の
を
惣
領
に
与
え
る
訳
で
は
な
い
。
家
督
相
続
前
に
得
た
勤
務
年

数
を
家
督
相
続
後
の
勤
務
年
数
に
上
乗
せ
し
、
昇
進
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
あ

る
。
甚
し
き
は
家
督
相
続
前
に
昇
進
が
叶
う
と
い
う
事
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
も

家
督
相
続
後
に
積
む
べ
き
勤
務
年
数
を
家
督
相
続
前
に
積
ん
だ
結
果
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

　

い
ず
れ
も
、
番
士
の
惣
領
に
と
っ
て
は
大
き
な
恩
恵
で
あ
る
。

　

Ⅰ
の
末
尾
に
て
、
筆
者
は
惣
領
番
入
制
度
の
「
恩
恵
は
ど
れ
ほ
ど
の
意
味
を

持
っ
て
い
た
の
か
」
と
書
い
た
。
そ
の
疑
問
に
対
す
る
答
え
は
本
論
で
論
じ
た

通
り
で
あ
る
。
惣
領
番
入
制
度
の
恩
恵
と
は
旗
本
家
及
び
旗
本
惣
領
の
一
生
を

左
右
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

注（
１
）　

五
番
方
の
定
義
に
つ
い
て
は
横
山
則
孝
『
近
世
中
期
大
番
筋
旗
本
覚
書
』
八
千
代

出
版
株
式
会
社
、
二
〇
一
一
年
、
二
一
―
三
五
頁
。

（
２
）　

厳
密
に
は
書
院
番
・
小
性
組
・
大
番
・
小
十
人
組
の
番
士
と
し
て
召
し
出
さ
れ
、

新
番
番
士
と
し
て
は
召
し
出
さ
れ
て
い
な
い
。
Ⅱ
―
３
参
照
。

（
３
）　

橋
本
昭
彦
『
江
戸
幕
府
試
験
制
度
史
の
研
究
』
風
間
書
房
、
一
九
九
三
年
、
一
一

八
―
一
二
三
頁
。
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（
４
）　

拙
著
「
惣
領
番
入
制
度
、
そ
の
成
立
と
意
義
─
吉
宗
期
の
武
芸
奨
励
と
関
連
し
て

─
」『
日
本
研
究
』
第
四
十
五
集
所
収
、
二
〇
一
二
年
。

（
５
）　

同
右
、
一
〇
九
―
一
一
〇
頁
。

（
６
）　

進
士
慶
幹
『
江
戸
時
代
の
武
家
の
生
活
』
至
文
堂
、
一
九
六
六
年
、
九
五
頁
及
び

前
掲
（
３
）
一
一
九
―
一
二
〇
頁
。

（
７
）　

前
掲
（
１
）
四
六
―
五
一
頁
、
一
九
五
―
一
九
九
頁
。

（
８
）　

南
和
男
「『
仕
官
格
義
弁
』
解
題
」『
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊
（
五
）』
汲
古
書

院
、
一
九
八
四
年
、
三
―
五
頁
。

（
９
）　

同
右
、
七
六
八
―
七
七
〇
頁
、
な
お
、
読
点
な
ど
は
筆
者
に
よ
る
（
以
下
同
じ
）。

（
10
）　

深
井
雅
海
『
徳
川
将
軍
政
治
権
力
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
、
一
六

七
頁
、
一
九
二
頁
。

（
11
）　
『
徳
川
実
紀
』
六
巻
（
常
憲
院
殿
御
実
紀
）
吉
川
弘
文
館
、
一
二
六
―
一
二
七

頁
、
一
八
三
頁
、『
徳
川
実
紀
』
七
巻
（
文
昭
院
殿
御
実
紀
）
吉
川
弘
文
館
、
二
一
―

二
二
頁
。

（
12
）　
『
柳
営
日
次
記
（
三
十
四
）』（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
雄
松
堂
出
版
。

（
13
）　

同
右
。

（
14
）　

前
掲
（
３
）
一
二
三
頁
で
も
同
様
の
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
15
）　

同
右
、
一
二
五
―
一
四
八
頁
。

（
16
）　

前
掲
（
12
）。

（
17
）　

前
掲
（
８
）
七
六
八
頁
。

（
18
）　
『
柳
営
日
次
記
（
三
十
五
）』（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
雄
松
堂
出
版
。

（
19
）　

前
掲
（
12
）。

（
20
）　

前
掲
（
４
）
五
八
―
七
五
頁
。

（
21
）　

同
右
。

（
22
）　
『
内
閣
文
庫
影
印
叢
刊　

自
家
年
譜
（
森
山
孝
盛
日
記
）　

上
』
国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
、
一
九
九
四
年
、
三
―
四
頁
、
及
び
前
掲
（
４
）
五
七
―
五
八
頁
。

（
23
）　

前
掲
（
４
）
七
四
―
七
八
頁
。

（
24
）　
『
国
史
大
事
典
』「
し
ょ
い
ん
ば
ん
ぐ
み　

書
院
番
組
」
の
項
。

（
25
）　
『
御
番
士
代
々
記
』（『
御
書
院
番
一
番
名
前
目
録
』
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
請
求

番
号
一
五
二
―
〇
一
二
一
）。

（
26
）　

戸
田
忠
則
（
表
９
の
14
）
は
番
入
時
点
で
当
主
の
忠
城
が
番
士
で
は
な
く
な
っ
て

い
る
。
番
士
の
惣
領
を
対
象
と
し
て
い
る
関
係
上
、
分
析
の
対
象
か
ら
外
し
た
。

（
27
）　
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
十
六
巻
一
四
九
頁
。

（
28
）　

前
掲
（
24
）「
こ
し
ょ
う
ぐ
み　

小
性
組
」
の
項
。

（
29
）　

前
掲
（
26
）
と
同
じ
く
、
山
本
正
篤
（
表
10
の
21
）、
田
付
景
利
（
表
10
の
41
）

は
番
入
時
点
で
当
主
が
番
士
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
分
析
対
象
か
ら
外
し
た
。

（
30
）　

前
掲
（
27
）
七
巻
三
五
四
頁
。

（
31
）　

同
右
、
十
四
巻
四
二
一
頁
。

（
32
）　

同
右
、
十
一
巻
一
三
三
頁
。

（
33
）　

前
掲
（
24
）「
し
ん
ば
ん　

新
番
」
の
項
。

（
34
）　

藤
井
讓
治
『
江
戸
時
代
の
官
僚
制
』
青
木
書
店
、
一
九
九
九
年
、
一
五
三
頁
。

（
35
）　

前
掲
（
１
）
四
二
―
四
四
頁
。

（
36
）　

前
掲
（
27
）
二
十
巻
一
八
〇
頁
。

（
37
）　

同
右
、
七
巻
三
〇
四
頁
。

（
38
）　

同
右
、
十
八
巻
二
〇
八
頁
。

（
39
）　

同
右
、
七
巻
三
〇
一
頁
。



100

（
40
）　

前
掲
（
１
）
一
一
五
―
一
二
〇
頁
。

（
41
）　

前
掲
（
27
）
十
四
巻
三
二
頁
。

（
42
）　

前
掲
（
24
）「
お
お
ば
ん
ぐ
み　

大
番
組
」
の
項
。

（
43
）　

前
掲
（
26
）
と
同
じ
く
、
永
井
氏
恵
（
表
12
の
29
）
は
番
入
時
点
で
当
主
が
番
士

で
は
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
分
析
対
象
か
ら
外
し
た
。

（
44
）　

前
掲
（
27
）
十
巻
一
四
六
頁
。

（
45
）　
『
改
訂
史
籍
集
覧
』
第
十
一
冊
五
〇
頁
。

（
46
）　

前
掲
（
24
）「
こ
じ
ゅ
う
に
ん
ぐ
み　

小
十
人
組
」
の
項
。

（
47
）　

前
掲
（
26
）
と
同
じ
く
、
伊
奈
忠
誼
（
表
13
の
３
）、
近
藤
義
伝
（
表
13
の
14
）、

石
川
武
貞
（
表
13
の
16
）
は
番
入
時
点
で
当
主
が
番
士
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
分

析
対
象
か
ら
外
し
た
。

（
48
）　

前
掲
（
27
）
二
十
二
巻
三
〇
二
頁
。

（
49
）　

同
右
、
十
八
巻
三
〇
二
頁
。

（
50
）　

前
掲
（
４
）
八
四
―
八
五
頁
。

（
51
）　

同
右
、
八
五
―
一
〇
八
頁
。

（
52
）　

前
掲
（
34
）
一
六
一
―
一
六
七
頁
。

（
53
）　

武
井
大
侑
「
江
戸
幕
府
に
お
け
る
番
方
の
機
構
と
昇
進
」『
國
史
學
』
二
〇
三
号

所
収
、
二
〇
一
一
年
、
一
三
一
―
一
三
八
頁
。

（
54
）　

前
掲
（
45
）
三
〇
頁
。

（
55
）　
『
大
日
本
近
世
史
料　

柳
営
補
任
一
』
二
六
〇
―
二
八
一
頁
。

（
56
）　

同
右
、
三
三
四
―
三
五
二
頁
。

（
57
）　

前
掲
（
27
）
十
二
巻
六
二
頁
。



101　　『日本研究』No. 46（2012）

江
戸
後
期
に
お
け
る
儒
学
テ
ク
ス
ト
読
解
の
作
法

─
─
「
練
熟
」「
組
織
セ
ル
念
慮
」
の
醸
成
装
置
と
し
て
─
─

竹　

村　

英　

二

は
じ
め
に

　

近
代
日
本
の
知
識
層
に
お
け
る
知
的
基
盤
と
し
て
儒
学
／
漢
学
が
あ
っ
た
こ

と
は
、
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
分
野
の
研
究
者
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ（

1
）るが
、

と
く
に
江
戸
後
期
以
降
の
儒
学
の
学
習
過〈

†
〉程で
実
践
さ
れ
た
「
素
読
」
の
重
要

性
に
つ
い
て
、
Ｒ
・
シ
ャ
ル
チ
ェ
、
Ｆ
・
リ
ン
ガ
ー
な
ど
の
提
唱
す
る
近
代
知

性
と
読
書
人
論
な
ど
を
援
用
し
、
明
治
知
識
層
の
学
習
過
程
に
関
す
る
回
想
な

ど
と
相
関
さ
せ
な
が
ら
指
摘
し
た
の
が
中
村
春
作
で
あ（

2
）る。
素
読
の
効
用
に
つ

い
て
は
も
と
よ
り
異
論
の
余
地
は
な
い
が
、
本
稿
で
は
さ
ら
に
、
素
読
も
含
め

た
近
世
の
儒
学
学
習
過
程
の
諸
相
に
注
意
を
払
い
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
教

育
施
策
の
諸
々
が
、
い
か
な
る
効
用
を
も
た
ら
し
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

　

特
定
の
専
門
儒
者
で
は
な
く
、
あ
る
一
定
の
人
口
層
に
お
い
て
幕
末
ま
で
に

醸
成
さ
れ
た
「
知
的
基
盤
」、
或
は
「
共
有
さ
れ
て
い
る
知
的
習
慣
」
と
そ
の

「
集
合
的
意（

3
）味」

の
考
察
に
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
有
効
だ
ろ
う
か
。
歴
史

社
会
学
的
研
究
の
多
く
は
、
一
定
の
人
口
層
に
お
い
て
「
慣
習
・
制
度
に
よ
り

恒
久
化
さ
せ
ら
れ
て
い
っ
た
〝
隠
然
た
る
〟
知
的
習
（
4
）慣」
へ
の
注
意
を
促
す

も
、
学
習
過
程
の
諸
側
面
の
詳
細
な
実
証
的
考
察
を
伴
わ
な
い
も
の
が
多
い
印

象
を
う
け（

5
）る。

一
方
、
日
本
教
育
史
の
研
究
に
、
藩
学
、
郷
学
の
教
育
制
度
、

学
規
な
ど
を
考
察
し
、
こ
れ
ら
の
教
育
機
関
に
お
け
る
学
習
課〈

†
〉程、

と
り
わ
け

儒
学
学
習
の
実
際
に
お
け
る
素
読
、
聴
講
学
習
、
会
業
（
会
読
）、
試
業
お
の

お
の
の
実
相
の
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
が
あ（

6
）る。
と
り
わ
け
武
田
勘
治
の

研
究
は
、
醸
成
さ
れ
た
知
的
習
慣
の
特
定
に
重
要
な
意
味
を
も
つ
聴
講
学
習
、

具
体
的
に
は
「
下
見
」「
聴
講
・
聞
書
」、
さ
ら
に
は
「
返
り
視
」
即
ち
復
習
、

質
講
と
い
っ
た
、
習
熟
を
十
全
た
る
も
の
と
す
る
た
め
の
細
か
い
学
習
手
法
の

考
察
に
傾
注
す（

7
）る。
翻
っ
て
は
学
習
課
程
の
一
つ
で
あ
る
会
読
に
水
平
的
討
論
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機
会
の
萌
芽
を
認
め
、
幕
末
の
処
士
横
議
、
さ
ら
に
は
明
治
の
自
由
民
権
の
議

論
の
下
地
と
な
っ
た
可
能
性
を
見
い
だ
す
研
究
も
あ（

8
）る。

　

し
か
し
、
教
育
史
研
究
の
多
く
は
、
藩
学
教
育
の
培
っ
た
共
有
の
知
的
習
慣

の
、
後
世
に
有
用
な
知
的
基
盤
と
し
て
の
意
味
づ
け
が
一
面
的
に
お
わ
っ
て
い

る
傾
向
が
あ（

9
）り、

ま
た
、
儒
学
諸
学
派
の
思
想
的
差
異
、
特
徴
に
関
す
る
専
門

研
究
の
知
見
に
も
あ
ま
り
注
意
を
払
わ
ず
、
結
果
、
ど
の
学
派
の
思
想
的
、
学

問
方
法
的
特
徴
が
、
ど
の
よ
う
に
教
育
過
程
に
影
響
し
た
か
等
の
記
述
に
お
い

て
雑
駁
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
こ
と
も
否
め
な（

10
）い。

一
定
の
人
口
層
に
お
け
る

「〝
隠
然
た
る
〟
知
的
習
慣
」
を
考
え
る
に
は
、
右
に
挙
げ
た
教
育
制
度
・
規
則

に
関
す
る
諸
研
究
の
成
果
も
適
宜
勘
案
し
な
が
ら
、
学
習
者
が

0

0

0

0

、
何
を
0

0

、
ど
う
0

0

学
習
す
べ
き
か

0

0

0

0

0

0

に
つ
い
て
具
体
的
に
語
る
史
料
の
綿
密
な
考
察
を
行
い
、
そ
の

上
で
有
効
な
方
法
的
枠
組
を
も
っ
て
史
料
を
照
射
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
。
本
稿
は
、
歴
史
社
会
学
的
教
育
史
の
多
く
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
思
想
史

外
在
的
な
方
法
を
〝
下
敷
き
〟
に
史
実
・
史
料
を
読
み
解
く
こ
と
を
目
指
す
も

の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
史
料
に
則
し
て
の
考
察
を
主
と
す
る
が
、
そ
の
上

で
、
然
る
べ
き
知
見
、
視
角
を
も
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
知
的
習
慣
が
醸
成
さ
れ

た
か
を
読
み
解
く
こ
と
も
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
ま
ず
、〔
１
〕
下
見
、
講
釈
、
輪
講
、
後
見
と
い
っ

た
学
習
課
程
に
お
け
る
学
習
の
仕
方
を
事
細
か
に
論
じ
た
書
を
、
先
行
研
究
に

も
鑑
み
な
が
ら
検
討
し
、
そ
の
上
で
〔
２
〕「
被
」
教
育
者
の
か
よ
う
な
学
習

課
程
に
つ
い
て
の
記
述
を
検
討
、
こ
れ
を
も
っ
て
、
企
図
さ
れ
た
学
習
方
法
が

ど
の
程
度
実
践
さ
れ
、
そ
れ
が
、
ど
の
よ
う
な
方
向
0

0

の
知
力
、
知
的
習
慣
0

0

の
醸

成
に
寄
与
し
た
か
を
検
証
す
る
。
さ
ら
に
、〔
３
〕
儒
学
学
習
の
方
法
は
幕
末

─
明
治
初
期
の
英
学
学
習
の
課
程
に
も
大
い
に
反
映
さ
れ
て
お（

11
）り、

平
沼
淑
郎

が
洋
学
の
学
習
過
程
は
「
漢
學
修
習
の
遺
風
」
で
あ
っ
た
と
す
る
（
第
三
節
に

て
考
察
）
の
も
そ
の
証
左
で
あ
ろ
う
が
、
漢
学
学
習
の
ど
の
よ
う
な
側
面
が
洋

学
学
習
に
継
承
さ
れ
、
そ
れ
が
い
か
な
る
知
的
基
盤
の
醸
成
に
寄
与
し
た
か
に

つ
い
て
も
考
察
す
る
。

　

歴
史
と
い
う
分
野
に
お
け
る
教
育
過
程
の
実
際
の
考
察
は
、
資
料
的
な
制
約

を
伴
う
。
即
ち
、
教
育
学
研
究
に
お
け
る
教
育
実
習
調
査
に
あ
た
る
検
証
作
業

は
不
可
能
で
あ
る
し
、
藩
学
、
郷
学
の
教
育
制
度
、
学
規
の
記
述
を
、『
日
本

教
育
史
資
料
』
の
記
述
あ
た
り
か
ら
拾
う
作
業
も
、「〝
隠
然
た
る
〟
知
的
習

慣
」
の
形
成
要
素
の
一
側
面
の
特
定
に
の
み
有
効
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
一

方
、
江
戸
中
─
後
期
の
学
習
過
程
の
実
相
を
呈
示
あ
る
い
は
示
唆
す
る
史
料
が

存
在
す
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
と
り
わ
け
特
記
す
べ
き
も
の
に
、
布
施
維
安

（
蟹
養
斎
）『
読
書
路
〈
§
〉径』、
平
山
潜
兵
『
実
用
館
讀
〈
§
〉例』、
古
賀
侗
庵
『
讀
書

矩
』、
林
述
斎
（
撰
）
佐
藤
一
斎
（
編
）『
初
学
課
業
次
第
』、
市
野
迷
庵
『
讀

書
指
南
』、
平
賀
晋
民
（
撰
）『
学
問
捷
径
』、
江
村
北
海
『
授
業
編
』、
鈴
木
善

教
『
經
世
学
論
』、
田
中
知
周
『
讀
書
準
縄
』
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ（

12
）う。
そ
の

中
で
も
、
ど
の
書
を
、
ど
う
読
む
べ
き
か
を
事
細
か
に
指
南
す
る
の
は
『
讀
書

準
縄
』『
学
問
捷
径
』『
授
業
編
』
で
あ
る
。
と
り
わ
け
崎
門
儒
者
で
上
州
伊
勢

崎
藩
儒
で
あ
っ
た
田
中
知
周
（
一
七
四
四
─
一
八
二
三
、
浦
野
神
村
）
に
よ
る
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『
讀
書
準
縄
』（
一
八
一
三
）
は
、
聴
講
前
の
予
習
（
下
見
）
の
仕
方
、
聴
講
時

の
聞
き
取
り
に
お
け
る
要
点
の
押
さ
え
方
に
つ
い
て
、
大
枠
の
方
法
か
ら
注
意

点
の
微
細
ま
で
記
し
、
復
習
（
返
り
視
）、
質
問
（
質
講
）、
さ
ら
に
は
講
釈
の

仕
方
な
ど
に
つ
い
て
も
細
か
く
指
南
す
る
。
江
村
北
海
（
一
七
一
三
─
八
八
）

に
よ
る
『
授
業
編
』（
一
七
八
三
）
は
、
こ
れ
に
比
す
れ
ば
大
雑
把
で
は
あ
る

が
、
受
講
、
復
習
の
要
点
を
綴
る
。
こ
れ
ら
の
テ
ク
ス
ト
は
武
田
勘
治
、
石
川

謙
ら
の
教
育
過
程
に
関
す
る
諸
研
究
（
註
（
６
）、（
９
）
の
文
献
参
照
）
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

一　

田
中
知
周
（
述
）『
讀
書
準
縄
』

　

山
崎
闇
斎
を
始
祖
と
す
る
崎
門
派
の
厳
格
な
学
習
方
法
は
夙
に
有
名
で
あ
る

が
、
そ
こ
で
の
講
学
の
実
際
に
お
け
る
学
習
方
法
に
つ
い
て
綴
っ
た
の
が
『
讀

書
準
縄
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
上
州
伊
勢
崎
藩
藩
儒
を
つ
と
め
た
田
中
知
周
の

口
述
を
門
人
宮
崎
有
成
が
刊
行
（
梓
行
）
し
た
も
の
。
田
中
は
村
士
玉
水
に
学

び
、
藩
校
学
習
堂
教
授
を
つ
と
め
た
人
物
で
あ
る
。
村
士
は
崎
門
三
傑
の
一
、

佐
藤
直
方
に
師
事
し
た
稲
葉
迂
斎
の
弟
子
で
、
伊
勢
崎
藩
儒
で
あ
る
。
慶
應
義

塾
図
書
館
に
は
、
文
化
十
二
年
版
の
、「
讀
論
語
孟
子
法
」
が
巻
頭
に
付
さ
れ

た
も
の
が
あ
る
（
以
下
、「
慶
應
本
」
と
す（

13
）

る
）。

　

武
田
が
『
近
世
日
本
学
習
方
法
の
研
究
』
で
利
用
し
た
筆
写
本
に
は
以
下
の

小
目
録
（
項
目
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
下
見
（
予
習
）、
聴
講
・
聞
書
、
返
り

視
、
質
講
、
講
釈
の
仕
方
、
講
釈
七
則
で
あ
る
。
最
後
の
「
講
釈
七
則
」
と

は
、
知
周
の
師
で
伊
勢
崎
藩
儒
、
村
士
玉
水
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
慶
應

本
に
も
「
七
則
」
と
題
さ
れ
、
後
半
部
に
付
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
他

の
上
に
挙
げ
た
小
題
目
は
、
筆
者
が
利
用
す
る
慶
應
本
に
は
付
さ
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、
両
者
の
間
に
は
字
句
の
異
同
も
存
在
、
慶
應
本
に
は
判
読
不
明
な

箇
所
が
あ
り
、
引
用
箇
所
の
不
明
字
句
に
関
し
て
は
武
田
の
用
い
た
筆
写
本
を

も
っ
て
筆
者
が
適
宜
校
合
の
上
、
用
い
た
。
以
下
、
こ
の
双
方
の
版
の
異
同
に

も
注
意
し
な
が
ら
、
知
的
習
慣
醸
成
に
関
連
す
る
事
項
の
検
討
を
試
み
る
。

　
『
讀
書
準
縄
』
を
取
り
上
げ
る
理
由
は
、
第
一
に
、
こ
の
書
が
、
学
習
「
制

度
」
の
み
な
ら
ず
、
学
習
課
程
の
諸
側
面
、
学
習
の
「
仕
方
」
を
事
細
か
に

綴
っ
た
史
料
で
あ
る
と
同
時
に
、
あ
と
に
検
討
す
る
江
村
北
海
『
授
業
編
』、

さ
ら
に
は
先
行
研
究
に
例
証
さ
れ
る
ご
と
く
の
幾
つ
か
の
藩
学
の
教
則
に
説
か

れ
る
内
容
と
共
通
す
る
も
の
が
多
く
、
同
時
代
に
お
け
る
学
習
の
「
仕
方
」
の

具
体
相
を
集
約
的
に
呈
示
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
逆
に
、
本
稿
は
あ
く
ま

で
「
共
通
の
知
的
基
盤
の
醸
成
要
素
」
が
何
で
あ
っ
た
か
と
い
う
問
題
意
識
か

ら
こ
の
書
に
着
目
し
、
考
察
す
る
も
の
で
あ
り
、
崎
門
の
学
問
性
向
云
々
と
こ

の
書
と
の
関
係
の
検
討
は
射
程
外
で
あ
る
。

　

第
二
に
、『
讀
書
準
縄
』
に
綴
ら
れ
る
学
習
の
「
仕
方
」
の
諸
側
面
は
、
幕

末
─
明
治
初
期
の
英
学
塾
の
学
習
課
程
の
実
際
に
も
相
通
じ
る
面
を
多
く
も

つ
。
本
稿
の
後
半
に
て
論
じ
る
が
、『
讀
書
準
縄
』
に
提
唱
さ
れ
る
と
こ
ろ
の

学
習
法
は
、「
闇
斎
学
派
」
の
学
問
的
教
義
的
特
性
と
は
別
次
元
で
、「
学
派
」

「
儒
学
」
と
い
う
枠
を
超
え
た
汎
用
性
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
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学
習
の
第
一
段
階
で
あ
る
「
下
見
」
に
関
す
る
記
述
か
ら
検
討
す
る
。

〈
ａ
〉「
下
見
」（
予
習
）
の
方
法

　

崎
門
の
教
授
法
を
綴
っ
た
『
讀
書
準
縄
』
を
み
る
と
、
講
釈
そ
の
も
の
以
外

の
学
習
課
程
に
つ
い
て
も
仔
細
な
指
南
が
施
さ
れ
て
い
る
の
が
う
か
が
え
る
。

さ
き
に
挙
げ
た
同
書
の
小
目
録
の
諸
事
項
は
そ
れ
を
示
す
が
、
こ
こ
で
は
ま

ず
、
聴
講
前
の
予
習
段
階
で
の
指
示
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
み
る
。

偖
、
師
ノ
講
釈
ヲ
聞
ン
ト
思
ハ
ヾ
、
講
日
一
両
日
前
ヨ
リ
下
見
ヲ
ス
ベ

シ
。
其
シ
カ
タ
ハ
講
セ
ラ
ル
ヽ
章
ヲ
數
遍
復
讀
シ
、
先
ツ
一
字
云〈

§
〉云ノ
文

義
ヲ
明
ラ
メ
、
能
語
勢
ヲ
看
テ
一
字
一
句
ノ
軽
重
ヲ
認
得
テ
、
某
ノ
句
ハ

某
ノ
句
ヨ
リ
生
シ
、
某
ノ
字
ハ
某
ノ
字
ト
照
應
ス
ル
ヲ
看
。
偖
一
章
ノ
大

意
ノ
ア
ル
所
ヲ
求
メ
、
後
、
全
躰
ノ
文
意
ヲ
看
ル
ベ
シ
。
文
意
ト
ハ
聖
人

ノ
思
召
ニ
テ
一
章
全
躰
ノ
意
味
氣
象
ヲ
認
得
ル
、
尤
大
切
ノ
コ
ト
ナ
リ
。

集
註
ヲ
看
ル
モ
亦
此
通
リ
。
集
註
ニ
テ
ハ
、
是
迄
ハ
文
義
ヲ
解
キ
、
是
ヨ

リ
ハ
章
旨
ヲ
解
ス
ル
ヲ
先
ツ
見
ワ
カ
ウ
ヘ
シ
。
某
ノ
字
ハ
經
文
某
ノ
字
ヨ

リ
来
ル
ヲ
考
ヘ
、
經
文
ノ
字
ノ
軽
重
ヲ
ワ
カ
ツ
テ
後
、
集
註
ノ
字
ノ
軽
重

ヲ
分
ツ
ヘ
シ
。
集
註
ノ
中
、
何
レ
ノ
句
カ
緊
要
ナ
ル
カ
ヲ
認
得
テ
、
集
註

全
躰
ノ
説
キ
マ
ハ
シ
カ
タ
ヲ
領
會
ス
ベ
シ
（
四
ウ
～
五
オ
）

　

上
で
は
ま
ず
、「
一
字
云
云
ノ
文
義
ヲ
明
ラ
メ
」
る
こ
と
、「
一
字
一
句
ノ
軽

重
ヲ
認
得
」
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
、
す
べ
て
の
字
義
に
通
ず
べ
し
と
す

る
。
そ
の
上
で
、
特
定
の
字
同
士
の
照
応
関
係
に
細
か
く
目
配
せ
を
す
る
べ
し

と
指
示
す
る
。
つ
づ
け
て
圏
外
語
の
経
文
に
対
す
る
位
置
づ
け
（「
正
意
ナ
ル
カ

正
意
ニ
違
カ
」
／
「
經
文
ノ
評
論
ヲ
ナ
シ
タ
ル
カ
、
經
文
ノ
由
テ
来
ル
処
ヲ
説
タ
ル

カ
」
な
ど
）
の
特
定
、
何
条
か
の
注
が
あ
る
場
合
、
そ
れ
ら
の
軽
重
の
吟
味
が

必
要
な
こ
と
な
ど
が
説
か
れ
る
（
五
オ
）。
こ
の
あ
と
受
講
の
際
に
携
帯
す
べ

き
筆
記
用
具
に
つ
い
て
の
細
か
な
指
定
が
つ
づ
き
（
五
ウ
）、
さ
ら
に
、

二
三
條
挙
タ
ル
ト
キ
ハ
、
第
一
條
ハ
何
ノ
コ
ト
ヲ
説
、
第
二
條
ハ
何
ノ
コ

ト
ヲ
説
、
第
三
條
目
ハ
何
ノ
コ
ト
ヲ
説
ナ
ド
ヲ
能
看
分
ツ
ベ
シ
。
又
二
三

ケ
條
ノ
前
後
ノ
次
序
ア
ル
ヲ
看
ル
ベ
シ
。
又
緊
要
ハ
何
ノ
條
、
何
ノ
句
ニ

ア
ル
ヲ
認
得
テ
、
經
文
集
註
ヲ
ク
ヽ
リ
ア
ゲ
テ
其
意
味
氣
象
ヲ
領
會
ス
ベ

シ
（
五
オ
～
ウ
）

と
、
読
解
に
お
け
る
注
意
事
項
が
事
細
か
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
「
下
見
」
に
つ
い
て
の
細
か
い
指
南
の
前
に
は
、「
素
読
ノ
法
」
と
し

て
『
小
学
』
外
篇
「
嘉
言
第
五
」
よ
り
呂
舍
人
の
言
が
引
か
れ
る
。「
學
業
則

須
是
嚴
立
課
程
。
不
可
一
日
放
慢
」「
讀
取
二
三
百
遍
。
字
字
句
句
須
要
分

明
」
と
い
っ
た
、『
讀
書
準
縄
』
に
お
い
て
敷
衍
さ
れ
る
類
の
指
導
の
ほ
か
、

こ
の
『
小
学
』
外
篇
「
嘉
言
第
五
」
に
は
読
書
法
の
詳
細
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
を
受
け
、『
讀
書
準
縄
』
で
は
さ
ら
に
事
細
か
な
読
書
の
方
法
が
述
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べ
ら
れ
る
。

読
声
ハ
高
ク
ナ
ク
低
ク
ナ
ク
、
早
カ
ラ
ス
遅
カ
ラ
ス
、
声
ノ
臍
ノ
下
ヨ
リ

出
ル
様
ニ
読
ム
ヘ
シ
。
字
指
ヲ
用
テ
、
文
字
ノ
真
ン
中
ヲ
ツ
イ
テ
ヨ
ミ
、

一
字
モ
略
ス
ヘ
カ
ラ
ス
。
一
字
々
々
、
一
句
々
々
ノ
慥
カ
ニ
聞
ワ
カ
ル
様

ニ
ヨ
ム
ベ
シ
。
一
句
ノ
末
ノ
字
ハ
、
シ
ツ
カ
リ
〈
§
〉ト

読
切
ル
様
ニ
讀
ム
ヘ

シ
。
也
ノ
字
ナ
ル
タ
ケ
読
ヘ
シ
。
而
ノ
字
シ
ッ
カ
リ
ト
字
ヲ
ツ
ク
ベ
シ
。

其
外
助
字
ハ
意
ヲ
以
読
ミ
、
是
モ
ナ
ル
タ
ケ
ハ
字
ヲ
ツ
イ
テ
読
ベ
シ
。
遍

数
ハ
暗
誦
ノ
ナ
ル
迄
ヲ
度
ト
ス
ベ
シ
。
假
令
暗
誦
能
出
来
タ
リ
ド
モ
、
必

此
準
則
ヲ
ハ
ヅ
ス
ヘ
カ
ラ
ス
（
中
略
）
書
ハ
、
其
読
ン
ト
思
フ
書
斗
リ
一

冊
出
シ
、
外
ノ
書
ハ
堅
ク
禁
ジ
テ
出
ス
ヘ
カ
ラ
ス
（
二
オ
～
ウ
）

　

音
読
に
お
け
る
抑
揚
等
の
要
領
の
細
か
い
指
示
に
つ
づ
い
て
、
こ
こ
で
も
、

「
一
字
モ
略
」
す
こ
と
な
く
、「
一
字
々
々
、
一
句
々
々
ノ
慥
カ
ニ
聞
ワ
カ
ル
様

ニ
」
読
む
べ
き
と
、
す
べ
て
の
字
へ
の
意
識
の
集
中
が
い
わ
れ
る
。
さ
ら
に
は

「
句
末
ノ
字
」、「
助
字
」
即
ち
「
也
ノ
字
」「
而
ノ
字
」
な
ど
も
「
シ
ッ
カ
リ
ト

読
切
ル
様
ニ
讀
ム
ヘ〈

§
〉シ」
と
、
助
語
辞
へ
の
注
意
が
喚
起
さ
れ
る
。

〈
ｂ
〉「
聴
講
学
習
」
に
つ
い
て

　

講
学
課
程
の
大
枠
が
「
素
読
」
と
「
聴
講
」
で
あ
り
、
こ
と
に
十
九
世
紀
を

迎
え
る
ま
で
に
は
多
く
の
藩
校
が
こ
れ
に
準
じ
た
学
習
課
程
を
作
り
上
げ
て
い

る
の
は
教
育
史
諸
研
究
に
明
ら
か
で
あ
る
。
会
津
藩
な
ど
は
さ
ら
に
「
素
読
」

課
程
を
四
等
か
ら
一
等
ま
で
四
分
類
し
、
制
度
的
に
、
年
齢
、
習
熟
度
に
応
じ

た
学
習
を
奨
励
す
る
し
く
み
を
つ
く
っ
て
い
（
14
）る。

ま
た
、
こ
の
時
代
の
「
講

釈
」
と
は
、
今
日
の
「
講
義
」
と
は
異
な
り
、「
読
む
書
の
意
味
内
容
を
講
究

（
考
究
）
す
る
こ
と
」、「
経
史
等
の
意
味
内
容
に
つ
い
て
学
習
す
る
（
義
を
講
ず

る
）」
と
い
っ
た
意
味
を
も
含
む
も
の
で
あ
っ
（
15
）た。

こ
れ
に
は
、
質
講
（
質

疑
）、
会
講
（
或
は
輪
講
、
会
読
）
を
含
み
、
そ
れ
ら
は
、〈
ａ
〉
で
示
し
た
よ

う
な
師
の
授
講
の
前
に
聴
講
者
が
行
う
予
習
作
業
（
下
見
）、
受
講
後
各
自
が

習
得
し
た
題
材
を
持
ち
帰
っ
て
の
作
業
（
復
読
、
返
り
視
、〈
ｃ
〉
で
考
察
）
と

一
体
で
考
え
ら
れ
る
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
の
は
、
武
田
勘
治
ほ
か
が
指
摘
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、『
讀
書
準
縄
』
の
聴
講
に
関
す
る
記
述

を
考
え
る
。「
聴
講
・
聞
書
」
の
項
に
曰
く
、

師
ノ
講
席
ニ
就
ヲ
待
テ
、
静
ニ
拝
シ
、
講
釈
ス
ル
処
一
々
録
ス
ベ
シ
。
師

ノ
講
ズ
ル
処
ヲ
少
シ
ツ
ヽ
巳
（
マ
マ
）ノ
書
ヘ
カ
キ
入
ル
レ
ハ
、
巳
（
マ
マ
）ノ
意
ヲ
録
ス
ル

ニ
ナ
ル
シ
大
ニ
宜
シ
カ
ラ
ズ
。
禁
ズ
ベ
シ
。
講
終
リ
得
ト
考
ヘ
見
テ
後
、

静
ニ
問
ヘ
シ
。
遽
然
ト
シ
テ
騒
ナ
ル
ベ
カ
ラ
ス
。
知
レ
ザ
ル
コ
ト
ハ
勿
論

ノ
コ
ト
、
得
ト
呑
込
カ
子
タ
ル
コ
ト
迄
問
テ
質タ
ダ

ス
ベ
シ
。
其
章
ノ
緊
要
ニ

ア
ヅ
カ
ル
コ
ト
ハ
心
ニ
能
合
点
シ
タ
ル
コ
ト
ヲ
モ
問
テ
正
ス
ベ
シ
。
苟
且

ニ
シ
テ
其
侭
ニ
サ
シ
ヲ
ケ
ハ
、
巳
（
マ
マ
）ノ
氣
質
ナ
リ
ニ
聞
受
ル
故
、
學
術
ノ
大

本
ニ
於
テ
違
フ
コ
ト
ア
リ
。
恐
ル
ベ
シ
（
五
ウ
）
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静
粛
に
洩
れ
な
く
師
の
講
述
を
記
録
し
会
得
す
べ
き
こ
と
を
説
く
の
み
で
は
な

い
。
ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、「
講
釈
ス
ル
処
一
々
録
ス
ベ
」
き
理
由
、「
師
ノ

講
ズ
ル
処
」
を
「
少
シ
ツ
ヽ
巳
ノ
書
ヘ
カ
キ
入
レ
」
る
こ
と
を
厳
し
く
戒
め
る

理
由
が
、
そ
れ
が
即
ち
私
意
を
入
れ
る
（「
巳
ノ
意
ヲ
録
ス
ル
」）
こ
と
と
な
る

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
、
自
己
判
断
の
忌
避
の
強
調
は
『
讀
書
準
縄
』
の
枢
要
で

あ
り
、
学
習
課
程
の
指
南
の
各
論
に
入
る
前
段
階
で
「
素
読
」
に
お
け
る
注
意

点
を
論
じ
る
と
こ
ろ
で
は
以
下
が
い
わ
れ
る
。

文
義
ヲ
済
ス
ハ
書
ニ
ヒ
ツ
タ
リ
ト
引
付
テ
、
今
日
巳（
マ
マ
）ノ
ナ
ス
ベ
キ
當
然
ヲ

求
ム
ベ
シ
。
書
ヲ
以
テ
我
身
ニ
引
付
ル
様
ニ
ス
ベ
シ
。
如
此
ナ
レ
ハ
、
書

カ
主
ニ
ナ
リ
準
縄
ニ
ナ
リ
テ
、
此
身
ニ
定
規
ヲ
ア
テ
ル
コ
ト
ガ
ナ
シ
、
吾

心
吾
身
ヲ
書
ニ
引
付
ル
様
ニ
ス
ベ
カ
ラ
ズ
。
如
此
ナ
レ
ハ
、
巳
（
マ
マ
）ノ
氣
質
ガ

主
ト
ナ
リ
テ
ク
ル
故
、
自
分
ハ
是
テ
道
ノ
ナ
リ
ト
思
フ
テ
モ
、
他
人
ヨ
リ

見
レ
バ
大
ニ
道
ニ
背
ク
モ
ノ
ア
リ
。
厳
ニ
恐
レ
謹
ム
ベ
シ
（
四
オ
）

素
読
を
行
う
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
姿
勢
と
し
て
、
あ
く
ま
で
「
書
」
が

「
主
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
「
準
縄
」「
定
規
」
と
し
て
「
我
身
ニ
引
付
ル
」
こ
と

が
肝
要
と
の
訓
戒
で
あ
る
。
崎
門
の
学
習
方
法
が
、
し
ば
し
ば
「
鋳
型
に
は
め

る
」
学
習
性
向
を
助
長
し
、
自
律
的
思
考
を
阻
害
す
る
強
圧
的
か
つ
紋
切
り
型

の
知
識
の
強
要
に
つ
な
が
る
可
能
性
を
秘
め
る
の
は
既
に
多
く
の
論
者
に
よ
る

指
摘
が
あ
る
。
そ
の
一
方
、
こ
の
訓
戒
は
、
十
分
な
習
熟
を
経
な
い
初
学
に
よ

る
私
意
／
恣
意
の
強
弁
を
忌
避
せ
し
め
、
独
り
よ
が
り
の
暴
論
を
戒
め
る
も
の

で
も
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
テ
ク
ス
ト
の
精
確
な
理
解
と
い
う
、
学
問
の
根

本
を
支
え
る
要
諦
で
あ
っ
た
こ
と
も
注
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
別
の

箇
所
で
は
、「
其
看
ル
書
ノ
外
、
堅
ク
禁
シ
テ
傍
ニ
置
ベ
カ
ラ
ズ
。
参
考
シ
タ

キ
書
ア
ラ
ハ
、
其
所
斗
リ
ヲ
看
ル
ベ
シ
。
外
ヲ
見
テ
心
ヲ
分
ツ
ベ
カ
ラ
ズ
。
凡

テ
論
孟
讀
法
ニ
少
モ
背
カ
ヌ
様
ニ
心
ガ
ク
ベ
シ
」（
三
ウ
～
四
オ
）
と
あ
る
。
こ

の
語
も
、
と
に
か
く
私
意
を
棄
却
す
る
こ
と
を
徹
底
さ
せ
る
学
習
法
の
一
端
の

あ
ら
わ
れ
と
い
え
よ
う
。

〈
ｃ
〉「
復
読
」「
帰
り
（
返
り
）
視
」

　

さ
き
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
聴
講
・
聞
書
」
と
は
時
間
的
に
講
義
時
間
そ

の
も
の
、
行
為
と
し
て
講
義
を
受
け
る
こ
と
の
み
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
。『
讀
書
準
縄
』
で
は
、
聴
講
と
復
習
が
学
習
事
項
の
習
熟
に
む
け
た

作
業
と
し
て
一
体
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
聴
講
に
関
す
る
上
述
の
ご
と

く
の
指
南
に
続
け
て
、
以
下
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

扨
私
舍
ニ
返
リ
、
其
夜
ヘ
カ
ケ
テ
帰
リ
視
ヲ
ス
ベ
シ
。
其
シ
カ
タ
ハ
録
ス

ル
処
ノ
筆
記
ヲ
読
ン
テ
、
文
字
ノ
誤
リ
ヲ
改
メ
録
シ
、
誤
リ
ト
慥
ニ
覺
ヘ

タ
ル
所
ヲ
ナ
ヲ
シ
、
浄
写
シ
テ
、
他
日
師
ノ
朱
批
ヲ
請
フ
ベ
シ
。
偖
下
タ

視
ノ
時
、
我
存
寄
ト
師
ノ
講
ス
ル
処
ト
違
タ
ル
コ
ト
ア
ラ
バ
、
其
侭
捨
テ

置
ク
ベ
カ
ラ
ズ
。
何
処
デ
違
タ
ト
得
ト
心
ニ
反
リ
求
テ
、
爰
デ
違
タ
ル
処
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ヲ
慥
ニ
極
メ
ヲ
ク
ベ
シ
。
一
章
ノ
肝
要
ニ
ア
ヅ
カ
ル
コ
ト
ハ
別
ニ
シ
テ
謹

ン
デ
右
ノ
如
ク
ス
ベ
シ
。
疑
シ
キ
コ
ト
ハ
勿
論
ノ
コ
ト
、
得
ト
呑
込
兼
タ

ル
処
モ
別
ニ
一
小
冊
子
ニ
録
シ
テ
再
問
シ
テ
理
會
セ
ズ
ン
バ
、
三
度
モ
四

度
モ
問
テ
止
マ
ザ
ル
ヘ
シ
。
扨
又
師
友
ニ
請
テ
質
講
ヲ
精
出
ス
ベ
シ
（
六

オ
～
ウ
）

　

ま
ず
、
講
義
当
日
の
夜
ま
で
に
復
読
を
開
始
す
る
こ
と
、「
録
ス
ル
処
ノ
筆

記
」
の
誤
字
脱
字
を
丁
寧
に
訂
正
す
る
こ
と
が
指
示
さ
れ
る
。
こ
こ
ま
で
は
個

人
レ
ベ
ル
で
の
習
得
の
十
全
性
確
保
の
た
め
の
努
力
の
指
南
で
あ
る
。
さ
ら
に

続
け
て
、
訂
正
浄
写
し
た
も
の
の
批
正
を
師
に
請
う
こ
と
が
い
わ
れ
、
疑
問
点

を
「
其
侭
捨
テ
置
ク
ベ
カ
ラ
ズ
」、「
何
処
デ
違
タ
ト
得
ト
心
ニ
反
リ
求
」
め
る

こ
と
、
即
ち
ま
ず
自
省
的
に
間
違
い
を
問
い
詰
め
、
そ
の
上
で
、
疑
問
に
思
う

点
は
勿
論
の
こ
と
、「
得
ト
呑
込
兼
タ
ル
処
」、
即
ち
十
全
に
体
得
し
て
い
な
い

箇
所
に
つ
い
て
も
「
別
ニ
一
小
冊
子
ニ
録
シ
テ
再
問
」
す
べ
し
と
さ
れ
る
。
こ

の
「
復
読
」
過
程
は
即
ち
、「
輪
講
」
で
の
質
疑
応
答
と
一
体
の
、
有
機
的
な

学
習
課
程
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。「
聴
講
」
の
項
で
も
「
呑
込
カ
子
タ
ル

コ
ト
」
を
「
問
テ
質タ
ダ

ス
ベ
シ
」
と
あ
り
（
六
オ
、
前
出
）、
こ
こ
で
も
「
再
問
」

が
い
わ
れ
る
。
そ
れ
で
も
「
理
會
セ
ズ
ン
バ
、
三
度
モ
四
度
モ
問
テ
止
マ
ザ
ル

ヘ
シ
」
と
さ
れ
る
。
直
後
に
「
質
講
セ
ザ
レ
バ
」「
学
問
ニ
力
ラ
ノ
付
コ
ト
甲

斐
ナ
シ
」、（
質
講
は
）「
大
切
ニ
敬
ミ
重
ン
シ
テ
」「
激
励
奮
發
シ
テ
精
神
ヲ
尽

ス
ベ
シ
」
と
殊
更
重
視
さ
れ
、
さ
ら
に
は
「
師
友
」
へ
の
「
質
講
」
も
推
奨
さ

れ
る
（
六
ウ
）。

　

質
講
へ
の
「
激
励
奮
發
」
は
「
婦
女
ノ
衣
ヲ
洗
フ
」
こ
と
に
譬
え
ら
れ
、

「
灰
汁
ヲ
煎
ジ
テ
コ
レ
ニ
漬
シ
、
足
ヲ
以
蹈
ミ
ニ
ヂ
リ
手
ヲ
以
数
度
捼
」
み
、

「
垢
ヲ
去
リ
汚
水
ヲ
絞
リ
テ
後
、
再
三
清
水
ヲ
以
洗
ヒ
濯ス
ゝ

ギ
テ
、
垢
ノ
氣
ノ
ナ

キ
ヲ
度
ト
ス
」
べ
く
専
心
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
る
。
続
け
て
「
是
ト
同
ク
我
腸

ヲ
師
友
ノ
前
ヘ
マ
ケ
出
シ
テ
、
腸
胃
ノ
臓
垢
ヲ
尽
ク
除
キ
去
テ
潔
々
浄
々
タ
ラ

ン
ヲ
期
ス
ル
コ
ト
ナ
レ
バ
、
眞
劔
勝
負
ニ
ナ
リ
テ
、
巳
（
マ
マ
）ノ

病
ヲ
遺
サ
ズ
暴
シ
出

シ
、
師
友
ニ
痛
ク
戒
メ
ラ
ル
ヽ
様
ニ
ス
ベ
シ
」
と
述
べ
ら
れ
る
（
六
ウ
～
七

オ
）。「
灰
汁
」
を
も
っ
て
足
で
踏
み
つ
け
揉
み
し
ご
き
、「
垢
ヲ
去
リ
」
清
水

で
濯
ぐ
ご
と
き
要
領
で
、
己
の
「
腸
胃
ノ
臓
垢
ヲ
尽
ク
除
キ
去
」
る
べ
く
「
師

友
ニ
痛
ク
戒
メ
」
ら
れ
る
よ
う
に
と
、
極
め
て
激
烈
な
譬
え
を
も
っ
て
の
学
問

努
力
が
力
説
さ
れ
る
が
、
そ
れ
が
「
質
講
」
の
や
り
方
に
つ
い
て
で
あ
る
こ
と

に
注
意
し
た
い
。
逆
に
「
人
ノ
聴
ヲ
飾
ル
」
よ
う
な
質
講
、「
師
友
ノ
批
誨
少

モ
ナ
キ
様
ニ
読
ヲ
ヽ
セ
タ
イ
ト
思
心
ニ
テ
講
ジ
テ
ハ
、
大
ニ
宜
カ
ラ
ズ
」（
七

オ
）
と
、
批
判
を
避
け
、
事
勿
れ
主
義
に
陥
る
こ
と
を
訓
戒
す
る
。
か
よ
う
な

激
烈
な
表
現
を
も
っ
て
の
学
習
指
南
は
崎
門
門
弟
な
ら
で
は
の
も
の
と
も
考
え

ら
れ
る
が
、
質
講
が
「
眞
劔
勝
負
ニ
ナ
」
る
の
は
崎
門
の
専
売
特
許
で
は
な

く
、
幕
末
期
の
藩
学
、
漢
学
塾
、
さ
ら
に
は
洋
学
塾
に
お
け
る
学
習
指
南
の
特

徴
で
も
あ
る
の
は
後
述
す
る
。
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二　

江
村
北
海
『
授
業
編
』
と
『
讀
書
準
縄
』�

─
─
学
習
方
法
の
相
同
性
と
差
異

　
『
讀
書
準
縄
』
に
語
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
学
習
指
南
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
本
節

で
は
江
村
北
海
『
授
業
編
』（
天
明
三
年
〈
一
七
八
三
〉）
を
検
討
す
（
16
）る。

こ
れ

は
、「
幼
學
」「
學
書
」（
以
上
、
巻
之
一
所
収
）、「
讀
書
」（
三
則
、
同
巻
之
二
所

収
）、「
訓
點
」「
四
聲
五
音
」「
唐
音
」（
同
巻
之
三
所
収
）、「
教
授
」「
講
釋
」

（
二
則
）「
講
談
」（
同
巻
之
四
所
収
）、「
歴
史
學
」（
同
巻
之
五
所
収
）、「
作
文
」

（
七
則
、
同
巻
之
六
所
収
）、「
詩
學
」（
十
四
則
、
同
巻
之
七
、
八
所
収
）、「
壽
賀
」

「
地
名
」（
同
巻
之
九
所
収
）、「
姓
氏
」「
稱
呼
」「
臧
書
」（
同
巻
之
十
所
収
）
か

ら
な
る
十
巻
本
で
、
本
稿
の
問
題
と
す
る
学
習
過
程
の
実
際
、
読
書
習
慣
の
醸

成
と
関
連
す
る
記
述
は
、「
學
書
」「
讀
書
」「
教
授
」「
講
釋
」「
講
談
」
と

い
っ
た
項
に
、
比
較
検
討
す
べ
き
記
述
が
多
い
。
ま
た
、
荻
生
徂
徠
『
譯
文
筌

蹄
』「
題
言
十
則
」
を
念
頭
と
し
た
記
述
、
太
宰
春
臺
『
倭
讀
要
領
』
へ
の
言

及
も
、
と
く
に
「
學
書
」「
讀
書
」、
そ
し
て
「
訓
點
」「
四
聲
五
音
」「
唐
音
」

（
同
巻
三
収
）
な
ど
の
項
に
多
く
み
ら
れ
、
彼
ら
の
古
文
辞
主
唱
へ
の
北
海
の

見
解
も
こ
の
書
全
般
に
散
見
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
徂
徠
、
春

臺
の
原
語
へ
の
視
線
、
言
語
研
究
に
関
す
る
論
と
関
係
づ
け
な
が
ら
別
に
検
討

し
た
い
。
以
下
、『
授
業
編
』
に
お
け
る
学
習
の
仕
方
に
つ
い
て
の
記
述
を
考

察
す
る
。

〈
ａ
〉
精
確
な
筆
録
の
重
視

　
『
授
業
編
』
に
「
下
見
」「
予
習
」
と
の
項
目
は
な
い
が
、
ま
ず
「
讀
書
第
三

則
」
に
以
下
が
あ
る
。

（
サ
ル
ニ
テ
モ
）
書
ヲ
ヨ
ム
ニ
聲
ヲ
ア
ゲ
テ
ヨ
ム
ガ
ヨ
キ
ヤ
、
黙
シ
テ
ヨ
ム

ガ
ヨ
ロ
シ
キ
ヤ
ト
問
フ
人
ア
リ
。
コ
レ
ハ
各
得
失
ア
リ
テ
一
方
ニ
定
テ
ハ

イ
ヒ
難
シ
。
聲
ヲ
揚
テ
ヨ
ム
ナ
ラ
バ
、
字
音
ヲ
正
シ
、
句
讀
ヲ
分
チ
ヨ
ム

ベ
シ
。
字
音
ノ
疑
ハ
シ
キ
ハ
、
打
ス
テ
ヽ
オ
カ
ズ
、
ソ
ノ
マ
ヽ
字
書
ニ
テ

吟
味
ス
ベ
シ
（
中
略
）
既
ニ
一
二
扁
モ
ヨ
ミ
タ
ル
書
ヲ
ク
リ
返
シ
テ
讀
、

意
義
ヲ
ク
ハ
シ
ク
求
ム
ル
ニ
ハ
、
黙
シ
テ
書
ヲ
ミ
ル
ガ
ヨ
シ
。
何
レ
ニ
モ

一
部
ノ
書
ヲ
ヨ
マ
ン
ト
ナ
ラ
バ
、
其
開
巻
ヨ
リ
終
リ
マ
デ
一
字
ヲ
モ
殘
サ

ズ
、
一
句
ヲ
モ
略
セ
ズ
、
讀
テ
讀
シ
マ
イ
タ
ル
ト
コ
ロ
ニ
シ
ル
シ
ヲ
ツ
ケ

テ
、
叉
（
マ
マ
）其
次
ヨ
リ
讀
ベ
シ
。
此
ヲ
讀
カ
シ
コ
ヲ
讀
、
コ
ノ
書
ヲ
見
カ
ノ
書

ヲ
見
ル
コ
ト
セ
サ
ル
ガ
ヨ
シ
。
左
ナ
ケ
レ
バ
ア
シ
ク
癖
付
、
卑
諺
ニ
イ
フ

喰
サ
シ
學
文
ト
云
ニ
ナ
リ
テ
、
一
部
ノ
書
ヲ
通
シ
テ
讀
事
ナ
ラ
ヌ
モ
ノ
ナ

リ
（
巻
之
二
、
五
オ
～
ウ
）

音
読
、
黙
読
各
々
の
効
用
に
触
れ
、
前
者
は
句
節
・
文
節
の
理
解
の
た
め
に
重

視
さ
れ
、
後
者
は
「
意
義
」
の
詳
細
の
理
解
に
有
効
と
す
る
。
ま
た
、
い
く
つ

も
の
書
の
併
読
は
「
ア
シ
ク
癖
付
」
き
「
卑
諺
ニ
イ
フ
喰
サ
シ
學
文
」
に
陥
る

と
批
判
す
る
。
一
書
の
通
読
を
力
説
し
、
一
字
の
遺
漏
も
な
い
読
み
込
み
を
い
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う
が
、
こ
れ
は
、
さ
き
に
引
用
し
た
『
讀
書
準
縄
』
の
「
読
ン
ト
思
フ
書
斗
リ

一
冊
出
シ
、
外
ノ
書
ハ
堅
ク
禁
ジ
テ
出
ス
ヘ
カ
ラ
ス
」（
二
ウ
）
と
相
通
じ
る
。

ま
た
、「
開
巻
ヨ
リ
終
リ
マ
デ
一
字
ヲ
モ
殘
サ
ズ
、
一
句
ヲ
モ
略
セ
ズ
」
読
め

と
の
記
述
も
、『
讀
書
準
縄
』
の
「
一
字
モ
略
ス
ヘ
カ
ラ
ス
。
一
字
々
々
、
一

句
々
々
ノ
慥
カ
ニ
聞
ワ
カ
ル
様
ニ
ヨ
ム
ベ
シ
」（
二
オ
）
と
の
指
南
と
同
じ
で

あ
る
。『
讀
書
準
縄
』
は
「
句
末
ノ
字
」、「
也
」「
而
」
も
含
め
た
助
字
へ
の
意

識
も
い
う
が
、『
授
業
編
』
に
は
こ
れ
ら
へ
の
言
及
は
な
い
。

　

つ
ぎ
に
聴
講
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
が
、「
講
釋
第
二
則
」
の
冒
頭
に
、

「
前
條
（「
講
釋
第
一
則
」）
ハ
講
釋
ヲ
ス
ル
事
ヲ
論
ス
。
此
章
ハ
講
釋
ヲ
聽
事
ヲ

論
ズ
」
と
あ
り
、
専
ら
効
果
的
な
聴
講
の
仕
方
に
つ
い
て
記
さ
れ
る
。

サ
テ
講
釋
ヲ
キ
ク
ニ
ハ
、
一
冊
子
ヲ
携
エ
テ
席
ヘ
出
、
其
師
ノ
一
言
一
句

ト
イ
ヘ
ト
モ
遺
脱
ナ
キ
ヤ
ウ
ニ
キ
ヽ
書
ヲ
ス
ル
ガ
ヨ
シ
。
今
ニ
テ
モ
書
生

輩
ノ
中
ニ
聽
書
ヲ
シ
ツ
ケ
タ
ル
ハ
、
一
語
ヲ
モ
殘
サ
ズ
、
達
者
ニ
書
モ
ア

リ
。
聽
書
ヲ
セ
ン
ト
ス
レ
バ
、
書
ニ
心
ユ
キ
テ
聞
ク
事
ソ
マ
ツ
ニ
ナ
ル
ト

云
人
ア
リ
。
是
ハ
キ
ヽ
書
ヲ
ス
ル
ヲ
メ
ン
ド
ウ
ニ
思
フ
ヨ
リ
言
ヲ
カ
ザ
リ

テ
説
ヲ
ナ
ス
ニ
テ
、
左
様
ノ
理
ハ
ナ
キ
コ
ト
ナ
リ
（
中
略
）
遅
筆
不
達
者

ニ
テ
悉
ク
書
ト
ル
事
ナ
リ
ガ
タ
シ
ト
思
ハ
ヽ
、
心
ヲ
ト
メ
テ
遺
忘
ナ
キ
ヤ

ウ
ニ
聽
取
、
講
釋
ス
ギ
テ
宿
ニ
カ
ヘ
ラ
バ
他
事
ヲ
サ
シ
置
、
其
マ
ヽ
書
付

置
ベ
シ
。
此
二
ツ
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
、
講
釋
ヲ
キ
ヽ
テ
モ
益
ス
ク
ナ
シ
（
巻

之
四
、
十
二
ウ
）

「
其
師
ノ
一
言
一
句
ト
イ
ヘ
ト
モ
遺
脱
ナ
キ
ヤ
ウ
ニ
キ
ヽ
書
ヲ
ス
ル
ガ
ヨ
シ
」、

「
一
語
ヲ
モ
殘
サ
ズ
」
に
筆
録
す
べ
し
と
は
、『
讀
書
準
縄
』
の
「
講
釈
ス
ル
処

一
々
録
ス
ベ
シ
。
師
ノ
講
ズ
ル
処
ヲ
少
シ
ツ
ヽ
巳
（
マ
マ
）ノ

書
ヘ
カ
キ
入
ル
レ
ハ
、
巳
（
マ
マ
）

ノ
意
ヲ
録
ス
ル
ニ
ナ
ル
シ
大
ニ
宜
シ
カ
ラ
ズ
。
禁
ズ
ベ
シ
」（
五
ウ
）
と
の
訓

戒
に
通
じ
る
。
無
論
こ
れ
は
、『
讀
書
準
縄
』
後
半
に
記
載
の
村
士
玉
水
に
よ

る
読
法
「
七
則
」、
な
ら
び
に
「
辯
終
十
忌
」
に
象
徴
的
な
、
聖
人
説
の
絶
対

視
と
先
学
の
指
導
へ
の
盲
従
、
ほ
と
ん
ど
求
道
的
次
元
と
も
い
え
る
精
緻
な
読

書
・
筆
記
の
要
求
と
は
異
な
る
。
し
か
し
、
十
分
な
習
熟
を
経
な
い
初
学
に
よ

る
私
意
／
恣
意
の
暴
走
を
お
さ
え
る
た
め
の
精
確
な
学
習
の
奨
励
は
、
北
海

『
授
業
編
』
に
も
明
ら
か
で
あ
り
、
精
確
な
筆
録
を
重
視
す
る
姿
勢
は
共
通
す

る
。
そ
の
場
で
の
逐
字
筆
録
が
難
し
い
場
合
は
「
宿
ニ
カ
ヘ
ラ
バ
他
事
ヲ
サ
シ

置
、
其
マ
ヽ
書
付
置
ベ
シ
」
と
、
事
細
か
に
指
示
す
る
。

〈
ｂ
〉
多
読
を
重
視

　

北
海
が
複
数
の
書
を
同
時
に
読
み
進
め
る
の
を
「
喰
サ
シ
學
文
」
と
し
て
退

け
、「
開
巻
ヨ
リ
終
リ
マ
デ
」「
讀
シ
マ
イ
タ
ル
」
こ
と
を
推
奨
し
た
の
は
指
摘

し
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
、「
腹
中
ニ
文
字
ノ
蓄
」
え
を
す
べ
く
多
読
を
殊
更

強
調
す
る
。「
作
文
第
二
則
」
に
曰
く
、

腹
中
ニ
文
字
ノ
蓄
出
来
ル
時
ハ
、
詩
ニ
テ
モ
文
ニ
テ
モ
自
然
ト
書
ル
ヽ
モ

ノ
ナ
リ
。
其
時
ヲ
マ
チ
テ
、
詩
ヲ
モ
文
ヲ
モ
作
リ
習
フ
ベ
シ
。
イ
マ
ダ
腹
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中
ニ
其
蓄
出
来
ヌ
ウ
チ
ハ
、
タ
ヽ
ヒ
タ
ス
ラ
書
ヲ
讀
ヲ
以
テ
業
ト
シ
テ
、

詩
文
ヲ
作
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
腹
中
ニ
文
字
ノ
無
ウ
チ
ニ
詩
文
章
ヲ
無
理
ニ
作

ラ
ン
ト
ス
ル
ハ
、
畢
竟
無
益
ノ
暇
ヲ
費
シ
、
讀
書
ノ
業
ヲ
廃
ス
。
大
イ
ナ

ル
損
ナ
リ
（
中
略
）
詩
文
章
ヲ
早
ク
作
リ
オ
ホ
エ
ン
ト
ス
ル
事
、
初
學
ニ

ア
リ
テ
大
イ
ナ
ル
損
ナ
リ
。
今
ノ
書
生
輩
、
僅
カ
ニ
四
書
ノ
素
讀
ヲ
仕
舞

フ
ト
、
ハ
ヤ
唐
詩
選
ナ
ド
ヲ
ト
リ
マ
ワ
シ
テ
、
詩
ヲ
作
リ
オ
ボ
エ
ン
ト

シ
、
僅
ニ
詩
ノ
作
リ
カ
タ
ヲ
オ
ボ
ユ
ル
ニ
、
ハ
ヤ
文
章
ヲ
作
リ
オ
ボ
エ
ン

ト
ス
ル
。
是
詩
文
章
ノ
出
来
ヌ
基
ナ
リ
（
巻
之
六
、
三
ウ
～
四
ウ
）

読
書
量
が
飽
和
点
に
達
す
る
ま
で
は
「
タ
ヽ
ヒ
タ
ス
ラ
書
ヲ
讀
ヲ
以
テ
業
ト
」

す
べ
き
だ
と
説
き
、
四
書
の
読
了
後
た
だ
ち
に
詩
づ
く
り
に
励
む
の
を
批
判
す

る
。
で
は
北
海
は
、
ど
の
程
度
の
読
書
が
適
切
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。「
讀
書
第
二
則
」
に
曰
く
、

太
宰
春
臺
ノ
和
（
倭
─
筆
者
）
讀
要
領
ニ
、
ヨ
ム
ベ
キ
ホ
ド
ノ
書
目
ヲ

擧
、
コ
レ
ヲ
ヨ
ム
前
後
ヲ
モ
次
第
セ
リ
。
見
合
ス
ベ
シ
（
巻
之
二
、
五
オ
）

こ
こ
に
言
及
さ
れ
る
太
宰
春
臺
（
一
六
八
○
─
一
七
四
七
）
に
よ
る
『
倭
讀
要

領
』
の
「
書
目
」
と
は
、
同
「
學
則
」（『
倭
讀
要
領
』
巻
下
所
収
の
も
の
で
、
徂

徠
『
學
則
』
で
は
な
い
）
に
列
挙
さ
れ
る
も
の
で
あ
（
17
）る。
こ
こ
で
春
臺
は
、
ま

ず
、『
孝
經
』『
論
語
』『
毛
詩
』『
尚
書
』
の
四
部
の
書
の
、
訓
点
に
頼
ら
な
い

句
読
を
推
奨
す
る
。
続
い
て
「
四
部
ノ
書
既
ニ
誦
讀
習
熟
シ
テ
、
暗
記
ス
ル
ニ

至
ラ
バ
、
古
註
ノ
三
禮
、
周
易
、
并
ニ
春
秋
ノ
三
伝
、
國
語
ヲ
取
テ
讀
コ
ト
四

五
遍
ス
ベ
シ
」
と
す
る
。
つ
ま
り
、『
孝
經
』『
論
語
』『
毛
詩
』『
尚
書
』
に
は

じ
ま
り
、
続
い
て
古
註
三
禮
（
儀
禮
、
周
禮
、
禮
記
）、『
周
易
』、『
春
秋
』
三

伝
（
左
伝
、
公
羊
、
穀
梁
）、『
国
語
』
即
ち
春
秋
外
伝
、
さ
ら
に
『
文
選
』
の

十
三
の
書
物
の
徹
底
し
た
通
読
、
し
か
も
「
直
読
」
に
よ
る
そ
れ
を
要
求
す

る
。
さ
ら
に
『
史
記
』『
漢
書
』
の
熟
読
が
必
須
と
さ
れ
、
加
え
て
『
資
治
通

鑑
』
を
は
じ
め
と
す
る
一
連
の
書
物
が
推
奨
さ
れ
る
（『
倭
讀
要
領
』
巻
下
）。

　

北
海
が
、
春
臺
の
よ
う
に
こ
れ
ら
す
べ
て
の
完
璧
な
読
了
を
厳
格
に
要
求
し

た
か
は
、
北
海
門
下
に
お
け
る
指
導
の
様
相
を
記
録
し
た
史
料
な
ど
を
使
っ
て

の
解
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、「
書
く
」
こ
と
に
至
る
以
前
に
、「
文

字
」
を
「
腹
中
」
に
貯
め
る
べ
く
、
相
当
量
の
読
書
を
要
求
す
る
。
こ
れ
は
、

「
其
看
ル
書
ノ
外
、
堅
ク
禁
シ
テ
傍
ニ
置
ベ
カ
ラ
ズ
。
参
考
シ
タ
キ
書
ア
ラ

ハ
、
其
所
斗
リ
ヲ
看
ル
ベ
シ
。
外
ヲ
見
テ
心
ヲ
分
ツ
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
し
、
さ
ら

に
は
原
則
と
し
て
「
凡
テ
論
孟
讀
法
ニ
少
モ
背
カ
ヌ
様
ニ
心
ガ
ク
ベ
シ
」（『
讀

書
準
縄
』
三
ウ
～
四
オ
、
前
出
）
と
、
読
む
べ
き
書
物
、
そ
し
て
読
み
方
ま
で
も

厳
格
に
限
定
す
る
崎
門
の
教
え
と
は
些
か
異
な
る
主
張
で
あ
る
。

　

さ
き
に
引
用
の
「
作
文
第
二
則
」
の
「
ハ
ヤ
唐
詩
選
ナ
ド
ヲ
ト
リ
マ
ワ
シ

テ
」「
文
章
ヲ
作
リ
オ
ボ
エ
ン
ト
」
す
る
こ
と
は
、「
詩
文
章
ノ
出
来
ヌ
基
ナ

リ
」
と
の
批
判
に
続
け
て
曰
く
、
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學
徒
ノ
カ
ヽ
ル
志
ヲ
窺
ヒ
テ
、
書
肆
ノ
賈
人
、
此
カ
シ
コ
ノ
先
生
ニ
相
謀

リ
テ
唐
詩
礎
、
明
詩
礎
、
詩
筌
、
詩
聯
、
何
ノ
カ
ノ
ト
詩
ノ
キ
リ
ツ
ギ
ヲ

ス
ル
小
冊
子
、
近
年
ニ
至
リ
テ
ハ
、
イ
ヤ
カ
上
ニ
ア
リ
テ
、
ソ
レ
ラ
ノ
書

ヲ
ア
チ
コ
チ
ト
リ
合
セ
テ
詩
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
ル
モ
ノ
出
来
ル
ユ
ヘ
、
文
章

モ
左
様
ノ
仕
方
ア
ル
ベ
シ
。
時
師
ニ
問
ヒ
尋
ネ
タ
ラ
ン
ニ
ハ
利
口
ナ
ル
捷

径
モ
ア
ラ
ン
（
巻
之
六
、
四
ウ
～
五
オ
）

　

詩
作
の
参
考
書
が
出
回
り
、
そ
れ
ら
の
「
書
ヲ
ア
チ
コ
チ
ト
リ
合
セ
テ
」

「
詩
ノ
キ
リ
ツ
ギ
」
を
行
う
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
、
蘐

園
の
諸
学
に
よ
る
古
文
辞
つ
ぎ
は
ぎ
批
判
を
主
眼
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ

は
春
臺
が
同
学
の
こ
の
営
み
を
執
拗
に
批
判
し
た
の
と
軌
を
一
に
す（

18
）る。

こ
の

文
に
続
け
て
「
書
肆
ノ
賈
人
、
此
カ
シ
コ
ノ
先
生
ニ
相
謀
リ
テ
」
参
考
書
を
乱

造
、
結
果
「
手
引
ニ
ス
ベ
キ
小
冊
子
頗
ル
多
ク
、
コ
レ
ラ
ヲ
便
リ
ニ
ワ
ケ
モ
聞

エ
ヌ
尺
牘
ナ
ド
ツ
ヾ
リ
テ
時
師
ニ
潤
色
ヲ
乞
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
ハ
カ
バ
カ
シ
ク
正

削
モ
出
来
ズ
」
と
、
詩
作
を
試
み
る
も
遂
げ
ず
に
い
る
滑
稽
を
揶
揄
す
る
。

「
尺
牘
」
の
流
行
に
つ
い
て
も
触
れ
る
が
、
周
知
の
よ
う
に
『
滄
溟
先
生
尺

牘
』
は
服
部
南
郭
（
一
六
八
三
─
一
七
五
九
）
の
校
訂
に
よ
る
も
の
が
多
く
出

回
っ
た
。
上
の
文
章
の
「
此
カ
シ
コ
ノ
先
生
」「
時
師
」
の
一
人
は
南
郭
で

あ
っ
た
ろ
う
。
北
海
は
、「
キ
リ
ツ
ギ
」「
ア
チ
コ
チ
ト
リ
合
セ
テ
」
の
詩
作
を

忌
避
、
作
詩
、
作
文
に
か
か
る
以
前
に
、「
腹
中
ニ
其
（
文
字
、
文
章
─
筆
者
）

蓄
出
来
」
る
ま
で
周
到
な
読
書
に
従
事
す
る
こ
と
を
主
唱
し
た
。

　
「
作
文
第
四
則
」
で
北
海
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

今
、
漢
土
ノ
文
ニ
ナ
ラ
ヒ
テ
書
カ
ラ
ハ
、
漢
土
ノ
人
コ
レ
ヲ
見
テ
モ
カ
ヽ

ル
事
ト
合
點
ス
ル
ニ
テ
ナ
ク
テ
ハ
、
本
意
ナ
ラ
ザ
ル
ニ
似
タ
リ
。
然
レ
バ

我
邦
ノ
假
名
又
俗
文
ナ
ラ
バ
、
箇
様
ニ
書
ク
事
ナ
レ
ド
モ
、
漢
土
ノ
文
ニ

テ
ハ
カ
ヤ
ウ
ニ
書
ト
イ
フ
、
其
カ
キ
方
ヲ
覺
ユ
ル
ヲ
、
文
章
ノ
地
ヲ
學
ブ

ト
云
ナ
リ
。
其
地
ヲ
書
覺
ユ
ル
マ
デ
ハ
何
レ
ノ
書
、
イ
ツ
レ
ノ
文
ニ
テ
モ

去
嫌
ヒ
ナ
ク
漢
土
人
ノ
書
タ
ル
ニ
テ
サ
ヘ
ア
ラ
バ
、
其
書
カ
タ
ハ
皆
吾
ガ

文
ヲ
學
ブ
手
本
ナ
リ
ト
思
ヒ
テ
書
ナ
ラ
フ
ガ
ヨ
シ
（
巻
之
六
、
七
オ
～
ウ
）

「
漢
土
ノ
文
」
の
「
カ
キ
方
ヲ
覺
ユ
ル
ヲ
、
文
章
ノ
地
ヲ
學
ブ
ト
云
」、「
去
嫌

ヒ
ナ
ク
漢
土
人
ノ
書
タ
ル
」
を
「
皆
吾
ガ
文
ヲ
學
ブ
手
本
」
と
す
べ
し
と
は
、

北
海
に
お
け
る
原
語
へ
の
意
識
の
高
さ
を
示
唆
す
る
。
但
し
、
つ
づ
け
て
「
両

漢
ノ
散
文
ノ
四
六
ノ
韓
柳
（
中
略
）
李
王
ノ
古
文
ノ
古
文
辞
ノ
何
ノ
カ
ノ
ト
イ

フ
」
こ
と
に
は
頓
着
す
る
な
と
述
べ
て
お
り
（
巻
之
六
、
七
ウ
～
八
オ
）、
特
定

の
時
代
の
特
定
の
文
筆
家
の
文
体
・
文
法
へ
の
固
執
は
忌
避
す
べ
し
と
し
て
い

る
。
し
か
し
、『
授
業
編
』
に
は
「
四
聲
五
音
」「
唐
音
」
と
の
項
目
が
あ
る
の

は
触
れ
た
（
巻
三
収
）。
こ
れ
ら
の
項
目
も
含
め
、
徂
徠
『
譯
文
筌
蹄
』「
題
言

十
則
」、
そ
し
て
春
臺
『
倭
讀
要
領
』
な
ど
の
吟
味
を
通
じ
て
の
、
外
国
語
と

し
て
の
古
代
中
国
語
の
認
識
、
原
音
、
原
語
序
に
通
暁
す
る
こ
と
の
重
要
性
の

指
摘
が
散
見
さ
れ
る
。『
授
業
編
』
は
一
七
八
三
年
の
刊
で
あ
り
、「
正
学
」
復
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興
が
叫
ば
れ
徂
徠
学
が
敬
遠
さ
れ
る
時
代
の
書
と
い
え
る
。
ま
た
、
徂
徠
、
春

臺
以
降
は
原
語
そ
の
も
の
に
迫
る
「
言
語
研
究
」
は
振
興
し
た
と
は
い
え
な

い
。
か
よ
う
な
時
代
に
北
海
は
、
一
七
一
一
年
刊
の
『
譯
文
筌
蹄
』、
一
七
二

八
年
刊
の
『
倭
讀
要
領
』
に
あ
ら
わ
れ
る
原
語
重
視
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
。

三　
『
讀
書
準
縄
』『
授
業
編
』、
そ
し
て
洋
学
学
習
の
実
相

　

前
節
、
前
々
節
で
み
た
よ
う
に
、『
讀
書
準
縄
』
と
北
海
『
授
業
編
』
に
お

け
る
諸
々
の
指
導
要
領
は
、「
何
を
」
読
む
か
、
参
照
す
べ
き
か
の
み
な
ら

ず
、
読
み
方
の
「
形
式
」、
議
論
の
内
容
の
み
な
ら
ず
そ
の
「
仕
方
0

0

」、「
形0

式0

」
を
規
定

0

0

0

す
る
。
こ
れ
ら
の
書
は
、
学
習
者
に
広
汎
に
共
有
さ
れ
る
べ
き
知0

的
習
慣

0

0

0

と
そ
の
集
合
的
意
味

0

0

0

0

0

0

0

を
呈
示
す
る
も
の
で
あ（

19
）る。「

本
を
読
む
」
過
程

で
実
現
さ
れ
る
「
意
味
の
創
出
作
用
」
は
「
本
そ
の
も
の
と
は
別
」
で
あ
り
、

「
読
み
手
」
に
備
わ
る
理
解
の
「
形
式
」「
形
態
」
は
特
定
の
時
間
、
場
所
、
そ

し
て
集
団
の
性
質
に
よ
り
「
歴
史
的
に
」
決
定
さ
れ
る
と
は
Ｒ
・
シ
ャ
ル
チ
ェ

の
言
で
あ（

20
）るが
、『
讀
書
準
縄
』
に
指
南
さ
れ
る
「
独
看
」
に
お
け
る
精
確
な

読
み
の
要
求
、「
会
読
」「
質
講
」
に
お
け
る
精
緻
で
辛
辣
な
討
議
は
、
相
乗
的

有
機
的
に
個
々
の
読
み
手
の
読
書
習
慣
を
醸
成
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
し

て
こ
れ
は
、
武
田
勘
治
、
石
川
謙
ら
の
研
究
が
示
す
と
こ
ろ
の
藩
学
の
諸
学
規

に
あ
ら
わ
れ
る
素
読
、
聴
講
、
質
講
、
会
業
の
仕
方
と
も
大
い
に
共
通
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
が
推
知
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
は
、
こ
れ
ら
素
読
か
ら
輪
講
（
会
読
）
ま
で
の
教
授
法
は
、
そ
の
ま

ま
幕
府
の
洋
学
学
問
所
、
即
ち
蕃
書
調
所
、
そ
の
後
の
開
成
所
の
教
授
法
と

な
っ
て
い
る
事
実
は
、
茂
住
實
男
の
一
連
の
研
究
に
詳
細
に
実
証
さ
れ
て
い

（
21
）る。

茂
住
の
研
究
を
要
約
す
る
と
、「
先
ず
句
読
教
授
に
つ
き
、
個
人
教
授

で
、
文
法
教
科
書
の
句
読
＝
読
み
方
を
学
」
び
、
続
い
て
「
英
文
を
素
読
」、

「
何
十
回
と
な
く
反
復
練
習
」
し
、
文
法
、
訳
読
の
力
を
蓄
積
し
た
後
「
会
読

課
程
」
に
す
す
む
。
こ
の
課
程
は
、
独
力
で
の
英
文
理
解
の
た
め
の
入
念
な
下

調
べ
→
輪
講
に
お
け
る
発
表
→
質
疑
へ
の
回
答
→
間
違
い
の
訂
正
と
復
読
を
含

む
課
程
で
あ（

22
）る。

こ
の
、
茂
住
に
よ
っ
て
描
か
れ
る
学
習
課
程
は
、
ま
さ
し
く

『
讀
書
準
縄
』、
藩
学
の
「
学
規
」
に
あ
る
学
習
の
「
仕
方
」
に
関
す
る
規
定
そ

の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
、
江
戸
後
期
の
宇
田
川
塾
、
安
懐
堂
、
象
先
堂
と

い
っ
た
蘭
学
塾
、
さ
ら
に
は
箕
作
秋
坪
の
三
叉
学
舍
、
萌
芽
期
の
慶
應
義
塾
な

ど
英
学
塾
に
お
け
る
教
授
法
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
っ（

23
）た。

　

江
戸
後
期
の
蘭
学
塾
、
幕
末
の
洋
学
塾
の
教
授
課
程
の
具
体
相
の
こ
れ
以
上

の
詳
細
に
つ
い
て
は
茂
住
、
そ
し
て
一
部
は
森
岡
健
二
の
諸
研
究
を
参
照
さ
れ

た
（
24
）い。
こ
こ
で
は
、
学
習
者
の
知
的
習
慣
0

0

醸
成
に
つ
な
が
る
当
時
の
学
習
の

「
仕
方
」、
企
図
さ
れ
た
学
習
方
法
が
ど
の
程
度
実
践
さ
れ
、
知
的
習
慣
の
醸
成

に
寄
与
し
て
い
た
か
を
語
る
史
料
、
と
く
に
「
被
」
教
育
者
側
の
教
育
に
関
す

る
様
々
な
記
述
を
史
料
と
し
て
注
目
し
て
み
た
い
。
と
く
に
平
沼
淑
郎
『
鶴
峯

漫
（
25
）談』、
菊
池
（
箕
作
）
大
麓
の
講
演
（
26
）録、
さ
ら
に
は
石
河
幹
明
『
福
沢
諭
吉

（
27
）伝』
な
ど
は
、
右
の
目
的
に
有
用
な
情
報
を
提
供
す
る
。
ま
ず
、
三
叉
学
舍
に

お
け
る
教
授
の
仕
方
の
実
相
に
つ
い
て
描
い
た
『
鶴
峯
漫
談
』
を
み
る
。
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意
義
の
解
釋
に
は
師
弟
共
に
渾
身
の
力
を
入
れ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

て
、
微
細
の
點
も
輕
々
看

0

0

0

0

0

0

0

0

過
し
な
か
つ
た

0

0

0

0

0

0

。
こ
れ
が
や
は
り
漢
學
修
習
の
遺
風
を
そ
の
ま
ヽ
継
承

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

し

た
の
で
あ
る
。
當
時
外
國
語
を
習
ふ
の
に
兩
様
の
法
が
あ
つ
て
、
こ
れ
を

正
則
變
則
と
い
つ
た
。
正
則
と
い
ふ
の
は
、
先
づ
綴
字
發
音
か
ら
精
確
に

し
て
進
む
の
で
あ
つ
た
、
變
則
と
い
ふ
の
は
發
音
は
第
二
位
に
置
い
て
、

意
義
の
解
釋
を
專
ら
に
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
で
あ
る
。
三
叉
学
舍
や
慶
應
義
塾
の
教
授

法
は
後
者
に
属
す
る
。
そ
の
優
劣
は
今
日
の
人
を
し
て
言
は
し
む
れ
ば
、

甚
だ
明
瞭
で
あ
ら
う
が
、
當
時
に
在
つ
て
は
、
變
則
の
方
が
讀
書
力
を
養

0

0

0

0

0

成
す
る
上
に
於
い
て
遥
か
に
優
つ
て
ゐ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
稱
せ
ら
れ
て
ゐ（

28
）た。

こ
の
後
段
に
は
「
こ
れ
（
輪
講
─
筆
者
）
に
よ
つ
て
讀
書
力
が
非
常
に
進
ん
だ

こ
と
は
爭
は
れ
ぬ
。
近
来
の
や
う
に
一
教
室
に
多
人
数
を
詰
め
込
ん
で
大
量
教

授
を
す
る
場
合
に
は
と
て
も
こ
ん
な
方
法
を
適
用
す
る
こ
と
を
得
な
い
が
（
中

略
）
こ
れ
（
輪
講
─
筆
者
）
を
斟
酌
し
た
何
等
か
の
法
を
講
じ
た
な
ら
ば
學
生

の
讀
書
力
を
進
む
る
上
に
大
い
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
が
あ
ら
う
か
と
思
つ
て
い

る
」
と
あ（

29
）る。
実
用
英
語
の
習
得
、
発
音
の
学
習
は
い
ざ
し
ら
ず
、
と
り
わ
け

「
読
書
力
」
の
向
上
に
は
、「
輪
講
」
を
軸
と
す
る
「
變
則
」
の
読
書
機
会
が
、

「
當
時
」
の
み
な
ら
ず
、
時
を
超
え
て
大
い
に
役
立
つ
も
の
と
平
沼
が
認
識
し

て
い
た
こ
と
を
示
そ
う
。

　
『
鶴
峯
漫
談
』
に
は
「
輪
講
」
の
仕
方
に
関
す
る
具
体
的
叙
述
が
あ
り
、「
白

點
」「
黒
點
」
を
用
い
て
の
学
力
の
優
劣
の
明
示
を
常
と
す
る
「
輪
講
」
は
、

参
加
者
を
し
て
「
戰
場
に
出
る
眞
劍
味

0

0

0

0

0

0

0

0

を
以
て
教
室
に
出
」
る
こ
と
、「
ロ
ン

ド
ン
條
約
案
」
検
討
の
「
委
員
會
に
於
け
る
首
相
外
相
海
相
の
席
に
出
る
前
」

の
ご
と
き
の
「
苦
労
」
を
強
い
る
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
平
沼
自
身
「
質
問
攻

め
で
泣
い
た
こ
と
が
廔
あ
つ
た
」
と
述
懐
す（

30
）る。「

輪
講
」
と
い
う
「
制
度
」

の
実
相
を
描
写
す
る
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
制
度
が
、
ど
の
よ
う
な
水
準
の
知
的

「
習
慣
」
を
醸
成
し
得
た
か
を
も
示
唆
し
よ
う
。

　

石
河
幹
明
『
福
澤
諭
吉
伝
』
に
は
、
永
田
健
助
に
よ
る
慶
應
義
塾
萌
芽
期
、

新
銭
座
時
代
の
英
学
学
習
の
様
子
の
描
写
も
載
せ
る
が
、
以
下
の
よ
う
に
あ

る
。

輪
講
と
く
る
と
、
な
か
〳
〵
一
時
間
や
二
時
間
で
は
済
ま
ぬ
、
大
抵
午
前

が
素
読
講
義
時
間
で
、
午
後
に
輪
講
を
始
め
る
例
で
、
必
ず
夕
刻
ま
で
掛

る
。
学
力
を
錬
磨
し
た
の
は
即
ち
輪
講

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
つ
て
、
こ
れ
は
漢
学
伝
来
の

0

0

0

0

0

輪
講
と
同
一
の
方
法

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
つ
て
、
同
級
生
一
同
集
ま
り
、
各
生
一
ペ
ー
ジ

な
り
、
半
ペ
ー
ジ
な
り
受
持
を
定
め
、
其
文
義
を
解
釈

0

0

0

0

0

0

す
る
の
で
、
甲
が

受
持
を
誤
解
す
れ
ば
乙
に
迴
は
し
、
乙
が
こ
れ
を
正
解
す
れ
ば
、
甲
は
黒

点
、
乙
は
白
点
を
取
る
仕
組
で
あ
る
。
若
し
乙
も
亦
誤
れ
ば
丙
に
迴
は

し
、
丙
も
否
な
れ
ば
丁
に
、
終
に
末
席
者
ま
で
迴
は
り
、
其
者
が
首
尾
よ

く
遂
行
す
れ
ば
、
一
同
が
黒
点
を
付
せ
ら
れ
て
、
其
者
独
り
白
点
を
取
る

の
で
、
優
勝
劣
敗
覿
面
に
判
明
し
、
其
の
結
果
は
学
級
の
昇
降
は
勿
論
の

こ
と
、
月
末
寄
宿
席
を
換
ゆ
る
と
き
の
良
席
先
取
権
に
ま
で
関
係
を
及
ぼ



114

す
か
ら
、
会
読
の
た
め
に
惰
生
さ
へ
も
勉
強

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

し
た
。
こ
れ
が
た
め
深
夜
寝

0

0

0

静
り
た
る
頃
窃
か
に
書
を
繙
き
思
を
凝
ら
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

徒
も
随
分
あ
つ（

31
）た。

　

こ
こ
で
も
、
黒
点
白
点
を
も
っ
て
の
競
争
原
理
を
内
包
し
た
輪
講
の
様
子
が

語
ら
れ
る
が
、
と
く
に
、「
輪
講
」
が
「
文
義
解
釈
」
の
精
微
を
目
指
し
た
独

力
で
の
入
念
な
下
準
備
を
前
提
と
す
る
点
に
い
ま
一
度
着
目
し
た
い
。
箕
作
の

「
三
叉
学
舍
」
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
様
子
が
、『
鶴
峯
漫
談
』
に
語
ら
れ

て
い
る
。

今
日
行
は
れ
て
い
る
教
育
教
授
の
方
法
を
觀
る
と
、
教
授
は
多
數
學
生
の

興
味
を
惹
く
こ
と
を
主
と
し
、
學
生
は
學
校
の
教
室
で
學
ん
だ
こ
と
を
、

そ
の
場
限
り
に
放
擲
し
去
つ
て
、
更
ら
に
復
習
を
し
な
い
の
が
少
な
か
ら

ず
あ
る
。
小
生
ど
も
は
そ
の
日
そ
の
日
の
課
業
を
了
へ
て
家
に
帰
る
と
、

必
ら
ず
先
づ
復
習

0

0

0

0

0

0

0

を
し
た
。
復
習
は
業
餘
の
業
で
は
な
く

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

て
、
日
課
の
一

0

0

0

0

つ0

に
定
ま
つ
て
ゐ
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
翌
日
教
授
を
受
く
べ
き

學
科
に
就
い
て
は
下
見
を
缺
か
さ
な
か
つ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
下
見
と
い
ふ
の
は
今
日
の

語
で
い
ふ
と
豫
習
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
豫
習
を
し
て
教
場
に
臨
ま
な
い

と
非
常
な
後
れ
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
（
中
略
）
箕
作
塾
の
項

で
、
輪
講
の
こ
と
を
い
つ
て
置
い
た
が
、
そ
の
席
に
出
る
前
に
は
必
ら
ず

豫
習
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
豫
習
と
い
つ
て
も
た
ヾ
尋
常
一
様
の
豫
習

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
止
ら
ず

0

0

0

0

し
て
、
か
く
質
問
の
矢
を
放
た
れ
る
ば
か
う
答
辯
し
や
う
、

あ
ヽ
難
詰
0

0

さ
る
れ
ば
、
ど
う
突
破
し
よ
う
と
い
ふ
こ
と
に
腐
心
焦
慮

0

0

0

0

し
た

の
で
あ
つ
た
。
幾
遍
と
な
く
字
書
を
繙
閲

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

す
る
。
何
回
と
な
く
語
句
の
解

0

0

0

0

0

0

0

0

0

釋
を
考
へ
直
す

0

0

0

0

0

0

。
並
大
抵
の
苦
労
で
は
な
か
つ
た
。
し
か
し
日
夕
0

0

倦0

怠
な
0

0

く
従
事

0

0

0

し（
32
）た。

　

こ
こ
で
上
の
述
懐
を
、
と
く
に
第
一
節
で
検
討
し
た
『
讀
書
準
縄
』
に
お
け

る
学
習
指
南
に
鑑
み
て
考
察
し
よ
う
。
平
沼
は
、
下
見
（
予
習
）
は
「
た
ゞ
尋

常
一
様
の
豫
習
」
で
は
な
く
、「
難
詰
」
に
適
宜
対
応
す
べ
く
「
腐
心
焦
慮
」、

周
到
な
字
句
・
語
句
の
意
味
の
精
査
、
解
釈
が
不
可
欠
の
課
程
で
あ
っ
た
と
述

懐
す
る
。
こ
れ
即
ち
『
讀
書
準
縄
』「
下
見
」
の
項
に
お
け
る
「
一
字
云
云
ノ

文
義
ヲ
明
ラ
メ
、
能
語
勢
ヲ
看
テ
一
字
一
句
ノ
軽
重
ヲ
認
得
テ
、
某
ノ
句
ハ
某

ノ
句
ヨ
リ
生
シ
、
某
ノ
字
ハ
某
ノ
字
ト
照
應
ス
ル
ヲ
看
」
る
べ
し
と
の
指
南
と

通
じ
る
。
平
沼
が
怠
ら
ず
行
っ
た
と
す
る
「
復
習
」
は
「
日
課
の
一
つ
」
で
、

「
業
餘
の
業
で
は
な
」
か
っ
た
と
す
る
が
、
こ
れ
も
、
自
省
的
に
間
違
い
を
問

い
詰
め
る
復
習
を
講
義
当
日
の
夜
に
行
う
こ
と
を
指
南
す
る
『
讀
書
準
縄
』
の

「
復
読
」
に
通
じ
る
。
そ
し
て
、「
輪
講
」
で
あ
る
。
平
沼
の
い
う
「
戰
場
に
出

る
眞
劍
味
」、「
首
相
外
相
海
相
の
席
に
出
る
前
」
の
ご
と
き
の
「
苦
労
」
を
強

い
る
性
質
の
輪
講
は
、『
讀
書
準
縄
』
に
て
質
講
が
「
婦
女
ノ
衣
ヲ
洗
フ
」
ご

と
き
の
鍛
錬
に
譬
え
ら
れ
、
足
で
踏
み
つ
け
揉
み
し
ご
き
、「
垢
ヲ
去
リ
」
清

水
で
濯
ぐ
ご
と
き
要
領
で
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
、
質
講
が
「
師
友
ニ
痛
ク
戒
メ

ラ
ル
ヽ
」「
眞
劔
勝
負
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
に
相
通
じ
よ
う
。
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平
沼
は
、
箕
作
、
菊
池
大
麓
ら
と
同
じ
津
山
藩
出
身
、
石
河
は
水
戸
藩
士
で

あ
る
。
津
山
藩
「
修
道
館
」
の
「
教
則
」
二
「
授
業
方
法
」
に
は
、「
素
讀
會0

讀
復
讀

0

0

0

獨
見
等
ノ
法
ヲ
定
メ
秩
然
進
學
ノ
序
ヲ
紊
サ
ス
其
學
力
ノ
進
ム
モ
ノ
ハ

復
講
輪
講
0

0

等
ヲ
ナ
サ
シ
ム
」
と
あ
り
、
そ
の
後
段
に
「
階
級
ヲ
立
テ

0

0

0

0

0

名
札
ヲ
掲

ケ
勤
惰
ニ
ヨ
リ
之
ヲ
上
下
シ
競
進
セ
シ
メ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

倦
マ
サ
ラ
ン
」
と
記
さ
れ
て
い（

33
）る。

津
山
藩
で
『
讀
書
準
縄
』
が
用
い
ら
れ
た
形
跡
は
管
見
の
限
り
な
く
、
右
の

「
教
則
」
も
同
書
の
ご
と
く
読
法
、
会
講
の
や
り
方
を
事
細
か
に
説
く
も
の
で

は
な
い
。
し
か
し
平
沼
の
回
顧
は
、
津
山
藩
藩
学
に
お
け
る
周
到
な
学
習
の
奨

励
装
置
と
し
て
の
競
争
的
会
読
課
程
の
存
在
を
推
知
さ
せ
る
に
十
分
と
い
え
よ

う
。

　

か
よ
う
な
、「
競
争
」
を
介
在
さ
せ
た
会
読
、
輪
講
、
復
講
と
い
っ
た
学
習

課
程
が
、
北
は
仙
台
、
米
沢
、
会
津
の
諸
藩
か
ら
、
松（

34
）代、
前
橋
、
関
宿
、
掛

川
、
浜
松
、
加
賀
、
大
野
（
越
前
）、
淀
、
神
戸
（
伊
賀
）、
竜
野
、
松
江
、
さ

ら
に
は
九
州
の
福
岡
、
佐
賀
、
熊
本
な
ど
、
日
本
全
国
の
多
く
の
藩
学
の
学
習

課
程
と
し
て
採
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
前
田
勉
の
研
究
で
も
例
証
さ
れ

て
い（

35
）る。
備
中
井
原
の
「
興
譲
館
」
は
明
治
初
期
の
民
権
運
動
家
を
多
く
輩
出

し
た
一
橋
領
の
郷
校
で
あ
る
が
、
初
代
塾
長
阪
谷
朗
廬
の
手
に
よ
る
学
規
に
あ

た
る
も
の
と
し
て
「
家
塾
生
ニ
示
ス
心
得
書
」「
興
譲
館
詩
文
会
規
約
」
が
あ

（
36
）り、
後
者
に
は
以
下
が
あ
る
。

席
上
、
題
ヲ
発
ス
ル
モ
亦
、
宿
題
ノ
数
ノ
如
ク
シ
韻
分
ノ
字
ヲ
ト
ル
、
詩

家
、
文
ヲ
為
リ
、
文
家
、
詩
ヲ
為
ル
、
唯
、
興
ノ
適
ス
ル
所
、
必
ズ
シ
モ

拘
束
セ
ズ
。
既
ニ
成
リ
、
輪
観
ノ
後
、
各
人
携
ヘ
帰
リ
、
推
敲
錬
磨
、
後

会
ノ
期
ニ
至
リ
テ
宿
題
ト
与
ニ
連
写
シ
、
再
ビ
携
ヘ
テ
席
ニ
上
リ
、
之
ヲ

会
幹
ニ
付
ス
（
中
略
）
宿
題
詩
文
成
ラ
ザ
ル
者
ハ
、
贖
フ
ニ
茶
菓
、
或
ハ

下
物
一
品
ヲ
以
テ
シ
、
会
ニ
当
リ
テ
親
シ
ク
携
ヘ
テ
以
テ
歓
ヲ
助
ケ
、
其

ノ
会
セ
ズ
シ
テ
、
専
价
鳴
謝
セ
ザ
ル
者
ハ
、
同
社
督
責
シ
、
罰
ハ
其
ノ
宜

シ
キ
ニ
随
ヒ
、
席
上
ノ
作
成
ラ
ザ
ル
者
ハ
、
罰
ス
ル
ニ
、
一
大
盃
ヲ
以
テ

シ
…（

37
）…

　

こ
れ
は
特
定
の
書
物
の
「
会
読
」
で
は
な
く
、
各
々
の
作
品
の
「
輪
観
」
に

関
す
る
規
約
で
あ
る
が
、
参
加
者
全
員
で
の
作
品
の
論
評
、
そ
れ
を
参
考
に
し

な
が
ら
の
「
帰
り
視
」、「
推
敲
錬
磨
」
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。『
讀
書
準
縄
』

の
激
烈
な
学
習
指
導
に
比
べ
る
と
、
詩
文
の
宿
題
を
忘
れ
た
者
が
そ
れ
を
「
贖

フ
ニ
茶
菓
」、「
鳴
謝
」
の
な
い
者
に
対
し
て
は
「
督
責
シ
」
と
あ
る
も
「
罰
ハ

其
ノ
宜
シ
キ
ニ
随
ヒ
」、「
罰
ス
ル
ニ
、
一
大
盃
ヲ
以
テ
」
す
る
な
ど
、
随
分
と

ゆ
る
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
に
も
、
作
品
を
会
員
の
間
で
「
輪
観
」

し
、「
帰
り
視
」
に
て
「
推
敲
錬
磨
」
し
、「
後
会
ノ
期
ニ
至
リ
テ
宿
題
ト
与
ニ

連
写
」、「
再
ビ
携
ヘ
テ
席
ニ
上
」
る
こ
と
が
規
約
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

前
田
も
引
く
掛
川
藩
の
「
經
誼
館
掲
示
」
に
「
問
難
論
究
」「
問
難
討
論
」

が
標
榜
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
腐
心
焦
慮
」
を
強
要
す
る
「
質
問
の
矢
」「
難

詰
」
を
日
常
と
す
る
平
沼
の
学
習
環
境
を
思
い
起
こ
さ
せ
、「
疑
ヒ
有
ラ
バ
必
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ズ
問
ヒ
、
問
ヒ
有
ラ
バ
必
ズ
窮
メ
、
窮
メ
ザ
レ
バ
措
カ
ザ
ル
ナ
リ
」（
同
「
掲

示
」）
と
の
文
言
は
、
こ
れ
が
幕
末
考
証
学
の
大
家
松
崎
慊
堂
の
手
に
よ
る
に

お
い
て
は
必
然
と
も
い
え
る
が
、「
窮
メ
ザ
レ
バ
措
カ
ザ
ル
」
学
習
態
度
は

「
意
義
の
解
釋
」
に
「
渾
身
の
力
を
入
れ
」、「
微
細
の
點
も
輕
々
看
過
し
な
か

つ
た
」
と
の
平
沼
の
述
懐
に
相
通
じ
る
。
さ
ら
に
は
、
第
一
節
で
検
討
し
た

『
讀
書
準
縄
』
で
力
説
さ
れ
る
学
習
法
と
軌
を
一
に
す
る
。
幕
末
の
漢
学
学
習

は
、
崎
門
、
徂
徠
、
折
衷
、
考
証
と
い
っ
た
学
統
学
派
を
問
わ
ず
、
密
度
の
濃

い
考
究
、
討
究
を
必
須
と
す
る
も
の
で
あ
っ（

38
）た。

　

こ
こ
で
は
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
が
も
た
ら
す
と
こ
ろ
の
知
的
習
慣
0

0

に
注
意
を
払

い
た
い
。
た
し
か
に
、
平
沼
自
身
「
正
則
式
の
方
面
に
於
い
て
は
」「
小
生
は

い
つ
も
劣
等
の
地
位
に
在
つ
た
」
と
吐
露
す
（
39
）る

よ
う
に
、「
漢
学
修
習
の
遺

風
」
で
あ
る
「
變
則
」
の
英
語
学
習
は
、
実
用
的
英
語
の
習
得
に
は
あ
ま
り
役

に
立
た
な
い
も
の
で
あ
っ（

40
）た。

し
か
し
こ
こ
で
は
、
言
語
習
得
の
方
法
と
し
て

の
意
味
よ
り
も
、
も
っ
と
根
底
的
な
知
的
基
盤
と
し
て
の
意
味
に
着
目
し
た

い
。
た
と
え
ば
以
下
の
西
周
の
論
は
、
本
稿
で
考
察
し
た
ご
と
き
の
儒
学
（
そ

し
て
後
に
は
英
学
）
の
学
習
過
程
に
培
わ
れ
る
素
養
が
い
か
な
る
意
味
で
重
要

か
を
考
え
る
に
示
唆
的
で
あ
る
。

余
近
日
ス
ペ
ン
セ
ル
氏
ノ
性
理
書
ヲ
読
ミ
、
感
ズ
ル
所
ア
リ
。（
中
略
）

旅
客
佐
兵
官
ワ
ル
ポ
ー
ル
ノ
言
ニ
、
三
維
斯
（
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
）
島
ノ

住
民
ニ
就
テ
其
授
業
師
ノ
発
見
セ
ル
事
ア
リ
。
其
土
人
ノ
教
育
、
早
歳
ニ

在
テ
ハ
固
ヨ
リ
高
上
ノ
学
問
ニ
非
ズ
シ
テ
、
唯
記
性
ノ
好
キ
ト
暗
誦
復
読

等
ノ
事
ニ
止
ル
ト
雖
モ
、
其
進
歩
甚
ダ
速
カ
ナ
リ
。
然
レ
ド
モ
、
是
ニ
継

テ
思
慮
ノ
能
力
ヲ
練
熟
ス
ル
コ
ト
ナ
シ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ト
。
是
、
其
人
単
素
ナ
ル
念
ハ
容

0

0

0

0

0

0

0

易
ニ
受
ケ
得
ル

0

0

0

0

0

0

ト
雖
モ
、
組
織
セ
ル
念
慮

0

0

0

0

0

0

ハ
之
ヲ
作
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
ル
ナ

リ
（
中
略
）
黒
児
ハ
白
児
ニ
比
ス
ル
ニ
智
ノ
前
進
敏
捷
ナ
リ
ト
。
然
ル
ニ

後
来
ニ
至
リ
心
意
開
発
セ
ズ
、
是
唯
樹
ニ
シ
テ
能
実
ヲ
結
ベ
ド
モ
熟
セ
ザ

ル
ガ
如
シ
ト
。
又
ア
ン
ダ
マ
ン
島
ノ
児
童
ノ
事
ヲ
記
セ
ル
書
ニ
モ
、
其
児

童
言
語
ヲ
覚
エ
テ
之
ヲ
反
復
ス
ル
ハ
速
カ
ニ
且
容
易
ナ
レ
ド
モ
、
此
語
ヲ

相
通
ジ
タ
ル
観
念
ヲ
以
テ
結
合

0

0

0

0

0

0

0

ス
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
ト
（
中
略
）
新
西
蘭

（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
─
筆
者
）
人
ノ
如
キ
、
発
明
ノ
才
智
ナ
ク
概
括
ノ
観

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

念
ナ
シ

0

0

0

。
然
ル
ニ
初
学
ニ
ハ
差
支
ア
ル
ニ
非
ズ
。
十
歳
許
ノ
小
児
ハ
英
ノ

小
児
ヨ
リ
一
層
敏
捷
ナ
レ
ド
モ
、
唯
高
キ
能
力
ヲ
発
達
ス
ル
ニ
ハ
英
児
ト

均
シ
ク
教
授
ス
可
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。
凡
テ
此
等
ノ
事
並
ニ
瑣
細
ナ
ル
事
ニ
就

テ
精
微
ナ
ル
理
ヲ
穿
鑿
ス
ル
論
弁
ヲ
理
会
ス
ル

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ハ
我
々
ニ
テ
モ
力
ノ
及
バ

ザ
ル
コ
ト
屡
コ
レ
ア
ル
ガ
如
ク
、
其
理
由
ハ
智
力
単
素
ナ
ル
ヲ
以
テ
知
覚

ス
ベ
キ
関
係
ノ
夾
雑
組
織
セ
ル
者
ニ
相
応
給
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
ル
ニ
在（

41
）リ

　

こ
こ
に
指
摘
さ
れ
る
民
族
ご
と
の
「
能
力
」
の
特
徴
と
そ
の
優
劣
に
関
す
る

十
九
世
紀
的
見
解
と
そ
れ
に
つ
い
て
の
西
の
理
解
に
つ
い
て
、
今
は
そ
の
是
非

は
問
わ
な
い
。
注
目
し
た
い
の
は
、
現
地
人
（〝
土
人
〟）
の
特
徴
と
し
て
、「
思

慮
ノ
能
力
ヲ
練
熟
ス
ル
コ
ト
ナ
」
き
こ
と
、「
組
織
セ
ル
念
慮
」
の
欠
如
、「
後
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来
ニ
至
」
っ
て
の
「
心
意
開
発
」
な
き
こ
と
、
実
を
結
べ
ど
も
熟
せ
ざ
る
こ

と
、「
観
念
ヲ
以
テ
結
合
」
す
る
に
能
わ
ぬ
こ
と
、「
概
括
ノ
観
念
」
な
き
こ
と

等
が
、
負
の
特
徴
と
し
て
列
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
西
は
右
の
論
に
続
け

て
、〝
創
造
発
明
の
源
〟（
支
那
と
ギ
リ
シ
ャ
）
と
辺
境
諸
国
家
（
西
欧
と
日
本
）

と
の
知
的
関
係
に
つ
い
て
述
べ
、
辺
境
諸
国
家
は
〝
発
明
源
〟
国
を
「
師
と
せ

ざ
る
を
得
ず
」
と
雖
も
、「
唯
踏
襲
模
倣
」
を
そ
の
責
務
と
す
べ
き
で
は
な

く
、「
前
段
ニ
云
ヘ
ル
早
歳
能
語
ヲ
記
ス
レ
ド
モ
結
合
ノ
力
乏
シ
キ
者
」（
即
ち

西
の
い
う
と
こ
ろ
の
〝
土
人
〟
の
国
の
人
々
）
に
対
し
、
辺
境
諸
国
の
人
々
の
責

務
と
し
て
の
、
応
用
段
階
、
高
等
な
次
元
で
の
知
的
営
為
へ
の
従
事
を
示
唆

し
、
そ
の
中
で
右
の
タ
ー
ム
が
想
起
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
の
西
の
、
支
那
・
ギ
リ
シ
ャ
＝
「
早
歳
能
語
を
記
す
」
／
日
・
西
欧

＝
「
結
合
ノ
力
乏
シ
キ
者
ニ
非
ル
」
と
す
る
比
喩
は
、
か
な
り
の
飛
躍
と
い

え
、
誤
謬
と
す
ら
い
え
よ
う
。
し
か
し
、「
実
ヲ
結
」
ぶ
の
み
と
「
熟
」
す
こ

と
の
差
異
、
初
等
教
育
段
階
で
の
暗
誦
、
反
復
能
力
と
「
観
念
ヲ
以
テ
結
合
」

す
る
能
力
の
違
い
を
明
瞭
に
示
し
、「
早
歳
ニ
在
テ
」「
其
進
歩
甚
ダ
速
カ
ナ
」

る
こ
と
、「
単
素
ナ
ル
念
」
へ
の
対
置
概
念
と
し
て
各
々
「
思
慮
ノ
能
力
」
の

「
練
熟
」、「
組
織
セ
ル
念
慮
」
の
語
彙
を
用
い
て
対
比
さ
せ
た
点
は
重
要
で
あ

る
。

　

平
沼
ら
の
述
懐
に
話
を
戻
そ
う
。
既
に
指
摘
し
た
が
、
平
沼
は
、「
讀
書
力

を
養
成
す
る
」
に
お
い
て
は
「
漢
學
修
習
の
遺
風
」
を
「
継
承
」
す
る
学
習
法

が
「
遥
か
に
優
つ
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。
英
語
の
実
用
性
は
さ
て
お
き
、
文

義
、
字
義
の
精
微
な
理
解
に
む
け
て
は
、
漢
学
の
「
修
習
」
課
程
に
一
般
的
で

あ
っ
た
学
習
の
「
仕
方
」
が
有
効
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
れ
即
ち
周
到
な

字
句
、
語
句
理
解
な
ど
の
下
準
備
の
辛
苦
の
過
程
に
お
い
て
培
わ
れ
た
も
の
と

い
え
よ
う
。
石
河
も
、「
深
夜
寝
静
り
た
る
頃
窃
か
に
書
を
繙
き
思
を
凝
ら

す
」
ま
で
の
周
到
な
準
備
の
常
態
化
を
い
う
が
、
こ
れ
も
漢
学
世
界
で
の
「
輪

講
」
と
い
う
「
制
度
」
が
も
た
ら
す
と
こ
ろ
の
「
師
弟
共
に
渾
身
の
力
を
入
れ

て
、
微
細
の
點
も
輕
々
看
過
し
な
」
い
「
漢
學
修
習
の
遺
風
」
で
あ
り
、「
共

有
」
の
「
知
的
習
慣
」
醸
成
の
慣
習
的
側
面
と
し
て
看
過
で
き
な
い
も
の
で

あ
っ
た
。
菊
池
（
箕
作
）
大
麓
も
同
様
の
見
解
を
示
す
。

月
六
回
輪
講
が
あ
つ
て
、
其
輪
講
に
は
或
一
人
か
讀
ん
て
其
意
味
を
講
ず

る
。
さ
う
す
る
と
其
他
の
者
が
そ
れ
に
問
を
か
け
る
。
そ
れ
で
其
講
じ
た

者
の
言
ふ
こ
と
と
説
が
違
へ
ば
反
對
の
説
を
述
べ
る
。
さ
う
し
て
そ
れ
が

正
し
け
れ
ば
其
人
に
白
點
を
つ
け
て
講
し
た
人
に
黒
點
が
つ
く
（
中
略
）

動
詞
に
付
い
て
總
て
の
變
化
を
聞
く
、
此
不
定
法
は
何
で
あ
る
か
、
半
過

去
の
二
人
稱
の
單
數
は
何
ん
で
あ
る
か
と
い
ふ
や
う
な
風
に
一
々
問
を
か

け
る
と
い
ふ
や
り
方
で
あ
り
ま
し
た
（
中
略
）
此
等
の
方
法
は
今
日
の
方

法
よ
り
は
或
る
點
に
於
て
は
良
い
と
考
へ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
兎
に
角
今

日
の
教
へ
方
は
極
く
淺
い
教
へ
方
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
考
へ
る
の
で
あ

り
ま（

42
）す。
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菊
池
は
続
け
て
「
生
徒
に
十
分
書
物
を
讀
ま
」
せ
る
こ
と
、「
其
書
物
の
意

味
」
の
吟
味
、「
讀
書
に
依
て
智
識
を
得
る
」、「
力
を
養
成
す
る
や
う
な
方
法

（
輪
講
）」
の
必
要
性
を
説
く
。「
輪
講
」
が
効
果
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
い
う
が
、

な
ぜ
効
果
的
で
あ
っ
た
か
。「
十
分
書
物
を
読
ま
」
せ
る
こ
と
、「
一
々
問
を
か

け
」
る
こ
と
が
、「
智
識
」、「
力
を
養
成
す
る
」
と
し
、「
極
く
深
く
教
へ
込

む
」
こ
の
学
習
方
法
が
、
平
沼
と
同
様
に
「
今
日
の
方
法
よ
り
は
或
る
點
に
於

て
は
良
い
」
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、『
讀
書
準
縄
』

の
、「
朋
友
に
も
質
問
せ
よ
」「
三
度
モ
四
度
モ
質
講
セ
ヨ
」
と
の
指
南
に
通
じ

る
。

小　

括

　

前
田
勉
に
よ
る
会
読
と
い
う
学
習
課
程
の
も
つ
意
義
、
そ
の
幕
末
期
に
お
け

る
本
格
化
と
処
士
横
議
活
発
化
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
指
摘
は
ま
こ
と
に
重
要

で
あ
る
。
ま
た
、
会
読
が
蘭
学
学
習
、
幕
末
の
英
学
学
習
の
学
習
課
程
の
中
枢

に
位
置
づ
い
て
い
た
こ
と
に
関
す
る
茂
住
の
指
摘
に
つ
い
て
も
触
れ
た
。
さ
ら

に
は
、
等
級
制
、
学
級
制
の
寛
政
期
以
降
の
藩
学
教
育
に
お
け
る
普
及
も
教
育

史
諸
研
究
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
会
読
が
、
前
田
勉
の
主
張
す
る
「
処
士

横
議
」
の
前
提
と
な
っ
た
か
ど
う
か
は
、
前
田
が
援
用
す
る
ユ
ル
ゲ
ン
・
ハ
ー

バ
ー
マ
ス
の
公
共
性
論
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
が
前
提
と
す
る
共
同
体
の

在
り
方
の
再
検
討
も
含
め
、
今
後
、
別
次
元
で
の
論
証
が
必
要
と
な
ろ
う
。
し

か
し
、
周
到
な
字
句
、
語
句
理
解
な
ど
の
下
準
備
を
前
提
と
す
る
下
見
、
容
赦

の
な
い
質
疑
応
答
を
旨
と
す
る
輪
講
課
程
、
そ
し
て
返
り
見
も
含
め
た
競
争
的

勉
学
を
奨
励
し
た
〝
旧
来
の
〟
漢
学
の
学
習
プ
ロ
セ
ス
は
、
修
学
す
る
者
を
し

て
た
だ
安
穏
と
師
の
後
を
追
っ
て
読
誦
す
る
、
師
に
言
わ
れ
た
と
こ
ろ
を
、
言

わ
れ
た
と
お
り
に
丸
覚
え
す
る
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。
そ
う
で
は
な

く
、
自
ら
字
義
、
文
意
を
鋭
意
探
索
し
、
十
全
な
る
根
拠
を
基
盤
に
「
観
念
ヲ

以
テ
」「
結
合
」、「
概
括
」
す
る
と
い
っ
た
作
業
も
内
包
し
た
、
演
繹
と
帰
納

と
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
合
理
的
に
総
合
す
る
能
力
を
必
須
と
す
る
知
的
営
み

へ
の
従
事
を
強
い
る
。
そ
れ
は
、「
練
熟
」、「
念
慮
」、「
熟
せ
」
る
思
考
力
と

い
っ
た
も
の
を
内
包
す
る
「
隠
然
た
る
知
的
習
慣
0

0

」
を
醸
成
す
る
装
置
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
は
、『
讀
書
準
縄
』『
授
業
編
』、
そ
し
て
幾
つ
か
の

藩
学
の
学
習
規
定
に
顕
わ
れ
る
知
的
方
法
は
、
こ
の
よ
う
な
側
面
に
お
い
て
、

慶
應
義
塾
、
三
叉
学
舍
な
ど
の
英
学
塾
に
お
い
て
発
展
的
に
継
承
さ
れ
た
。
そ

し
て
こ
れ
ら
が
、
明
治
初
期
知
識
層
の
知
性
的
特
性
を
規
定
し
、
知
的
基
盤
を

醸
成
し
て
い
っ
た
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

〈
†
〉　

本
稿
で
は
、
学
術
・
教
育
機
関
に
お
け
る
一
定
の
学
習
・
作
業
の
順
序
や
内
容
に

言
及
す
る
場
合
、
と
り
わ
け
特
定
の
教
育
機
関
・
場
所
、
学
習
・
作
業
の
範
囲
・
順
序

に
言
及
す
る
場
合
は
「
課
程
」
を
、
ひ
ろ
く
物
事
の
発
展
、
変
化
の
進
行
或
は
様
相
に

つ
い
て
言
及
す
る
場
合
、
ま
た
は
概
括
的
な
学
習
の
プ
ロ
セ
ス
・
内
容
に
言
及
す
る
場

合
は
「
過
程
」
を
用
い
る
。
小
学
館
『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
第
二
版
、
二
○
○
一

年
）
に
お
い
て
は
、「
過
程
」
と
は
「
物
事
の
生
成
、
変
化
、
発
展
の
進
行
し
つ
つ
あ
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る
様
相
。
ま
た
、
経
過
す
る
一
連
の
道
す
じ
や
現
象
」、「
物
事
の
、
連
関
的
で
合
法
的

な
進
行
」
と
さ
れ
、「
課
程
」
は
「
学
校
な
ど
で
、
あ
る
一
定
期
間
に
割
り
当
て
て
行

わ
せ
る
、
学
習
・
作
業
の
範
囲
」
な
ど
と
、
特
定
の
学
術
・
教
育
機
関
に
お
け
る
限
定

的
な
学
習
・
範
囲
を
示
す
。
本
稿
は
こ
れ
に
準
じ
て
こ
れ
ら
の
語
を
用
い
る
。

〈
§
〉　

本
稿
で
は
原
則
、
原
文
の
字
句
が
正
字
体
の
場
合
は
そ
れ
を
用
い
、
そ
れ
以
外
は

略
字
体
を
用
い
た
。
引
用
テ
ク
ス
ト
に
正
・
略
字
双
方
併
出
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
こ

の
場
合
は
テ
ク
ス
ト
に
用
い
ら
れ
た
字
体
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
（
例
：『
讀
書
準

縄
』「
シ
ッ
カ
リ
ト
読
切
ル
様
ニ
讀
ム
ベ
シ
」〈
二
ウ
〉）。
句
読
点
の
な
い
引
用
文
に
関

し
て
は
筆
者
が
適
宜
そ
れ
を
付
し
た
。
ま
た
、
原
文
に
「
漢
字
送
り
」
が
使
用
さ
れ
て

い
な
い
場
合
は
そ
の
ま
ま
引
用
し
（
例
：『
讀
書
準
縄
』
に
は
た
び
た
び
「
云
々
」
を

「
云
云
」
と
記
す
が
、
こ
れ
の
引
用
は
原
典
の
ま
ま
と
す
る
）、
か
な
文
字
も
原
則
原
文

の
ま
ま
用
い
た
（
例
：『
讀
書
準
縄
』
に
は
「
シ
ツ
カ
リ
ト
」
と
「
シ
ッ
カ
リ
ト
」
を

併
用
す
る
箇
所
あ
り
）。

註（
１
）　

こ
れ
に
関
し
て
は
多
方
面
か
ら
の
議
論
が
あ
る
。
た
と
え
ば
前
田
愛
『
近
代
読
者

の
成
立
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
）、
中
村
春
作
『
江
戸
儒
教
と
近
代
の
「
知
」』

（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
○
○
二
年
、
と
く
に
第
三
章
）
は
、
明
治
初
期
知
識
層
が
幕
末
期

に
う
け
た
素
読
の
訓
練
の
も
た
ら
す
知
的
素
地
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。
辻
本
雅
史

『「
学
び
」
の
復
権
：
模
倣
と
習
熟
』（
角
川
書
店
、
一
九
九
九
年
、
二
○
一
二
年
に
岩

波
現
代
文
庫
版
刊
行
）
は
、
と
く
に
江
戸
中
期
以
降
の
学
習
方
法
の
特
徴
を
詳
察
、
同

『
思
想
と
教
育
の
メ
デ
ィ
ア
史
：
近
世
日
本
の
知
の
伝
達
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
○
一
一

年
）
も
示
唆
に
富
む
書
で
あ
る
。
前
田
勉
は
、
漢
学
学
習
課
程
の
枢
要
で
あ
っ
た
「
会

読
」
が
「
水
平
的
」
議
論
の
場
と
し
て
機
能
し
、
参
加
者
の
「
討
論
」
力
を
醸
成
、
さ

ら
に
は
会
読
の
場
に
お
け
る
議
題
が
経
書
解
釈
に
関
す
る
も
の
の
み
な
ら
ず
、
政
治
、

外
交
に
も
及
ぶ
よ
う
に
な
り
、
こ
こ
に
幕
末
の
会
読
が
、
学
習
者
を
し
て
「
処
士
横

議
」
を
可
能
な
ら
し
め
る
基
盤
と
な
っ
た
と
す
る
。
前
田
『
江
戸
後
期
の
思
想
空
間
』

（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
○
○
九
年
）、
同
「
金
沢
藩
明
倫
堂
の
学
制
改
革
─
─
会
読
に
着
目

し
て
」（
愛
知
教
育
大
学
研
究
報
告　

人
文
・
社
会
科
学
編
〈
愛
知
教
育
大
学
〉、
第
五

八
号
〈
二
○
○
九
年
〉）。

　
　

尚
、
本
稿
は
こ
れ
ら
の
前
田
の
会
読
の
意
義
に
関
す
る
論
考
に
大
い
に
刺
激
を
う
け

た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
い
ま
一
度
会
読
課
程
も
含
め
た
漢
学
学
習
の
プ

ロ
セ
ス
の
詳
細
を
具
体
的
に
語
る
史
料
を
考
察
し
、
そ
の
意
義
を
筆
者
な
り
の
視
座
で

捉
え
直
す
こ
と
が
目
的
の
一
つ
で
あ
る
。

　
　

茂
住
實
男
は
、
洋
学
塾
の
学
習
課
程
の
実
相
に
着
目
、
と
く
に
漢
学
学
習
方
法
の
一

つ
で
あ
る
「
会
読
」
が
そ
の
ま
ま
蘭
学
、
英
学
学
習
に
も
採
用
さ
れ
る
の
を
実
証
す
る

（
茂
住
『
洋
語
教
授
法
史
研
究
：
文
法
＝
訳
読
法
の
成
立
と
展
開
を
通
し
て
』〈
学
文

社
、
一
九
八
九
年
〉）。
ま
た
、
洋
語
の
習
得
に
漢
学
の
素
養
が
役
立
っ
た
と
す
る
の
は

中
村
正
直
、
西
周
ら
、
同
時
代
の
諸
学
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
２
）　

中
村
春
作
、
同
右
書
。

（
３
）　

い
う
ま
で
も
な
く
「
知
的
基
盤
」「
共
有
さ
れ
て
い
る
知
的
習
慣
」
と
い
っ
た
問

題
は
、
Ｆ
・
リ
ン
ガ
ー
ら
の
歴
史
社
会
学
（
と
く
に Ringer, Fritz K

., Fields of 

know
ledge: French academ

ic culture in com
perative perspective, 1890-1920, 

Cam
bridge U

niversity Press, 1992

〈
邦
訳
：
Ｆ
・
Ｋ
・
リ
ン
ガ
ー
著
、
筒
井
清
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忠
ほ
か
訳
『
知
の
歴
史
社
会
学
：
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
に
お
け
る
教
養 1890

～1920

』

〔
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
〕〉）
の
主
題
で
あ
り
、
中
村
、
前
掲
『
江
戸
儒

教
と
近
代
の
「
知
」』
も
、
分
析
視
角
の
策
定
に
こ
れ
ら
の
概
念
を
用
い
て
い
る
。

（
４
）　

リ
ン
ガ
ー
、
前
掲
『
知
の
歴
史
社
会
学
』、
一
四
頁
。

（
５
）　

た
と
え
ば Chartier, Roger, ed., Pratiques de la lecture, M

arseilles, Ri-

vages, 1985

（
邦
訳
：
Ｒ
・
シ
ャ
ル
チ
ェ
編
、
水
林
章
ほ
か
訳
『
書
物
か
ら
読
書
へ
』

〈
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
二
年
〉）、
同
、Lectures et lecteurs dans la France dʼ 

A
ncien R

égim
e, Paris, Editions du Seuil, 1987

（
邦
訳
：
Ｒ
・
シ
ャ
ル
チ
ェ
著
、

長
谷
川
輝
夫
、
宮
下
志
朗
共
訳
『
読
書
と
読
者
：
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
期
フ
ラ
ン

ス
に
お
け
る
』〈
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
四
年
〉）、
同
（
福
井
憲
彦
訳
）『
読
書
の
文
化

史
：
テ
ク
ス
ト
・
書
物
・
読
解
』（
新
曜
社
、
一
九
九
二
年
。
シ
ャ
ル
チ
ェ
が
一
九
九

一
年
来
日
時
に
行
っ
た
講
演
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
翻
訳
。
内
容
的
に
は
、
シ
ャ
ル
チ
ェ

前
掲
書
（
二
点
と
も
）、
な
ら
び
に
同
、Cultural history: Betw

een practices 

and representations, Cam
bridge, Polity Press and Ithaca, Cornell U

niver-

sity Press, 1988 

と
の
共
通
点
多
し
）。
さ
ら
に
は
、M

cK
enzie, D

.F., Bibliogra-

phy and the sociology of texts, Cam
bridge, Cam

bridge U
niversity Press, 

1999

、Ringer, Fritz K
., T

ow
ard a social history of know

ledge: Collected 

essays,  N
Y

, Berghahn Books, 2000

、
同
、
前
掲
『
知
の
歴
史
社
会
学
』
な
ど
。

但
し
、Ringer, T

he decline of the G
erm

an m
andarins: T

he G
erm

an aca-

dem
ic com

m
unity, 1890-1933, Cam

bridge, M
ass., H

arvard U
niversity 

Press, 1969

は
緻
密
な
調
査
に
基
づ
く
論
考
で
あ
り
、
例
外
と
い
え
よ
う
。
し
か
し

こ
れ
も
、「
近
世
教
育
事
実
史
」
の
諸
研
究
の
よ
う
な
、
詳
密
な
実
証
研
究
と
は
性
質

の
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

（
６
）　

石
川
謙
『
近
世
教
育
に
お
け
る
近
代
化
的
傾
向
：
会
津
藩
教
育
を
例
と
し
て
』

（
講
談
社
、
一
九
六
六
年
）、
同
『
近
世
日
本
社
会
教
育
史
の
研
究
』（
青
史
社
、
一
九

七
六
年
。
初
版
は
一
九
三
八
年
）、
同
『
日
本
学
校
史
の
研
究
』（
小
学
館
、
一
九
六
○

年
）。
ま
た
、
武
田
勘
治
『
近
世
日
本
学
習
方
法
の
研
究
』（
講
談
社
、
一
九
六
九
年
）、

同
「
近
世
日
本
に
お
け
る
学
習
方
法
の
発
達
」（
日
本
教
育
学
会
編
『
教
育
学
論
集
』

第
一
〈
目
黒
書
店
、
一
九
五
一
年
〉）
な
ど
。

（
７
）　

前
掲
『
近
世
日
本
学
習
方
法
の
研
究
』。

（
８
）　

前
田
、
前
掲
『
江
戸
後
期
の
思
想
空
間
』、
と
く
に
第
二
章
。

（
９
）　

石
川
、
前
掲
『
近
世
教
育
に
お
け
る
近
代
化
的
傾
向
』
は
、
そ
の
主
題
が
示
す
と

こ
ろ
を
解
明
す
る
意
図
が
あ
ろ
う
。
こ
の
研
究
に
お
い
て
石
川
は
、「
競
争
原
理
」
の

導
入
、
質
疑
応
答
を
旨
と
す
る
「
会
読
」
の
積
極
的
導
入
等
、「
制
度
」
面
で
の
「
近

代
化
」
を
例
示
す
る
こ
と
に
お
い
て
は
成
功
を
収
め
て
い
よ
う
。
他
方
、
石
川
に
お
い

て
リ
ン
ガ
ー
ら
の
教
育
の
歴
史
社
会
学
的
業
績
、
知
見
は
反
映
さ
れ
て
お
ら
ず
、
さ
ら

に
は
、
教
育
「
さ
れ
た
側
」
の
学
習
過
程
に
関
す
る
記
述
を
検
討
し
、
こ
れ
を
も
っ

て
、
企
図
さ
れ
た
学
習
方
法
が
ど
の
程
度
知
的
習
慣
の
醸
成
に
寄
与
し
た
か
を
検
討
す

る
に
は
及
ん
で
い
な
い
。

（
10
）　

た
と
え
ば
「
学
問
を
使
っ
て
民
を
安
か
ら
し
め
、
世
を
救
う
」
の
が
徂
徠
学
の

「
ね
ら
い
」
と
す
る
よ
う
な
記
述
（
石
川
、
前
掲
『
日
本
学
校
史
の
研
究
』、
三
三
六

頁
）。「
安
民
」「
経
世
済
民
」
な
ど
は
、
学
統
を
問
わ
ず
等
し
く
儒
学
の
目
的
と
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
、
学
統
学
派
に
よ
る
差
異
は
全
く
別
の
次
元
に
お
い
て
あ
ら
わ
れ
る
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
と
く
に
十
八
世
紀
後
半
以
降
の
儒
学
世
界
に
お
い
て
は
、
程
朱
学
を

奉
じ
る
も
古
注
、
清
代
考
証
学
へ
の
一
定
程
度
の
通
暁
を
欠
如
さ
せ
て
は
こ
の
時
期
の

学
は
成
り
立
た
ず
、
逆
に
こ
の
時
期
の
考
証
学
者
に
、
詳
密
な
考
証
を
身
上
と
す
る
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も
、
た
と
え
ば
林
家
の
儒
者
と
は
少
し
異
な
る
次
元
で
の
社
会
的
能
動
性
を
標
榜
す
る

も
の
も
い
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
拙
著
『
幕
末
期
武
士
／
士
族
の
思
想
と
行
為
：
武
人

性
と
儒
学
の
相
生
的
素
養
と
そ
の
転
回
』（
御
茶
の
水
書
房
、
二
○
○
八
年
）、
と
く
に

第
八
章
、
結
論
を
参
照
願
い
た
い
。

（
11
）　

茂
住
、
前
掲
『
洋
語
教
授
法
史
研
究
』。

（
12
）　

こ
れ
ら
の
う
ち
本
稿
で
考
察
す
る
『
讀
書
準
縄
』、
備
中
井
原
の
郷
学
興
譲
館
の

「
興
譲
館
詩
文
会
規
約
」
を
除
い
て
は
、
長
澤
規
矩
也
編
『
江
戸
時
代
支
那
学
入
門
書

解
題
集
成
』
全
四
巻
（
汲
古
書
院
、
一
九
七
五
年
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
13
）　

本
稿
で
利
用
す
る
こ
の
「
慶
應
本
」
は
、
タ
テ
二
七
・
五
セ
ン
チ
、
ヨ
コ
一
七
・

七
セ
ン
チ
の
和
綴
本
。
外
題
に
「
讀
書
準
縄
」
と
あ
り
、
直
後
に
「
讀
論
語
孟
子
法
」

（
二
丁
分
）
が
あ
る
。
こ
の
あ
と
内
題
に
「
讀
書
準
縄　

上
毛
伊
勢
崎
藩
田
中
知
周
述　

崇
禮
田
中
先
生
述　

門
人
宮
崎
有
成
梓
行
」
と
付
さ
れ
、
本
文
が
続
く
。
本
稿
に
掲
げ

る
丁
数
は
こ
の
版
の
も
の
で
あ
る
。

　
　

尚
、『
讀
書
準
縄
』
の
存
在
に
つ
い
て
筆
者
は
以
前
か
ら
把
握
し
て
い
た
が
、
こ
の

書
の
詳
察
は
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
に
訪
問
教
授
と
し
て
在
籍
し
、
同
書
の
所
蔵
場

所
で
あ
る
旧
館
地
下
書
庫
へ
の
立
入
り
も
含
め
た
自
由
な
閲
覧
環
境
を
得
る
に
至
っ
て

は
じ
め
て
可
能
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
同
大
学
経
済
学
部
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

（
14
）　

石
川
、
前
掲
『
近
世
教
育
に
お
け
る
近
代
化
的
傾
向
』。

（
15
）　

武
田
、
前
掲
『
近
世
日
本
学
習
方
法
の
研
究
』、
一
五
八
頁
。

（
16
）　

本
稿
で
は
長
澤
、
前
掲
『
江
戸
時
代
支
那
学
入
門
書
解
題
集
成
』
第
三
集
所
収
の

五
車
楼
（
京
都
）
版
の
刊
本
（
天
明
三
年
〈
一
七
八
三
〉）
を
利
用
。

（
17
）　
『
倭
讀
要
領
』（
一
七
二
八
年
）
に
つ
い
て
は
著
者
蔵
の
嵩
山
房
刊
本
に
、
戸
川
芳

郎
校
訂
・
解
説
『
漢
語
文
典
叢
書
』（
吉
川
幸
次
郎
ほ
か
編
）
第
三
巻
（
汲
古
書
院
、

一
九
七
九
年
）
所
収
の
も
の
を
校
合
の
上
利
用
。

（
18
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
と
く
に
白
石
眞
子
「
太
宰
春
臺
の
思
想
に
お
け
る
詩
文
論
の

意
義
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
六
十
集
〈
二
○
○
八
年
〉）、
同
「
徂
徠
學
『
文
論
』

に
於
け
る
韓
愈
・
柳
宗
元
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
五
十
一
集
〈
一
九
九
九
年
〉）、

拙
稿
「
太
宰
春
臺
に
お
け
る
古
文
の
「
體
」「
法
」
重
視
─
─
古
文
辞
「
習
熟
」
論
に

鑑
み
て
」（『
一
八
世
紀
日
本
の
文
化
状
況
と
国
際
環
境
』〈
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
共
同
研
究
報
告
書
九
五
〉
思
文
閣
出
版
、
二
○
一
一
年
所
収
）
を
参
照
願
い
た

い
。

（
19
）　

前
述
の
ご
と
く
読
み
方
の
「
形
式
」、
議
論
の
「
仕
方
」、
共
有
さ
れ
る
べ
き
知
的

習
慣
と
そ
の
集
合
的
意
味
な
ど
は
無
論
、
リ
ン
ガ
ー
、
前
掲
『
知
の
歴
史
社
会
学
』
の

提
唱
す
る
視
点
で
あ
る
。

（
20
）　

シ
ャ
ル
チ
ェ
、
前
掲
『
読
書
の
文
化
史
』。

（
21
）　

蕃
書
調
所
で
の
英
語
教
育
の
様
相
に
つ
い
て
は
茂
住
「
蕃
書
調
所
に
お
け
る
英
語

教
育
」（『
英
学
史
研
究
』〈
第
十
六
号
、
一
九
八
三
年
〉）、
開
成
所
の
そ
れ
に
つ
い
て

は
同
、
前
掲
『
洋
語
教
授
法
史
研
究
』
附
録
Ⅱ
に
詳
し
い
。

（
22
）　

茂
住
、
前
掲
「
蕃
書
調
所
に
お
け
る
英
語
教
育
」、
一
一
○
頁
。

（
23
）　

茂
住
、
前
掲
『
洋
語
教
授
法
史
研
究
』。

（
24
）　

茂
住
に
つ
い
て
は
右
に
挙
げ
た
著
作
・
論
文
、
森
岡
に
つ
い
て
は
と
く
に
『
欧
文

訓
読
の
研
究
：
欧
文
脈
の
形
成
』（
明
治
書
院
、
一
九
九
九
年
）、
同
編
著
『
近
代
語
の

成
立
（
語
彙
編
）』（
明
治
書
院
、
一
九
九
一
年
。
と
く
に
第
四
─
七
章
）
を
参
照
さ
れ

た
い
。

（
25
）　

入
交
好
脩
編
、
平
沼
淑
郎
『
近
世
寺
院
門
前
町
の
研
究
』（
早
稲
田
大
学
出
版

部
、
一
九
五
七
年
）
に
附
録
と
し
て
所
収
。
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（
26
）　

田
所
美
治
編
纂
、
菊
池
大
麓
『
九
十
九
集
』（
大
日
本
図
書
、
一
九
○
三
年
）。

（
27
）　

石
河
幹
明
『
福
澤
諭
吉
伝
』
一
─
四
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
三
二
年
）
の
と
く
に

第
一
巻
の
新
銭
座
時
代
、
三
田
移
転
当
初
に
つ
い
て
の
記
述
に
、
慶
應
義
塾
で
の
学
習

課
程
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。

（
28
）　

平
沼
、
前
掲
『
近
世
寺
院
門
前
町
の
研
究
』
附
録
、
二
八
三
─
四
頁
。

（
29
）　

同
、
二
八
四
頁
。

（
30
）　

同
。

（
31
）　

石
河
、
前
掲
『
福
澤
諭
吉
伝
』
第
一
巻
、
第
十
五
編
「
新
銭
座
時
代
」
第
五
「
新

銭
座
時
代
の
塾
」
に
引
用
。
ま
た
、『
福
澤
諭
吉
伝
』
第
一
巻
、
第
十
八
編
「
塾
を
三

田
に
移
す
」
第
四
「
義
塾
当
時
の
教
職
員
」
は
、
初
期
慶
應
義
塾
に
お
け
る
「
会
読
」

の
規
則
に
つ
い
て
論
じ
る
。

（
32
）　

平
沼
、
前
掲
『
近
世
寺
院
門
前
町
の
研
究
』
附
録
、
二
九
五
頁
。

（
33
）　

文
部
省
編
『
日
本
教
育
史
資
料
』
第
一
分
冊
所
収
「
舊
津
山
藩
學
校
」。

（
34
）　

と
く
に
松
代
藩
学
に
関
し
て
は
稲
垣
忠
彦
「
藩
校
に
お
け
る
学
習
内
容
・
方
法
の

展
開
」（『
帝
京
大
学
文
学
部
紀
要　

教
育
学
』
二
七
号
〈
二
○
○
二
年
〉）
が
、
学
校

の
規
模
、
教
科
科
目
に
つ
い
て
の
考
察
を
中
心
に
包
括
的
に
描
く
。
さ
ら
に
、
北
海

『
授
業
編
』（
一
七
八
三
年
）
と
一
斎
（
述
斎
）『
初
学
課
業
次
第
』（
一
八
三
二
年
）
と

の
比
較
考
察
を
行
い
、
五
十
年
後
刊
行
の
後
者
に
は
会
読
規
定
の
拡
充
・
明
確
化
な
ど

も
含
め
教
育
さ
れ
る
側
の
よ
り
強
い
主
体
性
を
求
め
る
規
定
が
あ
る
と
す
る
。
た
だ
、

『
初
学
課
業
次
第
』
の
主
眼
は
必
読
文
献
の
列
挙
と
そ
の
階
梯
を
示
す
こ
と
に
あ
り
、

『
授
業
編
』
と
は
そ
も
そ
も
意
図
の
異
な
る
書
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、「
読
み
方
」
に
つ

い
て
、
た
と
え
ば
会
読
に
つ
い
て
「
左
伝
既
ニ
春
秋
ノ
條
ニ
著
ス
レ
ド
モ
、
専
ラ
会
読

ニ
ス
ヘ
キ
書
ナ
リ
」（
七
オ
）
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、『
初
学
課
業
次
第
』
は
各
々
の
書

物
の
特
性
に
最
も
適
し
た
読
み
方
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
会
読
と
い
う
手
法
も
そ

の
書
物
の
特
性
に
鑑
み
適
宜
指
南
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
初
学
課
業
次
第
』
は
『
讀

書
準
縄
』
の
よ
う
な
事
細
か
な
学
習
指
導
書
で
は
な
い
。

（
35
）　

前
田
、
前
掲
『
江
戸
後
期
の
思
想
空
間
』、
と
く
に
第
一
編
第
一
章
、
第
二
章
に

多
く
の
事
例
を
挙
げ
る
。

（
36
）　

山
下
敏
鎌
編
著
『
興
譲
館
百
二
十
五
年
史
』（
学
校
法
人
興
譲
館
内
「
興
譲
館
百

二
十
五
年
史
」
記
念
刊
行
会
、
一
九
七
三
年
）
所
収
。「
家
塾
生
ニ
示
ス
心
得
書
」
は

二
六
─
三
一
頁
、「
興
譲
館
詩
文
会
規
約
」
は
六
四
─
七
頁
に
所
収
。

（
37
）　

同
右
、
六
四
─
五
頁
。

（
38
）　

但
し
『
讀
書
準
縄
』
の
以
下
の
よ
う
な
〝
心
身
一
体
的
〟
習
熟
の
提
唱
は
、
崎
門

に
お
い
て
の
み
特
徴
的
な
も
の
と
い
え
よ
う
。
曰
く
、「
巳
（
マ
マ
）ノ

私
舍
ニ
返
リ
テ
復
読
ス

ル
ト
キ
ハ
、
先
ツ
巳

（
マ
マ
）ノ
行
儀
ヲ
検
束
シ
、
脊
骨
ヲ
真
ツ
ス
グ
ニ
立
、
肩
ヲ
開
キ
小
腹
ヲ

張
リ
、
屹
然
ト
シ
テ
端
坐
シ
、
手
足
迄
モ
少
シ
モ
欹
側
ス
ヘ
カ
ラ
ス
（
中
略
）
扨
、
心

ノ
タ
モ
チ
方
ハ
、
机
ニ
向
ン
ト
ス
ル
前
ニ
、
巳

（
マ
マ
）ノ

心
ノ
妄
動
ヲ
鎮
メ
静
ニ
シ

0

0

0

0

0

0

0

0

、
氣
ヲ
胆

0

0

0

下
ヘ
収
メ

0

0

0

0

我
心
ヘ
一
鞭
ア
テ
ヽ
鞭
策
激
昂
シ
、
精
神
ヲ
興
起
シ
、
志
ヲ
立
ツ
ヘ
シ
。
玉

水
先
生
嘗
テ
学
徒
ヲ
警
ム
、
書
ニ
向
ハ
ヽ
先
ツ
巳

（
マ
マ
）レ

ノ
志
ヲ
奮
発
奥
起
シ
テ
、
其
書
ノ

紙
ノ
裏
迄
吾
精
神
ノ
通
リ
ヌ
ケ
テ
穴
ノ
ア
ク
ホ
ト
ニ
見
ツ
メ
テ
読
ム
ベ
シ
ト
」（
二
ウ

～
三
オ
）。
こ
の
前
段
に
て
は
、「
一
字
モ
略
ス
ヘ
カ
ラ
ス
」、「
一
字
々
々
、
一

句
々
々
」、「
シ
ッ
カ
リ
ト
読
切
ル
」（
二
ウ
）
と
い
っ
た
指
導
が
な
さ
れ
、
こ
れ
は
、

「
下
見
」
の
項
で
引
い
た
「
先
ツ
一
字
云
云
ノ
文
義
ヲ
明
ラ
メ
、
能
語
勢
ヲ
看
テ
一
字

一
句
ノ
軽
重
ヲ
認
得
テ
、
某
ノ
句
ハ
某
ノ
句
ヨ
リ
生
シ
、
某
ノ
字
ハ
某
ノ
字
ト
照
應
ス

ル
ヲ
看
」
る
べ
き
（
四
ウ
）
と
の
指
南
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
の
よ

う
な
、
読
書
時
の
姿
勢
、
身
体
で
注
力
す
る
部
位
、
発
声
の
要
諦
と
い
っ
た
、
心
法
あ
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る
い
は
心
身
一
体
的
鍛
錬
を
地
で
ゆ
く
ご
と
く
の
指
南
は
、
崎
門
に
特
徴
的
な
も
の
と

い
え
よ
う
。

　
　

さ
ら
に
『
讀
書
準
縄
』
の
後
半
部
で
は
、
崎
門
派
の
真
面
目
が
十
全
に
語
ら
れ
る
村

士
玉
水
の
「
七
則
」
が
掲
げ
ら
れ
る
。
第
三
則
「
功
用
發
越
」
で
は
、「
功
ハ
功
効
ニ

シ
テ
、
用
ハ
躰
ニ
対
シ
テ
云
働
ノ
コ
ト

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ニ
シ
テ
、
其
章
ニ
付
テ
聖
賢
ノ
功
用
ノ
盛
大
高

明
ナ
ル
所
ヲ
十
分
尽
頭
ニ
究
メ
説
出
ス
ベ
キ
」
と
説
か
れ
、「
聖
人
ノ
御
心
ニ
具
リ
タ

ル
渾
然
タ
ル
一
理
ヘ
帰
着

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ス
ル
ニ
シ
テ
統
躰
ノ
太
極

0

0

0

0

0

」、「
天
地
ノ
大
徳
ヲ
生
ジ
テ
其
物

ヲ
生
ズ
ル
天
地
ノ
心
ヲ
全
ク
受
テ
、
人
ノ
心
ト
ス
ル
」
こ
と
、「
御
心
ノ
一
理
渾
然
ガ

0

0

0

0

0

生
々
シ
テ
燦
然
ト
□
應
曲
當

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
し
、「
其
御
心
全
躰
カ
滋
味
親
切
ニ
絞
レ
ハ
、
汁
ノ
タ

ル
ヽ
様
ニ
ジ
ミ
〃
〃
ト
シ
テ
ニ
ツ
ト
リ
ト
潤
ヒ
渡
リ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
愛
之
理

0

0

0

、
心0

之
徳

0

0

」
云
々
と
説
か
れ
る
。
続
く
「
研
精
顕
妙
」
で
は
、
そ
の
営
み
が
「
致
知
格
物
」

と
一
体
的
に
説
か
れ
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
崎
門
朱
子
学
に
特
徴
的
な
も
の
で
あ
ろ

う
。
唯
一
第
七
則
「
明
證
事
實
」
で
は
、「
凡
異
同
ヲ
弁
ズ
ル
ハ
、
事
実
ヲ
挙
テ
證
據

ト
ス
ル
ヲ
要
ト
ス
。
然
ラ
ザ
レ
ハ
、
其
論
公
共
ニ
非
ス
、
或
ハ
私
意
ニ
陥
ン
ヲ
恐
ル
。

事
実
ヲ
以
證
據
ト
ス
レ
バ
、
獨
リ
異
同
ノ
ミ
ニ
非
ス
其
章
全
躰
ノ
論
定
リ
、
規
模
立
チ

テ
ク
ル
」
と
、「
公
共
」「
私
意
」
の
問
題
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
「
實
事
求

是
」
の
学
を
彷
彿
さ
せ
る
実
証
性
の
高
さ
に
つ
い
て
の
賞
揚
を
も
っ
て
終
わ
る
。

（
39
）　

平
沼
、
前
掲
『
近
世
寺
院
門
前
町
の
研
究
』
附
録
、
二
九
一
頁
。

（
40
）　

内
村
鑑
三
も
、
変
則
の
学
習
法
は
「
不
調
不
諧
の
言
語
」
を
学
ば
せ
し
め
る
も
の

で
、「
楽
み
得
べ
き
所
以
な
」
く
、
よ
っ
て
人
々
を
し
て
英
語
を
「
殆
ど
全
く
之
を
忘

却
」
せ
し
む
る
、
不
適
切
な
学
習
法
と
し
て
批
判
し
て
い
る
。
こ
れ
に
依
っ
て
い
た

「
旧
時
の
慶
応
義
塾
的
訳
読
法
」
も
こ
の
理
由
を
も
っ
て
批
判
す
る
。
内
村
「
外
国
語

の
研
究
」「
外
国
語
研
究
の
方
法
」（『
内
村
鑑
三
全
集
』
第
六
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九

八
〇
年
所
収
、
三
四
六
頁
）。

（
41
）　

西
周
「
学
問
ハ
淵
源
ヲ
深
ク
ス
ル
ニ
在
ル
ノ
論
」（『
学
芸
志
林
』
二
冊
〈
一
八
七

七
年
〉
所
収
。
日
本
近
代
思
想
大
系
十
『
学
問
と
知
識
人
』〈
岩
波
書
店
、
一
九
八
八

年
〉、
二
九
─
三
○
頁
）。

（
42
）　

菊
池
大
麓
、
前
掲
『
九
十
九
集
』「
帝
國
教
育
會
に
於
け
る
演
説
」（
一
九
〇
四
年

十
二
月
八
日
）。
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近
代
に
お
け
る
一
日
本
人
キ
リ
ス
ト
者
の
越
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

─
─
小
林
美
登
利
の
移
動
・
遍
歴
を
事
例
と
し
て
─
─

根　

川　

幸　

男

は
じ
め
に

　

近
年
、
移
民
研
究
に
お
い
て
、「
越
境
史
」（T

ransnational H
istory

）
の
有

効
性
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。「
越
境
史
」
と
は
、「
一
国
史
」
に
相
対
す
る
概
念

で
、
複
数
国
家
・
地
域
の
関
係
・
交
差
の
視
点
か
ら
歴
史
を
見
直
す
ア
プ
ロ
ー

チ
法
で
あ
り
、
こ
の
視
点
か
ら
い
く
つ
か
の
す
ぐ
れ
た
論
考
が
発
表
さ
れ
て
い

（
1
）る。「
越
境
史
」
は
、
も
と
は
一
九
九
〇
年
代
の
米
国
に
お
い
て
一
国
史
や
比

較
史
に
対
す
る
批
判
か
ら
起
こ
っ
た
新
し
い
歴
史
研
究
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
で
あ

（
2
）る。
す
な
わ
ち
、「
越
境
移
民
」（transnational m

igration, transm
igration

）

と
い
う
ニ
ナ
・
シ
ラ
ー
の
提
示
し
た
概（

3
）念に
も
と
づ
き
、「
地
理
的
越
境
」
に

と
ど
ま
ら
ず
、「
政
治
的
越
境
」「
文
化
的
越
境
」
と
い
う
枠
組
み
を
用
い
て
一

国
史
的
視
点
に
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
る
。
こ
の
越
境
史
的
方
法
に
よ
る
今
後
の
日

本
人
移
民
研
究
の
検
討
課
題
と
し
て
、
次
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

・�

日
米
に
ま
た
が
る
越
境
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
満
州
、
中
南
米
、
南
洋
な
ど

そ
の
関
連
国
家
・
地
域
へ
の
影
響

・�

日
本
人
移
民
の
北
米
、
中
南
米
、
日
本
帝
国
植
民
地
、
オ
セ
ア
ニ
ア
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
な
ど
へ
の
世
界
的
展
開
、
受
入
国
間
の
ク
ロ
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
研（

4
）究

　

小
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
越
境
史
の
枠
組
み
に
も
と
づ
き
、
右
記
の
よ
う
な
課

題
に
答
え
よ
う
と
す
る
一
つ
の
試
み
で
あ
る
。
特
に
、
越
境
史
的
方
法
に
よ
る

従
来
の
移
民
研
究
は
ハ
ワ
イ
、
北
米
を
対
象
と
し
た
も
の
が
多
く
、
ブ
ラ
ジ
ル

を
は
じ
め
と
す
る
南
米
移
民
を
対
象
と
し
た
も
の
や
日
本
、
ハ
ワ
イ
、
北
米
と

南
米
と
い
う
複
数
地
域
を
横
断
す
る
よ
う
な
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
の
ア

プ
ロ
ー
チ
は
未
開
拓
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
期
に
日
本
を
出
国
し
、
ハ
ワ
イ
、

米
本
土
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
い
て
伝
道
・
留
学
・
教
育
を
体
験
し
た
小
林
美
登
利

（
こ
ば
や
し
・
み
ど
り
、
一
八
九
一
～
一
九
六
一
）
の
移
動
・
遍
歴
を
取
り
上
げ
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る
。
小
林
は
会
津
出
身
で
同
志
社
に
学
ん
だ
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
牧
師
・
教
育
者

で
あ
り
、
ハ
ワ
イ
、
米
本
土
で
の
遊
学
後
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
航
す
る
。
当
時
南
米

最
大
の
商
工
業
都
市
に
成
長
し
つ
つ
あ
っ
た
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
に
「
聖
州
義
塾
」

と
い
う
教
育
機
関
や
「
サ
ン
パ
ウ
ロ
教
会
」
と
い
う
日
系
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教

会
、「
伯
国
柔
剣
道
連
盟
」
と
い
う
武
道
普
及
団
体
を
設
立
し
、
キ
リ
ス
ト
教

伝
道
や
移
民
子
弟
教
育
に
貢
献
し
た
。
ま
た
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
教
会
や
彼

自
身
が
学
ん
だ
同
志
社
、
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
な
ど
の
大
学
を
通
じ
て
、
内
外
の
多

く
の
知
識
人
と
交
流
の
あ
っ
た
人
物
で
あ
っ（

5
）た。

さ
ら
に
、
伝
道
・
教
育
事
業

の
合
間
に
ブ
ラ
ジ
ル
中
を
旅
行
し
、
ア
マ
ゾ
ン
河
を
遡
り
、
ア
ン
デ
ス
山
脈
を

縦
横
断
す
る
な
ど
旅
行
家
・
冒
険
家
と
し
て
の
横
顔
も
持
っ
て
い
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
日
本
人
移
民
は
二
〇
〇
八
年
に
百
周
年
を
迎
え
、
移
民
指
導

者
に
つ
い
て
は
自
伝
も
含
め
て
す
で
に
多
く
の
評
伝
が
発
行
さ
れ
て
い
る
が
、

小
林
に
つ
い
て
は
、
日
本
、
ブ
ラ
ジ
ル
い
ず
れ
に
お
い
て
も
い
ま
だ
ま
と
ま
っ

た
評
伝
が
書
か
れ
て
い
な
い
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
一
九
三
三
年
の
移
民
二
十
五

周
年
以
来
た
び
た
び
日
本
人
移
民
周
年
史
が
発
行
さ
れ
て
お
り
、
小
林
と
聖
州

義
塾
に
つ
い
て
は
そ
の
都
度
言
及
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
ず
か
に

概
略
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
み
で
あ
（
6
）る。
最
新
の
周
年
史
で
あ
る

『
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
百
年
史
』
第
三
巻
文
化
と
生
活
編
（
一
）
は
、
戦
前
か

ら
現
代
ま
で
の
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
子
弟
教
育
、
特
に
日
本
語
教
育
の
面
を
取
り
上

げ
た
通
史
的
論
考
に
一
章
を
割
い
て
い
る
が
、
小
林
に
つ
い
て
は
あ
る
日
系
小

学
校
の
父
兄
懇
談
会
の
講
師
と
し
て
名
が
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ（

7
）る。
越
境

史
や
移
民
子
弟
教
育
史
の
面
で
、
小
林
美
登
利
と
聖
州
義
塾
は
、
ハ
ワ
イ
・
北

米
と
の
関
連
性
に
お
い
て
も
、
日
本
的
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
海
外
移
植

と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
き
わ
め
て
重
要
な
研
究
対
象
と
な
り
う
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
現
在
ま
で
学
術
的
な
論
究
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い

え（
8
）る。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
慮
し
、
小
稿
で
は
第
一
に
、
小
林
美
登
利
と
い
う
近

代
に
お
け
る
一
日
本
人
キ
リ
ス
ト
者
の
移
動
・
遍
歴
を
、
会
津
時
代
、
同
志
社

時
代
、
ハ
ワ
イ
・
米
国
時
代
、
ブ
ラ
ジ
ル
渡
航
後
、
一
時
帰
国
期
と
い
う
五
つ

の
時
期
に
区
分
し
て
そ
の
足
跡
を
た
ど
る
。
そ
の
中
で
、
彼
の
よ
う
な
一
地
方

青
年
の
キ
リ
ス
ト
教
入
信
と
海
外
渡
航
・
移
民
へ
至
る
動
機
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
越
境
過
程
で
出
会
っ
た
人
物
と
の
関
係
構
築
を
検
証
す
る
。
特

に
、
こ
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
検
証
に
当
た
っ
て
は
、〈
縁
〉
と
い
う

概
念
を
活
用
す
る
。〈
縁
〉
と
は
、
個
人
に
外
在
し
た
間
接
的
で
与
え
ら
れ
た

原
因
・
理
由
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
維
持
さ
れ
る
関
係
で
、
多
く
は
特
別
な
対
人

関
係
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
。「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
複
数
者
間
相
互
の
つ
な

が
り
や
関
係
性
の
体
系
と
い
う
意
味
合
い
が
強
い
の
に
対
し
て
、〈
縁
〉
は
必

ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
、
あ
る
個
人
が
一
方
的
に
あ
る
他
者
と
の
関
係
を
意
識

し
た
り
思
い
込
ん
だ
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
生
じ
る
つ
な
が
り
や
関
係
性
と

定
義
し
て
お
き
た（

9
）い。
こ
の
意
味
で
、〈
縁
〉
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る

契
機
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
〈
縁
〉
の
下
位
概
念
と
し
て
、
こ
こ

で
は
、
地
縁
・
学
校
縁
・
武
道
縁
・
信
仰
縁
・
エ
ス
ニ
ッ
ク（

10
）縁な
ど
の
さ
ま
ざ
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ま
な
〈
縁
〉
概
念
を
用
い
る
。

　

第
二
に
、
こ
れ
ら
の
〈
縁
〉
を
活
用
し
た
小
林
の
越
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

の
過
程
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
資
源
と
し
て
生
ま
れ
た
聖
州
義
塾
の
歴
史
的
意
義
や
役
割
に
つ
い
て
考
察

す
る
。
特
に
、
小
林
が
ハ
ワ
イ
・
米
国
に
滞
在
し
た
一
九
一
六
～
一
九
二
一
年

は
排
日
運
動
が
再
燃
し
た
時
期
で
あ
る
。
そ
の
排
日
の
風
潮
の
中
に
身
を
お
い

た
実
体
験
を
ブ
ラ
ジ
ル
で
の
活
動
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
か

と
い
う
問
題
を
、
彼
の
越
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
過
程
と
重
ね
な
が
ら
、
一

九
二
八
年
の
日
本
一
時
帰
国
と
翌
年
の
ブ
ラ
ジ
ル
帰
還
ま
で
を
対
象
と
し
て
明

ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

　

こ
う
し
た
越
境
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
従
来
国
や
地
域
別
に
研
究
さ
れ
る
傾

向
の
強
か
っ
た
近
代
日
本
人
移
民
史
を
、
日
本
、
ハ
ワ
イ
、
米
国
、
ブ
ラ
ジ
ル

と
い
う
複
数
の
国
・
地
域
を
横
断
す
る
越
境
史
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で

捉
え
な
お
す
契
機
と
な
る
。
ま
た
、
近
代
に
お
け
る
日
本
の
国
内
状
況
と
そ
れ

ら
の
国
・
地
域
に
拡
散
し
た
日
本
人
の
関
係
を
把
握
す
る
だ
け
で
な
く
、
日
本

近
代
史
を
移
民
も
含
め
た
「
日
本
人
の
歴
史
」
と
捉
え
な
お
し
、「
日
本
史
」

の
枠
組
み
を
再
考
す
る
と
い
う
課
題
に
お
い
て
も
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
考
え

ら
れ（

11
）る。一　

会
津
時
代

　

小
林
は
、
一
八
九
一
年
四
月
八
日
、
福
島
県
大
沼
郡
田
川
村
（
現
・
会
津
美

里
町
）
佐
布
川
に
、
父
清
八
、
母
ミ
サ
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ（

12
）た。

小
林
の
下

に
は
、
一
八
九
七
年
一
月
に
弟
登
次
郎
、
一
九
〇
五
年
一
〇
月
に
は
妹
ト
ミ
が

生
ま
れ
て
い
る
（
曾
祖
父
母
の
代
か
ら
の
小
林
家
の
系
図
を
ま
と
め
る
と
、
一
四
三

頁
の
「
小
林
家
家
系
図
」
の
よ
う
に
な
る
）。

　

父
の
清
八
は
郵
便
配
達
夫
で
、
多
く
の
田
畑
を
持
た
な
い
小
林
家
は
貧
し

か
っ（

13
）た。

小
林
の
幼
少
時
、
東
北
地
方
の
農
村
は
現
在
で
は
想
像
も
つ
か
な
い

ほ
ど
貧
し
く
、
一
九
〇
二
年
に
凶
作
、
そ
の
翌
年
に
暴
風
雨
、
さ
ら
に
一
九
〇

五
年
も
凶
作
に
見
舞
わ
れ
、
ま
た
日
露
戦
争
に
よ
る
増
税
が
重
な
っ
た
。
凶
作

時
に
は
娘
の
身
売
り
も
多
く
あ
っ
た
と
い
う
。
一
九
〇
六
年
五
月
に
は
霜
害

で
、
大
沼
郡
で
は
村
に
よ
っ
て
五
割
以
上
の
桑
園
に
被
害
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
惨
状
の
中
で
、
彼
の
家
庭
も
ま
た
「
赤
貧
洗
う
が
如
き
」
状
態
で
あ
っ
た

と
い
う
。
こ
う
し
た
人
力
で
は
抗
し
得
な
い
自
然
災
害
と
貧
困
が
、
後
に
彼
を

信
仰
と
海
外
雄
飛
へ
向
か
わ
せ
る
因
子
と
し
て
働
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

貧
し
い
中
に
も
、
小
林
は
向
学
心
旺
盛
で
、
地
元
の
高
田
尋
常
小
学
校
、
同
高

等
小
学
校
に
学
ん
だ
後
、
一
九
〇
六
年
、
旧
制
会
津
中
学
校
に
入
学
す（

14
）る。
当

時
の
小
林
に
つ
い
て
は
、
佐
布
川
の
自
宅
か
ら
会
津
若
松
城
下
の
中
学
ま
で

「
二
里
余
の
道
を
高
下
駄
で
通
学
、
洗
い
ざ
ら
し
の
着
物
に
短
い
袴
を
つ
け
、

教
科
書
と
メ
ッ
パ
を
包
ん
だ
縞
の
風
呂
敷
を
左
肩
か
ら
わ
き
下
に
背
負
い
、
剣

道
の
長
い
竹
刀
を
左
手
に
握
っ
て
い
た
姿
」
が
伝
え
ら
れ
て
い（

15
）る。
小
林
は
生

涯
武
道
に
親
し
ん
だ
が
、
と
り
わ
け
剣
道
に
力
を
入
れ
、
中
学
四
年
生
の
時
、

剣
道
大
会
で
七
人
抜
き
を
達
成
し
て
い（

16
）る。
後
述
す
る
よ
う
に
、
小
林
は
武
道
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縁
に
よ
っ
て
も
越
境
的
な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
る
。

　

会
津
は
同
志
社
の
創
立
者
の
一
人
で
あ
る
山
本
覚
馬
、
山
本
の
妹
で
新
島
襄

夫
人
八
重
の
故
郷
で
あ
り
、
同
志
社
と
縁
の
深
い
土
地
で
あ
っ
た
。
一
八
七
五

年
の
同
志
社
英
学
校
創
立
は
、
当
時
京
都
府
顧
問
で
あ
っ
た
山
本
の
支
援
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
キ
リ
ス
ト
教
の
浸
透
も
早
く
、
一
八
八
六
年
一
月
に

は
、
杉
田
潮
（
安
中
教
会
牧
師
）
と
星
野
光
多
（
高
崎
教
会
牧
師
）
に
よ
っ
て
若

松
、
喜
多
方
に
お
い
て
演
説
会
が
行
わ
れ
、
同
年
三
月
に
は
本
六
日
町
に
講
義

所
が
開
か
れ
て
い（

17
）る。

一
八
八
九
年
一
〇
月
に
は
、
会
津
若
松
に
初
代
牧
師
山

岡
邦
三
郎
の
も
と
日
本
組
合
若
松
基
督
教
会
が
開
設
さ
れ（

18
）た。

小
林
た
ち
の
中

学
時
代
、
元
自
由
民
権
運
動
の
闘
士
で
同
志
社
出
身
の
兼
子
重
光
牧
師
が
伝
道

に
当
た
っ
て
お
り
、
何
人
か
の
会
津
中
学
の
生
徒
た
ち
も
洗
礼
を
受
け
て
い

た
。
兼
子
は
同
教
会
の
第
三
代
牧
師
（
一
八
九
五
年
着
任
）
で
、
こ
の
時
期
は

会
津
若
松
地
方
に
お
け
る
「
大
挙
伝
道
の
時
期
」
と
さ
れ
て
い（

19
）る。

　

小
林
は
、
中
学
時
代
に
彼
の
人
生
の
指
針
を
決
め
た
二
つ
の
出
来
事
に
つ
い

て
、
後
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

僕
が
中
学
に
入
っ
た
動
機
は
軍
人
に
な
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
元

来
会
津
は
尚
武
の
精
神
が
盛
ん
な
と
こ
ろ
で
教
会
に
通
う
連
中
の
中
に
も

柔
剣
道
の
錚
々
た
る
人
物
が
多
か
っ
た
。
そ
の
中
で
特
に
光
っ
て
お
っ
た

の
は
柔
道
の
遠
藤
作
衛
兄
で
あ
っ
た
。
僕
が
中
学
に
入
っ
た
の
も
海
軍
兵

学
校
が
目
的
で
、
理
想
の
人
物
は
東
郷
大
将
で
あ
っ
た
。（
中
略
）
何
分

武
道
は
飯
よ
り
も
好
き
で
あ
っ
た
の
で
、
降
っ
て
も
照
っ
て
も
道
場
を
欠

か
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
僕
と
遠
藤
兄
と
の
関
係
は
す
で
に
こ
の
道
場

か
ら
始
ま
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
日
露
戦
争
後
の
日
本
の
内
情
は
甚
し
く

変
化
し
て
行
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
と
き
、
僕
の
心
に
大
き
な
変
化
を
与
え

た
二
つ
の
事
件
が
起
っ
た
。
何
れ
も
明
治
四
十
年
の
出
来
事
で
、
一
つ
は

幸
徳
秋
水
一
派
の
大
逆
事
件
、
も
う
一
つ
は
北
米
加
州
に
勃
発
し
た
排
日

運
動
で
あ
っ
た
。
前
者
は
日
本
の
要
求
す
る
も
の
は
も
は
や
軍
人
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
を
悟
ら
し
め
、
後
者
は
日
本
人
の
海
外
発
展
に
つ
い
て
覚

醒
を
与
え
た
の
で
あ（

20
）る。

こ
の
文
章
は
、
中
学
卒
業
後
四
十
五
年
を
経
て
記
さ
れ
た
回
想
で
あ
り
、
大
逆

事
件
を
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
と
す
る
な
ど
注
意
を
要
す
る
が
、
こ
れ
に

よ
る
と
、
中
学
時
代
の
小
林
に
「
大
き
な
変
化
」
が
訪
れ
た
と
い
う
。
一
つ
は

海
軍
兵
学
校
志
望
で
あ
っ
た
彼
が
軍
人
へ
の
道
を
放
棄
し
た
こ
と
。
も
う
一
つ

は
、
早
く
も
「
海
外
発
展
」
へ
の
志
向
を
持
ち
は
じ
め
た
こ
と
で
あ
る
。
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
排
日
運
動
が
そ
の
契
機
と
な
り
、「
海
外
発
展
に
つ
い
て
覚

醒
を
与
え
た
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
一
九
〇
六
年
末
に
は
、
同
州
で
「
日
本

人
学
童
隔
離
問
題
」
が
起
こ
り
、
翌
年
に
か
け
て
排
日
運
動
が
激
化
、
日
本
の

新
聞
も
連
日
そ
の
こ
と
を
伝
え（

21
）た。

後
述
す
る
よ
う
に
、
小
林
は
ブ
ラ
ジ
ル
渡

航
後
、
米
国
の
排
日
運
動
を
強
く
意
識
し
つ
つ
、
そ
の
日
系
移
民
子
弟
に
対
す

る
教
育
理
念
を
形
成
し
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
の
「
海
外
発
展
に
つ
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い
て
覚
醒
」
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
排
日
に
対
す

る
疑
問
や
義
憤
が
そ
の
契
機
に
な
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
小
林
の
中

学
時
代
の
写
真
に
、
会
津
若
松
を
訪
れ
た
宣
教
師
ら
し
い
外
国
人
男
女
を
取
り

囲
ん
だ
も
の
が
あ
り
、
彼
が
当
時
か
ら
宣
教
師
を
通
じ
て
「
海
外
」
の
知
識
や

情
報
に
触
れ
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
（
写
真
１
）。
ま
た
、
同
志
社
出
身

の
兼
子
牧
師
や
中
学
の
先
輩
の
遠
藤
か
ら
、
米
国
人
教
師
や
留
学
経
験
者
の
多

い
同
志
社
の
雰
囲
気
を
聞
い
て
い
た
と
想
像
さ
れ
、
米
国
の
排
日
に
関
す
る
情

報
と
と
も
に
、
海
外

発
展
や
移
民
に
つ
い

て
関
心
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ（

22
）る。

　

後
年
牧
師
に
な

り
、
そ
の
教
育
理
念

の
根
幹
に
キ
リ
ス
ト

教
を
据
え
る
こ
と
に

な
る
小
林
も
、
最
初

か
ら
そ
の
教
義
に
な

じ
ん
だ
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。
彼
は
キ
リ

ス
ト
教
に
出
会
っ
た

ば
か
り
の
当
時
の
や
や
屈
折
し
た
心
境
を
、「
た
だ
教
会
は
精
神
修
養
を
す
る

と
こ
ろ
だ
と
聞
い
て
出
席
し
て
み
た
が
、
教
会
内
の
空
気
は
我
々
が
道
場
内
で

質
実
剛
健
な
修
養
鍛
錬
を
す
る
の
と
は
大
分
勝
手
が
違
っ
て
お
っ
た
」
と
正
直

に
告
白
し
て
い（

23
）る。

彼
が
教
会
に
通
う
よ
う
に
な
っ
た
理
由
と
し
て
、
先
の
遠

藤
の
存
在
が
大
き
な
要
因
と
さ
れ
て
い
る
。

教
会
が
僕
を
引
き
付
け
た
た
だ
一
つ
の
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
遠
藤
兄

の
よ
う
な
、
僕
が
平
素
尊
敬
し
て
止
ま
な
い
人
物
が
何
人
か
お
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
基
督
教
の
何
た
る
か
を
解
せ
ぬ
ま
で
も
こ
ん
な
偉
い
人
々
が
出

席
し
て
お
る
の
で
あ
る
か
ら
そ
こ
に
は
何
か
訳
あ
る
に
相
違
な
い
、
こ
れ

は
僕
も
一
つ
真
剣
に
研
究
し
て
み
よ
う
と
い
う
気
に
な
っ
た
の
で
あ（

24
）る。

こ
う
し
て
小
林
は
一
九
〇
八
年
九
月
一
三
日
、
剣
道
仲
間
の
羽
金
政
吉
、
田
村

精
元
、
君
島
利
、
曽
川
順
吾
と
と
も
に
兼
子
牧
師
に
よ
っ
て
受
洗
す
（
25
）る。
地

縁
・
学
校
縁
・
武
道
縁
が
重
な
っ
て
契
機
と
な
っ
た
明
治
期
地
方
青
年
の
キ
リ

ス
ト
教
入
信
の
一
事
例
と
し
て
、
た
い
へ
ん
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

二　

同
志
社
時
代

　

会
津
中
学
卒
業
後
の
一
九
一
一
年
四
月
、
小
林
は
同
志
社
神
学
校
に
進
ん

だ
。
当
初
志
望
の
海
軍
兵
学
校
や
多
数
の
有
名
校
の
あ
る
東
京
を
飛
び
越
し

て
、
学
資
も
不
十
分
な
ま
ま
会
津
か
ら
遠
隔
の
地
で
あ
る
京
都
の
同
志
社
に
進

写真 1　会津中学校時代、外国人宣教師たちと（1910年頃、中列
右から一人目小林美登利、左から三人目兼子重光牧師、吉田真理氏提供）
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学
し
た
動
機
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。
そ
こ
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
入

信
同
様
、
先
の
遠
藤
の
強
い
推
奨
が
働
い
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

確
か
明
治
四
十
三
年
の
冬
休
み
の
時
で
あ
っ
た
と
思
う
。
す
で
に
同
志
社

に
入
学
し
て
お
ら
れ
た
遠
藤
兄
が
帰
郷
さ
れ
て
僕
を
見
る
や
否
や
「
今
度

帰
っ
て
来
た
の
は
君
を
同
志
社
神
学
校
に
入
れ
る
た
め
だ
！
」
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。（
中
略
）
中
学
卒
業
後
は
大
体
海
外
発
展
と
い
う
こ
と
に
決

め
て
お
っ
た
と
き
な
の
で
折
角
の
親
切
な
先
輩
の
勧
説
も
直
ち
に
応
諾
す

る
気
に
は
な
れ
な
か
っ（

26
）た。

「
直
ち
に
応
諾
す
る
気
に
は
な
れ
な
か
っ
た
」
と
し
な
が
ら
も
、
小
林
は
、
遠

藤
の
誘
い
に
「
知
己
の
恩
」
と
「
神
の
導
き
」
を
感
じ
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
探

究
心
、
ま
だ
見
ぬ
京
都
へ
の
憧
れ
に
よ
っ
て
同
志
社
進
学
を
決
心
し
た
と
い

う
。
ま
た
、
中
学
卒
業
後
の
進
路
と
し
て
「
海
外
発
展
」、
す
な
わ
ち
留
学
か

移
民
を
考
え
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。
同
志
社
在
学

中
も
「
物
質
的
に
は
い
つ
も
ピ
イ
ピ
イ
で
家
郷
か
ら
の
学
資
な
ど
一
文
も
望
め

ぬ
ば
か
り
か
、
却
っ
て
反
対
に
京
都
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
か
ら
の
月
給
五
円
の
中
か
ら
、

会
津
中
学
に
通
っ
て
お
っ
た
弟
の
月
謝
を
送
っ
た
位
で
あ（

27
）る」

と
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
海
外
発
展
」
の
道
を
選
ん
だ
と
し
て
も
、
働
き
な
が

ら
の
留
学
を
考
え
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
、
後
年
の
米
国
生
活
で
は
実
際
に

そ
う
し
て
い
る
。
当
時
の
決
心
が
こ
の
回
想
の
通
り
だ
と
し
た
ら
、
こ
こ
に

は
、
彼
の
一
生
を
特
徴
づ
け
る
未
知
の
土
地
に
対
す
る
あ
く
な
き
好
奇
心
と
放

浪
癖
が
す
で
に
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

小
林
が
学
ん
だ
時
期
の
同
志
社
は
、
第
七
代
社
長
原
田
助
の
時
代
（
一
九
〇

七
年
一
月
～
一
九
一
九
年
一
月
）
で
あ
っ
た
。
原
田
と
そ
れ
を
継
ぐ
海
老
名
弾
正

総
長
時
代
の
同
志
社
は
、
学
校
と
し
て
の
大
発
展
期
で
あ
っ（

28
）た。

原
田
は
後
に

渋
沢
栄
一
と
小
林
を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述

す
る
。
小
林
が
同
志
社
入
学
の
二
年
目
を
迎
え
る
一
九
一
二
年
二
月
、
新
島
の

遺
志
で
あ
っ
た
同
志
社
大
学
が
認
可
さ
れ
、
神
学
校
は
神
学
部
に
改
組
さ
れ

る
。
注
目
す
べ
き
も
う
一
つ
の
点
は
、
国
際
主
義
を
掲
げ
た
原
田
に
よ
っ
て
、

内
外
の
著
名
人
に
よ
る
国
際
色
豊
か
な
科
外
講
演
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
で
あ（

29
）る。

ま
た
、
当
時
の
『
同
志
社
時
報
』
に
は
、
海
外
滞
在

中
の
卒
業
生
た
ち
か
ら
の
通
信
が
逐
次
掲
載
さ
れ
て
い（

30
）た。

こ
れ
ら
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
た
新
知
識
、
海
外
情
報
は
、
小
林
ら
の
「
海
外
発
展
」
へ
の
思
い

を
さ
ら
に
刺
激
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
同
志
社
進
学
は

「
海
外
発
展
」
か
ら
の
方
向
転
換
で
は
な
く
、
小
林
に
と
っ
て
、「
海
外
発
展
」

を
容
易
な
ら
し
め
る
も
う
一
つ
の
選
択
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
小
林

は
、
先
の
遠
藤
や
田
崎
健
作
（
後
の
本
郷
弓
町
教
会
牧
師
）、
清
水
安
三
（
桜
美

林
学
園
の
創
始
者
）
ら
と
親
交
を
結
ん
だ
。
ま
た
、
学
業
の
か
た
わ
ら
剣
道
部

員
と
し
て
活
躍
、
卒
業
ま
で
に
三
段
を
得
て
い
る
。
武
道
の
実
践
は
、
趣
味
や

た
し
な
み
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
小
林
の
活
用
す
る
〈
縁
〉
の
一
つ
と
し
て
越

境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。
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小
林
の
放
浪
者
と
し
て
の
性
格
は
、
こ
の
同
志
社
時
代
か
ら
顕
著
に
な
っ
て

く
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
一
三
年
の
北
海
道
へ
の
無
銭
伝
道
旅
行
が
そ
の
例
で

あ
る
。
こ
の
旅
で
小
林
は
、
天
塩
の
山
奥
に
あ
る
ア
ペ
シ
ナ
イ
、
ポ
ン
ピ
ラ
な

ど
の
ア
イ
ヌ
人
集
落
を
歩
い
て
回
っ
た
（
写
真
２
）。
翌
年
に
は
、
九
州
を
旅

し
、
石
井
十
次
が
宮
城
県
茶
臼
原
に
設
立
し
た
開
墾
農
場
を
訪
ね
て
い
る
。
生

涯
を
孤
児
救
済
に
捧
げ
た
石
井
も
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
り
、
同
志
社
と
関
係
の
深

い
人
物
で
あ
っ
た
。
学
校
縁
・
信
仰
縁
を
求
め
て
、
放
浪
す
る
若
い
日
の
小
林

の
姿
が
想
像
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
一
九
一
六
年
三
月
一
八
日
、
小
林
は
同
志

社
大
学
神
学
部
を
主
席
で
卒
業
し
、
同
日
行
わ
れ
た
卒
業
式
に
は
神
学
部
を
代

表
し
て
答
辞
を
述
べ
た
。
卒
業
論
文
の
題
目
は
、
彼
の
後
の
人
生
を
予
見
す
る

か
の
よ
う
な
「
パ
ウ
ロ
の
異
邦
伝
道
」
で
あ
っ（

31
）た。

三　

ハ
ワ
イ
・
米
国
時
代

　

同
志
社
大
学
卒
業
後
、
小
林
は
横
浜
か
ら
ハ
ワ
イ
に
渡
る
こ
と
に
な
る
。
外

務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
の
「
外
国
旅
券
下
付
表
」
に
よ
る
と
、
小
林
の
旅
券

は
、
一
九
一
六
年
三
月
二
九
日
、
京
都
府
庁
か
ら
下
付
さ
れ
て
い
る
。
旅
券
番

号
は
、
第
三
一
六
五
六
六
号
、
旅
行
目
的
は
「
伝
道
事
業
ノ
タ
メ
」
と
な
っ
て

い
る
。『
同
志
社
時
報
』
の
「
個
人
消
息
」
欄
に
も
「
小
林
美
登
利
君
、
布
哇

伝
道
の
為
め
赴
任
の
同
氏
は
六
月
二
日
ホ
ノ
ル
ヽ
に
安
着
、
翌
日
更
に
布
哇
島

ホ
ノ
ム
へ
出
発
の
予
定
な
り
と
来
報
あ
り
」
と
あ（

32
）る。

中
学
時
代
か
ら
「
海
外

発
展
」
の
夢
を
抱
き
続
け
て
き
た
と
い
う
小
林
は
、
こ
の
時
の
ハ
ワ
イ
到
着
の

感
動
を
一
九
一
六
年
六
月
二
日
の
手
帳
に
次
の
よ
う
に
書
き
記
し
て
い
る
。

□
□
ホ
ノ
ル
ル
ガ
見
エ
タ　

ホ
ノ
ル
ル
、
ホ
ノ
ル
ル
、
嗚
呼
ヽ
ヽ
ヽ
余
ガ

十
数
年
来
ア
コ
ガ
レ
シ
天
地
ナ
リ
。
船
ハ
□
□
□
□
極
メ
テ
容
易
ニ
上
陸

セ
ル
。

直
ニ
川
崎
旅
館
ニ
入
ル
。
奥
村
牧
師
ノ
世
話
ニ
ナ
ル
。
諸
々
案
内
セ
ラ（

33
）ル。

こ
こ
に
記
さ
れ
た
よ
う
に
、
ホ
ノ
ル
ル
第
一
日
目
、
奥
村
多
喜
衛
の
出
迎
え
を

受
け
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
奥
村
は
、
マ
キ
キ
教
会
の
主
任
牧
師
と
し
て
活
躍

す
る
か
た
わ
ら
、
学
校
兼
寄
宿
舎
「
奥
村
ホ
ー
ム
」
を
経
営
し
て
い
（
34
）た。
翌

日
、
小
林
は
曽
我
部
四
郎
の
待
つ
ハ
ワ
イ
島
へ
向
か
う
船
に
乗
り
こ
ん
で
い

写真 2　小林美登利、同志社時代、
北海道無銭伝道旅行のいでたち（1914
年頃、小林眞登氏提供）
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る
。
奥
村
も
曽
我
部
も
同
志
社
神
学
校
で
学
ん
だ
小
林
の
先
輩
で
あ
る
。
奥
村

は
オ
ア
フ
島
で
、
曽
我
部
は
ハ
ワ
イ
島
で
そ
れ
ぞ
れ
日
系
子
弟
の
教
育
に
た
ず

さ
わ
っ
て
い
た
。
特
に
、
曽
我
部
は
ハ
ワ
イ
島
ヒ
ロ
郊
外
の
小
さ
な
町
ホ
ノ
ム

で
、
伝
道
と
と
も
に
、
教
会
・
学
校
・
寄
宿
舎
が
一
体
と
な
っ
た
「
ホ
ノ
ム
義

塾
」
を
経
営
し
て
い
た
。
以
後
一
九
一
七
年
三
月
末
ま
で
約
十
ヶ
月
間
、
小
林

は
こ
の
曽
我
部
の
も
と
で
教
会
役
員
を
つ
と
め
、
ホ
ノ
ム
義
塾
の
教
師
を
兼
ね

る
こ
と
に
な（

35
）る。

小
林
の
ホ
ノ
ム
赴
任
は
、
同
志
社
と
い
う
学
校
縁
・
信
仰
縁

を
通
じ
て
国
際
的
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
伝
道
組
織
ハ
ワ
イ
ア
ン
・
ボ
ー
ド

（Board of H
aw

aiian Evangelical A
ssociation

）
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続

し
た
結
果
、
可
能
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

翌
一
九
一
七
年
四
月
、
小
林
は
米
本
土
に
渡
る
。
曽
我
部
牧
師
と
フ
ラ
ン

ク
・
Ｓ
・
ス
カ
ッ
ダ
ー
牧
師
よ
り
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
バ
ー
ク
レ
ー
の
太
平
洋

神
学
校
の 

Ｃ
・
Ｓ
・
ナ
ッ
シ
ュ
校
長
宛
の
推
薦
状
を
手
に
し
、
同
年
五
月
七

日
同
校
に
入
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い（

36
）う。
こ
う
し
て
小
林
は
約
一
年
間
、

こ
の
太
平
洋
神
学
校
を
拠
点
と
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
学
校
縁
・
信

仰
縁
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
渡
航
に
は
、
太
平
洋
神
学
校
で
の
勉
学
と
と
も
に
、

学
資
を
稼
ぐ
た
め
の
労
働
と
排
日
問
題
の
調
査
と
い
う
目
的
が
あ
っ
た
ら
し

い
。
小
林
の
回
顧
で
は
、「
先
進
的
に
排
日
問
題
の
原
因
を
探
ら
ん
が
為
め
身

を
一
個
の
労
働
者
と
化
し
て
ロ
ッ
キ
ー
山
以
西
の
重
な
る
所
を
歴
訪
し
」、
そ

の
足
跡
は
ネ
バ
ダ
、
ユ
タ
、
北
ア
イ
ダ
ボ
、
オ
レ
ゴ
ン
、
ワ
シ
ン
ト
ン
諸
州
を

経
て
ア
ラ
ス
カ
、
メ
キ
シ
コ
国
境
に
ま
で
お
よ
ん
で
い（

37
）る。

小
林
の
海
外
渡
航

の
動
機
の
一
つ
が
米
国
で
の
排
日
問
題
に
あ
っ
た
こ
と
は
先
述
し
た
通
り
で
あ

る
が
、
す
で
に
一
九
一
三
年
に
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
「
外
国
人
土
地
法
」

が
成
立
し
、
同
州
で
は
日
本
人
の
土
地
所
有
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
小
林
が
米

国
に
滞
在
し
て
い
た
時
期
は
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
当
た
り
、
同
じ
連
合
軍
側

に
立
っ
て
戦
っ
て
い
た
日
米
間
の
関
係
は
相
当
に
好
転
し
て
い
た
が
、
一
方
で

米
国
政
府
は
冷
静
に
排
日
政
策
の
準
備
を
進
め
つ
つ
あ
っ（

38
）た。

一
九
一
七
年
、

米
連
邦
政
府
は
新
し
い
「
移
民
法
」
の
草
案
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
そ
の
中
に

は
日
本
人
を
含
む
全
ア
ジ
ア
人
（
中
近
東
を
除
く
）
を
「
帰
化
不
能
外
国
人
」

と
す
る
項
目
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
排
日
問
題
に
対
処
す
べ
く
、
一
九

一
五
～
一
七
年
に
か
け
て
連
続
し
て
日
本
か
ら
著
名
な
キ
リ
ス
ト
教
指
導
者
を

招
き
、
北
米
太
平
洋
沿
岸
の
日
本
人
移
民
啓
発
の
た
め
の
諸
運
動
が
行
わ
れ

た
。
例
え
ば
、
小
林
が
学
資
を
稼
ぐ
べ
く
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
各
地
で
の
労
働

に
従
事
し
て
い
た
一
九
一
七
年
八
月
、
山
室
軍
平
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
振

り
出
し
に
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
な
ど
太
平
洋
沿
岸
の
十
七
市
村

を
め
ぐ
り
、
計
三
十
八
回
の
集
会
で
一
万
四
三
五
〇
人
の
会
衆
に
説
教
を
行
っ

た
と
い（

39
）う。
小
林
は
こ
の
山
室
の
説
教
を
ど
こ
か
で
聴
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
日
本
人
側
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
翌
一
九
一
八
年
一
一
月
、

第
一
次
世
界
大
戦
が
終
わ
る
と
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
を
中
心
に
排
日
運
動
が

再
燃
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
二
〇
年
に
は
、「
イ
ン
マ
ン
法
」
と
呼
ば
れ

る
日
本
人
の
土
地
所
有
・
借
地
を
禁
じ
た
さ
ら
に
厳
し
い
土
地
法
が
成
立
し
、
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同
様
の
動
き
は
ワ
シ
ン
ト
ン
、
ア
リ
ゾ
ナ
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
、
テ
キ
サ
ス
、
ル
イ

ジ
ア
ナ
、
ネ
ブ
ラ
ス
カ
、
オ
レ
ゴ
ン
、
ア
イ
ダ
ボ
、
モ
ン
タ
ナ
の
諸
州
に
広

が
っ
て
い
っ（

40
）た。

　

こ
の
間
、
小
林
は
、
ロ
ッ
キ
ー
山
下
に
モ
ル
モ
ン
教
徒
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

視
察
し
た
り
、
や
は
り
学
資
を
稼
ぐ
目
的
で
ア
ラ
ス
カ
の
銅
山
で
工
夫
と
し
て

働
い
た
り
し
て
い
る
。
同
志
社
の
同
窓
生
で
あ
っ
た
田
崎
健
作
は
、
後
に
「
米

国
の
移
民
局
で
十
二
指
腸
虫
だ
と
の
こ
と
で
三
週
間
ぶ
ち
こ
ま
れ
、
金
は
な
く

な
る
、
ほ
と
ん
ど
絶
望
の
と
き
、
友
人
小
林
美
登
利
君
が
と
つ
じ
ょ
と
し
て
現

わ
れ
、
や
が
て
ふ
た
り
で
ア
ラ
ス
カ
労
働
に
で
か
け
た
」
と
当
時
を
回
想
し
て

い
（
41
）る。
当
時
ア
ラ
ス
カ
は
米
国
の
準
州
に
な
っ
た
ば
か
り
で
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ

シ
ュ
期
に
当
た
り
、
二
人
が
金
に
な
る
職
を
求
め
て
転
々
と
し
、
一
攫
千
金
を

求
め
て
や
っ
て
き
た
荒
く
れ
男
た
ち
に
混
じ
っ
て
立
ち
働
い
た
姿
が
想
像
さ
れ

る
。
田
崎
は
後
に
、
小
林
を
「
一
風
変
わ
っ
た
会
津
武
士
の
面
影
を
持
っ
た
人

物
で
、
名
は
体
を
表
す
ど
こ
ろ
か
、
ミ
ド
リ
等
と
は
ま
っ
た
く
正
反
対
な
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
の
よ
う
な
人
」
と
評
し
て
い
（
42
）る。
こ
の
よ
う
な
米
国
内
遍
歴
の
中

で
、
小
林
は
各
地
で
排
日
の
状
況
を
目
に
し
、
そ
れ
を
肌
で
も
っ
て
感
じ
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
移
動
・
遍
歴
の
後
、
小
林
は
一
九
一
八
年
九
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
オ
ー
ボ
ル
ン
神
学
校
に
入
学
、
勉
学
の
傍
ら
米
東
部
在
住
日
本
人
の
実
情
を

親
し
く
見
聞
し
た
と
い
う
。
一
九
二
一
年
四
月
に
同
校
を
卒
業
し
、
南
米
行
き

を
志
す
。
し
か
し
す
ぐ
に
ブ
ラ
ジ
ル
渡
航
が
実
現
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
ら

し
い
。
小
林
の
手
に
な
る
「
聖
州
義
塾
成
立
ノ
由
来
」
に
記
さ
れ
た
経
過
を
見

て
み
よ
う
。

　

元
ヨ
リ
我
ガ
志
ス
処
ハ
伝
道
並
ニ
教
育
等
ノ
精
神
的
事
業
ニ
シ
テ
物
質

的
ニ
ハ
常
ニ
甚
ダ
逆
境
ニ
ア
リ
。
特
ニ
ブ
ラ
ジ
ル
ノ
如
キ
新
開
地
ニ
於
ケ

ル
我
等
ノ
事
業
ノ
困
難
ハ
云
フ
迄
モ
ナ
キ
コ
ト
ナ
レ
バ
渡
伯
ニ
際
シ
先
ヅ

ア
メ
リ
カ
ン
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
ボ
ー
ド
ト
ノ
連
絡
ヲ
付
テ
其
後
援
ノ
モ
ト

ニ
出
発
セ
ン
ト
試
ミ
タ
ル
モ
余
ノ
建
言
ハ
殆
ン
ド
同
ボ
ー
ド
ノ
顧
ミ
ル
処

ト
ナ
ラ
ズ
。
カ
ク
ア
ル
カ
ラ
ハ
須
ク
自
ラ
ノ
信
仰
ニ
依
テ
雄
々
シ
ク
立
ツ

ニ
若
カ
ズ
ト
覚
悟
ヲ
定
メ
早
速
紐
育
ノ
中
央
ニ
於
テ
一
個
ノ
労
働
者
ト
ナ

リ
鋭
意
南
米
行
ノ
資
金
調
達
ニ
奮
闘
シ
大
正
十
年
ノ
五
月
ヨ
リ
十
一
月
ノ

末
迄
ニ
既
ニ
南
米
ニ
於
ケ
ル
数
ヵ
年
間
ノ
戦
闘
堪
エ
得
ル
費
用
ヲ
貯
蓄
ス

ル
コ
ト
ヲ
得
タ（

43
）リ。

こ
こ
に
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
を
「
我
ガ
全
生
涯
ヲ
奉
ゲ
テ
活
動
ス
ベ
キ
天
地
」
と

早
々
に
永
住
を
決
意
し
、
当
初
は
ア
メ
リ
カ
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
・
ボ
ー
ド

（A
m

erican Board of Com
m

issioners for Foreign M
issions

）
と
い
う
国
際

的
伝
道
組
織
の
支
援
を
あ
お
ぐ
も
果
た
せ
ず
、
自
力
で
ブ
ラ
ジ
ル
で
の
活
動
資

金
を
調
達
す
べ
く
、
一
労
働
者
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
働
い
た
こ
と
が
回
想

さ
れ
て
い
る
。
小
林
が
ア
メ
リ
カ
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
・
ボ
ー
ド
に
学
校

縁
・
信
仰
縁
を
感
じ
支
援
を
求
め
た
の
は
、
母
校
同
志
社
と
同
組
織
の
緊
密
な



134

関
係
を
考
え
る
と
当
然
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
同
組
織
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

へ
の
接
続
が
成
功
し
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ（

44
）る。

　

か
く
し
て
、
一
九
二
一
年
一
二
月
七
日
、
小
林
は
約
五
年
間
を
過
ご
し
た
米

国
を
後
に
し
て
ハ
ド
ソ
ン
河
口
を
エ
オ
ラ
ス
号
で
ブ
ラ
ジ
ル
へ
向
け
て
船
出
し

た
。
彼
は
、
こ
の
出
港
直
前
、
村
井
保
固
と
い
う
人
物
に
出
会
っ
た
。
村
井
は

森
村
組
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
支
配
人
で
、
小
林
の
ブ
ラ
ジ
ル
行
き
の
志
に
感
銘

を
受
け
、
協
力
を
約
束
し
た
と
い
う
。
出
港
間
際
に
小
林
が
受
け
取
っ
た
村
井

の
手
紙
に
は
「
イ
エ
ス
、
キ
リ
ス
ト
を
通
し
て
熱
心
に
神
様
に
願
ひ
ま
す
。
何

卒
此
青
年
の
希
望
を
満
た
し
、
あ
な
た
の
御
心
を
此
青
年
を
通
し
て
行
は
し
め

給
え
！
常
に
彼
と
共
に
居
給
は
ん
事
を
願
ひ
あ
げ
ま
す　

ア
ー
メ
ン
」
と
記
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
南
米
行
き
に
つ
い
て
冷
淡
な
反
応
し
か
受
け
な
か
っ
た

小
林
を
感
激
せ
し
め
た
と
い（

45
）う。
村
井
も
ま
た
熱
心
な
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
り
、

こ
れ
以
後
、
小
林
の
よ
き
理
解
者
・
支
援
者
と
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
聖
州
義

塾
に
一
万
三
千
円
の
寄
付
や
米
貨
一
万
ド
ル
の
低
利
融
資
を
行
っ
て
い（

46
）る。
こ

れ
は
信
仰
縁
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
縁
に
よ
る
新
た
な
越
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
成
立
と

理
解
で
き
る
。

四　

ブ
ラ
ジ
ル
渡
航
と
聖
州
義
塾
の
設
立

　

小
林
が
米
国
を
後
に
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
へ
向
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
彼
自
身

が
後
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

前
後
六
年
間
布
哇
及
び
北
米
に
於
け
る
実
地
体
験
の
結
果
略
ぼ
排
日
の
原

因
の
何
れ
に
あ
る
か
を
確
む
る
と
共
に
今
後
の
日
本
人
発
展
地
は
北
米
に

あ
ら
ず
し
て
南
米
に
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
此
新
天
地
に
於
て
我
等
は
再
び

北
米
に
於
け
る
二
の
舞
を
踏
ま
ざ
ら
ん
こ
と
を
希
ひ
、
之
が
為
め
大
い
に

精
神
的
啓
発
事
業
を
起
す
必
要
を
感
じ
大
正
十
年
単
身
独
力
を
以
て
渡
伯

（
47
）す。

こ
こ
に
は
、
彼
が
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
っ
た
理
由
が
北
米
の
排
日
問
題
に
起
因
し
、

今
後
の
日
本
人
移
民
受
け
入
れ
先
と
し
て
北
米
は
も
は
や
期
待
で
き
ず
、
そ
の

代
替
地
と
し
て
南
米
を
期
待
し
た
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
新
天

地
」
に
お
い
て
自
分
た
ち
日
本
人
が
「
再
び
北
米
に
於
け
る
二
の
舞
を
踏
ま
ざ

ら
ん
こ
と
を
希
ひ
」、
彼
の
言
う
「
精
神
的
啓
発
事
業
を
起
す
」
こ
と
が
ブ
ラ

ジ
ル
渡
航
の
動
機
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
「
精
神
的
啓
発
事
業
」
が
排
日
予
防

啓
発
を
含
む
教
育
事
業
で
あ
っ
た
こ
と
は
後
の
小
林
の
活
動
が
証
明
し
て
い

る
。

　

こ
う
し
て
小
林
は
、
一
九
二
一
年
一
二
月
二
二
日
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
首
都
リ

オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
に
到
着
、
念
願
の
ブ
ラ
ジ
ル
の
土
を
踏
ん
だ
。
同
月
二

四
日
に
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
に
到
着
し
て
い
る
。
当
時
同
市
で
発
行
さ
れ
て
い

た
日
本
語
新
聞
『
伯
剌
西
爾
時
報
』（
以
下
、『
時
報
』
と
略
す
）
に
は
、「
小
林

美
登
利
氏
来
聖
」
と
い
う
記
事
が
記
載
さ
れ
て
い（

48
）る。

　

こ
の
よ
う
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
到
着
が
わ
ざ
わ
ざ
新
聞
で
報
じ
ら
れ
て
い
る
点
か
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ら
、
小
林
が
単
な
る
一
移
民
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
翌
一
九

二
二
年
か
ら
同
紙
で
コ
ラ
ム
執
筆
を
担
当
し
は
じ
め
て
い
る
点
か
ら
、
彼
は
同

紙
社
長
の
黒
石
清
作
と
も
何
ら
か
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。『
時
報
』
は
、
米
国
で
も
邦
字
新
聞
発
行
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
黒
石

が
経
営
に
当
た
っ
て
い
た
。
黒
石
自
身
が
米
国
生
活
の
経
験
が
あ
る
だ
け
で
な

く
、
妻
豊
子
は
米
国
生
ま
れ
の
二
世
で
あ
っ
た
。
同
紙
二
二
二
号
「
人
事
往

来
」
に
は
、「
小
林
美
登
利
氏
、
西
原
清
東
氏
を
訪
問
の
為
め
旧
臘
西
原
農
園

に
赴
か
れ
た
る
同
氏
は
三
日
帰
聖
再
び
上
地
旅
館
に
投（

49
）宿」

と
あ
る
。
ま
ず
、

日
本
人
移
民
の
多
か
っ
た
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
南
部
レ
ジ
ス
ト
ロ
方
面
に
赴
き
、
西

原
清
東
を
訪
ね
た
わ
け
で
あ（

50
）る。
西
原
は
、
高
知
県
出
身
で
、
元
自
由
民
権
運

動
の
闘
士
。
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
り
、
同
志
社
の
第
四
代
社
長
を
つ
と
め
た
。
そ

の
後
米
国
に
渡
り
、
テ
キ
サ
ス
州
で
米
作
に
成
功
し
た
後
、
一
九
一
八
年
、
単

身
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
っ
た
。
西
原
は
う
ち
つ
づ
く
排
日
運
動
に
い
や
け
が
さ
し
て

米
国
を
去
っ
た
と
さ
れ
て
い
る（

51
）が、
小
林
は
、
こ
の
レ
ジ
ス
ト
ロ
訪
問
で
、
同

じ
く
北
米
か
ら
新
天
地
ブ
ラ
ジ
ル
を
め
ざ
し
た
先
輩
で
あ
る
西
原
に
接
近
し
、

何
ら
か
の
助
言
を
得
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
地
に
は
長
く
は
滞

在
せ
ず
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
に
戻
り
、『
時
報
』
記
者
と
し
て
働
く
よ
う
に
な
っ

た
。
ブ
ラ
ジ
ル
到
着
後
ま
ず
西
原
を
訪
ね
、
黒
石
の
も
と
で
働
き
始
め
た
点

は
、
同
志
社
と
い
う
学
校
縁
・
信
仰
縁
と
在
米
経
験
日
本
人
と
し
て
の
エ
ス

ニ
ッ
ク
縁
に
よ
る
越
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
活
用
さ
れ
た
例
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
同
年
、
小
林
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
に
あ
っ
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
長
老
派
教

会
系
の
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
大
学
に
入
学
し
、
こ
こ
を
活
動
拠
点
に
新
た
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
築
く
こ
と
に
な（

52
）る。

聖
州
義
塾
初
期
の
設
立
者
や
委
員
に
は
、
同
大

学
の
教
員
や
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
有
力
者
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
小
林
は
同
大
学

で
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
専
攻
す
る
か
た
わ
ら
、
謄
写
版
刷
り
雑
誌
『
市
民
』（O

 

Cidadão

）
を
刊
行
し
て
い
る
。『
市
民
』
は
日
本
人
移
民
向
け
の
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
通
信
教
育
と
啓
蒙
を
目
的
と
し
た
雑
誌
で
、
そ
の
印
刷
は
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
大

学
の
謄
写
版
刷
り
印
刷
機
を
借
り
て
行
っ
て
い
た
と
い
（
53
）う（

写
真
３
）。「
市

民
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
は
、
後
述
す
る
よ
う
な
新
し
い
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
市
民

の
創
造
と
い
う
小
林
の

思
い
が
こ
め
ら
れ
て
い

た
に
ち
が
い
な
い
。

　

小
林
は
、
ブ
ラ
ジ
ル

で
の
新
た
な
活
動
拠
点

と
し
て
、
一
九
二
二
年

九
月
七
日
に
「
聖
州
義

塾
」
の
設
立
を
宣
言
す

（
54
）る。
す
で
に
同
年
五
月

に
は
、
大
正
小
学
校

（
一
九
一
五
年
創
立
の
ブ

ラ
ジ
ル
最
初
の
日
系
教

育
機
関
と
さ
れ
る
）
の

写真 3　小林美登利、雑誌『市民』創刊の頃、マッケンジー大学
の印刷所にて（1922年頃、小林眞登氏提供）
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一
室
を
使
っ
て
日
曜
学
校
と
夜
学
校
を
開
校
し
て
い
た
。
ま
た
、
一
九
二
四
年

九
月
七
日
に
は
十
数
人
の
青
年
同
志
た
ち
と
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
郊
外
サ
ン
タ
ー
ナ

の
丘
で
「
サ
ン
パ
ウ
ロ
教
会
」
と
い
う
ブ
ラ
ジ
ル
最
初
の
日
系
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
教
会
の
創
立
宣
言
を
行
い
、
そ
の
後
伝
道
・
布
教
に
つ
と
め
た
。
こ
の
サ
ン

パ
ウ
ロ
教
会
創
立
宣
言
は
、
十
数
人
の
青
年
同
志
た
ち
と
と
も
に
サ
ン
タ
ー
ナ

の
丘
と
い
う
丘
陵
で
行
わ
れ
た
点
に
お
い
て
、
著
名
な
熊
本
バ
ン
ド
の
「
花
岡

山
の
誓
約
」
に
酷
似
し
て
い
る
。「
十
数
人
の
青
年
同
志
た
ち
」
が
い
か
な
る

人
物
か
を
知
る
資
料
を
持
た
な
い
が
、
小
林
が
中
心
に
な
っ
て
開
校
さ
れ
て
い

た
日
曜
学
校
や
夜
学
校
に
集
ま
る
若
者
た
ち
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。「
花

岡
山
の
誓
約
」
を
知
る
小
林
が
、
そ
れ
を
踏
襲
し
て
こ
の
創
立
宣
言
を
行
っ
た

こ
と
は
十
分
に
想
像
し
う
る
こ
と
で
あ
り
、
母
校
同
志
社
や
日
本
の
教
会
と
の

縁
を
儀
礼
的
行
為
に
よ
っ
て
確
認
・
強
化
し
よ
う
と
す
る
点
に
日
本
的
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
性
格
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
時
、

小
林
自
身
は
三
十
四
歳
の
独
身
青
年
で
あ
り
、
新
天
地
ブ
ラ
ジ
ル
で
希
望
に
満

ち
た
生
活
を
送
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
一
九
二
五
年
九

月
七
日
に
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
中
心
部
に
独
立
の
建
物
を
借
り
受
け
（
後
に
購

入
）、
聖
州
義
塾
を
開
塾
し（

55
）た。
小
林
は
ブ
ラ
ジ
ル
渡
航
当
初
か
ら
徹
底
し
た

日
本
人
移
民
の
永
住
・
同
化
論
者
で
あ
り
、
教
会
と
塾
の
設
立
記
念
日
を
ブ
ラ

ジ
ル
の
独
立
記
念
日
で
あ
る
九
月
七
日
に
重
ね
た
点
に
、
彼
の
ブ
ラ
ジ
ル
に
対

す
る
並
々
な
ら
ぬ
期
待
と
同
塾
に
対
す
る
意
気
込
み
が
感
じ
取
れ
る
。
ま
た
、

同
塾
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
で
最
初
に
寄
宿
舎
を
備
え
た
日
系
教
育
機
関
で
あ

り
、
先
述
の
サ
ン
パ
ウ

ロ
教
会
を
併
設
し
、
ま

た
ブ
ラ
ジ
ル
最
初
の
剣

道
場
を
備
え
て
い
た
。

一
九
四
二
年
の
立
ち
退

き
ま
で
、
多
く
の
日
系

移
民
子
弟
を
受
け
入

れ
、
日
系
社
会
を
牽
引

し
て
い
く
リ
ー
ダ
ー
た

ち
を
輩
出
し
て
い
（
56
）る

（
写
真
４
）。

　

こ
の
聖
州
義
塾
は
、

サ
ン
パ
ウ
ロ
教
会
と
と

も
に
、
運
営
組
織
と
し
て
「
ミ
ッ
ソ
ン
・
ジ
ャ
ポ
ネ
ー
ザ
・
ド
・
ブ
ラ
ジ
ル
」

（M
issão Japonesa do Brasil

）
と
い
う
法
人
組
織
を
構
成
し
た
。
学
校
・
寄

宿
舎
と
し
て
の
同
塾
は
も
ち
ろ
ん
小
林
が
運
営
の
中
心
で
あ
っ
た
が
、
ミ
ッ
ソ

ン
・
ジ
ャ
ポ
ネ
ー
ザ
・
ド
・
ブ
ラ
ジ
ル
と
し
て
は
、
当
時
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
大
学

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
・
文
学
科
長
で
ブ
ラ
ジ
ル
長
老
派
教
会
代
表
で
あ
っ
た
マ
タ
テ

ア
ス
・
Ｇ
・ 

ド
ス
・
サ
ン
ト
ス
を
委
員
長
と
し
、
エ
ラ
ズ
モ
・
Ｃ
・
ブ
ラ
ガ

（
リ
オ
国
立
大
学
教
授
）
や
ジ
ョ
ア
キ
ン
・
コ
レ
ア
（
ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
貯
蓄
銀
行
総

支
配
人
）、
エ
リ
ア
ス
・
Ｅ
・
エ
ス
コ
バ
ル
・
ジ
ュ
ニ
オ
ー
ル
（
弁
護
士
）
ら
を

写真 4　聖州義塾と小林、教師、塾生たち（1931年頃、後列真中、
蝶ネクタイの人物が小林、小林眞登氏提供）
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委
員
に
迎
え
る
な
ど
、
ブ
ラ
ジ
ル
法
人
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
て
い
る
。
ま

た
、
帝
国
総
領
事
館
館
員
の
齊
藤
武
雄
や
歯
科
医
院
を
開
業
し
て
い
た
村
上
眞

市
郎
を
委
員
と
し
、
小
林
自
身
は
主
任
兼
会
計
を
つ
と
め
た（

57
）。

同
志
社
で
学
び

米
国
で
磨
き
を
か
け
た
英
語
を
駆
使
し
、
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
大
学
と
い
う
学
校
縁

と
キ
リ
ス
ト
教
会
を
介
し
た
信
仰
縁
、
在
米
経
験
・
在
伯
日
本
人
と
い
う
エ
ス

ニ
ッ
ク
縁
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
、
当
時
の
日
系
社
会
の
だ
れ
も

が
な
し
え
な
か
っ
た
離
れ
業
で
あ
っ
た（

58
）。

　

聖
州
義
塾
の
歴
史
や
そ
の
事
業
を
展
開
す
る
に
当
た
っ
て
の
小
林
の
理
念
に

つ
い
て
は
別
稿
（
近
刊
）
で
取
り
上
げ
、
ま
た
同
塾
で
の
二
言
語
・
二
文
化
教

育
の
内
容
と
実
践
に
つ
い
て
は
他
の
別
稿
に
お
い
て
述
べ
た（

59
）の
で
こ
こ
で
は
詳

述
を
避
け
る
が
、
彼
の
越
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
排

日
予
防
啓
発
運
動
と
の
関
連
に
お
い
て
、
そ
の
歴
史
的
意
義
や
役
割
に
つ
い
て

ふ
れ
て
お
き
た
い
。
小
林
が
米
国
の
排
日
運
動
と
ブ
ラ
ジ
ル
で
の
そ
の
予
防
啓

発
を
意
識
し
つ
つ
自
ら
の
教
育
事
業
を
企
図
し
た
こ
と
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
到
着

数
ヶ
月
後
『
時
報
』
に
発
表
し
た
「
排
日
解
決
策（

60
）」
な
ど
か
ら
も
明
ら
か
で
あ

る
が
、
聖
州
義
塾
設
立
と
の
関
連
に
お
い
て
は
、
次
の
「
渡
伯
の
使
命
と
其
計

画　

聖
州
義
塾
設
立
趣
意
書
」
に
よ
り
明
確
化
さ
れ
る
。
こ
の
「
設
立
趣
意

書
」
の
冒
頭
で
、
小
林
は
「
神
は
我
母
の
胎
出
で
し
時
よ
り
我
を
選
び
置
き
我

を
異
邦
人
間
の
伝
道
者
た
ら
し
め
ん
と
し
給
ふ
た
」
と
い
う
使
徒
パ
ウ
ロ
の
言

葉
を
引
き
、
パ
ウ
ロ
に
自
ら
を
な
ぞ
ら
え
、「
私
も
亦
此
使
命
の
観
に
生
き
ん

と
し
て
今
此
広
漠
た
る
南
米
の
一
角
に
立
っ
て
我
面
前
に
開
展
し
て
居
る
精
神

的
事
業
に
向
っ
て
渾
身
の
力
を
注
が
ん
と
し
て
居
り
ま
す
」
と
そ
の
抱
負
を
述

べ
て
い
る
。
こ
の
「
精
神
的
事
業
」
を
具
体
化
し
た
の
が
聖
州
義
塾
の
事
業
で

あ
る
が
、「
難
解
な
人
種
的
辟
見
に
根
ざ
し
た
排
日
問
題
」
を
解
決
す
る
た

め
、
日
本
人
と
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
共
同
で
そ
の
実
現
に
当
た
る
べ
き
こ
と
が
次
の

よ
う
に
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

私
は
数
年
間
か
の
排
日
旋
風
の
渦
巻
く
布
哇
や
北
米
に
生
活
し
て
、
目

の
当
り
其
苦
い
経
験
を
甞
め
て
来
た
者
で
あ
り
ま
す
が
、
私
は
如
何
に
し

て
彼
の
難
問
題
を
未
だ
排
日
気
分
の
薄
い
此
南
米
に
於
て
解
決
を
試
み
ん

と
し
て
、
今
既
に
其
実
行
に
取
掛
か
つ
て
居
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
私
の

目
下
着
手
し
て
居
る
仕
事
は
日
曜
学
校
と
夜
学
校
で
あ
り
ま
す
が
、（
中

略
）
殊
に
面
白
い
の
は
日
曜
学
校
の
方
で
小
さ
い
乍
も
日
伯
合
同
の
国
際

的
な
も
の
で
各
国
人
の
子
供
を
一
緒
に
し
て
国
境
を
超
越
し
た
真
の
コ
ス

モ
ポ
リ
タ
ン
的
に
彼
ら
を
訓
練
し
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
難
解
な
人
種

的
辟
見
に
根
ざ
し
た
排
日
問
題
な
ど
は
此
処
ま
で
深
く
踏
込
ん
で
始
め
て

其
根
本
的
解
決
が
見
出
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
ひ
ま
す
（
以
下
略（

61
））。

こ
の
「
設
立
趣
意
書
」
発
表
の
後
、
同
年
一
一
月
～
一
二
月
に
『
時
報
』
に
連

載
さ
れ
る
の
が
「
再
び
聖
州
義
塾
設
立
趣
意
に
就
て
」
で
あ
り
、
こ
の
連
載

中
、「
真
の
意
味
の
伯
化
」
と
い
う
理
念
が
提
示
さ
れ
る
。「
伯
化
」
と
は
「
ブ

ラ
ジ
ル
化
」、
す
な
わ
ち
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
同
化
を
意
味
す
る
語
で
あ
る
が（

62
）、
こ
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れ
は
在
米
日
系
人
の
排
日
予
防
啓
発
運
動
の
一
環
で
あ
っ
た
「
米
化
」
に
対
応

す
る
造
語
で
あ
る
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
「
再
び
聖
州
義
塾
設
立
趣
意
に

就
て
」
の
記
述
か
ら
さ
ぐ
っ
て
み
る
と
、「
真
の
意
味
の
伯
化
」
と
は
、
日
本

民
族
の
「
最
善
最
良
の
美
質
」
を
保
持
し
そ
れ
を
発
揮
し
つ
つ
、
建
設
途
上
に

あ
る
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
い
て
日
本
人
移
民
が
「
最
も
優
秀
な
る
伯
国
市
民
と
な
る

事
で
」
あ
り
、「
忠
良
無
比
の
伯
国
市
民
た
る
事
を
事
実
を
以
て
示
す
」
こ
と

で
あ
る
と
さ
れ
る
。
小
林
独
自
の
永
住
論
・
同
化
論
の
表
明
で
あ
る
。
さ
ら
に

彼
は
、
そ
れ
が
「
現
在
の
日
本
人
を
以
て
満
足
し
得
な
い
と
同
時
に
、
現
在
の

伯
国
並
に
伯
国
人
を
以
て
満
足
す
る
も
の
で
は
」
な
く
、「
同
時
に
進
化
で
な

け
れ
ば
な
ら
」
な
い
と
述
べ
て
い
る（

63
）。
つ
ま
り
、「
真
の
意
味
の
伯
化
」
と

は
、
選
択
的
な
文
化
化
に
よ
っ
て
、
日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル
両
者
の
美
質
を
身
に
つ

け
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
新
し
い
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
市
民
を
創
造
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
こ
の
新
し
い
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
市
民
は
「
優
良
新
進
な
伯
国
民
と
共
に
理
想

的
新
伯
国
の
建
設
に
参
与
」
す
る
は
ず
の
も
の
で
、
同
時
に
ブ
ラ
ジ
ル
こ
そ
が

そ
の
よ
う
な
理
想
郷
建
設
に
ふ
さ
わ
し
い
国
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る（

64
）。
小

林
の
文
章
は
、
時
に
飛
躍
が
あ
り
、
抽
象
的
で
わ
か
り
に
く
い
点
も
あ
る
が
、

以
上
の
記
述
か
ら
、
聖
州
義
塾
は
「
真
の
意
味
の
伯
化
」
を
実
現
す
る
た
め
の

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
は
キ
リ
ス
ト
教
の

世
界
同
胞
主
義
と
日
本
民
族
の
伝
統
・
美
質
を
融
合
し
た
越
境
的
な
教
育
理
念

と
実
践
に
よ
り
、
排
日
問
題
と
そ
の
予
防
啓
発
運
動
を
止
揚
し
た
理
想
的
国
家

建
設
と
市
民
創
造
へ
の
志
向
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、

「
越
境
移
民
」
と
し
て
の
理
想
的
モ
デ
ル
が
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
永
住
論
・
同
化
論
に
も
と
づ
く
ホ
ス
ト
社
会
と
の
協
調
を
と
な

え
た
理
念
表
明
の
背
景
と
し
て
考
え
合
わ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
当
時
の
ブ

ラ
ジ
ル
最
初
の
排
日
運
動
の
勃
興
で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
一
九
二
一
年
に

黒
人
種
の
入
国
を
禁
止
す
る
法
案
が
提
出
さ
れ
た
の
に
続
き
、
一
九
二
三
年
一

〇
月
に
は
フ
ィ
デ
リ
ス
・
レ
イ
ス
議
員
に
よ
っ
て
、
黄
色
人
種
の
新
た
な
入
国

を
制
限
す
る
「
レ
イ
ス
移
民
法
案
」
が
連
邦
下
院
に
提
出
さ
れ
た（

65
）。

こ
れ
に
合

わ
せ
、
ブ
ラ
ジ
ル
医
学
士
院
長
で
あ
っ
た
ミ
ゲ
ル
・
コ
ウ
ト
博
士
は
、
日
本
人

移
民
が
ブ
ラ
ジ
ル
国
家
の
崩
壊
を
狙
う
膨
張
主
義
計
画
の
一
員
で
あ
る
と
批
判

し
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
も
こ
う
し
た
排
日
運
動
が
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
時
代
背

景
を
思
い
合
わ
せ
る
と
、「
真
の
意
味
の
伯
化
」
と
い
う
理
念
表
明
の
歴
史
的

な
意
義
が
い
っ
そ
う
明
確
と
な
る
。
小
林
は
一
九
二
三
年
四
月
か
ら
五
月
に
か

け
て
、『
時
報
』
に
「
来
る
べ
き
問
題
」
を
連
載
し
、「
遠
か
ら
ず
北
米
に
於
け

る
と
同
様
な
る
忌
は
し
い
問
題
が
我
等
の
身
辺
に
襲
ひ
来
た
る
様
な
懸
念
を
起

さ
し
め
て
止
ま
な
い
」
と
い
う
警
告
を
発
し
て
い
る（

66
）。
小
林
は
、
こ
の
論
説
を

発
表
し
た
理
由
を
「
北
米
に
あ
る
二
十
数
万
の
我
同
胞
が
甞
め
つ
ゝ
あ
る
排
日

の
苦
杯
を
我
等
に
再
び
此
南
米
に
於
て
繰
り
返
し
度
く
な
い
と
云
ふ
微
衷
に
外

な
ら
な
い
」
と
し
、
海
外
の
日
本
人
移
民
が
「
性
急
狭
隘
頑
固
不
自
然
な
島
国

根
性
」
に
よ
り
拝
金
主
義
に
陥
っ
て
短
期
的
な
移
民
に
邁
進
し
、
ホ
ス
ト
社
会

で
孤
立
す
る
こ
と
を
戒
め
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
と
協
調
し
な
が
ら
精
神
面
に
お
い
て

豊
か
な
理
想
を
求
め
る
こ
と
を
薦
め
る
の
で
あ
る（

67
）（

写
真
５
）。
し
か
し
な
が
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ら
、
一
九
三
四
年
に
排
日
移
民
法
と
し
て
の
性
格
が
濃
厚
な
「
移
民
二
分
制
限

法
」
が
成
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
不
幸
に
も
小
林
の
懸
念
は
十
数
年
後
に
的
中

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
「
真
の
意
味
の
伯
化
」
と

い
う
表
現
は
、
そ
の
後
小
林

自
身
が
使
用
し
な
く
な
り
、

ブ
ラ
ジ
ル
日
系
社
会
で
も
普

及
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

た
だ
、
聖
州
義
塾
が
そ
の
発

展
拡
張
に
よ
っ
て
一
九
三
六

年
に
先
述
の
ミ
ッ
ソ
ン
・

ジ
ャ
ポ
ネ
ー
ザ
・
ド
・
ブ
ラ

ジ
ル
と
分
離
し
た
時
も
、

「
然
し
其
の
組
織
の
変
更
ハ

何
等
聖
州
義
塾
設
立
の
趣
意

に
変
更
を
与
へ
る
も
の
で
は

な
い
」
と
説
明
さ
れ
て
お
り（

68
）

、
そ
の
理
念
は
戦
前
期
を
通

じ
て
継
続
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
小
林
と
聖
州
義
塾
の
事

業
が
、
そ
の
後
の
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
排
日
予
防
啓
発
や
伯
化
運
動
の
先
駆
を

な
し
た
こ
と
は
否
定
し
が
た
い
。

五　

一
時
帰
国
と
聖
州
義
塾
の
拡
張

　

一
九
二
八
年
六
月
、
聖
州
義
塾
の
基
礎
が
一
応
で
き
あ
が
る
と
、
小
林
は
塾

の
運
営
を
日
本
か
ら
呼
び
寄
せ
た
弟
登
次
郎
ら
に
任
せ（

69
）、

義
塾
拡
張
の
資
金
募

集
の
た
め
一
時
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。
ア
マ
ゾ
ン
河
を
遡
行
し
ア
ン
デ
ス
を
越

え
、
ボ
リ
ビ
ア
を
経
て
、
ペ
ル
ー
太
平
洋
側
に
出
、
パ
ナ
マ
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
、
ハ
ワ
イ
を
経
由
し
て
日
本
に
帰
国
す
る
と
い
う
二
百
二
十
七
日
間
に
お

よ
ぶ
冒
険
旅
行
で
あ
っ
た
。
こ
の
旅
の
初
期
、
ア
マ
ゾ
ン
河
口
の
都
市
ベ
レ
ン

で
、
そ
の
地
に
住
む
柔
道
家
前
田
光
世
（
通
称
コ
ン
デ
・
コ
マ
）
と
出
会
う
こ

と
に
な
る
。
武
道
縁
・
エ
ス
ニ
ッ
ク
縁
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
小
林
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
形
成
に
と
っ
て
小
さ
く
は
な
い
出
来
事
で
あ
っ
た
。
前
田
は
、
小
林

ら
が
一
九
三
三
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
最
初
の
日
本
武
道
普
及
組
織
「
伯
国
柔
剣
道
連

盟
」
を
設
立
す
る
時
、
こ
れ
に
協
力
し
て
い
る
。
ま
た
、
帰
国
途
中
の
ハ
ワ
イ

で
は
、
奥
村
多
喜
衛
と
再
会
し
、
当
時
奥
村
が
ホ
ノ
ル
ル
で
発
行
し
て
い
た

『
楽
園
時
報
』
に
「
南
米
よ
り
帰
布
し
て
」
を
寄
稿
し
、「
金
十
弗
」
を
寄
付
し

て
い
る（

70
）。
こ
の
時
期
、
奥
村
は
排
日
予
防
啓
発
を
含
め
た
日
系
人
の
米
化
運
動

の
中
心
を
担
っ
て
お
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
ハ
ワ
イ
と
い
う
新
旧
二
つ
の
日
本
人
移

民
受
け
入
れ
先
に
お
け
る
日
系
社
会
や
子
弟
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
積
極
的

に
二
人
の
間
で
意
見
が
交
換
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

写真 5　『伯剌西爾時報』に連載された小林美登利の論説「来るべき問題」（1923年 5 月18日）
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日
本
に
着
い
た
の
は
、
一
九
二
九
年
二
月
一
日
。
約
十
三
年
ぶ
り
の
故
国
で

あ
っ
た
。
日
本
滞
在
は
九
ヶ
月
に
お
よ
ん
だ
が
、
こ
の
訪
日
の
前
半
の
足
取
り

は
つ
か
め
て
い
な
い
。
た
だ
、
こ
の
滞
在
中
に
日
本
本
土
だ
け
で
な
く
、
満

州
、
朝
鮮
に
足
を
伸
ば
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（

71
）。

こ
の
帰
国
中
の
で
き
ご
と
と

し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
小
林
が
最
晩
年
の
渋
沢
栄
一
の
知
遇
を
得
た
こ
と
で

あ
る
。

　

渋
沢
は
日
本
財
界
の
代
表
者
と
し
て
、
日
米
関
係
委
員
会
や
太
平
洋
問
題
調

査
会
を
通
し
て
米
国
で
の
排
日
問
題
に
取
り
組
ん
だ
が
、
そ
の
苦
い
経
験
が
ブ

ラ
ジ
ル
移
民
へ
と
関
心
を
向
か
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
一
九
一

三
年
に
開
発
が
開
始
さ
れ
た
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
南
部
の
イ
グ
ア
ペ
植
民
地
は
、
ブ

ラ
ジ
ル
最
初
の
日
系
民
間
資
本
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
た
移
住
地
で
あ
る
が
、
渋

沢
が
中
心
に
な
っ
て
日
本
で
の
募
金
に
協
力
し
て
い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
日
本
人

移
民
に
、
排
日
運
動
を
惹
起
し
た
北
米
の
轍
を
踏
ま
せ
な
い
た
め
の
処
置
で
あ

る
。

　

渋
沢
が
小
林
を
古
河
虎
之
助
、
原
邦
造
、
森
村
市
左
衛
門
、
大
倉
喜
七
郎
、

武
藤
山
治
ら
十
一
名
の
日
本
を
代
表
す
る
財
界
人
に
紹
介
し
た
書
簡
の
控
え
が

残
っ
て
い
る（

72
）。
こ
の
書
簡
の
中
で
、
渋
沢
は
、
小
林
を
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン
パ
ウ

ロ
市
の
聖
州
義
塾
に
お
い
て
日
系
子
弟
教
育
に
当
た
る
教
育
者
で
あ
る
と
紹
介

し
、
彼
の
事
業
を
支
援
す
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、「
伯
国
移

民
之
将
来
に
付
て
ハ
実
に
憂
慮
之
点
多
々
有
之
現
に
米
国
加
州
に
於
け
る
既
往

の
経
験
に
徴
す
る
も
、
殷
鑑
遠
か
ら
さ
る
は
御
同
様
熟
知
の
事
柄
に
有
之
候

間
、
何
卒
出
来
得
る
丈
注
意
し
て
之
を
現
在
に
助
力
致
し
」
と
説
明
さ
れ
て
い

る
。
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
の
排
日
運
動
の
よ
う
な
事
態
が
、
将
来
ブ
ラ

ジ
ル
で
起
こ
る
の
を
回
避
す
る
目
的
が
見
て
取
れ
る
。
ま
た
、
渋
沢
は
「
老
生

ハ
従
来
小
林
氏
と
は
何
等
之
縁
故
無
之
候
得
共
」
と
記
し
て
い
る
が
、
同
志
社

と
の
縁
も
浅
く
は
な
い
。
同
志
社
英
学
校
創
立
時
に
多
大
の
募
金
に
応
じ
、
ま

た
資
金
の
運
用
に
対
し
て
献
身
的
に
協
力
し
た（

73
）。

小
林
の
方
は
渋
沢
を
見
た
の

は
は
じ
め
て
で
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
小
林
が
同
志
社
に
入
学

し
た
一
九
一
一
年
の
五
月
二
一
日
、
同
志
社
公
会
堂
に
お
い
て
渋
沢
と
森
村
市

左
衛
門
が
講
演
を
行
っ
て
お
り（

74
）、

彼
は
こ
れ
を
聴
い
た
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で

あ
る
。
た
だ
、
講
師
で
あ
っ
た
渋
沢
側
は
、
一
学
生
で
あ
っ
た
小
林
を
知
る
機

会
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
書
簡
中
に
は
、「
右
小
林
氏
之
事
ハ
原
田
氏
曾
而
京
都
同
志
社
在
勤
之

際
よ
り
熟
知
別
懇
之
間
柄
に
有
之
候
由
に
て
、
其
人
格
を
老
生
ま
て
証
明
有

之
、
小
林
氏
希
望
之
事
業
も
都
合
よ
く
成
功
候
様
、
充
分
之
助
力
を
勧
誘
致
来

候
次
第
に
御
座
候
」
と
記
さ
れ
、
こ
の
時
小
林
を
渋
沢
に
紹
介
し
た
の
は
原
田

助
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
原
田
は
小
林
在
学
時
の

同
志
社
社
長
で
あ
り
、
当
時
ハ
ワ
イ
大
学
東
洋
学
部
長
の
職
に
あ
っ
て
、
渋
沢

と
と
も
に
米
国
で
の
排
日
問
題
に
取
り
組
ん
だ
同
志
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
小
林

の
日
本
を
代
表
す
る
財
界
人
た
ち
へ
の
紹
介
と
支
援
は
、
渋
沢
や
原
田
が
先
の

奥
村
多
喜
衛
ら
と
と
も
に
米
国
で
取
り
組
ん
だ
排
日
予
防
啓
発
運
動
や
日
米
親

善
活
動
に
連
動
す
る
試
み
で
あ
り
、
小
林
の
越
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
渋
沢
ら
の
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越
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
拡
張
し
強
化
さ
れ
る
こ
と

を
意
味
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
小
林
は
渋
沢
と
面
談
す
る
こ
と
五
回
、
一
九
二
九
年
七
月
三

一
日
、
海
外
興
業
株
式
会
社
社
長
の
井
上
雅
二
、
海
外
植
民
学
校
校
長
の
崎
山

比
佐
衛
ら
他
の
海
外
移
民
事
業
関
係
者
と
と
も
に
東
京
飛
鳥
山
の
渋
沢
邸
で
の

晩
餐
会
に
招
待
さ
れ
、
上
記
の
紹
介
を
取
り
付
け
る
こ
と
に
な
る（

75
）。

結
果
と
し

て
、
渋
沢
は
じ
め
三
井
、
満
鉄
、
鐘
紡
、
大
倉
、
森
村
組
な
ど
日
本
財
界
か
ら

合
わ
せ
て
約
二
万
五
千
円
と
い
う
多
額
の
寄
付
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ

れ
が
三
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
義
塾
拡
張
（
隣
家
の
買
収
・
改
装
な
ど
に
よ
る

塾
生
受
け
入
れ
の
増
加
）
の
資
金
と
な
る
の
で
あ
る（

76
）。

　

こ
の
帰
国
中
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
成
果
は
、
柳
田
富
美
と
結
婚
し
た
こ
と

で
あ
る
。
富
美
は
同
志
社
時
代
の
級
友
柳
田
秀
男
の
妹
で
、
や
は
り
同
志
社
女

学
校
出
身
の
女
性
で
あ
っ
た
。
結
婚
式
は
一
九
二
九
年
九
月
二
五
日（

77
）。
小
林
は

同
年
一
〇
月
、
サ
ン
ト
ス
丸
移
民
輸
送
監
督
に
就
任
。
新
妻
を
伴
っ
て
、
一
二

月
一
一
日
に
ブ
ラ
ジ
ル
に
戻
っ
た
。
富
美
は
小
林
の
生
涯
の
伴
侶
で
あ
り
、
七

人
の
子
ど
も
を
も
う
け
（
一
四
三
頁
「
小
林
家
家
系
図
」
参
照
）、
義
塾
の
教
師

と
も
な
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
同
志
社
校
友
会
と
い
う
学
校
縁
を
通
じ
た
越
境
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
形
成
に
も
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。
学
校
縁
・
信
仰
縁
が
血
縁
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
接
続
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　

以
上
で
取
り
上
げ
た
時
期
以
後
、
三
〇
年
代
に
か
け
て
、
聖
州
義
塾
で
は
塾

生
も
増
え
、
機
関
誌
『
聖
州
義
塾
々
報
』
や
塾
生
間
の
回
覧
誌
『Jukusei

』

が
編
集
・
刊
行
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
三
三
年
に
は
、
小
林
ら
に
よ
っ
て
、

ブ
ラ
ジ
ル
最
初
の
日
本
武
道
普
及
組
織
で
あ
る
「
伯
国
柔
剣
道
連
盟
」
が
立
ち

上
げ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
三
〇
年
代
の
小
林
の
事
業
は
、
初
期
の
労
苦
が
報

わ
れ
る
か
の
ご
と
く
順
調
に
発
展
し
て
い
っ
た
か
に
見
え
る
。
ま
た
、
三
〇
年

代
は
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
日
系
子
弟
教
育
が
充
実
に
向
か
い
な
が
ら
、
ブ
ラ
ジ

ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
台
頭
に
よ
っ
て
、
そ
の
理
念
・
内
容
が
激
し
く
動
揺

す
る
時
代
で
も
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
政
策
に
よ
っ
て
、

三
〇
年
代
末
に
は
日
系
を
は
じ
め
多
く
の
外
国
系
教
育
機
関
が
閉
鎖
さ
れ
る（

78
）。

そ
れ
で
も
聖
州
義
塾
は
継
続
し
、
や
が
て
一
九
四
一
年
一
二
月
の
太
平
洋
戦
争

勃
発
を
迎
え
る
が
、
翌
一
九
四
二
年
、
当
局
に
よ
っ
て
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
中
心
部

か
ら
立
ち
退
き
を
命
ぜ
ら
れ
る（

79
）。

こ
う
し
て
、
聖
州
義
塾
設
立
宣
言
か
ら
二
十

年
に
渡
る
小
林
の
事
業
は
、
い
っ
た
ん
中
断
の
や
む
な
き
に
至
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
小
林
美
登
利
と
い
う
近
代
に
お
け
る
一
日
本
人
キ
リ
ス
ト
者
の
移

動
・
遍
歴
の
足
跡
を
、
会
津
時
代
、
同
志
社
時
代
、
ハ
ワ
イ
・
米
国
時
代
、
ブ

ラ
ジ
ル
渡
航
後
と
一
時
帰
国
と
い
う
五
つ
の
時
期
に
区
分
し
て
た
ど
っ
て
き

た
。
そ
の
中
で
、
一
地
方
青
年
の
キ
リ
ス
ト
教
入
信
と
海
外
渡
航
・
移
民
へ
至

る
動
機
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
越
境
過
程
で
出
会
っ
た
人
物
と
の
関
係

構
築
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を
検
証
し
た
。
ま
た
、
そ
う
し
た
越
境
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
基
盤
と
し
て
生
ま
れ
た
聖
州
義
塾
の
歴
史
的
意
義
や
役
割
に
つ
い
て
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考
察
し
た
。
小
林
は
、
会
津
に
お
い
て
遠
藤
作
衛
を
通
し
て
キ
リ
ス
ト
教
に
出

会
い
、
兼
子
重
光
に
よ
っ
て
受
洗
し
、
原
田
助
ら
同
志
社
人
脈
を
通
し
て
ハ
ワ

イ
・
米
本
土
で
の
伝
道
・
留
学
の
き
っ
か
け
を
つ
か
み
、
米
国
で
は
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
教
会
を
通
し
て
村
井
保
固
と
い
う
支
援
者
を
得
、
ま
た
在
米
体
験
が
一

種
の
資
源
と
な
っ
て
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
社
会
で
の
基
盤
を
固
め
た
。
さ
ら
に
、
ブ

ラ
ジ
ル
に
お
い
て
は
、
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
大
学
を
通
し
て
ホ
ス
ト
社
会
で
の
人

脈
、
特
に
長
老
派
教
会
を
中
心
と
す
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
諸
派
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
人
移
民
の
子
弟
教
育
と
い
う
ニ
ー
ズ
を

背
景
に
聖
州
義
塾
を
設
立
し
、
教
育
・
伝
道
事
業
を
展
開
し
た
。

　

小
林
は
、
こ
の
過
程
に
お
い
て
、
会
津
と
い
う
地
縁
、
会
津
中
学
や
同
志

社
、
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
大
学
と
い
っ
た
学
校
縁
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
と
い
う

信
仰
縁
、
武
道
の
実
践
を
通
じ
た
武
道
縁
、
在
米
・
在
伯
日
本
人
と
い
う
エ
ス

ニ
ッ
ク
縁
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
、
ハ
ワ
イ
、
米
本
土
、
ブ
ラ
ジ

ル
を
横
断
す
る
越
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
た
。
そ
こ
に
は
、
こ
う
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
〈
縁
〉
を
活
用
し
、
自
前
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
よ
り
大
き
く
強
固
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
連
鎖
的
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
拡
大
し
て
い
く
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
働
い
て
い
た
。

　

こ
う
し
て
越
境
化
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
い
う
異
国
で
の
伝

道
と
教
育
を
中
心
と
す
る
小
林
の
事
業
を
展
開
す
る
た
め
の
資
源
と
し
て
活
用

さ
れ
た
。
聖
州
義
塾
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
と
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
よ
っ
て
日
本

人
移
民
を
ブ
ラ
ジ
ル
社
会
に
適
応
さ
せ
、
そ
の
子
弟
た
ち
に
日
本
語
・
日
本
文

化
を
継
承
さ
せ
る
二
文
化
化
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し
て
の
役
割
を
担
う
と
と
も

に
、
そ
の
後
も
小
林
の
越
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
要
と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
に
一
時
帰
国
し
た
小
林
は
、
排
日
予
防
啓

発
を
含
む
聖
州
義
塾
事
業
の
拡
張
と
い
う
名
分
と
原
田
と
い
う
学
校
縁
・
信
仰

縁
で
結
ば
れ
た
同
志
社
人
脈
に
よ
っ
て
渋
沢
栄
一
の
知
遇
を
得
、
渋
沢
の
呼
び

か
け
に
よ
っ
て
日
本
財
界
か
ら
多
額
の
寄
付
金
を
獲
得
し
、
義
塾
の
事
業
拡
張

を
達
成
す
る
の
で
あ
る
。
当
時
日
米
関
係
委
員
会
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
原
田

と
渋
沢
の
支
援
は
、
米
国
内
の
排
日
運
動
へ
の
対
応
と
連
動
し
て
い
た
。
小
林

の
越
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
在
外
子
弟
教
育
へ
の
支
援
と
排
日
予
防
、
日
本
人

移
民
の
啓
発
と
い
う
日
本
の
国
益
を
背
景
と
す
る
彼
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接

続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
拡
大
し
強
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
小
林

は
米
国
で
の
排
日
体
験
を
資
源
と
し
、
排
日
運
動
が
予
想
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
ブ

ラ
ジ
ル
に
お
い
て
、
そ
の
予
防
啓
発
を
意
識
し
つ
つ
、「
真
の
意
味
の
伯
化
」

と
い
う
理
念
を
掲
げ
て
自
ら
の
教
育
事
業
を
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
小
林
の
よ
う
な
移
動
性
・
越
境
性
の
高
い
人
物
に
焦
点
化

し
、
そ
の
越
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で

国
や
地
域
別
に
研
究
さ
れ
る
傾
向
の
強
か
っ
た
日
本
人
移
民
史
を
複
数
の
国
・

地
域
を
横
断
す
る
視
点
で
捉
え
な
お
す
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
小
稿
で
取

り
上
げ
た
よ
う
に
、
二
〇
世
紀
前
半
に
北
米
と
南
米
に
起
こ
っ
た
排
日
運
動
と

そ
れ
に
対
す
る
日
本
お
よ
び
現
地
日
系
社
会
で
の
反
応
や
対
処
の
連
動
性
を
よ

り
グ
ロ
ー
バ
ル
な
枠
組
み
に
お
い
て
理
解
す
る
可
能
性
が
広
が
る
こ
と
に
な
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る
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
小
林
の
ハ
ワ
イ
・
米
国
時
代
の
体
験
の
詳
細
に
つ

い
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
関
連
性
と
と
も
に
さ
ら
な
る
追
究

が
必
要
で
あ
る
。
特
に
、
排
日
運
動
と
そ
の
予
防
啓
発
運
動
の
北
南
米
間
に
お

け
る
連
動
性
を
把
握
す
る
た
め
に
、
太
平
洋
と
両
大
陸
間
を
越
境
往
還
し
た
小

林
の
体
験
と
彼
が
担
っ
た
役
割
に
つ
い
て
、
新
た
な
資
料
を
求
め
つ
つ
明
ら
か

に
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
時
期
に
続
く
一
九
二
〇
年
代

末
の
小
林
の
ブ
ラ
ジ
ル
帰
国
か
ら
戦
前
期
日
系
子
弟
教
育
最
盛
期
の
三
〇
年
代

に
彼
の
事
業
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
の
か
、
そ
れ
が
同
時
期
に
ブ
ラ
ジ
ル
で

起
こ
っ
た
排
日
運
動
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運
動
と
ど
の
よ
う
に
切
り
結
ん
で
い

く
の
か
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
〈
縁
〉
を
通
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
問
題
と
と

も
に
考
え
て
み
た
い
。
さ
ら
に
、
一
九
四
二
年
の
聖
州
義
塾
閉
鎖
に
至
る
道
筋

や
戦
中
の
状
況
、
戦
後
の
勝
ち
負
け
抗
争
の
混
乱
を
経
て
、
一
九
六
一
年
の
そ

の
死
に
至
る
小
林
の
活
動
と
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
つ
い
て
も
い
ず
れ

稿
を
あ
ら
た
め
て
述
べ
た
い
。

注（
１
）　

例
え
ば
、
吉
田
亮
編
著
『
ア
メ
リ
カ
日
本
人
移
民
の
越
境
教
育
史
』（
日
本
図
書

セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
五
）
や
森
本
豊
富
、
ド
ン
・
ナ
カ
ニ
シ
編
著
『
越
境
す
る
民
と
教

育
─
─
異
郷
に
育
ち
地
球
で
学
ぶ
─
─
』（
あ
お
で
み
あ
書
斎
院
、
二
〇
〇
七
）
所
収

の
諸
論
考
、
吉
田
亮
「
一
九
一
〇
年
代
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
日
本
人
移
民
キ
リ
ス
ト
教
会

の
越
境
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」『
移
民
研
究
年
報
』
第
一
七
号
（
日
本
移
民
学
会
、
二

〇
一
一
、
三
─
二
一
頁
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、「
越
境
史
」
と
い
う
言
葉
は
使
わ
れ

て
い
な
い
が
、
全
米
日
系
人
博
物
館
企
画
の
「
国
際
日
系
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
Ｉ

Ｎ
Ｒ
Ｐ
）
や
蘭
信
三
編
著
『
日
本
帝
国
を
め
ぐ
る
人
口
移
動
の
国
際
社
会
学
』（
不
二

出
版
、
二
〇
〇
八
）
も
同
様
の
視
点
か
ら
実
施
さ
れ
た
研
究
で
あ
る
と
い
え
る
。

（
２
）　

以
下
の
「
越
境
史
」
の
概
略
は
、
吉
田
亮
「
日
本
人
移
民
の
越
境
教
育
史
に
向
け

て
」
吉
田
編
著
、
前
掲
注
（
１
）
三
─
二
五
頁
に
拠
る
。

（
３
）　Schiller, N

ina Glick et al. eds., T
ow

ards a T
ransnational Perspective on 

M
igration: R

ace, Class, E
thnicity, and N

ationalism
 R

econsidered. N
ew

 

Y
ork, T

he N
ew

 Y
ork A

cadem
y of Sciences, 1992.

同
書
に
よ
る
と
、「
越
境
移

民
」
は
、
複
数
国
家
や
地
域
間
に
経
済
的
、
政
治
的
、
社
会
的
、
宗
教
的
、
血
縁
的
、

文
化
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
・
維
持
し
、
複
数
国
家
や
地
域
に
対
し
て
複
合
的
な
忠

誠
心
や
帰
属
意
識
を
提
示
、
複
数
文
化
を
習
得
し
、
複
合
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形

成
、
そ
の
結
果
と
し
て
複
数
国
家
や
地
域
形
成
に
対
し
て
実
質
的
な
影
響
力
を
及
ぼ
す

と
い
う
特
徴
を
持
つ
。

（
４
）　

吉
田
、
前
掲
注
（
２
）、
一
七
─
一
八
頁
。
な
お
、
こ
こ
で
使
わ
れ
て
い
る
「
ク

ロ
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
研
究
」
と
は
、
一
国
や
一
つ
の
地
域
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
複
数
国

家
や
地
域
に
ま
た
が
る
視
点
か
ら
移
民
を
取
り
扱
う
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
移
民
と
い

う
現
象
を
惹
起
す
る
諸
地
域
間
の
複
雑
に
交
錯
し
た
要
因
や
関
係
性
を
明
ら
か
に
す
る

研
究
目
的
を
持
つ
も
の
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。

（
５
）　

小
稿
で
取
り
上
げ
る
小
林
と
交
流
の
あ
っ
た
人
物
と
し
て
、
遠
藤
作
衛
（
牧
師
）、

兼
子
重
光
（
自
由
民
権
運
動
家
・
牧
師
）、
清
水
安
三
（
牧
師
・
教
育
者
・
桜
美
林
学
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園
創
立
者
）、
原
田
助
（
牧
師
・
教
育
者
・
同
志
社
第
七
代
社
長
）、
奥
村
多
喜
衛
（
牧

師
・
教
育
者
）、
曽
我
部
四
郎
（
牧
師
・
教
育
者
）、
フ
ラ
ン
ク
・
Ｓ
・
ス
カ
ッ
ダ
ー

（
米
国
牧
師
・
教
育
者
）、
Ｃ
・
Ｓ
・
ナ
ッ
シ
ュ
（
米
国
牧
師
・
教
育
者
・
太
平
洋
神
学

校
校
長
）、
村
井
保
固
（
実
業
家
）、
黒
石
清
作
（
新
聞
記
者
・
実
業
家
）、
西
原
清
東

（
政
治
家
・
実
業
家
・
同
志
社
第
四
代
社
長
）、
前
田
光
世
（
柔
道
家
）、
渋
沢
栄
一

（
実
業
家
）、
エ
ラ
ズ
モ
・
Ｃ
・
ブ
ラ
ガ
（
ブ
ラ
ジ
ル
牧
師
・
教
育
者
・
リ
オ
国
立
大
学

教
授
）、
マ
タ
テ
ア
ス
・
Ｇ
・
ド
ス
・
サ
ン
ト
ス
（
ブ
ラ
ジ
ル
牧
師
・
教
育
者
・
マ
ッ

ケ
ン
ジ
ー
大
学
教
授
）
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
６
）　

小
林
と
聖
州
義
塾
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
に
、
香
山
六
郎
編
『
移
民
四
十
年

史
』（
一
九
四
九
）
三
八
四
─
三
八
五
頁
、
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
七
〇
年
史
編
纂
委
員

会
『
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
七
〇
年
史　

一
九
〇
八
―
一
九
七
八
』（
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
文

化
協
会
、
一
九
八
〇
）
三
一
〇
頁
、
日
本
移
民
八
十
年
史
編
纂
委
員
会
『
ブ
ラ
ジ
ル
日

本
移
民
八
十
年
史
』（
移
民
八
〇
年
祭
祭
典
委
員
会
、
一
九
九
一
）
四
二
五
─
四
二
六

頁
な
ど
が
あ
る
。

（
７
）　

森
脇
礼
之
・
古
杉
征
己
・
森
幸
一
「
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
子
弟
教
育
（
日
本
語
教

育
）
の
歴
史
」
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
百
周
年
記
念
協
会
、
日
本
語
版
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
百

年
史
編
纂
・
刊
行
委
員
会
編
『
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
百
年
史
』
第
三
巻
生
活
と
文
化
編

（
一
）（
風
響
社
、
二
〇
一
〇
）
二
九
七
頁
脚
注
八
一
。

（
８
）　

右
記
の
周
年
史
の
他
に
小
林
と
聖
州
義
塾
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
に
、
飯
田
耕

二
郎
「
村
井
保
固
と
小
林
美
登
利
」『T

H
E M

O
RIM

U
RA

』
第
五
二
号
（
森
村
商

事
、
一
九
八
六
）
四
─
五
頁
、
五
十
嵐
勇
作
「
ブ
ラ
ジ
ル
で
活
躍
し
た
小
林
美
登
利
」

『
同
志
社
談
叢
』
一
一
巻
（
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
一
）
一
八
一
─
一

八
七
頁
が
あ
る
が
、
前
者
は
小
林
と
村
井
保
固
と
の
出
会
い
を
記
し
た
小
論
で
あ
り
、

後
者
は
会
津
と
い
う
郷
土
か
ら
み
た
小
林
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
概
略
で
あ
る
。
ま

た
、
拙
稿
「
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
地
区
に
お
け
る
戦
前
・
戦
中
期
の
日
系
教

育
機
関
」『
龍
谷
大
学
経
済
学
論
集
』
四
六
巻
五
号
（
龍
谷
大
学
経
済
学
会
、
二
〇
〇

七
）
一
四
七
─
一
六
三
頁
は
聖
州
義
塾
を
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
地
区
に
あ
っ

た
日
系
教
育
機
関
の
一
つ
と
し
て
概
説
し
た
に
す
ぎ
ず
、
拙
稿
「
戦
前
期
ブ
ラ
ジ
ル
に

お
け
る
日
系
教
育
機
関
─
─
聖
州
義
塾
と
小
林
美
登
利
」『
人
文
研 JIN

M
O

N
K

EN

』

七
（
サ
ン
パ
ウ
ロ
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
〇
九
）
一
〇
四
─
一
一
六
頁
は
同
塾
の
成

立
過
程
に
つ
い
て
や
や
詳
し
く
述
べ
て
い
る
が
、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵

「
小
林
美
登
利
・
聖
州
義
塾
関
係
資
料
」
中
の
主
な
資
料
を
紹
介
す
る
こ
と
に
比
重
が

お
か
れ
て
い
る
。
な
お
、
聖
州
義
塾
の
「
聖
州
」
と
は
在
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
人
の
造
語

で
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
の
漢
語
表
現
で
あ
る
。

（
９
）　

例
え
ば
、「
私
」
と
Ａ
さ
ん
は
面
識
が
な
い
が
、
同
じ
出
身
校
で
あ
る
と
す
る
。

そ
の
事
実
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
私
」
が
Ａ
さ
ん
と
「
縁
が
あ
る
」
と
感
じ
る
場

合
、
Ａ
さ
ん
が
そ
の
関
係
性
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
あ
ず
か
り
知
ら
な
く
て
も
、「
私
」

に
と
っ
て
は
Ａ
さ
ん
と
す
で
に
特
別
な
関
係
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
私
」

が
こ
の
〈
縁
〉
を
意
識
し
、
Ａ
さ
ん
に
働
き
か
け
、
Ａ
さ
ん
が
そ
れ
に
反
応
し
実
際
の

関
係
が
生
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
機
能
す
る
こ

と
に
な
る
。

（
10
）　
「
エ
ス
ニ
ッ
ク
縁
」
は
、
先
述
の
〈
縁
〉
の
下
位
概
念
で
、
個
人
が
移
住
先
の
ホ

ス
ト
国
に
お
い
て
、
同
一
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
に
属
す
る
こ
と
を
契
機
と
し
て
発
生
す
る

人
間
関
係
や
社
会
関
係
、
ま
た
は
そ
う
い
っ
た
関
係
を
成
立
さ
せ
る
意
識
で
あ
る
と
規

定
し
て
お
き
た
い
。

（
11
）　

こ
う
し
た
視
点
に
も
と
づ
く
日
本
（
史
）
研
究
と
移
民
研
究
の
関
係
お
よ
び
可
能
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性
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
日
本
（
史
）
研
究
と
移
民
研
究
─
─
そ
の
裾
野
と
可
能
性
を

広
げ
る
た
め
に
─
─
」『
日
文
研
』
四
七
号
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇

一
一
）
二
五
─
三
一
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
12
）　

小
林
の
生
年
月
日
に
つ
い
て
は
、
一
八
九
二
年
一
月
八
日
説
（
小
林
自
身
の
戸
籍

謄
本
、
小
林
「
履
歴
書
」（
一
九
二
九
）、
五
十
嵐
前
掲
注
（
８
）、
一
八
一
頁
）
と
一

八
九
一
年
四
月
二
八
日
説
（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
歴
史
大
事
典
編
集
委
員
会
『
日
本
キ
リ

ス
ト
教
歴
史
大
事
典
』
教
文
館
、
一
九
八
八
、
五
三
五
─
五
三
六
頁
）
が
あ
る
が
、
遺

族
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
と
も
異
な
り
、
実
際
の
生
誕
は
一
八
九
一
年
四
月
八

日
が
正
し
く
、
誕
生
祝
も
そ
の
日
で
行
っ
て
い
た
と
い
う
。

（
13
）　

小
林
の
甥
、
阿
部
六
郎
氏
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
る
。

（
14
）　

小
林
美
登
利
「
履
歴
書
」（
一
九
二
九
）
の
「
賞
罰
」
の
項
に
は
、「
義
務
教
育
時

代
学
術
優
等
品
行
方
正
ノ
故
ヲ
以
テ
郡
長
及
ビ
県
知
事
ヨ
リ
賞
表
セ
ラ
ル
」
と
あ
る
。

（
15
）　

五
十
嵐
、
前
掲
注
（
８
）、
一
八
二
頁
。

（
16
）　

福
島
県
立
会
津
高
等
学
校
学
而
会
「
劔
道
部
記
事
」『
学
而
会
雑
誌
』
一
〇
号

（
一
九
〇
七
）
一
四
六
頁
。

（
17
）　

会
津
若
松
教
会
創
立
百
周
年
記
念
事
業
百
年
史
編
集
委
員
会
『
会
津
若
松
教
会
百

年
の
歩
み
』（
日
本
基
督
教
団
会
津
若
松
教
会
、
二
〇
〇
一
）
三
〇
七
頁
。

（
18
）　

同
右
、
七
二
頁
。

（
19
）　

同
右
、
八
八
─
八
九
頁
。

（
20
）　

小
林
美
登
利
「
遠
藤
作
衛
兄
と
私
」
遠
藤
彰
編
『
わ
が
父
の
働
く
如
く
』（
私
家

版
、
一
九
五
六
）
六
─
八
頁
〔
以
下
原
文
の
引
用
に
際
し
て
は
、
適
宜
旧
字
体
を
新
字

体
に
改
め
た
〕。

（
21
）　

若
槻
泰
雄
『
排
日
の
歴
史
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
二
）
六
八
─
七
六
頁
。

（
22
）　

戦
前
の
道
府
県
別
出
移
民
数
（
一
八
九
九
～
一
九
三
七
）
で
み
る
と
、
全
体
で
六

四
万
一
六
七
七
人
の
移
民
数
を
記
録
し
、
首
位
広
島
県
の
九
万
六
一
八
一
人
（
全
体
の

一
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
筆
頭
に
、
福
島
県
は
七
位
の
二
万
五
三
六
一
人
（
全
体
の
四

パ
ー
セ
ン
ト
）
で
あ
り
、
東
日
本
最
大
の
移
民
県
と
な
っ
て
い
る
（
石
川
友
紀
「
沖
縄

県
に
お
け
る
出
移
民
の
歴
史
及
び
出
移
民
要
因
論
」
安
藤
由
美
・
鈴
木
規
之
・
石
川
友

紀
・
金
城
宏
幸
・
野
入
直
美
『
沖
縄
に
お
け
る
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
─
─

ホ
ス
ト
社
会
と
の
関
係
性
を
め
ぐ
っ
て
―
―
』
平
成
一
三
～
一
五
年
度
科
学
研
究
費
補

助
金
（
基
盤
研
究
（
ｃ
）（
２
））
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
〇
四
、
琉
球
大
学
学
術
リ

ポ
ジ
ト
リ
、http://ir.lib.u-ryukyu.ac.jp/handle/123456789/13447

、
一
頁
、
二

〇
一
二
年
二
月
二
三
日
ア
ク
セ
ス
）。
こ
う
し
た
移
民
の
多
い
県
内
環
境
も
小
林
に
海

外
発
展
や
移
民
に
つ
い
て
の
関
心
を
う
な
が
す
一
因
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

（
23
）　

小
林
、
前
掲
注
（
20
）、
六
─
七
頁
。

（
24
）　

同
右
、
七
頁
。

（
25
）　

五
十
嵐
、
前
掲
注
（
８
）、
一
八
二
頁
。

（
26
）　

小
林
、
前
掲
注
（
20
）、
七
頁
。

（
27
）　

同
右
、
八
頁
。

（
28
）　

同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
『
第
三
十
二
回N

eesim
a Room

企
画
展
「
大
正

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
の
同
志
社
─
─
原
田
助
総
長
と
海
老
名
弾
正
総
長
の
時
代
─
─
」
資

料
編
』（
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
八
）
三
三
頁
。

（
29
）　

小
林
の
入
学
し
た
一
九
一
一
年
度
の
講
演
を
い
く
つ
か
拾
っ
て
み
る
と
、
石
黒
猛

次
郎
（
同
胞
教
会
牧
師
）「
実
地
神
学
」、
マ
ク
ド
ウ
エ
ル
（
ア
メ
リ
カ
美
以
教
会
監

督
）「
修
養
上
の
四
大
要
素
」、
シ
ド
ニ
ー
・
ウ
エ
ッ
ブ
（
ロ
ン
ド
ン
大
学
教
授
）「
英

国
に
於
け
る
社
会
問
題
」、
ハ
ミ
ル
ト
ン
・
ホ
ル
ト
（
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
主
筆
）
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「
世
界
の
連
合
」
他
、
セ
オ
ド
ー
ル
・
リ
チ
ャ
ー
ド
（
ハ
ワ
イ
伝
道
会
社
会
計
士
・
雑

誌
フ
レ
ン
ド
記
者
）、
フ
ォ
ー
ト
（
ア
メ
リ
カ
共
和
党
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
前
知

事
）
な
ど
、
多
種
多
様
な
テ
ー
マ
と
顔
ぶ
れ
で
あ
る
（
上
野
直
蔵
編
『
同
志
社
百
年

史
・
通
史
編
一
』（
同
志
社
、
一
九
七
九
）
七
七
三
頁
）。

（
30
）　

例
え
ば
、『
同
志
社
時
報
』
第
一
〇
三
号
（
一
九
一
三
年
一
〇
月
二
五
日
）
に

は
、「
モ
ス
コ
ー
観
」、「
ホ
ノ
ル
ル
よ
り
」、「
北
の
旅
」
な
ど
と
い
っ
た
通
信
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

（
31
）　
『
同
志
社
時
報
』
第
一
三
〇
号
（
一
九
一
六
年
四
月
一
日
）。

（
32
）　
「
個
人
消
息
」『
同
志
社
時
報
』
第
一
三
三
号
（
一
九
一
六
年
七
月
一
日
）。

（
33
）　
「
手
帳
」（
一
九
一
六
、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
「
小
林
美
登
利
・
聖
州

義
塾
関
係
資
料
」）。

（
34
）　

中
川
芙
佐
『
土
佐
か
ら
ハ
ワ
イ
へ
─
─
奥
村
多
喜
衛
の
軌
跡
─
─
』（「
奥
村
多
喜

衛
と
ハ
ワ
イ
日
系
移
民
展
」
実
行
委
員
会
、
二
〇
〇
〇
）
八
二
頁
、
一
〇
六
─
一
〇
七

頁
。

（
35
）　

同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
「
ハ
ワ
イ
諸
島
キ
リ
ス
ト
教
教
勢
一
覧
表
」

『
北
米
日
本
人
キ
リ
ス
ト
教
運
動
史
』（
Ｐ
Ｍ
Ｃ
出
版
、
一
九
九
一
）
八
三
一
─
八
五
八

頁
中
、
一
九
一
七
年
の
ホ
ノ
ム
教
会
の
「
教
会
役
員
・
書
記
」
の
項
に
「
小
林
Ｍ
．」

と
し
て
そ
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
36
）　

小
林
成
十
「
小
林
美
登
利
氏
閲
歴
・
改
訂
版
」（
私
家
版
、
二
〇
〇
八
）（
同
書

は
、
小
林
美
登
利
の
三
男
、
小
林
成
十
氏
に
よ
っ
て
著
述
さ
れ
、
筆
者
に
提
供
さ
れ
た

父
小
林
美
登
利
の
履
歴
に
関
す
る
覚
書
で
あ
る
）。

（
37
）　

小
林
美
登
利
「
発
展
の
跡
を
訪
て
（
承
前
）」『
伯
剌
西
爾
時
報
』
二
二
九
号
（
一

九
二
二
年
二
月
二
四
日
）。

（
38
）　

若
槻
、
前
掲
注
（
21
）、
一
五
五
─
一
五
六
頁
。

（
39
）　

坂
口
満
宏
「
排
日
問
題
と
太
平
洋
沿
岸
日
本
人
キ
リ
ス
ト
教
団
」
同
志
社
大
学
人

文
科
学
研
究
所
編
、
前
掲
注
（
35
）、
二
五
六
─
二
六
一
頁
。

（
40
）　

若
槻
、
前
掲
注
（
21
）、
一
六
一
─
一
七
〇
頁
。

（
41
）　

田
崎
健
作
『
捨
身
で
生
き
る
─
─
あ
る
牧
師
の
生
活
と
意
見
─
─
』（
日
本
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
同
盟
出
版
部
、
一
九
六
四
）
二
〇
二
─
二
〇
三
頁
。

（
42
）　

五
十
嵐
、
前
掲
注
（
８
）、
一
八
四
頁
。

（
43
）　

小
林
美
登
利
「
聖
州
義
塾
成
立
ノ
由
来
」「
聖
州
義
塾
便
り
」（
一
九
二
六
、

JA
CA

R: Ref.4012170800

、
外
務
省
外
交
史
料
館
）。

（
44
）　T

he M
issionary R

eview
 of the W

orld, vol. X
LV

 

（T
he M

issionary 

Review
 Publishing Com

pany, 1922, p.412

） 

に
は
、
小
林
の
ブ
ラ
ジ
ル
行
き
の
事

情
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
“It is reported that there are thirty 

thousand Japanese in Brazil w
ithout any religious teachers, not even 

Buddhist. A
 young Christian Japanese in N

ew
 Y

ork, M
idori K

obayashi, 

hearing this, determ
ined to go to Brazil to be a m

issionary to his fellow
 

countrym
en, instead of returning to Japan. H

e is a graduate of the 

D
oshisha in 1916, and of A

uburn Sem
inary in 1921. H

e applied to the 

A
m

erican Board for appointm
ent, but their rules prevent them

 from
 

com
m

issioning natives as m
issionaries. So he has decided to take up the 

w
ork independently, at his ow

n expense.

” （「
ブ
ラ
ジ
ル
に
は
三
万
人
の
日
本
人

が
、
仏
教
も
含
め
て
い
か
な
る
宗
教
的
指
導
者
も
な
し
に
居
住
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
若
き
日
本
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
小
林
美

登
利
は
、
こ
の
こ
と
を
耳
に
し
、
日
本
に
帰
国
す
る
代
わ
り
に
、
彼
の
同
胞
へ
の
宣
教
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の
た
め
ブ
ラ
ジ
ル
に
行
く
こ
と
を
決
心
し
た
。
彼
は
、
一
九
一
六
年
に
同
志
社
を
、
そ

し
て
、
一
九
二
一
年
に
オ
ー
ボ
ル
ン
神
学
校
を
卒
業
し
て
い
る
。
彼
は
ア
メ
リ
カ
ン
・

ボ
ー
ド
に
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
人
宣
教
へ
の
指
名
を
申
し
込
ん
だ
も
の
の
、
同
ボ
ー
ド
の
規

則
は
同
国
人
を
宣
教
師
に
任
命
す
る
の
を
阻
ん
で
い
る
。
そ
れ
で
、
彼
は
彼
自
身
の
出

費
で
、
独
立
し
て
仕
事
を
始
め
る
こ
と
を
決
心
し
た
」、
以
上
拙
訳
）。

（
45
）　

小
林
成
十
、
前
掲
注
（
36
）。

（
46
）　

村
井
は
聖
州
義
塾
の
事
業
に
対
し
て
た
び
た
び
寄
付
を
行
っ
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
低
利
で
資
金
を
融
資
す
る
な
ど
、
多
大
な
便
宜
を
図
っ
て
い
る
（「
聖
州
義
塾
村

井
固（
マ
マ
）保

低
利
資
金
返
還
方
ニ
関
ス
ル
件
」
一
九
二
八
年
一
月
一
〇
日
、JA
CA

R: 

Ref.4012170800

、
外
務
省
外
交
史
料
館
）。

（
47
）　

小
林
美
登
利
「
財
団
法
人
聖
州
義
塾
の
概
要
・
一
、
渡
伯
の
動
機
」（
一
九
二

八
、JA

CA
R: Ref.4012170800

、
外
務
省
外
交
史
料
館
）。

（
48
）　
『
時
報
』
二
二
一
号
（
一
九
二
二
年
一
月
一
日
）
に
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い

る
。「
大
正
五
年
京
都
同
志
社
大
学
神
学
部
を
卒
り
て
後
北
米
オ
ー
ボ
ル
ン
神
学
校
に

遊
び
優
等
の
成
績
に
て
同
校
を
出
で
布
哇
太
平
洋
沿
岸
の
基
督
教
伝
道
に
従
事
さ
れ
た

る
小
林
美
登
利
氏
は
旧
臘
二
十
七
日
来
聖
上
地
旅
館
に
投
宿
さ
れ
た
る
が
氏
の
語
る
所

に
依
れ
ば
先
輩
西
原
清
東
氏
を
先
づ
訪
問
し
夫
れ
よ
り
邦
人
集
団
地
を
巡
回
視
察
す
る

都
合
な
り
と
」。

（
49
）　
『
時
報
』
二
二
二
号
（
一
九
二
二
年
一
月
六
日
）。

（
50
）　

西
原
は
こ
の
頃
レ
ジ
ス
ト
ロ
に
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
間
宮
國
夫
「
西
原
清
東
年

譜
」『
西
原
清
東
研
究
』（
高
知
市
民
図
書
館
、
一
九
九
四
）
三
九
〇
─
四
〇
七
頁
に

は
、
一
九
二
〇
年
西
原
六
十
歳
の
時
の
記
事
と
し
て
「
こ
の
頃
、
セ
ン
ト
ラ
ル
鉄
道
沿

線
の
ト
レ
メ
ン
ベ
ー
に
移
り
米
作
経
営
を
行
な
う
。
し
か
し
一
九
二
八
年
頃
経
営
を
打

切
り
ア
ン
ナ
デ
ィ
ア
ス
に
移
り
野
菜
栽
培
を
行
な
う
」
と
あ
り
（
同
間
宮
書
、
四
〇
四

頁
）、
レ
ジ
ス
ト
ロ
在
住
の
こ
と
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
51
）　

若
槻
、
前
掲
注
（
21
）、
一
八
八
頁
。

（
52
）　

た
だ
、
同
大
学
の
入
学
・
卒
業
者
名
簿
に
小
林
の
名
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
小
林
の
三
男
小
林
成
十
氏
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
る
と
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を

習
う
か
た
わ
ら
英
語
を
教
え
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
聴
講
生
兼
臨
時
講
師
の
よ
う
な
か

た
ち
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

（
53
）　

小
林
成
十
氏
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
る
。

（
54
）　

小
林
美
登
利
「
聖
州
義
塾
設
立
趣
意
書
」『
時
報
』
二
五
七
号
（
一
九
二
二
年
九

月
七
日
）。

（
55
）　

小
林
の
ブ
ラ
ジ
ル
到
着
か
ら
聖
州
義
塾
開
塾
に
至
る
過
程
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
戦
前
期
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
日
系
教
育
機
関
─
─
聖
州
義
塾
と
小
林
美
登
利
」、
前
掲

注
（
８
）、
一
一
二
頁
参
照
。

（
56
）　

聖
州
義
塾
出
身
の
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
社
会
リ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て
は
、
近
刊
掲
載
の
別

稿
で
紹
介
し
て
い
る
。

（
57
）　

小
林
、
前
掲
注
（
47
）
参
照
。

（
58
）　

た
だ
、
こ
の
時
点
で
の
聖
州
義
塾
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
当
局
、
ホ
ス
ト
社
会
、
ブ
ラ
ジ

ル
日
系
社
会
、
そ
し
て
日
本
の
出
先
官
憲
と
し
て
の
帝
国
総
領
事
館
の
間
で
微
妙
な
均

衡
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
た
。
小
林
を
中
心
と
す
る
「
聖
州
義
塾
／
サ
ン
パ
ウ
ロ
教

会
」
と
「
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
大
学
／
ブ
ラ
ジ
ル
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
諸
派
」
の
関
係

は
、
越
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
点
か
ら
注
目
に
値
す
る
。
つ
ま
り
、
小
林
は
、
キ
リ

ス
ト
教
徒
と
し
て
の
立
場
を
つ
ら
ぬ
く
こ
と
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
当
局
や
ホ
ス
ト
社
会
の
日

本
人
移
民
反
対
論
者
の
批
判
を
か
わ
し
、
排
日
問
題
の
惹
起
を
危
惧
す
る
総
領
事
館
の
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支
持
を
受
け
つ
つ
、
移
民
父
兄
に
対
し
て
は
キ
リ
ス
ト
教
会
を
通
じ
た
ブ
ラ
ジ
ル
知
識

階
級
（
実
は
反
主
流
派
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
強
調
さ
れ
た
。

父
兄
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
ブ
ラ
ジ
ル
知
識
階
級
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
、
同
塾
に

子
ど
も
を
託
す
に
頼
も
し
く
思
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
同
じ
キ
リ
ス
ト
教
徒
で

も
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
国
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
へ
の
圧
迫
は
相
当
に
き

び
し
い
も
の
で
あ
っ
た
（M

atos, A
lderi Souza de, E

razm
o Braga, O

 Protes-

tantism
o e A

 Sociedade Brasileira. São Paulo, Ed. Cultura Cristã, 2008, 

pp.120-132

）。
し
た
が
っ
て
、
小
林
を
中
心
と
す
る
「
聖
州
義
塾
／
サ
ン
パ
ウ
ロ
教

会
」
と
「
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
大
学
／
ブ
ラ
ジ
ル
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
諸
派
」
の
指
導

者
た
ち
の
接
近
は
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
日
本
人
移
民
と
宗
教
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
ブ
ラ
ジ
ル
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
た
ち
の
、
ブ
ラ
ジ
ル
社
会
に
お
け

る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
同
士
の
協
力
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
小
林
と

聖
州
義
塾
、
日
系
社
会
、
ブ
ラ
ジ
ル
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
、
ホ
ス
ト
社
会
間
の
意

識
・
構
図
・
戦
略
に
つ
い
て
は
、
今
後
考
察
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

（
59
）　

根
川
幸
男
「
戦
前
期
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
移
民
子
弟
教
育
の
先
進
的
側
面
と
問
題
点
」

森
本
豊
富
・
根
川
幸
男
編
著
『
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
「
日
系
人
」
の
教
育
・
言

語
・
文
化
─
─
過
去
か
ら
未
来
に
向
っ
て
─
─
』（
明
石
書
店
、
二
〇
一
二
）
五
四
―

七
五
頁
。

（
60
）　
『
時
報
』
二
三
一
号
（
一
九
二
二
年
三
月
一
〇
日
）。

（
61
）　
『
時
報
』
二
五
七
号
（
一
九
二
二
年
九
月
七
日
）。

（
62
）　

ブ
ラ
ジ
ル
の
漢
語
表
記
が
「
伯
剌
西
爾
」
で
あ
り
、「
伯
」「
伯
国
」
は
ブ
ラ
ジ
ル

を
意
味
す
る
。

（
63
）　

小
林
美
登
利
「
再
び
聖
州
義
塾
設
立
趣
意
に
就
て
」
四
、『
時
報
』
二
七
〇
号

（
一
九
二
二
年
一
二
月
八
日
）。

（
64
）　

同
右
。

（
65
）　

こ
の
法
案
中
、
日
本
人
移
民
の
入
国
制
限
に
関
わ
る
箇
所
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
第
四
条
、
政
府
は
国
民
の
人
種
的
精
神
的
及
び
体
力
的
組
成
に
有
害
と
認
む
る
あ
ら

ゆ
る
分
子
の
入
国
を
遮
止
す
る
た
め
、
其
の
何
れ
の
地
よ
り
出
発
し
来
る
を
問
わ
ず
、

ブ
ラ
ジ
ル
に
向
か
っ
て
渡
来
す
る
移
民
に
関
し
、
厳
重
な
る
取
締
り
を
な
す
べ
し
」

「
第
五
条
、
黒
人
種
の
植
民
の
ブ
ラ
ジ
ル
入
国
を
禁
止
す
、
黄
色
人
種
に
就
い
て
は
、

該
人
種
の
属
す
る
国
民
現
住
者
の
３
分
に
相
当
す
る
数
に
於
い
て
毎
年
入
国
を
許
可

す
」（
サ
ン
パ
ウ
ロ
人
文
科
学
研
究
所
編
『
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
・
日
系
社
会
史
年
表

─
─
半
田
知
雄
編
著
改
訂
増
補
版
─
─
』
サ
ン
パ
ウ
ロ
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
九

六
、
五
〇
─
五
一
頁
）。
こ
の
法
案
は
成
立
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
や
が
て
姿
を

変
え
て
、
一
九
三
四
年
の
「
移
民
二
分
制
限
法
」
成
立
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

（
66
）　

小
林
美
登
利
「
来
る
べ
き
問
題
」（
一
）『
時
報
』
二
八
八
号
（
一
九
二
三
年
四
月

一
三
日
）。

（
67
）　

小
林
美
登
利
「
来
る
べ
き
問
題
」（
六
）『
時
報
』
二
九
三
号
（
一
九
二
三
年
五
月

一
八
日
）。

（
68
）　

小
林
美
登
利
「
基
督
教
主
義
の
学
校
」『
聖
州
義
塾
々
報
』
第
七
号
（
一
九
三
六

年
九
月
七
日
）。

（
69
）　

小
稿
で
は
、
小
林
の
血
縁
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
な
い

が
、
彼
は
後
に
福
島
女
子
師
範
学
校
を
卒
業
し
た
妹
ト
ミ
も
ブ
ラ
ジ
ル
に
呼
び
寄
せ
義

塾
の
教
師
と
し
て
採
用
し
て
い
る
。

（
70
）　
『
楽
園
時
報
』
第
二
五
巻
第
三
号
（
一
九
二
九
年
三
月
五
日
）。

（
71
）　
『
聖
州
義
塾
々
報
』
第
二
号
（
一
九
三
一
年
三
月
三
一
日
）
の
「
右
寄
付
金
募
集
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ニ
要
シ
タ
ル
総
費
用
」
中
の
日
本
滞
在
費
の
報
告
に
「
一
金
四
百
九
十
円
也　

地
方
出

張
費
（
内
地
、
満
州
、
朝
鮮
）」
と
あ
る
。

（
72
）　

渋
沢
青
淵
記
念
財
団
竜
門
社
編
纂
『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
第
三
八
巻
（
渋
沢
栄

一
伝
記
資
料
刊
行
会
、
一
九
六
一
）
二
六
五
─
二
六
六
頁
。

（
73
）　

沖
田
行
司
『
日
本
近
代
教
育
の
思
想
史
研
究
─
─
国
際
化
の
思
想
系
譜
（
新
訂

版
）』（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
七
）
三
六
六
─
三
六
八
頁
。

（
74
）　

同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
、
前
掲
注
（
28
）、
四
〇
頁
。
右
記
の
渋
沢
書
簡
中

に
も
名
前
が
見
え
る
森
村
市
左
衛
門
（
第
六
代
）
は
、
五
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
キ
リ
ス

ト
教
に
帰
依
し
七
十
八
歳
で
受
洗
し
た
人
物
で
あ
り
、
森
村
組
の
設
立
者
と
し
て
、
先

に
触
れ
た
義
塾
の
支
援
者
村
井
保
固
を
見
出
し
米
国
進
出
事
業
を
成
功
さ
せ
た
実
業
家

で
あ
っ
た
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
編
『
森
村
百
年
史
』（
森
村
商
事
株
式
会
社
、
一
九
八

六
）
二
三
─
二
五
頁
。

（
75
）　

渋
沢
青
淵
記
念
財
団
竜
門
社
編
纂
、
前
掲
注
（
72
）
書
、
二
六
六
頁
。

（
76
）　

小
林
美
登
利
「
帰
国
募
金
運
動
ノ
結
果
」『
聖
州
義
塾
々
報
』
第
壱
号
（
一
九
三

〇
年
九
月
七
日
）。

（
77
）　

小
林
成
十
、
前
掲
注
（
36
）。

（
78
）　

一
九
三
八
年
中
に
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
内
の
日
系
二
一
九
校
、
ド
イ
ツ
系
七
校
、
イ

タ
リ
ア
系
五
校
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
系
四
校
、
計
二
三
五
校
が
経
営
不
能
に
陥
り
、
州
当
局

か
ら
閉
鎖
命
令
が
発
令
さ
れ
て
い
る
（
青
柳
郁
太
郎
編
『
ブ
ラ
ジ
ル
に
於
け
る
日
本
人

発
展
史
・
下
巻
』
ブ
ラ
ジ
ル
に
於
け
る
日
本
人
発
展
史
刊
行
委
員
会
、
一
九
五
三
〔
日

系
移
民
資
料
集
南
米
編
第
三
〇
巻
『
ブ
ラ
ジ
ル
に
於
け
る
日
本
人
発
展
史
・
下
巻
』
と

し
て
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
九
年
復
刻
〕、
二
〇
一
頁
）。

（
79
）　Seção de O

rdem
 Social

（
サ
ン
パ
ウ
ロ
政
治
社
会
警
察
）
資
料
に
よ
る
と
、

聖
州
義
塾
と
サ
ン
パ
ウ
ロ
教
会
は
一
九
四
二
年
一
〇
月
を
も
っ
て
立
ち
退
き
を
強
い
ら

れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
（São Paulo: 28 de outubro de 1942

）。

謝
辞

　
　

ブ
ラ
ジ
ル
調
査
で
は
、
人
間
文
化
研
究
機
構
「
在
外
日
本
関
係
資
料
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
お
よ
び
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
か
ら
、
日
本
国
内
調
査
で
は
、
早
稲
田
大

学
人
間
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
研
究
費
の
補
助
を
受
け
た
。
ま
た
、
小
林
成
十
氏
、

小
林
眞
登
氏
、
小
林
健
弥
氏
、
阿
部
六
郎
氏
は
じ
め
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
日
本
の
多
く
の

方
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
資
料
収
集
で
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝

に
代
え
た
い
。
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満
洲
の
内
在
化
と
台
北
描
写

─
─
林
煇
焜
『
争
へ
ぬ
運
命
』
に
お
け
る
満
洲
の
影
と
潜
在
的
輿
論
─
─柳　

　

書　

琴

（
陳　

凌 

虹 

訳
）

は
じ
め
に

　

一
九
三
一
年
九
月
一
八
日
夜
に
瀋
陽
郊
外
東
北
部
で
起
こ
さ
れ
た
計
画
的
な

爆
破
事
件
は
、
中
国
東
北
地
域
と
い
う
辺
境
を
東
ア
ジ
ア
の
政
治
的
激
動
に
巻

き
込
み
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
強
権
秩
序
の
発
火
点
と
な
っ
た
。
清
朝
以
来

「
満
洲
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
中
国
東
北
地
域
は
、
一
躍
二
十
世
紀
前
半
の
世
界

の
政
治
、
経
済
、
文
化
が
競
合
す
る
東
ア
ジ
ア
の
舞
台
の
一
つ
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　

日
本
帝
国
の
南
の
辺
境
に
あ
っ
た
植
民
地
台
湾
で
は
、
満
洲
事
変
後
、
メ

デ
ィ
ア
が
遠
く
中
国
北
方
に
起
こ
っ
た
衝
突
事
件
を
追
跡
報
道
し
た
ほ
か
、
多

く
の
作
家
が
彼
ら
の
胸
中
に
あ
る
混
沌
と
し
た
満
洲
へ
の
思
い
を
小
説
と
し
て

表
現
し
た
。
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
時
期
に
満
洲
と
い
う
テ
ー
マ
に
触
れ

た
作
家
の
多
く
は
、
植
民
地
の
首
都
―
―
島
都
台
北
―
―
か
ら
自
身
の
社
会
を

観
察
し
、
時
代
の
変
化
を
う
ま
く
キ
ャ
ッ
チ
で
き
る
作
家
た
ち
で
あ
っ
た
こ
と

で
あ
る
。

　

満
洲
を
題
材
と
す
る
台
湾
の
小
説
は
、
ど
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
も
と
に
生

ま
れ
た
の
か
。
満
洲
と
い
う
テ
ー
マ
は
島
都
の
描
写
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
、

ま
た
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
批
判
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
か
。
筆
者
の
考
え
で

は
、
島
都
台
北
は
近
代
都
市
へ
と
発
展
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
満
洲
事
変
の

勃
発
と
い
う
外
的
影
響
を
受
け
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
台
北
は
情
報
、
貿
易
、

国
防
面
に
お
け
る
役
割
が
強
め
ら
れ
、
帝
国
の
東
ア
ジ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お

け
る
重
要
な
都
市
と
な
っ
て
い
っ
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
台
北
は
決
し
て
テ

ク
ス
ト
化
に
よ
っ
て
初
め
て
生
ま
れ
た
都
市
で
は
な
い
。
し
か
し
、
テ
ク
ス
ト

化
は
台
北
イ
メ
ー
ジ
の
構
築
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
に
寄
与
し
た
。
そ

れ
は
島
都
が
台
湾
屈
指
の
大
都
市
に
成
長
す
る
う
え
で
必
須
の
過
程
で
あ
っ

た
。
同
様
に
、
満
洲
事
変
に
よ
っ
て
台
北
の
都
市
圏
は
大
き
く
拡
大
し
た
わ
け
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で
は
な
い
が
、
メ
デ
ィ
ア
の
長
期
的
報
道
及
び
日
常
生
活
に
お
け
る
満
洲
事
変

記
念
活
動
が
な
け
れ
ば
、
島
都
は
台
湾
の
中
心
都
市
と
は
な
り
え
て
も
、
一
九

三
〇
、
四
〇
年
代
の
日
本
帝
国
の
東
ア
ジ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
組
み
込
ま
れ
る

「
結
節
」（nodes
）
都
市
に
は
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
換
言
す
る
な
ら

ば
、
島
都
は
飛
躍
的
に
日
本
帝
国
内
の
重
要
都
市
と
な
っ
て
い
っ
た
が
、
そ
れ

に
は
「
満
洲
事
変
を
内
在
化
す
る
」
こ
と
が
必
要
な
ス
テ
ッ
プ
で
あ
っ
た
。
満

洲
事
変
と
島
都
の
発
展
は
一
見
す
る
と
無
関
係
な
二
つ
の
事
象
で
あ
る
が
、
ま

さ
に
こ
こ
に
お
い
て
興
味
深
い
つ
な
が
り
が
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

本
論
文
は
最
初
の
二
節
に
お
い
て
、『
台
湾
日
日
新
報
』
の
満
洲
事
変
関
連

報
道
、
及
び
満
洲
事
変
一
周
年
記
念
活
動
を
手
が
か
り
と
し
て
、
台
湾
と
関
係

の
薄
か
っ
た
満
洲
事
変
が
い
か
に
台
湾
人
の
日
常
生
活
な
い
し
身
体
経
験
の
一

部
と
な
っ
て
い
っ
た
か
を
考
察
す
る
。
続
く
二
節
に
お
い
て
、
満
洲
事
変
が
も

た
ら
し
た
国
防
意
識
の
強
化
を
背
景
に
、
台
北
が
迅
速
に
「
結
節
都
市
」
と

な
っ
て
い
っ
た
時
、
台
北
の
作
家
林
煇
焜
が
そ
の
長
編
小
説
『
争
へ
ぬ
運
命
』

に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
満
洲
を
テ
ク
ス
ト
化
し
た
か
、
こ
の
小
説
が
ど
の
よ
う

に
時
事
描
写
を
『
台
湾
新
民
報
』
の
社
説
と
符
合
さ
せ
、
時
代
に
対
す
る
作
家

の
観
察
と
潜
在
す
る
輿
論
を
表
現
し
た
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
最
後
に
、
い

か
に
台
湾
が
満
洲
と
い
う
見
知
ら
ぬ
他
者
に
次
第
に
接
近
し
、「
事
変
の
内
在

化
」「
満
洲
の
テ
ク
ス
ト
化
」
を
経
た
か
、
す
な
わ
ち
台
北
に
お
け
る
事
変
の

報
道
、
結
節
都
市
化
、
植
民
都
市
の
批
判
と
い
う
三
者
の
関
係
を
ま
と
め
る
。

一
、
植
民
地
へ
輸
出
さ
れ
た
満
洲
事
変�

─
─
『
台
湾
日
日
新
報
』
の
関
連
報
道

　

長
い
国
境
線
で
朝
鮮
、
ロ
シ
ア
、
モ
ン
ゴ
ル
と
接
す
る
中
国
東
北
は
、
清
代

中
葉
・
乾
隆
朝
以
降
、
大
豆
の
生
産
地
と
し
て
、
綿
花
の
華
中
、
砂
糖
の
華
南

と
鼎
立
し
て
い
た
。
こ
こ
に
は
、
も
と
も
と
暮
ら
し
て
い
た
満
洲
族
、
モ
ン
ゴ

ル
族
及
び
そ
の
他
の
少
数
民
族
、
清
末
の
開
禁
後
に
進
出
し
て
き
た
漢
民
族
移

民
以
外
に
、
一
八
九
六
年
の
清
露
密
約
に
よ
っ
て
ロ
シ
ア
が
中
東
鉄
道
開
設
の

権
利
を
獲
得
し
て
以
来
、
鉄
道
都
市
哈ハ
ル
ビ
ン

爾
浜
を
中
心
に
、
ロ
シ
ア
人
、
ユ
ダ
ヤ

人
が
押
し
寄
せ
、
東
欧
、
北
欧
地
域
の
民
族
も
入
っ
て
き
て
い
た
。
一
九
〇
五

年
の
日
露
戦
争
終
結
後
、
日
本
は
ロ
シ
ア
の
租
界
で
あ
っ
た
旅
順
、
大
連
及
び

長
春
以
南
の
南
満
鉄
道
の
経
営
権
を
引
き
継
ぎ
、
関
東
州
と
南
満
洲
鉄
道
株
式

会
社
を
設
立
し
た
。
一
九
三
二
年
に
は
「
満
洲
国
」
が
成
立
し
、
日
本
の
勢
力

が
急
速
に
拡
大
し
て
い
く
中
で
、
台
湾
人
も
東
北
地
域
と
関
係
し
て
く
る
。
本

節
で
は
十
五
年
戦
争
の
始
ま
り
で
あ
る
満
洲
事
変
勃
発
後
、
台
湾
に
お
い
て
、

こ
の
事
件
の
報
道
に
熱
心
で
あ
っ
た
台
湾
総
督
府
の
官
製
メ
デ
ィ
ア
『
台
湾
日

日
新
報
』
の
満
洲
報
道
を
概
説
す
る
。

　

一
九
二
八
年
の
皇
姑
屯
事
件
以
降
、
中
国
東
北
は
時
代
転
換
前
の
多
事
多
難

の
時
期
に
突
入
し
た
。
張
作
霖
が
暗
殺
さ
れ
た
後
、
田
中
義
一
首
相
は
「
満
洲

独
立
」
の
宣
言
を
要
求
す
る
た
め
特
使
を
派
遣
し
た
が
、
張
学
良
に
拒
絶
さ
れ

た
。
一
九
二
八
年
一
二
月
、
張
学
良
が
北
洋
政
府
の
五
色
旗
を
国
民
政
府
の
青
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天
白
日
旗
に
変
え
る
よ
う
に
命
じ
、
二
九
日
に
国
民
政
府
の
管
轄
を
受
け
る
旨

の
電
報
を
南
京
に
送
り
、
国
民
政
府
は
形
式
的
に
南
北
統
一
を
完
成
し
た
。
張

学
良
は
東
北
の
最
高
軍
政
指
導
者
に
任
命
さ
れ
た
。
こ
れ
が
歴
史
上
有
名
な

「
東
北
易
幟
」
で
あ
る
。
当
時
の
『
台
湾
日
日
新
報
』
も
「
東
三
省
改
旗
」、

「
南
北
統
一
完
成
」
な
ど
と
、
張
学
良
の
動
き
及
び
こ
の
事
件
が
日
中
関
係
に

も
た
ら
し
た
負
の
衝
撃
に
注
目
し
て
い
る
。
一
九
三
一
年
に
な
る
と
東
北
の
情

勢
は
さ
ら
に
複
雑
化
し
た
。
五
月
以
降
中
村
大
尉
事
件
、
万
宝
山
事
件
な
ど
が

相
次
い
で
起
こ
り
、
輿
論
の
煽
動
も
あ
っ
て
中
・
日
・
朝
の
関
係
は
日
増
し
に

緊
張
し
て
い
く
。
九
月
一
八
日
夜
、
日
本
の
関
東
軍
は
、
中
国
東
北
軍
の
駐
屯

地
北
大
営
附
近
の
満
鉄
線
柳
条
湖
で
線
路
を
爆
破
、
こ
れ
を
東
北
軍
の
破
壊
工

作
と
主
張
、
日
本
軍
の
守
備
隊
が
襲
撃
さ
れ
た
と
し
て
、
北
大
営
と
奉
天
（
現

在
の
瀋
陽
）
を
砲
撃
し
た
。
こ
の
事
件
を
中
国
側
は
「
瀋
陽
事
変
」
あ
る
い
は

「
九
一
八
事
変
」
と
呼
び
、
日
本
及
び
そ
の
植
民
地
に
お
い
て
は
「
満
洲
事

変
」
と
称
し
、
の
ち
の
「
満
洲
国
」
で
は
「
九
一
八
事
変
」
と
「
満
洲
事
変
」

の
双
方
を
使
用
し
た
。

　

事
変
発
生
後
、
国
民
政
府
は
「
不
抵
抗
政
策
」「
国
際
連
盟
（League of 

N
ations

）
に
訴
え
る
」
と
い
う
方
針
を
と
り
、
張
学
良
は
抵
抗
し
な
い
旨
を

東
北
軍
に
命
令
し
た
。
関
東
軍
と
そ
れ
を
支
援
す
る
朝
鮮
軍
は
迅
速
に
東
北
各

地
を
占
領
し
て
い
っ
た（

1
）。
翌
年
一
月
に
南
京
国
民
政
府
が
日
本
と
の
断
交
を
宣

言
す
る
と
、
関
東
軍
は
長
春
か
ら
更
に
哈
爾
浜
に
進
撃
す
る
。
同
時
に
満
洲
へ

の
国
際
社
会
の
注
意
を
逸
ら
す
た
め
、
国
際
都
市
上
海
に
お
い
て
「
一
二
八
事

変
」
と
も
呼
ば
れ
る
第
一
次
「
上
海
事
変
」
を
起
こ
し
、
二
月
に
は
哈
爾
浜
に

続
い
て
遼
寧
、
吉
林
、
黒
龍
江
、
熱
河
の
各
省
を
完
全
に
占
領
し
た
。
三
月
一

日
、「
満
洲
国
」
が
日
本
の
主
導
で
成
立
し
、
国
民
政
府
に
対
し
て
「
独
立
通

告
」
を
出
し
た
。
満
洲
国
は
溥
儀
が
執
政
と
な
り
、
首
都
を
長
春
に
定
め
て
こ

れ
を
新
京
と
改
称
し
、
年
号
を
大
同
と
し
た
。
同
月
、
国
際
連
盟
か
ら
派
遣
さ

れ
た
満
洲
事
変
調
査
団
が
東
北
に
到
着
し
た
。
九
月
一
五
日
に
は
日
満
双
方
は

「
両
国
間
ノ
善
隣
ノ
関
係
ヲ
永
遠
ニ
鞏
固
ニ
シ
互
ニ
其
ノ
領
土
権
ヲ
尊
重
シ
東

洋
ノ
平
和
ヲ
確
保
セ
ン
カ
為
」
を
主
旨
と
す
る
「
日
満
議
定
書
」
を
締
結
し

た
。
日
本
側
は
「
満
洲
国
カ
其
ノ
住
民
ノ
意
思
ニ
基
キ
テ
自
由
ニ
成
立
シ
独
立

ノ
一
国
家
ヲ
成
ス
ニ
至
リ
タ
ル
事
実
ヲ
確
認
」
し
、
満
洲
国
側
は
東
北
に
お
け

る
日
本
の
既
得
利
益
を
認
め
た
上
で
、「
日
本
国
軍
ハ
満
洲
国
内
ニ
駐
屯
ス

ル
」
こ
と
を
許
し
た
。
一
方
、
調
査
を
続
け
て
い
た
国
際
連
盟
リ
ッ
ト
ン
調
査

団
（Lytton Com

m
ission

）
は
一
〇
月
に
報
告
書
を
公
表
し
、
関
東
軍
の
行
動

は
「
合
法
的
自
衛
手
段
」
で
は
な
く
、
満
洲
国
は
日
本
の
傀
儡
政
権
で
あ
る
と

指
摘
し
、
中
国
東
北
の
国
際
的
な
共
同
管
理
を
提
案
し
た
。
国
際
連
盟
は
報
告

書
の
提
案
を
受
け
入
れ
て
、
満
洲
国
を
承
認
し
な
か
っ
た
。
日
本
は
国
際
連
盟

の
裁
定
に
不
満
を
示
し
、
一
九
三
三
年
三
月
に
国
際
連
盟
脱
退
を
通
告
し
た
。

満
洲
国
は
一
九
三
四
年
三
月
一
日
に
「
大
満
洲
帝
国
」
と
改
名
さ
れ
、
溥
儀
が

帝
位
に
つ
き
、
年
号
を
「
康
徳
」
に
改
め
た
。
中
国
政
府
と
国
際
連
盟
は
こ
れ

に
強
く
抗
議
し
た
も
の
の
、
一
方
で
「
満
洲
国
」
は
以
後
十
四
年
間
に
わ
た

り
、
十
数
カ
国
の
承
認
を
得
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
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帝
国
の
南
辺
境
に
位
置
す
る
台
湾
は
、
主
に
新
聞
報
道
を
通
し
て
満
洲
を

知
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
二
十
世
紀
初
頭
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
中
東
鉄
道
の
建
設
時

か
ら
、
当
時
台
湾
唯
一
の
日
刊
新
聞
で
あ
っ
た
『
台
湾
日
日
新
報
』
は
、
常
に

内
地
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
日
本
政
府
の
言
論
を
転
載
し
続
け
、
東
北
に
お
け

る
ロ
シ
ア
勢
力
の
拡
大
を
追
跡
し
て
い
た
。
一
九
〇
四
年
か
ら
一
九
〇
五
年
に

か
け
て
、
す
な
わ
ち
日
露
戦
争
期
間
中
、
日
本
帝
国
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

一
環
と
し
て
、
こ
の
新
聞
の
満
洲
報
道
は
頂
点
に
達
し
た
。
そ
の
後
も
引
き
続

き
、
関
東
州
関
係
の
ニ
ュ
ー
ス
が
台
湾
に
入
っ
て
く
る
。
一
九
二
八
年
以
降
東

北
の
政
治
情
勢
と
国
際
関
係
が
ま
す
ま
す
緊
張
し
て
く
る
と
、
皇
姑
屯
事
件
、

東
北
易
幟
、
中
村
大
尉
事
件
、
万
宝
山
事
件
、
満
洲
事
変
か
ら
満
洲
国
建
国
、

満
洲
国
承
認
問
題
、
国
際
連
盟
調
査
団
、
日
本
の
国
際
連
盟
脱
退
、
満
洲
国
皇

帝
の
即
位
、
中
東
鉄
道
買
収
、
満
洲
国
皇
帝
訪
日
、
満
洲
国
の
関
税
、
台
満
貿

易
及
び
数
年
続
い
た
「
満
洲
事
変
論
功
行
賞
発
表
」
な
ど
の
重
大
記
事
が
『
台

湾
日
日
新
報
』
で
報
道
さ
れ
、
空
前
の
長
期
に
わ
た
る
ブ
ー
ム
を
な
し
た
。

　

満
洲
事
変
後
、
中
日
両
国
は
互
い
に
非
難
し
合
っ
て
お
り
、
情
勢
は
不
明
瞭

で
あ
っ
た
。
当
時
の
台
湾
メ
デ
ィ
ア
は
、
い
か
に
遠
く
東
北
で
発
生
し
た
こ
の

国
際
衝
突
を
報
道
し
た
の
か
。
現
存
資
料
の
中
で
も
っ
と
も
よ
く
保
存
さ
れ
て

い
る
『
台
湾
日
日
新
報（

2
）』
で
は
、
事
変
発
生
の
翌
日
、
日
中
両
国
の
代
表
が
そ

れ
ぞ
れ
被
害
国
の
立
場
か
ら
国
際
連
盟
に
報
告
を
提
出
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

一
字
も
報
道
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
九
月
二
〇
日
の
朝
刊
第
二
面
（
日
本
語

版
）、
第
八
面
（
漢
文
版
）、
夕
刊
第
四
面
（
漢
文
版
）
は
「
日
支
兵
衝
突
事
件
」

と
題
す
る
全
面
の
記
事
を
掲
載
し
た
。
漢
文
版
夕
刊
の
見
出
し
は
「
満
洲
に
戦

雲
垂
れ
込
め
、
戦
争
が
勃
発
。
北
大
営
の
中
国
兵
は
我
が
守
備
隊
を
襲
撃
し
、

我
が
軍
は
応
戦
し
て
北
大
営
の
一
部
を
占
領
」
と
、
中
国
兵
の
奇
襲
、
日
本
軍

の
自
衛
、
両
国
の
開
戦
と
い
う
報
道
を
行
っ
た（

3
）。

二
一
日
に
「
満
洲
事
変
」
と

い
う
言
葉
が
初
め
て
台
湾
の
メ
デ
ィ
ア
で
使
わ
れ
、
そ
の
後
固
定
し
た
用
語
と

な
る
。
一
〇
月
四
日
に
台
湾
軍
司
令
部
が
発
表
し
た
「
満
洲
事
変
の
原
因
」
は

日
本
語
版
と
漢
文
版
の
両
方
に
掲
載
さ
れ
、
台
湾
軍
と
総
督
府
の
立
場
を
初
め

て
宣
言
し
た
。
こ
の
宣
言
は
遠
因
、
近
因
、
直
接
的
原
因
動
機
と
い
う
三
つ
の

面
か
ら
「
決
し
て
事
変
の
突
発
し
た
其
の
時
に
起
き
た
問
題
に
あ
ら
ず
し
て
其

の
由
て
来
る
所
は
頗
る
遠
く
深
く
且
つ
複
雑
し
て
居
」
り
、
中
国
人
の
「
排
日

侮
日
」
の
諸
事
件
の
結
果
で
あ
り
、
事
変
後
「
支
那
側
は
頻
り
に
荒
唐
無
稽
の

説
を
流
布
し
却
つ
て
原
因
を
我
軍
に
転
嫁
せ
ん
と
し
つ
ゝ
あ
る
も
確
証
に
優
る

事
実
な
く（

4
）」
と
説
い
た
。
そ
の
立
場
は
基
本
的
に
日
本
政
府
と
一
致
し
、
独
自

の
意
見
表
明
は
見
ら
れ
な
い
。
翌
日
の
朝
刊
掲
載
の
「
台
日
漫
画
」
は
珍
し
く

紙
面
を
大
き
く
割
い
て
、「
国
民
政
府
が
排
日
を
煽
動
」、「
各
地
は
国
民
政
府

か
ら
独
立
の
意
志
」、「
蒋
介
石
、
張
学
良
へ
の
下
野
要
求
が
高
ま
る
」
を
テ
ー

マ
と
す
る
分
か
り
や
す
い
政
治
漫
画
を
用
い
て
、
国
民
政
府
を
諷
刺
・
醜
悪
化

し
た（

5
）。

　

一
〇
月
二
〇
日
に
は
日
本
政
府
の
声
明
を
転
載
し
、
満
洲
に
お
け
る
日
本
の

戦
争
行
為
が
九
カ
国
条
約
に
違
反
し
て
い
る
と
す
る
国
際
連
盟
の
非
難
を
批
判

し
、
日
本
軍
の
行
為
は
条
約
の
範
囲
内
で
の
正
当
な
権
益
を
守
り
、
在
満
日
本
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人
の
生
命
と
財
産
の
安
全
の
た
め
の
行
動
で
あ
り
、
戦
争
行
為
と
見
な
す
べ
き

で
は
な
く
、
日
本
側
も
平
和
的
解
決
を
熱
望
し
て
お
り
、
領
土
的
野
心
は
一
切

持
た
な
い
、
と
主
張
し
た（

6
）。

台
湾
総
督
の
太
田
政
弘
が
予
算
協
議
の
た
め
上
京

し
た
際
、
一
一
月
一
三
日
に
神
戸
港
に
入
る
と
、
島
内
の
事
情
を
取
材
す
る
内

地
の
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
、
ま
ず
東
勢
郡
管
轄
下
の
原
住
民
が
警
察
駐
在
所
で
起

こ
し
た
殺
人
事
件
に
つ
い
て
説
明
し
、
そ
の
後
、
満
洲
事
変
に
言
及
し
て
「
満

洲
事
変
は
誠
に
遺
憾
で
あ
る
が
、
島
内
へ
の
影
響
は
な
い
。
在
台
華
僑
は
本
国

内
に
お
け
る
排
日
の
影
響
で
通
商
が
不
可
能
と
な
っ
た
た
め
、
国
内
の
不
安
定

を
嫌
が
り
帰
化
を
希
望
す
る
人
が
多
い
」
と
い
う
こ
と
だ
け
を
語
っ
て
い
る（

7
）。

こ
の
時
期
、
満
洲
の
主
要
都
市
を
相
次
い
で
占
領
し
た
日
本
軍
は
、
満
洲
事
変

後
に
遼
寧
省
錦
州
に
移
駐
し
た
張
学
良
軍
へ
の
攻
撃
を
計
画
し
て
い
た
。
し
か

し
、
台
湾
総
督
府
の
主
要
関
心
事
は
原
住
民
の
抗
日
反
乱
事
件
で
あ
っ
た
霧
社

事
件
か
ら
一
年
を
経
た
台
湾
各
地
の
原
住
民
の
動
向
に
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
満
洲
事
変
後
、
台
湾
の
中
国
人
社
会
は
な
お
安
定
を
保
ち
、
当
局
を
困
ら
せ

る
情
況
は
出
現
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

一
九
三
七
年
以
前
に
は
、
台
湾
の
各
メ
デ
ィ
ア
は
満
洲
に
記
者
を
派
遣
し
て

は
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
三
七
年
九
月
二
〇
日
以
後
は
東
京
、
大
連
、

奉
天
、
新
京
、
哈
爾
浜
な
ど
各
地
の
電
報
の
転
載
あ
る
い
は
編
集
を
通
し
て
、

日
本
の
軍
事
行
動
、
国
民
政
府
の
動
向
、
東
北
各
地
の
治
安
、
排
日
活
動
、
経

済
貿
易
の
情
況
、
国
際
社
会
の
態
度
、
満
洲
国
の
建
国
、
満
洲
国
承
認
問
題
な

ど
に
つ
い
て
、『
台
湾
日
日
新
報
』
は
頻
繁
に
報
道
し
て
い
る
。
一
九
三
七
年

の
蘆
溝
橋
事
件
（
七
七
事
変
、
日
中
戦
争（

8
））

後
は
、
満
洲
の
動
き
も
華
北
、
華

中
、
華
南
な
ど
の
軍
政
情
報
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
一
九
四
一
年
の
真
珠

湾
攻
撃
後
は
東
南
ア
ジ
ア
、
南
洋
な
ど
の
戦
況
が
大
量
に
紙
面
に
登
場
し
、
満

洲
報
道
は
次
第
に
簡
単
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
。
満
洲
事
変
及
び
そ
の
後
の
社

会
変
動
に
関
す
る
報
道
は
、
長
期
間
朝
刊
第
二
面
と
夕
刊
第
四
面
の
国
際

ニ
ュ
ー
ス
の
大
部
分
を
占
め
た
ほ
か（

9
）、

他
の
面
に
散
在
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ス
ソ
ー
ス
と
報
道
内
容
か
ら
見
る
と
、
台
湾
の
満
洲
事
変
関
係
報
道
は

主
に
内
地
の
日
本
政
府
の
立
場
に
応
じ
、
内
地
あ
る
い
は
満
洲
の
日
本
人
が
経

営
す
る
新
聞
の
言
論
を
伝
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
国
際
ニ
ュ
ー
ス
面
の
記
事
の

多
く
は
、
実
際
に
は
日
本
帝
国
の
植
民
地
、
国
際
連
盟
委
任
統
治
領
、
傀
儡
政

権
、
日
本
軍
占
領
地
区
な
ど
諸
「
外
地
」
の
新
聞
報
道
で
あ
っ
た
。

　

日
本
の
内
閣
、
陸
軍
省
、『
朝
日
新
聞
』
及
び
満
洲
地
域
の
日
本
新
聞
の
論

調
が
、
当
時
の
台
湾
の
新
聞
の
満
洲
輿
論
の
方
向
を
決
定
し
た
。
満
洲
国
、
関

東
州
、
華
北
、
上
海
あ
る
い
は
熱
河
・
綏
遠
・
察
哈
爾
な
ど
の
隣
接
地
域
の
重

要
な
戦
況
、
時
事
ニ
ュ
ー
ス
、
国
際
社
会
の
動
向
及
び
事
変
に
対
す
る
日
本
の

内
閣
及
び
軍
部
の
声
明
や
情
勢
分
析
が
、
当
日
あ
る
い
は
翌
日
に
は
漢
文
版
に

翻
訳
・
転
載
・
略
述
さ
れ
た
。
一
九
三
一
年
一
一
月
末
か
ら
『
台
湾
日
日
新

報
』
は
満
洲
の
戦
況
写
真
を
掲
載
し
始
め
、
一
二
月
に
は
「
満
洲
事
変
画
報
」

と
題
し
て
、
各
地
で
活
躍
す
る
日
本
軍
の
勇
猛
ぶ
り
や
戦
没
者
の
写
真
を
掲
載

し（
10
）、
そ
れ
ら
が
一
面
全
体
を
占
め
る
日
も
あ
っ
た
。
戦
地
の
写
真
が
掲
載
さ
れ

た
こ
と
は
、
満
洲
占
領
に
対
す
る
日
本
軍
の
自
信
の
表
れ
で
あ
る
と
同
時
に
、
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台
湾
当
局
が
島
内
の
民
心
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
、
そ
れ
ら
の
情
報
に

刺
激
・
影
響
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
と
判
断
し
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。

　

一
九
三
二
年
二
月
五
日
に
日
本
軍
は
哈
爾
浜
を
占
領
し
、
満
洲
全
域
を
支
配

下
に
お
い
た
。
そ
の
後
、
張
景
恵
ら
が
一
五
日
に
「
新
国
家
建
設
準
備
会
」
を

開
催
し
、
一
八
日
に
は
「
独
立
宣
言
」
を
発
表
し
た
。
こ
の
時
期
か
ら
、
台
湾

に
お
け
る
満
洲
事
変
報
道
は
さ
ら
に
直
接
的
で
普
遍
的
な
映
画
に
よ
っ
て
行
わ

れ
る
段
階
に
入
っ
て
い
く
。
一
六
日
夜
、
台
湾
日
日
新
報
社
は
台
湾
軍
が
提
供

し
た
満
洲
事
変
及
び
各
地
の
戦
況
に
関
す
る
陸
軍
省
の
映
像
四
巻
、
上
海
事

件
、
都
市
上
海
す
な
わ
ち
南
方
風
景
の
映
像
数
巻
を
、
二
月
一
一
日
に
台
北
市

の
建
国
祭
に
お
い
て
上
映
さ
れ
た
映
像
と
と
も
に
、
民
衆
が
集
ま
る
台
北
新
公

園
、
大
稻
埕
媽
祖
廟
な
ど
で
、
初
め
て
野
外
上
映
し
た（

11
）。

こ
れ
を
嚆
矢
と
し

て
、
満
洲
事
変
、
上
海
事
件
に
関
す
る
映
画
は
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
上
映
さ
れ
、

台
湾
の
各
都
市
で
は
上
映
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
。

　

上
述
の
よ
う
に
、
政
府
筋
の
情
報
、
戦
況
ニ
ュ
ー
ス
、
政
治
漫
画
、
戦
地
の

映
像
と
事
変
関
係
の
映
画
や
『
台
湾
日
日
新
報
』
は
、
台
湾
民
衆
が
満
洲
事

変
、
満
洲
関
係
の
情
報
を
知
る
た
め
の
主
な
手
段
と
な
っ
て
い
っ
た
。
台
湾
の

立
場
と
見
解
を
前
面
に
出
さ
な
い
「
転
載
型
の
報
道
」
が
、
こ
の
新
聞
の
満
洲

報
道
の
最
大
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
も
台
湾
軍
の
視
点
と
南
方

的
な
視
野
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
徐
々
に
変
化
し
て
い
く
。
一
九
三
三
年
九

月
一
八
日
に
、『
台
湾
日
日
新
報
』
の
各
面
に
首
相
、
関
東
軍
司
令
官
、
陸

相
、
外
相
、
侍
従
武
官
長
、
台
湾
軍
司
令
官
の
発
言
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
う

ち
、
共
存
共
栄
、「
日
支
」
親
善
、
王
道
楽
土
、
東
洋
の
永
久
平
和
な
ど
の
論

調
が
台
湾
軍
司
令
官
談
話
に
見
ら
れ
る
。
台
湾
軍
司
令
官
松
井
石
根
中
将
は
満

洲
事
変
を
回
顧
し
、「
日
本
同
胞
が
流
し
た
赤
誠
の
血
は
満
洲
国
独
立
の
果
実

を
実
ら
せ
た
」、「
東
洋
の
永
久
平
和
は
世
界
平
和
の
基
礎
で
あ
る
」、
満
洲
事

変
及
び
そ
の
後
の
発
展
は
「
天
意
天
命
」
に
基
づ
い
た
「
天
業
恢
興
」
の
「
大

精
神
」
の
表
れ
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
島
民
は
こ
の
よ
う
な
精
神
を
保
持

し
、
帝
国
の
「
一
視
同
仁
」
の
治
下
で
、「
南
支
地
方
」（
南
中
国
）
に
お
け
る

台
湾
の
役
割
を
よ
く
果
た
し
、
帝
国
の
「
南
門
を
守
衛
」
す
る
重
要
な
責
任
を

担
う
べ
き
で
あ
る
、
と
呼
び
か
け
た
。
同
時
に
こ
の
面
で
は
「
満
洲
事
変
及
び

其
後
に
来
れ
る
も
の
は
、
天
意
天
命
に
基
く
、
天
業
恢
興
の
大
精
神
も
て
、
島

民
よ
！　
「
南
門
の
守
」
を
完
う
せ
よ
」、「
風
雲
は
西
よ
り
南
へ
！　

眠
れ
る

台
湾
よ
、
目
を
覚
ま
せ
、
経
済
機
構
を
組
成
せ
よ
、
空
陸
海
国
防
を
完
備
せ

よ
、
内
台
人
結
束
一
元
と
な
れ
」
と
い
っ
た
煽
動
的
な
見
出
し
で
、
台
湾
軍
司

令
官
の
談
話
を
掲
載
し
た（

12
）。

　

満
洲
事
変
は
、
民
衆
国
防
に
対
す
る
台
湾
軍
の
意
識
を
強
め
た
。
台
湾
軍
側

の
発
言
は
、
満
洲
事
変
二
周
年
記
念
前
夜
に
東
京
で
発
表
さ
れ
た
斉
藤
実
首
相

の
「
共
存
共
栄
」、「
東
洋
永
遠
和
平
」
及
び
元
関
東
軍
司
令
官
本
庄
繁
の
「
日

満
国
民
協
力
融
合
」、「
民
族
団
結
」
な
ど
の
論
調
を
主
と
し
て
い
る
も
の
の
、

台
湾
総
督
府
は
日
本
内
地
及
び
台
湾
人
の
満
洲
へ
の
強
い
関
心
を
見
て
、
一
九

三
三
年
か
ら
双
方
に
向
け
て
台
湾
の
南
方
に
お
け
る
役
割
を
宣
伝
し
始
め
、「
日

本
の
生
命
線
」
は
南
方
に
移
り
、
満
洲
の
情
勢
は
も
は
や
心
配
す
る
必
要
が
な
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い（
13
）こ

と
を
暗
示
し
た
。
台
湾
軍
も
地
元
の
見
方
で
満
洲
事
変
を
解
釈
し
始
め
、

し
か
も
そ
れ
を
実
際
に
台
湾
の
防
衛
宣
伝
と
南
方
の
国
防
教
育
に
活
用
し
た
。

こ
の
傾
向
は
一
九
三
四
年
か
ら
事
変
五
周
年
目
の
一
九
三
六
年
に
か
け
て
、
さ

ら
に
顕
著
に
な
っ
た
。
台
湾
軍
司
令
部
と
台
湾
国
防
議
会
連
合
本
部
を
中
心
と

す
る
記
念
活
動
の
主
催
者
は
、
こ
の
年
か
ら
正
式
に
「
本
島
の
国
防
的
地
位
を

認
識
す
る
」
こ
と
を
記
念
活
動
の
目
標
の
一
つ
に
し（

14
）、

台
北
市
防
衛
団
及
び
地

域
防
衛
団
を
組
織
し
、
第
一
連
隊
に
よ
る
攻
防
演
習
、
台
北
市
の
市
街
戦
演
習

を
実
施
し
た（

15
）。

　

一
九
三
七
年
の
六
周
年
記
念
に
際
し
て
は
、『
台
湾
日
日
新
報
』
第
二
面
は

蘆
溝
橋
事
件
が
引
き
起
こ
し
た
華
北
、
華
中
の
戦
況
報
道
で
占
め
ら
れ
、
満
洲

事
変
記
念
日
の
活
動
は
短
い
便
り
の
形
で
挿
入
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
毎

年
、
台
湾
の
各
都
市
で
行
わ
れ
る
「
満
洲
事
変
戦
病
没
者
慰
霊
祭
」
へ
の
参
加

者
は
依
然
と
し
て
数
千
人
あ
る
い
は
一
万
人
余
に
達
し
た
が
、
中
国
戦
線
に
お

け
る
日
中
両
軍
の
激
戦
が
進
行
中
の
た
め
、
慰
霊
祭
は
各
地
の
神
社
内
で
新
た

に
興
さ
れ
た
「
皇
軍
武
運
長
久
祈
願
祭
」
と
と
も
に
定
例
行
事
と
な
っ
て
い
っ

た
。
同
年
九
月
一
八
日
か
ら
の
三
日
間
、
新
聞
、
ラ
ジ
オ
な
ど
様
々
な
メ
デ
ィ

ア
を
通
し
て
報
道
さ
れ
た
台
湾
軍
参
謀
長
の
講
演
「
満
洲
事
変
よ
り
、
支
那
事

変
へ
」
も
、
記
念
日
活
動
を
日
中
戦
争
の
戦
況
と
結
び
つ
け
た
典
型
的
な
例
で

あ
る
。
こ
の
講
演
は
満
洲
事
変
と
そ
れ
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
共
存
共
栄
、
東
亜

の
平
和
の
理
想
を
略
述
し
た
後
、「
中
国
の
民
族
性
は
極
め
て
狡
猾
」、「
共
産

党
の
魔
手
が
背
後
で
操
縦
」
な
ど
と
し
て
日
中
の
戦
況
の
進
展
を
論
じ
、
国
民

政
府
を
批
判
し
、
実
力
を
用
い
て
「
支
那
を
膺
懲
す
る
」
こ
と
こ
そ
、
事
変
を

解
決
す
る
鍵
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た（

16
）。

こ
の
時
期
に
は
ま
た
、
特
殊
な
報
道

が
現
れ
た
。
満
洲
事
変
に
参
加
し
、
日
中
戦
争
に
再
び
出
征
し
て
戦
死
あ
る
い

は
重
傷
を
負
っ
た
台
湾
出
身
の
兵
士
（
在
台
日
本
人
）
に
常
に
注
目
し
、「
名
誉

の
戦
死
」
と
す
る
報
道
で
あ
る（

17
）。

満
洲
事
変
記
念
日
へ
の
報
道
規
模
が
縮
小
し

た
だ
け
で
は
な
く
、
報
道
の
焦
点
と
話
題
の
展
開
も
日
中
戦
争
へ
と
移
っ
て

い
っ
た
の
で
あ
る（

18
）。

　

一
九
四
一
年
の
満
洲
事
変
十
周
年
に
際
し
て
、
最
後
の
報
道
ブ
ー
ム
が
出
現

す
る
。
九
月
初
頭
、
東
京
に
お
い
て
駐
日
満
洲
国
大
使
館
が
率
先
し
て
帝
国
内

に
お
け
る
最
初
の
満
洲
事
変
記
念
及
び
承
認
祝
賀
会
を
開
催
し
た
。
当
日
、
日

本
在
郷
軍
人
会
は
満
洲
各
地
で
演
習
を
行
い（

19
）、

日
本
本
土
、
朝
鮮
、
台
湾
と
中

国
の
占
領
地
域
、
広
東
に
お
い
て
も
、
同
時
に
盛
大
な
記
念
活
動
が
行
わ
れ

た
。
記
念
特
集
を
組
み
、
満
洲
事
変
に
対
す
る
政
府
の
見
解
、
時
局
と
の
関
わ

り
を
宣
伝
し
よ
う
と
し
た
の
が
こ
の
年
の
報
道
の
特
色
で
あ
る
。
特
集
「
満
洲

事
変
の
真
の
意
義
」
は
台
湾
総
督
府
情
報
部
副
部
長
で
あ
っ
た
荒
木
義
夫
に

よ
っ
て
書
か
れ
た
。「
東
亜
の
東
亜
！　

民
族
解
放
の
聖
戦
」、「
新
秩
序
の
建

設
、
英
米
植
民
地
化
の
積
弊
を
一
掃
」、「
共
栄
圏
の
確
立
、
時
難
を
強
固
に
克

服
す
る
決
意
」
等
を
テ
ー
マ
に
三
回
に
分
け
て
連
載
し
た
。
日
中
戦
争
は
民
族

と
民
族
の
対
立
で
は
な
く
、
欧
米
諸
国
の
傀
儡
政
権
で
あ
る
蒋
政
権
を
膺
懲

し
、
東
亜
民
族
の
解
放
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
東
洋
文
化
と
東
洋

道
義
に
基
づ
い
た
東
亜
新
秩
序
が
、
自
由
主
義
と
帝
国
主
義
に
基
づ
い
た
旧
秩
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序
に
対
し
て
発
し
た
挑
戦
で
あ
り
、
東
亜
か
ら
の
欧
米
勢
力
の
一
掃
と
東
亜
民

族
の
解
放
を
目
的
と
し
て
い
る
、
と
荒
木
は
強
調
し
た
。

　

特
集
「
満
洲
事
変
十
周
年
の
思
ひ
出
」
は
、
台
北
陸
軍
兵
事
部
石
川
少
佐
に

よ
る
戦
況
回
想
で
あ
る
。
朝
鮮
軍
に
服
役
し
て
い
た
彼
は
、
事
変
後
に
戦
争
支

援
の
た
め
中
国
東
北
に
派
遣
さ
れ
た
。「
悲
壮
！　

軍
旗
焼
く
決
意　

古
賀
連

隊
長
乗
馬
突
撃
に
散
る
」、「
敵
兵
は
常
に
十
、
廿
倍　

事
変
が
共
栄
圏
建
設
の

序
幕
」、「「
清
朝
復
古
」
を
歓
喜　

謳
ふ
王
道
楽
土
に
感
無
量
」、「
廿
倍
の
敵

忽
ち
撃
滅　

銃
後
の
協
力
が
何
よ
り
の
武
器
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
六
回
に
わ
た

る
連
載
を
組
ん
で
、
満
洲
事
変
を
「
共
栄
圏
建
設
の
序
幕
」
だ
と
評
価
し
た（

20
）。

　

上
述
の
よ
う
に
、
数
年
の
間
隔
が
あ
り
、
非
連
続
の
事
件
で
あ
っ
た
満
洲
事

変
と
日
中
戦
争
は
、
満
洲
に
対
す
る
国
際
連
盟
の
処
置
、
米
英
が
日
中
戦
争
に

お
い
て
日
本
に
圧
力
を
か
け
る
な
ど
の
点
に
お
い
て
、
関
係
づ
け
ら
れ
た
。
こ

れ
ら
の
言
論
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
太
平
洋
戦
争
直
前
に
台
湾
政
府
は
満
洲

事
変
記
念
行
事
の
教
化
性
を
拡
大
し
、
満
洲
事
変
そ
の
も
の
か
ら
長
期
化
し
た

日
中
戦
争
、
米
英
と
の
緊
張
関
係
な
ど
の
当
面
の
問
題
に
焦
点
を
移
そ
う
と
し

た
。
こ
の
よ
う
な
議
論
の
中
で
、
満
洲
事
変
は
日
中
戦
争
の
先
駆
と
見
な
さ

れ
、
そ
の
後
に
起
こ
っ
た
日
中
戦
争
と
と
も
に
、
東
亜
民
族
解
放
の
聖
戦
に
お

け
る
連
続
し
た
歴
史
事
件
と
し
て
理
解
さ
れ
た
。

　

一
九
四
二
年
、
満
洲
事
変
十
一
周
年
の
際
に
は
、
す
で
に
太
平
洋
戦
争
が
始

ま
っ
て
い
た
。
一
九
四
一
年
一
二
月
に
日
本
軍
に
占
領
さ
れ
た
香
港
が
、
初
め

て
満
、
日
、
台
、
朝
な
ど
で
の
記
念
行
事
に
参
加
し
た
。
九
月
一
五
日
の
「
満

洲
国
承
認
記
念
日
」
に
は
関
係
す
る
報
道
が
出
現
し
て
お
り
、
満
洲
国
で
は
、

溥
儀
皇
帝
が
自
ら
十
周
年
慶
祝
式
典
に
臨
み
、
国
務
総
理
張
景
恵
は
「
懐
旧
」

と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
「
匪
賊
の
地
は
今
や
す
で
に
王
道
楽
土
と
な
っ
た
」
と

説
い
た
。
朝
鮮
で
は
、
満
洲
事
変
当
時
、
関
東
軍
参
謀
長
で
あ
っ
た
朝
鮮
総
督

小
磯
国
昭
が
、「
満
洲
国
の
今
日
の
盛
栄
は
共
栄
圏
の
指
導
原
理
を
証
明
」
し

た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
た
。
こ
の
他
、
同
じ
紙
面
に
南
京
汪
精
衛
政
権
の
「
清

郷
工
作
」
が
順
調
に
展
開
さ
れ
、
大
東
亜
省
官
制
が
ま
も
な
く
通
過
す
る

ニ
ュ
ー
ス
が
報
道
さ
れ
て
い
る（

21
）。

そ
れ
ま
で
日
本
帝
国
が
画
策
し
て
各
植
民

地
、
占
領
地
に
強
制
し
て
き
た
満
洲
事
変
記
念
日
は
、
い
ま
や
「
大
東
亜
共
栄

圏
」
共
通
の
祝
日
と
も
い
う
べ
き
状
況
に
な
っ
て
い
た
。
蘆
溝
橋
事
件
、
真
珠

湾
攻
撃
後
、「
世
界
史
的
意
義
」
か
ら
情
勢
の
変
化
を
見
る
と
い
う
当
時
流
行

の
視
点
は
、「
満
洲
事
変
の
世
界
史
的
意
義
」
と
い
う
談
話
を
通
し
て
、
満
洲

事
変
に
対
す
る
政
府
の
評
価
と
し
て
表
れ
た（

22
）。
記
念
日
関
係
の
報
道
は
一
定
の

紙
面
を
占
め
て
は
い
た
も
の
の
、
満
洲
事
変
自
体
に
関
し
て
は
「
満
洲
国
に
感

謝
」、「
盟
邦
の
発
展
を
慶
祝
」
な
ど
の
短
い
言
葉
が
見
ら
れ
る
程
度
で
、「
大

東
亜
共
栄
圏
の
確
立
」、「
世
界
新
秩
序
へ
の
邁
進
」、「
恤
兵
献
金
」、「
全
島
の

必
勝
決
意
を
激
発
」
な
ど
当
面
の
課
題
に
集
中
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た（

23
）。
一

九
四
三
年
以
降
の
数
年
間
は
、
満
洲
事
変
と
い
う
単
語
が
ほ
と
ん
ど
新
聞
記
事

に
現
れ
な
く
な
り
、
事
変
の
記
念
活
動
も
報
道
さ
れ
な
く
な
る
。
太
平
洋
戦
争

中
、
日
本
軍
は
マ
レ
ー
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ビ
ル
マ
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
を
陥
落
さ
せ
た
後
、
戒
厳
令
を
布
く
一
方
で
、「
白
人
植



満洲の内在化と台北描写

159

民
地
を
解
放
、
互
い
の
独
立
を
尊
重
」、「
共
栄
圏
の
独
立
国
」
な
ど
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ビ
ル
マ
、
イ
ン
ド
、
ベ
ト
ナ
ム
と
い
っ
た
諸
国

に
対
し
、
米
英
仏
か
ら
の
独
立
を
煽
動
し
た
。
一
九
四
三
年
八
月
、
満
洲
国
は

ビ
ル
マ
の
独
立
を
承
認
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
独
立
（
一
〇
月
）
の
直
前
で
あ
っ

た
た
め
、
九
月
の
満
洲
関
連
報
道
の
焦
点
は
「
満
洲
国
承
認
記
念
日
」
に
移

り
、
満
洲
国
「
独
立
」
の
意
義
、
独
立
国
家
と
し
て
認
め
ら
れ
た
十
年
間
の
富

強
と
発
展
を
強
調
し
た（

24
）。

過
去
の
報
道
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
規
模
の
「
満
洲

国
承
認
記
念
日
」
報
道
は
、
日
本
が
南
方
占
領
地
域
各
国
の
「
独
立
」
を
策
動

し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、「
満
洲
事
変
記
念
日
」
に
取
っ
て
代
わ
っ
て
満
洲
報
道

の
最
新
の
議
題
及
び
最
後
の
象
徴
と
な
っ
た（

25
）。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、『
台
湾
日
日
新
報
』
の
転
載
型
の
報
道
は
、
当
初
は

戦
況
の
進
展
、
満
洲
国
建
国
、
満
洲
国
承
認
、
日
満
友
好
を
主
と
し
、
後
に
は

「
満
洲
事
変
記
念
日
」
及
び
「
満
洲
国
承
認
記
念
日
」
を
中
心
に
行
わ
れ
た
。

異
な
る
ト
ピ
ッ
ク
が
あ
て
る
焦
点
と
そ
の
象
徴
的
意
味
を
通
し
て
、
満
洲
事
変

と
そ
れ
に
関
連
す
る
国
内
あ
る
い
は
国
際
情
報
が
集
中
的
に
台
湾
で
紹
介
さ
れ

た
。
一
九
三
一
年
か
ら
一
九
三
七
年
の
間
は
、
満
洲
事
変
へ
の
報
道
ブ
ー
ム
が

継
続
し
て
高
ま
り
、
日
中
戦
争
及
び
太
平
洋
戦
争
勃
発
後
に
は
メ
デ
ィ
ア
の
視

線
が
変
化
す
る
に
つ
れ
て
徐
々
に
冷
め
て
い
く
。
関
係
報
道
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

化
、
周
縁
化
、
空
洞
化
し
て
い
く
が
、
王
道
楽
土
、
共
存
共
栄
、
東
洋
和
平
と

い
う
東
亜
の
範
疇
か
ら
、
大
東
亜
共
栄
圏
、
世
界
新
秩
序
の
建
設
に
お
け
る
世

界
史
的
意
義
に
至
る
ま
で
、
満
洲
事
変
に
投
影
さ
れ
た
象
徴
性
と
意
義
は
拡
大

し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

二
、
満
洲
事
変
を
契
機
と
す
る
事
変
記
念
日
と
満
洲
の
内
在
化

　

以
上
、
満
洲
事
変
と
そ
の
後
の
関
係
報
道
に
対
す
る
検
討
を
通
し
て
、
台
湾

最
大
の
植
民
地
報
道
機
関
の
傾
向
を
概
観
し
て
き
た
。
日
本
政
府
の
見
解
を
伝

え
る
こ
と
を
通
し
て
、
満
洲
事
変
が
満
洲
外
部
の
東
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
、

南
洋
、
そ
し
て
世
界
へ
と
拡
大
し
て
い
っ
た
過
程
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
満
洲
国
が
安
定
し
た
後
は
重
大
な
軍
政
、
外
交
事
件
が
減
少
し
、
メ
デ
ィ

ア
の
満
洲
報
道
の
中
心
は
事
変
記
念
日
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
台
湾
に
お
け
る

「
満
洲
宣
伝
」
は
メ
デ
ィ
ア
単
独
の
意
図
的
な
行
為
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ

メ
デ
ィ
ア
と
国
防
意
識
を
強
化
し
よ
う
と
す
る
台
湾
軍
及
び
在
郷
軍
人
会
支
部

な
ど
の
団
体（

26
）が
協
力
し
て
行
わ
れ
た
結
果
で
あ
る
。
満
洲
事
変
が
契
機
と
な

り
、
全
台
演
習
と
国
防
教
育
は
新
た
な
根
拠
を
得
た
。
島
民
の
国
防
意
識
と
防

衛
能
力
の
向
上
を
机
上
の
空
論
に
と
ど
ま
ら
せ
ず
、
身
体
的
な
動
員
、
感
覚
的

な
刺
激
、
感
情
的
な
準
備
が
求
め
ら
れ
た
。
一
日
二
回
朝
夕
刊
行
さ
れ
る
新
聞

の
報
道
は
、
こ
の
事
件
を
時
間
的
に
延
長
し
、
空
間
に
お
い
て
も
共
時
的
な
展

開
を
見
せ
、
更
に
文
字
情
報
と
放
送
と
を
結
び
つ
け
る
こ
と
で
帝
国
と
諸
外
地

の
情
報
交
換
を
加
速
さ
せ
、
日
本
政
府
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
伝
達
と
愛
国
教
育

に
お
い
て
特
別
な
効
果
を
果
た
し
た
。
本
節
で
は
記
念
日
行
事
を
通
し
て
、
満

洲
事
変
が
い
か
に
台
湾
民
衆
の
時
局
認
識
を
作
り
上
げ
、
日
常
生
活
に
浸
透
し

て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
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一
九
三
二
年
九
月
一
〇
日
、『
台
湾
日
日
新
報
』
は
、
九
月
一
八
日
を
「
国

難
記
念
日
」
に
指
定
し
、
全
国
で
記
念
行
事
を
行
う
、
と
い
う
中
華
民
国
政
府

の
命
令
を
報
道
し
、
こ
れ
が
全
国
的
な
排
日
運
動
を
煽
動
す
る
恐
れ
が
あ
る
、

と
指
摘
し
た（

27
）。

一
方
、
日
本
帝
国
内
で
は
こ
れ
よ
り
早
く
、
同
日
を
「
満
洲
事

変
」
の
記
念
日
と
す
る
活
動
が
始
め
ら
れ
て
い
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
満
洲

事
変
後
、
台
湾
で
開
始
・
実
施
さ
れ
た
記
念
日
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
「
満
洲

事
変
記
念
日
」（
九
月
一
八
日
）
で
あ
り
、
今
一
つ
は
「
満
洲
国
承
認
記
念
日
」

（
九
月
一
五
日
）
で
あ
る
。
一
九
三
二
年
に
始
ま
っ
た
満
洲
事
変
記
念
日
は
、
市

街
庁
政
府
、
郷
軍
台
湾
支
部
と
地
方
訓
練
団
体
を
主
体
と
し
、
台
湾
軍
を
後
援

者
と
し
て
、
毎
年
全
島
の
各
都
市
で
記
念
行
事
が
挙
行
さ
れ
た
。
一
九
三
七
年

の
蘆
溝
橋
事
件
ま
で
は
、
記
念
行
事
の
規
模
は
年
々
拡
大
し
て
い
た
。
戦
争
の

拡
大
後
は
、
行
事
の
内
容
と
報
道
の
方
向
は
、
国
防
の
議
論
に
従
っ
て
変
化
し

た
が
、
一
九
四
二
年
に
至
る
ま
で
、
常
に
集
中
的
に
報
道
さ
れ
る
重
要
な
行
事

で
あ
っ
た
。
関
係
報
道
は
毎
年
『
台
湾
日
日
新
報
』
の
紙
面
を
大
幅
に
占
め
、

記
念
日
前
後
の
十
数
日
に
わ
た
る
連
続
報
道
が
行
わ
れ
、
各
地
の
準
備
状
況
は

一
カ
月
前
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
「
連
続
報
道
」
に
比
べ
、
一

九
三
三
年
に
始
ま
っ
た
「
満
洲
国
承
認
記
念
日
」
で
は
盛
大
な
行
事
は
行
わ
れ

ず
、
新
聞
に
お
い
て
も
一
、
二
本
の
記
事
し
か
載
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。
事
変
記

念
日
に
近
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
一
九
四
三
年
に
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
独
立
と

結
び
付
け
ら
れ
る
ま
で
、
そ
れ
は
事
変
記
念
日
の
関
係
報
道
の
一
部
に
過
ぎ
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
蘆
溝
橋
事
件
後
、
日
本
政
府
は
一
九
三
八
年
に
「
支
那
事

変
記
念
日
」
を
設
け
、
全
国
で
の
一
分
間
の
黙
禱
、
各
機
関
団
体
で
の
式
典
、

講
演
、
献
納
と
勤
労
奉
仕
な
ど
の
記
念
活
動
の
挙
行
を
要
求
し
た（

28
）。

そ
の
後
、

こ
の
記
念
日
は
日
本
の
植
民
地
、
満
洲
国
、
北
京
、
上
海
、
南
京
、
ア
モ
イ
な

ど
の
日
本
軍
占
領
地
域
に
お
い
て
も
実
施
さ
れ
た
が
、
台
湾
で
は
行
事
の
規
模

は
満
洲
事
変
記
念
日
よ
り
も
は
る
か
に
小
さ
く
、
報
道
も
簡
略
で
あ
っ
た
。
そ

れ
に
対
し
、
太
平
洋
戦
争
の
導
火
線
で
あ
っ
た
「
真
珠
湾
攻
撃
」
に
対
し
て

は
、
日
本
側
は
奇
襲
、
空
襲
、
強
襲
と
称
し
、
開
戦
行
為
と
見
な
し
て
い
る
。

従
っ
て
、
一
九
四
二
年
か
ら
は
全
島
範
囲
で
「
大
東
亜
聖
戦
開
戦
周
年
記
念
」

あ
る
い
は
「
宣
戦
周
年
記
念
」
の
名
義
で
記
念
活
動
が
挙
行
さ
れ
た
。
次
第
に

戦
局
が
難
航
し
、
紙
の
使
用
が
制
限
さ
れ
た
た
め
、
報
道
も
簡
略
で
集
中
的
と

な
っ
た
。
三
者
を
比
較
す
る
と
、
日
本
統
治
時
代
の
台
湾
で
は
「
満
洲
事
変
記

念
日
」
が
最
も
盛
大
に
報
道
さ
れ
、
活
発
に
記
念
行
事
が
行
わ
れ
た
戦
争
記
念

日
で
あ
っ
た
と
い
え
る（

29
）。

　

一
九
三
二
年
の
第
一
回
目
の
記
念
日
か
ら
、『
台
湾
日
日
新
報
』
は
最
も
精

力
的
に
「
満
洲
事
変
記
念
日
」
の
報
道
を
続
け
た
台
湾
メ
デ
ィ
ア
で
あ
り
、「
台

湾
人
の
代
弁
者
」
と
呼
ば
れ
る
『
台
湾
新
民
報
』
は
そ
れ
に
は
及
ば
な
い（

30
）。
八

月
下
旬
よ
り
各
地
に
お
け
る
準
備
の
様
子
が
報
道
さ
れ
始
め
、
九
月
以
降
は
ほ

ぼ
毎
日
の
よ
う
に
関
係
の
ニ
ュ
ー
ス
が
報
じ
ら
れ
た
。
も
っ
と
も
活
発
に
準
備

が
行
わ
れ
た
屏
東
街
の
模
様
が
最
初
に
報
道
さ
れ
た
。
こ
の
地
で
は
郷
軍
と
地

方
の
有
力
団
体
の
支
援
の
下
で
、
警
備
演
習
、
軍
事
講
演
の
挙
行
を
発
表
し
、

参
加
者
五
百
余
人
、
宣
伝
用
の
チ
ラ
シ
を
一
万
五
千
枚
配
布
し
た
と
い
う（

31
）。
他
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の
都
市
も
そ
れ
に
劣
ら
ず
、
基
隆
市
で
は
防
空
演
習
と
新
兵
器
展
示
を
行
い
、

台
中
市
の
郷
軍
、
青
年
団
そ
れ
に
学
生
は
連
合
し
て
「
北
大
営
戦
争
模
擬
戦
」

を
行
っ
た
後
、
六
千
人
か
ら
な
る
行
列
で
神
社
に
参
拝
し
た
。
台
南
市
で
は
警

備
演
習
を
行
い
、
屏
東
連
隊
が
応
援
の
飛
行
機
を
派
遣
し
、
行
事
が
終
わ
っ
た

後
市
内
で
行
列
を
行
っ
た
。
宜
蘭
庁
で
は
演
習
後
、
宜
蘭
神
社
に
参
拝
し
、
各

小
学
校
、
公
学
校
が
慰
霊
祭
を
行
っ
た
。
台
東
街
も
慰
霊
祭
を
行
っ
た
。
報
道

を
見
る
と
、
九
月
一
八
日
当
日
に
主
要
都
市
で
は
す
べ
て
早
朝
演
習
、
市
街
行

列
、
神
社
参
拝
、
慰
霊
祭
な
ど
の
行
事
が
挙
行
さ
れ
、
夜
に
は
事
変
講
演
と
事

変
映
画
上
映
会
を
開
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

台
湾
の
各
都
市
の
う
ち
、「
島
都
」
台
北
の
記
念
行
事
は
最
も
盛
大
で
あ
っ

た
。
記
念
活
動
は
一
七
日
の
夜
七
時
か
ら
始
ま
り
、
台
北
帝
国
大
学
教
授
の
今

村
完
造
及
び
経
済
界
の
著
名
人
に
よ
る
「
日
満
両
国
の
精
神
結
合
」、「
東
洋
平

和
大
精
神
」
な
ど
の
講
演
、
映
画
上
映
会
に
は
市
民
が
自
由
に
参
加
で
き
た
。

一
八
日
午
前
六
時
に
対
敵
非
常
演
習
、
七
時
に
新
公
園
で
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
、

官
吏
、
軍
人
、
郷
軍
、
警
察
、
青
年
団
、
専
門
学
校
生
、
高
中
小
学
生
、
会
社

員
な
ど
計
一
万
人
以
上
が
参
加
し
た
。
九
時
に
総
督
府
総
務
長
官
が
参
列
し
、

そ
の
後
、
こ
の
年
の
前
半
に
台
湾
民
衆
か
ら
集
め
た
兵
器
献
納
金
で
作
ら
れ
、

「
都
市
の
防
空
」
と
標
榜
さ
れ
、「
島
民
赤
誠
の
発
露
」
と
喧
伝
さ
れ
た
軽
爆
撃

機
「
台
湾
愛
国
号
」
二
機
が
市
内
の
上
空
を
旋
回
し
た
。
一
万
人
以
上
の
民
衆

は
市
内
で
兵
隊
の
行
進
に
随
い
、「
満
洲
行
進
曲
」
が
一
日
中
流
さ
れ
た
。
夜

七
時
に
は
新
公
園
で
事
変
当
時
の
従
軍
軍
医
医
監
と
台
湾
日
日
新
報
社
社
長
が

「
哈
爾
浜
か
ら
帰
っ
て
き
た
」、「
満
洲
と
台
湾
」
等
の
講
演
を
行
い
、
再
び
事

変
映
画
会
が
開
か
れ
、
参
加
者
は
五
千
人
余
で
あ
っ
た
と
い
う（

32
）。

　

一
八
日
の
『
台
湾
日
日
新
報
』
第
二
面
に
は
、
斉
藤
首
相
の
講
話
「
確
固
た

る
信
念
、
更
な
る
努
力
」
が
掲
載
さ
れ
た
。
第
三
面
は
全
面
が
記
念
日
特
集

で
、
関
東
軍
司
令
官
兼
駐
満
特
派
大
使
、
関
東
軍
参
謀
等
に
よ
る
日
満
民
族
協

和
、
満
洲
建
国
大
業
な
ど
の
談
話
を
掲
載
し
、
島
都
、
台
南
、
台
中
、
嘉
義
、

屏
東
、
台
東
、
宜
蘭
の
各
地
の
活
動
を
報
道
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
当
時
一
番
迅

速
な
メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
た
ラ
ジ
オ
を
利
用
し
て
、
台
北
放
送
局
（
Ｊ
Ｆ
Ａ
Ｋ（

33
））

が
初
め
て
新
京
の
演
説
を
「
特
別
中
継
」
の
形
で
、
台
湾
全
島
に
向
け
て
放
送

し
た
。
午
前
一
一
時
五
〇
分
か
ら
関
東
軍
司
令
部
付
、
満
鉄
鉄
道
修
理
班
長
な

ど
に
よ
る
「
柳
條
溝
鉄
道
破
壊
情
況
」
に
関
す
る
証
言
的
な
演
説
、
夜
八
時
三

〇
分
か
ら
は
満
洲
国
執
政
溥
儀
と
陸
軍
大
将
武
藤
信
義
の
特
別
講
演
が
放
送
さ

れ
た
。
他
に
も
北
大
営
の
軍
事
講
演
の
特
別
中
継
、
東
京
の
慶
祝
活
動
の
報
道

と
中
継
も
あ
り
、
台
湾
各
地
の
記
念
行
事
及
び
台
北
新
公
園
の
夜
間
講
演
も
一

日
中
続
く
記
念
放
送
の
間
に
挟
ん
で
放
送
さ
れ
た
。

　

一
九
三
三
年
、
満
洲
事
変
二
周
年
記
念
の
一
カ
月
前
に
、
東
京
で
盛
大
な
記

念
行
事
が
行
わ
れ
る
と
の
報
道
が
な
さ
れ
た（

34
）。
台
北
、
島
内
の
他
の
都
市
及
び

離
島
馬
公
の
準
備
状
況
も
報
道
さ
れ
た
。
東
京
か
ら
の
情
報
と
し
て
、
東
京
放

送
局
が
陸
軍
の
支
援
を
受
け
て
「
日
満
連
絡
満
洲
事
変
記
念
放
送
」
を
行
う
旨

が
報
じ
ら
れ
た
。
当
日
、
哈
爾
浜
に
お
い
て
満
洲
事
変
勃
発
当
時
の
独
立
守
備

大
隊
長
の
回
顧
談
が
放
送
さ
れ
、
そ
の
後
、
奉
天
の
「
北
大
営
模
擬
戦
」
が
中
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継
放
送
さ
れ
、
夜
に
は
東
京
か
ら
関
東
軍
司
令
官
の
講
演
及
び
日
比
谷
公
会
堂

の
在
郷
軍
人
会
の
事
変
記
念
大
会
講
演
が
放
送
さ
れ
た（

35
）。

こ
の
年
も
例
年
通
り

慰
霊
祭
と
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
が
、
軍
事
演
習
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
、

全
島
の
記
念
活
動
は
前
の
年
よ
り
縮
小
し
た
か
に
見
え
た
。
が
、
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
活
動
の
内
容
は
更
に
柔
軟
に
な
り
、
島
民
の
生
活
に
な
じ
ん
で

い
っ
た
。
例
え
ば
、
台
北
市
に
お
い
て
は
愛
国
婦
人
会
に
よ
る
日
華
事
変
関
係

者
慰
安
会
が
開
催
さ
れ
、
新
公
園
音
楽
堂
は
夜
に
な
る
と
事
変
関
係
の
レ
コ
ー

ド
を
放
送
し
、
大
稻
埕
媽
祖
廟
及
び
萬
華
龍
山
寺
な
ど
の
台
湾
人
生
活
圏
で
は

事
変
映
画
会
が
開
か
れ
、
高
雄
市
で
は
女
学
生
手
作
り
の
慰
問
袋
千
五
百
個
と

全
市
で
募
集
し
た
物
資
で
慰
霊
祭
を
行
い
、
高
雄
の
満
洲
出
征
兵
士
の
家
族
に

慰
問
金
を
送
っ
て
い
る（

36
）。

　

一
九
三
四
年
の
満
洲
事
変
三
周
年
記
念
も
同
じ
よ
う
に
一
カ
月
前
か
ら
報
道

が
始
ま
り
、
規
模
は
最
初
の
二
年
よ
り
盛
大
に
な
っ
た
。
ま
ず
島
都
の
行
事
予

定
が
報
道
さ
れ
、
各
地
の
準
備
状
況
も
頻
繁
に
掲
載
さ
れ
た（

37
）。

台
北
市
で
は
例

年
と
異
な
り
、
台
北
市
と
郷
軍
台
湾
支
部
が
主
催
者
と
な
っ
た
が
、
台
湾
軍
司

令
部
も
企
画
に
直
接
参
加
し
、
こ
の
年
六
月
の
「
台
湾
軍
特
種
演
習
」
の
防
空

訓
練
が
よ
い
効
果
を
得
た
た
め
、
防
空
演
習
の
灯
火
管
制
の
訓
練
を
特
別
に
増

や
し
た
。
訓
練
の
範
囲
が
全
島
に
及
ぶ
行
事
で
あ
っ
た
た
め
、
実
施
前
か
ら
新

聞
紙
上
で
頻
繁
に
宣
伝
さ
れ
た（

38
）。

一
八
日
午
前
に
は
、
台
北
新
公
園
に
祭
壇
を

設
け
て
慰
霊
祭
を
行
い
、
総
督
が
引
率
し
、
参
列
者
は
二
万
人
に
上
っ
た（

39
）。

そ

の
他
の
都
市
で
は
、
台
中
市
の
模
擬
演
習
で
攻
防
の
両
軍
が
激
戦
し
、
花
蓮
港

庁
で
は
市
内
掃
討
戦
及
び
閲
兵
分
列
式
が
行
わ
れ
た
。
基
隆
市
で
は
花
火
を
合

図
に
、
各
団
体
旗
隊
が
市
内
の
各
方
面
か
ら
集
合
場
所
へ
向
か
い
、
蜿
蜒
た
る

長
蛇
の
列
を
な
し
て
市
内
を
巡
回
し
た
後
、
万
歳
を
三
唱
し
て
解
散
し
た
。
参

加
者
は
総
数
七
千
人
余
に
達
し
、
青
年
騎
馬
ラ
ッ
パ
隊
、
龍
舞
、
変
装
団
、
変

装
高
足
踊
、
漫
画
な
ど
、
民
衆
に
歓
迎
さ
れ
る
よ
う
な
新
演
目
が
増
や
さ
れ

（
40
）た。

屏
東
飛
行
連
隊
は
野
外
飛
行
演
習
を
行
っ
た
。
台
湾
愛
国
号
四
機
が
全
島

を
巡
回
し
、
屏
東
か
ら
嘉
義
、
台
中
、
新
竹
、
台
北
、
基
隆
な
ど
の
主
要
都
市

を
訪
問
飛
行
し
た
。
台
北
、
新
竹
、
彰
化
、
鹿
港
、
嘉
義
を
経
由
し
て
屏
東
に

戻
る
経
路
で
あ
っ
た（

41
）。

一
八
日
夜
に
は
島
民
が
「
常
時
記
念
し
、
時
局
決
意
及

び
信
念
の
強
化
に
資
す
る
」
た
め
、
夜
九
時
半
か
ら
台
湾
全
島
で
事
変
の
夜
を

模
擬
し
て
「
非
常
管
制
」
を
実
施
し
た
。
電
力
会
社
変
電
所
は
一
時
街
灯
へ
の

電
力
供
給
を
切
断
し
、
民
衆
は
言
わ
れ
た
通
り
に
黒
い
布
や
紙
で
室
内
の
光
を

覆
っ
た
。「
全
台
湾
五
分
間
の
暗
黒
」
に
合
わ
せ
、
同
時
に
大
規
模
な
交
通
と

音
響
の
管
制
も
実
施
さ
れ
た（

42
）。

　

こ
の
ほ
か
、
一
八
日
の
『
台
湾
日
日
新
報
』
第
二
面
で
は
、
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー

ス
と
し
て
昭
和
天
皇
の
二
番
目
の
弟
・
高
松
宮
親
王
が
一
週
間
に
わ
た
っ
て
訪

満
し
、
新
京
で
満
洲
国
皇
帝
と
会
見
し
て
と
も
に
事
変
三
周
年
を
祝
う
予
定
と

報
じ
ら
れ
て
い
る
。
二
人
の
姿
が
映
っ
た
写
真
が
添
え
ら
れ
た
こ
の
報
道
は
、

今
回
の
会
見
が
国
民
に
両
皇
室
の
親
和
、
日
満
両
国
の
固
い
提
携
、
東
洋
の
永

遠
の
平
和
と
い
っ
た
深
い
意
義
を
示
し
た
と
指
摘
し
た
。
高
松
宮
親
王
が
乗
り

込
ん
だ
連
合
艦
隊
は
、
金
剛
を
先
頭
に
六
十
隻
余
の
軍
艦
が
随
行
す
る
大
艦
隊
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で
、
一
八
日
に
大
連
港
に
入
港
し
た
。
連
合
艦
隊
の
訪
問
は
満
洲
国
建
国
当
初

の
巡
航
に
次
ぐ
第
二
回
目
で
あ
っ
た
た
め
、「
全
満
待
望
」
の
盛
挙
と
し
て
報

道
さ
れ
た
。
日
満
皇
室
の
会
見
の
ほ
か
に
、
艦
隊
司
令
長
官
以
下
の
将
校
が

「
大
陸
生
命
線
の
満
洲
」
を
視
察
す
る
た
め
、
百
二
十
機
の
艦
載
機
飛
行
大
隊

を
編
成
し
、「
全
満
洲
の
空
を
覆
い
、
各
地
の
訪
問
飛
行
を
行
っ
た（

43
）」。

ま
た
、

一
八
日
に
東
京
で
発
表
さ
れ
た
首
相
と
陸
相
の
訓
示
、
関
東
軍
司
令
官
の
新
京

に
お
け
る
講
話
及
び
台
湾
各
地
に
お
け
る
記
念
行
事
は
一
九
、
二
〇
日
に
続
々

と
報
道
さ
れ
た
。
満
洲
事
変
後
、
義
眼
、
義
肢
を
重
傷
の
将
校
と
公
使
に
下
賜

し
た
香
淳
皇
后
が
、
再
び
包
帯
三
百
巻
を
関
東
軍
の
負
傷
兵
に
下
賜
す
る

ニ
ュ
ー
ス
も
台
湾
に
伝
え
ら
れ
た（

44
）。

　

一
九
三
五
年
の
満
洲
事
変
四
周
年
記
念
は
、
郷
軍
台
湾
支
部
と
国
防
義
会
の

主
催
で
行
わ
れ
た
。
例
年
の
行
事
以
外
に
実
戦
の
経
験
談
、
防
護
演
習
、
陸
軍

の
満
洲
再
認
識
の
宣
伝
冊
子
の
配
布
も
行
わ
れ
た（

45
）。
飛
行
機
に
よ
る
市
内
上
空

の
訪
問
が
こ
の
年
の
特
色
で
あ
っ
た
。
折
し
も
「
始
政
四
十
周
年
記
念
台
湾
博

覧
会
」
が
台
北
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
事
変
の
記
念
活
動
に
対
す
る
大
規
模
な

市
民
動
員
は
な
さ
れ
ず
、
報
道
も
博
覧
会
ニ
ュ
ー
ス
の
た
め
に
過
去
ほ
ど
目
立

た
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
全
島
で
行
事
は
行
わ
れ
、
そ
の
う
ち
台
北
市
の
活

動
が
も
っ
と
も
盛
大
で
あ
っ
た
。
一
七
日
か
ら
の
三
日
間
、
昼
は
小
、
中
、
高

校
で
「
満
洲
上
海
事
変
実
戦
講
演
会
」
が
行
わ
れ
、
夜
に
は
各
郷
軍
分
会
に
よ

る
「
現
役
軍
人
実
戦
談
」
が
開
催
さ
れ
た（

46
）。
一
八
日
の
夜
は
記
念
活
動
の
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
で
、
全
市
を
城
内
、
城
西
、
城
南
、
城
北
、
大
稻
埕
、
萬
華
、
大

成
の
七
区
に
分
け
て
、
防
護
演
習
が
行
わ
れ
た
。
郷
軍
、
青
年
団
、
青
年
訓
練

所
、
少
年
団
な
ど
一
二
三
〇
人
余
が
救
護
、
警
報
、
避
難
所
管
理
、
補
助
消

防
、
補
助
消
毒
の
各
班
を
組
織
し
、
敵
機
の
襲
来
を
想
定
し
、
警
報
を
鳴
ら
し

て
市
内
全
域
を
警
戒
し
た
。
漢
文
版
は
「
島
都
防
護
演
習
」
と
題
す
る
記
事
で

実
況
を
リ
ア
ル
に
報
道
し
て
い
る
。

暗
い
夜
中
に
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
が
照
ら
さ
れ
、
白
昼
の
如
し
。
八
時
二
〇

分
、
台
日
社
前
及
び
龍
山
寺
が
出
火
。
太
平
町
菊
元
本
店
前
、
千
歳
町
市

場
前
、
栄
町
新
高
堂
前
の
三
箇
所
で
、
敵
機
を
装
っ
た
飛
行
機
が
爆
弾
を

投
下
、
水
道
管
を
爆
破
し
た
。
太
平
町
、
新
世
界
前
、
東
門
町
、
軍
司
令

官
官
邸
、
永
楽
町
各
派
出
所
は
毒
ガ
ス
な
ど
が
投
下
さ
れ
た
場
合
の
対
応

を
し
た
。
一
時
、
全
市
は
災
難
に
ま
み
れ
た
。
各
防
衛
団
が
大
活
躍
し
て

作
業
を
行
っ
た（

47
）。

　

演
習
は
二
時
間
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
軍
が
各
地
に
設
置
し
て
お
い
た
山
砲
、
歩

兵
砲
、
機
関
銃
を
一
斉
に
発
射
さ
せ
、
防
護
団
員
が
起
立
し
て
一
分
間
の
黙
禱

を
行
っ
た
後
、
警
戒
が
解
除
さ
れ
た
。
台
湾
南
部
に
お
い
て
も
、
台
南
市
が
こ

の
日
の
夜
一
〇
時
に
爆
竹
を
鳴
ら
し
、
機
関
銃
の
発
射
と
花
火
の
打
ち
上
げ
を

合
図
に
、
二
時
間
の
模
擬
市
街
戦
を
挙
行
し
た
。「
一
般
人
に
も
軍
備
の
充
実

と
国
防
の
周
到
を
知
ら
し
め
る
」
た
め
に
、
全
市
に
通
告
し
、
当
時
と
し
て
は

珍
し
か
っ
た
民
間
の
ト
ラ
ッ
ク
を
指
定
時
刻
に
集
合
さ
せ
、
演
習
軍
隊
の
輸
送
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と
行
列
へ
の
参
加
を
命
じ
た
。
夜
一
二
時
に
演
習
が
終
了
し
、
行
列
と
車
が

揃
っ
て
台
南
神
社
へ
参
拝
に
赴
い
た（

48
）。

花
蓮
港
庁
で
は
港
か
ら
上
陸
し
た
仮
想

敵
軍
と
の
間
で
、
雨
中
壮
烈
な
攻
防
戦
が
展
開
さ
れ
た
。
秋
風
が
吹
く
馬
公
で

は
、
雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
小
学
生
が
昼
間
の
旗
行
列
に
参
加
し
、
夜
九
時
半

か
ら
一
一
時
半
ま
で
は
灯
火
管
制
が
実
施
さ
れ
、
澎
湖
外
島
で
も
「
国
防
前
線

の
意
気
」
を
顕
示
し
た（

49
）。

　

一
九
三
六
年
の
満
洲
事
変
五
周
年
記
念
で
は
、
陸
軍
省
が
依
然
と
し
て
満
洲

事
変
の
民
衆
国
防
教
育
に
力
を
入
れ（

50
）、

台
湾
軍
司
令
部
、
国
防
義
会
、
郷
軍
台

湾
支
部
、
守
備
隊
司
令
部
、
飛
行
連
隊
を
中
心
と
す
る
団
体
が
、
例
年
通
り
各

種
の
活
動
を
催
し
た
。
こ
の
年
の
行
事
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
青
年
団
員
を
中
堅
と

す
る
過
去
数
年
の
記
念
演
習
で
積
み
重
ね
た
経
験
に
よ
っ
て
、「
台
北
市
防
衛

団
」
や
全
台
各
地
の
「
防
衛
委
員
会
」
を
組
織
し
、
記
念
日
当
日
に
全
島
で
結

団
式
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。「
輝
か
し
い
南
方
生
命
線
」
が
こ
の
年
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
で
あ
り
、「
文
武
一
体
、
官
民
一
致
」
の
防
衛
精
神
を
発
揚
す
る
た

め
、
市
街
攻
防
戦
が
各
都
市
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
た（

51
）。
全
島
で
国
旗
掲

揚
、
防
空
救
火
演
習
、
航
空
常
識
に
関
す
る
講
演
も
重
視
さ
れ
た
。
こ
の
他
、

軍
飛
行
機
に
よ
る
都
市
訪
問
飛
行
の
規
模
は
さ
ら
に
拡
大
し
、
爆
撃
機
中
隊
、

戦
闘
機
中
隊
、
合
計
九
機
が
異
な
る
ル
ー
ト
で
各
地
を
訪
問
し
、
台
湾
全
土
の

都
市
及
び
離
島
の
住
民
に
、
望
見
、
追
い
か
け
、
そ
し
て
歓
呼
の
機
会
を
与
え

た
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
日
本
政
府
、
陸
軍
省
は
東
京
、
新
京
と
い
う
二
つ
の

首
都
を
軸
に
、「
満
洲
事
変
記
念
日
」
を
台
湾
、
朝
鮮
、
中
国
の
占
領
区
に
拡

大
し
、「
東
亜
の
共
同
記
念
日
」
に
置
き
換
え
よ
う
と
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

台
湾
軍
司
令
部
、
郷
軍
台
湾
支
部
と
そ
の
他
の
関
係
団
体
は
、
具
体
的
に
「
満

洲
事
変
を
忘
れ
る
な
」、「
台
湾
防
衛
の
強
化
」
と
い
う
趣
旨
を
貫
徹
さ
せ
よ
う

と
し
た
。
最
初
の
事
変
映
画
の
野
外
上
映
、
千
万
人
の
慰
霊
祭
、
旗
行
列
、
神

社
参
拝
か
ら
、
北
大
営
模
擬
戦
、
暗
黒
五
分
間
の
記
念
の
夜
、
集
団
黙
禱
、
国

旗
掲
揚
、
市
街
攻
防
戦
、
消
防
救
火
救
護
演
習
、
全
台
防
衛
団
の
結
成
を
通
し

て
、
満
洲
事
変
は
外
部
の
傍
観
事
件
か
ら
内
部
の
身
体
経
験
へ
と
変
化
し
て

い
っ
た
。
身
体
五
感
に
訴
え
る
集
団
演
習
に
よ
っ
て
「
事
変
を
記
憶
」
さ
せ
よ

う
と
台
湾
人
を
動
員
し
、
事
変
の
模
擬
と
復
習
を
通
し
て
、
台
湾
が
侵
略
さ
れ

た
場
合
の
危
機
感
を
作
り
出
す
。「
満
洲
事
変
を
契
機
」
に
国
防
意
識
と
動
員

能
力
を
高
め
る
こ
と
が
、
台
湾
総
督
府
の
「
満
洲
事
変
記
念
日
」
活
動
の
趣
旨

で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

輝
け
る
九
月
、
神
聖
な
る
「
九
一
八
」
が
近
づ
く
と
、
児
童
か
ら
青
、
中
、

壮
年
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
全
台
湾
民
衆
が
、
遅
寝
早
起
き
し
て
事
変
を
回
顧

し
、
カ
ー
ニ
バ
ル
の
よ
う
な
国
防
式
典
に
参
加
す
る
。
記
念
活
動
と
ラ
ジ
オ
、

新
聞
、
宣
伝
冊
子
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
、
台
湾
の
隅
々
に
ま
で
浸
透
し

た
こ
の
祝
日
は
、
満
洲
事
変
と
上
海
事
変
に
結
び
つ
け
ら
れ
、
国
際
都
市
上
海

の
空
襲
の
経
験
と
危
機
感
を
も
台
北
に
注
入
し
た
。
台
北
が
攻
撃
さ
れ
る
と
い

う
想
定
は
、
演
習
活
動
の
中
で
ど
ん
ど
ん
リ
ア
ル
さ
が
加
味
さ
れ
て
い
く
。
普

段
、
市
民
が
立
ち
寄
る
繁
華
街
、
一
九
三
二
年
一
一
月
に
竣
工
・
開
業
し
た
菊
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元
百
貨
店
、
新
世
界
映
画
館
、
新
高
堂
書
店
前
は
、
市
街
攻
防
戦
の
危
機
一
髪

の
戦
地
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
従
い
、
島
都
に
倣
っ
て
記
念
活
動
を
行
う
他
の
都

市
は
も
ち
ろ
ん
、
遠
く
離
れ
た
離
島
で
さ
え
、
国
防
の
最
前
線
と
い
う
仮
想
に

包
ま
れ
て
い
っ
た
。

　

新
聞
な
ど
の
印
刷
物
、
ラ
ジ
オ
中
継
、
軍
事
演
習
、
公
共
講
演
、
軍
歌
放

送
、
事
変
映
画
が
あ
り
、
市
街
行
列
と
神
社
参
拝
が
行
わ
れ
、
い
た
る
と
こ
ろ

「
日
の
丸
」
旗
で
埋
め
つ
く
さ
れ
た
。
台
北
を
中
心
に
、
官
民
大
衆
、
地
元
有

力
者
は
も
と
よ
り
中
小
学
生
の
間
に
ま
で
普
及
し
た
全
島
行
事
は
、
遠
く
東

京
、
新
京
と
直
接
結
び
付
け
ら
れ
た
。
台
湾
本
島
か
ら
離
島
の
各
地
に
お
け
る

演
習
を
と
お
し
て
、
満
洲
事
変
を
経
験
し
な
か
っ
た
台
湾
人
も
郷
軍
団
体
及
び

官
庁
政
府
の
指
揮
に
従
い
、
事
変
を
模
し
、
戦
没
し
た
皇
軍
を
弔
う
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
。
人
波
が
ご
っ
た
返
す
中
、
白
黒
映
画
、
ラ
ジ
オ
中
継
の
北
国

の
戦
地
映
像
を
目
に
、
耳
に
し
な
が
ら
、
北
大
営
の
砲
煙
戦
火
に
思
い
を
馳

せ
、
今
ま
で
見
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
魔
都
上
海
の
姿
を
あ
っ
け
に
と
ら
れ

て
見
聞
き
し
て
い
た
。
白
昼
に
轟
音
を
と
ど
ろ
か
せ
て
訪
問
機
が
都
市
か
ら
都

市
へ
と
飛
ん
で
行
く
の
を
仰
ぎ
見
て
、
夜
は
全
台
湾
を
挙
げ
て
、
北
大
営
が
爆

撃
さ
れ
た
夜
の
暗
闇
を
体
験
す
る
。
人
々
は
堂
々
と
、
気
軽
に
大
勢
が
行
列

し
、
歓
呼
し
、
黙
禱
し
、
帝
国
の
何
億
の
国
民
臣
民
と
同
時
に
慰
霊
を
し
、
夢

幻
の
満
洲
新
国
家
、
王
道
楽
土
へ
敬
礼
を
送
り
、
内
地
と
満
洲
の
「
大
人
物
」

の
特
別
放
送
を
初
め
て
耳
に
し
た
の
で
あ
る
。
台
北
、
上
海
、
東
京
、
新
京
、

哈
爾
浜
、
奉
天
か
ら
、
台
湾
の
メ
デ
ィ
ア
で
は
報
道
さ
れ
な
か
っ
た
朝
鮮
・
京

城
な
ど
の
各
地
の
活
動
ま
で
す
べ
て
が
事
変
に
ち
な
ん
だ
祝
日
と
し
て
、
帝
国

内
の
同
時
的
な
慶
祝
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
想
像
上
の
運
命
共
同
体
に
編
入
さ
れ
て

い
っ
た
。

　

植
民
地
版
の
「
九
一
八
を
忘
れ
る
な
」
の
行
事
は
、
同
時
期
の
中
国
で
の
行

事
の
趣
旨
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
台
湾
社
会
と
は
ほ
と
ん
ど
無
関
係
の

事
件
が
全
島
を
挙
げ
て
慶
祝
さ
れ
た
の
と
同
様
、「
満
洲
事
変
記
念
日
」
は
正

に
「
離
地
性
の
（
現
地
を
離
れ
た
）」
祝
典
で
あ
り
、
典
型
的
な
植
民
地
記
念
日

で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
対
立
感
情
を
呼
び
起
こ
す
記
念
行
事
、
本
土
民

衆
の
危
機
感
の
動
員
は
、
毎
年
全
島
で
繰
り
返
さ
れ
る
演
習
の
プ
ロ
セ
ス
を
経

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
は
や
た
だ
の
形
式
的
な
記
念
日
で
は
な
く
な
っ
て
い

た
。
そ
れ
は
日
本
全
土
、
朝
鮮
植
民
地
に
漲
る
同
時
代
の
雰
囲
気
へ
と
つ
な
が

る
台
湾
の
「
満
洲
ブ
ー
ム
」
を
生
産
す
る
重
要
な
場
で
あ
っ
た
。
台
湾
の
在
地

的
な
見
方
を
欠
い
た
転
載
に
よ
る
満
洲
軍
政
情
勢
報
道
、
あ
る
い
は
国
際
情
報

に
比
べ
て
、
一
般
民
衆
の
間
に
満
洲
事
変
周
年
記
念
行
事
と
南
方
防
衛
宣
伝
が

浸
透
し
た
こ
と
は
、
日
常
生
活
に
対
す
る
満
洲
事
変
の
影
響
を
身
近
に
感
じ
さ

せ
た
。
自
主
的
か
強
制
か
、
意
識
的
か
無
意
識
的
か
に
か
か
わ
ら
ず
、「
満
洲

事
変
周
年
記
念
」
は
当
時
の
台
湾
人
が
満
洲
に
近
づ
き
、
満
洲
を
感
じ
取
り
、

満
洲
を
想
像
す
る
方
法
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

三
、
台
北
市
の
「
カ
フ
ェ
ー
満
洲
」
─
─
満
洲
の
テ
キ
ス
ト
化

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
祝
日
（festival

）
化
の
操
作
に
よ
っ
て
、
満
洲
事
変
記
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念
日
は
一
種
の
祭
典
と
な
っ
た
。
事
変
は
冷
め
る
こ
と
な
く
、
海
を
渡
り
、
南

の
島
で
再
燃
し
た
。
帝
国
の
領
有
地
の
中
で
、「
満
洲
国
」
を
除
い
て
最
大
の

中
華
の
土
地
で
あ
る
台
湾
に
対
し
、
台
湾
の
統
治
者
は
意
識
的
な
精
神
教
育
に

よ
っ
て
、
植
民
地
民
衆
の
対
満
洲
輿
論
と
満
洲
認
識
を
導
い
た
。
特
定
の
報
道

と
輿
論
の
も
と
で
、
満
洲
事
変
の
台
湾
に
お
け
る
在
地
化
を
促
し
、
そ
れ
を
島

民
の
常
識
と
感
情
の
中
に
導
入
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
満
洲
は
幾
ら
か
の
役
割

を
果
た
し
た
。
台
北
市
は
全
島
の
都
市
防
衛
シ
ス
テ
ム
の
中
心
と
な
り
、
東
ア

ジ
ア
の
中
で
攻
撃
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
都
市
の
一
つ
で
あ
る
と
宣
伝
さ
れ
、

国
防
の
色
彩
が
濃
厚
と
な
っ
た
。
三
〇
年
代
初
期
に
は
メ
デ
ィ
ア
が
注
目
す
る

島
都
の
議
題
が
文
学
作
品
に
投
影
さ
れ
、
満
洲
を
題
材
と
す
る
作
品
も
現
れ

た
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
「
満
洲
内
在
化
」
の
連
鎖
反
応
で
あ
っ
た
。

　

一
九
三
〇
年
代
初
期
の
日
本
の
政
局
は
極
め
て
不
安
定
で
あ
っ
た
。
三
二
年

一
月
に
は
朝
鮮
独
立
運
動
の
活
動
家
李
奉
昌
が
、
閲
兵
式
終
了
後
帰
途
に
つ
く

昭
和
天
皇
へ
手
榴
弾
を
投
げ
る
と
い
う
「
桜
田
門
事
件
」
が
起
こ
っ
た
。
二
月

に
は
急
進
的
な
右
翼
が
「
私
欲
に
心
酔
し
、
国
防
を
軽
視
し
、
国
利
民
福
を
顧

み
な
い
凶
悪
な
輩
」
を
襲
撃
の
対
象
と
す
る
「
血
盟
団
事
件
」
を
起
こ
し
、
前

大
蔵
大
臣
な
ど
の
要
人
を
連
続
し
て
暗
殺
し
た
。
五
月
一
五
日
に
は
平
民
出
身

で
、
日
本
憲
政
精
神
の
象
徴
で
も
あ
っ
た
首
相
犬
養
毅
が
海
軍
軍
人
に
暗
殺
さ

れ
る
事
件
が
起
こ
り
、
朝
野
を
震
撼
さ
せ
た
。
こ
の
「
五
一
五
事
件
」
は
大
正

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
中
で
成
長
し
て
き
た
政
党
政
治
を
破
壊
し
、
政
党
内
閣
は
こ

こ
に
終
止
符
を
う
っ
た
の
で
あ
る（

52
）。
こ
れ
ら
の
事
件
の
成
り
行
き
に
『
台
湾
日

日
新
報
』
は
注
目
し
た
が
、
事
件
当
時
の
報
道
は
か
な
り
簡
単
な
も
の
で
あ

り
、
報
道
の
焦
点
は
や
は
り
満
洲
事
変
後
の
進
展
と
国
際
的
な
動
向
に
絞
ら
れ

て
い
た
。

　

輿
論
の
主
流
に
制
約
さ
れ
た
情
況
の
中
で
、
台
北
の
市
民
生
活
を
反
映
し
、

台
湾
人
の
輿
論
に
関
心
を
持
ち
、
同
時
に
満
洲
の
動
向
に
も
触
れ
た
島
都
の
小

説
は
、
わ
れ
わ
れ
に
当
時
の
台
湾
人
の
思
考
と
感
情
を
知
る
た
め
の
視
角
を
提

供
し
て
く
れ
る
。
林
煇
焜
（
一
九
〇
二
─
？
）
の
日
本
語
長
編
小
説
『
争
へ
ぬ

運
命（

53
）』

は
そ
の
よ
う
な
小
説
の
代
表
作
の
一
つ
と
い
え
る
。
い
ま
だ
こ
の
小
説

は
、
通
俗
文
学
あ
る
い
は
都
市
の
現
代
性
と
い
っ
た
見
方
か
ら
の
み
批
評
さ
れ

て
お
り（

54
）、
満
洲
事
変
の
テ
ク
ス
ト
化
と
い
う
特
徴
は
、
い
ま
だ
指
摘
さ
れ
て
い

な
い
。
こ
の
点
が
本
節
に
お
い
て
注
目
す
る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
以
下
、
濃
厚

な
都
市
風
俗
と
市
民
的
な
色
彩
を
有
す
る
こ
の
物
語
の
背
景
と
内
容
に
つ
い

て
、
簡
単
に
整
理
し
て
お
く
。

　
『
争
へ
ぬ
運
命
』
は
一
九
三
二
年
七
月
か
ら
七
カ
月
に
わ
た
っ
て
、『
台
湾
新

民
報
』
に
計
百
七
十
回
連
載
さ
れ
た
。
作
者
林
煇
焜（

55
）は
京
都
帝
国
大
学
経
済
学

部
の
卒
業
生
で
、
当
時
は
淡
水
信
用
組
合
の
専
務
理
事
で
あ
っ
た
。
留
学
帰
り

の
青
年
が
台
湾
社
会
に
溶
け
込
ん
で
い
く
と
い
う
作
家
自
身
の
経
験
を
記
述
の

主
軸
と
し
、
運
命
に
翻
弄
さ
れ
る
二
つ
の
結
婚
悲
劇
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い

る
。
作
者
は
広
い
視
野
を
も
っ
て
、
新
時
代
の
気
風
と
伝
統
習
俗
と
が
相
俟
っ

て
混
沌
と
し
た
「
過
渡
期
」（
三
一
二
頁
）
に
お
け
る
台
北
人
の
生
活
の
多
面

性
を
描
く
。
小
説
は
霞
海
城
隍
の
生
誕
記
念
の
前
日
、
広
口
商
社
の
跡
地
に
あ
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る
「
カ
フ
ェ
ー
満
洲
」
か
ら
始
ま
る
。
連
載
第
一
回
は
、「
満
洲
国
へ
行
つ
て

ル
ン
ぺ
ン
に
な
つ
ち
や
、
困
る
で
せ
う
が
、
カ
フ
エ
ー
満
洲
な
ら
、
大
丈
夫

よ
」
と
書
か
れ
、
ま
た
旧
暦
五
月
一
三
日
の
「
大
拜
拜
」
に
も
触
れ
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
具
体
的
な
日
に
ち
は
一
九
三
二
年
六
月
一
五
日
で
あ
る
こ
と
が

分
か
る
。
一
九
二
八
年
六
月
四
日
、
北
洋
軍
奉
系
軍
閥
の
首
領
張
作
霖
が
乗
っ

た
北
京
か
ら
瀋
陽
行
き
の
特
別
列
車
が
、
早
朝
に
東
北
軍
閥
が
運
営
す
る
京
奉

鉄
道
と
満
鉄
線
が
交
差
す
る
皇
姑
屯
附
近
を
通
過
し
た
時
、
関
東
軍
が
埋
め
た

爆
弾
に
よ
り
爆
破
さ
れ
た
。
田
中
義
一
内
閣
は
張
作
霖
爆
殺
事
件
に
直
面
し
た

が
、
事
件
の
処
理
過
程
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
誘
発
し
た
た
め
、
一
九

二
九
年
七
月
に
二
年
あ
ま
り
で
辞
職
し
た
。
そ
の
次
に
濱
口
雄
幸
内
閣
が
登
場

し
た
。

　

一
九
二
九
年
は
世
界
経
済
大
恐
慌
が
始
ま
っ
た
年
で
あ
る
。
一
九
三
〇
年
に

な
る
と
世
界
的
に
物
価
が
暴
落
し
、
濱
口
内
閣
は
一
月
に
金
輸
出
解
禁
を
実
施

し
、
国
内
経
済
を
保
護
し
よ
う
と
し
た
。
各
国
も
関
税
保
護
政
策
を
実
施
し
、

関
税
戦
は
改
め
て
世
界
信
用
恐
慌
を
巻
き
起
こ
し
た
。
一
九
三
一
年
九
月
に
は

イ
ギ
リ
ス
が
金
本
位
制
を
停
止
し
、
こ
れ
を
契
機
に
犬
養
毅
内
閣
が
成
立
、
一

二
月
に
金
輸
出
再
禁
止
を
実
施
し
た
。
こ
う
い
っ
た
連
鎖
的
な
世
界
経
済
危
機

は
台
湾
の
糖
業
貿
易
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
砂
糖
輸
入
国
の
需
要
減
少
に
よ
っ

て
余
剰
と
な
っ
て
い
た
砂
糖
の
輸
出
が
、
更
に
困
難
と
な
っ
た
の
で
あ
る（

56
）。
加

え
て
、
こ
の
時
期
は
満
洲
事
変
と
そ
れ
に
つ
づ
く
上
海
事
件
の
発
生
に
よ
り
、

増
加
し
た
軍
費
支
出
が
日
本
政
府
の
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、

日
中
衝
突
が
引
き
起
こ
し
た
排
日
の
風
潮
は
、
中
国
東
北
、
華
北
、
華
中
、
華

南
に
お
け
る
日
本
の
貿
易
の
全
面
的
な
萎
縮
を
も
た
ら
し（

57
）、

経
済
大
恐
慌
以
来

の
困
窮
を
さ
ら
に
増
大
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
三
一
─
一
九
三
二
年
に
か

け
て
日
本
国
内
に
お
い
て
物
価
は
暴
騰
し
、
豊
作
に
よ
っ
て
農
作
物
は
暴
落

し
、
同
時
に
中
国
を
主
な
市
場
と
す
る
台
湾
茶
の
輸
出（

58
）と

日
本
を
市
場
と
す
る

台
湾
の
米
穀
移
出
に
も
影
響
を
与
え
た
。

　

小
説
が
始
ま
る
六
月
は
、
一
連
の
経
済
危
機
の
衝
撃
、
濱
口
内
閣
の
財
政
緊

縮
政
策
、
金
輸
出
解
禁
に
伴
い
、
台
湾
の
経
済
が
日
増
し
に
困
窮
し
て
い
た
時

期
に
重
な
る
。
作
者
は
市
内
銀
行
員
の
言
を
通
し
て
、
台
湾
金
融
業
も
そ
の
影

響
を
受
け
、
融
資
需
要
の
増
加
、
借
金
の
回
収
困
難
な
ど
に
よ
り
疲
弊
し
て
い

く
事
実
に
触
れ
て
い
る
（
一
三
─
一
四
頁
）。
小
説
は
「
カ
フ
ェ
ー
満
洲
」
の
開

業
時
期
を
一
九
三
二
年
春
に
設
定
し
て
い
る
。「
満
洲
国
」
と
同
時
に
誕
生
し

た
こ
の
舞
台
を
借
り
て
、
作
者
は
皇
姑
屯
事
件
、
東
北
易
幟
、「
満
洲
国
」
建

国
、
満
洲
国
承
認
問
題
を
反
映
し
た
小
説
を
書
き
上
げ
、
台
湾
で
の
「
満
洲

ブ
ー
ム
」
を
引
き
起
こ
し
た
。
と
同
時
に
、
普
段
の
台
湾
人
の
会
話
と
付
き
合

い
を
通
し
て
、
東
ア
ジ
ア
の
政
治
経
済
情
勢
の
変
化
が
も
た
ら
し
た
台
湾
の
社

会
経
済
問
題
、
そ
し
て
一
家
の
興
亡
と
個
人
の
喜
怒
哀
楽
を
描
い
た
。

　

小
説
は
、
こ
の
二
階
建
て
の
カ
フ
ェ
ー
に
結
婚
の
悩
み
で
友
人
に
助
け
を
求

め
る
主
人
公
「
李
金
池
」
が
登
場
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
始
ま
る
。
表
町
に
位
置

す
る
こ
の
建
物
は
、
面
積
は
広
く
な
い
が
、
上
の
階
に
も
下
の
階
に
も
座
席
が

設
け
ら
れ
、
二
階
だ
け
で
も
十
二
、
三
の
コ
ー
ヒ
ー
テ
ー
ブ
ル
が
あ
り
、
当
時
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と
し
て
は
規
模
は
決
し
て
小
さ
く
な
い
。
蓄
音
機
か
ら
音
楽
が
流
れ
、
青
の
ガ

ラ
ス
製
の
花
瓶
と
白
の
四
角
い
灰
皿
が
テ
ー
ブ
ル
を
飾
っ
て
い
る
。
日
本
髷
を

結
っ
た
純
日
本
式
の
女
給
と
、
男
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
断
髪
の
洋
装
女
給
が

「
艶
姿
」
を
見
せ
、
テ
ー
ブ
ル
の
間
を
行
き
来
し
て
接
客
し
て
い
る
。
そ
の
数

は
二
十
七
、
八
人
。
一
群
の
客
が
「
カ
フ
ェ
ー
満
洲
」
の
ト
ッ
プ
女
給
、
静
子

と
い
う
日
本
人
女
性
と
談
笑
し
て
い
る
。

　
「
趙
さ
ん
も
、
徐
さ
ん
も
、
久
し
ぶ
り
ね
。
ど
う
し
て
い
ら
つ
し
や
る

の
？
」

　
（
中
略
）

　
「
病
気
で
、
入
院
し
て
ゐ
た
ん
だ
、
俺
は
、
ハ
ハ
ハ
…
…
。」

　
「
俺
も
さ
！
」

　

二
人
と
も
、
大
き
な
声
で
笑
ひ
な
が
ら
云
つ
た
。

　
「
ま
あ
、
ご
病
気
つ
て
、
ほ
ん
た
う
？
」

　

笑マ
マ

談
と
は
知
り
な
が
ら
、
静
子
は
、
真
面
目
く
さ
つ
て
、
哀
れ
み
を
含

ん
だ
声
で
云
つ
た
。

　
「
一
寸
も
見
舞
に
来
な
か
つ
た
か
ら
、
俺
は
、
再
び
満
洲
に
足
を
入
れ

ぬ
つ
も
り
で
ゐ
る
ん
だ
よ
。」

　
「
満
洲
へ
行
つ
て
、
ル
ン
ペ
ン
に
な
つ
ち
や
…
…
ハ
…
ハ
…
…
」

　

友
三
が
し
や
れ
を
云
つ
た
の
で
一
同
は
思
は
ず
笑
ひ
出
し
た
。

　
「
ほ
ん
た
う
に
ね
。
満
洲
国
へ
行
つ
て
ル
ン
ぺ
ン
に
な
つ
ち
や
、
困
る

で
せ
う
が
、
カ
フ
エ
ー
満
洲
な
ら
、
大
丈
夫
よ
。」

　
「
あ
つ
ち
の
満
洲
は
、
金
儲
け
に
行
く
ん
で
せ
う
が
、
こ
つ
ち
の
満
洲

は
、
金
使
い
だ
ぞ
。」

　
（
中
略
）

　
「
あ
つ
ち
の
満
洲
へ
金
儲
け
の
つ
も
り
で
、
多
額
の
旅
費
を
つ
か
つ
た

揚
句
、
ル
ン
ぺ
ン
に
な
つ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
そ
れ
こ
そ
馬
鹿
を
見
ち
や

う
で
せ
う
。
そ
れ
よ
り
も
、
こ
つ
ち
の
満
洲
の
方
が
い
ゝ
と
思
ふ
わ
。」

（
一
一
─
一
二
頁
）

　

経
済
恐
慌
が
続
い
て
不
景
気
な
こ
の
時
期
、「
満
洲
へ
出
稼
ぎ
に
行
く
」
と

い
う
話
は
台
湾
で
も
盛
り
上
が
る
話
題
で
あ
っ
た
。

　
「
カ
フ
ェ
ー
満
洲
」、「
明
治
喫
茶
店
」、「
新
高
喫
茶
店
」
そ
れ
と
「
二
五
圓

均
一
」
の
料
理
を
提
供
す
る
「
高
砂
ビ
ー
ル
屋
」
は
、
島
都
の
繁
華
街
に
あ
る

新
興
の
娯
楽
場
で
あ
っ
た
。
カ
フ
ェ
ー
は
コ
ー
ヒ
ー
、
ビ
ー
ル
、
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
、
イ
チ
ゴ
サ
イ
ダ
ー
、
果
物
の
盛
り
合
わ
せ
、
軽
食
、
ケ
ー
キ
、
氷
ア

ズ
キ
、
寿
司
、
デ
ザ
ー
ト
な
ど
を
提
供
す
る
が
、「
明
治
」
あ
る
い
は
「
新

高
」
と
比
べ
る
と
、
女
給
が
い
る
カ
フ
ェ
ー
満
洲
は
男
性
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
強

調
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
特
に
注
意
す
べ
き
は
、
小
説
の
男
性
主
人
公
の
放
浪

地
の
一
つ
と
し
て
、「
カ
フ
ェ
ー
満
洲
」
は
小
説
の
時
間
の
隠
喩
に
見
え
る
こ

と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
争
へ
ぬ
運
命
」
と
い
う
時
代
遅
れ
の
結
婚
悲
劇
が
生

じ
た
時
期
の
台
湾
は
、
す
で
に
明
治
か
ら
大
正
、
昭
和
へ
と
移
り
、
さ
ら
に
風
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雲
変
化
の
満
洲
の
時
代
に
入
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
父
女
情
深
」
と
い
う
一
節
で
は
、
台
湾
出
身
の
謝
介
石（

59
）及

び
日
本
出
身
の

駒
井
徳
三
が
「
満
洲
国
」
高
官
の
座
に
め
で
た
く
登
っ
た
こ
と
が
メ
デ
ィ
ア
で

大
き
く
報
道
さ
れ
た
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。

　

三
段
ぬ
き
に
大
見
出
が
、

　
「
宮
中
の
貴
賓
、
政
府
の
国
賓
と
し
て
」「
謝
外
交
総
長
の
」「
接
待
方

法
決
定
」
と
、
初
、
一
、
二
号
と
い
ふ
順
に
活
字
が
三
行
に
列
べ
ら
れ
て

あ
つ
た
。
更
に
五
号
活
字
が
、

　
「
来
る
○
○
日
来
朝
す
る
満
洲
国
特
使
謝
介
石
氏
の
接
待
方
法
に
就
い

て
は
宮
中
の
貴
賓
と
し
て
待
遇
し
、
そ
の
後
政
府
の
待
遇
を
国
賓
と
す
る

に
決
定
、
宮
内
、
外
務
両
省
に
打
合
中
の
所
○
日　

天
皇
陛
下
の
御
裁
可

を
仰
ぎ
宮
中
御
接
待
の
ス
ケ
ジ
ユ
ー
ル
を
左
の
如
く
発
表
し
た
。
云
々

…
…
」
と
綴
つ
て
あ
つ
た
。

　
「
ま
あ
、
ほ
ん
と
に
、
素
的
ね
。」

　
「
そ
う
だ
ね
。
世
の
中
つ
て
解
ら
ん
も
の
だ
よ
。
謝
さ
ん
が
、
吾
々
の

仲
間
で
は
、
一
番
呑
気
坊
で
、
一
番
無
鉄
砲
な
男
だ
つ
た
が
、
併
し
、
人

間
つ
て
い
ふ
者
は
、
時
、
運
、
命
の
三
拍
子
が
揃
は
な
い
と
…
…
。」

　
「
ほ
ん
た
う
だ
わ
。
お
父
さ
ん
も
謝
さ
ん
と
同
じ
や
う
に
中
国
へ
渡
つ

て
お
れ
ば
、
今
頃
、
或
は
、
謝
さ
ん
の
や
う
に
何
か
の
総
長
に
な
つ
て
る

か
も
知
れ
な
い
わ
。」

　
「
い
ゝ
や
、
さ
う
は
い
か
ん
よ
。
た
と
へ
、
時
と
命
と
は
同
じ
で
も
、

運
つ
て
い
ふ
奴
が
な
け
れ
ば
。
儂
かマ
マ

仮
に
中
国
へ
渡
つ
て
お
つ
て
も
、

…
…
さ
あ
ど
う
な
つ
て
い
る
ん
だ
ら
う
ね
。
お
そ
ら
く
馬
賊
に
や
ら
れ
て

死
ん
で
い
る
だ
ら
う
ね
。
ハ
、
ハ
…
…
。」

　
「
さ
う
ね
。
全
く
運
か
も
知
れ
な
い
わ
。
そ
れ
、
今
の
駒
井
総
務
な
ん

か
、
大
学
を
出
た
と
き
、
ど
こ
か
の
電
力
会
社
か
、
石
油
会
社
か
の
採
用

試
験
に
合
格
し
な
か
つ
た
と
か
、
重
役
の
質
問
が
気
に
食
は
な
か
つ
た
と

か
で
満
鉄
へ
入
つ
た
ん
だ
さ
う
で
す
。
そ
れ
が
、
今
日
一
国
の
総
務
と
な

つ
て
る
ぢ
や
な
い
の
ホ
、
ホ
…
…
。」（
二
六
三
─
二
六
四
頁
）

　

謝
介
石
は
一
九
三
二
年
三
月
九
日
に
満
洲
国
外
交
部
総
長
に
、
翌
日
に
駒
井

徳
三
が
総
務
長
官
に
任
命
さ
れ
た
。
士
紳
階
層
の
台
湾
人
が
満
洲
国
建
国
後
に

重
用
さ
れ
た
こ
と
は
、
島
内
で
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
社
会
人
に
な
っ
た
当

初
は
失
意
に
あ
っ
た
駒
井
徳
三
が
抜
擢
さ
れ
て
、
満
洲
へ
才
能
を
生
か
し
に
行

こ
う
と
日
本
の
青
年
に
呼
び
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
立
身
出
世
の
最
も

代
表
的
な
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
家
庭
に
お
け
る
父
と
娘
の
対
話
は
、
満

洲
に
対
す
る
台
湾
の
中
上
層
階
級
の
認
識
は
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
お
り
、「
機
会
に
満
ち
た
新
天
地
」
と
「
馬
賊
に
や
ら
れ
て
」
は
当
時
の

満
洲
認
識
に
お
け
る
両
極
を
反
映
し
て
い
る
。

　

満
洲
国
建
国
初
期
の
人
事
任
命
以
外
に
、
政
界
の
更
迭
に
伴
っ
て
登
場
し
て

く
る
人
物
の
経
歴
も
、
台
湾
の
知
識
人
に
多
く
の
感
慨
を
も
た
ら
し
た
。「
反
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抗
」
と
い
う
一
節
に
お
い
て
、
士
林
望
族
の
出
身
で
あ
る
金
池
学
長
「
玉
生
」

は
、
連
日
報
道
さ
れ
る
斉
藤
内
閣
の
ニ
ュ
ー
ス
を
読
み
、
今
の
首
相
が
か
つ
て

は
台
湾
の
県
政
府
の
役
人
で
あ
っ
た
こ
と
に
鑑
み
、
自
分
は
京
都
帝
国
大
学
と

い
う
最
高
学
府
を
卒
業
し
た
の
に
前
途
が
暗
い
、
と
慨
嘆
し
て
い
る
。

　

作
者
は
満
洲
事
変
に
関
係
す
る
事
態
の
描
写
を
通
し
て
、
一
九
三
二
年
を

「
満
洲
事
変
の
時
代
」
と
記
し
て
い
る
。
日
本
の
元
号
の
「
明
治
」、
台
湾
の
象

徴
「
新
高
」、
国
際
的
焦
点
で
あ
る
「
満
洲
」
に
ち
な
ん
で
命
名
さ
れ
た
こ
れ

ら
の
し
ゃ
れ
た
カ
フ
ェ
ー
は
、
変
化
し
つ
つ
あ
る
東
ア
ジ
ア
の
図
像
を
浮
き
彫

り
に
し
て
い
る
。「
カ
フ
ェ
ー
満
洲
」
で
幕
が
あ
げ
ら
れ
た
こ
の
小
説
は
、
娯

楽
場
の
名
称
を
用
い
て
こ
の
尋
常
で
は
な
い
東
ア
ジ
ア
の
変
局
を
反
映
す
る（

60
）一

方
、
一
九
三
〇
年
代
に
台
北
は
市
民
消
費
と
公
共
空
間
が
活
発
に
発
展
す
る

「
カ
フ
ェ
ー
時
代（

61
）」
に
入
っ
た
こ
と
も
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
、
植
民
統

治
は
安
定
し
、
和
洋
混
交
の
文
化
が
盛
ん
に
な
り
、
日
台
の
生
活
習
慣
も
交
じ

り
合
い
、
民
間
企
業
は
旧
暦
と
新
暦
の
元
日
（
日
本
の
元
旦
）
に
そ
れ
ぞ
れ
決

算
、
年
賀
の
行
事
を
行
い
、
人
々
は
場
面
に
よ
っ
て
洋
服
、
和
服
、
台
湾
服
を

着
替
え
る
の
に
慣
れ
て
い
た
。
京
都
帝
国
大
学
で
法
律
を
学
ん
だ
李
金
池
は
、

あ
る
時
雨
が
降
る
酷
暑
の
午
後
に
、
家
族
経
営
の
会
社
に
勤
め
る
同
じ
大
学
の

先
輩
、
総
督
府
衛
生
課
の
役
人
、
銀
行
員
、
商
人
な
ど
と
、「
カ
フ
ェ
ー
満

洲
」
の
一
つ
の
テ
ー
ブ
ル
に
集
ま
っ
た
。

　

黒
い
学
生
服
、
洋
服
、
白
い
役
人
服
を
着
た
高
学
歴
の
新
式
の
青
年
た
ち
の

集
ま
り
は
、
カ
フ
ェ
ー
を
優
雅
に
彩
っ
た
。
彼
ら
の
談
話
と
活
動
か
ら
、
蓬
莱

閣
、
江
山
楼
に
お
け
る
フ
ォ
ー
マ
ル
な
宴
会
、
カ
フ
ェ
ー
に
お
け
る
集
ま
り
や

談
話
に
、
中
上
層
が
す
っ
か
り
慣
れ
て
い
る
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
総
督
府
の
役
人
た
ち
は
休
日
に
は
制
服
か
ら
解
放
さ
れ
、
淡
水
の

ゴ
ル
フ
場
へ
行
っ
た
り
（
二
六
五
頁
）、
圓
山
野
球
場
で
熾
烈
な
野
球
の
試
合

を
見
た
り
し
た
（
四
四
一
頁
）。
ま
た
羽
衣
会
館
、
同
聲
倶
楽
部
な
ど
の
ダ
ン

ス
ホ
ー
ル
で
は
上
海
、
日
本
、
台
湾
出
身
の
踊
子
た
ち
が
ワ
ル
ツ
、
フ
ォ
ッ
ク

ス
ト
ロ
ッ
ト
を
踊
っ
た
り
し
て
い
る
（
三
九
七
頁
、
三
九
八
頁
）。
そ
の
他
、
倶

楽
部
、
草
山
の
ホ
テ
ル
、
北
投
温
泉
旅
館
（
三
五
一
頁
、
三
八
八
頁
）、
大
稻
埕

芸
者
の
現
代
風
寝
室
の
花
柳
密
室
（
二
〇
二
頁
）
も
男
た
ち
が
遊
び
に
ふ
け
る

場
所
で
あ
る
。
電
報
、
電
話
、
新
聞
を
通
し
て
情
報
が
伝
え
ら
れ
、
電
力
会

社
、
火
災
保
険
、
記
者
、
代
書
な
ど
の
新
し
い
業
種
や
職
種
が
発
達
し
、
名
刺

は
紳
士
、
エ
リ
ー
ト
た
ち
の
必
携
品
と
な
り
、
遺
産
相
続
、
連
帯
保
証
、
離
婚

条
件
な
ど
の
法
律
概
念
も
普
及
し
始
め
て
い
た
。

　

中
上
層
男
性
の
公
共
空
間
と
生
活
ス
タ
イ
ル
が
形
成
さ
れ
て
い
く
と
同
時

に
、
こ
の
都
市
に
お
け
る
女
性
の
活
動
空
間
と
消
費
活
動
も
増
大
し
た
。「
結

婚
に
依
つ
て
、
明
い
人
生
を
見
出
さ
う
と
し
て
ゐ
た
」（
二
三
九
頁
）、「
結
婚

生
活
は
、
愛
と
愛
の
結
合
で
、
自
他
の
合
一
で
あ
る
」（
五
六
頁
）、「
結
婚
の

第
一
条
件
は
恋
愛
だ
」（
九
九
頁
）、「
愛
の
な
い
結
婚
は
、
体
裁
の
い
ゝ
人
身

売
買
だ
と
思
ふ
」（
九
九
頁
）
な
ど
の
考
え
方
が
流
行
り
、
女
性
も
「
西
洋
の

女
の
や
う
に
は
望
み
得
な
い
が
、
せ
め
て
、
日
本
婦
人
の
や
う
に
、
少
し
位
ゐ

の
自
由
を
認
め
て
欲
し
か
つ
た
」（
三
〇
頁
）
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
女
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学
校
で
も
結
婚
は
し
ば
し
ば
話
題
と
な
り
（
六
二
頁
）、
デ
ー
ト
、
ラ
ブ
レ

タ
ー
、
自
由
恋
愛
、
友
人
関
係
か
ら
の
結
婚
、
自
由
な
情
欲
な
ど
が
女
性
た
ち

の
熱
中
す
る
話
題
と
な
っ
た
。
洋
裁
、
化
粧
、
読
書
は
イ
ン
テ
リ
女
性
の
教
養

と
日
常
生
活
の
重
要
な
一
部
分
と
な
っ
た
。
上
流
階
級
の
女
学
生
が
内
地
の
修

学
旅
行
に
参
加
し
（
二
二
一
頁
）、
女
性
車
掌
、
女
性
教
師
、
女
医
な
ど
の
職

業
婦
人
が
登
場
し
、
台
湾
の
街
角
に
も
「
モ
ガ
」（m

odern girl

）、「
モ
ボ
」

（m
odern boy

）、「
不
良
少
年
」、「
不
良
少
女
」
が
現
れ
た
。
島
都
の
上
流
階

級
の
娘
た
ち
は
ま
さ
に
モ
ダ
ン
で
あ
り
（
二
五
一
頁
）、
ハ
イ
ヒ
ー
ル
、
ソ
ッ

ク
ス
、
つ
や
つ
や
の
素
足
が
流
行
り
、
神
前
結
婚
、
白
い
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ

ス
、
乗
用
車
パ
レ
ー
ド
は
令
嬢
た
ち
の
結
婚
に
不
可
欠
な
ア
イ
テ
ム
と
な
っ

た
。
太
平
町
に
あ
る
台
湾
唯
一
の
七
階
建
て
ビ
ル
で
あ
る
菊
元
百
貨
店
（
四
一

五
頁
）、
洋
服
、
帽
子
、
洋
傘
、
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
を
扱
う
村
井
商
行
と
盛
進
商

行
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
月
給
の
半
分
以
上
も
す
る
舶
来
品
の
香
水
を
扱
う
大

倉
百
貨
店
、『
主
婦
の
友
』
を
販
売
す
る
新
高
堂
書
店
及
び
カ
フ
ェ
ー
、
映
画

館
、
動
物
園
、
公
園
な
ど
は
す
べ
て
、
若
い
女
性
が
バ
ス
に
乗
れ
ば
す
ぐ
に

行
っ
て
ぶ
ら
つ
け
る
場
所
で
あ
っ
た
（
二
五
二
頁
、
二
五
九
頁
）。

　

台
北
の
も
っ
と
も
広
い
三
つ
の
道
路
に
は
市
営
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、
ト
ラ
ッ

ク
が
疾
走
し
、
総
督
官
邸
前
や
都
心
周
辺
は
常
に
何
百
台
も
の
車
が
行
き
来
し

て
い
る
（
二
一
頁
）。
路
面
電
車
と
道
路
が
交
錯
し
、
新
式
の
散
水
車
が
繰
り

返
し
熱
い
道
路
に
水
を
ま
い
て
い
る
（
二
四
八
頁
）。「
新
館
」（「
新
世
界
館
」

の
略
称
）、「
第
二
世
界
館
」、「
芳
乃
館
」
な
ど
の
映
画
館
に
は
、
日
本
の
現
代

劇
、
任
侠
物
、
時
代
劇
が
す
べ
て
そ
ろ
っ
て
い
た
（
一
六
七
頁
）。
台
北
銀
座

と
呼
ば
れ
る
栄
町
、
新
銀
座
と
呼
ば
れ
る
京
町
な
ど（

62
）の

シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ー
に

は
鮮
や
か
で
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の
高
級
商
品
が
飾
ら
れ
、
手
頃
な
西
門
の
夜
市

は
人
波
で
ご
っ
た
返
し
て
い
た
。
国
際
基
準
に
合
わ
せ
て
商
店
文
化
に
も
新
し

い
ス
タ
イ
ル
が
定
着
し
、
均
一
価
格
、
年
末
セ
ー
ル
、
食
事
の
前
に
清
算
す
る

営
業
ス
タ
イ
ル
も
現
れ
、「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」、「
毎
度
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
な
ど
新
式
の
挨
拶
も
絶
え
間
な
く
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

中
上
層
家
庭
の
蓄
音
機
か
ら
は
舶
来
の
ジ
ャ
ズ
が
流
れ
（
七
九
─
八
〇
頁
）、
ラ

ジ
オ
は
各
種
の
情
報
や
日
本
の
経
済
ニ
ュ
ー
ス
を
放
送
し
て
い
た
（
一
五
一

頁
）。『
台
湾
日
日
新
報
』
や
『
台
湾
新
民
報
』
を
通
し
て
、
国
際
的
な
重
要
情

報
か
ら
台
北
の
冠
婚
葬
祭
ま
で
が
、
す
ぐ
に
人
々
の
お
茶
の
間
の
話
題
と
な
る

の
で
あ
っ
た
。

　

市
営
バ
ス
は
故
障
が
頻
発
し
、
パ
ン
ク
や
ガ
ス
欠
の
た
め
に
途
中
で
止
ま
っ

て
す
し
詰
め
に
な
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
中
で
乗
客
同
士
が
乗
り
換
え
の
際
に
出

会
い
、
更
に
交
際
を
深
め
て
い
く
物
語
も
増
え
て
き
た
。
夜
九
時
半
の
終
バ
ス

は
市
民
の
移
動
と
夜
間
生
活
の
延
長
に
大
き
な
便
利
を
提
供
し
、
女
性
車
掌
は

愛
想
が
よ
く
、「
乗
客
第
一
」
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
言
い
争
い
が
絶
え
な
い
鉄
道

の
駅
と
は
ま
っ
た
く
別
の
世
界
で
あ
っ
た
（
一
三
七
─
一
三
八
頁
）。
バ
ス
を
降

り
る
乗
客
た
ち
の
中
に
、
白
い
麻
の
背
広
を
着
て
、
黒
い
蝶
ネ
ク
タ
イ
を
つ

け
、
外
国
製
の
や
や
上
等
の
パ
ナ
マ
帽
を
被
り
、
ベ
ッ
コ
ウ
の
眼
鏡
を
か
け
た

紳
士
が
い
る
の
も
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
（
二
二
頁
）。
真
っ
白
な
ス
ー



172

ツ
に
黒
い
ネ
ク
タ
イ
、
運
転
免
許
を
持
ち
、
相
変
わ
ら
ず
危
険
だ
と
思
わ
れ
て

い
る
乗
用
車
を
運
転
す
る
紳
士
た
ち
（
一
九
〇
頁
）
も
、
偶
に
見
か
け
ら
れ
る

島
都
の
美
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
内
地
あ
る
い
は
台
湾
の
大
学
を
出
た
卒
業
生
が
増
加
し
、「
知
的
労

働
」
に
よ
っ
て
生
き
て
い
く
「
エ
リ
ー
ト
層
」
が
形
成
さ
れ
た
が
、
内
地
で
も

台
湾
で
も
供
給
が
需
要
を
上
回
り
、
法
学
士
は
「
ま
る
で
石
塊
の
や
う
に
何
処

で
も
こ
ろ
が
つ
て
る
や
う
な
も
ん
」
で
（
七
二
頁
）、
就
職
は
難
し
く
、
給
料

も
低
か
っ
た（

63
）。

公
学
校
上
級
の
女
学
校
の
卒
業
生
も
、
同
様
に
「
石
塊
の
よ
う

に
多
い
」
状
態
で
あ
っ
た
。
十
分
か
つ
適
切
な
職
業
が
提
供
さ
れ
な
か
っ
た
こ

れ
ら
の
新
し
い
女
性
の
多
く
は
、
都
市
の
サ
ー
ビ
ス
業
の
中
の
低
層
の
職
業
に

甘
ん
じ
る
し
か
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、「
カ
フ
ェ
ー
満
洲
」
に
は
女
学
校

出
身
の
女
給
が
十
六
人
も
い
た
と
い
う
（
二
九
九
頁
）。
台
北
市
役
所
、
御
成

町
市
場
、
米
国
領
事
館
、
馬
偕
医
院
、
圓
山
公
園
、
明
治
橋
、
台
湾
神
社
が
、

市
内
か
ら
士
林
、
北
投
へ
向
か
う
方
向
、
島
都
の
南
北
を
縦
貫
す
る
最
も
重
要

な
勅
使
街
道
の
両
側
に
あ
っ
た
。
新
聞
に
は
辞
書
を
調
べ
て
も
見
つ
か
ら
な
い

外
来
語
の
新
語
が
続
出
し
、
優
越
感
を
持
つ
都
市
民
も
「
大
都
市
の
台
北
に
住

ん
で
ゐ
た
ん
だ
か
ら
、
容
易
に
教
へ
て
も
ら
へ
た
が
」（
七
八
頁
）、
し
か
し

「
大
学
を
出
た
社
員
に
き
い
て
見
た
と
こ
ろ
、
何
時
も
首
を
か
た
む
け
て
ゐ
て

す
ぐ
に
返
答
が
で
き
な
い
ん
で
す
か
ら
ね
」（
七
五
頁
）
と
嘆
い
て
い
る
。
こ

の
他
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
冠
婚
葬
祭
の
習
慣
、
人
力
車
に
乗
っ

て
駆
け
回
る
芸
者
（
一
九
七
頁
）、
芸
者
の
歌
を
余
興
に
入
れ
る
俗
悪
な
婚
礼

（
三
三
二
頁
）、
農
業
社
会
に
は
め
っ
た
に
な
か
っ
た
交
通
事
故
、
大
稻
埕
の
女

性
が
湯
水
の
よ
う
に
金
を
使
う
流
行
（
二
一
九
頁
）、
一
夜
の
情
事
、
不
倫
、

離
婚
、
心
中
と
不
幸
者
の
「
自
殺
聖
地
」
で
あ
る
明
治
橋
、
宮
前
町
の
精
神
病

院
「
養
浩
堂
」（
三
七
〇
頁
）、
そ
し
て
破
れ
か
ぶ
れ
に
金
持
ち
の
金
を
脅
し
取

る
無
頼
の
徒
（
一
七
六
─
一
七
七
頁
）
な
ど
の
一
種
の
社
会
悪
も
ま
た
、
当
時

の
島
都
風
景
の
一
部
で
あ
っ
た
。

　

祖
母
の
八
十
一
歳
の
誕
生
日
を
祝
う
た
め
、
主
人
公
の
金
池
は
大
学
三
年
の

夏
休
み
に
父
親
李
興
旺
か
ら
の
電
報
で
家
に
呼
び
戻
さ
れ
、
父
の
命
令
の
ま
ま

に
婚
約
し
た
。
母
親
の
誕
生
日
祝
い
に
千
円
を
惜
し
げ
も
な
く
注
ぎ
こ
む
李
興

旺
は
、
台
湾
有
数
の
巨
商
で
あ
り
、
先
祖
は
士
林
一
番
の
金
持
ち
で
あ
っ
た
。

李
氏
の
邸
宅
は
士
林
公
会
堂
の
隣
に
位
置
し
、
五
百
坪
も
あ
る
広
い
庭
園
に
入

る
と
、
目
の
前
に
最
初
に
現
れ
る
の
は
大
き
な
丸
い
噴
水
池
で
あ
っ
た
（
一
一

四
頁
）。
理
想
主
義
的
な
性
格
を
持
つ
金
池
は
、
島
都
文
化
が
激
し
く
変
化
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
上
流
家
庭
の
結
婚
が
相
変
わ
ら
ず
家
父
長
に

よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
た（

64
）時
期
に
、
二
人
の
運
命
的
な
女
性
と
出
会
う
こ
と
に

な
る
。
彼
と
関
わ
っ
た
二
人
の
ヒ
ロ
イ
ン
は
、
い
ず
れ
も
萬
華
の
名
家
の
出
身

で
、
一
人
は
公
職
に
あ
る
士
紳
陳
太
山
の
長
女
「
陳
鳳
鶯
」
で
あ
り
、
一
人
は

太
平
茶
行
を
経
営
す
る
巨
商
楊
文
聡
の
娘
「
楊
秀
惠
」
で
あ
っ
た
。
鳳
鶯
は

「
萬
華
一
の
美
人
」
と
称
さ
れ
、
台
北
第
三
高
等
女
学
校
の
出
身
で
、
毎
日
家

で
読
書
や
裁
縫
を
し
、
新
聞
、『
国
王
』、『
富
士
』、『
主
婦
之
友
』
な
ど
の
大

衆
雑
誌
や
長
篇
小
説
と
映
画
を
通
し
て
外
部
社
会
と
接
す
る
現
代
の
女
性
で
あ
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り
、
秀
惠
は
公
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
高
等
女
学
校
に
一
年
し
か
通
わ
な
か
っ

た
断
髪
洋
装
の
現
代
女
性
で
あ
り
、
上
海
の
モ
ダ
ン
女
学
生
の
よ
う
に
、
女
中

に
伴
わ
れ
て
繁
華
街
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
た
。

　
「
カ
フ
ェ
ー
満
洲
」
か
ら
家
に
帰
っ
た
そ
の
夜
、
金
池
は
「
恋
愛
至
上
論
／

恋
愛
結
婚
論
」
を
唱
え
て
媒
酌
人
と
父
親
に
反
抗
し
、
陳
家
と
の
婚
約
を
断
っ

た
。
翌
日
、
彼
は
城
隍
祭
の
十
万
人
の
人
ご
み
の
中
で
、
あ
る
女
性
の
足
を
踏

み
、
そ
の
女
性
に
一
目
惚
れ
を
し
て
し
ま
う
。
台
湾
で
は
め
っ
た
に
見
か
け
な

い
そ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
「
台
北
の
女
性
」
に
深
く
魅
了
さ
れ
、
初
恋
に

落
ち
た
の
で
あ
る
。
実
は
婚
約
を
断
っ
た
女
性
と
は
、
一
面
識
が
あ
り
、
そ
の

優
雅
さ
と
教
養
の
高
さ
が
深
く
金
池
の
印
象
に
残
っ
て
い
た
鳳
鶯
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
彼
は
そ
の
こ
と
に
気
が
つ
か
ず
、
一
目
惚
れ
し
た
秀
惠
と
、
台
湾
上

流
社
会
の
習
慣
に
沿
っ
て
、「
先
に
婚
約
、
次
に
デ
ー
ト
」
と
い
う
形
で
デ
ー

ト
を
始
め
た
。
金
池
は
相
手
の
浅
薄
、
そ
し
て
二
人
の
価
値
観
の
齟
齬
に
直
ぐ

に
気
付
く
が
、
双
方
の
家
庭
の
体
面
を
考
慮
し
、
や
む
を
得
ず
苦
々
し
い
気
持

ち
で
婚
約
を
果
た
し
た
。
婚
礼
の
ニ
ュ
ー
ス
は
直
ち
に
『
台
湾
新
民
報
』
に
掲

載
さ
れ
た
。

　

一
九
三
二
年
九
月
一
六
日
の
同
じ
日
、
同
じ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
二
つ
の
豪
華

な
婚
礼
パ
レ
ー
ト
が
行
わ
れ
た
。「
中
上
層
家
庭
の
女
性
の
結
婚
宿
命
論
」
を

持
つ
鳳
鶯
も
、
総
督
府
役
人
の
紹
介
を
通
し
て
、
一
度
も
会
っ
た
こ
と
の
な
い

花
婿
と
神
前
結
婚
式
を
挙
げ
、
大
稻
埕
の
米
商
郭
西
湖
の
家
に
嫁
い
だ
の
で
あ

る
。
不
幸
で
あ
っ
た
の
は
、
結
婚
の
一
年
後
、
李
興
旺
夫
婦
と
郭
西
湖
父
子
の

乗
っ
た
車
が
、
悪
天
候
の
な
か
草
山
（
現
在
の
陽
明
山
）
の
山
道
で
衝
突
し
、

幽
谷
に
墜
落
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
鳳
鶯
の
夫
啓
宗
は
一
命
を
と
り
と

め
た
が
重
傷
で
、
他
は
全
員
死
亡
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
双
方

の
家
運
は
傾
き
、
二
組
の
若
い
夫
婦
の
間
に
も
軋
轢
が
増
し
て
い
く
。
金
池
は

連
帯
保
証
人
で
あ
っ
た
亡
父
の
巨
額
の
賠
償
金
を
支
払
う
た
め
、
家
財
の
大
部

分
を
失
っ
た
。
彼
は
窮
屈
な
現
状
か
ら
自
分
の
未
来
を
見
つ
め
直
し
、
先
輩
の

世
話
で
新
聞
社
の
記
者
に
な
り
、
普
通
の
中
上
層
の
給
料
を
得
た
が
、
秀
惠
と

の
亀
裂
は
広
が
っ
て
い
く
。
あ
る
日
の
深
夜
、
贅
沢
で
不
品
行
な
妻
に
失
望
し

た
金
池
は
、
毎
日
何
度
も
往
復
す
る
勅
使
街
道
を
辿
り
、
明
治
橋
で
自
殺
を
図

ろ
う
と
す
る
が
、
そ
の
と
き
偶
然
に
も
、
同
じ
く
間
違
っ
た
結
婚
に
苛
ま
れ
、

橋
の
手
摺
を
登
っ
て
川
に
飛
び
込
も
う
と
す
る
鳳
鶯
を
救
う
こ
と
に
な
っ
た（

65
）。

　

自
由
恋
愛
と
運
命
の
糸
が
絡
み
合
う
紆
余
曲
折
を
経
て
、
金
池
が
か
弱
い
鳳

鶯
の
苦
痛
を
聞
い
た
瞬
間
、
彼
は
よ
う
や
く
婚
約
に
翻
弄
さ
れ
た
事
実
を
知

る
。
名
家
出
身
の
留
学
生
青
年
が
結
婚
を
し
て
子
供
を
持
ち
、
家
財
を
失
っ
て

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
り
、
最
後
に
妻
子
と
別
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
三
年
間
を
経

た
後
、
天
意
は
必
ず
と
あ
る
と
考
え
て
い
た
金
池
は
、
自
分
が
絶
え
ず
否
定
し

て
き
た
台
湾
社
会
の
遅
れ
た
建
前
の
裏
側
に
、
ま
た
、
新
と
旧
、
日
本
と
台
湾

の
間
に
、
そ
れ
相
応
の
倫
理
と
秩
序
が
あ
っ
た
こ
と
を
理
解
す
る
。
過
去
の
自

分
は
「
実
社
会
を
遠
く
離
れ
て
い
た
」
こ
と
を
自
覚
し
、
鳳
鶯
を
励
ま
し
な
が

ら
、
社
会
に
融
け
こ
み
た
い
と
い
う
生
へ
の
欲
求
が
再
び
生
ま
れ
、
自
身
の
価

値
観
を
熟
成
さ
せ
て
い
っ
た
。
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こ
の
よ
う
に
、『
争
へ
ぬ
運
命
』
は
結
婚
を
切
り
口
と
し
て
、
大
学
を
出
た

ば
か
り
の
若
者
が
家
父
長
制
と
個
人
主
義
と
の
葛
藤
の
中
で
社
会
化
し
て
い
く

過
程
を
描
い
て
い
る
。
島
都
の
万
象
の
描
写
以
外
に
、
地
元
士
紳
が
没
落
し
て

い
く
社
会
現
象
を
も
と
ら
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
大
稻
埕
の
米
商
郭
家
と

土
地
に
投
資
し
財
産
を
増
殖
し
た
士
林
李
家
は
、
と
も
に
跡
継
ぎ
の
下
手
な
経

営
に
よ
っ
て
傾
い
て
い
く
。
大
稻
埕
の
茶
商
楊
家
は
堅
実
で
手
際
が
よ
い
長
男

が
受
け
継
い
だ
た
め
繁
昌
を
保
っ
た
。
数
多
く
の
役
職
を
務
め
る
萬
華
の
陳
家

は
現
代
の
家
風
と
伝
統
的
な
習
慣
を
う
ま
く
取
り
入
れ
て
い
る
が
、
三
人
の
娘

以
外
に
跡
継
ぎ
が
い
な
い
。
士
紳
の
家
庭
は
婚
姻
の
結
び
つ
き
を
通
じ
て
家
業

を
固
め
る
が
、
経
済
不
況
、
複
雑
な
新
式
商
法
、
悪
化
す
る
社
会
気
風
の
中
に

あ
っ
て
、
第
二
世
代
は
出
世
で
き
ず
、
あ
る
い
は
留
学
を
経
て
帰
国
し
て
も
島

内
の
風
習
に
耐
え
ら
れ
ず
、
家
業
を
相
続
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。
本
土
の
エ

リ
ー
ト
で
さ
え
も
出
世
の
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
当
時
、
時
代
の
試
練

に
耐
え
ら
れ
な
い
士
紳
子
弟
は
普
通
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
る
ほ
か
な
か
っ

た
。「
満
洲
事
変
の
時
代
」
に
設
定
さ
れ
た
こ
の
物
語
は
、
豪
華
絢
爛
な
島
都

風
景
と
い
う
外
見
と
は
裏
腹
に
、
暗
い
旋
律
を
隠
し
て
い
る
。
主
人
公
の
階
級

は
下
落
し
、「
金
童
玉
女
」（
美
男
美
女
カ
ッ
プ
ル
）
式
の
結
婚
も
悲
劇
に
終
わ
っ

た
。
こ
れ
は
恰
も
厳
し
い
現
実
に
耐
え
忍
び
、
希
望
を
求
め
る
次
の
時
代
を
予

告
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

四
、「
時
事
進
行
式
」
の
叙
述
と
潜
在
的
輿
論�

─
─
本
土
の
新
聞
小
説
と
『
台
湾
新
民
報
』
社
説

　

呉
三
連
が
か
つ
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、『
争
へ
ぬ
運
命
』
の
執
筆
は
あ
る
談

話
が
発
端
と
な
っ
て
い
る（

66
）。

林
煇
焜
は
当
初
純
文
学
と
し
て
こ
の
小
説
を
書
く

つ
も
り
は
な
く
、
学
生
時
代
か
ら
新
聞
小
説
を
読
み
あ
さ
っ
て
き
た
「
自
分
の

今
ま
で
の
常
識
」
で
、「
台
湾
を
題
材
に
、
日
本
語
に
よ
る
小
説
創
作
」
を
試

み
た
の
で
あ
る（

67
）。

長
い
間
、
日
本
の
新
聞
小
説
に
影
響
さ
れ
て
き
た
植
民
地
の

作
家
は
、
こ
の
外
来
の
文
学
形
式
を
台
湾
化
す
る
に
当
た
っ
て
ど
の
よ
う
な
視

野
と
認
識
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
小
説
の
叙
述
は
ど
の
よ
う
な
特
徴

を
持
ち
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
社
会
観
念
を
潜
ま
せ
て
い
る
の
か
。
い
ず
れ
も

検
討
に
値
す
る
問
題
で
あ
る
。
前
節
に
お
い
て
、
島
都
の
風
俗
を
再
現
し
た
場

面
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
た
が
、
本
節
で
は
そ
の
「
市
民
的
」
大
衆
小
説
の
意

図
、
独
特
の
「
時
事
進
行
式
」
の
叙
述
方
法
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
島
都

の
描
写
と
満
洲
事
変
と
の
関
わ
り
及
び
通
俗
的
恋
愛
を
超
え
た
奥
深
い
内
容
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

　

小
説
は
、
台
湾
人
が
住
む
主
な
台
北
市
市
街
の
産
業
の
伝
統
と
士
紳
の
特
徴

に
触
れ
、
日
本
経
済
が
低
迷
す
る
中
に
あ
っ
て
、
内
地
を
第
一
に
し
て
植
民
地

の
利
益
を
犠
牲
に
す
る
政
策
、
台
湾
本
土
の
資
産
階
級
が
日
増
し
に
衰
退
し
て

い
く
苦
境
を
描
写
し
て
い
る
。
筆
者
は
筆
の
赴
く
と
こ
ろ
、
複
雑
な
運
命
と
縁

の
ほ
か
に
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
国
際
情
勢
、
満
洲
事
変
が
も
た
ら
し
た
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戦
雲
、
緊
張
を
増
す
日
米
関
係
と
そ
れ
に
影
響
さ
れ
た
台
湾
の
金
融
、
貿
易
、

農
業
、
市
民
生
活
な
ど
の
す
べ
て
が
間
接
的
に
、
都
市
に
住
む
こ
の
中
上
層
の

青
年
男
女
の
運
命
を
左
右
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
島
都
の
流
行
を
描

き
、
社
会
現
象
に
も
触
れ
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
富
む
物
語
の
中
に
社
会
問
題
に

関
す
る
著
者
の
議
論
を
組
み
入
れ
、「
教
え
る
よ
り
も
楽
し
む
」
と
い
う
叙
述

の
形
式
は
、
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
と
風
俗
史
を
兼
ね
る
日
本
の
大
衆
小
説
の
特
徴

と
類
似
し
て
い
る
。
し
か
し
、
新
世
代
の
恋
愛
、「
考
現
学
」
的
な
都
市
風

俗
、
新
旧
世
代
の
士
紳
群
像
、『
台
湾
新
民
報
』
の
記
事
主
張
と
符
合
さ
せ
、

市
民
性
と
時
事
感
覚
の
創
出
に
ウ
エ
イ
ト
を
置
い
た
こ
と
は
林
煇
焜
の
独
創
で

あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
日
本
の
新
聞
小
説
を
台
湾
化
す
る
試
み
で
も
あ
っ
た
。

　

一
九
二
〇
年
代
に
は
、
台
湾
人
に
よ
る
新
聞
は
台
湾
で
は
発
行
が
制
限
さ
れ

て
い
た
た
め
、『
台
湾
新
民
報
』
は
ま
ず
東
京
で
創
刊
さ
れ
、
少
な
か
ら
ざ
る

困
難
を
乗
り
越
え
て
、
一
九
二
七
年
末
か
ら
台
湾
で
発
行
す
る
よ
う
に
な
り
、

一
九
三
二
年
四
月
に
は
日
刊
の
発
行
許
可
を
得
た（

68
）。
同
年
四
月
一
五
日
に
掲
載

さ
れ
た
社
説
「
衆
望
の
日
刊
が
誕
生
す
る
」
に
は
、「
長
年
に
わ
た
る
台
湾
人

本
位
の
日
刊
新
聞
の
問
題
が
こ
れ
で
明
白
に
解
決
し
た
。
わ
が
島
の
言
論
界
に

と
っ
て
、
画
期
的
な
新
時
期
と
な
り
、
台
湾
の
前
途
の
た
め
に
喜
び
を
申
し
上

げ
た
い
」、「
本
新
聞
は
啓
蒙
時
代
に
奮
闘
し
、
努
力
を
尽
く
し
た
が
、
今
は
陣

営
を
一
新
し
、
日
刊
と
い
う
最
高
の
レ
ベ
ル
に
堂
々
と
邁
進
し
、
各
方
面
に
お

い
て
画
期
的
な
飛
躍
を
演
じ
て
い
く（

69
）」
と
興
奮
し
た
心
情
が
記
さ
れ
て
い
る
。

『
台
湾
新
民
報
』
は
毎
日
三
万
部
発
行
さ
れ
、
台
湾
の
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
「
時

代
を
画
す
る
」
発
展
を
実
現
し
、
本
土
の
日
本
語
新
聞
に
も
載
る
小
説
の
登
場

を
可
能
に
し
た
。

　
『
争
へ
ぬ
運
命
』
が
描
写
し
た
豊
か
な
社
会
的
現
実
を
見
る
と
、
作
者
の
社

会
に
対
す
る
観
察
力
は
鋭
く
、
新
聞
小
説
と
単
行
本
小
説
と
の
根
本
的
差
異
を

ふ
ま
え
、
時
代
の
発
展
と
と
も
に
読
者
大
衆
の
実
感
と
読
書
の
趣
味
に
訴
え
る

べ
く
、
と
り
わ
け
特
定
の
属
性
を
持
つ
台
湾
読
者
の
ニ
ー
ズ
を
い
か
に
満
た
す

か
を
、
作
家
林
煇
焜
が
よ
く
わ
き
ま
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
台
湾
人
本
位

の
新
聞
に
お
い
て
新
聞
小
説
ブ
ー
ム
を
切
り
開
く
こ
と
は
、
決
し
て
作
者
個
人

の
関
心
に
は
と
ど
ま
ら
ず
、
様
々
な
経
営
戦
略
を
試
み
よ
う
と
す
る
台
湾
新
民

報
社
の
関
心
で
も
あ
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
台
湾
人
新
聞
の
飛
躍
的
な
発
展

が
、
さ
ら
に
東
京
か
ら
台
北
に
転
勤
し
て
編
集
総
務
と
論
説
委
員
を
担
当
し
、

林
煇
焜
と
親
し
く
付
き
合
っ
て
い
た
呉
三
連
が
、
台
湾
人
的
な
特
色
を
持
つ
小

説
を
構
想
す
る
段
階
で
、
林
煇
焜
に
一
定
の
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
『
争
へ
ぬ
運
命
』
は
、『
台
湾
新
民
報
』
が
日
刊
と
し
て
発
行
さ
れ
始
め
て
か

ら
最
初
に
掲
載
さ
れ
た
新
聞
小
説
で
あ
る
。
連
載
が
終
わ
る
と
新
聞
社
は
単
行

本
を
出
版
し
、
著
名
な
画
家
塩
月
桃
甫
が
表
紙
と
装
丁
を
担
当
し
た
。
単
行
本

が
上
梓
さ
れ
た
時
、
呉
三
連
は
謝
辞
に
お
い
て
、「
こ
の
小
説
の
文
章
、
筋
そ

こ
に
現
は
れ
た
思
想
等
に
対
し
相
当
議
論
も
あ
ろ
う（

70
）」
と
述
べ
て
い
る
。
林
煇

焜
も
連
載
中
に
わ
ざ
と
事
実
に
反
す
る
よ
う
な
場
面
を
交
え
、
読
者
の
注
目
を

引
こ
う
と
し
た
事
実
に
触
れ
た
。
林
煇
焜
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。「
小

生
は
、
作
者
と
し
て
で
は
な
く
、
一
台
湾
人
と
し
て
全
台
湾
の
同
胞
に
云
ひ
た
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い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
何
か
と
申
し
ま
す
と
、
も
う
す
こ
し
、
台
湾
人
は
全

て
の
こ
と
に
関
心
を
持
っ
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
訳
は
、
約
百

七
十
回
も
か
き
つ
ゞ
け
、
七
箇
月
間
も
費
し
た
こ
の
台
湾
で
始
め
て
の
新
聞
連

載
長
編
小
説
に
対
し
て
、
批
判
的
投
書
が
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
実
に
残
念

で
あ
る
。
小
生
は
わ
ざ
と
、
城
隍
爺
祭
や
芸
者
女
郎
の
提
灯
を
も
っ
た
。
台
湾

人
の
無
自
覚
を
罵
倒
し
た
。
し
か
し
こ
れ
に
憤
慨
し
、
小
生
の
不
見
識
を
詰
問

す
る
も
の
が
な
か
っ
た
。
こ
の
調
子
で
は
、
台
湾
の
文
化
は
永
久
に
発
達
す
る

見
込
が
な
い
と
云
っ
て
い
ゝ
。
お
願
で
す
。
今
後
、
誰
の
作
が
載
る
か
分
ら
な

い
が
、
も
う
少
し
作
者
を
励
ま
し
、
刺
戟
を
与
へ
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。
小

説
の
み
で
な
く
て
、
全
て
の
事
柄
に
つ
い
て
も
関
心
を
持
っ
て
欲
し（

71
）い」。
こ

こ
で
「
提
灯
を
も
っ
た
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
年
の
城
隍
爺
祭
を
例
に
す
れ

ば
、『
争
へ
ぬ
運
命
』
の
「
鞋
印
」
と
い
う
一
節
で
祭
り
当
日
の
イ
ン
テ
リ
た

ち
の
対
話
を
借
り
て
、
祭
典
の
贅
沢
は
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
の
議
論
を

展
開
し
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
『
台
湾
新
民
報
』
は
一
貫
し
て
反
迷
信
、
陋

習
批
判
の
立
場
を
堅
持
し
、
当
日
の
社
説
に
お
い
て
も
「
例
年
の
旧
暦
五
月
十

三
日
の
大
稻
埕
の
「
迎
城
隍
」
は
賑
や
か
で
、
田
舎
か
ら
多
数
の
男
女
が
集

ま
っ
て
く
る
。
少
し
貧
し
い
者
は
物
品
を
抵
当
に
入
れ
、
接
待
用
に
資
す
る
。

更
に
抵
当
に
入
れ
る
物
が
な
い
貧
し
い
者
は
、
戸
締
り
を
し
て
親
戚
友
人
の
来

訪
を
避
け
る
し
か
な
い
よ
う
で
あ
る
」
と
批
判
し
て
い
る（

72
）。

　

林
煇
焜
は
一
方
で
「
新
民
報
の
数
万
の
読
者
諸
賢
」
に
感
謝
を
表
し
、『
争

へ
ぬ
運
命
』
は
「
台
湾
に
お
け
る
最
初
の
新
聞
連
載
長
編
小
説
」
で
あ
る
と
自

認
し（

73
）、

後
に
掲
載
さ
れ
る
作
品
に
対
す
る
読
者
の
関
心
を
呼
び
か
け
た
。
つ
ま

り
、
作
家
は
台
湾
新
聞
小
説
と
文
学
史
に
お
け
る
こ
の
小
説
の
意
義
を
十
分
に

認
識
し
て
い
た
。
故
に
『
争
へ
ぬ
運
命
』
を
特
殊
な
時
期
に
書
い
た
創
作
の
動

機
は
、
決
し
て
た
だ
の
「
笑
談
」
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
日
本
語
に
通

じ
た
階
層
に
優
れ
た
小
説
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
台
湾
本
土
の
日
本
語
新
聞
小

説
が
成
立
す
る
た
め
の
要
件
で
あ
る
。
大
衆
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
か
っ
た
の

は
、
市
民
向
け
の
「
大
衆
小
説
」、
特
に
物
語
の
時
間
、
空
間
、
人
物
、
事
件

に
お
い
て
実
感
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
作
品
で
あ
っ
た
。
一
九
三
〇
年
代
初
頭

に
お
い
て
日
本
語
に
通
じ
て
い
た
階
層
は
、
公
学
校
の
高
学
年
、
中
学
校
、
高

等
女
学
校
、
高
等
学
校
、
専
門
学
校
、
大
学
、
大
学
以
上
、
そ
し
て
自
学
と
夜

間
学
校
を
通
し
て
日
本
語
読
解
能
力
を
身
に
つ
け
た
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
物
語

の
内
容
を
見
る
と
分
か
る
が
、『
争
へ
ぬ
運
命
』
の
舞
台
、
題
材
、
人
物
、
ス

ト
ー
リ
ー
、
プ
ロ
ッ
ト
な
ど
の
選
択
と
設
定
は
、
す
べ
て
潜
在
す
る
読
者
と
、

そ
の
読
者
の
期
待
に
応
え
よ
う
と
す
る
作
家
の
細
心
の
気
配
り
と
確
信
の
あ
ら

わ
れ
で
あ
る
。
例
え
ば
「
父
女
情
深
」
と
い
う
一
節
で
は
、
小
説
や
新
聞
小
説

に
関
す
る
陳
太
山
と
鳳
鶯
の
対
話
を
通
し
て
、「
小
説
を
読
む
」
こ
と
で
女
性

は
各
方
面
で
の
生
活
常
識
を
増
や
し
、
時
事
の
動
向
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と

読
者
に
説
い
て
い
る
。

　

林
煇
焜
の
大
衆
小
説
の
特
徴
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
優
れ
た
点
が
あ
る
。
第

一
に
、
物
語
の
舞
台
を
全
台
湾
の
読
者
の
期
待
が
も
っ
と
も
高
い
場
所
―
―

真
っ
先
に
新
し
い
気
風
を
導
入
し
、
近
代
化
が
速
や
か
で
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
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転
す
る
モ
ダ
ン
都
市
台
北
―
―
に
設
定
し
た
こ
と
。
第
二
に
、
島
都
の
中
上
階

層
の
日
常
生
活
、
こ
の
階
層
の
消
費
需
要
を
満
た
す
た
め
に
発
展
し
た
サ
ー
ビ

ス
業
と
そ
の
従
業
者
を
通
し
て
、
市
街
風
景
を
描
写
し
、
市
民
生
活
と
流
行
の

話
題
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
島
都
の
風
情
を
具
象
化
し
、
先
端
的
な
場
所
及
び
島
都

空
間
の
リ
ア
ル
さ
を
創
出
し
た
こ
と
。
第
三
に
、
上
流
家
庭
の
富
裕
な
暮
ら
し

と
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
恋
愛
を
題
材
に
と
り
あ
げ
て
、
読
者
の
驚
嘆
と
幻
想
を
呼

ん
だ
こ
と
。
第
四
に
、
潜
在
的
な
読
者
の
た
め
に
、
官
吏
、
士
紳
、
ホ
ワ
イ
ト

カ
ラ
ー
、
商
人
、
記
者
、
大
学
生
、
女
学
生
と
い
っ
た
多
彩
な
人
物
を
設
定

し
、
都
市
に
お
け
る
話
題
の
焦
点
で
あ
り
、
都
市
の
情
報
を
い
ち
速
く
伝
達
す

る
サ
ー
ビ
ス
業
の
女
性
─
─
芸
者
、
女
給
、
ダ
ン
サ
ー
等
―
―
に
ま
で
触
れ
て

い
る
こ
と
。
以
上
の
設
定
に
よ
り
、『
争
へ
ぬ
運
命
』
は
男
女
を
問
わ
ず
社
会

の
中
堅
あ
る
い
は
青
年
読
者
の
興
味
を
呼
び
、
島
都
の
都
市
生
活
を
と
も
に
享

受
す
る
市
民
読
者
の
読
書
と
雑
談
を
市
民
の
共
通
の
話
題
作
と
し
て
再
生
産
し

た
。
当
時
、
新
興
都
市
台
北
の
市
街
を
散
策
す
る
読
者
た
ち
が
、
自
分
た
ち
の

島
都
が
つ
ぶ
さ
に
描
か
れ
た
初
め
て
の
小
説
を
手
に
取
り
、
そ
の
中
に
自
分
の

姿
を
重
ね
て
、
愉
快
な
微
笑
み
を
浮
か
べ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

想
定
さ
れ
る
読
者
の
興
味
と
実
感
を
呼
び
起
こ
し
た
他
に
、
こ
の
小
説
は
、

帝
国
の
経
済
圏
、
文
化
圏
、
消
費
圏
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
重
要
都

市
に
駆
け
登
っ
て
い
っ
た
台
北
の
特
質
を
見
事
に
反
映
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

「
縁
破
前
兆
」
に
は
、
陳
太
山
が
、
日
系
新
聞
に
お
い
て
外
来
語
が
氾
濫
し
、

読
解
困
難
に
な
っ
て
い
る
状
況
を
批
判
し
、「
…
…
君
、
全
日
本
国
内
、
及
び

満
洲
、
大
連
、
華
南
、
南
洋
方
面
に
渡
つ
て
、
儂
の
や
う
な
考
を
持
つ
て
ゐ
る

人
が
、
か
り
に
、
十
万
人
あ
る
と
す
る
。
確
に
そ
の
位
ゐ
は
あ
る
と
思
ふ
が
。

さ
う
な
る
と
、
そ
の
新
聞
社
は
、
毎
月
十
万
円
だ
け
、
利
益
が
少
な
く
な
り
や

し
な
い
か
と
思
ふ
よ
」（
七
九
頁
）
と
言
う
。
こ
の
発
言
か
ら
、
満
洲
事
変
後

の
台
湾
中
上
層
が
、
す
で
に
台
、
満
、
華
南
、
南
洋
等
を
言
語
、
消
費
、
情
報

を
分
か
ち
合
う
一
つ
の
経
済
圏
と
見
な
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
も
う
一
つ

例
を
挙
げ
れ
ば
、
作
者
は
「
新
館
」
で
上
映
さ
れ
た
映
画
『
七
つ
の
海
』（
二

九
頁
）
と
『
海
燕
』（
二
六
八
頁
）
を
取
り
上
げ
て
い
る
。『
七
つ
の
海
』
は
犯

罪
実
録
小
説
を
書
い
て
女
性
読
者
の
歓
迎
を
受
け
た
牧
逸
馬
の
連
載
小
説
を
映

画
化
し
た
作
品
で
あ
り
、『
海
燕
』
は
小
島
政
二
郎
の
作
品
で
、
同
じ
く
『
朝

日
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
、
人
気
を
得
た
大
衆
小
説
で
あ
る
。
二
つ
の
作
品
は
そ

れ
ぞ
れ
一
九
三
二
年
三
月
三
一
日
、
一
〇
月
二
一
日
に
初
め
て
台
湾
で
上
映
さ

れ
た
。『
台
湾
日
日
新
報
』
文
芸
欄
は
、
上
映
当
日
に
あ
ら
す
じ
、
キ
ャ
ス

ト
、
写
真
を
載
せ
て
宣
伝
し
た（

74
）。
帝
国
域
内
の
主
要
都
市
で
上
映
さ
れ
た
日
本

の
無
声
映
画
は
、
台
湾
の
日
本
人
と
少
数
の
台
湾
中
上
層
に
対
し
て
、
ほ
ぼ
同

じ
時
期
に
内
地
の
最
先
端
の
視
覚
的
娯
楽
を
提
供
し
た
の
で
あ
る
。
三
つ
目

に
、
全
日
本
に
漲
っ
て
い
た
野
球
ブ
ー
ム
に
影
響
さ
れ
、
台
湾
で
も
野
球
試
合

が
開
始
さ
れ
た
こ
と
も
、
ま
た
注
目
さ
れ
る
。
一
九
三
三
年
一
月
、
日
本
か
ら

遠
征
し
て
き
た
「
法
政
大
学
チ
ー
ム
」
と
台
北
電
信
局
「
Ｃ
Ｂ
チ
ー
ム
」
の
圓

山
野
球
場
に
お
け
る
決
戦
は
、
台
北
放
送
局
に
よ
り
生
中
継
さ
れ
、
ま
た
新
聞

で
も
報
道
さ
れ
た
。
試
合
は
法
政
大
学
が
二
勝
一
敗
で
勝
利
し
た（

75
）。『
争
へ
ぬ
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運
命
』
の
中
で
金
池
、
友
三
、
カ
フ
ェ
ー
満
洲
の
女
給
静
子
の
三
人
が
観
戦
に

出
か
け
た
実
業
団
野
球
試
合
は
、
地
元
台
湾
の
「
Ｃ
Ｂ
チ
ー
ム
」
が
一
敗
し
た

後
一
勝
す
る
と
い
う
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
で
、
観
客
を
狂
乱
さ
せ
た
試
合
で
あ
る

（
四
五
九
頁
）。

　

商
業
の
場
で
活
躍
す
る
林
煇
焜
は
、
豊
か
な
社
会
経
験
と
時
事
に
対
す
る
感

覚
の
鋭
さ
を
発
揮
し
、
物
語
の
中
で
も
時
事
問
題
に
し
ば
し
ば
触
れ
、『
台
湾

新
民
報
』
の
社
説
と
呼
応
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
手
法
は
「
時
事
進
行
式
」
の
叙

述
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
こ
の
小
説
の
文
章
、
筋
そ
こ
に
現
は
れ

た
思
想
等
に
対
し
相
当
議
論
も
あ
ろ
う
」
と
い
う
呉
三
連
の
発
言
を
裏
付
け
て

い
る
。
議
論
に
値
す
る
議
題
を
小
説
の
前
面
に
出
す
こ
と
を
意
図
し
て
お
り
、

更
に
言
え
ば
、
こ
れ
は
作
家
が
「
台
湾
を
題
材
に
、
日
本
語
で
小
説
を
書
く
」

こ
と
を
実
践
す
る
た
め
の
手
段
で
も
あ
っ
た
。
林
煇
焜
の
「
時
事
進
行
式
」
の

叙
述
方
式
は
、
す
な
わ
ち
登
場
人
物
の
時
事
に
対
す
る
議
論
を
通
し
て
、
恋
愛

や
感
情
、
青
年
の
社
会
化
と
い
う
テ
ー
マ
か
ら
よ
り
広
い
テ
ー
マ
へ
と
拡
大
し

て
い
き
、
国
際
情
勢
や
台
湾
の
社
会
議
論
に
言
及
し
、
そ
れ
を
『
台
湾
新
民

報
』
の
時
論
に
符
合
さ
せ
、
そ
れ
を
通
し
て
満
洲
事
変
が
も
た
ら
し
た
東
ア
ジ

ア
社
会
の
変
化
と
同
時
代
の
台
湾
植
民
地
社
会
の
問
題
点
を
描
く
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
中
で
も
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
知
識
青
年
の
進
路
、
台
湾
米
穀
の
移

出
問
題
、
農
村
救
済
な
ど
に
つ
い
て
、
実
例
を
挙
げ
て
説
明
し
て
い
く
。

　

ま
ず
、
知
識
青
年
の
進
路
に
関
し
て
い
え
ば
、
小
説
の
第
一
、
二
、
三
、
五

回
に
お
い
て
、
台
湾
知
識
人
の
就
職
難
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
小
説
が
掲
載
さ
れ
る
一
カ
月
前
の
『
台
湾
新
民
報
』
の
社
説
「
須

考
慮
臺
湾
青
年
的
進
路
」（「
台
湾
青
年
の
進
路
を
考
慮
せ
よ
」）
が
、
情
況
を
厳

し
く
批
判
し
て
い
た
。
こ
の
社
説
は
、
田
健
次
郎
総
督
以
外
の
こ
れ
ま
で
の
総

督
は
、「
す
べ
て
内
地
人
本
位
で
あ
り
、
台
湾
青
年
の
進
路
を
顧
み
な
い
」
の

で
、「
台
湾
人
青
年
が
国
家
と
社
会
に
貢
献
す
る
た
め
、
東
都
に
留
学
し
、
莫

大
な
金
銭
を
投
入
し
て
も
、
台
湾
に
帰
る
と
高
級
な
遊
民
に
な
っ
て
し
ま
う

（
検
閲
に
よ
り
こ
の
後
三
行
ほ
ど
削
除
さ
れ
て
い
る
）。
台
湾
に
お
い
て
才
能
を
生

か
す
場
所
が
な
い
た
め
、
海
外
に
進
出
し
よ
う
と
す
る
の
も
無
理
が
な
い（

76
）」

と

批
判
し
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
台
湾
米
穀
の
移
出
制
限
と
米
穀
統
制
に
関
し
て
は
、「
父
女
情
深
」

の
回
で
、
公
職
に
あ
る
士
紳
陳
太
山
が
総
督
府
の
特
産
課
日
本
人
課
長
に
窮
状

を
訴
え
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
職
務
報
告
の
た
め
に
東
京
に
戻
っ
た
課
長

は
中
央
政
府
に
、
台
湾
米
穀
移
出
制
限
が
台
湾
の
小
地
主
に
ひ
ど
い
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
訴
え
た
（
二
六
八
頁
）。
一
九
三
二
年
五
月
に
実
施
さ
れ

た
台
湾
米
の
日
本
移
出
制
限
は
台
湾
の
経
済
と
農
民
の
利
益
に
直
接
打
撃
を
与

え
、
三
〇
年
代
前
半
期
に
お
け
る
台
湾
植
民
政
策
の
最
大
の
争
点
と
な
っ
た
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
六
月
一
三
日
に
初
め
て
『
台
湾
新
民
報
』
が
報
道
し
、

社
説
は
「
前
月
、
農
林
省
は
内
地
農
村
の
疲
弊
を
救
う
た
め
、
植
民
地
米
の
移

入
制
限
を
計
画
し
た
。
こ
の
計
画
が
伝
わ
る
と
台
湾
と
朝
鮮
の
住
民
は
パ
ニ
ッ

ク
を
起
こ
し
、
自
身
の
死
活
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
と
抗
議
し
た
。
台
湾
と
朝

鮮
の
各
当
局
も
同
感
の
意
を
示
し
て
反
対
し
た
た
め
、
農
林
省
は
こ
の
案
が
実
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行
不
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
、
移
入
制
限
か
ら
移
入
統
制
へ
と
改
め
た
」
と
伝

え
て
い
る（

77
）。

そ
の
後
の
関
係
社
説
は
年
間
十
数
本
に
及
び
、
一
九
三
五
年
ま
で

続
い
た
。
議
論
が
数
年
に
わ
た
っ
た
こ
と
は
、
問
題
の
深
刻
さ
を
物
語
っ
て
い

る（
78
）。

　
『
争
へ
ぬ
運
命
』
が
書
か
れ
た
一
九
三
二
年
の
関
係
社
説
を
取
り
出
し
て
み

る
と
、
政
策
の
分
析
に
重
点
が
置
か
れ
て
お
り
、
内
地
農
村
を
救
済
す
る
た
め

に
植
民
地
を
犠
牲
に
す
る
政
府
の
行
為
、
移
出
制
限
と
米
価
調
節
な
ど
の
措
置

は
台
湾
農
村
の
疲
弊
を
深
刻
化
さ
せ
て
い
る
、
と
批
判
し
て
い
る（

79
）。

同
時
に
、

反
対
運
動
を
鼓
吹
し
、「
米
穀
経
済
を
生
命
線
」
と
す
る
台
湾
は
、
外
に
向
け

て
は
同
じ
状
況
下
に
あ
る
朝
鮮
と
連
合
戦
線
を
結
び
、
共
同
し
て
植
民
地
に
対

す
る
農
林
省
の
差
別
措
置
に
反
対
し（

80
）、

内
に
向
け
て
は
反
対
宣
言
を
発
表
す
る

他
、
組
織
的
な
運
動
を
企
画
し
、「
台
湾
各
界
の
民
衆
を
糾
合
し
、
内
外
の
輿
論

を
喚
起
し
、
要
人
を
訪
問
し
、
代
表
を
上
京
派
遣
さ
せ
た
り
す
る
な
ど
の
手
段

を
用
い
て
所
期
の
目
的
を
達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ（

81
）」
と
主
張
し
た
。
ま
た
、

七
月
一
七
日
に
は
「
台
北
米
穀
商
組
合
」
が
全
島
の
各
街
庄
長
を
招
い
て
全
島

大
会
を
開
催
し
、
反
対
宣
言
を
行
っ
た
。
同
年
夏
に
は
全
台
湾
の
「
台
湾
米
移

入
制
限
反
対
同
盟
会
」
の
上
京
請
願
や
対
策
研
究
会
の
開
催
に
つ
い
て
も
、
多

数
報
道
さ
れ
て
い
る（

82
）。

　
『
争
へ
ぬ
運
命
』
は
、
台
湾
米
移
出
と
統
制
問
題
に
つ
い
て
は
軽
く
触
れ
て

い
る
だ
け
で
あ
る
が
、
登
場
人
物
の
議
論
を
通
し
て
、
一
連
の
政
策
が
台
湾
社

会
の
高
度
な
関
心
を
呼
び
、
島
内
の
士
紳
が
奔
走
し
、
総
督
府
の
役
人
と
連
絡

を
取
り
な
が
ら
内
地
と
台
湾
の
間
を
斡
旋
す
る
様
子
を
描
い
て
い
る
。
こ
の
台

湾
米
移
出
統
制
と
い
う
便
宜
策
は
、
実
は
二
〇
年
代
後
期
日
本
の
経
済
危
機
の

際
の
応
急
措
置
の
一
つ
で
あ
り
、
台
湾
の
米
農
と
茶
農
の
困
窮
、
茶
商
の
苦

境
、
農
村
の
疲
弊
、
経
済
の
萎
縮
、
物
価
の
高
騰
、
農
村
の
救
済
な
ど
の
問
題

と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
小
説
の
第
一
回
「
西
北
雨
」
に
は
、
経
済
不
況
で
銀

行
と
米
商
が
困
窮
し
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
、「
赴
宴
」
と
い
う
回
で
は
台
北

最
大
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
江
山
楼
」
に
閑
古
鳥
が
鳴
く
状
況
が
描
か
れ
、
登
場
人

物
に
「
何
処
も
お
な
じ
秋
の
夕
ぐ
れ
さ
。
何
処
で
も
、
悲
鳴
を
あ
げ
て
る
ん
で

す
よ
」
と
嘆
か
せ
て
い
る
。
ま
た
、「
宿
命
」
に
お
い
て
は
、
数
百
名
の
「
検

茶
女
工
」
を
抱
え
る
「
太
平
茶
行
」
の
若
い
主
人
楊
萬
居
と
金
池
の
対
話
を
通

し
て
、「
今
の
茶
況
で
、
父
は
大
分
心
を
痛
め
て
ゐ
た
ん
で
す
よ
」、「
茶
農
あ

た
り
で
は
、
随
分
悲
惨
だ
と
い
ふ
ぢ
や
な
い
で
す
か
」
と
い
う
状
況
が
書
か
れ

て
い
る
。

　
「
さ
う
で
す
ね
。
今
の
茶
況
は
、
ず
い
ぶ
ん
悪
い
ら
し
い
で
す
ね
。
殊

に
、
茶
農
あ
た
り
で
は
、
随
分
悲
惨
だ
と
い
ふ
ぢ
や
な
い
で
す
か
。」（
金

池
―
筆
者
注
）

　
「
全
く
、
お
話
に
な
り
ま
せ
ん
。
何
し
ろ
、
価
格
は
以
前
の
、
三
分
の

一
し
か
な
い
し
、
収
穫
は
以
前
の
二
分
の
一
し
か
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
到

底
、
吾
々
の
想
像
の
及
ば
ぬ
苦
境
に
あ
つ
て
ゐ
る
の
で
す
。」（
楊
萬
居
―

筆
者
注
）
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「
さ
う
で
す
ね
。
内
地
で
は
、
農
村
救
済
つ
て
、
や
か
ま
し
く
云
つ
て

ゐ
ま
す
が
、
台
湾
の
農
村
も
、
少
々
頭
に
入
れ
て
貰
ひ
た
い
ね
、
此
際

…
…
」

　
（
中
略
）

　
「
で
す
か
ら
、
私
達
は
数
代
に
わ
た
っ
て
こ
の
商
売
を
や
つ
て
来
ま
し

た
が
、
昨
今
年
の
や
う
に
苦
し
い
目
に
あ
つ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
労

多
く
し
て
功
少
い
と
い
ふ
形
で
す
。」（
一
八
六
─
一
八
七
頁
）

　

台
湾
米
の
日
本
移
出
の
議
論
に
続
い
て
、
農
村
の
疲
弊
と
農
村
の
救
済
も

『
台
湾
新
民
報
』
の
社
説
が
一
九
三
二
年
に
も
っ
と
も
注
目
し
た
テ
ー
マ
で
あ

る（
83
）。

六
月
一
〇
日
の
社
説
で
は
、
台
湾
農
会
は
官
庁
の
付
属
機
関
で
あ
る
た

め
、
農
民
の
利
益
を
主
と
す
る
反
対
組
織
を
別
に
作
っ
て
、
農
村
救
済
の
組
織

的
な
運
動
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
、
と
主
張
し
た（

84
）。

六
月
二
三
日
の
社
説
で

は
、
ま
ず
台
湾
北
部
の
茶
農
の
惨
状
を
述
べ
、「
台
湾
北
部
の
茶
農
は
世
界
経

済
恐
慌
の
影
響
を
受
け
、
極
端
な
安
値
で
採
算
が
取
れ
な
い
。
中
南
部
の
米
は

先
日
の
大
雨
で
減
収
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
台
南
州
の
特
産
で
あ
る
薩
摩
芋
は

長
雨
で
腐
っ
て
し
ま
っ
た
。
過
去
を
顧
み
ず
と
も
、
現
在
悲
劇
が
演
じ
ら
れ
つ

つ
あ
り
、
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
子
を
売
っ
て
飢
え
と
納
税
に
あ
て
る
例
は

数
多
い
。
台
湾
農
村
の
悲
劇
は
、
内
地
よ
り
も
ひ
ど
い
状
態
に
な
っ
て
い
る

（
後
略（

85
））」

と
悲
惨
な
現
状
を
紹
介
し
て
い
る
。
続
い
て
、
日
本
の
農
村
の
惨
状

に
つ
い
て
内
地
新
聞
は
多
く
報
道
し
、
議
会
も
救
済
を
声
高
に
唱
え
て
い
る

が
、
台
湾
に
は
こ
の
よ
う
な
輿
論
が
な
く
、
台
湾
の
惨
状
に
つ
い
て
は
全
く
注

目
さ
れ
て
い
な
い
。
更
に
は
総
督
府
の
役
人
は
「
農
村
救
済
予
算
会
議
」
に
お

い
て
、
台
湾
農
村
を
救
済
す
る
必
要
は
な
い
と
発
言
し
た
と
批
判
し
た（

86
）。「

内

地
延
長
」、「
共
存
共
栄
」
の
精
神
に
背
く
こ
の
政
策
に
対
し
て
は
、「
わ
れ
わ

れ
は
植
民
地
の
農
民
大
衆
の
た
め
に
奮
起
し
、
生
活
の
権
利
を
擁
護
し
、
農
村

救
済
は
内
地
に
止
ま
ら
ず
、
台
湾
に
対
し
て
も
同
様
な
救
済
策
で
救
済
を
行
う

べ
き
で
あ
る（

87
）」

と
主
張
し
た
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、『
争
へ
ぬ
運
命
』
は
一
九
三
二
年
六
月
中
に
書
き
始
め

ら
れ
、
ス
ト
ー
リ
ー
は
経
済
危
機
が
世
界
を
席
巻
し
、
満
洲
事
変
、
上
海
事
件

が
日
本
経
済
の
不
況
を
さ
ら
に
助
長
し
た
時
期
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
不
景
気

の
時
代
に
あ
っ
て
は
、
島
都
の
繁
栄
は
特
定
階
層
が
享
受
し
て
い
る
に
過
ぎ
な

い
。
作
者
は
時
事
点
描
の
さ
り
げ
な
い
筆
致
で
社
会
内
部
の
問
題
を
指
摘
し
、

同
時
に
当
時
の
台
湾
植
民
地
社
会
に
お
い
て
も
っ
と
も
影
響
が
大
き
く
論
争
の

焦
点
に
な
っ
た
問
題
も
導
入
し
て
い
る
。
満
洲
国
の
精
神
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
一
つ

で
あ
る
「
共
存
共
栄
」
も
、
ま
た
た
く
間
に
植
民
地
政
策
の
批
判
用
語
に
流
用

さ
れ
た
。
作
者
は
こ
の
よ
う
に
輿
論
が
盛
り
上
が
っ
た
時
事
問
題
に
つ
い
て
詳

し
い
描
写
を
し
て
い
な
い
が
、『
台
湾
新
民
報
』
論
説
委
員
呉
三
連
の
社
説

が
、
影
の
よ
う
に
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
に
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
軽
く
言
及
さ

れ
る
に
す
ぎ
な
い
社
会
議
論
が
、
婚
約
の
奇
談
と
燈
紅
の
享
楽
の
間
に
挟
ま

れ
、
情
愛
の
物
語
、
島
都
の
記
述
と
は
異
な
る
暗
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
奏
で
て
い

る
。
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『
台
湾
新
民
報
』
の
読
者
は
、
こ
の
新
聞
小
説
を
読
ん
だ
だ
け
で
は
な
く
、

当
然
他
の
紙
面
に
載
せ
ら
れ
た
社
説
あ
る
い
は
社
会
記
事
も
読
ん
だ
は
ず
で
あ

る
。
小
説
は
見
え
つ
隠
れ
つ
社
説
や
社
会
記
事
と
呼
応
し
、
相
互
に
「
間
テ
ク

ス
ト
」（intertext
）
効
果
を
果
た
し
た
。
は
か
な
い
個
人
の
運
命
以
外
に
、

ひ
っ
き
り
な
し
に
変
化
す
る
植
民
地
社
会
の
矛
盾
と
、
満
洲
事
変
と
い
う
時
代

背
景
の
要
素
も
そ
の
中
に
働
い
て
い
る
。
新
聞
の
社
説
と
社
会
記
事
は
情
報
と

背
景
的
な
知
識
を
補
充
し
、
小
説
『
争
へ
ぬ
運
命
』
で
深
く
論
じ
ら
れ
る
こ
と

の
な
か
っ
た
社
会
問
題
に
つ
い
て
、
読
者
に
連
想
、
理
解
で
き
る
共
通
基
盤
を

提
供
し
た
。
発
表
の
場
で
あ
る
「
台
湾
人
新
聞
」
と
、
小
説
の
内
容
で
あ
る

「
島
都
記
述
」
は
、
互
い
に
補
完
し
、
想
像
し
合
う
脈
絡
に
な
る
。
つ
ま
り
、

小
説
に
言
及
さ
れ
た
社
会
時
事
が
、
掲
載
さ
れ
た
新
聞
の
批
判
的
な
言
論
の
役

割
を
想
起
さ
せ
て
く
れ
る
。『
争
へ
ぬ
運
命
』
の
「
綿
の
中
に
針
を
隠
す
」
よ

う
な
「
潜
在
輿
論
」
の
効
用
は
、
満
洲
問
題
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
力
を
発
揮

し
た
。
次
に
、「
事
変
の
無
意
識
」
と
「
満
洲
輿
論
の
間
テ
ク
ス
ト
性
」
と
い

う
二
つ
の
角
度
か
ら
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
ず
、
小
説
を
書
い
た
当
時
の
作
者
は
「
事
変
に
対
し
て
無
意
識
」
で
あ
っ

た
と
い
う
現
象
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
田
中
内
閣
は
皇
姑
屯
事
件
及
び
東
北
易

幟
問
題
の
処
理
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
、
下
野
し
た
。
濱
口
内
閣
の
「
金
輸

出
禁
止
の
解
除
」、「
台
湾
米
穀
移
出
制
限
及
び
米
穀
統
制
」
は
植
民
地
の
特
産

品
の
移
出
に
致
命
的
な
打
撃
を
与
え
た
。
斉
藤
内
閣
は
満
洲
国
の
独
立
を
承
認

し
、
日
満
議
定
書
を
締
結
、
国
際
連
盟
を
脱
退
す
る
な
ど
の
外
交
上
の
問
題
を

実
現
し
た
。
小
説
は
、
田
中
義
一
（
一
九
二
七
・
四
・
二
〇
─
一
九
二
九
・
七
・

一
）、
濱
口
雄
幸
（
一
九
二
九
・
七
・
二
─
一
九
三
一
・
四
・
一
四
）、
斉
藤
実
（
一

九
三
三
・
五
・
二
六
─
一
九
三
四
・
七
・
八
）
内
閣
の
更
迭
を
追
跡
す
る
こ
と
を

通
し
て
、
満
洲
問
題
を
提
示
し
、
重
大
時
事
を
描
き
、「
満
洲
事
変
の
時
代
」

と
い
う
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る（

88
）。

　

し
か
し
な
が
ら
、
時
事
性
を
重
視
し
て
い
る
は
ず
の
小
説
で
あ
る
が
、
あ
る

時
系
列
に
対
し
て
大
き
な
間
違
い
を
犯
し
て
い
る
。
物
語
の
始
ま
り
は
一
九
三

二
年
六
月
に
設
定
さ
れ
て
お
り
、
時
系
列
的
に
は
主
人
公
の
三
年
間
の
人
生
起

伏
が
述
べ
ら
れ
て
ゆ
く
が
、
終
わ
り
の
時
期
は
一
九
三
三
年
春
に
な
っ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
三
五
年
春
に
終
わ
る
は
ず
の
小
説
が
、
作
家
の
勘
違
い

か
ら
一
九
三
三
年
の
春
で
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
物
語
の
時

間
は
前
へ
進
む
こ
と
が
出
来
て
い
な
い
。
一
九
三
三
年
の
春
は
小
説
の
執
筆
、

連
載
が
完
結
す
る
実
際
の
時
間
で
あ
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
実
際
の
執
筆
時

間
よ
り
未
来
に
起
こ
る
こ
と
を
書
く
不
合
理
を
避
け
る
た
め
に
は
、
物
語
の
開

始
時
間
は
二
年
前
へ
と
遡
り
、
一
九
三
〇
年
六
月
に
設
定
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
。
こ
の
小
説
の
展
開
を
見
れ
ば
、
作
者
は
小
説
の
第
一
回
で
ス
ト
ー
リ
ー
の

開
始
時
間
を
濱
口
内
閣
の
金
輸
出
解
禁
に
よ
る
台
湾
金
融
界
の
混
乱
、
す
な
わ

ち
経
済
を
学
ん
で
初
め
て
社
会
人
に
な
っ
た
作
者
に
と
っ
て
印
象
深
か
っ
た
事

件
の
起
こ
っ
た
時
に
設
定
し
た
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
を
小
説
の
時
間
的

起
点
に
す
る
の
な
ら
ば
、
前
記
の
ミ
ス
も
起
こ
ら
な
か
っ
た
は
ず
だ
が
、
結
局

作
家
は
一
九
三
二
年
と
い
う
時
間
を
選
ん
だ
。
こ
の
ミ
ス
か
ら
分
か
る
の
は
、
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満
洲
国
の
成
立
、
謝
介
石
の
外
交
部
総
長
へ
の
任
命
、
リ
ッ
ト
ン
報
告
書
、
国

際
連
盟
調
査
団
、
満
洲
国
承
認
問
題
な
ど
の
一
連
の
問
題
が
作
家
の
注
意
を
引

き
付
け
、
そ
の
創
作
に
一
定
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

筆
者
の
考
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
満
洲
国
建
国
が
も
た
ら
し
た
衝
撃
が
そ
れ
ほ

ど
大
き
な
も
の
で
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
に
影
響
さ
れ
て
も
と
も
と
の
構
想

を
変
更
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
新
聞
小
説
の
ス
タ
イ
ル
を

取
り
、
満
洲
事
変
を
「
前
景
」
で
は
な
く
「
背
景
」
に
し
て
、
新
人
作
家
と
し

て
無
意
識
的
に
時
間
、
事
件
、
概
念
を
倒
錯
す
る
小
さ
な
ミ
ス
を
犯
し
て
し

ま
っ
た
。
作
家
林
煇
焜
が
ど
れ
ほ
ど
「
満
洲
事
変
」、「
満
洲
国
建
国
」、「
国
際

連
盟
処
置
」
な
ど
の
時
事
に
衝
撃
を
受
け
た
か
を
窺
わ
せ
て
く
れ
る
。
満
洲
事

変
を
島
都
の
記
述
と
結
び
つ
け
る
実
験
を
行
っ
た
新
聞
小
説
に
時
間
的
錯
誤
が

見
え
る
と
こ
ろ
に
、
満
洲
事
変
が
台
湾
人
の
社
会
意
識
の
中
に
ど
れ
ほ
ど
浸
透

し
て
い
た
か
が
よ
く
証
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
、
小
説
の
中
の
満
洲
と
い
う
素
材
と
、
台
湾
人
新
聞
の
満
洲
輿
論
と
の

間
テ
ク
ス
ト
性
を
論
じ
て
み
た
い
。
満
洲
事
変
発
生
当
初
、『
台
湾
新
民
報
』

は
「
満
洲
事
変
」
の
こ
と
を
主
に
「
九
一
八
事
変
」
と
称
し
て
い
た
が
、
後
に

次
第
に
「
満
洲
事
変
」
と
い
う
言
葉
に
転
換
し
て
い
っ
た
。「
満
洲
国
」
成
立

の
前
、
こ
の
新
聞
は
中
国
の
民
生
面
に
お
い
て
日
本
商
品
排
斥
や
各
地
の
抗
日

活
動
と
い
っ
た
「
排
日
」、「
抗
日
」
情
報
を
頻
繁
に
載
せ
て
い
た
。
そ
れ
以
外

に
も
、
主
に
以
下
の
問
題
に
注
目
し
て
い
た
。
事
変
が
日
本
の
孤
立
を
招
き
、

日
本
の
輸
出
経
済
に
打
撃
を
与
え
た
こ
と
、
事
変
の
進
行
に
関
す
る
国
際
連
盟

の
調
査
と
関
係
意
見
の
発
表
、「
満
洲
国
」
成
立
後
に
日
本
側
が
持
ち
出
し
た

「
王
道
楽
土
」、「
五
族
協
和
」
と
い
う
概
念
が
内
地
の
「
満
蒙
熱
」
を
引
き
起

こ
し
、
多
く
の
日
本
青
年
が
満
洲
に
駆
け
込
ん
だ
現
象
な
ど
で
あ
る
。『
台
湾

新
民
報
』
が
一
九
三
二
年
四
月
に
日
刊
の
発
刊
許
可
を
得
た
時
に
掲
載
さ
れ
た

祝
辞
の
多
く
は
、
中
国
の
情
報
を
多
数
掲
載
し
、
も
っ
と
公
正
な
中
国
情
報
が

ほ
し
い
、
と
の
希
望
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
九
三
二
年
九
月
の
「
満
洲

国
独
立
一
周
年
記
念
日
」
後
の
社
説
を
比
較
す
れ
ば
、『
台
湾
日
日
新
報
』
に

お
け
る
満
洲
言
論
と
の
差
異
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

去
年
九
月
十
八
日
の
夜
半
に
、
満
鉄
線
路
で
日
中
の
軍
隊
の
衝
突
が
勃
発

し
て
以
降
、
わ
ず
か
一
年
の
う
ち
に
、
満
洲
、
上
海
の
二
大
事
変
が
起

り
、
満
洲
国
独
立
の
情
勢
に
至
っ
た
。
こ
れ
は
長
年
の
日
中
両
国
間
の
情

勢
に
よ
る
必
然
的
な
結
果
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
拙
速
に
こ
と
を
運
ん

だ
形
跡
が
あ
り
、
多
少
不
自
然
な
形
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
形
は
ど

う
で
あ
れ
、
外
の
人
が
ど
う
認
識
す
る
に
せ
よ
、
日
本
が
正
式
に
満
洲
国

の
独
立
を
承
認
す
る
時
期
は
こ
こ
三
四
日
以
内
に
迫
っ
て
い
る
。（
中
略
）

中
国
方
面
を
見
て
み
る
と
、
満
洲
独
立
の
問
題
に
対
し
、
極
め
て
沈
痛
か

つ
憤
慨
し
た
が
、
今
日
の
情
勢
に
限
っ
て
言
え
ば
、
仕
方
が
な
い
と
い
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
や
む
を
え
な
い
状
態
を
抜
け
出
せ
な
い
時
代
に
、

日
中
の
対
立
は
目
の
前
を
過
ぎ
さ
っ
た
幻
影
の
如
く
で
あ
る（

89
）。
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『
争
へ
ぬ
運
命
』
と
い
う
物
語
の
時
間
と
現
実
の
時
間
は
極
め
て
近
く
、
一

九
三
二
年
七
月
以
降
、
両
者
は
完
全
に
重
な
っ
て
い
る
。
物
語
の
中
の
満
洲
描

写
は
満
洲
国
建
国
後
の
情
勢
変
化
に
直
接
重
ね
ら
れ
て
お
り
、
作
中
人
物
も

リ
ッ
ト
ン
報
告
書
、
国
際
連
盟
理
事
会
の
満
洲
国
処
置
に
関
す
る
『
台
湾
新
民

報
』
の
社
説
を
読
ん
で
い
る
か
に
見
え
る
。
例
え
ば
「
父
女
情
深
」
と
い
う
回

は
新
聞
に
頻
繁
に
載
せ
ら
れ
た
国
際
連
盟
調
査
団
の
状
況
及
び
一
部
の
煽
動
的

な
言
葉
が
、
戦
雲
が
近
づ
い
て
い
る
と
い
う
感
を
民
衆
に
抱
か
せ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

　
「
ね
え
、
お
父
さ
ん
、
日
本
と
米
国
は
戦
争
す
る
か
知
ら
？
」

　
「
解
ら
ん
ね
。」

　
「
リ
ツ
ト
ン
報
告
書
ぐ
ら
ゐ
で
戦
争
が
始
ま
れ
ば
、
大
分
つ
ま
ら
な
い

わ
ね
。
今
日
の
新
聞
ぢ
や
、
日
本
も
大
分
覚
悟
し
て
る
つ
て
書
い
て
る
が

…
…
。」（
二
六
六
頁
）

　

小
説
中
で
は
わ
ず
か
二
行
で
あ
る
が
、『
台
湾
新
民
報
』
で
は
リ
ッ
ト
ン
の

報
告
書
を
す
べ
て
中
国
語
に
訳
し
、
日
本
に
対
す
る
国
際
連
盟
の
疑
念
も
詳
し

く
紹
介
し
た
た
め
、
そ
の
影
響
力
は
決
し
て
小
さ
く
な
か
っ
た
。

満
洲
に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て
、
多
く
の
中
国
人
移
民
が
満
洲
の
所
有
を

決
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
過
去
の
二
十
五
年
間
は
中
国
領
土
で
あ
っ
た
こ

と
は
各
国
に
公
認
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
間
、
こ
の
地
域
に
お
け

る
日
本
の
特
殊
権
益
が
次
第
に
拡
大
し
、
中
国
の
国
権
回
復
と
対
立
し
て

い
る
。
故
に
両
国
の
衝
突
は
当
然
の
帰
結
で
あ
り
、
遂
に
去
年
九
月
十
八

日
の
夜
の
日
本
軍
に
よ
る
行
動
に
至
っ
た
。
そ
れ
で
も
こ
れ
は
正
当
な
自

衛
手
段
だ
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
錦
州
爆
撃
に
至
っ
て
は
非
正
当
云
々
と
言

わ
れ
た（

90
）。

　

国
際
連
盟
理
事
会
が
満
洲
国
の
処
置
問
題
を
ど
の
よ
う
に
決
議
す
る
か
は
、

日
本
経
済
と
台
湾
経
済
の
景
気
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
小
説
の

中
で
も
企
業
家
と
知
識
階
層
が
会
っ
た
時
に
は
必
ず
議
論
さ
れ
る
話
題
で
あ
っ

た
。「
萬
居
は
、
金
池
と
二
人
で
、
ゼ
ネ
バ
に
お
け
る
聯
盟
の
空
気
や
、
満
洲

の
将
来
や
、
日
本
の
景
気
等
々
を
喋
り
つ
ゞ
け
て
ゐ
た
」（
四
一
四
頁
）
と
書

か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
会
議
が
一
九
三
二
年
一
一
月
に
開
催
さ
れ
た
時
、『
台

湾
新
民
報
』
の
社
説
も
、
日
本
代
表
が
パ
リ
を
経
由
し
て
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
到
着

し
、
満
洲
国
が
不
承
認
と
な
っ
た
時
、
日
本
が
国
際
連
盟
脱
退
を
宣
言
し
た
こ

と
に
つ
い
て
、
紹
介
・
分
析
し
て
い
る（

91
）。

　

総
じ
て
言
え
ば
、『
台
湾
日
日
新
報
』
が
満
洲
国
、
満
洲
事
変
記
念
日
を
喧

伝
し
た
際
、
台
湾
本
土
の
新
聞
『
台
湾
新
民
報
』
と
そ
こ
に
連
載
さ
れ
た
最
初

の
新
聞
小
説
は
社
説
と
小
説
の
間
テ
ク
ス
ト
性
を
利
用
し
、
彼
ら
の
目
に
映
っ

た
異
な
る
光
景
と
意
味
を
持
つ
「
満
洲
事
変
」
を
描
い
た
。
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

の
程
度
と
使
っ
た
紙
面
の
多
寡
で
区
分
し
て
み
る
な
ら
ば
、『
争
へ
ぬ
運
命
』
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は
世
俗
的
な
男
女
の
恋
愛
と
結
婚
を
重
点
お
よ
び
表
層
と
し
て
ま
ぶ
し
い
島
都

の
風
情
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
掘
り
下
げ
る
と
、
根
底
に
は
満
洲

問
題
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
台
湾
社
会
、
経
済
の
苦
境
と
植
民
政
策
の
議
論
が

あ
っ
た
。
国
際
的
に
注
目
さ
れ
、
台
湾
メ
デ
ィ
ア
が
関
心
を
寄
せ
た
満
洲
問
題

は
さ
り
げ
な
い
筆
致
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
し
か
し
、
そ
の
背

後
に
隠
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
満
洲
言
説
こ
そ
が
、
こ
の
作
品
の
批
判
言
説
が

成
り
立
つ
核
心
な
の
で
あ
る
。

結　

論

　

満
洲
国
は
独
立
国
家
を
称
し
た
が
、
国
際
連
盟
か
ら
は
承
認
さ
れ
な
か
っ

た
。
日
本
の
操
縦
を
受
け
な
が
ら
も
、
台
湾
、
朝
鮮
と
い
う
二
大
植
民
地
と
は

異
な
る
政
体
が
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
準
植
民
地
と
半
国
家
の
間
に
位
置

す
る
曖
昧
な
政
権
が
現
れ
た
こ
と
は
、
脱
亜
、
興
亜
と
東
方
文
明
論
の
上
に
膨

れ
上
が
っ
た
日
本
帝
国
主
義
に
、
さ
ら
に
多
く
の
地
理
的
な
資
源
と
地
域
拓
殖

の
想
像
を
与
え
た
。

　

満
洲
事
変
関
係
の
報
道
、
満
洲
事
変
記
念
日
活
動
は
「
事
変
の
内
在
化
」
を

促
進
し
、
台
湾
人
が
次
第
に
満
洲
と
い
う
知
ら
れ
ざ
る
他
者
へ
近
づ
い
て
い
っ

た
重
要
な
過
程
で
あ
る
。
毎
年
行
わ
れ
た
記
念
の
日
、
記
念
の
夕
、
北
大
営
模

擬
戦
、
台
湾
攻
撃
対
応
演
習
な
ど
を
通
じ
て
、
満
洲
事
変
は
外
地
新
聞
の
報
道

か
ら
島
民
の
年
中
行
事
と
日
常
的
な
身
体
体
験
へ
と
浸
透
し
、
日
／
満
／
台
の

共
通
事
件
と
な
っ
て
い
っ
た
。
南
方
の
基
地
と
し
て
帝
国
防
衛
シ
ス
テ
ム
の
一

環
で
あ
る
、
と
い
う
台
湾
の
役
割
は
、
島
民
の
国
防
観
と
帝
国
へ
の
一
体
感
と

い
う
観
念
の
普
及
に
よ
り
、
よ
う
や
く
具
体
化
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

祝
日
化
し
た
満
洲
事
変
記
念
日
の
記
念
活
動
は
、
正
に
概
念
、
感
情
、
身
体
経

験
の
普
遍
化
、
共
通
化
に
重
要
な
役
割
を
発
揮
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
一
九
三

六
年
に
武
官
総
督
制
が
復
活
し
た
後
の
小
林
総
督
の
「
南
進
」
政
策
、
な
い
し

は
一
九
四
〇
年
代
の
台
湾
人
志
願
兵
ブ
ー
ム
の
出
現
に
一
定
の
社
会
的
基
礎
を

作
り
上
げ
た
。
台
湾
に
お
け
る
満
洲
を
題
材
と
す
る
小
説
は
、
正
に
こ
の
よ
う

な
時
代
に
生
ま
れ
て
き
た
。
遥
か
な
る
満
洲
は
、「
満
洲
事
変
記
念
日
」
に

よ
っ
て
次
第
に
都
市
台
北
に
内
在
化
さ
れ
、
島
都
を
舞
台
と
す
る
小
説
の
中

で
、
作
品
の
素
材
と
し
て
使
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
『
台
湾
新
民
報
』
は
日
刊
発
行
の
許
可
を
得
た
後
、「
新
聞
小
説
」
と
い
う

ジ
ャ
ン
ル
を
重
視
し
、
掲
載
し
た
最
初
の
作
品
『
争
へ
ぬ
運
命
』
を
連
載
終
結

後
、
即
座
に
刊
行
・
販
売
し
た
。
新
聞
社
の
編
集
責
任
者
と
作
家
は
、
新
聞
小

説
と
い
う
場
を
借
り
て
、
新
聞
の
言
論
に
対
す
る
読
者
の
注
意
と
反
応
を
呼
び

起
こ
し
、
台
湾
人
の
メ
デ
ィ
ア
と
社
会
問
題
に
対
す
る
関
心
が
喚
起
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
。
そ
の
小
説
は
、
満
洲
事
変
以
降
の
国
際
情
勢
と
島
内
の
議
論

を
背
景
に
、
革
命
と
宿
命
と
い
う
二
種
の
態
度
で
結
婚
に
臨
ん
だ
男
女
の
主
人

公
の
「
殊
途
同
帰
」（
違
う
道
だ
が
同
じ
目
的
地
）
の
運
命
を
描
い
た
。
素
人
作

家
の
手
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
こ
の
小
説
は
起
伏
に
富
み
、
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク

で
、
豊
富
な
時
代
情
報
を
伝
え
て
い
る
。
輿
論
形
成
の
焦
点
で
あ
る
日
刊
新
聞

の
「
社
説
」
と
の
間
テ
ク
ス
ト
的
関
係
を
通
し
て
、
台
湾
最
初
の
日
本
語
新
聞
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小
説
は
モ
ダ
ン
都
市
の
情
愛
物
語
に
特
殊
な
社
会
批
判
の
言
説
を
組
み
込
み
、

日
刊
新
聞
を
、
隠
れ
た
言
説
が
生
成
す
る
場
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
新
聞
小

説
が
、
深
層
の
言
説
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
基
本
条
件
は
以
下
の
二
点
で
あ

る
。
第
一
は
『
台
湾
新
民
報
』
が
「
台
湾
の
代
弁
者
」
で
あ
る
と
い
う
輿
論
の

信
用
性
及
び
新
聞
小
説
の
重
視
で
あ
り
、
第
二
は
満
洲
事
変
後
に
さ
ら
に
悪
化

し
た
日
本
経
済
及
び
日
本
の
農
村
の
み
に
目
を
向
け
る
米
穀
移
出
統
制
、
農
村

救
済
な
ど
の
措
置
に
現
れ
た
植
民
地
差
別
政
策
に
対
す
る
台
湾
の
輿
論
で
あ
っ

た
。

　
『
争
へ
ぬ
運
命
』
は
新
聞
小
説
の
特
徴
を
生
か
し
、
当
時
台
湾
の
輿
論
が

も
っ
と
も
関
心
を
持
っ
た
二
大
問
題
─
─
モ
ダ
ン
な
島
都
と
台
湾
社
会
経
済
の

苦
境
を
、
巧
み
に
結
び
つ
け
た
。
表
象
的
な
都
市
生
活
と
恋
愛
結
婚
を
表
層
と

し
、
世
界
的
な
経
済
危
機
及
び
日
本
の
対
中
戦
争
の
影
響
が
及
ぼ
し
た
植
民
地

の
産
業
と
民
衆
生
活
の
困
窮
を
点
描
し
、
深
層
に
満
洲
事
変
後
の
植
民
地
都
市

の
抱
え
る
暗
雲
を
巧
み
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
こ

の
作
家
は
、
台
湾
最
初
の
日
本
語
新
聞
小
説
の
試
作
を
完
成
し
た
の
み
な
ら

ず
、
台
湾
新
聞
紙
上
に
お
け
る
新
し
い
通
俗
小
説
ブ
ー
ム
を
も
切
り
開
い
た
の

で
あ
る
。

注
（
１
）　

趙
東
輝
「
九
一
八
事
変
與
偽
満
洲
国
成
立
」、
東
北
淪
陷
十
四
年
史
総
編
室
・
日

本
殖
民
地
文
化
研
究
会
編
『
偽
満
洲
国
真
相
』
北
京
、
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇

一
〇
年
一
月
、
一
四
─
一
九
頁
。

（
２
）　

一
九
三
〇
年
代
の
十
年
間
の
『
台
湾
新
民
報
』（
台
湾
人
に
よ
り
創
刊
さ
れ
た
新

聞
）
は
よ
く
保
存
さ
れ
て
お
ら
ず
、
保
存
状
態
が
よ
い
復
刻
原
本
に
は
一
九
二
〇
年
代

の
創
刊
か
ら
一
九
三
二
年
四
月
九
日
ま
で
の
部
分
し
か
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
以

降
一
九
四
〇
年
一
月
一
日
ま
で
は
、
以
下
の
部
分
を
除
い
て
す
べ
て
散
逸
し
た
。
個
人

の
寄
贈
に
よ
り
幸
運
に
も
残
さ
れ
た
部
分
は
す
べ
て
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、
以
下
の
二
つ

が
あ
る
。
一
、
中
島
利
郎
寄
贈
の
『
一
九
三
三
台
湾
新
民
報
』（
台
南
、
国
立
台
湾
文

学
館
出
版
、
一
九
三
三
／
五
／
二
─
一
一
／
三
〇
）、
二
、
楊
肇
嘉
寄
贈
、
李
承
機
主

編
『
六
然
居
存
日
刊
臺
湾
新
民
報
社
説
輯
録　

一
九
三
二
─
三
五
』
及
び
『
日
刊
台
湾

新
民
報
創
始
初
期　

一
九
三
二
・
四
・
一
五
─
五
・
三
一
』（
台
南
、
国
立
台
湾
歴
史

博
物
館
）。『
台
湾
新
民
報
』
は
一
九
三
二
─
一
九
三
五
年
に
所
在
が
限
ら
れ
て
お
り
、

中
断
が
あ
っ
た
り
す
る
た
め
、
こ
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
満
洲
事
変
記
念
日
、
承
認
記

念
日
に
関
す
る
報
道
は
一
九
三
二
年
以
外
の
部
分
は
知
る
す
べ
が
な
い
。

（
３
）　
「
満
洲
戰
雲
岌
岌
果
然
開
戰
、
北
大
營
華
兵
襲
我
守
備
隊
、
我
軍
應
戰
占
北
大
營

一
部
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
一
年
九
月
二
〇
日
、
夕
刊
第
四
面
、
漢
文
版
。

（
４
）　

台
湾
軍
司
令
部
「
満
洲
事
変
の
原
因
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
一
年
一
〇
月

四
日
、
夕
刊
第
二
面
。
台
湾
の
民
衆
に
台
湾
軍
司
令
部
の
発
言
を
知
ら
せ
る
た
め
、
同

じ
文
章
が
中
国
語
に
訳
さ
れ
て
、『
台
湾
日
日
新
報
』（
一
九
三
一
年
一
〇
月
四
日
、
五

日
の
朝
刊
、
夕
刊
の
第
四
版
、
漢
文
版
）
に
掲
載
さ
れ
た
。
な
お
、
本
論
に
お
い
て
引

用
す
る
日
本
語
文
献
は
新
字
体
を
基
本
と
し
、
ル
ビ
を
省
略
し
た
。
句
読
点
の
な
い
場
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合
は
適
宜
付
し
た
。
引
用
す
る
中
国
語
資
料
の
翻
訳
は
す
べ
て
訳
者
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。

（
５
）　
「
台
日
漫
画
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
一
年
一
〇
月
五
日
、
朝
刊
第
四
面
。

（
６
）　
「
満
洲
事
變
不
觸
條
約
、
政
府
闡
明
主
旨
于
中
外
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
一

年
一
〇
月
二
〇
日
、
夕
刊
第
四
面
、
漢
文
版
。

（
７
）　
「
満
洲
事
變
、
臺
湾
無
影
響
、
総
督
在
神
戸
談
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
一
年

一
一
月
一
五
日
、
夕
刊
第
四
面
、
漢
文
版
。
こ
の
報
道
に
あ
る
「
本
国
」
は
中
国
を
指

す
。

（
８
）　

蘆
溝
橋
事
件
は
現
在
日
中
戦
争
と
称
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
当
時
、
中
国
側
は
七

七
事
変
と
称
し
、
日
本
側
は
日
支
事
変
と
称
し
た
。

（
９
）　

一
九
三
〇
年
代
前
期
、『
台
湾
日
日
新
報
』
朝
刊
は
八
面
あ
り
、
第
八
面
の
み
が

漢
文
で
あ
っ
た
。
夕
刊
は
四
面
で
あ
り
、
最
後
の
第
四
面
の
み
が
漢
文
で
あ
っ
た
。

（
10
）　
「
満
洲
事
變
畫
報
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
一
年
一
二
月
五
日
、
朝
刊
第
四

面
、
漢
文
版
。

（
11
）　
「
最
も
期
待
さ
る
上
海
事
件
の
映
画
、
満
洲
事
変
其
它
の
映
画
と
共
に
、
今
夕
二

ケ
所
で
公
開
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
二
年
二
月
一
七
日
、
夕
刊
第
二
面
。

（
12
）　
『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
三
年
九
月
一
八
日
、
朝
刊
第
五
面
。

（
13
）　

一
九
三
三
年
の
『
台
湾
日
日
新
報
』
を
例
に
と
れ
ば
、
以
下
の
関
係
記
事
あ
る
い

は
談
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
一
九
三
三
年
三
月
二
五
日
か
ら
三
回
に
わ
た
っ
て
殖
産

局
の
「
南
の
生
命
線
」、
一
九
三
三
年
六
月
一
七
日
に
台
北
州
知
事
の
「
南
方
の
第
一

線
」、
一
九
三
三
年
九
月
四
日
に
台
北
市
大
稻
埕
青
年
団
長
陳
清
波
の
「
時
局
は
南

方
！
」、
一
九
三
三
年
一
一
月
二
八
日
に
杉
村
公
使
が
帰
国
し
、
門
司
で
内
地
の
メ

デ
ィ
ア
に
「
日
本
の
生
命
線
は
南
方
に
移
っ
た
、
満
洲
は
最
早
心
配
は
い
ら
ぬ
」
と
表

明
、
一
九
三
四
年
一
月
一
日
に
台
湾
歩
兵
団
第
二
連
隊
長
の
「
台
湾
は
帝
国
南
方
国
防

上
の
第
一
線
、
島
民
は
其
覚
悟
が
必
要
」
な
ど
で
あ
る
。

（
14
）　
「
満
洲
事
變
記
念
日
、
訓
練
航
防
空
諸
施
設
、
全
島
實
施
各
種
行
事
」『
台
湾
日
日

新
報
』
一
九
三
六
年
八
月
二
五
日
、
朝
刊
第
一
二
面
、
漢
文
版
。

（
15
）　
「
満
洲
事
変
五
周
年
を
迎
へ
て
、
輝
く
南
方
生
命
線
、
台
北
市
並
に
地
区
防
衛

団
、
け
ふ
厳
か
に
結
団
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
六
年
九
月
一
九
日
、
夕
刊
第
二

面
。

（
16
）　
「
満
洲
事
変
よ
り
、
支
那
事
変
へ
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
六
年
九
月
一
八
、

一
九
、
二
〇
日
、
朝
刊
第
四
面
。

（
17
）　

例
え
ば
「
満
洲
事
変
に
も
出
征
し
た
勇
士
、
安
倍
上
等
兵
、
名
誉
の
戦
死
」「
満

洲
事
変
に
も
、
大
活
躍
、
早
坂
光
一
伍
長
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
七
年
一
〇
月

三
〇
日
、
夕
刊
第
二
面
。

（
18
）　
「
戦
勝
を
祈
願
、
満
洲
事
変
記
念
日
に
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
七
年
九
月
二

〇
日
、
朝
刊
第
五
面
。

（
19
）　
「
我
駐
日
大
使
館
舉
開　

満
洲
事
變
紀
念
及
承
認
祝
賀
會
」（『
濱
江
日
報
』
一
九

四
一
年
九
月
八
日
、
第
一
面
）、「
追
憶
意
義
深
遠
之
満
洲
事
變　

郷
軍
勇
士
演
習
攻
防

戰
」（『
濱
江
日
報
』
一
九
四
一
年
九
月
二
〇
日
、
第
二
面
）
を
参
照
。

（
20
）　
「
満
洲
事
変
十
周
年
の
思
ひ
出
」「
満
洲
事
変
の
真
の
意
義
」
と
い
う
二
つ
の
特
集

は
、『
台
湾
日
日
新
報
』（
一
九
四
一
年
九
月
一
四
─
二
〇
日
と
一
八
─
二
一
日
）
に
連

載
さ
れ
た
。

（
21
）　

関
係
報
道
は
『
台
湾
日
日
新
報
』（
一
九
四
二
年
九
月
一
五
日
、
朝
刊
第
一
面
）

を
参
照
。

（
22
）　
「
満
洲
事
変
の
世
界
史
的
意
義
、
森
部
務
長
総
官
代
理
談
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
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九
四
二
年
九
月
一
八
日
、
朝
刊
第
一
面
。

（
23
）　
「
満
洲
事
変
十
一
周
年
記
念
日
、
盟
邦
の
伸
展
を
慶
祝
、
挙
島
・
必
勝
の
決
意
更

に
新
た
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
四
二
年
九
月
一
九
日
、
夕
刊
第
二
面
。

（
24
）　
「
満
洲
国
も
緬
甸
承
認
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
四
三
年
八
月
三
日
、
夕
刊
第
一

面
。「
満
洲
建
国
十
一
星
霜
、
十
五
日
独
立
の
承
認
記
念
日
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九

四
三
年
九
月
一
三
日
、
朝
刊
第
一
面
。

（
25
）　
「
満
洲
国
承
認
、
十
一
周
年
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
四
三
年
九
月
一
五
日
、
朝

刊
第
二
面
。

（
26
）　

在
郷
軍
人
会
は
台
湾
で
は
「
郷
軍
台
湾
支
部
」
と
略
称
し
、
当
時
の
台
湾
メ
デ
ィ

ア
は
「
在
郷
軍
人
分
会
」
あ
る
い
は
「
郷
軍
」
と
称
し
て
い
た
。
在
郷
軍
人
と
は
普
段

そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
に
つ
き
、
国
家
の
必
要
に
応
じ
て
召
集
さ
れ
る
予
備
役
、
退
役
あ
る

い
は
後
備
役
軍
人
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九
四
二
年
に
陸
軍
特
別
志
願
兵
制
度
が
正
式
に

実
施
さ
れ
る
ま
で
、
台
湾
人
は
服
役
の
資
格
を
持
た
な
か
っ
た
た
め
、
台
湾
の
在
郷
軍

人
は
す
べ
て
在
台
日
本
人
で
あ
っ
た
。

（
27
）　
「
支
那
、
九
月
十
八
日
を
、
国
難
記
念
日
に
指
定
、
全
国
的
排
日
運
動
の
懸
念
濃

厚
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
二
年
九
月
一
〇
日
、
朝
刊
第
七
面
。

（
28
）　
「
全
国
民
が
一
斉
に
、
一
分
間
の
黙
祷
を
捧
ぐ
、
支
那
事
変
記
念
日
を
実
施
」『
台

湾
日
日
新
報
』
一
九
三
二
年
六
月
六
日
、
夕
刊
第
二
面
。

（
29
）　

中
国
側
は
太
平
洋
戦
争
の
導
火
線
を
「
珍
珠
港
事
変
」
と
称
す
る
。
当
時
の
台
湾

メ
デ
ィ
ア
は
日
本
の
呼
び
名
に
従
い
、「
真
珠
湾
奇
襲
、
空
襲
、
強
襲
」
な
ど
と
称
す

る
。

（
30
）　

一
九
三
三
年
を
例
に
と
れ
ば
、『
台
湾
新
民
報
』（
九
月
一
八
、
一
九
日
）
は
斉
藤

首
相
及
び
荒
木
陸
相
の
談
話
の
み
を
掲
載
し
、
慰
霊
祭
も
台
北
、
高
雄
、
新
竹
と
い
う

三
つ
の
都
市
を
中
心
に
紹
介
し
た
だ
け
で
あ
る
。
文
章
は
短
く
、
紙
面
の
左
上
あ
る
い

は
左
下
な
ど
副
次
的
で
、
重
要
で
は
な
い
場
所
に
置
か
れ
た
。『
台
湾
新
民
報
』（
一
九

三
三
年
九
月
一
八
日
、
第
七
面
、
九
月
一
九
日
、
第
五
面
）
を
参
照
。

（
31
）　
「
満
洲
事
變
一
周
年
、
計
畫
警
備
演
習
講
演
、
参
加
人
員
五
百
余
名
」『
台
湾
日
日

新
報
』
一
九
三
二
年
九
月
七
日
、
朝
刊
第
八
面
、
漢
文
版
。

（
32
）　
「
満
洲
事
變
紀
念
行
事
、
大
擧
慰
靈
祭
」（
一
九
三
二
年
九
月
一
七
日
、
朝
刊
第
八

面
、
漢
文
版
）
を
参
照
。「
け
ふ
、
一
周
年
記
念
日
、
蒼
空
に
飛
機
の
唸
り
、
地
に
惨

た
る
銃
声
！　

満
洲
事
変
を
彷
佛
さ
す
演
習
、
後
に
一
万
の
大
衆
行
進
」、「
満
洲
事
変

一
周
年
、
記
念
の
夕
べ
、
午
後
七
時
三
十
分
よ
り
、
台
北
新
公
園
よ
り
中
継
」、「
想
ひ

ぞ
起
す
一
年
前
満
洲
事
変
突
発
の
日
、
午
前
十
一
時
五
十
分
よ
り
満
洲
よ
り
特
別
中

継
」（
一
九
三
二
年
九
月
一
八
日
、
朝
刊
第
三
、
四
面
）、「
講
演
及
映
畫
之
夕
」（
一
九

三
二
年
九
月
二
九
日
、
夕
刊
第
四
面
、
漢
文
版
）。

（
33
）　

台
北
放
送
局
は
一
九
二
八
年
一
一
月
に
創
設
さ
れ
、
当
初
は
無
料
で
放
送
を
提
供

し
て
い
た
。
一
九
二
九
年
九
月
に
熊
本
放
送
局
の
周
波
数
を
使
っ
て
日
本
内
地
の
番
組

の
放
送
を
始
め
る
。
一
九
三
一
年
二
月
に
台
北
放
送
協
会
が
組
織
・
拡
大
さ
れ
た
後
、

月
に
一
円
の
有
料
放
送
と
な
る
。
同
年
七
月
に
台
湾
籍
の
女
性
を
採
用
し
て
台
湾
語
放

送
を
開
始
。
一
九
三
四
年
九
月
に
内
地
に
向
け
て
放
送
を
開
始
し
た
。
新
聞
に
掲
載
さ

れ
た
「
ラ
ジ
オ
番
組
表
」
か
ら
、
一
九
三
二
年
の
毎
日
の
放
送
時
間
は
午
前
六
時
三
〇

分
か
ら
午
後
九
時
三
〇
分
ま
で
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
34
）　
「
満
洲
事
變
紀
念
祭
、
都
中
各
団
準
備
盛
挙
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
三
年
八

月
一
七
日
、
夕
刊
第
四
面
、
漢
文
版
。
帝
国
在
郷
軍
人
会
、
仏
教
連
合
団
体
、
国
防
協

会
、
国
防
婦
人
協
会
の
主
催
で
あ
る
が
、
陸
海
軍
、
外
務
省
、
文
部
省
、
拓
務
省
の
後

援
を
得
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
の
規
模
の
大
き
さ
が
窺
え
る
。
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（
35
）　
「
満
洲
事
変
の
、
記
念
放
送
、
Ｊ
Ｏ
Ａ
Ｋ
か
ら
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
三
年

九
月
一
四
日
、
夕
刊
第
二
面
。

（
36
）　
「
在
満
兵
の
慰
問
、
満
洲
事
変
記
念
日
に
、
高
雄
郷
軍
の
企
て
」『
台
湾
日
日
新

報
』
一
九
三
三
年
九
月
七
日
、
朝
刊
第
三
面
。「
日
華
事
變
記
念
、
映
畫
夕
」『
台
湾
日

日
新
報
』
一
九
三
三
年
九
月
一
八
日
、
朝
刊
第
八
面
、
漢
文
版
。

（
37
）　

こ
の
年
、
台
北
市
で
は
記
念
式
典
、
慰
霊
祭
、
模
擬
演
習
、
記
念
放
送
、
宣
伝
図

書
の
配
布
、
愛
国
号
の
台
北
上
空
訪
問
な
ど
の
行
事
が
行
わ
れ
た
。
他
に
、
警
備
演

習
、
武
道
大
会
、
射
撃
大
会
、
軍
隊
関
係
功
労
者
表
彰
、
記
念
演
芸
、
国
防
献
金
な
ど

を
増
や
し
た
。「
満
洲
事
變
三
周
年
、
臺
北
紀
念
行
事
、
實
施
記
念
式
慰
靈
祭
演
習

等
、
愛
国
號
飛
行
上
空
訪
問
」（『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
四
年
八
月
一
六
日
、
夕
刊

第
四
面
、
漢
文
版
）
を
参
照
。

（
38
）　
「
満
洲
事
變
記
念
日
、
亙
臺
湾
全
土
、
欲
實
施
灯
火
管
制
」（『
台
湾
日
日
新
報
』

一
九
三
三
年
八
月
二
三
日
、
夕
刊
第
四
版
、
漢
文
版
）、「
満
洲
事
變
記
念
日
、
全
臺
湾

五
分
間
黑
暗
、
夜
間
九
時
半
非
常
管
制
」（『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
四
年
九
月
六

日
、
夕
刊
第
四
面
、
漢
文
版
）。

（
39
）　
「
け
ふ
、
満
洲
事
変
三
周
年
、
官
民
約
二
万
が
集
っ
て
、
尊
き
犠
牲
者
の
慰
霊

祭
、
総
督
以
下
が
玉
串
を
奉
奠
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
四
年
九
月
一
九
日
、
夕

刊
第
二
面
。

（
40
）　
「
五
分
間
、
燈
火
管
制
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
四
年
九
月
二
〇
日
、
夕
刊
第

四
面
、
漢
文
版
。

（
41
）　
「
満
洲
記
念
日
、
屏
東
飛
機
、
訪
問
各
都
市
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
四
年
九

月
一
九
日
、
夕
刊
第
四
面
、
漢
文
版
。

（
42
）　
「
満
洲
事
變
記
念
、
慰
靈
祭
及
諸
行
事
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
四
年
九
月
二

〇
日
、
夕
刊
第
四
面
、
漢
文
版
。

（
43
）　
「
高
松
宮
殿
下
新
京
で
、
康
徳
皇
帝
と
御
対
面
、
あ
す
満
洲
事
変
三
周
年
記
念

日
、
連
合
艦
隊
大
連
に
入
港
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
四
年
九
月
一
八
日
、
夕
刊

第
二
面
。

（
44
）　
「
繃
帶
三
百
本
を
、
皇
后
陛
下
御
下
賜
、
満
洲
事
変
傷
病
者
に
」『
台
湾
日
日
新

報
』
一
九
三
四
年
一
〇
月
一
一
日
、
朝
刊
第
二
面
。

（
45
）　

陸
軍
省
は
満
洲
事
変
の
後
長
い
時
間
が
経
過
し
、
国
民
の
認
識
が
次
第
に
薄
れ
て

い
く
傾
向
に
鑑
み
て
、『
日
満
関
係
の
再
認
識
に
就
て
』『
満
洲
国
概
観
』
を
刊
行
し
て

広
く
配
布
し
た
。
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
台
湾
に
も
送
ら
れ
て
各
地
で
配
布
さ
れ
た
。

「
満
洲
事
変
四
周
年
記
念
日
に
、
陸
軍
が
小
冊
子
配
付
、
事
変
の
再
認
識
に
愬
へ
る
」

（『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
五
年
九
月
一
日
、
朝
刊
第
二
面
）
を
参
照
。

（
46
）　
「
満
洲
事
變
四
周
年
、
臺
北
市
記
念
行
事
、
經
團
体
長
會
議
決
定
」『
台
湾
日
日
新

報
』
一
九
三
五
年
九
月
二
〇
日
、
夕
刊
第
四
面
、
漢
文
版
。

（
47
）　
「
臺
北
市
記
念
満
洲
事
變
、
實
施
全
市
防
護
演
習
、
参
加
者
郷
軍
青
訓
少
青
団
」

『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
五
年
九
月
二
〇
日
、
夕
刊
第
四
面
、
漢
文
版
。

（
48
）　
「
満
洲
事
變
記
念
日
、
臺
南
模
擬
戰
及
諸
行
事
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
五
年

九
月
一
四
日
、
朝
刊
第
八
面
、
漢
文
版
。

（
49
）　

関
係
報
道
は
『
台
湾
日
日
新
報
』（
一
九
三
五
年
九
月
一
九
日
、
朝
刊
第
九
面
、

漢
文
版
）
を
参
照
。

（
50
）　

満
洲
関
係
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
た
ほ
か
、『
台
湾
日
日
新
報
』
も
七
回
に

わ
た
っ
て
満
洲
建
国
精
神
、
日
満
不
可
分
、
満
蒙
建
設
、
満
ソ
支
蒙
関
係
な
ど
の
時
局

に
関
す
る
陸
軍
省
の
議
論
を
連
載
し
た
。

（
51
）　
「
満
洲
事
変
五
周
年
を
迎
へ
て
、
輝
く
南
方
生
命
線
、
台
北
市
並
に
地
区
防
衛
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団
、
け
ふ
厳
か
に
結
団
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
六
年
九
月
一
九
日
、
夕
刊
第
二

面
。

（
52
）　

一
九
四
〇
年
に
近
衛
内
閣
は
「
大
政
翼
賛
会
」
を
組
織
し
、
す
べ
て
の
政
党
を
解

散
し
た
。
議
会
は
開
か
れ
て
い
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
敗
戦
ま
で
政
党
政
治
は
回
復

さ
れ
な
か
っ
た
。

（
53
）　

林
煇
焜
『
争
へ
ぬ
運
命
』（
台
北
、
台
湾
新
民
報
社
、
一
九
三
三
年
四
月
）。
小
説

が
掲
載
さ
れ
た
時
期
の
『
台
湾
新
民
報
』
が
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
原
文
は
未
見
。
単
行

本
は
台
湾
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
中
国
語
訳
に
は
二
種
類
が
あ
る
。
一
、

陳
霓
（
訳
）『
不
可
抗
拒
的
命
運
』（
板
橋
、
台
北
県
立
文
化
中
心
、
一
九
九
五
年
六

月
）。
二
、
邱
振
瑞
（
訳
）『
命
運
難
違
』
上
・
下
冊
（
台
北
、
前
衛
出
版
社
、
一
九
九

八
年
八
月
）。
前
者
は
原
文
に
忠
実
で
あ
り
、
訳
文
は
美
し
い
が
、
若
干
の
誤
植
が
あ

る
。
後
者
は
語
感
に
お
い
て
日
本
統
治
時
代
の
面
影
を
残
し
、
意
訳
の
部
分
が
前
者
よ

り
多
い
。
そ
れ
ぞ
れ
優
れ
た
訳
で
あ
る
が
、
脱
漏
が
あ
る
。
以
下
、
小
説
の
引
用
は
林

煇
焜
『
争
へ
ぬ
運
命
』（
台
北
、
台
湾
新
民
報
社
、
一
九
三
三
年
四
月
）
に
よ
り
、
頁

数
の
み
記
す
。

（
54
）　

代
表
的
な
先
行
研
究
と
し
て
は
、
論
文
に
下
村
作
次
郎
、
黃
英
哲
「
談
戰
前
臺
湾

大
衆
文
学
─
─
臺
湾
文
学
史
的
一
段
空
白
」（『
中
外
文
学
』
二
七
巻
六
期
、
一
九
九
八

年
一
一
月
、
二
九
─
四
〇
頁
）、
星
名
宏
修
「
從
一
九
三
〇
年
代
之
貧
困
描
寫
閱
讀
複

數
的
現
代
性
」（『
台
湾
文
学
学
報
』
一
〇
期
、
二
〇
〇
七
年
六
月
、
一
一
一
─
一
二
九

頁
）
が
あ
り
、
学
位
論
文
に
蔡
佩
均
「
想
像
大
衆
讀
者
─
─
『
風
月
報
』、『
南
方
』
中

的
白
話
小
説
與
大
衆
文
化
建
構
」（
靜
宜
大
学
中
国
文
学
系
碩
士
論
文
、
二
〇
〇
六
年

七
月
）、
陳
允
元
「
島
都
與
帝
都

─
二
〇
、
三
〇
年
代
臺
湾
小
説
的
都
市
図
像
（
一

九
二
二
─
一
九
三
七
）」（
台
湾
大
学
台
湾
文
学
研
究
所
碩
士
論
文
、
二
〇
〇
七
年
六

月
）、
陳
莉
雯
「「
島
都
」
與
「
戀
愛
」

─
『
風
月
報
』
相
關
書
寫
的
再
現
與
想
像
」

（
清
華
大
学
中
国
文
学
系
碩
士
論
文
、
二
〇
〇
八
年
六
月
）、
鄭
鳳
晴
「
日
據
時
期
新
女

性
的
再
現
分
析

─
以
媒
体
記
事
與
小
説
創
作
為
中
心
」（
清
華
大
学
台
湾
文
学
研
究

所
碩
士
論
文
、
二
〇
〇
八
年
七
月
）
な
ど
が
あ
る
。

（
55
）　

林
煇
焜
は
淡
水
の
名
家
に
生
ま
れ
、
国
語
学
校
国
語
部
を
卒
業
し
た
後
、
京
都
第

二
中
学
校
、
金
沢
・
第
四
高
等
学
校
に
学
び
、
一
九
二
八
年
に
京
都
帝
国
大
学
経
済
学

部
を
卒
業
し
た
。
台
湾
に
戻
っ
た
後
、
台
湾
興
業
信
託
株
式
会
社
社
員
に
な
り
、
一
九

三
〇
年
に
淡
水
信
用
組
合
専
務
理
事
に
抜
擢
さ
れ
、
一
九
三
六
年
に
専
務
理
事
の
職
務

を
辞
退
し
、
台
湾
農
林
株
式
会
社
主
事
を
務
め
た
。
一
九
三
九
年
四
月
に
台
北
帝
国
大

医
学
院
に
入
学
す
る
が
、
七
月
中
途
退
学
し
、
廈
門
特
別
市
政
府
で
実
業
科
長
を
担
当

し
、
廈
門
至
誠
会
幹
事
を
兼
任
し
た
。
ま
た
台
北
市
長
呉
三
連
の
機
密
を
つ
か
さ
ど
る

秘
書
を
務
め
、
後
に
彰
化
銀
行
に
転
職
す
る
。
こ
の
作
品
は
著
名
か
つ
唯
一
残
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

（
56
）　
「
糖
業
が
善
処
す
べ
き
、
金
輸
出
禁
止
の
対
策
、
過
剰
糖
処
分
と
糖
業
の
基
調
整

理
」（『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
二
年
一
月
九
日
、
朝
刊
第
九
面
）
を
参
照
。

（
57
）　

排
日
の
風
潮
が
日
中
、
台
中
貿
易
に
影
響
を
与
え
た
状
況
、
米
日
関
係
の
悪
化
に

影
響
さ
れ
た
台
湾
茶
葉
輸
出
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
『
台
湾
日
日
新
報
』
の
報

道
を
参
照
。「
長
江
附
近
農
産
被
害
、
対
華
貿
易
大
打
撃
、
排
日
激
烈
貨
難
輸
送
」（
一

九
三
一
年
九
月
一
七
日
、
朝
刊
第
八
面
、
漢
文
版
）、「
昨
年
中
の
本
島
貿
易
内
容

（
三
）、
直
航
路
と
排
日
の
影
響
、
中
継
輸
出
大
激
減
／
日
支
事
件
の
中
継
、
輸
出
に
及

ぼ
せ
る
影
響
」（
一
九
三
二
年
一
月
二
六
日
、
朝
刊
第
五
面
）、「
金
輸
出
禁
止
と
台
湾

茶
業
の
将
来
、
需
要
地
の
状
況
が
肝
腎
、
未
だ
楽
観
を
不
許
」（
一
九
三
二
年
一
月
九

日
、
朝
刊
第
九
面
）、「
銷
往
冲
繩
縣
方
面
、
臺
湾
茶
復
見
全
盛
、
日
華
事
變
以
來
華
茶
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入
口
杜
絶
」（
一
九
三
二
年
二
月
二
四
日
、
朝
刊
第
八
面
、
漢
文
版
）。

（
58
）　

台
湾
茶
の
輸
出
減
少
に
は
二
つ
の
原
因
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
南
洋
地
区
の
消
費
低

迷
で
、
二
つ
は
排
日
貨
の
風
潮
に
よ
り
輸
出
量
の
減
少
を
来
し
た
こ
と
で
あ
る
。「
金

輸
出
禁
止
と
台
湾
茶
業
の
将
来
、
需
要
地
の
状
況
が
肝
腎
、
未
だ
楽
観
を
不
許
」（
一

九
三
二
年
一
月
九
日
、
朝
刊
第
九
面
）
を
参
照
。

（
59
）　

謝
介
石
（
一
八
七
八
─
一
九
四
六
）、
台
湾
新
竹
の
人
。
満
洲
国
外
交
部
総
長

（
一
九
三
二
・
三
・
九
─
一
九
三
四
・
三
・
一
）、
外
交
部
大
臣
（
一
九
三
四
・
三
・
一

─
一
九
三
五
・
五
・
二
一
）、
参
議
（
一
九
三
五
・
五
・
二
一
─
一
九
三
五
・
六
・
一

九
）、
駐
日
大
使
（
一
九
三
五
・
六
・
一
九
─
一
九
三
七
・
六
・
二
三
）
な
ど
を
務

め
、
台
湾
人
と
し
て
満
洲
で
最
高
の
肩
書
を
得
た
。
駒
井
徳
三
が
満
洲
国
総
務
庁
暫
署

総
務
長
官
を
務
め
た
期
間
は
一
九
三
二
年
三
月
一
〇
日
～
一
〇
月
五
日
で
あ
る
。
小
説

は
一
九
三
二
年
三
月
の
人
事
情
報
を
誤
っ
て
一
九
二
九
年
六
月
の
物
語
に
書
き
入
れ
て

い
る
。

（
60
）　

当
時
、「
満
洲
」
と
名
付
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
業
が
実
際
に
も
あ
っ
た
。
例
え

ば
、
一
九
三
五
年
台
湾
博
覧
会
の
商
業
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
台
北
市
の
あ
る
商
家
は
九
カ

月
と
十
数
万
を
か
け
て
大
和
町
で
「
ト
モ
エ
会
館
」
を
新
築
し
た
。
会
館
は
当
時
屈
指

の
四
階
建
て
の
大
型
総
合
飲
食
店
で
あ
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
備
え
、
付
属
の
カ

フ
ェ
ー
が
あ
り
、
屋
上
か
ら
は
台
北
市
が
見
下
ろ
せ
、
大
屯
山
を
眺
め
る
空
中
ガ
ー
デ

ン
と
船
形
の
西
洋
風
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
っ
た
。
各
階
に
は
格
調
の
異
な
る
レ
ス
ト
ラ
ン

が
あ
り
、
二
階
の
西
洋
式
レ
ス
ト
ラ
ン
は
「
満
洲
」
と
名
づ
け
ら
れ
、
中
に
は
「
新

京
」、「
奉
天
」、「
哈
爾
濱
」、「
吉
林
」
な
ど
の
特
別
個
室
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。「
台

博
に
魁
け
、
島
都
の
カ
フ
ェ
ー
戦
線
異
状
」（『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
五
年
五
月
四

日
、
夕
刊
第
二
面
）
を
参
照
。

（
61
）　

一
九
三
〇
年
の
『
台
湾
日
日
新
報
』
に
「
走
在
時
代
尖
端
：
珈
琲
館
栄
昌
記
」
と

い
う
連
載
が
載
せ
ら
れ
、
カ
フ
ェ
ー
と
関
連
す
る
流
行
音
楽
が
雪
崩
の
よ
う
に
流
れ
込

ん
で
き
た
様
子
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
台
北
市
最
初
の
カ
フ
ェ
ー
は
「Lion

」
と

「
巴
」
で
あ
る
、
と
言
及
さ
れ
て
い
る
。「
島
都
の
尖
端
を
行
く
、
カ
フ
ェ
ー
栄
昌
記
」

（『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
〇
年
八
月
二
九
日
、
夕
刊
第
二
面
）
を
参
照
。

（
62
）　

一
九
三
〇
年
に
台
北
市
は
都
心
の
改
造
を
経
て
更
に
モ
ダ
ン
化
し
、
完
全
に
「
現

代
都
市
」
と
な
り
、「
復
興
後
の
東
京
都
を
歩
い
て
い
る
感
が
あ
る
」
と
報
道
さ
れ

た
。「
島
都
台
北
市
の
モ
ダ
ー
ン
化
情
景
」（『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
〇
年
五
月
三

日
、
朝
刊
第
七
面
）。

（
63
）　

小
説
の
中
に
は
、「
今
年
台
北
の
帝
大
を
出
た
学
士
が
、
特
別
に
採
用
さ
れ
て
、

月
六
十
円
つ
て
い
ふ
で
す
か
ら
ね
。
全
く
ひ
き
あ
ひ
ま
せ
ん
で
す
よ
」、「
毎
年
内
地
の

一
流
あ
た
り
の
会
社
や
銀
行
の
社
員
、
行
員
採
用
に
、
採
用
人
数
の
百
倍
以
上
も
応
募

者
が
あ
る
と
い
ふ
話
だ
ね
」、「
こ
の
一
日
の
定
例
閣
議
に
、
官
吏
身
分
保
障
法
規
が
討

議
さ
れ
た
り
、
大
阪
に
、
イ
ン
テ
リ
同
盟
が
結
ば
れ
た
り
し
て
ゐ
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
す

よ
」
と
い
う
会
話
が
記
さ
れ
て
い
る
（
七
三
頁
）。

（
64
）　

当
時
の
中
上
流
家
庭
の
婚
約
は
、
相
変
わ
ら
ず
家
柄
、
学
歴
に
拘
り
、
多
く
の
場

合
は
媒
酌
人
を
介
し
て
縁
談
を
結
び
、
家
長
が
公
共
の
場
で
密
か
に
観
察
し
て
相
手
の

人
柄
を
判
断
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

（
65
）　

作
家
の
設
定
し
た
明
治
橋
の
自
殺
は
、
当
時
の
台
北
の
都
市
現
象
を
反
映
し
て
い

る
。
明
治
橋
は
一
九
〇
一
年
に
建
て
ら
れ
、
改
造
を
経
て
戦
後
に
中
山
橋
と
改
名
さ
れ

た
。
台
北
市
の
中
山
区
に
位
置
し
、
基
隆
河
を
跨
い
で
、
南
岸
の
圓
山
と
北
岸
の
剣
潭

山
を
結
び
、
台
湾
総
督
府
と
台
湾
神
社
の
勅
使
街
道
（
今
の
中
山
北
路
の
一
部
）
を
結

ぶ
重
要
な
橋
で
あ
る
。
橋
の
た
も
と
に
は
剣
潭
派
出
所
が
あ
る
。
こ
の
橋
の
中
央
は
車
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道
で
あ
り
、
両
側
に
歩
道
が
設
け
ら
れ
、
欄
干
に
は
扇
形
の
透
か
し
彫
り
が
施
さ
れ
、

道
沿
い
の
景
色
が
よ
く
、
一
九
二
七
年
に
台
湾
八
景
に
選
ば
れ
た
。
こ
の
橋
が
落
成
し

た
翌
年
、『
台
湾
日
日
新
報
』
紙
上
に
自
殺
の
報
が
現
れ
た
。
そ
の
後
、「
橋
下
縊
死
」

「
情
投
意
合
的
情
死
」「
原
因
不
明
的
厭
世
」「
情
婦
留
信
投
死
」「
娼
妓
投
身
」「
芸
姐

投
水
」「
投
水
遇
救
」「
橋
下
不
明
死
屍
」
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
が
続
出
し
、
わ
ざ
わ
ざ
北

上
し
て
こ
こ
で
自
殺
す
る
外
地
の
失
意
の
者
あ
る
い
は
芸
妓
が
跡
を
絶
た
な
か
っ
た
。

（
66
）　

呉
三
連
（
一
八
九
九
─
一
九
八
八
）、
台
南
人
。
東
京
商
科
大
学
（
現
在
の
一
橋

大
学
）
を
卒
業
後
、
大
阪
毎
日
新
聞
記
者
を
務
め
、
一
九
三
二
年
に
台
湾
に
戻
っ
て
台

湾
新
民
報
社
編
集
と
な
り
、
同
年
四
月
以
降
は
『
台
湾
新
民
報
』
日
刊
編
集
総
務
、
論

説
委
員
、
整
理
部
長
兼
政
治
部
長
な
ど
の
職
を
歴
任
し
、「
爆
弾
」
と
い
う
コ
ラ
ム
を

設
け
て
時
評
を
書
い
た
。
林
煇
焜
「
筆
後
記
」
に
は
、
二
人
は
「
数
十
年
の
親
友
」
だ

と
言
及
さ
れ
て
い
る
。
出
版
さ
れ
た
当
時
の
林
煇
焜
「
筆
後
記
」
と
呉
三
連
に
よ
る
解

説
「
衷
心
よ
り
感
謝
」
に
よ
る
と
、
林
煇
焜
は
以
前
に
日
本
語
で
の
創
作
を
試
み
た
こ

と
が
あ
り
、
こ
の
小
説
は
二
人
の
間
で
台
湾
人
が
如
何
に
日
本
語
小
説
を
書
く
か
に
つ

い
て
の
笑
談
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
う
。
呉
三
連
「
衷
心
よ
り
感
謝
」（『
争
へ
ぬ
運
命
』

五
二
二
頁
）、
王
昶
雄
「
北
台
文
学
緑
映
紅
―
―
編
輯
導
言
」（
陳
霓
（
訳
）『
不
可
抗

拒
的
命
運
』、
原
文
に
頁
数
な
し
）
を
参
照
。

（
67
）　

林
煇
焜
「
筆
後
記
」『
争
へ
ぬ
運
命
』
五
〇
六
─
五
〇
八
頁
。
林
煇
焜
は
昼
間
は

多
忙
で
夜
一
一
時
以
降
に
よ
う
や
く
原
稿
を
書
く
時
間
が
で
き
、
毎
日
約
二
時
間
書
い

て
い
た
と
い
う
。

（
68
）　

李
承
機
「
殖
民
地
臺
湾
「
輿
論
戰
線
」
之
變
遷
─
─
「
輿
論
」
兩
義
性
的
矛
盾
與

「
臺
湾
人
唯
一
之
言
論
機
関
的
困
境
」」、『
六
然
居
存
日
刊
臺
湾
新
民
報
社
説
輯
録
（
一

九
三
二
─
三
五
）』（
台
南
、
国
立
台
湾
歴
史
博
物
館
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
）、
デ
ジ

タ
ル
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
二
─
一
頁
～
二
─
四
七
頁
。
以
下
、
六
然
居
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
と
略
称
。

（
69
）　
「
衆
望
所
歸
的
日
刊
誕
生
」（
社
説
）、『
台
湾
新
民
報
』（
一
九
三
二
年
六
月
三

日
、
六
然
居
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
、
四
─
〇
頁
）
を
参
照
。
現
存
の
六
然
居
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
の
「
社

説
」
は
、
原
文
は
全
て
中
国
語
で
あ
る
。
原
文
は
あ
ま
り
流
暢
で
な
い
が
、
そ
の
ま
ま

引
用
す
る
。

（
70
）　

前
掲
呉
三
連
「
衷
心
よ
り
感
謝
」。

（
71
）　

林
煇
焜
「
筆
後
記
」『
争
へ
ぬ
運
命
』
五
〇
七
―
五
〇
八
頁
。

（
72
）　
「
要
改
善
生
活
、
須
廢
除
迷
信
」（『
台
湾
新
民
報
』
一
九
三
二
年
六
月
一
五
日
、

六
然
居
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
、
四
─
六
～
四
─
七
頁
）
を
参
照
。

（
73
）　

こ
の
言
葉
は
林
煇
焜
「
筆
後
記
」
に
出
て
い
る
（『
争
へ
ぬ
運
命
』
五
〇
七
頁
）。

し
か
し
、『
台
湾
日
日
新
報
』
に
は
す
で
に
漢
文
の
長
篇
連
載
新
聞
小
説
が
掲
載
さ
れ

て
い
た
た
め
、
林
の
言
葉
は
「
台
湾
に
お
け
る
最
初
の
（
日
本
語
）
新
聞
連
載
長
篇
小

説
」
に
訂
正
す
べ
き
で
あ
る
。

（
74
）　
『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
二
年
三
月
三
一
日
、
朝
刊
第
三
面
及
び
一
〇
月
二
一

日
、
朝
刊
第
三
面
。

（
75
）　
「
野
球
の
中
継
（
台
北
）（
午
後
二
時
二
十
分
）、
台
日
主
催
法
政
対
Ｃ
Ｂ
団
決
勝

戦
、
台
北
圓
山
球
場
よ
り
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
三
年
一
月
一
一
日
、
朝
刊
第

五
面
。
及
び
「
法
政
對
Ｃ
Ｂ
團
比
試
、
九
對
二
法
政
優
勝
」
一
九
三
三
年
一
月
一
三

日
、
夕
刊
第
四
面
、
漢
文
版
。
後
者
は
、
法
政
大
学
対
Ｃ
Ｂ
団
の
試
合
が
一
勝
一
敗
と

な
っ
た
た
め
、
第
三
回
戦
を
行
い
、
法
政
大
学
が
九
対
二
で
勝
利
し
た
と
記
し
て
い
る
。

（
76
）　
「
須
考
慮
臺
湾
青
年
的
進
路
」『
台
湾
新
民
報
』
一
九
三
二
年
六
月
三
日
、
六
然
居

Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
、
四
─
〇
～
四
─
一
頁
。

（
77
）　
「
臺
米
移
入
無
統
制
之
必
要
」『
台
湾
新
民
報
』
一
九
三
二
年
六
月
一
三
日
、
六
然
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居
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
、
四
─
四
～
四
─
五
頁
。

（
78
）　

現
存
す
る
『
台
湾
新
民
報
』
の
社
説
を
調
べ
た
所
見
で
あ
る
。
現
在
、
六
然
居
Ｄ

Ｖ
Ｄ
版
は
一
九
三
二
年
四
月
一
五
日
～
一
九
三
五
年
六
月
一
五
日
の
部
分
し
か
な
く
、

社
説
に
も
欠
落
が
あ
る
。

（
79
）　

一
九
三
二
年
の
『
台
湾
新
民
報
』
の
関
係
社
説
を
一
例
と
し
て
挙
げ
れ
ば
、「
臺

米
移
入
限
制
、
島
民
死
活
問
題
」（
七
月
一
二
日
）、「
米
穀
政
策
與
米
價
之
基
礎
」（
八

月
四
日
）、「
米
穀
管
制
問
題
須
要
關
心
注
意
」（
一
一
月
一
三
日
）
な
ど
が
あ
る
。

（
80
）　
「
米
穀
統
制
問
題
與
臺
湾
」『
台
湾
新
民
報
』
一
九
三
二
年
一
一
月
二
二
日
、
六
然

居
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
、
四
─
八
四
～
四
─
八
五
頁
。

（
81
）　
「
反
對
移
出
制
限
、
宜
有
組
織
運
動
」『
台
湾
新
民
報
』
一
九
三
二
年
七
月
一
七

日
、
六
然
居
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
、
四
─
二
六
～
四
─
二
七
頁
。

（
82
）　

こ
れ
に
対
し
、『
台
湾
日
日
新
報
』
に
お
け
る
関
係
報
道
は
は
る
か
に
簡
略
で
あ

る
。
例
え
ば
、「
緊
急
委
員
会
を
開
く
、
制
限
反
対
同
盟
会
上
京
委
員
の
件
其
他
、
之

後
の
運
動
方
針
に
つ
き
」（
一
九
三
二
年
八
月
九
日
、
朝
刊
第
五
面
）、「
台
湾
米
移
入

制
限
反
対
同
盟
会
」（
一
九
三
二
年
一
二
月
二
五
日
、
朝
刊
第
五
面
）
な
ど
で
あ
る
。

（
83
）　

ス
ト
ー
リ
ー
の
中
の
一
九
三
二
年
六
月
～
八
月
に
相
当
す
る
。
関
係
社
説
は
「
農

村
的
救
濟
、
臺
湾
也
要
考
慮
」（
六
月
一
〇
日
）、「
農
村
救
濟
豈
限
於
内
地
？
」（
六
月

二
三
日
）、「
同
是
農
村
問
題
、
臺
湾
偏
被
閑
卻
」（
七
月
一
三
日
）、「
農
村
更
生
與
産

組
聯
合
會
」（
七
月
二
三
日
）、「
閣
議
決
定
之
臺
湾
農
村
救
濟
策
」（
八
月
一
八
日
）
な

ど
多
数
が
あ
る
。

（
84
）　
「
農
村
的
救
濟
、
臺
湾
也
要
考
慮
」『
台
湾
新
民
報
』
一
九
三
二
年
六
月
一
〇
日
、

六
然
居
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
、
四
─
四
～
四
─
五
頁
。

（
85
）　
「
農
村
救
濟
豈
限
於
内
地
？
」『
台
湾
新
民
報
』
一
九
三
二
年
六
月
二
三
日
、
六
然

居
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
、
四
─
一
〇
～
四
─
一
一
頁
。

（
86
）　
「
閣
議
決
定
之
臺
湾
農
村
救
濟
策
」『
台
湾
新
民
報
』
一
九
三
二
年
八
月
一
八
日
、

六
然
居
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
、
四
─
四
〇
～
四
─
四
一
頁
。

（
87
）　

前
掲
「
農
村
救
濟
豈
限
於
内
地
？
」。

（
88
）　

満
洲
事
変
が
発
生
し
た
当
時
に
在
任
し
た
若
槻
禮
次
郎
内
閣
（
一
九
三
一
・
四
・

一
四
─
一
九
三
一
・
一
二
・
一
三
）
と
、
満
洲
国
の
成
立
、
国
連
に
よ
る
調
査
が
行
わ

れ
た
時
期
に
在
任
し
た
犬
養
毅
内
閣
（
一
九
三
一
・
一
二
・
一
三
─
一
九
三
二
・
五
・

二
六
）
に
つ
い
て
は
直
接
言
及
し
て
い
な
い
が
、
時
事
背
景
と
し
て
間
接
的
に
触
れ
ら

れ
て
い
る
。

（
89
）　
「
承
認
満
洲
獨
立
的
現
在
與
將
來
」『
台
湾
新
民
報
』
一
九
三
二
年
九
月
一
一
日
、

六
然
居
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
、
四
─
五
〇
～
四
─
五
一
頁
。

（
90
）　
「
聳
動
世
界
的
立
頓
報
告
書
」『
台
湾
新
民
報
』
一
九
三
二
年
一
〇
月
四
日
、
六
然

居
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
、
四
─
五
八
～
四
─
五
九
頁
。

（
91
）　
「
國
聯
理
事
會
的
效
果
如
何
」『
台
湾
新
民
報
』
一
九
三
二
年
一
一
月
二
〇
日
、
六

然
居
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
、
四
─
八
二
～
四
─
八
三
頁
。
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髪
と
は
な
に
か

　

ケ
ラ
チ
ン
と
い
う
硬
質
た
ん
ぱ
く
質
で
形
成
さ
れ
、
外
側
を
キ
ュ
ー
テ
ィ

ク
ル
が
覆
っ
て
い
る
。
一
本
で
約
一
〇
〇
グ
ラ
ム
の
も
の
を
つ
る
す
こ
と
が

で
き
る
。

　

水
分
を
よ
く
吸
収
し
、
長
軸
の
方
向
に
一
～
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
横
軸
の
方

向
に
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
伸
び
る
。
そ
の
性
質
を
利
用
し
て
、
公
共
的
な
気
象

観
測
に
用
い
ら
れ
る
湿
度
計
の
材
料
に
も
な
る
。

　

そ
う
、
髪
だ
。
し
か
し
、
髪
と
は
一
体
何
な
の
だ
ろ
う
か
。

頭
部
に
は
え
る
毛
。
頭
髪

�

（『
広
辞
苑
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）

　

現
代
の
代
表
的
な
国
語
事
典
で
あ
る
『
広
辞
苑
』
を
み
る
と
、
髪
と
は
頭

に
生
え
る
毛
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
、
自
明
の
こ
と

だ
。
髪
を
削
ぐ
、
髪
を
抜
く
、
髪
を
結
ぶ
。
こ
の
と
き
の
髪
は
、
頭
の
毛
を

意
味
し
て
い
る
。

結
っ
た
髪
の
毛
。
か
み
か
た
ち

�

（『
広
辞
苑
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）

　

だ
が
、『
広
辞
苑
』
に
は
も
う
一
つ
、「
頭
部
の
毛
を
結
っ
た
形
」
と
い
う

意
味
も
し
る
さ
れ
て
い
る
。
髪
は
、
頭
部
に
は
え
る
毛
そ
の
も
の
で
あ
る
と

同
時
に
、
そ
れ
を
結
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

い
わ
ゆ
る
「
髪
形
」
は
、「
整
え
た
頭
髪
の
形
、
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
」
を
意

味
す
る
が
、
髪
そ
の
も
の
に
も
髪
形
の
意
味
が
あ
る
。

　

ほ
か
の
辞
書
で
は
、
ど
う
だ
ろ
う
。

頭
の
義
、
頭
の
毛
ト
云
フ
ガ
、
全
キ
語
ナ
ル
ベ
シ
、
首
ノ
上
ニ
生
ズ
ル

毛

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉

黒
髪
の
変
遷
史
へ
の
覚
書
き

平　

松　

隆　

円
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�

（『
大
言
海
』
冨
山
書
房
、
一
九
三
二
年
）

　

国
語
学
者
の
大
槻
文
彦
が
ま
と
め
た
国
語
辞
書
『
言
海
』
を
改
訂
増
補
し

た
『
大
言
海
』
に
は
、「
頭
の
義
、
頭
の
毛
ト
云
フ
ガ
、
全
キ
語
ナ
ル
ベ

シ
、
首
ノ
上
ニ
生
ズ
ル
毛
」
と
あ
る
。

　
「
頭
」
の
読
み
を
「
か
み
」
と
し
て
、「
カ
シ
ラ
。
カ
ウ
ベ
。
髪
の
毛
ハ
、

頭
の
毛
ナ
リ
」
と
い
う
意
味
を
与
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
髪
」
と
は
「
頭
」

と
同
義
と
、
と
ら
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
大
槻
文
彦
は
中
国
南
北
朝
時
代
（
四
三
九
年
～
五
八
九
年
）、
梁
の

顧
野
王
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
部
首
別
字
典
「
玉
篇
」
を
引
用
し
、「
首
の

上
に
生
え
る
毛
」
を
髪
と
し
て
い
る
。

　
『
広
辞
苑
』
は
、
た
い
て
い
『
大
言
海
』
の
説
明
が
、
そ
の
ま
ま
引
き
写

し
に
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
頭
部
の
毛
を
結
っ

た
形
」
と
い
う
意
味
が
、『
大
言
海
』
に
は
な
く
『
広
辞
苑
』
に
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
髪
形
が
比
較
的
新
し
い
意
味
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

上
髪
の
略
な
り
、
頭
部
に
生
ず
る
毛
な
り
、
か
み
の
け
、
毛
髪
な
ど
い

ふ

�

（『
帝
国
大
辞
典
』
三
省
堂
、
一
八
九
六
年
）

　

参
考
ま
で
に
、
国
文
学
者
の
藤
井
乙
男
・
草
野
清
民
が
編
纂
し
た
、
和
漢

古
今
の
雅
言
俗
語
が
収
録
さ
れ
て
い
る
『
帝
国
大
辞
典
』
を
み
て
も
、
や
は

り
髪
形
の
意
味
は
な
い
。

　

も
っ
と
古
い
辞
書
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
江
戸
時
代
の
国
学
者
で
あ
る
谷

川
士
清
が
編
纂
し
た
『
和
訓
栞
』
は
、
古
言
、
雅
語
、
俗
語
、
方
言
を
も
含

め
、
出
典
や
用
例
を
示
し
た
国
語
辞
書
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、「
髪
」

と
は
頭
に
生
え
る
毛
を
意
味
し
て
お
り
、
や
は
り
髪
形
の
意
味
は
な
い
。

　

平
安
時
代
中
期
に
源
順
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
辞
書
『
和
名
類
聚
抄
』
で

も
、「
首
上
長
毛
也
」
と
、
頭
に
生
え
る
髪
を
意
味
し
て
い
る
。

　

髪
の
語
源
を
整
理
す
る
と
、
大
き
く
分
け
て
「
身
体
の
上
部
に
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
カ
ミ
（
頭
）（
上
）
を
意
味
す
る
」
説
と
「
頭
に
生
え
る
毛
か
ら
カ

ミ
ノ
ケ
（
上
毛
）
を
意
味
す
る
」
説
と
に
な
る
。

　

髪
は
た
し
か
に
、
頭
の
毛
、
そ
の
も
の
を
指
し
て
い
る
。
し
か
し
同
時

に
、
髪
が
伸
ば
し
放
題
で
、
何
も
手
を
加
え
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は

な
い
。
そ
の
た
め
髪
は
、
次
第
に
手
を
加
え
た
頭
の
毛
そ
の
も
の
を
意
味
す

る
よ
う
に
な
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

そ
れ
は
、
文
学
作
品
に
あ
ら
わ
れ
る
意
味
を
み
て
も
あ
き
ら
か
だ
。

こ
こ
に
そ
の
大
神
の
髪
を
握
り
て
、
そ
の
室
の
椽
毎
に
結
ひ
著
け

�

（『
古
事
記
』
岩
波
書
店
、
一
九
二
七
年
、
二
五
頁
）

か
黒
き
髪
に　

い
つ
の
間
か　

霜
の
降
り
け
む

�

（『
万
葉
集
：
上
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
四
年
、
二
一
三
頁
）

　

和
銅
五
（
七
一
二
）
年
に
、
太
安
万
侶
に
よ
っ
て
献
上
さ
れ
た
日
本
最
古

の
歴
史
書
に
、
ま
た
『
万
葉
集
』
に
は
歌
人
山
上
憶
良
の
歌
に
、「
髪
」
が
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し
る
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
頭
に
生
え
る
毛
を
意
味
し
て
い
る
。

縫
物
髪
も
よ
く
仕
お
ぼ
え
つ
る
よ
し
、
父
上
の
消
息
に
て
と
く
聞
ぬ

（「
昔
話
稲
妻
表
紙
」『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
、

二
三
八
頁
）

上
は
婦
人
た
ち
の
結
髪
の
風
よ
り
、
下
は
日
本
下
駄
の
不
便
利
ま
で
、

人
の
あ
げ
つ
ら
ふ
世
の
中
と
ぞ
な
り
け
る

�

（『
当
世
書
生
気
質
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
、
二
五
一
頁
）

　

文
化
三
（
一
八
〇
六
）
年
に
、
山
東
京
伝
が
著
し
た
、
近
松
門
左
衛
門
の

「
傾
城
反
魂
香
」
な
ど
の
不
破
伴
左
衛
門
と
名
古
屋
山
三
郎
の
物
語
を
か
ら

ま
せ
、
敵
討
ち
を
中
心
に
し
た
お
家
騒
動
物
語
で
あ
る
『
昔
話
稲
妻
表
紙
』

で
は
、
結
っ
た
髪
の
毛
、
ま
た
そ
れ
を
結
う
こ
と
の
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る
。

　

こ
れ
は
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
か
ら
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
に

刊
行
さ
れ
た
坪
内
逍
遙
の
小
説
『
当
世
書
生
気
質
』
な
ど
に
も
み
ら
れ
る
。

　

古
い
時
代
の
文
学
作
品
で
は
頭
の
毛
そ
の
も
の
を
意
味
し
、
時
代
が
新
し

く
な
る
こ
と
で
髪
を
結
う
こ
と
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

髪
は
、「
か
み
」
と
読
む
。『
古
事
記
』
に
あ
っ
た
「
こ
こ
に
そ
の
大
神
の

髪
を
握
り
て
」
や
『
万
葉
集
』
に
あ
っ
た
「
か
黒
き
髪
に
」
は
、
そ
の
一
例

だ
。

　

ほ
か
に
、
髪
を
「
は
つ
」
や
「
く
し
」
と
読
む
場
合
が
あ
る
。
し
か
し
読

み
方
が
異
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
意
味
は
変
わ
ら
な
い
。

Ichifat　

イ
チ
ハ
ツ　
（
一
髪
）　

一
本
の
髪
の
毛

�

（『
邦
訳　

日
葡
辞
書
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
年
、
三
二
五
頁
）

げ
に
や
大
道
は
髪
の
ご
と
し
と
、
毛
す
じ
程
も
ゆ
る
が
ぬ
御
代
の
た
め

し
に
は

�

（『
東
海
道
中
膝
栗
毛
：
上
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
、
七
一
頁
）

　

慶
長
八
（
一
六
〇
三
）
年
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
ら
が
編
纂
し
た
、
古

代
語
か
ら
近
世
語
へ
の
過
渡
期
た
る
室
町
時
代
の
日
本
語
に
つ
い
て
話
し
言

葉
を
中
心
に
採
録
し
、
語
義
、
用
例
を
示
す
ほ
か
、
語
法
、
発
音
に
ま
で
加

え
た
『
日
葡
辞
書
』
や
享
和
二
（
一
八
〇
二
）
年
か
ら
文
化
一
一
（
一
八
一

四
）
年
に
か
け
て
初
刷
り
さ
れ
た
十
返
舎
一
九
の
滑
稽
本
『
東
海
道
中
膝
栗

毛
』
で
は
、
髪
を
「
は
つ
」
と
読
ま
せ
て
い
る
。
そ
の
意
味
は
、「
頭
の

毛
」
を
意
味
し
て
い
る
。

髪
を
結
げ
て
髻
に
為
す

�

（『
日
本
書
紀
：
一
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
、
六
二
頁
）

こ
な
た
に
て
御
ぐ
し
な
ど
ま
ゐ
る
程
に

�

（『
枕
草
子
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
年
、
一
五
二
頁
）
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御
髪
長
く
美
し
う
て
、
か
い
そ
へ
て
伏
せ
さ
せ
給
へ
り

�

（『
栄
花
物
語
：
上
』
岩
波
書
店
、
一
九
三
一
年
、
七
六
頁
）

　
『
日
本
書
紀
』
や
『
枕
草
子
』
な
ど
で
は
、
接
頭
語
の
「
み
」
や
「
お
」

を
つ
け
て
、「
お
ぐ
し
」「
み
く
し
」
と
読
ま
せ
、
尊
敬
語
の
形
で
用
い
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
そ
の
意
味
は
、「
頭
の
毛
」
を
意
味
し
て
お
り
、「
か
み
」

や
「
は
つ
」
と
か
わ
ら
な
い
。

首
を
廻
し
て
顧
眄
之
間
に

�

（『
日
本
書
紀
：
一
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
、
三
六
頁
）

も
と
よ
り
御
風
お
も
く
お
は
し
ま
す
に
、
医
師
共
の
、「
大
小
寒
の
水

を
御
ぐ
し
に
い
さ
せ
給
へ
」
と
申
し
け
れ
ば

�

（『
大
鏡
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
年
、
三
三
頁
）

　
『
日
本
書
紀
』
で
は
首
の
字
を
あ
て
、「
く
し
」
と
読
ま
せ
て
い
る
。
だ

が
、
そ
の
意
味
は
髪
で
は
な
く
頭
の
意
味
と
し
て
用
い
て
い
る
。

　

髪
を
、「
か
み
」「
は
つ
」「
く
し
」
と
、
ど
の
よ
う
に
読
む
か
に
つ
い
て

は
、
古
代
よ
り
い
ず
れ
も
存
在
し
て
お
り
、
と
く
に
読
み
方
に
よ
っ
て
意
味

の
使
い
分
け
が
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。

　
『
日
葡
辞
書
』
に
は
、「fat　

は
つ
」
と
い
う
読
み
方
が
あ
る
一
方
で
、

「cam
i　

か
み
」
も
あ
り
、
そ
の
意
味
は
頭
の
毛
で
あ
り
同
じ
だ
。

　

髪
の
結
い
方
、
髪
形
は
基
本
的
に
は
放
髪
、
結
髪
、
断
髪
、
剃
髪
に
そ
の

形
は
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
そ
の
表
現
方
法
は
一
定
で
は
な
い
。

　

互
い
に
絡
ま
り
合
っ
て
ロ
ー
プ
の
よ
う
な
束
形
状
に
な
っ
た
髪
形
の
ド

レ
ッ
ド
ロ
ッ
ク
ス
、
髪
を
大
き
く
膨
ら
ま
せ
丸
い
形
に
す
る
ア
フ
ロ
ヘ
ア
、

頭
髪
を
一
部
残
し
て
剃
り
あ
げ
、
残
り
の
毛
髪
を
伸
ば
し
て
編
ん
だ
男
子
の

髪
形
で
あ
る
辮
髪
な
ど
。

　

ド
レ
ッ
ド
ロ
ッ
ク
ス
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
労
働
者
階
級

と
農
民
を
中
心
に
し
て
発
生
し
た
宗
教
的
思
想
運
動
「
ラ
ス
タ
フ
ァ
リ
ア
ニ

ズ
ム
」
に
お
い
て
生
ま
れ
た
。
旧
約
聖
書
の
記
述
に
の
っ
と
り
、
た
と
え
髪

の
毛
で
あ
っ
て
も
自
ら
の
身
体
に
刃
物
を
当
て
る
こ
と
を
禁
じ
た
結
果
、
頭

髪
が
絡
ま
っ
て
房
状
に
な
っ
た
髪
形
だ
。
宗
教
的
思
想
が
、
ド
レ
ッ
ド
ロ
ッ

ク
ス
と
い
う
髪
形
を
生
ん
だ
。

　

ア
フ
ロ
ヘ
ア
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
に
よ
る
公
民
権

の
獲
得
運
動
の
な
か
で
生
ま
れ
た
。
ブ
ラ
ッ
ク
・
イ
ズ
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル

を
合
言
葉
に
運
動
が
お
こ
っ
た
結
果
、
黒
色
人
種
に
多
い
縮
毛
を
際
立
た
せ

る
よ
う
な
髪
形
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
社
会
運

動
が
、
ア
フ
ロ
ヘ
ア
を
生
ん
だ
。

　

辮
髪
は
も
と
も
と
、
満
州
族
を
は
じ
め
と
す
る
北
東
ア
ジ
ア
の
民
族
の
あ

い
だ
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
満
州
族
が
一
六
四
四
年
に
清
朝
を
樹
立
す
る

と
、
被
支
配
者
と
な
っ
た
漢
族
に
辮
髪
を
強
要
す
る
。
漢
族
は
辮
髪
に
抵
抗

し
た
が
、
清
朝
は
辮
髪
を
拒
否
す
る
者
に
は
厳
罰
を
も
っ
て
の
ぞ
ん
だ
。
そ

し
て
、
一
九
一
一
年
に
清
朝
が
倒
れ
る
ま
で
辮
髪
は
強
制
さ
れ
続
け
た
。
支

配
―
被
支
配
の
象
徴
と
し
て
、
辮
髪
は
存
在
し
た
。

　

多
様
な
髪
形
が
様
々
な
社
会
や
文
化
に
固
有
し
て
存
在
す
る
。
同
時
に
、
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髪
の
長
さ
の
長
短
や
髪
形
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て
審
美
的
な
関
心
を
集
め

て
い
る
。
髪
へ
の
関
心
の
範
囲
は
、
日
常
の
手
入
れ
か
ら
民
俗
的
な
儀
礼
な

ど
に
み
ら
れ
る
行
動
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

　

切
っ
て
も
再
生
す
る
と
い
う
特
徴
が
神
秘
的
に
感
じ
ら
れ
、
儀
礼
や
呪

術
、
信
仰
の
な
か
で
毛
髪
が
果
た
す
象
徴
的
役
割
は
小
さ
く
な
い
。
ま
た
、

髪
形
の
変
化
が
社
会
的
地
位
や
状
況
の
差
異
を
あ
ら
わ
す
儀
礼
に
利
用
さ
れ

る
こ
と
も
、
珍
し
く
は
な
い
。

　

髪
に
つ
い
て
知
る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
や
社
会
の
変
化
を
描
き
出

す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
ど
の
よ
う
な
髪
形
を
す
る
か
が
、
文
化
や
社
会
の

制
約
の
な
か
で
存
在
し
て
い
る
か
ら
だ
。
し
か
し
同
時
に
、
個
人
の
美
へ
の

志
向
も
、
そ
の
表
現
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　

髪
に
関
す
る
現
象
に
は
、
髪
に
対
す
る
感
情
の
段
階
、
社
会
と
文
化
に
規

定
さ
れ
る
個
人
の
段
階
、
社
会
と
文
化
の
段
階
が
あ
る
。
そ
の
構
造
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
髪
に
は
人
々
の
身
分
や
生
き
方
が
如
実
に
反
映
さ
れ
て
き
た
と

い
う
歴
史
か
ら
、
社
会
の
変
遷
を
、
ま
た
人
々
の
も
つ
無
意
識
の
戦
略
に
つ

い
て
論
じ
る
こ
と
で
、
普
遍
的
な
美
へ
の
志
向
を
読
み
取
ろ
う
と
思
う
。

　

な
お
、
引
用
文
に
お
け
る
漢
字
や
仮
名
の
旧
字
体
に
つ
い
て
は
、
現
在
一

般
に
使
用
さ
れ
て
い
る
漢
字
に
適
宜
改
め
た
こ
と
を
こ
と
わ
っ
て
お
く
。
翻

刻
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
原
文
通
り
引
用
し
た
。

「
盛
り
髪
」
の
登
場

　

ポ
ン
パ
巻
き
貝
ハ
ー
フ
ア
ッ
プ
、
く
り
く
り
エ
リ
巻
き
ト
カ
ゲ
、
リ
ゾ
ー

ト
す
だ
れ
ア
レ
ン
ジ
、
ト
ル
ネ
ー
ド
花
魁
ア
ッ
プ
。

　

聞
い
た
だ
け
で
は
、
何
の
こ
と
だ
か
わ
か
ら
な
い
だ
ろ
う
。
手
が
か
り

は
、
髪
。
つ
ま
り
、
髪
形
の
名
称
で
あ
る
。

　

盛
り
髪
と
い
う
髪
形
が
、
二
〇
〇
五
年
頃
か
ら
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
基
本
は
、
巻
き
髪
だ
。
外
巻
き
、
内
巻
き
な
ら
、
昔
か
ら
あ
っ
た
。

　

け
れ
ど
も
、
盛
り
髪
と
い
わ
れ
る
髪
形
は
、
髪
を
巻
く
程
度
で
は
な
い
。

髪
を
ゴ
ム
や
ヘ
ア
ピ
ン
、
ヘ
ア
ス
プ
レ
ー
を
用
い
て
、
結
っ
た
り
巻
き
上
げ

た
り
す
る
。

　

盛
り
髪
の
初
出
は
、
雑
誌
『
小
悪
魔ageha

』（
イ
ン
フ
ォ
レ
ス
ト
社
）
だ
。

盛
り
髪
は
、
巻
き
髪
の
一
種
。
だ
か
ら
『
小
悪
魔ageha

』
も
創
刊
当
初

は
、
巻
き
髪
と
よ
ん
で
い
た
。

　

二
〇
〇
五
年
は
愛
知
万
博
と
と
も
に
、
名
古
屋
嬢
が
全
国
的
に
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
年
。
名
古
屋
嬢
は
、
名
古
屋
で
暮
ら
す
お
金
持
ち
の
お
嬢
様

の
俗
称
。
名
古
屋
城
と
名
古
屋
の
お
嬢
様
を
掛
け
た
語
呂
合
わ
せ
が
語
源
と

な
っ
て
い
る
。

　

彼
女
た
ち
の
髪
形
は
、
毛
先
に
段
差
を
つ
け
た
レ
イ
ヤ
ー
に
よ
っ
て
軽
さ

を
だ
し
、
大
き
な
緩
め
の
カ
ー
ル
を
つ
け
る
の
が
特
徴
で
名
古
屋
巻
き
と
よ

ば
れ
て
い
た
。

　

な
ぜ
、
名
古
屋
巻
き
と
よ
ば
れ
る
の
か
。

名
古
屋
巻
き
の
特
徴
は
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
、
や
わ
ら
か
さ

で
、
３
つ
の
頭
文
字
を
と
る
と
『
な
ご
や
』

�

（『
日
経
ト
レ
ン
デ
ィ
』
日
経
Ｂ
Ｐ
社
、
二
〇
〇
四
年
九
月
号
、
八
二
頁
）
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も
ち
ろ
ん
、
名
古
屋
の
若
い
女
性
の
あ
い
だ
で
流
行
し
た
か
ら
、
名
古
屋

巻
き
と
よ
ば
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
誰
が
名
古
屋
巻
き

を
は
じ
め
た
の
か
。

名
古
屋
巻
き
は
、
う
ち
の
美
容
師
、
土
屋
雅
之
が
考
え
出
し
た
ん
で
す

�

（『
プ
レ
イ
ボ
ー
イ
』
集
英
社
、
二
〇
〇
一
年
六
月
二
六
日
号
、
二
二
五
頁
）

　

名
古
屋
巻
き
は
、
名
古
屋
市
中
区
の
美
容
室BLA

N
CO

ビ
ー
ラ
イ
ト

シ
ー
ン
で
働
い
て
い
た
土
屋
雅
之
が
考
案
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
柔
ら
か
く
ゆ
る
や
か
な
内
巻
き
が
特
徴
で
し
か
な
い
髪

形
が
、
本
当
に
土
屋
雅
之
に
よ
る
も
の
か
は
、
わ
か
ら
な
い
。

考
案
者
の
名
前
を
取
っ
て
、
土
屋
巻
で
も
よ
か
っ
た
の
で
す
が
。
た

だ
、
名
古
屋
全
体
を
盛
り
上
げ
た
か
っ
た
の
で
、
名
古
屋
巻
き
と
名
付

け
た
ん
で
す

�

（『
プ
レ
イ
ボ
ー
イ
』
集
英
社
、
二
〇
〇
一
年
六
月
二
六
日
号
、
二
二
五
頁
）

　

ま
た
、
命
名
も
土
屋
雅
之
に
よ
る
も
の
か
は
、
わ
か
ら
な
い
。
名
古
屋
巻

き
の
初
出
は
、
雑
誌
『
Ｊ
Ｊ
』（
光
文
社
）
の
二
〇
〇
〇
年
三
月
号
の
特
集
。

そ
こ
に
は
、「
春
休
み　

彼
も
恋
す
る
「
名
古
屋
巻
き
」」
と
あ
る
。

　

ゆ
る
や
か
な
内
巻
き
の
髪
形
を
、『
Ｊ
Ｊ
』
が
「
名
古
屋
巻
き
」
と
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
と
し
て
命
名
し
た
の
が
広
ま
っ
た
の
が
、
真
相
だ
。

　

名
古
屋
巻
き
に
先
立
ち
、
神
戸
巻
き
が
あ
っ
た
。
神
戸
巻
き
の
特
徴
は
、

強
め
の
外
巻
き
。
こ
れ
に
対
抗
す
る
よ
う
に
、
柔
ら
か
な
内
巻
き
と
し
て
名

古
屋
巻
き
が
あ
ら
わ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
神
戸
に
対
抗
す
る
か
た
ち
で
名
古

屋
と
命
名
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

名
古
屋
巻
き
が
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
、
梅
田
巻
き
、
京
都
巻
き
、
銀
座
巻

き
、
青
山
巻
き
な
ど
、
日
本
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
○
○
巻
き
が
生
ま
れ
た
。

　

た
と
え
ば
、
京
都
巻
き
は
京
都
ら
し
い
髪
形
を
と
、
同
志
社
女
子
大
学
の

学
生
五
人
で
つ
く
る
京
都
巻
き
研
究
会
が
、
内
巻
き
と
外
巻
き
を
合
わ
せ
た

ミ
ッ
ク
ス
巻
き
と
し
て
二
〇
〇
六
年
に
発
案
し
た
。

　

こ
の
名
古
屋
巻
き
が
盛
り
髪
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
。
巻
き
方
が
派
手
に

な
り
、
技
巧
的
に
な
る
に
つ
れ
て
、
盛
り
髪
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
エ

ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
を
し
た
り
、
花
飾
り
を
つ
け
た
り
も
す
る
。

　

盛
り
髪
の
盛
と
は
、
嵩
増
し
を
意
味
す
る
。
若
者
の
あ
い
だ
で
は
、
話
し

を
大
げ
さ
に
い
う
こ
と
も
、
話
し
を
盛
る
と
い
う
。

　

自
由
国
民
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
『
現
代
用
語
の
基
礎
知
識
』
の
編
集

に
関
わ
っ
た
亀
井
肇
に
よ
る
と
、「
東
京
・
渋
谷
に
集
ま
る
女
子
高
生
た
ち

が
、
二
〇
〇
五
年
の
三
月
ご
ろ
か
ら
使
い
始
め
た
こ
と
ば
」
だ
と
い
う
。
当

初
は
、
化
粧
が
濃
い
（
＝
過
剰
で
あ
る
）
こ
と
を
盛
る
と
表
現
し
て
い
た
が
、

し
だ
い
に
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
髪
形
に
も
使
わ
れ
出
し
た
。

　

名
古
屋
巻
き
が
広
ま
る
時
期
に
、
盛
る
と
い
う
言
葉
も
使
わ
れ
出
し
た
。

二
〇
〇
五
年
に
、
黒
肌
系
ギ
ャ
ル
雑
誌
『nuts

』
の
増
刊
ム
ッ
ク
と
し
て
登

場
し
た
『
小
悪
魔ageha

』
は
創
刊
さ
れ
る
。

　
『
小
悪
魔ageha

』
は
、
今
よ
り
も
っ
と
か
わ
い
く
な
り
た
い
美
人
Ｇ
Ａ

Ｌ
の
た
め
の
魔
性
＆
欲
望
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
も
と
、
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キ
ャ
バ
ク
ラ
な
ど
夜
職
で
キ
ャ
ス
ト
と
し
て
働
く
女
の
子
た
ち
を
、
そ
の
読

者
層
と
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
二
〇
〇
九
年
の
時
点
で
の
販
売
部
数
は
、
公
称
三
〇
万
部
。
こ

れ
は
、
集
英
社
の
『non･no

』
の
二
五
万
部
よ
り
も
多
い
。

　

こ
れ
は
、
夜
職
だ
け
で
は
な
く
、
普
通
の
二
〇
代
前
半
の
女
性
が
購
入
し

て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
ん
な
彼
女
達
は
「
ａ
ｇ
ｅ
嬢
」
と
よ
ば

れ
、
夜
職
の
女
の
子
た
ち
の
メ
イ
ク
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
真
似
て
い
る
。

夜
の
女
の
子
た
ち
は
、
ち
ょ
っ
と
で
も
派
手
な
髪
型
に
し
た
り
、
き
れ

い
な
ド
レ
ス
を
着
た
り
す
る
く
ら
い
し
か
楽
し
み
が
無
い
ん
で
す
よ
。

だ
か
ら
せ
め
て
出
勤
前
に
髪
型
や
ド
レ
ス
を
決
め
る
の
に
参
考
に
な
る

も
の
を
作
り
た
い
な
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す

�（「
小
悪
魔ageha

」
編
集
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、http
：//gigazine.net/

new
s/20090714_koakum

a_ageha/

、
二
〇
〇
九
年
七
月
一
四
日
）

　

女
性
ら
し
さ
や
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
さ
を
強
調
す
る
デ
ザ
イ
ン
の
巻
き
髪
が
、
夜

の
世
界
で
働
く
女
の
子
た
ち
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
。
そ
し
て
彼
女
た
ち
は
、

も
っ
と
か
わ
い
く
な
り
た
い
と
、
髪
を
盛
る
。

　

し
か
し
こ
れ
は
、
今
に
は
じ
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

昔
は
、
人
生
の
節
目
に
髪
を
削
い
だ

　

そ
も
そ
も
、
髪
を
結
う
結
髪
は
、
家
事
や
労
働
な
ど
、
働
く
と
き
に
邪
魔

な
髪
の
毛
を
束
ね
て
お
く
こ
と
で
あ
り
、
自
然
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
歴
史
的
に
女
性
は
、
髪
を
で
き
る
だ
け
長
く
、
そ
し
て

結
ば
な
い
で
い
た
。
髪
を
結
う
こ
と
が
美
し
い
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
か
ら
だ
。

　

日
本
人
に
と
っ
て
髪
は
、
人
生
と
大
き
く
関
わ
る
も
の
だ
っ
た
。
髪
を
削

ぐ
こ
と
も
、
た
ん
に
伸
び
た
か
ら
削
ぐ
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
人
生
の
節

目
と
関
係
し
て
い
た
。

今
日
ぞ
初
め
て
削
い
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ふ
。
こ
と
さ
ら
に
行
幸
の
後

と
て

�

（『
紫
式
部
日
記
：
上
』
講
談
社
、
二
〇
〇
二
年
、
一
七
五
頁
）

　
『
紫
式
部
日
記
』
は
、
寛
弘
五
（
一
〇
〇
八
）
年
一
〇
月
一
七
日
の
出
来

事
と
し
て
、
藤
原
道
長
の
初
孫
で
あ
る
敦
成
の
産
剃
り
を
記
録
し
て
い
る
。

　

産
剃
り
は
生
ま
れ
て
七
日
目
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
産
剃
り
が
、

出
産
の
血
に
よ
る
穢
れ
を
取
り
去
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
。

　
「
こ
と
さ
ら
に
行
幸
の
後
と
て
」
と
は
、
親
王
の
生
ま
れ
た
ま
ま
の
姿
を

帝
に
み
せ
よ
う
と
す
る
計
ら
い
で
あ
っ
た
と
、
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
産

剃
り
は
と
て
も
重
要
な
儀
式
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
お
お
む
ね
三
歳
を
迎
え
る
ま
で
は
、
男
女
と
も
髪
を
剃
っ
た
頭

で
過
ご
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
高
温
多
湿
の
日
本
の
気
候
で
は
新
陳
代
謝
の

活
発
な
幼
児
の
頭
皮
は
不
衛
生
な
状
態
に
な
り
や
す
い
た
め
、
湿
疹
や
か
ぶ

れ
な
ど
を
予
防
す
る
た
め
だ
っ
た
。
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か
し
ら
は
、
露
草
し
て
、
こ
と
さ
ら
に
色
ど
り
た
ら
む
心
地

�

（『
源
氏
物
語
：
四
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
六
年
、
一
六
五
―
一
六
六
頁
）

　
『
源
氏
物
語
』
に
は
二
歳
の
薫
の
描
写
に
髪
の
剃
り
跡
が
青
々
と
し
て
い

る
状
態
が
描
か
れ
て
い
る
。
三
歳
に
な
っ
た
く
ら
い
か
ら
、
髪
を
剃
る
こ
と

を
や
め
て
伸
ば
し
は
じ
め
る
。
こ
れ
を
髪
置
と
よ
ぶ
。

　

そ
し
て
、
男
性
は
五
歳
に
な
り
、
女
性
は
四
歳
に
な
る
と
、
今
度
は
あ
る

程
度
伸
び
た
髪
を
切
り
揃
え
る
髪
削
ぎ
を
お
こ
な
っ
た
。
髪
削
ぎ
は
、
髪
置

の
儀
式
が
終
わ
り
、
生
え
そ
ろ
っ
た
髪
先
を
肩
の
あ
た
り
で
切
り
そ
ろ
え
て

成
長
を
祝
う
儀
式
で
あ
る
。

こ
の
春
よ
り
生
ほ
す
御
髪
、
尼
そ
ぎ
の
ほ
ど
に
て
、
ゆ
ら
ゆ
ら
と
め
で

た
く

�

（『
源
氏
物
語
：
二
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
六
年
、
二
二
六
頁
）

　

光
源
氏
と
明
石
の
御
方
と
の
あ
い
だ
に
生
ま
れ
た
一
人
娘
で
あ
る
明
石
の

姫
君
も
、
三
歳
と
な
り
髪
を
伸
ば
し
は
じ
め
る
。
尼
そ
ぎ
と
は
、
肩
の
あ
た

り
で
切
り
そ
ろ
え
た
髪
形
を
意
味
す
る
。
受
戒
し
て
尼
と
な
っ
た
女
性
も
肩

の
辺
り
で
髪
を
切
り
そ
ろ
え
た
。

頭
は
あ
ま
そ
ぎ
な
る
ち
ご
の
、
目
に
髪
の
お
ほ
へ
る
を
か
き
は
や
ら
で

�

（『
枕
草
子
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
年
、
二
〇
六
頁
）

　

前
髪
が
目
の
上
に
さ
す
よ
う
に
お
お
う
姿
を
、
め
ざ
し
と
よ
ん
だ
。
清
少

納
言
は
『
枕
草
子
』
の
な
か
で
「
う
つ
く
し
き
も
の
」
と
し
て
、
尼
そ
ぎ
で

額
の
前
髪
が
目
の
上
に
お
お
う
、
め
ざ
し
姿
を
あ
げ
て
い
る
。

こ
よ
ろ
ぎ
の
磯
た
ち
な
ら
し
磯
菜
つ
む
め
ざ
し
ぬ
ら
す
な　

沖
に
を
れ　

波

�

（『
古
今
和
歌
集
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
一
年
、
二
五
五
頁
）

　

最
初
の
勅
撰
和
歌
集
『
古
今
和
歌
集
』
の
東
歌
で
は
、
こ
の
め
ざ
し
を
転

じ
て
幼
童
そ
の
も
の
を
さ
す
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

三
歳
に
な
っ
た
と
き
に
、
袴
着
の
儀
を
お
こ
な
う
た
め
に
、
髪
を
伸
ば

す
。

四
つ
の
年
の
霜
月
は
髪
置
き
、
は
か
ま
着
の
春
も
過
ぎ
て
、
疱
瘡
の
神

祈
れ
ば
跡
な
く
、
六
つ
の
年
へ
て

�（「
好
色
一
代
男
」『
近
代
日
本
文
学
大
系
』
国
民
図
書
、
一
九
二
七
年
、
五
頁
）

　

袴
着
の
儀
と
は
、
男
児
、
女
児
と
も
に
、
三
歳
、
五
歳
、
七
歳
時
に
お
こ

な
わ
れ
た
祝
い
の
儀
式
だ
。
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
、
髪
置
と
よ
ば
れ
る
よ
う

に
な
る
。

　

髪
削
ぎ
の
儀
式
化
が
す
す
む
の
は
平
安
後
期
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

概
略
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

ま
ず
、
髪
を
削
ぐ
人
が
手
を
洗
う
角
盥
と
削
い
だ
髪
を
入
れ
る
受
け
箱
、
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髪
を
削
が
れ
る
人
が
乗
る
碁
盤
を
用
意
す
る
。
角
盥
の
な
か
に
は
、
吉
方
の

水
を
入
れ
、
そ
の
な
か
に
吉
方
の
石
と
山
菅
、
山
橘
な
ど
を
入
れ
る
。

　

石
に
は
長
い
年
月
を
経
て
も
変
わ
ら
な
い
強
硬
な
性
質
に
、
山
菅
に
は
そ

の
繁
殖
力
に
、
山
橘
に
は
寒
さ
や
霜
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
や

か
っ
て
長
寿
と
健
康
、
そ
し
て
髪
が
豊
か
に
育
つ
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。

　

受
け
箱
は
手
箱
の
蓋
を
用
い
、
内
側
に
檀
紙
を
敷
き
、
櫛
一
枚
を
入
れ
て

お
く
。
吉
時
に
儀
式
を
開
始
し
、
髪
を
削
が
れ
る
人
が
吉
方
を
向
い
て
碁
盤

の
上
に
立
ち
、
髪
を
削
ぐ
人
が
介
添
役
か
ら
道
具
を
受
け
取
っ
て
髪
を
切
り

揃
え
る
。

　

の
ち
に
、
初
め
て
髪
を
削
ぐ
こ
と
を
特
に
深
削
ぎ
と
称
し
、
年
齢
も
五
歳

に
固
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
こ
れ
が
、
武
家
社
会
で
同
じ
く
五
歳

の
通
過
儀
礼
と
な
っ
た
袴
着
と
混
交
し
て
、
七
五
三
の
「
五
」
の
部
分
に
な

る
。

　

髪
を
削
ぐ
役
は
、
一
族
の
尊
者
が
鬢
親
と
し
て
務
め
た
。
長
暦
元
（
一
〇

三
七
）
年
に
、
後
一
条
天
皇
皇
女
の
章
子
、
馨
子
両
内
親
王
が
髪
削
ぎ
を
し

た
と
き
は
、
母
方
の
伯
父
で
あ
り
氏
長
者
で
あ
る
藤
原
頼
通
が
髪
を
削
い
で

い
る
。

　

髪
を
削
ぐ
こ
と
が
、
通
過
儀
礼
と
し
て
の
意
味
を
も
っ
て
い
た
。
そ
し

て
、
年
に
何
回
か
吉
日
を
選
ん
で
削
ぎ
整
え
な
が
ら
、
髪
を
伸
ば
し
て
い
っ

た
。

振
分
髪
の
、
何
心
な
き
直
衣
姿

�

（『
源
氏
物
語
：
三
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
、
二
九
〇
頁
）

　

髪
が
肩
ぐ
ら
い
ま
で
伸
び
る
。
振
分
髪
は
髫
と
も
い
い
、
髪
を
肩
の
辺
り

ま
で
の
長
さ
に
削
ぎ
揃
え
、
頭
上
中
央
で
左
右
に
分
け
て
垂
ら
し
た
。

み
づ
ら
結
ひ
給
へ
る
面
つ
き
、
顔
の
に
ほ
ひ
、
さ
ま
か
へ
給
は
ん
こ

と
、
惜
し
げ
な
り

�

（『
源
氏
物
語
：
一
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
、
三
四
頁
）

　
『
源
氏
物
語
』
に
は
元
服
前
の
少
年
の
髪
形
と
し
て
、
振
分
髪
だ
け
で
は

な
く
「
み
づ
ら
」
が
登
場
す
る
。
み
づ
ら
は
、
角
髪
も
し
く
は
美
豆
良
と
も

髪置（国際日本文化研究センター　外像データベース）
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書
か
れ
、
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
鬢
頬
と
も
よ
ば
れ
る
。

　

こ
の
髪
形
は
、
徳
川
時
代
ま
で
公
家
の
少
年
の
髪
形
と
し
て
受
け
継
が
れ

た
。
髪
全
体
を
中
央
で
二
つ
に
分
け
、
耳
の
横
で
そ
れ
ぞ
れ
括
っ
て
垂
ら
し

た
。
そ
れ
が
角
の
よ
う
に
み
え
る
こ
と
か
ら
、
角
髪
と
書
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
古
事
記
伝
に
は
し
る
さ
れ
て
い
る
。

　

元
服
す
る
と
き
は
、
男
性
は
長
い
髪
で
髷
を
結
い
、
冠
を
被
る
儀
式
を
お

こ
な
っ
た
。
ま
た
女
性
も
、
髪
上
ま
た
は
初
笄
と
よ
ば
れ
る
、
下
ろ
し
た
ま

ま
の
髪
を
束
ね
て
髷
に
結
う
儀
式
を
お
こ
な
っ
た
。

び
ん
を
そ
ぐ
も
。
十
六
か
ら
な
り
。
そ
ぎ
は
じ
む
る
は
。
お
と
こ
そ
ぐ

な
り

�（「
大
上
臈
御
名
之
事
」『
群
書
類
従
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
〇
年
、

一
七
頁
）

　

女
房
の
服
飾
や
幼
名
の
ほ
か
、
百
余
り
の
女
房
詞
を
し
る
し
て
い
る
『
大

上
臈
御
名
之
事
』
に
よ
る
と
、
耳
周
り
の
髪
で
あ
る
鬢
を
削
ぐ
の
は
一
六
歳

だ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
夫
と
な
る
男
の
手
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
。

橘
の
光
れ
る
長
屋
に
わ
が
卒
寝
し
童
女
放
髪
に
髪
上
げ
つ
ら
む
か

�

（『
万
葉
集
：
下
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
五
年
、
一
七
五
頁
）

　

童
女
放
髪
の
「
う
な
い
」
と
は
、
髪
を
う
な
じ
の
あ
た
り
で
垂
ら
し
て
い

る
こ
と
で
あ
り
、「
は
な
り
」
は
、
髪
を
結
わ
ず
お
下
げ
に
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
、
結
い
上
げ
て
い
な
い
髪
形
や
そ
の
童
女
を
意
味
し
て

い
る
。

　
『
万
葉
集
』
に
は
、
橘
の
実
の
照
り
映
え
る
長
屋
へ
連
れ
て
寝
た
あ
の
放

髪
の
子
は
、
今
頃
髪
上
げ
を
し
た
立
派
な
女
性
に
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う

と
い
う
意
味
の
歌
が
残
っ
て
い
る
。

　

こ
の
歌
は
、
女
性
の
黒
髪
は
貞
操
と
深
い
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
教
え
て

く
れ
る
。

よ
き
程
な
る
人
に
成
ぬ
れ
ば
、
髪
上
げ
な
ど
さ
う
し
て
、
髪
上
げ
さ

せ
、
裳
着
す

�

（『
竹
取
物
語
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
、
一
〇
頁
）

　

童
女
は
放
髪
と
よ
ば
れ
る
下
ろ
し
た
ま
ま
の
髪
で
あ
り
、
一
人
前
の
女
性

と
な
る
と
き
、
夫
と
な
る
男
性
に
髪
を
結
い
上
げ
さ
せ
た
。

振
分
の
髪
を
短
み
青
草
を
髪
に
た
く
ら
む
妹
を
し
ぞ
お
も
ふ

�

（『
万
葉
集
：
下
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
五
年
、
二
〇
頁
）

も
し
髪
上
げ
に
十
分
な
ほ
ど
髪
が
伸
び
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
の
時
は
、
契
り

が
結
べ
な
か
っ
た
。
髪
上
げ
が
可
能
な
長
さ
に
な
る
ま
で
、
待
た
な
く
て
は

い
け
な
か
っ
た
。

く
ら
べ
こ
し
振
分
髪
も
肩
す
ぎ
ぬ
君
な
ら
ず
し
て
誰
か
あ
く
べ
き
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�

（『
伊
勢
物
語
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
年
、
二
四
頁
）

　

平
安
時
代
初
期
に
成
立
し
た
歌
物
語
『
伊
勢
物
語
』
に
、
髪
上
げ
を
す
べ

き
結
婚
の
時
期
が
近
づ
い
た
が
、
夫
と
定
め
て
い
た
あ
な
た
以
外
の
誰
の
た

め
に
髪
上
げ
を
し
よ
う
か
、
と
い
う
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

髪
上
げ
は
、
成
人
と
同
時
に
結
婚
を
も
意
味
し
た
。
そ
の
た
め
、
恋
と
髪

は
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。

た
け
ば
ぬ
れ
た
か
ね
ば
長
き
妹
が
髪
こ
の
こ
ろ
見
ぬ
に
掻
入
れ
つ
ら
む

か

�

（『
万
葉
集
：
上
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
四
年
、
七
七
頁
）

　

こ
の
歌
は
題
詞
に
よ
る
と
、
三
方
沙
彌
が
園
臣
生
羽
の
娘
を
妻
と
し
た
も

の
の
す
ぐ
に
病
気
と
な
っ
た
と
き
に
作
ら
れ
た
。

　

夫
婦
の
契
り
を
結
ぶ
際
に
、
園
臣
生
羽
の
娘
の
髪
を
梳
っ
た
こ
と
を
思
い

出
し
、
自
分
の
恋
心
を
そ
の
髪
の
な
か
に
留
め
て
お
く
た
め
に
髪
を
梳
っ
た

こ
と
を
、「
髪
を
み
る
」
と
表
現
し
て
い
る
。

人
は
み
な
今
は
長
し
と
た
け
と
言
へ
ど
君
が
見
し
髪
乱
れ
た
り
と
も

�

（『
万
葉
集
：
上
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
四
年
、
七
八
頁
）

　

三
方
沙
彌
の
歌
を
受
け
、
園
臣
生
羽
の
娘
は
梳
る
こ
と
な
く
、
三
方
沙
彌

が
梳
っ
た
髪
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
き
、
再
会
を
願
っ
た
。
同
じ
よ
う
な
歌

は
他
に
も
あ
る
。

朝
寝
髪
吾
は
け
づ
ら
じ
愛
し
き
君
が
手
枕
触
れ
て
し
も
の
を

�

（『
万
葉
集
：
下
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
五
年
、
二
三
頁
）

　

髪
を
梳
る
と
、
愛
し
い
男
性
の
魂
が
抜
け
て
し
ま
う
。
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
き
、
再
び
男
性
が
来
て
梳
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

置
き
て
行
か
ば
妹
恋
ひ
む
か
も
し
き
た
へ
の
黒
髪
し
き
て
長
き
こ
の
夜

を

�

（『
万
葉
集
：
上
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
四
年
、
一
六
八
頁
）

　

こ
の
歌
を
詠
っ
た
田
部
忌
寸
檪
子
は
、
太
宰
府
に
赴
任
す
る
。
妻
を
一
人

お
い
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
な
ら
、
妻
は
長
い
夜
を
寝
床
に
黒
髪
を
敷
い
て

恋
い
慕
う
の
で
は
な
い
か
と
詠
っ
て
い
る
。

ぬ
ば
た
ま
の
黒
髪
敷
き
て
長
き
夜
を
手
枕
の
上
に
妹
待
つ
ら
む
か

�

（『
万
葉
集
：
下
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
五
年
、
二
七
頁
）

　

同
様
の
歌
が
、『
万
葉
集
』
に
は
多
く
あ
る
。
ま
た
反
対
に
、
妻
自
身
が

ひ
と
り
寝
の
寂
し
さ
を
詠
う
歌
も
あ
る
。

せ
む
術
の　

た
づ
き
を
知
ら
に　

石
が
ね
の
凝
し
き
道
を　

石
床
の　
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根
延
へ
る
門
を
朝
に
は　

出
で
ゐ
て
嘆
き　

夕
に
は　

入
り
ゐ
て
思
ひ　

白
た
へ
の　

わ
が
衣
手
を　

折
り
反
し　

独
し
寝
れ
ば　

ぬ
ば
た
ま
の　

黒
髪
敷
き
て　

人
の
寝
る　

味
眠
は
寝
ず
て　

大
舟
の　

ゆ
く
ら
ゆ
く

ら
に　

思
ひ
つ
つ　

わ
が
寝
る
夜
ら
を　

数
み
も
あ
へ
む
か
も

�

（『
万
葉
集
：
下
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
五
年
、
九
一
頁
）

　

黒
髪
を
敷
い
て
寝
る
こ
と
は
、
恋
人
が
夢
に
あ
ら
わ
れ
、
夢
の
な
か
で
会

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
、
祈
願
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
。

　

髪
が
成
人
儀
礼
と
し
て
、
ま
た
そ
れ
が
男
女
の
契
り
と
し
て
密
接
に
結
び

つ
い
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
髪
を
敷
い
て
寝
る
と
い
う
行
動
と
し
て
あ
ら
わ
れ

た
。

平
安
時
代
、
長
い
黒
髪
は
美
人
の
条
件

　

歴
史
的
な
女
性
の
髪
形
と
い
え
ば
、
ま
ず
平
安
時
代
の
長
い
髪
を
思
い
浮

か
べ
る
。

な
べ
て
の
さ
ま
に
は
あ
る
ま
じ
か
り
つ
る
、
人
の
う
ち
垂
れ
髪
の
見
え

つ
る
は

�

（『
源
氏
物
語
：
六
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
七
年
、
二
五
三
頁
）

　

平
安
時
代
、
女
性
は
打
垂
髪
も
し
く
は
垂
髪
と
い
う
、
長
い
髪
が
美
人
の

条
件
と
さ
れ
て
い
た
。
清
少
納
言
も
『
枕
草
子
』
の
な
か
で
、
髪
の
長
い
人

を
「
う
ら
や
ま
し
げ
な
る
も
の
」
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。

　

で
は
、
ど
れ
ほ
ど
長
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

御
髪
の
い
と
長
げ
な
り
し
を
か
い
超
し
て
見
た
ま
へ
り
し
か
ば
、
い
と

う
る
は
し
く
多
く
て
、
七
尺
ば
か
り
に
ぞ
あ
り
し

�

（「
う
つ
ほ
物
語
：
三
」『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
小
学
館
、
二
〇
〇
二

年
、
一
六
五
頁
）

　

平
安
時
代
中
期
に
成
立
し
た
『
う
つ
ほ
物
語
』
で
は
、
髪
が
艶
や
か
で
ふ

さ
ふ
さ
と
あ
り
、
そ
の
長
さ
は
七
尺
（
二
一
〇
㎝
）
と
あ
る
。

六
尺
ば
か
り
な
る
末
つ
き
、
扇
を
ひ
ろ
げ
た
る
や
う
な
り

�（「
夜
半
の
寝
覚
」『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
小
学
館
、
一
九
九
六
年
、
二

二
〇
頁
）

　

ま
た
、
平
安
時
代
後
期
に
成
立
し
た
王
朝
物
語
の
ひ
と
つ
で
あ
る
『
夜
半

の
寝
覚
』
で
は
、
広
げ
た
扇
の
よ
う
に
艶
々
と
隙
間
な
く
髪
が
あ
り
、
そ
の

長
さ
は
六
尺
（
一
八
〇
㎝
）
の
長
さ
で
あ
っ
た
と
あ
る
。

七
八
尺
ば
か
り
う
ち
や
ら
れ
た
る
末
は
、
五
重
の
扇
を
広
げ
た
ら
む
や

う
に
、
世
に
知
ら
ず
め
で
た
う

�（「
浜
松
中
納
言
物
語
」『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
小
学
館
、
二
〇
〇
一

年
、
三
〇
三
頁
）



黒髪の変遷史への覚書き

205

　

同
じ
く
平
安
時
代
後
期
に
成
立
し
た
物
語
文
学
の
『
浜
松
中
納
言
物
語
』

で
は
、
七
八
尺
（
二
一
〇
～
二
四
〇
㎝
）
で
あ
り
、
伸
び
て
い
る
髪
の
先
は

扇
を
広
げ
た
よ
う
と
あ
る
。

　

お
お
よ
そ
、
文
学
作
品
に
表
現
さ
れ
る
美
し
い
髪
の
長
さ
は
、
六
尺
以
上

と
い
え
る
。
髪
は
、
長
け
れ
ば
長
い
ほ
ど
、
美
し
い
と
さ
れ
て
い
た
。

　

歴
史
物
語
で
あ
る
『
大
鏡
』
に
は
、
藤
原
氏
一
門
の
な
か
で
も
、
と
く
に

美
人
と
さ
れ
た
藤
原
芳
子
に
つ
い
て
、
し
る
さ
れ
て
い
る
。

村
上
の
御
時
の
宣
耀
殿
の
女
御
、
か
た
ち
お
か
し
げ
に
う
つ
く
し
う
お

は
し
け
り
。
内
へ
ま
い
り
給
と
て
、
御
車
に
た
て
ま
つ
り
た
ま
ひ
け
れ

ば
、
わ
が
御
身
は
の
り
給
け
れ
ど
、
御
ぐ
し
の
す
そ
は
母
屋
の
柱
の
も

と
に
ぞ
お
は
し
け
る

�

（『
大
鏡
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
年
、
七
五
頁
）

　

そ
こ
で
は
、
本
人
が
牛
車
の
な
か
に
い
て
も
な
お
、
髪
の
先
が
住
居
の
柱

に
巻
き
つ
い
て
い
た
ほ
ど
に
、
髪
は
長
か
っ
た
と
い
う
話
が
残
さ
れ
て
い

る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
髪
が
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
長
く
伸
び
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

一
般
的
に
、
髪
の
成
長
は
一
日
平
均
〇
・
四
㎜
。
一
年
で
約
一
〇
㎝
で
あ

り
、
髪
の
寿
命
は
三
年
か
ら
五
年
と
い
わ
れ
る
。
伸
び
て
も
、
一
〇
〇
㎝
に

も
満
た
な
い
。

　

藤
原
芳
子
の
髪
の
長
さ
の
真
偽
は
と
も
か
く
、
や
は
り
長
い
髪
が
美
し
い

と
い
う
意
識
が
存
在
し
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
逸
話
は
生
ま
れ
た
。

　

し
か
し
、
た
だ
長
け
れ
ば
良
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
艶
や
か
な
黒
色

の
髪
で
あ
る
こ
と
が
、
美
し
い
と
さ
れ
て
い
た
。

　

平
安
文
学
に
は
、
こ
の
髪
の
艶
や
か
な
黒
を
讃
え
る
表
現
が
、
さ
ま
ざ
ま

に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

御
髪
は
ゆ
ら
ゆ
ら
と
、
翡
翠
と
は
こ
れ
を
い
ふ
に
や
と
見
え
て

�（「
夜
半
の
寝
覚
」『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
小
学
館
、
一
九
九
六
年
、
四

八
三
頁
）

　
『
夜
半
の
寝
覚
』
で
、
カ
ワ
セ
ミ
の
羽
の
青
色
に
な
ぞ
ら
え
、
黒
髪
の

艶
々
と
し
た
美
し
さ
を
表
現
し
て
い
る
。

い
た
だ
き
よ
り
末
ま
で
、
つ
ゆ
お
く
れ
た
る
筋
な
く
、
ま
こ
と
に
金
の

漆
な
ん
ど
の
や
う
に
、
影
見
ゆ
ば
か
り
つ
や
つ
や
と
し
て

�（「
浜
松
中
納
言
物
語
」『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
小
学
館
、
二
〇
〇
一

年
、
三
〇
三
頁
）

　
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
で
は
、
金
の
漆
な
ど
の
よ
う
に
、
人
の
姿
が
映
っ

て
み
え
る
く
ら
い
艶
々
と
し
て
美
し
い
と
表
現
し
て
い
る
。

　

艶
や
か
で
深
い
黒
の
髪
、
そ
し
て
そ
れ
も
身
丈
よ
り
も
長
く
、
髪
先
は
ふ

さ
ふ
さ
と
裾
引
い
て
い
る
。
そ
ん
な
髪
が
愛
で
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
髪
を
も

つ
女
性
が
美
人
と
さ
れ
た
。
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お
ほ
か
た
は
た
が
見
む
と
か
も
ぬ
ば
た
ま
の
わ
が
黒
髪
を
な
び
け
て
を

ら
む

�

（『
万
葉
集
：
下
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
五
年
、
二
〇
頁
）

　
『
万
葉
集
』
に
は
、
女
性
が
黒
髪
を
な
び
か
せ
、
積
極
的
に
男
性
を
魅
惑

す
る
歌
が
詠
わ
れ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
す
で
に
、
黒
髪
を
愛
で
る
意
識

が
万
葉
の
時
代
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

天
皇
、
日
向
国
の
諸
縣
君
の
女
、
名
は
髪
長
比
賣
、
そ
の
顔
容
麗
美
し

と
聞
こ
し
め
し
て

�

（『
古
事
記
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
三
年
、
一
四
三
頁
）

　
『
古
事
記
』
の
応
神
天
皇
の
条
に
、
大
変
な
美
人
で
あ
っ
た
諸
県
君
の
娘

の
名
が
「
髪
長
」
比
賣
と
あ
る
。
そ
の
名
の
通
り
、
髪
が
長
か
っ
た
の
か
否

か
に
つ
い
て
は
、
わ
か
ら
な
い
。

　

髪
長
比
賣
の
名
が
美
人
の
代
名
詞
と
な
り
、
そ
こ
か
ら
垂
髪
の
長
い
髪
を

美
と
す
る
意
識
が
芽
生
え
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

だ
が
、
わ
ざ
わ
ざ
美
人
と
さ
れ
る
娘
の
名
前
を
髪
長
比
賣
と
す
る
こ
と

は
、
髪
が
長
い
こ
と
と
美
人
で
あ
る
こ
と
に
深
い
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
以
上

の
こ
と
を
、
物
語
っ
て
い
る
。

　

髪
長
比
賣
は
、
の
ち
に
仁
徳
天
皇
の
妃
と
な
る
。
栄
華
を
ほ
こ
っ
た
藤
原

氏
で
最
も
美
人
と
さ
れ
た
藤
原
芳
子
は
、
現
実
的
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
髪
が

長
か
っ
た
と
し
る
さ
れ
て
い
る
。

　

為
政
者
の
立
場
か
ら
、
髪
が
長
い
と
い
う
表
現
を
も
っ
て
、
意
図
的
に
美

人
を
作
り
出
し
た
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、
髪
が
長

い
こ
と
は
特
別
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
。

　

黒
髪
を
愛
で
る
一
方
で
、
黒
く
な
い
髪
、
短
い
髪
は
不
美
人
の
象
徴
で
も

あ
っ
た
。

散
る
花
ぞ
か
し
ら
の
雪
と
見
え
わ
た
る
花
こ
そ
い
た
く
老
い
に
け
ら
し

な

�（「
う
つ
ほ
物
語
：
三
」『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
小
学
館
、
二
〇
〇
二

年
、
三
九
四
頁
）

　
『
う
つ
ほ
物
語
』
で
は
、
散
る
花
は
、
頭
に
積
も
る
白
い
雪
で
あ
り
、
白

髪
の
よ
う
に
み
え
る
と
、
白
髪
が
老
い
の
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

　

白
髪
が
生
え
て
い
て
は
、
ま
ず
か
っ
た
。
も
し
、
白
髪
を
み
つ
け
た
ら
、

抜
か
ず
に
は
お
れ
な
い
。
清
少
納
言
は
『
枕
草
子
』
の
な
か
の
「
あ
り
が
た

き
も
の
」
と
し
て
、
毛
が
よ
く
抜
け
る
白
金
の
毛
抜
き
を
あ
げ
て
い
る
。

　

白
髪
を
老
い
と
し
て
と
ら
え
る
の
は
、
平
安
時
代
だ
け
の
こ
と
で
は
な

い
。

あ
り
つ
つ
も
君
を
ば
待
た
む
う
ち
な
び
く
わ
が
黒
髪
に
霜
の
置
く
ま
で

�

（『
万
葉
集
：
上
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
四
年
、
七
一
頁
）

居
明
し
て
君
を
ば
待
た
む
ぬ
ば
た
ま
の
わ
が
黒
髪
に
霜
は
ふ
る
と
も
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�

（『
万
葉
集
：
上
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
四
年
、
七
一
頁
）

　
『
万
葉
集
』
に
は
、
天
皇
、
公
家
か
ら
下
級
官
人
、
防
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
身
分
の
人
間
が
詠
ん
だ
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
な
か
に
、
仁
徳
天
皇
の
皇
后
で
あ
り
、
履
中
天
皇
や
反
正
天
皇
の
母

で
あ
る
磐
之
媛
命
の
作
と
さ
れ
る
歌
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

磐
之
媛
命
は
と
て
も
嫉
妬
深
く
、
磐
之
媛
命
が
熊
野
に
行
啓
し
た
と
き
、

仁
徳
天
皇
が
応
神
天
皇
の
娘
で
あ
る
八
田
皇
女
を
宮
中
に
入
れ
た
こ
と
に
激

怒
し
、
山
城
の
筒
城
宮
に
移
り
、
同
地
で
没
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

霜
が
降
り
積
も
っ
た
か
の
よ
う
に
、
豊
か
で
美
し
い
黒
髪
に
白
髪
が
交
じ

る
ま
で
、
仁
徳
天
皇
が
来
る
の
を
待
ち
焦
が
れ
て
い
た
。
磐
之
媛
命
の
作
と

さ
れ
る
二
首
の
歌
か
ら
、『
万
葉
集
』
が
編
ま
れ
た
時
代
で
は
す
で
に
白
髪

が
老
い
の
表
現
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

わ
が
袂
ま
か
む
と
思
は
む
ま
す
ら
を
は
変
水
求
め
白
髪
生
ひ
に
た
り

�

（『
万
葉
集
：
上
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
四
年
、
一
八
六
頁
）

白
髪
生
ふ
る
事
は
思
は
ず
変
水
は
か
に
も
か
く
に
も
求
め
て
行
か
む

�

（『
万
葉
集
：
上
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
四
年
、
一
八
六
頁
）

　

老
い
は
見
た
目
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
死
に
近
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

そ
の
た
め
、「
白
髪
生
ふ
る
事
は
思
は
ず
」
と
白
髪
で
あ
る
こ
と
は
気
に
し

な
い
も
の
の
、「
変
水
」
を
探
し
求
め
よ
う
と
い
う
。

天
橋
も　

長
く
も
が
も　

高
山
も　

高
く
も
が
も　

月
よ
み
の　

持
て

る
変
若
水　

い
取
り
来
て　

君
に
奉
り
て　

変
若
得
て
し
か
も

�

（『
万
葉
集
：
下
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
五
年
、
八
四
―
八
五
頁
）

　

変
水
と
は
変
若
水
の
こ
と
で
あ
り
、
月
に
あ
る
と
い
う
若
返
り
の
水
を
意

味
し
て
い
る
。
女
性
だ
け
で
は
な
く
男
性
に
と
っ
て
も
、
白
髪
は
忌
み
嫌
う

も
の
だ
っ
た
。

六
十
に
あ
ま
ッ
て
い
く
さ
の
陣
へ
む
か
は
ん
時
は
、
び
ん
ぴ
げ
を
く
ろ

う
染
め
て
わ
か
や
が
う
ど
思
ふ
な
り

�

（『
平
家
物
語
：
三
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
、
五
〇
頁
）

　

鎌
倉
時
代
に
成
立
し
た
『
平
家
物
語
』
に
、
七
三
歳
と
い
う
高
齢
の
斉
藤

別
当
実
盛
が
登
場
す
る
。
平
安
時
代
末
期
の
武
将
で
あ
る
実
盛
は
、
保
元
の

乱
、
平
治
の
乱
に
お
い
て
は
上
洛
し
、
源
義
朝
の
忠
実
な
部
将
と
し
て
奮
戦

し
た
。
し
か
し
、
義
朝
が
滅
亡
し
た
後
は
、
関
東
に
無
事
に
落
ち
延
び
、
そ

の
後
平
宗
盛
に
仕
え
、
東
国
に
お
け
る
歴
戦
の
有
力
武
将
と
し
て
重
用
さ
れ

る
。

　

寿
永
二
（
一
一
八
三
）
年
、
平
維
盛
ら
と
木
曾
義
仲
追
討
の
た
め
北
陸
に

出
陣
し
た
実
盛
は
、
老
人
が
大
将
か
と
思
わ
れ
た
の
で
は
仕
え
る
主
人
に
申

し
訳
な
い
と
、
白
髪
を
黒
く
染
め
て
い
た
。

　

実
盛
が
討
ち
取
ら
れ
首
実
検
を
す
る
た
め
に
、
そ
の
首
を
洗
っ
た
と
こ

ろ
、
髪
が
み
る
み
る
白
く
な
っ
た
と
い
う
。
水
で
洗
っ
て
す
ぐ
落
ち
た
と
い
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う
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
墨
を
塗
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

黒
く
染
め
る
こ
と
で
「
わ
か
や
が
う
」、
す
な
わ
ち
若
々
し
く
み
せ
て
い

た
。
こ
の
白
髪
を
老
い
と
と
ら
え
、
嫌
う
意
識
は
平
安
時
代
か
ら
現
代
ま
で

途
絶
え
る
こ
と
な
く
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
垂
髪
は
歴
史
的
に
継
続
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
。

今
よ
り
以
後
、
男
女
悉
に
髪
結
げ
よ
。
十
二
月
三
十
日
よ
り
以
前
に
、

結
げ
訖
れ
。
唯
し
髪
結
げ
む
日
は
、
亦
勅
旨
を
待
へ

�

（『
日
本
書
紀
：
五
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
、
一
八
〇
頁
）

　

天
武
天
皇
一
一
（
六
八
二
）
年
四
月
に
、
垂
髪
を
禁
じ
る
「
結
髪
の
勅

旨
」
が
定
め
ら
れ
る
。
大
陸
の
制
度
に
倣
っ
た
た
め
だ
っ
た
。

　

後
ろ
髪
を
ま
と
め
て
頭
頂
部
で
髷
を
作
り
、
髷
の
本
体
は
髪
の
先
を
分
け

て
二
つ
の
輪
を
作
っ
た
も
の
で
、
余
っ
た
髪
を
髷
の
根
元
に
巻
き
つ
け
て
完

成
さ
せ
る
高
髻
と
よ
ば
れ
る
髪
形
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

女
の
年
四
十
よ
り
以
上
は
、
髪
の
結
き
結
か
ぬ
、
及
び
馬
に
乗
る
こ
と

縦
横
、
並
に
意
の
任
な
り
。
別
に
巫
祝
の
類
は
、
髪
結
く
例
に
在
ら
ず

�

（『
日
本
書
紀
：
五
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
、
一
九
八
頁
）

　

し
か
し
、
そ
の
二
年
後
の
天
武
一
三
（
六
八
四
）
年
四
月
に
は
、
四
〇
歳

以
上
の
女
性
と
巫
祝
に
つ
い
て
は
例
外
と
し
て
「
結
髪
の
勅
旨
」
が
緩
め
ら

れ
た
。
そ
し
て
、
朱
鳥
元
（
六
八
六
）
年
七
月
に
な
る
と
女
性
は
完
全
に
垂

髪
が
許
可
さ
れ
る
。

　

大
陸
の
文
化
や
制
度
を
倣
っ
て
、
男
性
の
髻
と
女
性
の
垂
髪
を
禁
じ
た
。

だ
が
、
大
陸
の
制
度
を
模
倣
す
る
こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
過
去
よ
り
お
こ

な
っ
て
い
る
習
慣
や
受
け
継
が
れ
た
垂
髪
へ
の
美
意
識
を
変
え
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、
垂
髪
に
対
す
る
想
い
は
強
い
も
の
だ
っ
た
。
だ
が
、

髪
を
長
く
、
そ
し
て
美
し
く
保
つ
こ
と
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。

　

髪
は
、
一
日
に
何
度
か
梳
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
長
く
な
る
と
考
え
ら
れ
て

い
た
。は

や
う
住
み
し
所
に
頭
洗
ひ
に
行
き
て　

ふ
る
里
の
板
井
の
中
は
す
み

な
が
ら
我
み
づ
か
ら
ぞ
あ
く
が
れ
に
け
る

�（「
赤
染
衛
門
集
」『
賀
茂
保
憲
女
集
・
赤
染
衛
門
集
・
清
少
納
言
集
・
紫
式
部

集
・
藤
三
位
集
』
明
治
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
、
八
〇
頁
）

　

平
安
時
代
の
女
流
歌
人
、
赤
染
衛
門
の
歌
集
『
赤
染
衛
門
集
』
か
ら
は
、

髪
を
洗
う
の
に
「
あ
く
」、
す
な
わ
ち
灰
汁
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。

　

こ
の
他
に
も
、
洗
髪
や
整
髪
の
た
め
に
、
泔
と
い
う
米
の
と
ぎ
汁
、
美
男

葛
と
い
う
実
葛
の
蔓
の
粘
液
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。

宮
、
つ
と
め
て
よ
り
暮
れ
る
ま
で
、
御
髪
洗
ま
す
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�（「
う
つ
ほ
物
語
：
三
」『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
小
学
館
、
二
〇
〇
一

年
、
四
八
五
頁
）

　

髪
を
洗
う
の
も
一
苦
労
だ
っ
た
。
現
代
で
は
、
毎
日
の
よ
う
に
入
浴
時
に

洗
っ
て
い
る
が
、
平
安
の
世
で
は
一
日
か
か
り
の
大
仕
事
だ
っ
た
。

　

終
日
を
費
や
す
た
め
、
毎
日
髪
を
洗
う
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
髪

を
洗
う
日
が
、
月
に
何
度
か
と
、
決
め
ら
れ
て
い
た
。

今
日
は
二
十
六
日
だ
ね
。
嬉
し
う
お
す
。
あ
し
た
は
か
み
あ
ら
ひ
日
で

お
す
よ

�（「
通
言
総
籬
」『
洒
落
本
代
表
作
集
』
国
民
図
書
、
一
九
二
七
年
、
四
三
七
頁
）

　

山
東
京
伝
が
、
天
明
七
（
一
七
八
七
）
年
に
自
ら
の
著
作
で
あ
る
『
江
戸

生
艶
気
樺
焼
』
の
登
場
人
物
を
そ
の
ま
ま
借
り
、
当
時
の
遊
里
の
話
題
、
風

俗
な
ど
を
実
在
の
人
物
に
取
材
し
て
描
い
た
『
通
言
総
籬
』
か
ら
は
、
遊
女

の
髪
洗
い
の
日
が
二
七
日
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
れ
が
、
は
た
し
て
月
に
一
回
だ
っ
た
の
か
複
数
回
だ
っ
た
の
か
は
不
明

だ
が
、
徳
川
時
代
に
な
っ
て
も
、
髪
を
洗
う
の
が
大
変
だ
っ
た
た
め
に
、
日

が
決
め
ら
れ
て
い
た
。

　

髪
を
洗
う
の
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
上
に
乾
か
す
の
も
大
変
だ
っ
た
。
生

乾
き
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
変
な
く
せ
が
つ
い
て
し
ま
い
、
長
く
艶
や
か

で
ま
っ
す
ぐ
な
黒
髪
に
は
な
ら
な
い
。

干
し
果
て
さ
せ
た
ま
ひ
て
こ
そ
。
渡
ら
せ
た
ま
へ
ら
ば
、
た
だ
大
殿
籠

り
な
ば
、
御
髪
に
た
わ
つ
き
な
む
ず
。
御
産
屋
の
そ
の
日
の
う
ち
に
だ

に
入
り
臥
し
た
ま
ひ
し
御
心
は
、
御
髪
ば
か
り
に
は
障
り
た
ま
ひ
な
む

や

�（「
う
つ
ほ
物
語
：
二
」『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
小
学
館
、
二
〇
〇
一

年
、
四
八
六
頁
）

　

髪
が
乾
き
き
っ
て
い
な
い
う
ち
に
、
女
一
の
宮
は
大
将
殿
に
よ
ば
れ
る
。

そ
れ
を
知
っ
た
右
近
の
乳
母
は
、
髪
が
乾
き
き
っ
て
か
ら
行
っ
た
方
が
よ
い

と
諭
す
。

　

そ
の
理
由
は
、
出
産
し
た
そ
の
日
の
う
ち
に
、
同
衾
を
の
ぞ
む
よ
う
な
大

将
殿
で
あ
る
か
ら
、
髪
が
乾
い
て
い
な
い
こ
と
な
ど
気
に
も
留
め
ず
求
め
て

く
る
。
だ
か
ら
、
髪
に
変
な
癖
が
つ
い
た
ら
困
る
と
い
う
。

　

乳
母
は
大
将
殿
に
肉
体
関
係
を
迫
ら
れ
る
姫
の
貞
操
よ
り
も
、
せ
っ
か
く

洗
っ
た
髪
に
癖
が
つ
く
。
そ
の
方
が
心
配
だ
っ
た
の
だ
。

　

そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、
髪
は
大
事
に
さ
れ
て
い
た
。「
髪
の
長
き
は
七
難
隠

す
」
と
、
髪
の
長
い
こ
と
は
、
他
の
欠
点
を
隠
し
て
し
ま
う
と
い
う
諺
が
、

今
に
も
残
っ
て
い
る
が
、
何
よ
り
も
髪
の
美
し
さ
が
大
事
だ
っ
た
。

七
月
七
日
に
な
り
ぬ
。
加
茂
川
に
、
御
髪
洗
ま
し
に
、
大
宮
よ
り
は
じ

め
た
て
ま
つ
り
て
、
小
君
た
ち
ま
で
出
た
ま
へ
り

�（「
う
つ
ほ
物
語
：
一
」『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
小
学
館
、
一
九
九
九

年
、
一
九
七
頁
）
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髪
を
洗
い
に
加

茂
川
ま
で
、
で
か

け
て
い
く
。
七
月

七
日
と
い
う
季
節

的
な
こ
と
も
あ
る

が
、
こ
の
日
が
乞

巧
奠
で
あ
る
こ
と

に
注
目
し
た
い
。

　

乞
巧
奠
と
は
、

女
性
が
手
芸
、
裁

縫
な
ど
の
上
達
を

祈
っ
た
儀
式
を
さ

す
。
も
と
は
中
国

の
行
事
で
、
奈
良

時
代
、
宮
中
の
節

会
と
し
て
と
り
入

れ
ら
れ
た
。

　

日
本
に
在
来
し
た
棚
機
女
の
伝
説
や
祓
え
の
行
事
と
結
び
つ
き
、
民
間
に

も
普
及
し
て
現
在
の
七
夕
行
事
と
な
っ
て
い
く
。

　

女
性
に
必
須
の
技
芸
の
上
達
を
願
う
七
月
七
日
に
髪
を
加
茂
川
で
洗
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
長
く
豊
か
で
美
し
い
髪
を
得
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の

だ
ろ
う
。

　

た
だ
、
乞
巧
奠
に
加
茂
川
に
髪
を
洗
い
に
で
か
け
た
の
は
、
女
性
だ
け
で

は
な
く
、
男
女
一
緒
だ
っ
た
。
七
夕
の
牽
牛
と
織
姫
の
物
語
に
合
わ
せ
て
、

公
家
た
ち
男
女
の
出
会
い
の
場
と
し
て
、
こ
の
御
髪
洗
が
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

髪
の
毛
を
切
っ
て
竹
の
根
元
に
埋
め
る
と
髪
の
毛
が
黒
く
な
る

�

（『
故
事
・
俗
信
こ
と
わ
ざ
大
辞
典
』
小
学
館
、
一
九
八
二
年
、
二
八
二
頁
）

　

宇
都
宮
地
方
で
は
「
髪
の
毛
を
切
っ
て
竹
の
根
元
に
埋
め
る
と
髪
の
毛
が

黒
く
な
る
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
。

　

竹
取
の
翁
夫
婦
に
育
て
ら
れ
て
輝
く
ば
か
り
の
美
し
い
姫
に
成
長
し
た
か

ぐ
や
姫
は
、
あ
ま
り
の
美
し
さ
か
ら
、
五
人
の
貴
公
子
や
帝
か
ら
も
求
愛
さ

れ
る
。

　

そ
ん
な
か
ぐ
や
姫
は
、
竹
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
。
か
ぐ
や
姫
に
あ
や
か

り
、
自
分
の
髪
を
竹
の
根
元
に
埋
め
る
。
俗
信
に
頼
っ
て
で
も
、
美
し
い
髪

を
手
に
入
れ
る
こ
と
を
願
い
、
女
性
は
竹
の
根
元
に
自
ら
の
髪
を
埋
め
た
。

宮
、
こ
な
た
に
渡
ら
せ
給
へ
れ
ば
、
女
君
、
御
泔
の
程
な
り
け
り
。
人

び
と
も
、
お
の
お
の
、
う
ち
休
み
な
ど
し
て
、
御
前
に
は
、
人
も
な

し
。
小
さ
き
童
の
あ
る
し
て
、「
折
悪
し
き
御
泔
の
程
こ
そ
、
見
苦
し

か
め
れ
。
さ
う
ざ
う
し
く
て
や
、
な
が
め
む
」
と
、
き
こ
え
給
へ
れ

ば
、「
げ
に
、
お
は
し
ま
さ
ぬ
ひ
ま
ひ
ま
に
こ
そ
、
例
は
、
す
ま
せ
。

あ
や
し
う
、
日
頃
、
物
う
が
ら
せ
給
ひ
て
、「
今
日
過
ぎ
ば
、
こ
の
月

は
、
日
も
な
し
。
九
・
十
月
に
は
、
い
か
で
は
」
と
て
、
つ
か
ま
つ
ら

髪を洗っている少女（国際日本文化研究センター　外像データベース）
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せ
つ
る
を
」
と
、
大
輔
、
い
と
ほ
し
が
る

�

（『
源
氏
物
語
：
六
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
七
年
、
四
五
―
四
六
頁
）

　

反
対
に
、
九
月
と
一
〇
月
は
髪
を
洗
う
こ
と
を
忌
み
嫌
っ
た
。
他
に
も
、

四
月
や
五
月
も
髪
を
洗
わ
な
か
っ
た
。

　

髪
を
洗
う
こ
と
一
つ
が
、
物
事
の
禁
忌
と
関
係
し
、
自
由
に
は
な
ら
な

か
っ
た
。髪

の
長
さ
は
身
分
に
関
わ
る

　

清
少
納
言
は
髪
の
長
い
人
を
「
う
ら
や
ま
し
げ
な
る
」
と
す
る
一
方
、

「
短
く
て
あ
り
ぬ
べ
き
も
の
」
と
し
て
、
下
衆
女
の
髪
を
あ
げ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
身
分
の
低
い
女
性
の
髪
は
短
く
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。

御
膳
ま
ゐ
る
と
て
、
女
房
八
人
、
ひ
と
つ
色
に
さ
う
ぞ
き
て
、
髪
あ

げ
、
白
き
元
結
し
て

�

（『
紫
式
部
日
記
：
上
』
講
談
社
、
二
〇
〇
二
年
、
一
〇
七
頁
）

　

食
事
の
準
備
を
は
じ
め
よ
う
と
、
女
房
八
人
が
同
じ
色
の
衣
装
を
着
て
、

髪
を
結
い
上
げ
、
白
い
紙
で
束
ね
る
。
こ
の
髪
を
束
ね
る
も
の
を
、
元
結
と

よ
ん
だ
。

　

元
結
の
色
は
、
延
喜
式
に
は
「
髻
結
紫
糸
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
来
は

紫
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

む
す
び
つ
る
心
も
深
き
も
と
ゆ
ひ
に
濃
き
紫
の
色
し
あ
わ
せ
ず

�

（『
源
氏
物
語
：
一
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
、
三
六
頁
）

い
と
を
か
し
げ
に
装
束
き
、
み
づ
ら
ゆ
ひ
て
、
む
ら
さ
き
裾
濃
の
元
結

な
ま
め
か
し
う

�

（『
源
氏
物
語
：
二
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
、
一
二
三
頁
）

　
『
源
氏
物
語
』
を
み
る
と
、
加
冠
に
奉
仕
す
る
左
大
臣
の
歌
や
、
光
源
氏

が
住
吉
に
詣
で
た
と
き
に
帝
か
ら
賜
っ
た
童
随
身
に
し
る
さ
れ
て
い
る
元
結

は
紫
だ
。

唐
衣
、
釵
子
さ
し
て
、
白
き
元
結
し
た
り

�

（『
紫
式
部
日
記
：
上
』
講
談
社
、
二
〇
〇
二
年
、
九
〇
頁
）

　

し
か
し
『
紫
式
部
日
記
』
で
は
、
食
事
の
準
備
を
す
る
女
房
、
御
湯
殿
に

奉
仕
す
る
女
房
は
白
い
元
結
を
し
て
い
る
。
装
飾
的
に
元
結
を
用
い
る
か
実

用
的
に
用
い
る
か
に
よ
っ
て
、
も
し
く
は
貴
人
か
否
か
で
、
元
結
の
色
が
異

な
っ
て
い
た
。

　
『
紫
式
部
日
記
』
に
は
宮
中
に
い
る
女
性
で
あ
っ
て
も
、
労
働
に
従
事
す

る
と
き
に
は
髪
を
結
っ
て
い
た
姿
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。

　

身
分
の
低
い
女
性
、
す
な
わ
ち
身
分
の
高
い
女
性
の
世
話
を
す
る
者
の
髪

が
長
か
っ
た
ら
、
労
働
に
支
障
を
き
た
す
。

　

つ
ま
り
、
髪
が
長
い
と
い
う
こ
と
の
美
意
識
は
、
た
ん
に
そ
れ
が
美
し
い
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か
ら
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
労
働
を
し
な
く
て
も
よ
い
、
身
の
回
り

の
こ
と
を
自
分
で
し
な
い
と
い
う
社
会
的
地
位
の
高
さ
を
も
あ
ら
わ
し
て
い

る
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
平
安
時
代
の
艶
や
か
な
長
い
黒
髪
と
い
う
美
は
、

当
時
の
支
配
者
た
ち
で
あ
っ
た
公
家
階
層
の
も
の
だ
っ
た
。
自
ら
が
家
事
を

し
、
労
働
に
従
事
し
て
い
る
女
性
た
ち
は
、
長
い
髪
で
あ
れ
ば
邪
魔
に
な

り
、
髪
は
短
く
、
も
し
く
は
結
っ
て
い
た
。

男
子
皆
露
紒
以
木
緜
招
頭

�（『
魏
志
倭
人
伝
・
後
漢
書
倭
伝
・
宋
書
倭
国
伝
・
隋
書
倭
国
伝
』
岩
波
書
店
、

一
九
八
五
年
、
一
〇
九
頁
）

婦
人
被
髪
屈
紒

�（『
魏
志
倭
人
伝
・
後
漢
書
倭
伝
・
宋
書
倭
国
伝
・
隋
書
倭
国
伝
』
岩
波
書
店
、

一
九
八
五
年
、
一
〇
九
頁
）

　

古
代
で
は
『
魏
志
』
倭
人
伝
に
よ
る
と
、
男
性
は
皆
が
頭
に
何
も
被
ら
な

い
で
木
綿
を
頭
に
巻
き
、
女
性
は
髪
を
結
っ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

髪
が
長
い
こ
と
は
生
活
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
か
ら
、
髪
が
結
わ
れ
て
い

た
。

肥
人
の
額
髪
結
へ
る
染
木
綿
の
染
み
に
し
こ
こ
ろ
吾
忘
れ
め
や

�

（『
万
葉
集
：
下
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
五
年
、
一
七
頁
）

　
『
万
葉
集
』
に
は
、
肥
後
国
球
磨
地
方
に
住
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
る
肥
人

が
額
の
前
髪
を
括
り
あ
げ
る
よ
う
に
、
色
染
め
し
た
木
綿
の
は
ち
ま
き
を
し

て
い
た
姿
が
詠
わ
れ
て
い
る
。

　

木
綿
で
髪
を
括
る
と
い
う
の
は
『
魏
志
』
倭
人
伝
に
も
描
か
れ
る
古
い
髪

形
で
あ
り
、
労
働
に
支
障
を
き
た
す
の
を
防
ぐ
と
い
う
意
味
で
は
、
特
別
な

髪
形
で
は
な
い
。

　

し
か
し
、
肥
人
は
大
和
朝
廷
に
従
わ
な
か
っ
た
熊
襲
に
通
じ
る
人
々
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
姿
は
異
習
と
し
て
人
々
に
異
様
な
印
象
を
与
え
て
い
た

に
違
い
な
い
。

　

藤
原
氏
の
氏
神
で
あ
っ
た
春
日
大
社
の
効
験
を
集
成
し
た
絵
巻
物
『
春
日

権
現
霊
験
記
絵
』
に
は
、
布
に
よ
っ
て
は
ち
ま
き
の
よ
う
に
髪
を
留
め
て
い

る
女
性
が
描
か
れ
て
い
る
。

耳
は
さ
み
が
ち
に
、
美
相
な
き
家
刀
自

�

（『
源
氏
物
語
：
一
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
、
四
九
頁
）

　

家
刀
自
と
は
、
食
事
の
分
配
な
ど
を
決
め
る
女
性
、
い
わ
ゆ
る
主
婦
の
こ

と
を
さ
す
。
耳
は
さ
み
と
い
う
、
垂
れ
さ
が
る
額
の
髪
を
耳
に
挟
ん
で
後
方

に
や
る
姿
を
、
家
事
が
多
忙
で
身
だ
し
な
み
を
し
な
い
様
子
で
あ
り
、
賎
し

い
と
す
る
。

明
け
暮
れ
ば
、
耳
は
さ
み
を
し
て

�（「
虫
め
づ
る
姫
君
」『
堤
中
納
言
物
語
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
、
三
一
頁
）
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平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
に
成
立
し
た
と
い
わ
れ
る
『
虫
め
づ
る
姫
君
』

の
主
人
公
は
多
く
の
虫
を
集
め
、
と
く
に
毛
虫
を
愛
玩
す
る
少
し
変
わ
っ
た

姫
だ
。

　

こ
の
姫
君
は
、
耳
は
さ
み
を
し
て
お
り
、
当
時
の
女
性
で
は
考
え
ら
れ
な

い
行
動
を
と
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
姫
君
の
姿
を
み
た
女
房
は
姫
君
を
軽

蔑
す
る
。

　

し
か
し
な
ぜ
、
垂
髪
と
い
う
長
い
髪
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

垂
髪
は
顔
を
隠
す
を
要
す
、
故
に
耳
は
さ
み
な
ど
は
常
に
せ
ぬ
こ
と
な

り

�（「
嬉
遊
笑
覧
：
一
」『
日
本
随
筆
大
成
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
年
、
一
三

七
頁
）

　

徳
川
時
代
に
書
か
れ
た
風
俗
の
百
科
事
典
『
嬉
遊
笑
覧
』
に
よ
れ
ば
垂
髪

は
、
顔
を
隠
す
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
邪
魔
だ
か
ら
と
耳
に
か
け

た
り
は
し
な
い
。

　

た
し
か
に
、
女
性
を
ほ
か
の
男
性
と
接
触
さ
せ
な
い
よ
う
に
と
、
顔
隠
す

と
い
う
習
慣
は
世
界
各
地
で
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
中
東
の
女
性
が
外
出

し
て
公
衆
の
面
前
に
で
る
と
き
に
用
い
る
ブ
ル
カ
や
チ
ャ
ー
ド
ル
の
よ
う

に
。
日
本
に
お
い
て
も
、
東
北
地
方
に
「
は
ん
こ
た
ん
な
」
と
よ
ば
れ
る
作

業
着
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
垂
髪
に
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
顔
が
隠
せ
る
わ
け
で
は
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、
扇
や
御
簾
、
屏
風
と
い
っ
た
も
の
が
用
い
ら
れ
た
。

　

自
分
の
身
体
よ
り
も
長
い
の
が
よ
い
と
さ
れ
る
垂
髪
は
、
そ
の
長
さ
か
ら

髪
を
長
く
垂
ら
し
た
ま
ま
で
も
障
り
が
な
い
範
囲
の
行
動
し
か
し
な
い
者
だ

け
が
、
現
実
的
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
ん
な
女
性
は
、
侍
女
を
も
つ
公
家
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
自
ら
労
働
し

な
く
て
も
良
い
こ
と
を
表
わ
す
長
い
髪
は
、
社
会
的
地
位
の
高
さ
を
表
わ
す

象
徴
と
し
て
、
機
能
し
て
い
た
。

　

長
い
髪
が
高
い
身
分
の
象
徴
と
な
る
と
、
短
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
髪
を
結

ぶ
こ
と
さ
え
も
よ
し
と
は
さ
れ
な
い
。

御
髪
は
、
こ
ち
た
く
き
よ
ら
に
て
、
九
尺
ば
か
り
お
は
し
ま
す
を
、
結

い
て
う
ち
や
ら
れ
た
り

�（「
夜
半
の
寝
覚
」『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
小
学
館
、
一
九
九
六
年
、

三
八
一
頁
）

　

髪
を
結
ん
で
い
た
の
は
、
病
気
で
寝
込
ん
で
い
る
と
き
く
ら
い
だ
っ
た
。

そ
う
い
う
者
た
ち
の
あ
い
だ
で
、
黒
く
長
い
髪
を
美
と
す
る
意
識
が
生
ま

れ
、
そ
の
姿
に
支
配
さ
れ
る
者
た
ち
は
憧
れ
た
。

武
家
社
会
で
認
め
ら
れ
た
結
髪

　

長
い
髪
と
美
人
の
関
係
は
室
町
時
代
ま
で
続
く
。
永
禄
六
（
一
五
六
三
）

年
に
来
日
し
た
宣
教
師
ル
イ
ス
＝フ
ロ
イ
ス
は
、
彼
の
著
書
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

文
化
と
日
本
文
化
』
の
な
か
で
、
長
い
髪
に
つ
い
て
書
き
残
し
て
い
る
。
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公
方
の
家
の
日
本
婦
人
た
ち
は
四
つ
か
五
つ
つ
ぎ
つ
ぎ
に
繋
ぎ
合
わ
せ

た
鬘
を
つ
け
、
三
コ
ヴ
ァ
ド
も
後
の
地
上
に
曳
き
ず
っ
て
歩
く

�
（『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
と
日
本
文
化
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
、
四
三
頁
）

　

三
コ
ヴ
ァ
ド
と
は
、
一
九
八
㎝
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
ル
イ
ス
＝フ
ロ
イ
ス

に
と
っ
て
、
女
性
の
あ
ま
り
に
長
い
髪
は
、
驚
き
だ
っ
た
。
し
か
し
、
髪
は

削
が
な
け
れ
ば
伸
び
る
と
は
い
え
、
ど
れ
だ
け
伸
び
る
か
は
個
人
差
が
あ

る
。
そ
こ
で
、
鬘
も
し
く
は
髢
と
い
う
添
え
髪
で
補
っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
女
性
は
滅
多
に
自
分
の
髪
に
他
の
髪
を
添
え
る
こ
と
は

し
な
い
。
日
本
の
女
性
は
シ
ナ
か
ら
商
品
と
し
て
渡
来
す
る
鬘
を
た
く

さ
ん
買
い
入
れ
る

�

（『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
と
日
本
文
化
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
、
四
〇
頁
）

　

ル
イ
ス
＝フ
ロ
イ
ス
は
、
他
人
の
髪
を
自
分
の
髪
に
添
え
る
と
い
う
こ
と

に
大
き
な
驚
き
を
も
っ
た
。
実
際
に
ル
イ
ス
＝フ
ロ
イ
ス
が
書
き
残
し
た
よ

う
に
、
髢
が
輸
入
さ
れ
て
い
た
か
は
、
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
髢
を
作
る
た

め
必
要
と
な
る
人
毛
を
集
め
る
「
お
ち
ゃ
な
い
」
と
よ
ば
れ
る
職
業
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
国
内
で
生
産
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

洛
西
、
常
磐
里
の
婦
人
、
布
嚢
を
頭
上
に
戴
き
、
市
中
に
徘
徊
し
、
落

は
有
り
や
否
や
と
問
ふ
。
も
し
脱
落
の
髪
を
蓄
蔵
す
る
者
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
を
買
ひ
て
、
清
水
に
洗
浄
す
る
こ
と
数
編
、
し
か
う
し
て

後
、
大
小
・
長
短
こ
れ
を
択
び
、
こ
れ
を
聚
め
、
婦
人
の
求
む
る
と
こ

ろ
に
随
ひ
て
髪
の
添
を
造
る
。
近
世
、
男
子
も
ま
た
、
冶
容
に
し
て
髪

少
な
き
者
、
他
人
の
落
髪
を
聚
め
、
自
己
の
頭
髪
に
相
加
ふ

�

（『
雍
州
府
志
』
臨
川
書
店
、
一
九
九
七
年
、
二
八
〇
頁
）

　

京
都
の
地
理
、
沿
革
、
神
社
、
寺
院
、
古
跡
、
陵
墓
、
風
俗
行
事
、
特
産

物
、
工
芸
文
化
な
ど
を
詳
細
に
著
し
た
『
雍
州
府
志
』
に
よ
る
と
、
抜
け
落

ち
た
髪
を
集
め
て
束
ね
、
そ
れ
を
売
る
仕
事
が
あ
っ
た
こ
と
が
し
る
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
の
集
め
た
髪
に
よ
っ
て
髢
を
作
っ
た
。
当
初
、
髪
が
短
い
女
性
た
ち
を

そ
の
商
売
の
相
手
と
し
て
い
た
の
が
、
次
第
に
頭
が
は
げ
て
き
た
男
性
も
購

入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
ん
な
髢
が
、
古
く
か
ら
利
用
さ
れ
て
い

た
。

七
八
尺
の
鬘
の
あ
か
く
な
り
た
る

�

（『
枕
草
子
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
年
、
二
二
二
頁
）

年
経
ぬ
る
し
る
し
、
見
せ
給
ふ
べ
き
物
な
く
て
、
わ
が
御
髪
の
、
落
ち

た
り
け
る
を
、
と
り
あ
つ
め
て
、
鬘
に
し
給
へ
る
が
、
九
尺
余
ば
か
り

に
て
、
い
と
、
清
ら
な
る
を

�

（『
源
氏
物
語
：
二
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
、
一
五
三
頁
）

　

一
八
世
紀
初
め
に
刊
行
さ
れ
た
挿
絵
入
り
の
百
科
事
典
で
あ
る
『
和
漢
三
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才
図
会
』
に
よ
る
と
、
髢
の
長
さ
は
三
四
尺
（
一
〇
〇
㎝
前
後
）
だ
っ
た
と

さ
れ
る
。
だ
が
、『
枕
草
子
』
や
『
源
氏
物
語
』
に
登
場
す
る
も
の
は
、

も
っ
と
長
い
。

　

表
舞
台
に
で
な
い
女
性
で
あ
れ
ば
常
に
、
髪
を
短
く
、
そ
し
て
束
ね
て
い

れ
ば
よ
か
っ
た
。
し
か
し
、
問
題
な
の
は
、
官
位
が
あ
り
、
主
人
に
仕
え
な

が
ら
も
、
と
き
と
し
て
、
公
式
の
席
に
臨
む
女
性
だ
。

髪
丈
に
あ
ま
り
、
装
束
あ
ざ
や
か
な
る
下
仕
へ
、
釵
子
、
元
結
し
て
、

二
十
人
出
で
来
て
御
前
に
参
る

�（「
う
つ
ほ
物
語
：
一
」『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
小
学
館
、
一
九
九
九

年
、
四
五
〇
頁
）

　

主
人
に
仕
え
て
い
る
あ
い
だ
は
、
髪
を
結
っ
て
い
て
も
問
題
は
な
い
。

『
う
つ
ほ
物
語
』
か
ら
は
、
食
前
に
奉
仕
す
る
女
官
は
、
釵
子
を
用
い
て
髪

上
げ
を
し
、
髪
の
髻
を
元
結
に
よ
っ
て
束
ね
、
釵
子
か
ら
左
右
に
長
く
髪
を

垂
ら
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

だ
が
、
そ
ん
な
女
官
た
ち
も
、
公
式
の
場
に
臨
む
に
あ
た
っ
て
は
、
垂
髪

に
し
な
く
て
は
い
け
な
か
っ
た
。

昔
は
奥
方
御
息
女
方
神
社
仏
閣
詣
に
下
げ
髪
供
侍
上
下
着
す
る
也

�（「
昔
々
物
語
」『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
三
一
書
房
、
一
九
六
九
年
、
三

九
三
頁
）

　

神
社
仏
閣
に
詣
で
る
と
き
に
は
、
正
式
な
髪
形
で
あ
る
垂
髪
に
し
て
い

た
。
女
官
に
と
っ
て
、
自
在
に
髪
の
長
さ
を
調
整
す
る
髢
は
き
っ
と
便
利

だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
『
大
上
臈
御
名
之
事
』
に
は
髢
の
つ
け
方
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。

一�

、
か
も
じ
ゆ
う
こ
と
。
ま
づ
か
み
の
う
ゑ
の
き
わ
を
び
ん
の
か
み
を

の
け
て
ゆ
ひ
て
。
し
た
を
そ
ろ
へ
て
け
づ
る
也
。
い
れ
も
と
ひ
し
て

上
は
と
く
な
り
。
か
も
じ
の
お
ほ
き
す
く
な
き
は
。
若
き
人
と
年
よ

り
は
す
く
な
し
。
そ
の
ほ
か
は
、
よ
き
こ
ろ
た
る
べ
し
。
か
も
じ
の

し
や
く
は
さ
だ
ま
り
た
り
。
人
だ
け
に
よ
る
べ
か
ら
ず
。
あ
ま
ら
ば

そ
の
ま
ゝ
た
る
べ
し
。

一�

、
い
れ
も
と
ひ
。
と
も
に
五
と
こ
ろ
ゆ
ふ
な
り
。
い
れ
も
と
ひ
の
次

一
そ
く
ほ
ど
お
き
て
。
水
引
に
て
ゆ
ふ
な
り
。
水
ひ
き
の
ぶ
ん
二
と

こ
ろ
な
り
。
い
づ
れ
も
一
そ
く
と
い
へ
ど
も
。
い
れ
も
と
ひ
と
水
ひ

き
の
あ
ひ
は
す
こ
し
ひ
ろ
く
見
ゆ
る
や
う
成
べ
し
。
さ
て
又
其
下
を

三
ぞ
く
ほ
ど
ひ
き
さ
き
て
ゆ
う
也
。
若
き
人
は
水
ひ
き
の
と
こ
ろ
を

一
と
こ
ろ
ゆ
う
也
。
以
上
四
と
こ
ろ
な
り
。
廿
八
の
春
よ
り
五
と
こ

ろ
ゆ
う
也
と
い
へ
ど
も
。
た
ゞ
わ
か
き
と
き
よ
り
四
所
ゆ
う
な
り
。

一�

、
水
ひ
き
も
ひ
つ
さ
き
も
。
ゆ
ひ
や
う
お
な
じ
事
な
り
。
ふ
た
へ
ま

は
し
て
。
ひ
だ
り
の
方
に
わ
な
の
あ
る
や
う
に
有
べ
し
。
み
ぎ
に
は

も
ろ
口
あ
る
べ
し
。

一�

、
な
が
さ
に
は
さ
み
て
き
る
な
り

�（「
大
上
臈
御
名
之
事
」『
群
書
類
従
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
〇
年
、
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一
六
―
一
七
頁
）

　
「
い
れ
も
と
ひ
」
と
は
入
元
結
の
こ
と
で
、
紙
を
巻
い
て
芯
に
し
た
丸
い

棒
状
の
物
。
長
い
髢
用
で
あ
り
、
こ
れ
を
一
重
に
一
番
上
に
結
ん
だ
。
さ
ら

に
、
水
引
で
二
カ
所
結
ん
だ
。「
ひ
つ
さ
き
」
と
は
小
引
裂
の
こ
と
で
、
和

紙
を
た
た
み
細
い
平
元
結
に
し
た
。

寛
永
の
比
迄
は
、
婦
女
細
き
麻
縄
に
て
髪
を
束
ね
て
、
其
の
上
を
黒
き

絹
に
て
巻
き
し
に
、
其
の
後
麻
縄
を
や
め
て
紙
に
て
ゆ
ふ
。
越
前
国
よ

り
粉
紙
に
て
、
元
結
紙
と
云
ふ
も
の
を
造
り
出
だ
し

�

（「
独
語
」『
日
本
随
筆
大
成
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
六
年
、
二
八
五
頁
）

　

入
元
結
も
平
元
結
も
、
元
結
と
い
う
髪
を
束
ね
る
紙
だ
。
古
く
は
麻
糸
や

組
紐
を
用
い
て
い
た
が
、
徳
川
時
代
初
期
か
ら
元
結
紙
で
こ
よ
り
を
作
り
、

水
糊
を
塗
っ
た
も
の
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

太
宰
春
台
が
著
わ
し
た
芸
能
、
風
俗
の
変
遷
に
関
す
る
評
論
随
筆
『
独

語
』
に
よ
る
と
、
寛
永
期
（
一
六
二
四
年
～
一
六
四
四
年
）
か
ら
髪
の
髻
を
結

ぶ
紐
が
使
用
さ
れ
は
じ
め
た
。
す
な
わ
ち
、
髪
を
結
い
は
じ
め
た
わ
け
だ

が
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
「
伽
羅
油
」
や
様
々
な
髪
飾
り
が
登
場
し
た
。

本
結
、
も
と
髪
捻
と
い
ふ
。
中
華
に
い
は
ゆ
る
鬠
な
り
。
倭
俗
、
杉
原

紙
あ
る
い
は
奉
書
紙
ま
た
は
長
永
紙
、
幅
一
寸
ば
か
り
に
直
に
こ
れ
を

切
り
、
長
二
三
丈
に
こ
れ
を
捻
る
。
こ
れ
を
、
髪
捻
を
捻
る
と
い
ふ
。

し
か
う
し
て
後
、
水
あ
る
い
は
米
泔
に
浸
し
、
し
か
う
し
て
こ
れ
を
取

り
出
し
、
左
右
に
こ
れ
を
牽
き
張
り
、
布
巾
を
も
つ
て
緊
急
に
こ
れ
を

拭
ふ
。
こ
れ
を
凌
く
と
い
ふ
。
し
か
う
し
て
、
日
に
乾
し
、
短
長
そ
の

欲
す
る
と
こ
ろ
に
随
ひ
て
こ
れ
を
截
り
、
髪
を
束
ね
て
こ
れ
を
結
ふ

�

（『
雍
州
府
志
』
臨
川
書
店
、
一
九
九
七
年
、
二
八
〇
頁
）

　
『
雍
州
府
志
』
に
よ
る
と
、
杉
原
紙
、
奉
書
紙
、
長
永
紙
を
幅
一
寸
に
切

り
、
二
三
丈
に
捻
り
、
水
に
浸
し
て
固
め
、
必
要
な
長
さ
に
切
っ
て
用
い

た
。

　

反
対
に
、
自
身
の
髪
が
長
い
場
合
に
は
、
結
う
の
も
解
く
の
も
簡
単
な
方

法
で
処
理
を
し
た
。

み
や
づ
か
へ
な
ど
せ
ぬ
時
。
ま
た
道
な
ど
行
時
。
か
も
じ
長
く
て
わ
ろ

き
時
は
。
し
た
の
ゆ
ひ
た
る
と
こ
ろ
を
右
の
か
た
に
わ
な
の
あ
る
や
う

に
か
み
を
わ
け
て
。
さ
て
し
も
の
ゆ
ひ
た
る
と
こ
ろ
に
。
べ
ち
の
ひ
つ

さ
き
に
て
ゆ
ひ
つ
く
る
な
り

�（「
大
上
臈
御
名
之
事
」『
群
書
類
従
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
〇
年
、

一
八
頁
）

　

主
人
に
仕
え
て
い
な
い
と
き
、
ま
た
道
を
行
き
交
う
と
き
に
、
長
い
垂
髪

が
邪
魔
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
ん
な
と
き
は
、
自
ら
の
髪
で
輪
を
作
り
、

そ
こ
に
髪
を
通
し
て
結
ぶ
こ
と
で
整
え
た
。

　

ま
た
、
髪
を
ぐ
る
ぐ
る
と
巻
き
、
笄
で
仮
止
め
が
さ
れ
る
笄
髷
と
い
う
髪
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形
も
あ
っ
た
。

か
う
が
ひ
わ
げ
は
下
髪
せ
し
奉
公
人
な
ど
其
つ
と
め
を
し
ま
ひ
。
う
ち

〳
〵
の
局
な
ど
に
い
り
く
つ
ろ
ぎ
。
又
は
を
の
が
じ
じ
う
ち
寄
比
下
髪

は
身
持
む
づ
か
し
き
ゆ
へ
に
ぐ
る
〳
〵
と
ま
は
し
て
か
う
が
ひ
に
て
仮

に
し
め
を
き
た
る
な
り

�

（『
女
用
訓
蒙
図
彙
：
五
・
中
』
だ
る
ま
や
書
店
、
一
九
一
七
年
、
三
頁
）

　

笄
と
は
、
髪
を
掻
き
揚
げ
て
髷
を
形
作
る
装
飾
的
な
結
髪
用
具
の
こ
と

だ
。
こ
の
笄
に
髪
を
巻
き
つ
け
て
髷
を
つ
く
っ
た
。

笄
を
懐
に
も
ち
た
ら
ん
と
推
量
す
る
よ
し
は
、
む
か
し
の
女
も
今
と
お

な
じ
く
か
し
ら
の
痒
き
時
爪
し
て
掻
く
は
い
や
し
く
且
つ
無
礼
な
れ
ば

髪
掻
を
か
う
が
い
と
さ
へ
古
く
訓
た
る
物
な
れ

�（「
歴
世
女
装
考
」『
日
本
随
筆
大
成
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
、
二
二
一頁

）

　

だ
が
、
笄
そ
の
も
の
は
、
も
と
も
と
は
頭
を
掻
く
物
だ
っ
た
。

か
う
が
い
は
髪
か
き
な
り
ゑ
ぼ
し
を
か
ぶ
り
か
ぶ
と
を
か
ぶ
る
故
頭
の

い
き
こ
も
り
て
か
ゆ
く
な
る
も
の
な
り
其
と
き
手
に
て
は
か
ゝ
れ
ず
か

う
が
い
に
て
か
く
な
り

�

（「
軍
用
記
」『
故
実
叢
書
』
明
治
図
書
出
版
、
一
九
五
四
年
、
二
五
三
頁
）

　

徳
川
中
期
の
有
職
故
実
家
伊
勢
貞
丈
が
、
宝
暦
一
一
（
一
七
六
一
）
年
に

軍
陣
の
作
法
を
子
孫
に
伝
え
る
た
め
に
集
成
し
た
『
軍
用
記
』
の
な
か
で
、

笄
は
頭
を
掻
く
物
と
し
て
し
る
さ
れ
て
い
る
。

　

武
士
は
笄
を
太
刀
に
差
し
て
収
納
し
、
髷
が
痒
く
な
っ
た
と
き
や
、
髪
が

乱
れ
た
と
き
に
使
用
し
て
い
た
。

御
く
し
・
か
う
が
い
ぐ
し
給
へ
り
け
る
と
り
い
で
ゝ
、
つ
く
ろ
ひ
な
ど

し
て

�

（『
大
鏡
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
年
、
一
六
一
頁
）

　

大
酒
飲
み
の
内
大
臣
道
隆
は
上
賀
茂
神
社
参
詣
の
途
中
、
車
の
な
か
泥
酔

し
て
い
る
の
を
弟
の
道
長
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
た
と
き
、
乱
れ
た
鬢
を
整
え

る
た
め
に
笄
を
使
用
し
て
い
る
。

ひ
め
君
、
檜
皮
色
の
紙
か
さ
ね
、
た
ゞ
、
い
さ
ゝ
か
に
書
き
て
、
柱
の

干
割
れ
た
る
は
ざ
ま
に
、
笄
の
先
し
て
、
押
し
入
れ
給
ふ

�

（『
源
氏
物
語
：
三
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
、
一
八
三
頁
）

　

頭
を
掻
き
、
ま
た
髪
の
乱
れ
を
整
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
真
木
柱
の
姫
君

が
柱
の
割
れ
目
に
紙
を
さ
し
入
れ
る
の
に
笄
を
使
用
し
て
い
る
。
笄
が
、
男

女
を
問
わ
ず
日
常
的
に
携
帯
さ
れ
、
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

笄
髷
と
い
ふ
髪
の
風
京
よ
り
起
り
諸
国
に
う
つ
れ
り
、
其
結
ぶ
り
は
笄
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を
髪
の
根
も
と
に
さ
し
こ
れ
に
髪
を
巻
き
つ
け
て
状
を
な
す
な
り

�（「
歴
世
女
装
考
」『
日
本
随
筆
大
成
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
、
二
二
五頁

）

　

そ
ん
な
頭
を
掻
く
道
具
だ
っ
た
笄
を
利
用
し
た
笄
髷
は
、
京
よ
り
お
こ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
、
京
が
公
家
社
会
だ
っ
た
か
ら

だ
。

　

垂
髪
が
正
式
な
髪
形
で
あ
っ
た
時
代
で
も
、
一
部
の
支
配
的
地
位
に
い
る

者
を
の
ぞ
い
て
、
私
的
な
空
間
で
は
髪
が
結
わ
れ
た
。
そ
れ
が
、
支
配
的
地

位
が
公
家
か
ら
武
家
へ
と
変
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
第
に
垂
髪
か
ら
結
髪

が
公
的
な
場
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

い
つ
見
て
も
鬘
で
も
か
ぶ
っ
た
よ
う
に
後
れ
毛
一
筋
な
く

�（「
武
家
の
女
性
」『
山
川
菊
栄
集
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
一
年
、
一
〇
〇
―
一

〇
一
頁
）

　

水
戸
藩
士
青
山
延
寿
の
孫
で
あ
っ
た
山
川
菊
栄
は
、『
武
家
の
女
性
』
の

な
か
で
髷
が
結
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
回
想
し
て
い
る
。

　

後
れ
毛
を
嫌
い
徹
底
的
に
髪
を
結
い
上
げ
る
だ
け
で
は
な
く
、
際
墨
と
い

う
額
の
生
え
際
に
墨
を
施
し
、
額
の
形
を
美
し
く
み
せ
る
化
粧
も
お
こ
な
っ

た
。

き
ず
み
の
あ
ま
り
に
く
ろ
き
は
、
た
ゞ
に
ん
げ
う
な
ど
色
ど
り
た
る
や

う
に
て
い
と
す
さ
ま
じ

�

（「
女
郎
花
物
語
」『
古
典
文
庫
』
古
典
文
庫
、
一
九
七
〇
年
、
一
六
六
頁
）

　

際
墨
を
や
り
す
ぎ
る
と
人
形
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
と
、『
女
郎
花
物

語
』
は
批
判
し
て
い
る
。
人
形
の
よ
う
な
髪
形
は
、
武
家
社
会
に
お
け
る
武

士
の
剛
気
、
勇
猛
、
威
武
を
、
女
性
に
与
え
る
も
の
だ
っ
た
。

　

結
髪
は
、
装
飾
性
か
ら
生
じ
た
も
の
で
は
な
く
、
支
配
的
地
位
に
い
る
者

の
入
れ
替
わ
り
と
、
日
用
上
の
便
宜
か
ら
、
次
第
に
変
化
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
武
家
社
会
の
男
性
の
髪
形
と
い
え
ば
、「
月
代
」
が
思
い
浮

か
ぶ
。
頭
髪
を
、
前
額
側
か
ら
頭
頂
部
に
か
け
て
半
月
形
に
髪
を
剃
り
落
と

し
、
後
頭
部
の
髪
を
束
ね
て
頭
頂
部
に
置
い
た
髪
形
だ
。

　

月
代
と
い
っ
て
も
、
そ
の
種
類
は
、
大
月
代
、
半
頭
、
中
剃
と
大
き
く
三

つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
月
代
は
鬢
と
後
頭
部
の
毛
を
残
し
て
額
ま

で
剃
る
月
代
、
半
頭
は
頭
髪
を
前
半
分
だ
け
剃
っ
て
後
ろ
の
ほ
う
を
残
し
て

お
く
月
代
、
中
剃
と
は
頭
の
中
央
部
の
髪
の
み
を
剃
り
去
る
月
代
で
あ
る
。

　

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
髪
形
が
生
ま
れ
た
の
か
。

戦
の
時
、
常
に
か
ぶ
と
を
か
ぶ
り
気
の
ぼ
せ
て
煩
う
事
あ
る
に
よ
り

て
、
頭
の
上
を
丸
く
中
ぞ
り
を
し
け
る
な
り

�

（『
貞
丈
雑
記
：
一
』
平
凡
社
、
一
九
八
五
年
、
一
一
五
頁
）

　

戦
に
臨
む
者
は
兜
を
被
る
。
す
る
と
、
次
第
に
兜
の
な
か
に
熱
が
こ
も

る
。
そ
の
た
め
、
頭
が
蒸
れ
な
い
よ
う
に
と
髪
を
剃
っ
た
の
が
月
代
の
は
じ
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ま
り
だ
と
、
伊
勢
貞
丈
は
徳
川
時
代
の
有
職
故
実
書
で
あ
る
『
貞
丈
雑
記
』

の
な
か
に
書
き
残
し
て
い
る
。

　

な
ぜ
、「
さ
か
や
き
」
と
よ
ぶ
の
か
。

「
さ
か
い
き
」
と
云
ふ
は
、
気
さ
か
さ
ま
に
の
ぼ
せ
る
ゆ
え
、
さ
か
さ

ま
に
の
ぼ
す
る
い
き
を
ぬ
く
為
に
髪
を
そ
り
た
る
故
「
さ
か
い
き
」
と

い
ふ
な
り

�

（『
貞
丈
雑
記
：
一
』
平
凡
社
、
一
九
八
五
年
、
一
一
五
頁
）

　

兜
を
か
ぶ
る
と
気
が
逆
さ
に
上
る
た
め
、
そ
の
気
を
抜
く
こ
と
に
由
来
し

て
、
月
代
＝
サ
カ
ヤ
キ
と
よ
ぶ
の
だ
と
、
伊
勢
貞
丈
は
考
え
た
。

昔
の
月
代
は
。
冠
下
に
月
額
を
入
る
ゝ
事
に
て
。
日
本
紀
に
冠
サ
カ
と

よ
め
り
。
又
鶏
冠
ト
サ
カ
と
い
ふ
に
お
な
じ
。
ヤ
キ
は
鮮
や
か
の
約
。

鮮
は
明
サ
ヤ
カ
の
約
。
冠
下
の
額
に
角
を
剃
り
入
る
ゝ
事
。
却
月
の
ご

と
く
。
其
跡
鮮
明
な
る
ゆ
ゑ
。
サ
カ
ヤ
キ
は
冠
明
な
り
。
冠
の
半
額
を

半
月
形
と
も
い
へ
ば
。
も
と
は
冠
下
の
粧
よ
り
出
で
た
る
名
な
り
。
そ

の
形
。
月
の
出
で
し
ほ
に
似
た
る
を
以
て
。
仮
名
文
に
は
月
し
ろ
と
よ

め
り

�（「
茅
窓
漫
録
」『
日
本
随
筆
全
集
』
国
民
図
書
、
一
九
二
七
年
、
四
二
四
頁
）

　

だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
諸
説
あ
る
。『
茅
窓
漫
録
』
と
い
う
徳
川
時
代
の

随
筆
で
は
、
ト
サ
カ
に
由
来
す
る
と
い
う
説
を
あ
げ
て
い
る
。

　

戦
国
時
代
ま
で
は
、
武
士
も
終
始
、
月
代
に
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

合
戦
の
間
は
月
代
を
そ
れ
ど
も
、
軍
や
め
ば
又
本
の
ご
と
く
惣
髪
に
な

る
な
り

�

（『
貞
丈
雑
記
：
一
』
平
凡
社
、
一
九
八
五
年
、
一
一
五
頁
）

　

戦
の
な
い
と
き
は
武
士
も
月
代
を
す
る
こ
と
な
く
、
髪
は
伸
ば
し
た
ま
ま

だ
っ
た
。
頭
頂
部
以
外
は
、
つ
ね
に
長
い
ま
ま
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
髻
を
結

う
た
め
だ
。

男性の結髪方法（国際日本文化研究センター　外像データベース）
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奈
良
時
代
に
隋
や
唐
の
文
化
が
輸
入
さ
れ
て
、
冠
に
よ
っ
て
身
分
の
高
低

を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
冠
を
か
ぶ
る
の
に
便
利
な
髪
形
と
し
て

髻
が
考
え
出
さ
れ
る
。

髻
を
解
い
て
ざ
ん
ば
ら
髪
、
裸
の
ま
ま
太
刀
を
持
っ
て
出
て
い
っ
た

�
（『
今
昔
物
語
集
：
五
』
平
凡
社
、
一
九
六
八
年
、
三
四
九
頁
）

　

冠
や
烏
帽
子
を
か
ぶ
ら
な
い
で
髻
を
あ
ら
わ
に
し
た
男
が
太
刀
を
抜
い
て

い
た
と
『
今
昔
物
語
集
』
に
あ
る
が
、
髻
は
冠
や
烏
帽
子
を
か
ぶ
る
た
め
に

お
こ
な
わ
れ
た
。
髻
に
よ
っ
て
、
冠
の
ず
れ
を
防
ぐ
た
め
だ
。

翁
の
も
と
ど
り
放
ち
た
る

�

（『
枕
草
子
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
年
、
一
七
六
頁
）

　

冠
や
烏
帽
子
を
か
ぶ
ら
ず
に
髻
を
あ
ら
わ
に
だ
す
こ
と
を
「
髻
を
放
つ
」

と
よ
び
、
清
少
納
言
は
髻
を
放
っ
た
姿
を
ぶ
ざ
ま
だ
と
し
て
い
る
。

　

平
安
時
代
以
降
、
次
第
に
冠
を
か
ぶ
る
こ
と
が
庶
民
に
も
普
及
し
、
か
ぶ

り
物
が
な
い
の
を
恥
と
す
る
習
慣
が
生
ま
れ
た
。
月
代
は
あ
く
ま
で
頭
頂
部

の
髪
を
剃
る
こ
と
で
あ
り
、
武
士
は
髻
を
結
う
た
め
に
は
髪
を
伸
ば
し
て
い

た
。

　

そ
し
て
、
戦
が
な
い
と
き
に
は
必
要
性
が
な
い
た
め
月
代
を
せ
ず
、
前
髪

を
後
ろ
に
撫
で
付
け
て
、
髪
を
後
ろ
で
引
き
結
ぶ
総
髪
に
し
て
い
た
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
武
士
と
い
え
ば
月
代
と
い
う
印
象
が
あ
る
の

か
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
も
、
伊
勢
貞
丈
は
し
る
し
て
い
る
。

天
下
大
い
に
み
だ
れ
、
信
玄
・
謙
信
な
ど
そ
の
外
諸
大
将
、
合
戦
数
年

打
続
き
た
る
ゆ
え
常
に
月
代
そ
る
事
絶
え
ず
し
て
、
そ
の
後
太
平
の
世

に
な
り
て
も
そ
の
時
の
風
儀
や
ま
ず
し
て
、
今
日
に
至
る
ま
で
月
代
そ

る
事
に
な
り
た
る
な
り

�

（『
貞
丈
雑
記
：
一
』
平
凡
社
、
一
九
八
五
年
、
一
一
五
頁
）

　

戦
国
時
代
に
な
り
、
絶
え
ず
し
て
戦
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
に
あ

わ
せ
、
平
生
か
ら
月
代
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

戦
乱
の
世
で
は
、
い
つ
戦
が
お
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
常
に

月
代
が
お
こ
な
わ
れ
続
け
た
。
こ
の
月
代
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
方
法
で
お

こ
な
わ
れ
て
い
た
の
か
。

む
か
し
は
、
け
し
き
と
て
髪
を
ぬ
く
も
の
を
以
て
、
額
の
上
を
少
ぬ
き

し

�（「
和
漢
事
始
：
一
」『
益
軒
全
集
』
益
軒
全
集
刊
行
部
、
一
九
一
〇
年
、
七
〇

六
頁
）

　

貝
原
益
軒
の
『
和
漢
事
始
』
に
は
、「
け
っ
し
き
」
と
い
う
毛
抜
き
で
髪

を
抜
い
て
い
た
と
し
る
さ
れ
て
い
る
。
毛
抜
き
と
い
っ
て
も
、
当
時
は
木
の

板
で
挟
ん
で
抜
く
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
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お
の
こ
の
ひ
た
ひ
毛
、
頭
の
毛
を
ば
髪
剃
に
て
も
そ
ら
ず
、
け
つ
し
き

と
て
木
を
以
て
は
さ
み
を
大
に
こ
し
ら
へ
、
其
け
つ
し
き
頭
の
毛
を
ぬ

き
つ
れ
ば
、
か
う
べ
よ
り
黒
血
流
れ
て
物
す
さ
ま
し
か
り
し
也

�（「
慶
長
見
聞
集
」『
江
戸
叢
書
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
〇
年
、
一
○

一
頁
）

　

抜
い
た
後
は
、
血
ま
み
れ
に
な
り
、
す
さ
ま
じ
い
光
景
で
あ
っ
た
と
『
慶

長
見
聞
集
』
の
作
者
で
あ
る
後
北
条
氏
の
遺
臣
三
浦
浄
心
は
書
き
残
し
て
い

る
。

　

そ
の
苦
行
と
も
い
え
る
月
代
に
、
解
決
策
を
見
出
し
た
人
物
が
い
た
。
織

田
信
長
で
あ
る
。

信
長
公
髪
を
ぬ
き
て
、
益
な
く
頭
の
い
た
む
事
を
う
れ
ひ
て
、
剃
刀
を

用
給
ひ
し
也
。
其
い
に
し
へ
は
髪
を
そ
る
事
、
僧
尼
の
外
は
、
き
は
め

て
い
ま
〳
〵
し
き
事
に
せ
し
と
か
や

�（「
和
漢
事
始
」『
益
軒
全
集
』
益
軒
全
集
刊
行
部
、
一
九
一
〇
年
、
七
〇
六
頁
）

　

あ
ま
り
の
痛
さ
か
ら
か
、
髪
を
抜
く
こ
と
が
我
慢
で
き
な
く
な
っ
た
織
田

信
長
は
、
抜
く
の
で
は
な
く
剃
る
こ
と
を
思
い
立
つ
。
そ
れ
ま
で
髪
を
剃
る

の
は
、
僧
侶
の
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
剃
刀
も
、
仏
具
の
一
つ

だ
っ
た
。

　

僧
が
髪
や
ひ
げ
を
剃
り
落
と
す
の
は
、
そ
こ
に
煩
悩
が
宿
る
か
ら
だ
と
い

わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
僧
が
髪
や
ひ
げ
を
剃
る
の
は
悪
霊
に
取
り
懸
か
れ
な

い
た
め
だ
っ
た
。

　

徳
川
家
に
よ
る
天
下
統
一
が
な
さ
れ
た
あ
と
も
、
約
一
〇
〇
年
も
の
あ
い

だ
続
い
た
戦
国
時
代
の
な
か
で
、
武
士
の
髪
形
は
月
代
と
定
着
し
た
結
果
、

月
代
が
お
こ
な
わ
れ
続
け
た
。

　

そ
し
て
次
第
に
、
月
代
を
す
る
こ
と
が
、
一
人
前
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に

も
な
る
。
そ
れ
は
、
成
人
に
な
る
と
い
う
意
味
で
月
代
が
一
般
化
し
、
元
服

を
意
味
す
る
習
俗
と
し
て
確
立
し
た
か
ら
だ
。

　

そ
し
て
つ
い
に
は
、
月
代
が
正
式
な
髪
形
と
な
っ
て
い
く
。

予
当
年
今
に
年
始
墓
参
せ
ざ
る
故
に
今
日
参
詣
可
至
処
今
に
長
髪
に
付

不
能
其
儀

�

（『
馬
琴
日
記
鈔
』
文
会
堂
書
店
、
一
九
一
一
年
、
一
三
頁
）

　

滝
沢
馬
琴
の
『
馬
琴
日
記
鈔
』
に
は
、
天
保
五
（
一
八
三
四
）
年
三
月
二

六
日
の
日
記
に
月
代
を
生
や
し
て
い
る
た
め
に
墓
参
り
が
で
き
な
か
っ
た

と
、
し
る
さ
れ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
徳
川
時
代
、
月
代
を
剃
る
こ
と
が
常
識
と
な
り
、
身
だ
し
な
み
と

な
っ
た
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
る
。

　

月
代
も
結
髪
も
、
戦
に
明
け
暮
れ
た
不
安
定
な
時
代
を
反
映
し
て
い
る
。

支
配
的
地
位
に
い
る
者
の
入
れ
替
わ
り
に
よ
り
、
結
髪
が
認
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
結
髪
が
垂
髪
か
ら
美
の
対
象
に
移
り
変
わ
っ
て

い
っ
た
。

　

髪
を
束
ね
る
と
い
う
実
用
性
か
ら
生
ま
れ
た
結
髪
は
、
身
分
や
年
齢
に
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よ
っ
て
一
定
の
形
式
が
あ
る
も
の
の
、
自
分
の
顔
立
ち
や
容
姿
に
調
和
し
、

美
し
く
み
せ
る
た
め
に
存
在
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
笄
や
簪
な
ど
も
髪
を
と
め
る
道
具
と
し
て
の
実
用
性
を
離
れ
、
装

飾
品
と
な
っ
て
い
っ
た
。

結
髪
が
美
の
対
象
ヘ

　

結
髪
は
、
働
き
や
す
く
便
利
な
よ
う
に
、
様
々
な
工
夫
の
も
と
に
お
こ
な

わ
れ
た
。

今
は
昔
の
か
た
も
の
こ
ら
ず
。
昔
の
婦
人
は
、
髪
多
く
長
き
を
、
た
た

け
に
あ
ま
る
な
ど
云
ひ
て
誉
め
し
に
、
近
比
は
髪
少
く
短
き
を
よ
し
と

す
る
風
俗
に
な
り
て
、
髪
多
き
女
は
髻
の
内
を
、
或
は
き
り
或
は
剃
り

て
少
く
す
る

�

（「
独
語
」『
日
本
随
筆
大
成
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
六
年
、
二
八
五
頁
）

　

髷
、
す
な
わ
ち
髪
形
の
基
本
は
頭
頂
で
束
ね
て
、
折
り
返
し
た
り
、
曲
げ

た
り
し
て
整
え
る
こ
と
に
あ
る
。
似
た
言
葉
に
、
髻
が
あ
る
。

　
「
た
ぶ
さ
」
と
も
「
も
と
ど
り
」
と
も
「
み
ず
ら
」
と
も
読
ま
れ
る
が
、

共
通
し
て
髪
の
毛
を
ま
と
め
て
頭
の
上
で
束
ね
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

頭
頂
で
束
ね
て
、
折
り
返
し
た
り
、
曲
げ
た
り
し
て
整
え
る
と
い
っ
て

も
、
髪
を
一
束
に
し
て
ま
と
め
る
こ
と
は
少
な
い
。
多
く
の
場
合
は
髪
を
い

く
つ
か
の
部
分
に
分
け
て
結
い
上
げ
る
こ
と
で
、
多
様
な
髷
を
作
り
出
し
て

い
る
。

　

髪
を
結
う
と
は
、
前
髪
、
鬢
、
髱
を
結
う
こ
と
で
あ
る
。
前
髪
と
は
額
の

前
に
垂
ら
し
た
髪
の
部
分
、
鬢
と
は
耳
ぎ
わ
の
頭
髪
の
左
右
側
面
の
部
分
、

髱
と
は
後
頭
部
の
髪
の
部
分
を
指
す
。

　

関
連
し
て
、「
う
な
じ
」
と
い
う
部
分
が
あ
る
。
首
の
後
ろ
の
部
分
で
あ

り
、
え
り
首
や
首
す
じ
に
相
当
す
る
。

　

こ
れ
ら
、
前
髪
、
鬢
、
髱
に
囲
ま
れ
た
頭
頂
部
の
部
分
に
髪
を
集
め
、

「
根
」
と
よ
ば
れ
る
も
の
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
中
心
と
し
て
髷
が
作
ら
れ
て

い
く
。
根
の
位
置
は
、
髷
の
形
に
よ
っ
て
前
方
、
中
央
、
後
方
と
変
化
す

る
。

　

結
う
た
め
に
は
、
あ
ま
り
に
髪
が
長
い
と
結
い
に
く
い
た
め
問
題
で
あ

り
、
結
い
や
す
い
よ
う
に
髪
を
削
ぐ
。
ま
た
、
髷
が
頭
の
頂
上
部
分
で
安
定

す
る
よ
う
に
、
こ
の
根
の
部
分
に
「
中
剃
り
」
と
よ
ば
れ
る
技
法
が
使
わ
れ

だ
す
。
中
剃
り
、
つ
ま
り
根
に
あ
た
る
部
分
の
髪
を
剃
っ
た
。

髪
の
毛
の
多
い
人
は
苦
労
す
る

�

（『
故
事
・
俗
信
こ
と
わ
ざ
大
辞
典
』
小
学
館
、
一
九
八
二
年
、
二
八
二
頁
）

　

宇
都
宮
や
赤
穂
周
辺
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
わ
ざ
に
、「
髪
の
毛
の
多
い
人

は
苦
労
す
る
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
髪
の
量
が
多
い
と
、
結
う
の
が
大
変
と

い
う
と
こ
ろ
か
ら
き
て
い
る
。

　
『
独
語
』
の
作
者
で
あ
り
、
徳
川
時
代
中
期
の
儒
学
者
で
あ
っ
た
太
宰
春

台
は
、
晩
年
の
延
享
期
（
一
七
四
四
年
～
一
七
四
八
年
）
の
風
俗
の
変
遷
に
つ

い
て
、
こ
の
髪
を
短
く
し
少
な
く
す
る
風
俗
に
つ
い
て
し
る
し
て
い
る
。
だ
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が
、
そ
の
理
由
は
『
独
語
』
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
髷
を
美
し
く
み
せ
る
た
め
に
髪
を
削
ぎ
は
じ
め
た
こ
と
は
、
髪

が
長
い
こ
と
が
美
人
の
象
徴
で
あ
っ
た
時
代
が
終
わ
り
を
告
げ
た
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。

　

そ
ん
な
髷
は
、
基
本
的
に
は
頭
上
に
輪
を
つ
く
り
根
に
毛
先
を
巻
き
つ
け

た
兵
庫
髷
、
髻
を
折
り
返
し
て
元
結
で
と
め
る
島
田
髷
、
髷
が
大
き
な
輪
に

な
っ
て
い
る
勝
山
髷
、
笄
で
髪
を
と
め
る
笄
髷
の
四
つ
の
系
統
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

こ
の
基
本
を
も
と
に
様
々
な
髷
が
生
ま
れ
、
そ
の
数
は
数
十
種
類
に
も
お

よ
ぶ
よ
う
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
島
田
髷
に
は
、
文
金
高
島
田
、
し
め
つ
け

島
田
、
投
島
田
、
手
巻
島
田
、
高
島
田
、
つ
ぶ
し
島
田
、
結
綿
な
ど
が
あ

る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
は
、
御
殿
風
、
武
家
風
、
町
方
風
な
ど
の
社
会
的
な
階
級
の

違
い
が
反
映
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
京
風
や
江
戸
風
と
い
う
地
域
の
違
い
、
既

婚
、
未
婚
の
区
別
だ
け
で
は
な
く
、
新
婚
、
懐
妊
中
、
年
増
、
後
家
な
ど
、

女
性
の
生
活
環
境
の
変
化
に
と
も
な
っ
て
結
髪
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

　

同
じ
兵
庫
髷
で
も
、
遊
女
は
結
び
兵
庫
、
町
娘
は
う
つ
を
兵
庫
。
島
田
髷

な
ら
、
御
殿
勤
め
は
辰
松
島
田
、
町
娘
は
小
枝
島
田
、
夫
に
死
別
さ
れ
た
女

性
は
後
家
島
田
。
結
髪
を
み
れ
ば
、
そ
の
人
が
ど
ん
な
立
場
に
い
る
か
が
わ

か
っ
た
。

兵
庫
鬢
は
、
一
説
に
大
橋
柳
町
の
頃
、
兵
庫
屋
と
云
遊
女
屋
よ
り
起
る

と
い
へ
り
、
い
か
に
も
遊
女
の
髪
の
風
見
ゆ
れ
ど
も
、
其
真
偽
慥
な
ら

ず
、
思
ふ
に
摂
州
兵
庫
の
町
の
廓
風
故
、
斯
い
へ
る
に
や
云
々
、
又
島

田
は
寛
永
年
中
、
京
都
四
条
に
て
女
歌
舞
妓
の
あ
り
し
頃
、
島
田
花
吉

と
い
へ
る
舞
女
の
初
め
た
る
よ
し
、
又
勝
山
は
此
里
の
名
妓
勝
山
の
結

初
め
た
る
由

�（「
北
里
見
聞
録
」『
近
世
文
芸
叢
書
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
一
一
年
、
一
七
八頁

）

　

こ
れ
ら
の
髷
の
名
称
が
ど
の
よ
う
に
決
ま
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
徳
川
時

代
よ
り
定
か
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　

た
と
え
ば
、
兵
庫
髷
は
兵
庫
屋
の
遊
女
が
結
っ
た
か
ら
、
ま
た
兵
庫
の
町

の
遊
女
が
結
っ
た
か
ら
と
い
う
説
が
あ
る
。

嶋
田
よ
り
、
こ
ゝ
ま
で
か
ゝ
れ
ど
も
。
つ
ゐ
に
、
歌
ぶ
く
ろ
の
緒
が
と

け
ぬ
と
い
ふ
。
馬
か
た
聞
て
、
嶋
田
の
事
な
ら
バ
。
髪
を
ゆ
ふ
た
る
事

を
、
よ
み
た
ま
へ
か
し
と
い
ふ
。
こ
れ
に
心
づ
き
て
は
た
ご
屋
の
女
は

ち
り
の
つ
く
も
が
み
せ
め
て
嶋
田
に
ゆ
ふ
よ
し
も
が
な
と
よ
み
た
り
。

げ
に
〳
〵
、
春
元
の
発
句
に
名
に
ゆ
ふ
げ
に
も
嶋
田
の
柳
髪
と
い
へ
る

面
影
侍
べ
る
と
て

�

（『
東
海
道
名
所
記
』
平
凡
社
、
一
九
七
九
年
、
二
一
六
頁
）

　

島
田
髷
に
つ
い
て
は
、『
北
里
見
聞
録
』
で
は
島
田
花
吉
に
由
来
す
る
と

さ
れ
る
も
の
の
、
仮
名
草
子
作
家
で
あ
る
浅
井
了
意
の
『
東
海
道
名
所
記
』

を
み
る
と
、
東
海
道
五
十
三
次
の
二
三
番
目
の
宿
場
で
あ
る
嶋
田
宿
か
ら
、
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島
田
髷
が
連
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

昔
女
の
か
み
の
ゆ
ひ
や
う
は
、
み
な
名
所
の
名
に
お
ふ
と
い
ふ
、
ま
づ

兵
庫
又
は
島
田
な
ど
、
い
づ
れ
も
所
の
名
じ
や
と
云

�（「
私
可
多
咄
」『
近
世
文
芸
叢
書
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
一
一
年
、
七
二
頁
）

　

万
治
二
（
一
六
五
九
）
年
に
中
川
喜
雲
が
し
る
し
た
『
私
可
多
咄
』
に
よ

る
と
、
髷
の
名
称
は
地
名
に
由
来
す
る
と
あ
る
。
だ
と
す
る
と
、
兵
庫
髷
の

場
合
は
兵
庫
町
と
い
う
説
が
正
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
必
ず
し
も
地
名
だ
け
が
名
称
の
根
拠
に
な
っ
た
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
誰
々
が
結
っ
て
い
る
髷
と
い
う
意
味
で
、
人
名
に

由
来
し
て
い
る
説
も
妥
当
と
い
え
る
。

勝
山
と
云
風
あ
り
宝
永
の
始
に
大
坂
よ
り
勝
山
奏
と
云
若
女
形
下
り
始

て
髪
を
大
輪
に
結
ぶ
是
風
を
勝
山
と
云

�

（「
我
衣
」『
燕
石
十
種
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
〇
七
年
、
一
五
二
頁
）

勝
山
髷
、
勝
山
仙
列
は
じ
め
て
結
し
よ
り
流
行
、
或
説
に
曰
、
江
戸
吉
原
巴
屋

勝
山
と
云
女
郎
始
む
と
も
云

�（「
近
来
見
聞　

噺
の
笛
」『
新
燕
石
十
種
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
一
二
年
、
九

一
頁
）

江
戸
に
て
丹
後
殿
前
に
風
呂
あ
り
し
時
、
勝
山
と
い
へ
る
女
す
ぐ
れ
て

情
も
ふ
か
く
、
髪
か
た
ち
と
り
な
り
、
袖
口
広
く
つ
ま
高
く
、
萬
に
付

け
て
、
世
の
人
に
替
り
て
、
一
流
是
れ
よ
り
は
じ
め
て
、
後
は
も
て
は

や
し
て
、
吉
原
に
し
ゆ
つ
せ
し
て
、
不
思
議
の
御
か
た
に
ま
で
そ
ひ
ぶ

し
、
た
め
し
な
き
女
の
侍
り

�（「
好
色
一
代
男
」『
近
代
日
本
文
学
大
系
』
国
民
図
書
、
一
九
二
七
年
、
一
七頁

）

　

勝
山
髷
で
あ
れ
ば
、
人
名
に
由
来
す
る
と
い
う
説
が
主
流
で
あ
る
も
の

の
、『
我
衣
』
や
『
近
来
見
聞　

噺
の
笛
』
に
お
け
る
歌
舞
伎
役
者
勝
山

奏
、
勝
山
仙
列
、
ま
た
『
好
色
一
代
男
』
の
湯
女
で
あ
っ
た
勝
山
な
ど
、
そ

の
人
物
に
は
諸
説
あ
る
。

　

そ
こ
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
歌
舞
伎
役
者
か
遊
女
に
由
来
す
る
こ
と

だ
。

此
頃
市
中
色
里
に
、
路
考
茶
と
云
ふ
染
色
大
ひ
に
流
行
す
る
事
、
右
路

考
顔
見
世
芸
の
せ
つ
、
こ
し
元
お
百
と
な
り
、
女
占
ひ
の
着
付
に
此
茶

染
の
衣
装
を
着
し
よ
り
、
是
を
路
考
茶
と
よ
び
て
専
ら
流
行
し
、
今
に

至
つ
て
此
茶
を
世
人
用
る
事
と
は
な
り
ぬ
、

因
に
云
、
む
か
し
よ
り
か
よ
ふ
の
類
ひ
ま
ゝ
あ
る

�（「
近
来
見
聞　

噺
の
笛
」『
新
燕
石
十
種
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
一
二
年
、
九

一
頁
）

　

徳
川
時
代
の
読
本
作
者
で
あ
る
暁
鐘
成
は
、
髷
が
歌
舞
伎
役
者
の
人
名
に

由
来
す
る
の
は
、
路
考
こ
と
二
代
目
瀬
川
菊
之
丞
の
絶
大
な
人
気
か
ら
、
腰
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元
お
百
の
衣
装
の
茶
色
を
路
考
茶
と
よ
ん
だ
よ
う
に
、
舞
台
で
の
役
者
の
髷

が
真
似
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
う
。

　

歌
舞
伎
は
、
出
雲
阿
国
が
慶
長
八
（
一
六
〇
三
）
年
に
京
都
で
創
始
し

た
。
阿
国
の
は
じ
め
た
歌
舞
伎
は
、
煽
情
的
な
芸
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
を
遊
女
た
ち
が
な
ら
い
、
た
ち
ま
ち
大
流
行
す
る
に
至
っ
た
。『
慶

長
見
聞
集
』
に
よ
る
と
、
当
時
、
佐
渡
島
正
吉
、
村
山
左
近
、
岡
本
織
部
、

小
野
小
太
夫
、
出
来
島
長
門
守
、
幾
島
丹
後
守
ら
が
有
名
な
遊
女
歌
舞
伎
の

師
匠
だ
っ
た
。

　

遊
女
が
主
役
の
遊
女
歌
舞
伎
は
風
俗
を
乱
す
と
い
う
理
由
で
寛
永
六
（
一

六
二
九
）
年
に
禁
止
さ
れ
、
若
衆
が
女
役
を
演
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の

若
衆
歌
舞
伎
も
、
男
色
に
よ
っ
て
風
俗
を
乱
す
と
し
て
承
応
元
（
一
六
五

二
）
年
に
禁
止
さ
れ
る
。
し
か
し
、
歌
舞
伎
は
一
八
世
紀
後
半
期
で
約
一
〇

〇
〇
両
の
利
益
を
あ
げ
る
ま
で
、
人
気
を
得
た
。

　

歌
舞
伎
の
背
景
を
考
え
る
と
、
役
者
の
絶
大
な
人
気
か
ら
、
そ
の
役
の
髷

が
真
似
さ
れ
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
い
く
ら
人
気
が
あ
っ
た
と

は
い
え
、
舞
台
で
み
た
だ
け
の
役
者
の
髷
を
、
そ
う
簡
単
に
真
似
る
こ
と
が

果
た
し
て
で
き
た
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
遊
女
歌
舞
伎
は
遊
女
屋
が
座
を
組
織
し
て
、
売
色
の
効
果
的
な
手

段
と
し
て
興
行
し
た
。

　

つ
ま
り
、
遊
女
歌
舞
伎
は
客
に
自
分
の
姿
を
見
せ
る
張
見
世
的
な
興
業
で

あ
り
、
女
性
で
は
な
く
男
性
が
み
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。

　

庶
民
の
女
性
た
ち
が
娯
楽
で
あ
っ
て
も
、
髷
を
真
似
る
ほ
ど
頻
繁
に
遊
女

歌
舞
伎
に
出
か
け
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。

女
髪
結
の
登
場
と
髷
の
多
様
化

　

本
来
、
結
髪
は
女
性
の
自
分
自
身
の
手
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。

昔
は
遊
女
も
髪
を
手
づ
か
ら
結
は
ざ
る
を
恥
と
し
た
る
事
に
て
、
女
の

髪
ゆ
ひ
な
ど
い
ふ
も
の
は
、
た
え
て
な
き
こ
と
な
り
。
女
髪
結
の
出
来

た
る
は
後
の
事
に
て
、
女
の
文
書
と
い
ふ
も
の
多
く
有
た
り
。
よ
き
手

の
女
に
文
を
頼
み
て
書
か
す
る
時
は
、
文
一
通
に
て
料
百
銭
を
取
り
た

り
と
、
古
老
の
物
語
を
聞
伝
へ
た
る
人
有
。
左
も
有
べ
き
事
に
や
。
筆

の
道
は
い
と
も
尊
き
事
に
し
て
、
無
筆
の
者
の
心
に
は
、
も
の
か
ゝ
ざ

る
を
う
へ
も
な
き
恥
か
し
き
事
に
思
ふ
べ
し

�（「
萍
花
漫
筆
」『
日
本
随
筆
大
成
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
四
年
、
三
五
七
頁
）

　

随
筆
『
萍
花
漫
筆
』
に
よ
る
と
、
遊
女
に
と
っ
て
自
分
で
自
分
の
髪
が
結

え
な
い
こ
と
は
、
文
字
が
書
け
な
い
こ
と
と
同
じ
く
ら
い
無
教
養
と
さ
れ
て

い
た
。
も
ち
ろ
ん
遊
女
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
は
一
般
の
女
性
に
も
あ
て
は

ま
る
。

　

徳
川
時
代
中
期
に
な
る
と
、
髪
を
自
分
で
結
わ
な
い
女
性
も
あ
ら
わ
れ
は

じ
め
た
。
そ
れ
に
は
、
髪
を
結
う
こ
と
を
生
業
と
す
る
女
髪
結
の
登
場
が
関

係
し
て
い
る
。

　

髪
結
と
は
、
月
代
を
整
え
る
こ
と
を
生
業
と
し
た
者
の
こ
と
。
本
来
は
男

性
だ
け
に
許
可
さ
れ
た
職
業
で
あ
る
。
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江
戸
中
髪
結
株
一
町
に
、
一
ヶ
所
ヅ
ゝ
、
八
百
八
株
に
定
る

�（「
武
江
年
表
」『
江
戸
叢
書
』
江
戸
叢
書
刊
行
会
、
一
九
一
七
年
、
五
四
頁
）

　
『
武
江
年
表
』
の
万
治
元
（
一
六
五
八
）
年
に
よ
る
と
、
髪
結
の
株
は
、

江
戸
で
は
一
つ
の
町
に
一
カ
所
、
全
部
で
八
○
八
カ
所
に
限
る
と
定
め
ら
れ

て
い
た
。
客
は
男
性
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
武
士
だ
っ
た
。
髪
結
を
し
て
い

た
者
は
勤
め
先
を
失
っ
た
浪
人
が
多
か
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
女
髪
結
と
は
、
女
性
の
髪
結
の
こ
と
で
あ
り
、
女
性
の
髪
を
結

う
こ
と
を
生
業
と
し
た
。
な
ぜ
、
女
髪
結
が
生
ま
れ
た
の
か
。

　

そ
れ
に
は
、
数
十
種
類
に
も
ふ
え
た
髷
の
結
い
方
の
多
様
化
が
関
連
し
て

い
る
。女

中
の
か
み
も
し
ゆ
す
鬢
・
鳥
籠
鬢
・
び
ん
は
り
・
添
櫛
・
添
釵
・
い

れ
づ
と
・
わ
き
鬢
よ
と
い
ろ
〳
〵
の
は
や
り
こ
と
か
は
り
行
、
昔
な
か

り
し
中
分
已
下
に
女
中
の
髪
結
所
々
に
出
来
、
放
蕩
な
女
は
み
な
結
髪

に
ゆ
は
す
る
よ
う
に
な
れ
り

�

（『
嬉
遊
笑
覧
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
、
一
七
九
頁
）

　

喜
多
村
信
節
は
、
安
永
六
（
一
七
七
七
）
年
に
西
村
遠
里
の
し
る
し
た

『
居
行
子
』
を
引
用
し
、
結
髪
の
技
法
が
精
巧
な
髪
形
が
流
行
し
、
自
分
で

は
結
え
な
く
な
っ
た
た
め
に
、
髪
結
に
髪
を
結
わ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
説

明
す
る
。

　

い
や
む
し
ろ
、
女
髪
結
の
登
場
が
髷
の
多
様
を
生
じ
さ
せ
た
。

天
保
十
五
年
辰
、
大
坂
板
に
二
千
年
袖
鑑
と
云
ふ
、
事
物
の
始
源
の
年

数
の
み
を
記
し
た
る
物
に
、
女
髪
結
は
明
和
七
年
よ
り
始
ま
る
と
あ

り
。
思
ふ
に
、
件
の
金
作
が
か
づ
ら
つ
け
妓
の
髪
を
、
後
に
は
女
髪
結

を
渡
世
し
た
る
毛
筋
立
と
い
ふ
物
、
彼
の
百
が
創
立
し
て
作
れ
り
も
、

大
坂
の
風
に
よ
り
た
る
な
る
べ
し
。
し
か
り
と
す
れ
ば
、
女
髪
結
い
は

縁側で手芸をしながら髪を結ってもらう少女（国際日本文化研究センター　
古写真データベース）
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大
坂
を
始
と
す
べ
し

�（「
蜘
蛛
の
糸
巻
」『
日
本
随
筆
大
成
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
四
年
、
三
〇
四頁

）

　

山
東
京
伝
の
『
蜘
蛛
の
糸
巻
』
に
よ
る
と
、
明
和
期
（
一
七
六
四
年
～
一

七
七
二
年
）
に
山
下
金
作
と
い
う
女
形
の
歌
舞
伎
役
者
が
江
戸
深
川
に
住
ん

で
い
た
。
こ
の
女
形
の
鬘
付
が
、
贔
屓
に
し
て
い
た
遊
女
の
髪
を
役
者
の
よ

う
に
結
っ
て
や
っ
た
。

　

そ
の
髪
形
が
、
あ
ま
り
に
も
見
事
だ
っ
た
の
で
、
遊
女
の
仲
間
も
金
銭
を

支
払
っ
て
、
自
分
の
髪
も
結
わ
せ
た
。
そ
れ
が
繁
盛
し
た
た
め
、
つ
い
に
鬘

付
を
や
め
て
髪
結
に
な
っ
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
髪
結
の
弟
子
に
、
甚
吉
と
い
う
者
が
い
て
、
さ
ら
に
甚
吉

が
女
の
弟
子
を
と
っ
て
遊
女
を
結
っ
て
回
っ
た
。
こ
れ
が
明
和
七
（
一
七
七

〇
）
年
頃
で
あ
り
、
女
髪
結
の
は
じ
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
異
説
も
あ
る
。

女
の
髪
結
と
い
ふ
も
の
近
世
盛
ん
に
成
れ
り
其
初
め
は
明
和
の
は
じ
め

江
南
俳
優
家
の
金
剛
と
呼
な
す
も
の
ゝ
妻
が
妓
婦
の
髪
を
結
ひ
し
よ
り

始
れ
り
享
保
十
二
年
正
月
竹
本
座
の
あ
や
つ
り
敵
打
末
刻
の
太
鼓
下
の

巻
に
な
ん
ぼ
大
坂
じ
や
と
い
ふ
て
姫
ご
ぜ
の
髪
ゆ
ひ
と
男
の
取
揚
婆
は

ご
ざ
ん
せ
ぬ
と
書
た
り
し
に
四
十
年
も
過
ざ
る
う
ち
に
男
の
取
揚
婆
は

知
ら
ず
女
の
髪
結
ひ
は
出
来
ぬ

�

（「
南
水
漫
遊
」『
新
群
書
類
従
』
第
一
書
房
、
一
九
七
六
年
、
五
三
〇
頁
）

髪結（国際日本文化研究センター　外像データベー
ス）

女髪結（国際日本文化研究センター　古写真データ
ベース）
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浜
松
歌
国
が
文
化
一
四
（
一
八
一
七
）
年
頃
に
し
る
し
た
歌
舞
伎
や
浄
瑠

璃
関
係
の
記
事
を
集
め
た
演
劇
書
『
南
水
漫
遊
』
に
は
、
宝
暦
期
（
一
七
五

一
年
～
一
七
六
四
年
）
は
じ
め
に
歌
舞
伎
俳
優
の
身
辺
雑
用
を
す
る
金
剛
の

妻
が
、
遊
女
た
ち
の
髪
を
結
っ
た
こ
と
が
女
髪
結
の
は
じ
ま
り
と
し
て
い

る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
演
劇
評
論
家
の
伊
原
敏
郎
が
ま
と
め
た
『
歌
舞
伎
年

表
』（
岩
波
書
店
）
を
み
る
と
、
延
享
五
（
一
七
四
八
）
年
七
月
に
、
京
の
粂

太
郎
座
公
演
「
け
い
せ
い
紅
葉
軍
」
の
狂
言
で
中
村
富
十
郎
が
「
女
髪
結
お

つ
け
」
を
演
じ
て
い
る
。

　

と
い
う
こ
と
は
、
京
と
江
戸
で
ほ
ぼ
同
時
期
に
女
髪
結
が
登
場
す
る
も
の

の
、
京
で
は
延
享
五
（
一
七
四
八
）
年
に
は
す
で
に
女
髪
結
が
存
在
し
た
こ

と
が
推
測
で
き
る
。

江
戸
に
女
髪
結
で
き
し
は
天
明
の
末
寛
政
の
初
ご
ろ
よ
り
な
る
べ
し
、

売
色
た
ぐ
ひ
の
者
ど
も
の
結
は
せ
し
こ
と
な
り
し
が
や
う
〳
〵
行
は
れ

�（「
嬉
遊
笑
覧
：
一
」『
日
本
随
筆
大
成
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
年
、
一
八

三
頁
）

　

寛
政
期
（
一
七
八
九
年
～
一
八
〇
一
年
）
の
初
め
頃
は
、
女
髪
結
に
髪
を
結

わ
せ
る
の
は
遊
女
だ
け
だ
っ
た
。
一
般
の
女
性
が
、
女
髪
結
を
よ
ん
で
髪
を

結
わ
せ
た
り
し
た
ら
、
茶
屋
者
の
よ
う
だ
、
贅
沢
だ
、
と
し
て
非
難
の
的
に

な
っ
た
。

日本の女性と少女の髪形（国際日本文化研究センター　外像データベース）
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近
年
女
か
み
ゆ
ひ
行
れ
て
よ
り
。
或
は
月
極
メ
。
あ
る
ひ
は
ふ
り
。
ふ

り
の
本
結
は
二
百
に
極
る
。
本
多
は
百
に
。
な
で
付
は
五
十

�（「
当
世
気
と
り
草
」『
日
本
名
著
全
集
』
日
本
名
著
全
集
刊
行
会
、
一
九
二
九

年
、
一
一
〇
頁
）

　

安
永
三
（
一
七
七
四
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
洒
落
本
『
当
世
気
と
り
草
』

は
、
結
髪
の
価
格
が
数
百
文
に
及
ん
で
い
た
こ
と
を
し
る
し
て
い
る
。

寛
政
の
初
め
は
女
髪
結
と
云
ふ
も
の
至
て
稀
な
り
堺
町
近
辺
の
三
光
新

道
に
下
駄
屋
の
お
政
と
て
髪
結
銭
百
銅
に
て
結
し
も
今
は
類
多
き
故
か

十
六
銅
に
て
結
ふ
も
有

�（「
寛
天
見
聞
記
」『
燕
石
十
種
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
〇
八
年
、
一
一
七
頁
）

　

寛
政
天
保
期
（
一
七
八
九
年
～
一
八
四
四
年
）
の
風
俗
を
ま
と
め
た
『
寛
天

見
聞
記
』
に
よ
る
と
、
結
髪
の
値
段
は
一
〇
〇
文
だ
っ
た
と
い
う
。
し
か

し
、
女
髪
結
が
乱
立
し
て
く
る
と
、
そ
の
価
格
は
下
落
し
て
い
く
。

御
壹
人
前
三
十
二
孔

�（「
浮
世
床
」『
日
本
古
典
全
書
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
一
年
、
六
八
―
六
九頁

）

　

文
化
一
〇
（
一
八
一
三
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
式
亭
三
馬
の
滑
稽
本
『
浮
世

床
』
で
は
、
結
髪
の
値
段
は
三
二
文
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
頃
の
下
女
の
給

金
が
日
当
五
〇
文
だ
っ
た
。
あ
る
程
度
無
理
を
す
れ
ば
、
庶
民
で
も
女
髪
結

を
使
え
る
範
囲
の
価
格
ま
で
下
落
し
た
。

　

と
は
い
う
も
の
の
、
そ
の
値
段
は
け
っ
し
て
安
く
は
な
い
。
だ
が
、
女
髪

結
の
需
要
は
減
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。『
浮
世
床
』
に
は
、
髪
結
の
大
変
さ

が
し
る
さ
れ
て
い
る
。

日
髪
月
究
の
客
多
く
て
。
朝
か
ら
晩
ま
で
立
続
け
に
結
て
居
る
故
。
痔

の
無
い
者
も
痔
持
に
な
る

�

（「
浮
世
床
」『
日
本
古
典
全
書
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
一
年
、
六
八
頁
）

つ
ら
い
所
か
業
の
習
時
分
に
は
腰
が
痛
く
て
か
ら
つ
き
り
伸
び
ね
へ

ぜ
。
剃
刀
を
も
つ
た
手
が
棒
の
や
う
に
な
つ
て
櫛
へ
移
る
時
手
子
摺
切

る
は
ナ
。
日
が
な
一
日
腰
を
折
居
て
俯
向
て
ば
か
り
ゐ
る
の
だ
か
ら
逆

上
て
目
が
眩
む
は
ナ

�（「
浮
世
床
」『
日
本
古
典
全
書
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
一
年
、
二
〇
四
頁
）

　

経
済
的
に
豊
か
な
者
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
日
暮
ら
し
の
者
ま
で
も
が
、

自
分
で
髪
を
結
う
こ
と
な
く
、
女
髪
結
を
よ
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
れ
は
、
流
行
の
髷
を
す
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
他
人
よ
り
美
し
く
な
り

た
い
と
い
う
想
い
が
、
女
性
に
は
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
結
果
と
し
て
、
髷

は
華
美
と
な
っ
て
い
く
。



230

よ
り
美
し
く
、
華
や
か
に

　

従
来
、
徳
川
時
代
の
女
性
の
髷
は
、
娯
楽
の
場
で
あ
っ
た
劇
場
や
そ
こ
で

上
演
さ
れ
る
歌
舞
伎
の
登
場
人
物
の
髷
が
真
似
さ
れ
た
と
す
る
指
摘
が
多
数

を
占
め
て
い
る
。

　

た
し
か
に
、
歌
舞
伎
役
者
の
髷
が
一
つ
の
見
本
と
な
っ
た
可
能
性
は
あ

る
。
し
か
し
、
髷
の
複
雑
な
結
い
を
、
観
劇
中
に
み
た
だ
け
で
果
た
し
て
真

似
が
出
来
た
か
ど
う
か
疑
問
が
残
る
。
ま
た
、
張
見
世
的
な
興
業
と
し
て
の

歌
舞
伎
に
、
ど
れ
だ
け
の
女
性
が
観
劇
し
て
い
た
か
、
わ
か
ら
な
い
。

甲
斐
々
々
敷
女
ナ
リ
シ
ガ
。
糟
毛
ナ
ル
髪
ヲ
カ
ラ
ワ
ニ
結
ビ

�（「
小
松
軍
記
」『
群
書
類
従
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
〇
年
、
三
一
一頁

）

　

前
田
利
長
と
丹
羽
長
重
の
戦
い
を
描
い
た
『
小
松
軍
記
』
に
は
、
白
髪
交

じ
り
の
髪
を
唐
輪
に
結
っ
て
い
る
武
家
の
女
性
が
描
か
れ
て
い
る
。
唐
輪
と

は
、
髻
か
ら
上
を
二
つ
に
分
け
て
、
頂
で
二
つ
の
輪
に
作
る
髪
形
だ
。

　

武
家
と
は
土
地
を
耕
し
、
守
る
者
だ
。
ま
た
、
公
家
な
ど
に
仕
え
家
政
、

警
固
の
任
に
あ
た
る
者
で
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
何
か
し
ら
の
労
働
に
従
事

す
る
者
で
あ
る
。

　

武
家
の
女
性
は
公
家
と
は
異
な
り
、
自
ら
が
労
働
を
し
な
く
て
は
い
け
な

い
。
そ
の
た
め
、
も
と
も
と
垂
髪
で
は
な
く
結
髪
を
し
て
い
た
。
ま
た
農
民

や
町
人
た
ち
も
、
結
髪
だ
っ
た
。
労
働
に
従
事
す
る
女
性
の
あ
い
だ
で
は
、

髪
が
結
わ
れ
て
い
た
。

髪
の
結
様
を
一
流
工
夫
し
て
、
世
上
多
く
時
花
り
て
、
勝
山
む
す
び
と

名
付
け
、
其
風
至
極
寛
に
し
て
、
伊
達
な
ら
ず
、
後
は
諸
侯
、
太
夫
の

室
も
是
を
ま
な
び
、
今
専
ら
士
農
工
商
の
女
房
、
娘
、
勝
山
と
云
髪
を

用
る
事
也

�（「
近
世
江
都
著
聞
集
」『
燕
石
十
種
』
中
央
公
論
社
、
一
九
八
〇
年
、
二
八
頁
）

　

江
戸
の
講
釈
師
で
あ
っ
た
馬
場
文
耕
は
、
将
軍
、
旗
本
な
ど
の
実
名
で
、

品
評
、
巷
間
の
噂
話
な
ど
風
聞
に
あ
が
っ
た
人
物
の
来
歴
や
事
件
を
『
近
世

江
都
著
聞
集
』
の
な
か
で
ま
と
め
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
勝
山
髷
を
武
家
の

女
性
が
真
似
て
結
い
は
じ
め
た
こ
と
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。

　

歌
舞
伎
役
者
の
髪
を
結
っ
て
い
た
者
た
ち
が
、
髪
結
と
な
る
。
女
髪
結
の

登
場
に
よ
っ
て
、
遊
女
や
庶
民
の
女
性
た
ち
の
髪
が
結
わ
れ
、
髷
は
技
巧
的

に
な
っ
て
い
く
。

　

こ
の
事
実
は
、
庶
民
の
女
性
た
ち
が
歌
舞
伎
の
髷
を
自
分
自
身
で
真
似
た

の
で
は
な
く
、
女
髪
結
が
歌
舞
伎
役
者
の
よ
う
な
髷
を
庶
民
に
広
め
た
こ
と

を
物
語
っ
て
い
る
。

姑
六
十
年
以
前
の
事
を
（
延
享
よ
り
い
へ
る
は
貞
享
の
む
か
し
を
い
ふ

也
）
定
規
に
し
て
昔
も
今
も
同
様
に
思
は
れ
、
嫁
の
髪
み
る
に
髱
の
内

に
鯨
の
墨
遣
を
二
、
三
本
も
入
る
ゝ
、
何
の
為
。
吾
は
こ
の
年
迄
髪
の

中
に
小
枕
の
外
は
蒔
絵
の
木
櫛
に
黒
き
笄
を
さ
し
て
花
を
や
り
し
に
、
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嫁
の
あ
た
ま
を
見
れ
ば
透
と
を
る
玳
瑇
の
櫛
を
さ
し
、
笄
の
前
に
か
ん

ざ
し
と
や
ら
い
ふ
も
の
を
さ
ゝ
る
ゝ
は
何
の
用
に
立
事
ぞ
。
時
代
ち
が

ひ
の
姑
の
目
か
ら
は
、
弁
慶
が
七
道
具
を
い
た
ゞ
く
と
思
は
る
ゝ
は
無

理
で
な
し
。
凡
具
筋
よ
り
上
ば
か
り
に
入
物
廿
一
、
二
品
も
有

�

（『
嬉
遊
笑
覧
：
一
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
、
一
七
三
―
一
七
四
頁
）

　

喜
多
村
信
節
は
、
江
島
其
磧
の
し
る
し
た
『
賢
女
心
化
粧
』
を
引
用
し
、

髪
を
結
い
、
飾
る
た
め
の
道
具
が
飛
躍
的
に
増
加
し
た
こ
と
を
書
き
残
し
て

い
る
。近

世
、
吉
原
町
の
遊
女
は
島
田
曲
背
高
な
り
。
こ
れ
見
世
を
張
る
時
、

正
面
よ
り
見
て
立
派
を
専
ら
と
す
る
故
な
る
べ
く
、
特
に
簪
櫛
も
数
多

く
大
形
な
る
故
に
、
曲
低
け
れ
ば
隠
る
ゝ
が
故
な
る
べ
し

�

（『
近
世
風
俗
志
：
二
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
、
一
九
九
頁
）

　

吉
原
の
遊
女
は

客
に
顔
を
み
せ
、

指
名
を
待
つ
。
そ

の
た
め
に
、
見
世

の
格
子
内
に
並
ん

で
い
た
。
こ
の
と

き
、
少
し
で
も
立

派
に
美
し
く
み
え

る
よ
う
に
、
髪
を

高
く
上
げ
、
髷
を

結
っ
た
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、

自
ら
の
手
で
は
な

く
、
髪
結
に
髪
を

結
わ
せ
た
。
結
う

だ
け
に
留
ま
ら

遊女の髪形いろいろ（国際日本文化研究センター　外像データ
ベース）

格子のなかの遊女（国際日本文化研究センター　外像データベース）



232

ず
、
簪
や
櫛
な
ど
も
実
用
性
か
ら
離
れ
た
装
飾
と
し
て
大
き
な
も
の
が
使
わ

れ
だ
す
。

　

結
髪
は
本
来
、
垂
髪
に
よ
る
行
動
の
不
自
由
さ
を
解
放
す
る
た
め
の
も
の

だ
っ
た
が
、
結
い
方
が
技
巧
的
に
そ
し
て
華
美
に
な
る
に
つ
れ
て
、
か
え
っ

て
、
日
常
生
活
の
煩
雑
さ
を
生
み
出
し
て
し
ま
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

か
み
の
う
へ
は
小
間
物
屋
の
見
せ
の
如
く

�（「
通
言
総
籬
」『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
、
九
六頁

）

　

元
禄
期
（
一
六
八
八
年
～
一
七
〇
四
年
）
の
遊
里
の
話
題
、
風
俗
な
ど
を
実

在
の
人
物
に
取
材
し
て
描
い
た
山
東
京
伝
の
『
通
言
総
籬
』
に
は
、
遊
女
の

髪
が
「
小
間
物
屋
の
店
の
よ
う
だ
」
と
し
る
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
お
び

た
だ
し
い
装
飾
品
に
よ
っ
て
髪
が
飾
ら
れ
て
い
た
髪
を
、
な
か
ば
揶
揄
し
て

い
る
。

　

多
様
な
髷
が
結
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
、
そ
れ
を
装
飾
す
る
た
め
に

い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
使
わ
れ
た
こ
と
を
、
小
間
物
屋
と
山
東
京
伝
は
表
現
し

た
。
一
体
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
使
わ
れ
た
の
か
。

　

ま
ず
は
、
髪
を
固
め
た
り
乱
れ
を
防
い
だ
り
す
る
の
に
用
い
る
髪
油
を
み

て
お
き
た
い
。
頭
皮
を
清
浄
に
し
、
髪
の
艶
色
を
保
持
し
、
櫛
け
ず
る
の
を

容
易
に
す
る
た
め
に
、
髪
油
は
用
い
ら
れ
た
。

　

実
葛
の
茎
の
粘
液
、
椿
、
丁
子
、
胡
桃
、
胡
麻
子
、
菜
種
子
な
ど
の
植
物

油
を
用
い
た
り
し
た
。
植
物
以
外
に
も
、
動
物
油
や
魚
油
も
用
い
ら
れ
る
こ

と
が
あ
っ
た
。

　

そ
ん
な
髪
油
に
、
伽
羅
油
と
よ
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
。

大
坂
落
城
の
時
木
村
長
門
守
重
成
河
内
若
江
口
に
て
討
死
す
必
死
と
極

め
首
実
検
の
晴
に
せ
ん
と
伽
羅
を
胡
麻
の
油
に
て
煎
じ
髪
に
す
き
こ
む

家
康
公
其
必
死
と
極
め
た
る
感
じ
（
井
伊
掃
部
頭
内
安
東
長
三
郎
木
村
を

討
）
た
ま
ひ
て
御
褒
美
の
御
詞
あ
る
此
事
諸
書
に
少
し
の
違
ひ
あ
り
是

伽
羅
油
の
始
な
る
へ
し

�

（「
我
衣
」『
燕
石
十
種
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
〇
七
年
、
一
五
八
頁
）

　
『
我
衣
』
の
作
者
で
あ
る
曳
尾
庵
が
幼
年
の
頃
よ
り
古
老
に
聞
い
た
話

に
、
伽
羅
油
の
起
源
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
井
伊
掃
部
頭
内
安
東
長
三
郎
が
、
木
村
長
門
守
重
成
を

討
ち
取
り
、
武
士
が
戦
場
で
討
ち
と
っ
た
敵
方
の
首
級
の
身
元
を
大
将
が
判

定
し
、
そ
の
武
士
の
論
功
行
賞
の
重
要
な
判
定
材
料
と
す
る
た
め
に
お
こ
な

わ
れ
た
首
実
検
の
お
り
、
木
村
長
門
守
重
成
の
髪
に
伽
羅
を
胡
麻
油
に
煎
じ

た
も
の
を
塗
っ
た
こ
と
が
は
じ
ま
り
だ
と
い
う
。

　

こ
の
伽
羅
油
の
製
法
が
、『
新
智
恵
乃
海
』
に
し
る
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

ら
よ
る
と
、
伽
羅
油
は
唐
蝋
や
蝋
燭
な
ど
の
蝋
を
も
と
に
、
天
草
、
丁
子
、

白
檀
、
茴
香
、
肉
桂
、
松
脂
な
ど
様
々
な
も
の
を
混
ぜ
、
胡
麻
油
で
煉
っ
て

つ
く
ら
れ
た
。

　

材
料
に
な
る
蝋
は
、
家
々
を
回
り
、
蝋
燭
の
残
り
か
す
を
集
め
た
も
の
が

使
わ
れ
て
い
た
。
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甚
九
郎
京
に
て
聞
は
つ
り
置
き
た
る
。
蝋
を
晒
す
事
を
ふ
と
思
ひ
出

し
。
宿
の
灯
挑
に
と
り
つ
き
し
ら
う
そ
く
の
な
が
れ
を
取
て
。
こ
ゝ
ろ

み
に
合
物
を
し
て
曝
し
て
見
る
に
。
白
く
唐
蝋
の
ご
と
く
な
れ
り
さ
あ

銀
も
う
け
は
き
は
ま
り
ぬ
と
。
そ
れ
よ
り
江
戸
中
を
廻
り
。
ろ
う
そ
く

の
な
が
れ
を
買
出
し
。
是
を
晒
し
て
伽
羅
の
油
に
思
ひ
つ
き
。
堺
町
ぢ

か
く
に
店
を
か
り
。
白
梅
花
白
練
と
い
ふ
伽
羅
の
油
を
仕
出
し
て
よ

り
。
御
屋
敷
方
を
は
じ
め
。
町
中
か
ら
買
に
集
り
。
わ
づ
か
二
年
た
ゝ

ぬ
間
に
千
両
と
い
ふ
金
を
た
め
。
諸
方
へ
出
見
せ
を
出
し
。
手
び
ろ
く

す
る
に
し
た
が
ひ
日
々
に
は
ん
じ
や
う
し
て
。
伽
羅
甚
と
名
を
と
り

�（「
渡
世
商
軍
談
」『
八
文
字
屋
本
全
集
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
三
年
、
三
八
一

―
三
八
二
頁
）

　

江
島
其
磧
が
、
正
徳
四
（
一
七
一
四
）
年
に
し
る
し
た
と
さ
れ
る
『
渡
世

商
軍
談
』
に
、
甚
九
郎
と
い
う
者
が
溶
け
た
蝋
燭
の
残
り
か
す
を
集
め
、
そ

れ
を
も
と
に
伽
羅
油
を
作
り
販
売
し
た
話
が
登
場
す
る
。

寛
文
年
中
日
本
橋
室
町
一
丁
目
へ
若
衆
方
中
村
数
馬
伽
羅
油
の
見
世
を

出
す
少
し
前
に
糀
町
へ
谷
嶋
主
水
と
い
へ
る
女
方
油
見
世
を
出
す
是
油

み
せ
の
元
祖
な
る
べ
し

�（「
我
衣
」『
燕
石
十
種
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
〇
七
年
、
一
五
八
―
一
五
九
頁
）

　

寛
文
期
（
一
六
六
一
年
～
一
六
七
三
年
）
に
日
本
橋
室
町
一
丁
目
に
若
衆
方

の
中
村
数
馬
が
伽
羅
油
の
店
を
だ
し
た
こ
と
が
、『
我
衣
』
に
し
る
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
麹
町
に
谷
島
の
主
水
と
い
う
女
形
が
わ
ず
か
に
早
く
、
店
を

ひ
ら
い
た
と
も
あ
る
。

上
油
一
両
に
付
代
二
十
二
文
極
上
白
匂
油
一
両
代
三
十
六
文
極
上
々
黒

匂
油
一
両
代
四
十
文

�

（「
我
衣
」『
燕
石
十
種
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
〇
七
年
、
一
五
九
頁
）

　

中
村
数
馬
の
店
で
は
、
伽
羅
油
は
一
両
に
つ
き
二
二
文
か
ら
四
〇
文
の
値

段
で
販
売
さ
れ
て
い
た
。
寛
文
期
（
一
六
六
一
年
～
一
六
七
三
年
）
に
お
け
る

下
女
の
給
金
は
、
一
日
一
〇
文
程
度
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
考

え
る
と
、
け
っ
し
て
伽
羅
油
は
安
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

武
士
は
油
を
付
れ
ど
も
町
人
百
姓
は
油
元
結
を
不
用
依
之
遠
方
に
て
も

曽
て
事
欠
ず
用
の
序
に
油
を
求
め
に
来
る
正
徳
迄
は
蛤
貝
に
一
両
入
二

両
入
三
両
入
油
物
五
両
入

�

（「
我
衣
」『
燕
石
十
種
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
〇
七
年
、
一
五
九
頁
）

　

伽
羅
油
は
、
蛤
の
貝
に
一
両
入
り
、
二
両
入
り
と
売
ら
れ
て
い
た
。
も
っ

ぱ
ら
初
期
の
頃
は
、
購
入
す
る
者
は
武
士
が
中
心
だ
っ
た
。
だ
が
、
正
徳
期

（
一
七
一
一
年
～
一
七
一
六
年
）
頃
に
な
る
と
、
そ
の
使
用
が
町
人
や
農
民
に

ま
で
広
が
っ
て
い
く
。

　

一
般
的
に
は
、
胡
麻
油
、
胡
桃
油
、
椿
油
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
夫
婦
の

仲
を
よ
り
よ
く
保
つ
た
め
に
女
性
が
心
得
て
お
く
べ
き
こ
と
を
集
め
た
『
女
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鏡
』
に
は
、
髪
の
油
は
胡
麻
油
が
よ
い
が
、
男
性
に
よ
っ
て
は
嫌
う
者
が
い

る
た
め
、
そ
う
い
う
場
合
は
胡
桃
油
を
用
い
な
さ
い
と
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
女
性
は
芳
香
あ
る
香
料
を
つ
か
っ
て
髪
に
香
り
を
与
え

る
。
日
本
の
女
性
は
い
つ
も
髪
に
塗
り
つ
け
る
油
で
悪
臭
を
放
つ

�

（『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
と
日
本
文
化
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
、
四
〇
頁
）

　

よ
ほ
ど
の
悪
臭
で
あ
っ
た
の
か
、
宣
教
師
ル
イ
ス
＝フ
ロ
イ
ス
も
、
好
ま

し
い
感
想
を
残
し
て
は
い
な
い
。

聴
衆
の
中
に
一
人
の
女
が
い
た
。
髪
に
猪
の
油
を
塗
り
、
法
を
聞
い
て

い
た
。
大
徳
は
こ
れ
を
見
て
、「
大
変
く
さ
い
。
頭
に
血
を
塗
っ
て
い

る
女
を
遠
く
に
追
い
出
せ
」
と
叱
っ
て
い
っ
た

�

（『
日
本
霊
異
記
』
平
凡
社
、
一
九
六
七
年
、
一
三
三
頁
）

　

平
安
時
代
初
期
に
書
か
れ
、
伝
承
さ
れ
た
最
古
の
説
話
集
『
日
本
霊
異

記
』
に
は
、
孝
謙
天
皇
の
治
世
（
七
四
九
年
～
七
五
八
年
）
に
奈
良
の
元
興

寺
で
お
こ
な
わ
れ
た
法
要
中
、
行
基
が
「
大
変
く
さ
い
。
頭
に
血
を
塗
っ
て

い
る
女
を
遠
く
に
追
い
出
せ
」
と
叱
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
し
る
さ
れ
て
い

る
。
理
由
は
、
参
列
し
て
い
た
女
が
、
猪
の
油
を
髪
に
塗
っ
て
い
た
か
ら

だ
。

　

ル
イ
ス
＝フ
ロ
イ
ス
が
「
悪
臭
を
放
つ
」
と
感
じ
た
の
は
、
胡
麻
油
で
は

な
く
猪
な
ど
の
動
物
性
の
油
を
使
用
し
て
い
た
庶
民
の
女
性
に
接
し
て
い
た

か
ら
か
も
知
れ
な
い
。

後
ろ
は
花
色
紬
の
首
巻
き
し
て
、
衣
裏
の
よ
ご
れ
ぬ
用
心
し
、
油
堅
め

の
か
う
が
い
曲
の
髪
に
、
埃
の
か
ゝ
ら
ぬ
工
夫
し
て

�（「
世
間
娘
容
気
」『
浮
世
草
子
集
』
日
本
名
著
全
集
刊
行
会
、
一
九
二
七
年
、

七
六
五
頁
）

　

髷
を
結
う
と
き
、
衣
服
は
も
ち
ろ
ん
着
物
を
着
て
い
る
。
現
代
に
生
き
る

男
性
は
、
女
性
の
着
物
の
襟
を
抜
い
た
と
こ
ろ
か
ら
み
え
る
う
な
じ
に
、
色

気
を
感
じ
る
場
合
も
あ
る
。

　

こ
の
う
な
じ
を
み
せ
る
と
い
う
姿
は
、
髷
が
結
わ
れ
は
じ
め
て
か
ら
の
こ

と
だ
。
垂
髪
で
あ
れ
ば
、
当
然
な
が
ら
う
な
じ
が
み
え
る
こ
と
は
な
い
。

　
『
世
間
娘
容
気
』
は
、
町
人
の
娘
を
素
材
と
し
て
、
様
々
な
娘
像
を
誇
張

し
て
面
白
お
か
し
く
描
き
、
そ
の
な
か
に
当
時
の
女
性
観
、
女
性
の
社
会
的

地
位
や
モ
ラ
ル
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
そ
の
な
か
で
、
長
く
大
き
く
垂
れ

下
が
っ
た
髱
の
油
で
着
物
の
襟
が
汚
れ
る
こ
と
を
心
配
す
る
姿
が
描
か
れ
て

い
る
。

　

髱
と
は
、
髷
の
後
方
へ
張
り
出
し
た
部
分
を
指
す
。
髱
の
油
は
襟
に
つ
き

や
す
く
、
つ
い
て
し
ま
う
と
洗
う
の
に
苦
労
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。

　
『
世
間
娘
容
気
』
で
は
、
花
色
紬
の
首
巻
き
を
し
た
と
あ
る
が
、
油
が
つ

か
な
い
よ
う
に
、
着
物
の
襟
を
抜
く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
新
た
に
う

な
じ
へ
の
美
意
識
が
生
ま
れ
る
。

　

装
飾
品
に
は
、
櫛
、
簪
な
ど
が
あ
る
。
櫛
は
、
髪
を
梳
く
た
め
の
道
具
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だ
。
そ
れ
が
、
徳
川
時
代
中
期
以
降
、
飾
り
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。

　

素
材
も
、
象
牙
や
鼈
甲
な
ど
の
よ
う
な
高
価
な
も
の
も
あ
り
、
蒔
絵
が
施

さ
れ
た
り
も
し
た
。

御
角
髪
に
刺
せ
る
湯
津
津
間
櫛
の
男
柱
一
箇
取
り

�
（『
古
事
記
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
三
年
、
二
六
頁
）

　

櫛
は
『
古
事
記
』
に
す
で
に
み
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
制
作
は
延
喜
式
に

も
し
る
さ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
は
、
髪
を
梳
く
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
た

が
、
次
第
に
装
飾
と
な
っ
て
く
る
。

中
御
門
の
と
じ
き
み
引
き
す
ぐ
る
程
、
か
し
ら
一
所
に
ゆ
る
ぎ
あ
ひ

て
、
さ
し
ぐ
し
も
お
ち

�

（『
枕
草
子
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
年
、
二
〇
―
二
一
頁
）

わ
か
き
人
々
菖
蒲
の
さ
し
ぐ
し
、
物
忌
つ
け
な
ど
し
て

�

（『
枕
草
子
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
年
、
六
八
頁
）

　
『
枕
草
子
』
に
登
場
す
る
「
さ
し
ぐ
し
」
は
装
飾
の
た
め
の
櫛
を
意
味
し

て
お
り
、
髪
を
梳
く
た
め
の
櫛
は
「
と
き
ぐ
し
」
と
し
て
区
別
さ
れ
て
い

た
。

い
と
寒
げ
な
る
女
房
、
白
き
衣
の
、
い
ひ
知
ら
ず
煤
け
た
る
に
、
き
た

な
げ
な
る
褶
、
ひ
き
結
ひ
つ
け
た
る
腰
つ
き
、
か
た
く
な
し
げ
な
り
。

さ
す
が
に
、
櫛
お
し
垂
れ
て
挿
し
た
る
額
つ
き

�

（『
源
氏
物
語
：
一
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
、
二
四
一
頁
）

弁
の
め
の
と
の
御
と
も
に
さ
ぶ
ら
ふ
が
、
さ
し
ぐ
し
を
左
に
さ
ゝ
れ
た

り
け
れ
ば
、「
あ
ゆ
よ
、
な
ど
く
し
は
あ
し
く
さ
し
た
る
ぞ
」
と
こ
そ

お
ほ
せ
ら
れ
け
れ

�

（『
大
鏡
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
年
、
三
二
頁
）

　

平
安
時
代
は
垂
髪
が
主
流
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
櫛
を
さ
す
必
要
性
は
な

い
の
だ
が
、『
源
氏
物
語
』
の
き
た
な
げ
な
る
老
女
の
様
子
、『
大
鏡
』
の
一

品
宮
禎
子
内
親
王
参
内
の
祈
り
の
描
写
か
ら
、
髪
上
げ
を
し
た
と
き
に
限

り
、
櫛
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

高
価
で
貴
重
な
櫛
は
武
家
階
級
が
用
い
る
も
の
で
、
一
般
に
は
使
用
さ
れ

な
か
っ
た
。『
我
衣
』
に
よ
る
と
、
明
暦
期
（
一
六
五
五
年
～
一
六
五
八
年
）

で
は
、
鼈
甲
櫛
は
大
名
家
で
用
い
ら
れ
、
遊
女
と
い
え
ど
も
黄
楊
櫛
を
用
い

て
い
た
。

　

黄
楊
の
櫛
は
、
古
く
は
万
葉
の
時
代
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
。

朝
づ
く
日
向
ふ
黄
楊
櫛
舊
り
ぬ
れ
ど
何
し
か
君
が
見
る
に
飽
か
ざ
ら
む

�

（『
万
葉
集
：
下
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
五
年
、
一
七
頁
）
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私
の
日
向
産

の
黄
楊
櫛
も
使

い
馴
れ
て
美
し

い
つ
や
が
出
て

き
た
よ
う
に
、

夫
婦
の
仲
も
そ

の
櫛
同
様
随
分

長
く
な
っ
た
と

い
う
歌
だ
が
、

使
い
馴
れ
る
と

い
う
こ
と
は
日

常
的
に
黄
楊
櫛

が
用
い
ら
れ
て

い
た
こ
と
を
意

味
す
る
。

　

黄
楊
櫛
は
広

く
使
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
鼈
甲
櫛
は
高
価
な
も
の
だ
っ
た
。

透
き
通
り
の
瑇
瑁
の
さ
し
櫛
を
銀
二
枚
で
あ
つ
ら
へ
、
銀
の
笄
に
金
紋

を
居
ゑ
さ
せ
、
さ
ん
ご
じ
ゆ
の
前
髪
押
へ
、
針
が
ね
入
り
の
刎
鬠
を
掛

け
て

�（「
西
鶴
織
留
」『
近
代
日
本
文
学
大
系
』
国
民
図
書
、
一
九
二
七
年
、
七
九
〇頁

）

　

北
条
団
水
が
元
禄
七
（
一
六
九
四
）
年
に
ま
と
め
た
、
井
原
西
鶴
の
遺
稿

集
で
あ
る
『
西
鶴
織
留
』
に
は
、
町
人
の
経
済
的
成
功
談
な
ど
が
集
め
ら
れ

て
い
る
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
装
飾
用
に
作
ら
れ
た
贅
沢
な
櫛
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
読
み
取
れ
る
。
そ
し
て
透
き
通
っ
た
瑇
瑁
製
の
櫛
は
銀
二
枚
、
す
な
わ

ち
八
六
文
だ
っ
た
。

　

天
和
貞
享
期
（
一
六
八
一
年
～
一
六
八
七
年
）
に
な
る
と
、
高
価
な
鼈
甲
櫛

が
庶
民
の
あ
い
だ
で
流
行
す
る
。
す
る
と
、
一
枚
の
櫛
を
さ
す
だ
け
で
は
飽

き
た
ら
ず
、
享
保
期
（
一
七
一
六
年
～
一
七
三
六
年
）
に
な
る
と
遊
女
の
あ
い

だ
で
は
、
櫛
を
二
枚
、
三
枚
と
刺
す
こ
と
が
流
行
し
た
。
し
か
し
枚
数
の
多

さ
だ
け
で
は
、
飽
き
足
ら
な
い
。

上
古
つ
げ
の
櫛
上
品
也
甚
小
ぶ
り
也

�

（「
我
衣
」『
燕
石
十
種
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
〇
七
年
、
一
五
八
頁
）

身
持
は
手
の
も
の
に
て
日
毎
に
洗
ひ
、
押
下
げ
て
大
島
田
幅
畳
の
元
結

を
菱
結
に
し
て
、
其
の
端
を
き
り
〳
〵
と
曲
げ
て
、
五
分
櫛
の
眞
那
板

程
な
る
を
さ
し

�（「
好
色
一
代
女
」『
近
代
日
本
文
学
大
系
』
国
民
図
書
、
一
九
二
七
年
、
三
〇

一
頁
）

　

も
と
も
と
の
櫛
は
、
黄
楊
の
櫛
の
小
ぶ
り
な
も
の
が
主
流
だ
っ
た
。
そ
れ

が
『
好
色
一
代
女
』
で
は
遊
女
の
挿
す
櫛
が
、
ま
な
板
の
様
だ
と
描
写
さ
れ

髪飾りを売る小間物屋（国際日本文化研究センター　外像データベース）
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て
い
る
。

ち
り
め
ん
の
腰
帯
に
つ
ま
さ
き
た
ゝ
か
せ
た
い
ま
い
の
大
ィ
さ
し
櫛
か

う
が
い
は
一
尺
八
九
寸
も
あ
ら
ん
な
る
程
て
り
の
よ
き
を
さ
し

�（「
色
道
三
略
巻
」『
洒
落
本
大
成
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
九
年
、
四
四
頁
）

　
『
色
道
三
略
巻
』
に
は
、
笄
の
長
さ
が
一
尺
八
九
寸
と
し
る
さ
れ
て
い

る
。
約
五
八
㎝
の
長
さ
の
笄
を
頭
に
挿
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
あ
る
程
度

は
誇
張
だ
と
し
て
も
、
か
な
り
の
大
き
さ
の
櫛
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。

今
世
は
金
五
、
六
両
を
普
通
の
物
と
し
、
上
品
に
至
り
て
は
金
二
、
三

十
両
な
る
べ
し

�

（『
近
世
風
俗
志
：
二
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
、
一
一
七
―
一
一
八
頁
）

　

次
第
に
櫛
の
値
段
も
高
価
と
な
る
。
享
保
期
（
一
七
一
六
年
～
一
七
三
六

年
）
は
、
櫛
の
価
格
は
金
五
、
七
両
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
普
通
の
も

の
で
、
良
い
櫛
は
二
、
三
〇
両
に
も
な
っ
た
と
い
う
。

　

簪
は
、
そ
の
誕
生
は
古
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。
薬
師
寺

の
吉
祥
天
女
に
は
、
髻
華
や
挿
頭
花
と
よ
ば
れ
る
、
花
び
ら
の
よ
う
な
簪
が

あ
る
。
だ
が
、
も
と
も
と
は
装
飾
よ
り
も
実
用
に
簪
は
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

和
名
類
聚
抄
に
は
、「
簪 

四
声
字
苑
云
簪
作
含
反　

又
則
岑
反　

加
无
左

之
挿
冠
釘
也　

蒼
頡
篇
云
簪
笄
也
」
と
あ
り
、
冠
の
付
属
品
の
一
つ
で
巾
子

の
も
と
に
さ
す
細
長
い
管
が
、
簪
だ
っ
た
。

　

簪
は
、
髪
挿
が
変
化
し
た
語
だ
が
、
そ
の
文
字
の
通
り
髪
に
さ
し
、
冠
の

頂
上
後
部
に
高
く
突
き
出
て
、
巻
き
立
て
た
髻
を
納
め
る
壺
形
の
容
器
で
あ

る
巾
子
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
使
用
さ
れ
た
。

　

そ
れ
が
次
第
と
、
女
性
の
頭
髪
に
さ
す
装
飾
品
と
な
っ
て
い
っ
た
。

白
金
の
櫛
の
箱
六
具
、
黄
金
の
箱
、
壺
ど
も
、
中
に
よ
ろ
づ
の
あ
り
が

た
き
物
ど
も
入
れ
て
、
世
の
中
に
あ
り
が
た
き
御
仮
髻
、
蔽
髪
、
へ
り

櫛
、
釵
子
、
元
結
、
御
宮
仕
へ
の
初
め
の
御
調
度
奉
り
た
ま
ふ

�（「
う
つ
ほ
物
語
：
二
」『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
小
学
館
、
二
〇
〇
一

年
、
五
三
頁
）

　
『
う
つ
ほ
物
語
』
に
も
、
銀
製
の
櫛
の
箱
を
六
具
、
黄
金
の
箱
、
壺
な
ど

飾られた遊女の髪形（国際日本文化研究セ
ンター　外像データベース）
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の
な
か
に
、
世
に
も
珍
し
い
「
仮
髻
」
と
よ
ば
れ
る
礼
装
の
際
に
女
性
が
頭

に
か
ぶ
せ
る
桂
の
よ
う
な
装
身
具
、「
蔽
髪
」
と
よ
ば
れ
る
意
匠
を
凝
ら
し

た
女
性
の
髪
飾
り
、「
へ
り
櫛
」
と
よ
ば
れ
る
櫛
、「
釵
子
」
と
よ
ば
れ
る
髪

上
げ
や
髪
留
め
に
使
う
飾
り
金
具
、「
元
結
」
と
よ
ば
れ
る
髪
の
髻
を
結
び

束
ね
る
紐
な
ど
の
道
具
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
古
く
か
ら

髪
飾
り
は
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

髪
形
が
垂
髪
か
ら
結
髪
に
な
る
こ
と
に
あ
わ
せ
て
、
簪
の
よ
う
に
凝
っ
た

意
匠
が
あ
ら
わ
れ
る
。
未
婚
の
女
性
向
け
と
し
て
、
鎖
が
何
本
も
下
が
っ
て

い
て
、
そ
の
先
に
蝶
や
鳥
な
ど
の
飾
り
物
が
つ
い
て
い
る
派
手
な
、
歩
揺
簪

な
ど
も
生
ま
れ
た
。

　

山
東
京
伝
は
『
通
言
総
籬
』
の
な
か
で
、
遊
女
の
髪
が
「
小
間
物
屋
の
店

の
よ
う
だ
」
と
し
る
し
て
い
た
。

　

髷
は
技
巧
的
に
な
り
、
華
美
な
飾
り
で
装
飾
さ
れ
た
。
経
済
的
に
貧
し
い

者
で
す
ら
、
髪
を
自
分
で
結
う
こ
と
な
く
、
女
髪
結
を
よ
ぶ
。

　

庶
民
の
髪
が
遊
女
や
歌
舞
伎
役
者
の
よ
う
に
結
わ
れ
、
髪
や
衣
服
が
華
美

に
な
り
風
紀
を
乱
す
よ
う
に
な
っ
た
。
当
時
は
、
寛
政
の
改
革
の
ま
っ
た
だ

な
か
だ
。

前
々
よ
り
女
結
髪
と
申
、
女
之
髪
を
結
渡
世
ニ
い
た
し
候
も
の
ハ
無

之
、
代
銭
を
出
し
結
せ
候
女
も
無
之
所
、
近
頃
専
ら
女
髪
結
所
々
ニ
有

之
、
遊
女
并
歌
舞
伎
役
者
女
形
風
ニ
結
立
、
右
に
准
シ
、
衣
服
等
迄
花

美
ニ
取
飾
り
、
風
俗
を
猥
し
、
如
何
ニ
侯
、
右
為
結
侯
女
之
父
母
夫
等

何
と
相
心
得
罷
在
侯
哉
、
女
と
も
万
事
自
身
相
應
之
身
嗜
を
可
致
儀
、

貴
賎
共
可
心
掛
事
ニ
侯
、
以
来
軽
キ
者
之
妻
娘
共
自
身
髪
結
ひ
、
女
髪

結
ニ
結
せ
不
申
侯
様
追
々
可
心
掛
侯
、
是
迄
女
髪
結
渡
世
い
た
し
候
も

の
家
業
を
替
、
仕
立
も
の
洗
濯
其
外
女
之
手
業
ニ
渡
世
を
替
候
様
、
是

又
追
々
可
心
掛
侯

�

（『
御
触
書
天
保
集
成
：
下
』
岩
波
書
店
、
一
九
四
一
年
、
四
三
七
頁
）

　

風
紀
取
締
り
に
よ
る
幕
府
財
政
の
安
定
化
を
目
指
す
た
め
、
寛
政
七
（
一

七
九
五
）
年
一
〇
月
に
、
幕
府
は
女
髪
結
を
禁
じ
る
触
を
だ
し
た
。
そ
れ

は
、
髪
結
を
生
業
と
し
て
い
る
者
は
、
仕
立
物
屋
や
洗
濯
屋
を
は
じ
め
と
す

る
別
の
職
業
に
替
え
よ
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。

延
享
元
子
年
九
月

町
人
男
女
衣
類
之
儀
、
先
年
よ
り
度
々
相
触
候
処
、
近
年
は
別
て
結
構

成
品
を
着
し
候
由
相
聞
え
、
不
届
候
、
前
々
相
触
候
通
、
絹
紬
木
綿
麻

布
之
外
、
一
切
不
可
着
用
候
、
若
相
背
、
過
分
成
衣
類
着
い
た
し
候
も

の
有
之
は
、
見
合
次
第
召
捕
、
急
度
可
申
付
候
、
且
又
婚
礼
之
節
不
相

応
ニ
美
麗
成
道
具
相
用
候
由
、
金
銀
金
具
蒔
絵
等
道
具
堅
令
停
止
候
、

相
背
者
於
有
之
ハ
、
急
度
可
申
付
候

�

（『
御
触
書
宝
暦
集
成
』
岩
波
書
店
、
一
九
三
五
年
、
二
五
八
頁
）

　

女
髪
結
を
禁
じ
る
に
先
立
ち
、
延
享
元
（
一
七
四
四
）
年
に
、
幕
府
は
衣

服
調
度
の
贅
沢
を
禁
じ
る
触
を
だ
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
金
銀
や
蒔

絵
を
使
っ
た
贅
沢
な
櫛
を
造
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
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し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
も
守
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
幕
府
の
触
に
反
し
て

贅
沢
な
金
細
工
の
櫛
が
出
回
り
続
け
る
こ
と
と
な
る
。

　

幕
府
は
、
そ
の
後
も
何
度
か
触
を
だ
し
て
女
結
髪
を
や
め
さ
せ
よ
う
と
し

た
が
、
で
き
な
か
っ
た
。
や
は
り
、
美
し
い
髷
を
手
に
入
れ
た
女
性
は
、
そ

れ
を
手
放
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

同
十
五
日
、
本
所
に
て
夜
鷹
四
十
余
人
召
捕
ら
れ
入
牢
、
是
の
時
市
中

の
女
髪
結
も
召
捕
へ
ら
れ
し

�

（『
武
江
年
表
：
二
』
平
凡
社
、
一
九
六
八
年
、
一
三
三
頁
）

　

と
う
と
う
幕
府
は
、
嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年
三
月
一
五
日
に
、
私
娼
の

取
り
締
ま
り
と
同
時
に
、
女
髪
結
も
取
り
締
ま
る
に
い
た
る
。

盛
り
髪
も
日
本
髪
も
、
心
は
同
じ

　

遊
女
や
歌
舞
伎
役
者
か
ら
庶
民
へ
と
、
女
髪
結
の
つ
く
る
髪
形
が
広
が
っ

た
。
そ
し
て
、
自
分
が
よ
り
美
し
く
目
立
つ
た
め
に
、
髪
は
よ
り
華
美
に

な
っ
て
い
く
。

　

現
代
の
「
盛
り
髪
」
も
徳
川
時
代
の
「
日
本
髪
」
も
、
じ
つ
は
大
き
く
変

わ
ら
な
い
。
他
人
よ
り
も
、
自
分
の
方
が
か
わ
い
く
な
り
た
い
と
い
う
心

が
、
髪
形
を
派
手
に
し
た
の
だ
。

　

か
た
ち
と
し
て
も
、
髪
を
束
ね
た
り
結
っ
た
り
し
て
頭
頂
に
髻
を
か
た
ど

る
日
本
髪
と
、
結
っ
た
り
巻
き
上
げ
た
り
す
る
盛
り
髪
は
、
大
き
く
違
い
は

な
い
。

　

髪
が
長
い
と
労
働
の
邪
魔
に
な
る
か
ら
と
結
髪
す
る
。
こ
れ
は
、
個
人
的

な
嗜
好
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
長
い
黒
髪
が
美
人
と
さ
れ
、
垂
髪
が
大
勢

だ
っ
た
社
会
の
な
か
で
、
次
第
に
結
髪
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
く
。

　

こ
れ
は
、
公
家
か
ら
武
家
へ
と
支
配
階
層
の
転
換
に
と
も
な
う
社
会
の
変

化
と
関
係
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
盛
り
髪
も
社
会
と
は
無
関
係
で
は
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
盛
り
髪
は
、
そ
の
形
態
の
類
似
性
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
髪
形

と
比
較
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

大
き
く
結
っ
た
髪
型
は
、
身
分
の
高
さ
を
示
す
と
と
も
に
美
し
さ
の
誇

示
、
自
己
表
現
の
手
段
で
も
あ
り
ま
し
た
。
女
性
た
ち
は
高
さ
を
競

い
、
同
時
に
装
飾
も
エ
ス
カ
レ
ー
ト
。
結
っ
た
髪
の
上
に
髪
飾
り
や
模

型
を
の
せ
、
神
話
の
世
界
や
鉢
植
え
、
牧
場
、
戦
場
な
ど
を
表
現
し
ま

し
た
。
特
徴
は
、
髪
型
に
世
相
が
表
現
さ
れ
た
こ
と
。
戦
争
を
勝
利
に

導
い
た
戦
艦
の
模
型
を
の
せ
た
り
と
、
当
時
の
事
件
、
人
気
の
動
物
、

劇
、
歌
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に
髪
型
を
作
っ
て
い
っ
た

�（http

：//r25.yahoo.co.jp/fushigi/rxr_detail/?id=20090528-90007085-r25 

二
〇
一
一
年
二
月
一
日
）

　

一
八
世
紀
後
半
、
マ
リ
ー
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
時
代
の
女
性
の
髪
は
、
前

髪
を
高
く
し
、
飾
り
を
つ
け
て
巨
大
化
し
た
。
大
き
く
結
い
上
げ
た
髪
の
上

は
、
い
ろ
い
ろ
と
奇
抜
な
も
の
が
飾
ら
れ
た
。

　

髪
を
大
き
く
結
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
経
済
的
地
位
の
高
さ
は
関
連
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
他
者
よ
り
も
自
分
の
方
が
注
目
さ
れ
た
い
と
、
競
争
が
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働
く
。

　

そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
髪
形
と
盛
り
髪
は
共
通
し

て
い
る
。
し
か
し
、
身
分
の
高
さ
を
、
今
の
盛
り
髪
に
読
み
取
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

　

髪
を
盛
る
こ
と
は
、
髪
を
き
ら
び
や
か
に
し
、
地
味
な
服
を
映
え
さ
せ

る
。
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
顔
を
小
さ
く
、
華
奢
に
み
せ
る
効
果
も

あ
る
。
顔
が
小
さ
い
と
、「
か
わ
い
く
」
み
え
る
か
ら
だ
。

　

か
わ
い
い
と
感
じ
る
の
に
は
、
理
由
が
あ
る
。
身
長
に
対
し
て
顔
が
小
さ

く
、
頭
が
大
き
い
こ
と
、
顔
の
中
央
よ
り
や
や
下
に
眼
が
あ
る
こ
と
。
こ
れ

は
、
子
ど
も
の
顔
の
特
徴
で
あ
る
。

　

動
物
学
者
ロ
ー
レ
ン
ツ
は
、
ベ
ビ
ー
ス
キ
ー
マ
ー
（K

indchen-Schem
a

）

と
い
う
概
念
を
用
い
て
、
幼
児
的
特
徴
が
み
る
者
に
養
護
反
応
を
促
し
、
保

護
的
感
情
を
生
起
さ
せ
る
生
得
的
解
発
性
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

人
は
、
本
能
的
に
子
ど
も
を
み
る
と
、
か
わ
い
い
と
感
じ
る
。
そ
れ
は
人

間
の
子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
、
哺
乳
動
物
に
対
し
て
も
同
じ
だ
。
そ
し
て
、

か
わ
い
い
と
感
じ
る
も
の
は
愛
お
し
く
、
守
っ
て
あ
げ
た
く
な
る
。

　

人
を
含
め
た
哺
乳
動
物
の
子
ど
も
が
、
か
わ
い
い
と
感
じ
る
特
徴
を
も
っ

て
い
る
の
は
、
い
わ
ば
生
き
残
る
た
め
の
戦
略
で
あ
る
。

　

子
ど
も
は
大
人
に
比
べ
て
弱
い
。
自
然
界
に
生
ま
れ
落
ち
た
哺
乳
動
物
で

あ
れ
ば
、
大
人
の
よ
う
に
狩
り
を
す
る
こ
と
も
、
ま
た
捕
食
者
か
ら
逃
げ
る

こ
と
も
十
分
に
は
で
き
な
い
。

　

そ
こ
で
、
か
わ
い
さ
に
よ
っ
て
保
護
的
感
情
を
大
人
か
ら
引
き
出
し
、
周

囲
の
個
体
か
ら
の
攻
撃
を
抑
制
し
た
り
、
食
料
の
分
配
な
ど
の
養
護
行
動
を

引
き
出
し
た
り
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
け
っ
し
て
、
年
齢
的
に
子
ど
も
で
あ
る
こ
と
、
も
し
く
は
体
格
的

に
子
ど
も
で
あ
る
こ
と
を
必
要
と
し
な
い
。
ロ
ー
レ
ン
ツ
の
ベ
ビ
ー
ス
キ
ー

マ
ー
に
あ
る
よ
う
に
、
か
わ
い
さ
は
主
に
顔
の
特
徴
に
表
れ
る
。

　

大
人
で
あ
っ
て
も
、
子
ど
も
の
顔
の
特
徴
が
多
く
含
ま
れ
て
い
れ
ば
、
養

護
行
動
や
保
護
的
感
情
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

盛
り
髪
に
よ
っ
て
、
自
分
を
か
わ
い
く
み
せ
る
こ
と
は
、
先
行
き
の
わ
か

ら
な
い
不
安
定
な
社
会
を
生
き
抜
く
、
無
意
識
の
戦
略
な
の
だ
。

　

平
安
時
代
の
垂
髪
、
徳
川
時
代
の
結
髪
、
そ
し
て
現
代
の
盛
り
髪
。
こ
れ

ら
は
、
日
本
の
歴
史
の
な
か
で
突
然
あ
ら
わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

　

髪
形
は
、
美
し
く
な
り
た
い
と
い
う
個
人
の
志
向
と
、
時
代
の
雰
囲
気
に

紋入り着物の女性（国際日本文化研究センター　古写
真データベース）
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応
じ
て
秩
序
あ
る
発
展
を
し
て
き
た
。
髪
形
を
み
る
こ
と
で
、
社
会
の
発
展

を
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
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序

　

延
喜
二
年
（
九
〇
二
）
三
月
二
十
日
、
平
安
宮
内
裏
の
飛
香
舎
に
お
い
て
、

醍
醐
天
皇
が
藤
の
花
を
御
覧
じ
、
藤
原
時
平
が
献
物
を
す
る
と
い
う
藤
ふ
じ
の
は
な
の
え
ん

花
宴
が

催
さ
れ
た
。
飛
香
舎
は
天
皇
の
御
在
所
清
涼
殿
の
北
西
に
位
置
し
た
殿
舎
で
あ

り
、
そ
の
南
面
の
中
庭
に
藤
が
植
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、
藤
壺
と
も
呼
ば
れ
て

い
た
。

　

こ
の
宴
は
史
上
に
知
ら
れ
る
最
初
の
藤
花
宴
で
あ
っ
た
。
藤
花
宴
と
し
て

は
、
村
上
天
皇
時
代
の
天
暦
三
年
（
九
四
九
）
四
月
十
二
日
の
宴
（
飛
香
舎
で

開
催
）
や
応
和
元
年
（
九
六
一
）
閏
三
月
十
一
日
の
宴
（
冷
泉
院
釣
殿
）
が
盛
儀

で
あ
っ
た
こ
と
が
各
種
の
文
献
（『
日
本
紀
略
』『
扶
桑
略
記
』『
西
宮
記
』『
花
鳥

余
情
』
な
ど
）
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
宴
は
そ
れ
ら
の
先
蹤
に
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。『
源
氏
物
語
』
で
物
語
の
展
開
を
彩
る
場
面
と
し
て
用
い
ら

れ
た（

1
）こ
と
も
関
わ
っ
て
か
、
従
来
、
藤
花
宴
は
主
に
国
文
学
研
究
者
の
注
目
す

る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
き
た
。
関
係
史
料
の
丹
念
な
解
釈
に
基
づ
く
先
行
研
究
と

し
て
、
橋
本
不
美
男
氏
と
滝
川
幸
司
氏
の
業
績（
２
）を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
稿
で
は
こ
の
延
喜
二
年
三
月
の
藤
花
宴
に
つ
い
て
政
治
史
研
究
の
視
角
か

ら
考
察
す
る
。

一　

基
本
史
料

　

本
章
で
は
延
喜
二
年
三
月
の
藤
花
宴
に
関
す
る
基
本
史
料
を
確
認
す
る
。
な

お
、
こ
の
宴
で
詠
ま
れ
た
和
歌
に
つ
い
て
、
滝
川
氏
は
、
同
日
の
作
品
で
あ
る

と
確
実
に
言
え
る
も
の
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（

3
）。
筆
者
は
、
醍
醐
朝
の

藤
花
宴
和
歌
を
考
察
す
る
中
で
、
検
討
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
論
旨

の
軸
か
ら
は
外
れ
る
の
で
、
補
説
に
お
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

　
【
史
料
１
】『
日
本
紀
略
』
延
喜
二
年
三
月
二
十
日
条

　
　

三
月
廿
日
。
於
飛
香
舎
、
有
藤
花
宴
。

〈
共
同
研
究
報
告
〉
日
記
の
総
合
的
研
究

延
喜
二
年
三
月
の
飛
香
舎
藤
花
宴

古　

藤　

真　

平
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【
史
料
２
】『
西
宮
記
』
宴
遊
、
藤
花
宴
所
引
の
延
喜
二
年
三
月
二
十
日
の
記（

4
）

　
　

延
喜
二
年
三
月
廿
日
。
御
飛
香
舎
、
御
覧
藤
花
。
左
大
臣
献
物
。
給
御
厨

子
所
。
次

供
御
膳
。
次
王
卿
侍
臣
着
座
。
公
卿
砌
下
、

侍
臣
花
下
。
次
大
臣
貢
御
本
笛
硯
琴
等
。
入
筥
。

次
給
紙
筆
献
序
。
御
弾
琴
。
大
臣
侍
東
筵
奏
唱
歌
。
召
所
楽
器
奏
楽
。
大

臣
大
鼓
、
忠
房
笛
。
次
御
平
座
。
大
臣
立
舞
。
中
宮
被
奉
銀
籠
二
捧
。
付
藤

花
。

事
了
賜
禄
。

　
　
　

延
喜
二
年
三
月
廿
日
。
飛
香
舎
に
御
し
、
藤
花
を
御
覧
ず
。
左
大
臣
献

物
す
。
御
厨
子
所
に
給
ふ
。
次
で
御
膳
を
供
す
。
次
で
王
卿
・
侍
臣
着
座
す
。
公

卿
は
砌
の
下
、
侍
臣
は
花
の
下
。
次
で
大
臣
、
御
本
・
笛
・
硯
・
琴
等
を
貢
ず
。
筥
に
入

る
。

次
で
紙
筆
を
給
ひ
、
序
を
献
ぜ
し
む
。
御
弾
琴
あ
り
。
大
臣
、
東

筵
に
侍
り
て
唱
歌
を
奏
す
。
所
の
楽
器
を
召
し
て
楽
を
奏
せ
し
む
。
大

臣
は
大
鼓
、
忠
房
は
笛
。
次
で
平
座
に
御
す
。
大
臣
立
ち
て
舞
ふ
。
中

宮
、
銀
の
籠
二
捧
を
奉
ら
る
。
藤
の
花
を
付
す
。
事
了
り
て
禄
を
賜
ふ
。

　
【
史
料
３
】『
醍
醐
天
皇
御
記
』
延
喜
二
年
三
月
二
十
日
条
（『
河
海
抄
』
巻
第

十
八
、
宿
木
「
ふ
ち
の
花
の
え
ん
せ
さ
せ
給
」
の
註（

5
））

　
　

飛
香
舎
藤
花
宴
事

　
　

延
喜
二
年
三
月
廿
日
御
記
云
。
此
日
。
左
大
臣
、
於
飛
香
舎
藤
花
下
、
有

献
物
事
。
左
大
臣
執
献
物
、
称
菅
根
、
献
御
贄
。
可
為
作
御
息
所
宣
旨
別

当
也
。
而
後
列
坐
藤
花
下
。
盃
酒
数
巡
後
、
左
大
臣
殊
仰
右
大
将
令
献
題

目
。
飛
香
舎
藤
花
和
歌
。
則
左
大
臣
置
御
硯
匣
、
奉
手
跡
匣
。
暫
献
横
笛

和
琴
。
其
横
笛
箱
、
是
承
和
遺
物
耳
。
酒
盃
間
、
挙
群
臣
酩
酊
。
管
絃
歌

舞
。
訖
召
敦
固
親
王
備
前
介
忠
房
、
令
吹
笛
。
暫
給
禄
群
臣
有
差
。

　
　
　

飛
香
舎
の
藤
の
花
の
宴
の
事

　
　
　

延
喜
二
年
三
月
廿
日
の
御
記
に
云
は
く
。
此
の
日
。
左
大
臣
、
飛
香
舎

の
藤
の
花
の
下
に
お
い
て
、
献
物
の
事
有
り
。
左
大
臣
献
物
を
執
り
、

菅
根
を
称よ

び
て
御
贄
を
献
ず
。
御
息
所
の
宣
旨
別
当
と
為
す
べ
き
な

り
。
而
し
て
後
に
藤
の
花
の
下
に
列
坐
す
。
盃
酒
数
巡
の
後
、
左
大

臣
、
殊
に
右
大
将
に
仰
せ
て
題
目
を
献
ぜ
し
む
。
飛
香
舎
の
藤
の
花
の

和
歌
な
り
。
則
ち
左
大
臣
、
御
硯
の
匣
を
置
き
、
手
跡
の
匣
を
奉
る
。

暫
く
し
て
横
笛
・
和
琴
を
献
ず
。
其
の
横
笛
の
箱
は
、
是
れ
承
和
の
遺

物
な
る
の
み
。
酒
盃
の
間
、
群
臣
を
挙
げ
て
酩
酊
す
。
管
絃
・
歌
舞
あ

り
。
訖
り
て
敦
固
親
王
・
備
前
介
忠
房
を
召
し
、
笛
を
吹
か
し
む
。
暫

く
し
て
禄
を
群
臣
に
給
ふ
こ
と
差
有
り
。

二　

儀
式
の
流
れ

　

本
章
で
は
延
喜
二
年
三
月
二
十
日
の
藤
花
宴
の
儀
式
の
流
れ
を
簡
略
に
跡
付

け
る
。
前
章
で
掲
出
し
た
基
本
史
料
三
件
の
内
、【
史
料
１
】（
以
下
【
１
】
と

略
記
す
る
）
は
延
喜
二
年
三
月
二
十
日
に
飛
香
舎
で
藤
花
宴
が
あ
っ
た
こ
と
を

記
す
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
基
本
的
に
は
【
２
】
と
【
３
】
を
対
照
し
、
①
～
⑦

に
区
切
っ
て
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
①
に
含
ま
れ
て
い
る
、
こ
の
藤

花
宴
の
政
治
史
的
意
義
を
考
え
る
上
で
特
に
重
要
と
考
え
ら
れ
る
部
分
に
つ
い

て
は
、
次
章
で
検
討
す
る
。

①
天
皇
が
飛
香
舎
に
御
し
、
藤
花
を
御
覧
じ
る
。
左
大
臣
藤
原
時
平
が
献
物
の
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儀
を
行
う
。
時
平
が
献
上
し
た
御
贄
が
御
厨
子
所
に
下
さ
れ
る
。

　
　
【
２
】
の
「
御
飛
香
舎
…
…
給
御
厨

子
所
。
」、【
３
】
の
「
左
大
臣
、
於
飛
香
舎
…
…

称
菅
根
、
献
御
贄
。
可
為
作
御
息
所
宣
旨
別
当
也
。
而
後
列
坐
藤
花
下
」

の
部
分
で
あ
る
。
次
章
で
検
討
す
る
の
は
【
３
】
の
「
称
菅
根
」
以
下
に

つ
い
て
で
あ
る
。

②
天
皇
に
御
膳
が
供
さ
れ
る
。
公
卿
は
飛
香
舎
と
中
庭
の
砌
の
下
の
座
、
侍
臣

は
中
庭
の
藤
花
の
下
の
座
に
着
座
す
る
（
膳
が
与
え
ら
れ
る
）。
盃
酒
が
数
巡

与
え
ら
れ
る
。

　
　
【
２
】
の
「
次
供
御
膳
…
…
公
卿
砌
下
、

侍
臣
花
下
。
」、【
３
】
の
「
盃
酒
数
巡
（
後
）」
の

部
分
で
あ
る
。

③
（
盃
酒
数
巡
の
後
）
左
大
臣
時
平
が
右
大
将
藤
原
定
国
に
命
じ
て
「
飛
香
舎

の
和
歌
」
と
い
う
歌
題
を
献
じ
さ
せ
、
列
座
の
人
々
が
和
歌
を
作
っ
て
献
上

す
る
（
序
も
作
成
さ
れ
、
献
上
さ
れ
る
）。

　
　
【
２
】
の
「
次
給
紙
筆
献
序
」、【
３
】
の
「
盃
酒
数
巡
後
…
…
飛
香
舎
藤

花
和
歌
」
の
部
分
で
あ
る
。
参
列
者
が
作
っ
た
和
歌
に
つ
い
て
は
補
説
で

考
察
す
る
。

④
左
大
臣
時
平
が
硯
の
箱
、
手
跡
の
箱
、
横
笛
、
和
琴
を
献
上
す
る
。

　
　
【
２
】
の
「
次
大
臣
貢
御
本
笛
硯
琴
等
。
入
筥
。」、【
３
】
の
「
則
左
大
臣
置

御
硯
匣
、
奉
手
跡
匣
。
暫
献
横
笛
和
琴
。
其
横
笛
箱
、
是
承
和
遺
物
耳
」

の
部
分
で
あ
る
。
横
笛
を
納
め
た
箱
は
「
承
和
遺
物
」
で
あ
っ
た
と
い
う

か
ら
、
仁
明
天
皇
ゆ
か
り
の
品
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　

な
お
、
③
と
④
の
順
序
は
【
２
】
と
【
３
】
で
逆
に
記
述
さ
れ
て
い

る
。
今
仮
に
【
３
】
に
従
う
。

⑤
酒
盃
が
進
む
内
に
群
臣
は
酩
酊
す
る
。
天
皇
が
自
ら
琴
を
弾
き
、
左
大
臣
時

平
が
東
筵
に
侍
し
、
天
皇
の
弾
琴
に
合
わ
せ
た
歌
を
奏
上
す
る
。
蔵
人
所
の

楽
器
を
召
し
て
楽
を
奏
上
す
る
。
時
平
が
大
鼓
、
藤
原
忠
房
が
笛
を
演
奏
す

る
。
天
皇
が
平
座
に
御
す
と
、
時
平
は
座
を
立
っ
て
舞
を
奏
上
す
る
。
こ
の

よ
う
な
管
絃
・
歌
舞
の
最
後
に
、
天
皇
の
命
で
敦
固
親
王
と
忠
房
が
笛
を
演

奏
す
る
。

　
　
【
２
】
の
「
御
弾
琴
…
…
大
臣
立
舞
」、【
３
】
の
「
酒
盃
間
…
…
令
吹

笛
」
の
部
分
で
あ
る
。
藤
原
忠
房
（
？
～
九
二
八
）
は
京
家
浜
成
流
の
興

嗣
の
子
で
管
絃
と
和
歌
に
秀
で
た
官
人
で
あ
り
、
敦
固
親
王
（
？
～
九
二

六
）
は
醍
醐
天
皇
の
同
母
弟
で
あ
る
。

⑥
中
宮
か
ら
藤
の
花
を
付
け
た
銀
籠
二
捧
が
奉
ら
れ
る
。

　
　
【
２
】
の
「
中
宮
被
奉
銀
籠
二
捧
。
付
藤

花
。
」
の
部
分
で
あ
る
。
中
宮
は
醍
醐

天
皇
の
養
母
と
し
て
皇
太
夫
人
と
さ
れ
た
藤
原
温
子
（
八
七
二
～
九
〇
七
。

父
は
基
経
）
で
あ
る
。
彼
女
が
奉
っ
た
銀
籠
は
、
捧さ
さ
げ

物も
の

と（
6
）し

て
贈
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
込
め
ら
れ
た
意
図
に
つ
い
て
は
第
三
章
で
言
及

す
る
。

⑦
宴
が
終
わ
っ
て
列
座
し
た
群
臣
に
禄
が
与
え
ら
れ
る
。

　
　
【
２
】
の
「
事
了
賜
禄
」、【
３
】
の
「
暫
給
禄
群
臣
有
差
」
の
部
分
で
あ

る
。
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三　

政
治
史
的
考
察

　

本
章
で
は
延
喜
二
年
藤
花
宴
の
意
義
付
け
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
具
体
的
に

は
、
前
章
で
次
第
①
と
し
た
【
３
】
の
「
称
菅
根
」
以
下
の
部
分
、
と
り
わ
け

「
可
為
作
御
息
所
宣
旨
別
当
也
」
の
部
分
を
よ
り
詳
細
に
解
釈
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
従
来
の
諸
説
を
再
検
討
し
た
い
。

　

先
学
の
研
究
は
、『
日
本
紀
略
』
延
喜
元
年
の
「
三
月
日
。
以
藤
原
穏
子
、

為
女
御
。
昭
宣　
公
女
。
」
と
『
大
鏡
裏
書
』
太
皇
太
后
宮
穏
子
御
事
の
「
延
喜
元
年
三

月
日
為
女
御
」
の
係
年
を
そ
の
ま
ま
認
め
た
上
で
、
そ
の
一
年
後
に
当
た
る
延

喜
二
年
三
月
二
十
日
の
飛
香
舎
藤
花
宴
を
解
釈
し
よ
う
と
し
て
き
た
。
穏
子
に

関
し
て
包
括
的
に
論
じ
た
藤
木
邦
彦
氏
・
角
田
文
衞
氏
は
、
穏
子
の
女
御
宣
下

を
延
喜
元
年
三
月
の
こ
と
と
し
て
記
述
し
て
い
る（

7
）し

、
後
宮
史
を
総
合
的
に
研

究
し
た
須
田
春
子
氏
の
著
書
の
穏
子
に
関
す
る
記
述
中
で
も
同
様
で
あ
る（

8
）。

　

こ
う
し
た
理
解
の
上
に
、
延
喜
二
年
三
月
二
十
日
の
飛
香
舎
藤
花
宴
は
元
年

三
月
に
穏
子
が
女
御
に
な
っ
て
か
ら
一
周
年
を
迎
え
る
こ
と
を
記
念
し
て
催
さ

れ
た
と
い
う
意
義
付
け
が
先
行
し
て
論
じ
ら
れ
た
。
橋
本
不
美
男
・
村
瀬
敏

夫
・
田
中
喜
美
春
・
木
村
茂
光
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

・
延
喜
二
年
三
月
は
穏
子
入
内
満
一
年
目
に
当
た
り
、（
中
略
）
時
平
は
、

穏
子
の
正
妃
に
準
じ
る
身
位
を
確
実
に
す
る
た
め
、
祖
父
良
房
・
父
基
経

の
例
に
な
ら
っ
て
、
花
宴
に
準
じ
て
飛
香
舎
に
観
藤
花
の
曲
宴
を
奏
請

し
、
献
物
に
よ
っ
て
そ
の
費
を
あ
が
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
従
っ

て
こ
の
藤
花
の
宴
は
、
実
質
的
に
は
穏
子
を
主
体
と
し
、
そ
れ
を
後
見
す

る
時
平
の
あ
る
じ
も
う
け
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る（

9
）。

　

・
そ
れ
か
ら
一
年
、
ま
だ
懐
妊
の
兆
候
の
な
い
穏
子
の
様
子
に
苛
立
ち
な
が

ら
、
後
見
人
た
る
時
平
が
穏
子
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
意
図
を
持
っ
て
催

し
た
の
が
、
こ
の
藤
花
宴
で
あ
っ
た
ろ
う（

10
）。

　

・
時
平
の
同
母
妹
穏
子
の
入
内
一
周
年
を
期
し
て
、
そ
の
地
位
を
確
実
に
す

る
た
め
に
企
画
さ
れ
た
、
史
上
初
の
藤
花
宴
で
あ
っ
た
。
こ
の
曲
宴
で

は
、「
飛
香
舎
藤
花
和
歌
」
の
題
の
も
と
に
、
歌
が
詠
ぜ
ら
れ
、
醍
醐
天

皇
の
詠
作
も
伝
存
し
て
い
る（

11
）（「

新
古
今
集
」
春
下
・
一
六
三
）。

　

・
穏
子
の
入
内
一
周
年
記
念
を
標
榜
し
つ
つ
も
、
時
平
自
身
が
、
天
皇
を
迎

え
て
群
臣
と
と
も
に
自
分
の
新
制
を
祝
う
こ
と
に
あ
っ
た（

12
）…

　

こ
れ
に
対
し
て
、
滝
川
氏
は
「
天
皇
の
后
妃
に
関
し
て
は
、
立
后
な
ど
な
ら

ば
と
も
か
く
、
一
女
御
の
入
内
一
周
年
を
祝
う
と
い
う
こ
と
は
、
考
え
に
く

い
」
と
し
た
上
で
、

　

・
開
催
理
由
は
穏
子
で
は
な
く
、
献
物
を
行
っ
た
時
平
自
身
に
あ
ろ
う
。
こ

の
年
の
正
月
二
十
八
日
に
、
時
平
は
封
二
千
戸
を
賜
っ
て
い
る
（『
公
卿

補
任
』
延
喜
二
年
左
大
臣
時
平
）。
恐
ら
く
こ
の
こ
と
へ
の
謝
意
と
し
て

行
っ
た
と
考
え
る
の
が
、
献
物
の
通
例
か
ら
し
て
も
妥
当
で
あ
ろ
う
。

と
述
べ
、
目
崎
徳
衛
氏
の
奉
献
に
関
す
る
研
究（

13
）を
参
照
し
、
私
的
儀
礼
で
あ
る



延喜二年三月の飛香舎藤花宴

247

献
物
を
構
成
要
素
と
す
る
延
喜
二
年
藤
花
宴
を
「
先
学
が
「
公
宴
」
と
呼
び
、

和
歌
の
公
的
地
位
獲
得
の
場
と
考
え
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
も
ま
た
疑
問
で
あ

る
」
と
述
べ
て
い
る（

14
）。

　

和
歌
文
学
史
に
お
い
て
こ
の
宴
が
和
歌
の
公
的
地
位
獲
得
の
場
と
な
っ
た
の

か
ど
う
か
、『
古
今
和
歌
集
』
撰
集
開
始
と
の
関
係
の
有
無
と
い
っ
た
問
題
に

つ
い
て
、
筆
者
は
言
及
で
き
な
い
が（

15
）、

こ
の
宴
が
私
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
主

張
す
る
滝
川
氏
に
お
い
て
も
、
そ
の
解
釈
を
進
め
る
中
で
、

こ
こ
で
穏
子
の
こ
と
が
記
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
藤
花
宴
が
、
穏
子
の
兄
・

時
平
の
献
物
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
年
前
に
穏
子
が
女
御
と
な
っ
た
こ

と
が
醍
醐
の
頭
に
過
っ
た
と
い
う
こ
と
か
も
知
れ
な
い（

16
）。

と
述
べ
て
い
る
。
穏
子
の
女
御
宣
下
を
延
喜
元
年
三
月
と
理
解
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
こ
の
藤
花
宴
を
公
宴
と
意
義
付
け
る
論
者
と
同
じ
な
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
、
筆
者
は
、
穏
子
の
女
御
宣
下
を
『
日
本
紀
略
』・『
大
鏡
裏

書
』
が
延
喜
元
年
三
月
と
す
る
係
年
に
は
疑
問
の
余
地
が
あ
り
、
延
喜
二
年
三

月
の
藤
花
宴
の
前
後
（
当
日
も
含
む（

17
））
に
な
さ
れ
た
可
能
性
を
検
討
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
宴
の
意
義
と
は
、
醍
醐
天
皇
が
穏
子
を
女
御

と
し
て
迎
え
た
こ
と
を
時
平
が
献
物
に
よ
っ
て
演
出
し
、
天
皇
の
養
母
で
あ
っ

た
皇
太
夫
人
温
子
（
中
宮
）
も
天
皇
と
穏
子
に
捧
物
を
奉
っ
て
祝
福
す
る
と
い

う
仕
掛
け
で
あ
っ
た
、
そ
の
点
に
こ
そ
、
こ
の
日
の
宴
が
藤
花
宴
と
し
て
初
見

で
あ
る
こ
と
の
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

換
言
す
れ
ば
、
穏
子
の
女
御
宣
下
に
関
す
る
史
料
の
係
年
が
延
喜
元
年
三

月
、
藤
花
宴
が
一
年
違
い
の
延
喜
二
年
三
月
で
あ
り
、
同
宴
が
女
御
宣
下
を
慶

賀
す
る
た
め
に
催
さ
れ
た
と
す
れ
ば
前
者
の
係
年
に
誤
り
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
筆
者
は
憶
測
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
解
釈
の
仕
方
が
恣
意
的
な
も

の
と
な
り
が
ち
で
あ
る
こ
と
は
、
筆
者
自
身
承
知
し
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。

し
か
し
、『
日
本
紀
略
』
の
醍
醐
天
皇
紀
に
は
多
く
の
衍
文
・
錯
簡
が
あ
る
と

い
う
坂
本
太
郎
氏
の
指
摘
も
あ
る（

18
）

の
で
、
一
つ
の
仮
説
と
し
て
設
定
し
、

【
２
】・【
３
】
の
内
在
的
分
析
に
よ
っ
て
成
立
す
る
余
地
が
あ
る
か
ど
う
か
を

検
証
し
て
み
よ
う
と
い
う
の
が
本
稿
の
主
眼
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

以
下
、【
３
】
の
「
称
菅
根
、
献
御
贄
。
可
為
作
御
息
所
宣
旨
別
当
也
。
而

後
列
坐
藤
花
下
」
の
部
分
に
つ
い
て
の
検
討
を
始
め
る
。
次
第
①
全
体
の
流
れ

の
中
で
検
討
す
べ
き
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
（
一
）「
称
菅
根
、
献
御
贄
」・「
而
後
列
坐
藤
花
下
」
の
解
釈

　
「
称
菅
根
、
献
御
贄
」
は
、
左
大
臣
時
平
が
御
贄
を
献
上
し
た
と
い
う
記
述

（【
２
】
の
「
左
大
臣
献
物
。
給
御
厨

子
所
。
」、【
３
】
の
「
左
大
臣
執
献
物
。
称
菅
根
、
献
御

贄
」）
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

　
「
御
贄
」
の
語
は
【
３
】
だ
け
に
見
え
る
が
、
両
方
に
見
え
る
「
献
物
」
も

実
質
的
に
は
「
御
贄
」
と
同
義
で
あ
る
。【
２
】
の
献
物
は
御
厨
子
所
に
下
さ

れ
て
い
る
し
、【
３
】
の
献
物
も
時
平
が
持
参
し
た
そ
れ
が
御
贄
と
し
て
献
じ

ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
次
第
①
に
お
け
る
【
３
】「
左
大
臣
、
於

飛
香
舎
藤
花
下
、
有
献
物
事
」
の
「
献
物
」
は
、
醍
醐
天
皇
か
ら
見
て
、
こ
の
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日
の
宴
が
飛
香
舎
の
藤
花
の
下
で
の
時
平
に
よ
る
献
物
の
儀
で
あ
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
御
贄
だ
け
で
な
く
御
硯
匣
・
手
跡
匣
・
横
笛
・
和
琴

も
合
わ
せ
た
全
体
を
献
物
と
呼
ん
で
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

問
題
と
な
る
の
は
「
称
菅
根
」
で
あ
る
。
橋
本
氏
は
「
称
菅
根
、
献
御
贄
。

可
為
作
御
息
所
宣
旨
別
当
也
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（

19
）。

　

Ａ　

左
大
臣
は
献
物
の
う
ち
、
菅
根
（
菅
根
鳥
キ
ジ
か
）
と
云
っ
て
貢
物
を

献
じ
た
。
こ
れ
は
御
息
所
の
宣
旨
か
別
当
に
調
進
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

と
い
っ
た
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
こ
ゝ
に
御
息
所
が
記
名
さ
れ
て
い
る
の
は

注
目
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
。

　

Ｂ　
「
延
喜
御
記
」
に
よ
る
「
可
為
作
御
息
所
宣
旨
別
当
也
」
の
記
文
は
、
明

確
さ
を
欠
い
て
い
る
。
そ
の
前
文
の
「
称
菅
根
献
御
贄
」
も
、
あ
る
い
は

菅
根
鳥
で
は
な
く
菅
根
朝
臣
（
藤
原
菅
根
、
当
時
権
左
中
弁
正
五
位
下
）
か

ら
と
称
し
て
と
解
す
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
『
河
〔
マ
マ
。西
宮
記
〕

海
抄
』

の
不
知
記
に
よ
る
と
、
結
果
と
し
て
は
御
厨
子
所
に
給
わ
っ
て
い
る
の
で

食
物
で
あ
ろ
う
。（
中
略
）
こ
の
記
文
が
あ
る
以
上
は
、
こ
の
藤
花
の
宴

に
御
息
所
が
関
係
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
私
解
の
よ
う
に
と

れ
ば
、
飛
香
舎
は
こ
の
御
息
所
の
在
所
の
可
能
性
が
強
い
。
少
く
と
も
醍

醐
天
皇
と
同
座
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。（
中
略
）
こ
の
御
息

所
は
、
時
平
妹
の
女
御
藤
原
穏
子
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　

橋
本
氏
の
Ａ
に
対
し
、
滝
川
氏
は
、『
西
宮
記
』
の
献
物
事（

20
）の
記
述
を
参
照

し
つ
つ
、【
３
】
の
「
称
菅
根
、
献
御
贄
」
を
「
菅
根
に
称
ひ
て
御
贄
を
献
ぜ

し
む
」
と
訓
読
す
る
。
献
物
事
に
お
け
る
「
於
射
場
殿
有
献
物
事
之
時
」
や

「
五
月
節
駒
牽
、
右
府
献
物
之
間
」
の
次
第
に
お
い
て
は
、
上
卿
が
献
物
を

持
っ
た
王
卿
以
下
に
「
何
物
」
と
尋
ね
、「
申
献
人
并
物
名
」
や
「
第
一
人
申

云
、
右
乃
司
乃
献
御
贄
云
々
、
奏
物
名
了
」
が
あ
る
と
、
上
卿
が
「
膳
部
爾
給

ヘ
」・「
御
厨
子
爾
給
ヘ
」
と
命
じ
て
い
る
か
ら
、
献
物
の
儀
で
は
贄
が
御
厨
子

所
に
下
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
る
と
し
、【
３
】
の
「
献
御
贄
」、【
２
】
の
「
給

御
厨
子
所
」
は
献
物
事
の
そ
の
部
分
に
当
た
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、【
３
】

の
「
菅
根
に
称
ひ
て
御
贄
を
献
ぜ
し
む
」
は
、
献
物
事
の
「
即
持
献
物
之
人
称

唯
、
直
渡
御
前
、
経
侍
所
前
、
付
御
厨
子
所
膳
部
云
々
」
に
当
た
り
、「
菅

根
」
は
橋
本
氏
Ａ
の
キ
ジ
で
は
な
く
、
藤
原
菅
根
を
指
し
、
醍
醐
天
皇
が
菅
根

に
命
じ
て
贄
を
受
け
取
ら
せ
、
御
厨
子
所
に
下
し
た
、
と
理
解
す
る（

21
）。

　
【
３
】
の
「
菅
根
」
に
つ
い
て
は
、
国
語
辞
典
類
に
「
菅す
が

根ね

鳥ど
り

」
が
中
世
以

降
の
用
例
を
以
て
雉
の
異
名
と
し
て
見
え
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
が
醍
醐
朝
ま

で
遡
り
得
る
の
か
と
い
う
難
点
が
あ
り
、
滝
川
氏
が
言
う
よ
う
に
藤
原
菅
根
と

見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
橋
本
氏
も
Ｂ
で
は
藤
原
菅
根
に
留
意
し
て
い
る
）。
但
し
、

滝
川
氏
が
、
醍
醐
天
皇
が
菅
根
に
命
じ
て
献
上
さ
れ
た
贄
を
受
け
取
ら
せ
、
御

厨
子
所
に
下
し
た
と
理
解
し
て
い
る
点
に
は
、「
称
菅
根
」
と
「
献
御
贄
」
の

そ
れ
ぞ
れ
の
動
作
の
主
語
が
誰
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
で
問
題
が
あ
る
と
考
え

る
。

　

滝
川
氏
は
主
語
を
醍
醐
天
皇
と
見
、「
献
御
贄
」
の
「
献
」
に
使
役
を
込
め

て
解
釈
し
た
。
天
皇
の
日
記
の
解
釈
と
し
て
は
筋
が
通
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
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が
、
そ
の
場
合
、
天
皇
が
菅
根
に
声
を
か
け
る
行
為
を
自
ら
書
き
記
す
時
に
、

「
称い
ふ

」
と
い
う
表
現
が
相
応
し
い
か
ど
う
か
と
い
う
疑
問
が
湧
く
。
も
し
、

「
称
」
の
字
が
「
仰
」
の
誤
写
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、「
菅
根
に
仰
せ
て
御
贄
を
献

ぜ
し
む
」
と
訓
読
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
が
、
誤
写
の
問
題
を
安
易
に
想
定

す
る
こ
と
は
慎
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
、
左
大
臣
時
平
が
献
物
を
持
参
し

て
、
菅
根
を
呼
び
出
し
、（
天
皇
の
許
可
を
得
て
）
御
贄
を
献
上
し
、
菅
根
に
受

け
取
ら
せ
た
（
そ
し
て
菅
根
が
そ
の
御
贄
を
御
厨
子
所
に
運
ん
で
い
っ
た
）
と
い

う
、
時
平
の
一
連
の
行
為
を
醍
醐
天
皇
が
記
述
し
た
も
の
と
理
解
し
、「
左
大

臣
献
物
を
執
り
、
菅
根
を
称
び
て
御
贄
を
献
ず
」
と
訓
読
し
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、『
西
宮
記
』
の
献
物
事
に
お
け
る
「
於
射
場
殿
有
献
物
事
之
時
」
の

次
第
で
は
、
射
場
殿
の
南
方
に
献
物
を
持
っ
た
王
卿
が
列
立
し
、
御
前
の
座
に

一
人
残
っ
た
上
卿
が
「
何
物
」
と
尋
ね
る
と
、「
貫
首
人
」
は
「
称
唯
」
し
て

「
申
献
人
并
物
名
」
し
、
上
卿
が
「
膳
部
爾
給
ヘ
」
あ
る
い
は
「
御
厨
子
爾
給

ヘ
」
と
命
じ
、「
即
持
献
物
之
人
称
唯
、
直
渡
御
前
、
経
侍
所
前
、
付
御
厨
子

所
膳
部
云
々
」
と
な
る
。「
貫
首
人
」
と
は
蔵
人
頭
の
こ
と
で
、
延
喜
二
年
三

月
の
藤
花
宴
の
時
に
は
菅
根
が
在
職
し
て
い
た
（『
公
卿
補
任
』
延
喜
八
年
条
）。

「
貫
首
人
」
か
ら
報
告
を
受
け
、（
必
要
に
応
じ
て
天
皇
の
意
向
を
伺
い
つ
つ
）
御

厨
子
所
に
下
す
な
ど
と
い
っ
た
指
示
を
出
す
の
が
上
卿
の
役
目
と
な
る
が
、
こ

の
宴
に
つ
い
て
は
時
平
自
身
が
献
上
者
で
あ
り
、
そ
し
て
上
卿
的
な
立
場
で
も

あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、『
御
記
』
は
【
３
】
の
よ
う
な
文
章
と
な
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
筆
者
は
【
３
】
の
「
左
大
臣
執
献
物
、
称
菅
根
、
献
御

贄
」
を
時
平
を
主
語
と
す
る
一
節
と
解
釈
す
る
の
だ
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

醍
醐
天
皇
が
受
動
的
な
位
置
に
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
の
で
は
な
い
。
む
し

ろ
、
天
皇
と
時
平
の
二
人
の
筋
書
き
通
り
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
の
で
あ

り
、
そ
の
こ
と
は
、
天
皇
が
続
け
て
記
し
た
「
可
為
作
御
息
所
宣
旨
別
当
也
」

か
ら
も
窺
え
る
と
思
う
。

　
「
而
後
列
坐
藤
花
下
」
に
つ
い
て
は
、
時
平
か
ら
受
け
取
っ
た
御
贄
を
御
厨

子
所
に
運
ぶ
た
め
に
退
席
し
た
菅
根
が
藤
花
の
下
に
設
営
さ
れ
た
宴
の
座
に

戻
っ
て
来
た
と
い
う
解
釈
で
問
題
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
（
二
）「
可
為
作
御
息
所
宣
旨
別
当
也
」
の
解
釈

　

結
論
か
ら
先
に
述
べ
る
と
、
筆
者
は
、「
作
」
の
字
を
除
い
て
「
御
息
所
の

宣
旨
別
当
と
為
す
べ
き
な
り
」
と
訓
読
し
（
第
一
章
で
示
し
た
通
り
）、
醍
醐
天

皇
が
、
時
平
か
ら
献
上
さ
れ
た
御
贄
を
受
け
取
っ
て
御
厨
子
所
に
運
ぶ
役
目
を

菅
根
に
与
え
た
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
理
由
を
、
御
息
所
の
宣
旨
別
当
に
任
ず

べ
き
者
で
あ
る
か
ら
だ
、
と
述
べ
て
い
る
と
解
釈
す
る
。

　

前
後
の
事
情
に
つ
い
て
の
推
測
も
加
え
て
述
べ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
遡

る
こ
と
遠
か
ら
ざ
る
日
に
穏
子
が
入
内
し
、
宴
の
前
後
（
当
日
も
含
む
）
に
穏

子
を
御
息
所
す
な
わ
ち
女
御
と
す
る
宣
旨
が
下
さ
れ
（
下
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
）、
そ
れ
を
祝
福
す
る
べ
く
宴
が
企
画
さ
れ
、
さ
ら
に
女
御
家
の
宣
旨
別
当

す
な
わ
ち
勅
別
当
に
菅
根
を
任
命
す
る
こ
と
も
決
め
て
い
た
の
で
、
宴
当
日
に

御
贄
を
運
ぶ
役
目
を
菅
根
に
与
え
た
の
だ
、
と
醍
醐
天
皇
が
述
べ
て
い
る
と
考

え
る
の
で
あ
る
。
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橋
本
氏
が
Ｂ
で
述
べ
た
、
こ
の
宴
と
、
飛
香
舎
を
居
所
と
し
て
与
え
ら
れ
て

い
た
で
あ
ろ
う
御
息
所
穏
子
と
の
関
係
、
宴
に
お
け
る
天
皇
と
穏
子
の
同
座
関

係
は
重
要
な
指
摘
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
、
穏
子
の
女
御
宣

下
と
藤
花
宴
と
が
一
体
の
関
係
で
為
さ
れ
た
と
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ

り
意
味
深
く
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
時
平
が
延
喜
二
年
正
月
二

十
八
日
に
封
二
千
戸
を
賜
っ
た
こ
と
へ
の
謝
意
と
し
て
こ
の
宴
が
催
さ
れ
た
と

い
う
滝
川
氏
の
理
解
に
つ
い
て
も
、
近
々
穏
子
を
入
内
さ
せ
る
時
平
と
天
皇
と

の
君
臣
一
体
の
信
頼
関
係
を
よ
り
強
固
に
す
る
た
め
の
封
二
千
戸
賜
与
で
あ
っ

た
と
見
れ
ば
、
必
ず
し
も
相
対
立
す
る
議
論
と
は
な
ら
な
い
。
筆
者
と
し
て

は
、
穏
子
の
女
御
宣
下
に
対
す
る
奉
祝
と
謝
意
を
中
心
に
理
解
し
、
封
戸
の
賜

与
へ
の
謝
意
が
加
わ
っ
た
と
見
て
お
く
。

　

以
下
、
字
句
に
即
し
て
見
て
い
き
た
い
。

　
「
可
為
作
御
息
所
宣
旨
別
当
也
」
に
つ
い
て
、
国
文
註
釈
全
書
本
、『
大
日
本

史
料
』
第
一
編
之
三
、
玉
上
琢
彌
編
本
、
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
本
が
と
も
に

「
可
為
作
御
息
所
宣
旨
別
当
也
」
と
す
る
も
の
の
、『
大
日
本
史
料
』
の
テ
キ
ス

ト
は
「
作
」
に
傍
注
「（
ナ
シ
イ
）」
が
あ
る
こ
と
を
注
（
５
）
で
紹
介
し
た
。

　
「
作
」
の
字
を
有
さ
な
い
テ
キ
ス
ト
（『
大
日
本
史
料
』
が
傍
注
で
示
し
た
「
イ

本
」）
が
正
し
け
れ
ば
、「
御
息
所
と
為
す
べ
き
宣
旨
の
別
当
な
り
」・「
御
息
所

の
宣
旨
（
の
）
別
当
と
為
す
べ
き
な
り
」
と
訓
読
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

筆
者
は
後
者
の
読
み
を
採
る
の
だ
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

し
か
し
、
他
の
テ
キ
ス
ト
が
全
て
「
可
為
作
御
息
所
宣
旨
別
当
也
」
で
あ
る

以
上
、
ま
ず
そ
れ
か
ら
検
討
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
滝
川
氏
は
「
御
息
所
と
作

す
宣
旨
を
為つ
く

る
べ
き
別
当
也
」
と
訓
読
し
、「（
そ
の
菅
根
は
穏
子
を
）
御
息
所

と
す
る
た
め
の
宣
旨
の
責
任
者
で
あ
る
」
と
口
語
訳
す
る
が
、「
取
り
あ
え
ず

は
、
穏
子
入
内
と
関
わ
ら
せ
て
読
解
し
た
が
、
女
御
宣
下
の
官
符
を
制
作
す
る

責
任
者
の
こ
と
を
、
果
た
し
て
「
別
当
」
と
呼
ぶ
の
か
と
い
う
疑
問
も
あ
り
、

こ
の
推
測
は
、
憶
測
に
留
め
る
他
な
い（

22
）」

と
結
ん
で
い
る
。

　

問
題
と
な
る
の
は
「
別
当
」
に
つ
い
て
の
理
解
で
あ
る
。
滝
川
氏
は
、
女
御

の
宣
旨
に
つ
い
て
、
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
大
永
本
『
西
宮
記
』
第
九
、
臨
時
、
宣

旨
事（

23
）の

、

　

一
、
親
王
・
女
御
・
一
世
源
氏
等
事
。

　
　

上
卿
奉
勅
仰
弁
官
。
但
、
至
于
親
王
・
女
御
等
事
、
即
日
外

　
　

戚
公
卿
以
下
、
於
射
場
殿
、
奏
賀
由
拝
舞
。

を
挙
げ
、
弁
官
に
命
令
が
下
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
穏
子
の
女

御
宣
下
に
つ
い
て
の
文
書
は
残
っ
て
い
な
い
も
の
の
、『
皇
室
制
度
史
料　

后

妃
四（

24
）』

に
お
い
て
、『
諸
官
符
案
宣
旨
方
』
に
女
御
宣
下
を
中
務
・
大
蔵
・
宮

内
三
省
に
伝
達
す
る
太
政
官
符
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
（
時
代
の

近
い
も
の
と
し
て
藤
原
佳
珠
子
を
女
御
と
す
る
貞
観
十
五
年
十
一
月
二
十
六
日
太
政

官
符
を
例
示
）、
藤
原
菅
根
は
延
喜
元
年
三
月
十
五
日
に
権
左
中
弁
に
な
っ
て

い
る
（『
公
卿
補
任
』
延
喜
八
年
条
）
か
ら
、
延
喜
元
年
三
月
に
女
御
と
な
っ
た

穏
子
の
女
御
宣
下
の
責
任
者
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
述
べ
る（

25
）。

穏
子
の
女

御
宣
下
が
通
説
通
り
延
喜
元
年
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
私
見
の
よ
う
に
同
二
年
と
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見
る
に
せ
よ
、
当
時
の
弁
官
官
人
の
陣
容
か
ら
見
て
、
菅
根
が
上
卿
か
ら
の
仰

せ
を
承
っ
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
だ
ろ
う
。
但
し
、
そ
の
役
目
を
「
別
当
」

と
呼
ん
だ
と
い
う
確
実
な
根
拠
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

こ
こ
で
、
女
御
宣
下
を
伝
達
す
る
太
政
官
符
の
作
成
に
つ
い
て
、『
皇
室
制

度
史
料　

后
妃
四
』
第
五
章
第
二
節
、
九
七
頁
の
解
説
を
参
照
す
る
と
、

西
宮
記
や
北
山
抄
に
は
、
上
卿
が
勅
を
奉
じ
て
女
御
と
定
め
る
由
を
弁
官

に
仰
せ
下
し
、
さ
ら
に
太
政
官
符
を
作
ら
せ
、
親
族
に
よ
る
奏
慶
が
行
わ

れ
る
と
見
え
、
こ
れ
ら
の
儀
は
実
例
に
於
い
て
も
鎌
倉
時
代
末
ま
で
特
に

変
更
は
な
か
っ
た
。

と
あ
る
。
典
拠
史
料
を
参
照
す
る
と
、『
西
宮
記
』
に
限
っ
て
も
、
大
永
本
第

七
、
臨
時
の
「
一
、
初
以
皇
子
為
親
王
事（

26
）」、

第
九
、
臨
時
、
諸
宣
旨
の
「
親

王
女
御
源
氏
事（

27
）」
に
も
同
趣
旨
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き

る
。
さ
ら
に
、
同
書
の
導
き
を
受
け
、
第
五
章
第
三
節
（
女
御
の
待
遇
）、
一
九

五
頁
の
解
説
を
参
照
す
る
と
、

女
御
は
其
の
宣
下
の
前
後
に
家
司
を
定
め
る
の
を
例
と
し
た
。（
中
略
）

な
お
西
宮
記
に
は
、
当
代
親
王
の
勅
別
当
と
同
じ
く
、
女
御
に
も
、
上
卿

が
勅
を
奉
じ
て
宣
旨
を
作
ら
せ
、
別
当
を
任
命
す
る
と
し
、
天
慶
九
年
左

少
弁
菅
原
在
躬
を
女
御
藤
原
某
の
別
当
と
な
し
、
官
よ
り
仰
せ
下
し
た
例

を
挙
げ
て
い
る
。

と
あ
り
、
典
拠
史
料
と
し
て
、
壬
生
本
『
西
宮
記
』
臨
時
一
、
諸
宣
旨
、

当
代
親
王
勅
別
当
上
卿
奉
勅
給
弁
、
々

仰
史
令
書
宣
旨
、

女
御
同
之
、
天
慶
九
年
以
左
少
弁
在
躬
為
（
28
）　　

女
御
藤（

ア
キ
マ
ヽ
）

子
別
当
、
自
官　
仰
下
、

が
掲
出
さ
れ
て
い
る
（
二
五
二
頁
）。

　

天
慶
九
年
（
九
四
六
）
の
補
任
例
に
つ
い
て
、『
大
日
本
史
料
』
第
一
編
之

八
、
七
四
九
頁
を
参
照
す
る
と
、『
西
宮
記
』
臨
時
一
、
諸
宣
旨
の
該
当
部
分

は
「
天
慶
九
年
、
以
左
少
弁
在
躬
、
為
女
御
藤
原
述
子
別
当
、
自
官 

仰
下
、
」
と
引
用

さ
れ
、「
藤
原
述
子
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
実
頼
の
娘
述
子
（
九
三
三

～
九
四
七
）
が
天
慶
九
年
十
二
月
（『
貞
信
公
記
』
は
二
十
五
日
、『
大
鏡
裏
書
』

は
二
十
六
日
、『
一
代
要
記
』
は
二
十
七
日
と
す
る
）
に
村
上
天
皇
の
女
御
に
な
っ

た
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、

左
少
弁
に
在
任
し
て
い
た
正
五
位
下
菅
原
在
躬
が
、
女
御
と
さ
れ
た
藤
原
述
子

の
勅
別
当
の
任
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　

女
御
に
弁
官
在
任
官
人
を
勅
別
当
と
し
て
付
け
る
こ
と
は
、
天
皇
が
そ
の
女

御
に
破
格
の
待
遇
を
与
え
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。『
皇

室
制
度
史
料　

后
妃
四
』
の
二
五
二
頁
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
、
壬
生
本
『
西
宮

記
』
臨
時
一
裏
書
の
、

康
保
四
年
三
月
廿
二
日
、
召
左
大
臣
定
云
々
、
山
城
守
為
輔
女
御
芳
子
家

別
当（

29
）、
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は
、
村
上
天
皇
の
女
御
で
あ
っ
た
芳
子
（
？
～
九
六
七
。
藤
原
師
尹
の
娘
。
女
御

宣
下
は
天
徳
二
年
〔
九
五
八
〕
十
月
二
十
八
日
〔『
日
本
紀
略
』・『
一
代
要
記
』・『
大

鏡
裏
書
』〕）
が
、
康
保
四
年
（
九
六
七
）
三
月
二
十
二
日
に
山
城
守
藤
原
為
輔

を
別
当
と
し
て
付
け
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
同
年
五
月
二
十
五
日
に
村

上
天
皇
が
崩
御
す
る
直
前
の
人
事
で
あ
り
、
芳
子
が
女
御
宣
下
の
時
に
ど
の
よ

う
な
官
人
を
別
当
と
し
て
付
け
ら
れ
た
か
を
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
弁
官

在
任
者
と
山
城
守
在
任
者
と
で
は
、
大
き
な
格
の
違
い
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う（

30
）。

　

以
上
の
よ
う
な
、『
西
宮
記
』
の
記
述
と
、
村
上
朝
時
代
に
女
御
付
の
役
職

と
し
て
補
任
さ
れ
た
勅
別
当
の
事
例
を
参
照
す
る
と
、【
三
】
の
「
可
為
作
御

息
所
宣
旨
別
当
也
」
に
つ
い
て
は
、「
作
」
の
字
を
除
い
て
「
御
息
所
の
宣
旨

別
当
と
為
す
べ
き
な
り
」
と
訓
読
し
、
醍
醐
天
皇
が
そ
こ
に
込
め
た
意
を
次
の

よ
う
に
取
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
女
御
穏
子
の
宣
旨
別
当

（
＝
『
西
宮
記
』
の
勅
別
当
）
に
補
す
こ
と
を
内
定
し
て
い
た
藤
原
菅
根
で
あ
る

が
ゆ
え
に
、
穏
子
の
居
所
飛
香
舎
に
お
い
て
天
皇
の
来
臨
を
仰
い
で
催
さ
れ
て

い
る
藤
花
宴
の
場
で
、
時
平
が
醍
醐
天
皇
と
女
御
穏
子
を
祝
福
す
る
た
め
に
献

上
し
た
御
贄
を
受
け
取
り
、
御
厨
子
所
に
運
ぶ
役
目
を
与
え
た
の
で
あ
る
、

と
。「
作
」
の
字
を
活
か
そ
う
と
す
れ
ば
、
滝
川
氏
の
よ
う
に
訓
読
す
る
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
女
御
宣
下
の
官
符
を
制
作
す
る
責
任
者
を
「
別
当
」
と

呼
ぶ
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
解
消
し
な
い
の
で
、
勅
別
当
と
同
意
の
も
の
と

し
て
の
宣
旨
別
当
を
想
定
し
て
み
た
い
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
勅
別
当
の
本
官
の
軽
重
に
つ
い
て
上
述
し
た
点
か
ら
見
て
、
蔵
人
頭

権
左
中
弁
の
菅
根
を
女
御
穏
子
の
別
当
に
補
す
る
こ
と
は
、
穏
子
に
格
別
の
待

遇
を
与
え
る
意
味
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
女
御
家
別
当
が
穏
子
以
前
の
女
御
達

に
も
置
か
れ
て
い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

　

以
上
、（
一
）（
二
）
の
考
察
に
よ
り
、
藤
花
宴
で
時
平
の
献
上
し
た
御
贄
を

御
厨
子
所
に
下
す
役
目
を
務
め
た
菅
根
に
つ
い
て
、
醍
醐
天
皇
が
御
記
に
記
し

た
「
可
為
御
息
所
宣
旨
別
当
也
」
を
「
御
息
所
の
宣
旨
別
当
に
補
任
す
る
予
定

の
人
物
だ
か
ら
だ
」
と
解
釈
で
き
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。

　

で
あ
る
な
ら
ば
、
天
皇
が
そ
の
よ
う
に
書
く
文
脈
と
し
て
、
穏
子
女
御
宣
下

か
ら
一
年
後
の
宣
旨
別
当
の
新
設
ま
た
は
交
代
を
意
図
し
て
い
た
と
い
う
解

釈
、
あ
る
い
は
、
一
年
前
に
穏
子
を
女
御
に
し
た
時
の
宣
旨
を
奉
じ
た
の
が
菅

根
で
あ
っ
た
（「
作
」
の
一
字
を
活
か
す
）
こ
と
を
思
い
起
こ
し
た
と
い
う
解
釈

よ
り
も
、
次
の
よ
う
な
解
釈
の
方
が
合
理
的
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
入
内
し

て
女
御
宣
下
を
受
け
た
ば
か
り
の
（
あ
る
い
は
宣
下
を
受
け
る
当
日
の
）
穏
子
を

祝
福
す
る
こ
の
宴
の
時
点
で
、
彼
女
の
地
位
を
さ
ら
に
高
め
る
べ
く
宣
旨
別
当

を
補
任
し
よ
う
と
い
う
天
皇
と
時
平
の
合
意
が
で
き
て
い
た
の
で
あ
る
、
と
。

　
（
一
）（
二
）
の
考
察
の
前
で
述
べ
た
こ
と
の
繰
り
返
し
と
な
る
が
、
宴
の
次

第
⑥
に
見
え
る
、
中
宮
藤
原
温
子
か
ら
奉
ら
れ
た
「
銀
籠
二
捧
」
に
つ
い
て

も
、
天
皇
と
穏
子
の
二
人
へ
の
祝
福
と
し
て
は
、
女
御
宣
下
一
年
を
記
念
し
て

の
祝
意
と
い
う
よ
り
も
、
宣
下
そ
の
も
の
に
対
す
る
祝
意
が
込
め
ら
れ
て
い
た

と
理
解
す
る
方
が
実
相
に
か
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
る
。

そ
し
て
そ
の
祝
意
と
は
、
醍
醐
天
皇
の
養
母
と
し
て
中
宮
の
身
位
を
与
え
ら
れ

た
温
子
か
ら
、
天
皇
の
女
御
に
迎
え
ら
れ
、
い
ず
れ
は
皇
子
を
儲
け
る
と
い
う

輝
か
し
い
未
来
を
期
待
さ
れ
て
い
る
穏
子
に
対
す
る
、
同
じ
藤
原
摂
関
家
出
身
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の
キ
サ
キ
と
し
て
の
祝
意
で
あ
っ
た
と
考
え
た
い
。

結
び
に
代
え
て

　

延
喜
二
年
三
月
二
十
日
の
飛
香
舎
藤
花
宴
の
関
係
史
料
を
解
釈
し
、
憶
測
を

加
え
つ
つ
、
政
治
史
的
考
察
を
行
っ
た
。
そ
の
内
容
は
第
三
章
で
述
べ
た
こ
と

の
繰
り
返
し
と
な
る
の
で
差
し
控
え
る
。

　

こ
こ
で
、
穏
子
が
入
内
し
、
女
御
と
さ
れ
る
経
緯
に
つ
い
て
、
筆
者
の
見
通

し
を
述
べ
て
お
こ
う
。

　

穏
子
入
内
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
須
田
春
子
氏
は
延
喜
元
年
と
述
べ
（
延
喜

元
年
三
月
に
穏
子
が
女
御
宣
下
を
受
け
た
と
す
る
通
説
的
理
解
に
基
づ
く
の
で
あ
ろ

う（
31
））、

角
田
文
衞
氏
は
昌
泰
二
年
夏
頃
と
推
定
し（

32
）、

島
田
と
よ
子
氏
は
、
α
宇

多
上
皇
が
出
家
し
（
昌
泰
二
年
十
月
二
十
四
日
）、
さ
ら
に
班
子
女
王
が
崩
御

（
昌
泰
三
年
四
月
一
日
）
し
て
以
後
の
法
皇
の
「
山
踏
み
」（
七
月
金
峰
山
、
十
月

高
野
山
参
詣
）
の
間
に
乗
じ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
可
能
性
と
、
β
菅
原
道
真
左

遷
（
延
喜
元
年
正
月
二
十
五
日
）
直
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
可
能
性
の
両
論
を
併

記
す
る（

33
）。

　

穏
子
入
内
の
実
現
過
程
に
つ
い
て
は
、
各
論
者
と
も
、『
九
暦
』
天
暦
四
年

六
月
十
五
日
条
（『
御
産
部
類
記
』
冷
泉
院
所
収
逸
文
）
に
見
え
る
、
藤
原
師
輔

が
村
上
天
皇
に
上
奏
し
た
立
太
子
の
先
例
に
注
目
し
て
い
る
。
保
明
親
王
立
太

子
一
件
に
含
ま
れ
て
い
る
穏
子
入
内
の
経
緯
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　

醍
醐
天
皇
が
元
服
を
加
え
た
日
（
寛
平
九
年
〔
八
九
七
〕
七
月
三
日
。
同
日
、

天
皇
踐
祚
）
の
夜
、
班
子
女
王
の
娘
為
子
内
親
王
と
穏
子
の
双
方
が
入
内
し
よ

う
と
し
た
が
、
宇
多
上
皇
が
母
班
子
女
王
の
命
を
受
け
て
穏
子
の
入
内
を
停
め

た
。
そ
の
後
為
子
内
親
王
（
寛
平
九
年
七
月
二
十
五
日
に
三
品
に
叙
し
て
妃
と
さ

れ
た
）
が
勧
子
内
親
王
を
出
産
し
て
薨
去
し
て
し
ま
う
（
昌
泰
二
年
〔
八
九
九
〕

三
月
十
四
日
。
同
月
二
十
一
日
に
一
品
を
贈
る
）
の
で
あ
る
が
、
女
王
は
穏
子
の

母
（
人
康
親
王
の
娘
）
の
冤
霊
が
こ
の
妖
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
浮
説
を
聞
き

付
け
、
重
ね
て
穏
子
の
入
内
を
停
め
た
。
し
か
し
、
時
平
は
計
略
を
廻
ら
せ
て

入
内
を
実
現
し
、
上
皇
は
怒
っ
た
も
の
の
差
し
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
穏
子
は

幾
程
を
経
ず
し
て
皇
子
（
崇
象
親
王
〔
の
ち
保
明
親
王
と
改
名
〕）
を
出
産
し
た
。

　

角
田
氏
は
、
為
子
内
親
王
薨
去
か
ら
班
子
女
王
に
よ
る
再
度
の
穏
子
入
内
妨

害
ま
で
の
推
移
を
比
較
的
短
期
間
と
見
て
、
昌
泰
二
年
夏
頃
入
内
と
推
定
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
島
田
氏
は
女
王
の
政
治
力
の
大
き
さ
を
重
視
し
て
昌
泰

三
年
四
月
一
日
の
女
王
崩
御
後
に
入
内
時
期
を
推
定
し
た
の
で
あ
る
。

　

筆
者
は
、
班
子
女
王
の
崩
御
に
加
え
て
、
昌
泰
四
年
正
月
二
十
五
日
の
菅
原

道
真
失
脚
に
よ
る
宇
多
上
皇
方
の
敗
北
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
上
述

し
た
先
行
研
究
の
中
で
は
島
田
氏
の
β
が
合
理
的
で
あ
る
と
思
う
。
そ
こ
で
、

『
日
本
紀
略
』
と
『
大
鏡
裏
書
』
の
延
喜
元
年
三
月
穏
子
女
御
宣
下
の
記
述
に

疑
問
の
余
地
が
な
け
れ
ば
、
入
内
も
そ
の
頃
と
推
定
す
る
こ
と
が
穏
当
で
あ
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
本
稿
の
考
察
に
よ
っ
て
女
御
宣
下
の
年
月
に
関
す
る

疑
問
を
提
起
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

　

筆
者
は
さ
ら
に
、
穏
子
の
入
内
時
期
に
つ
い
て
も
延
喜
二
年
三
月
か
そ
れ
を

遠
く
は
遡
ら
な
い
頃
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
入
内
の
妨
げ
と
な

る
条
件
が
延
喜
元
年
正
月
に
除
去
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
翌
年
ま
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で
遅
れ
る
と
推
測
す
る
こ
と
に
は
疑
問
が
持
た
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
道
真
の
失
脚
に
対
し
て
宇
多
上
皇
が
醍
醐
天
皇
の
翻
意
を
促
そ
う
と
参
内

し
た
も
の
の
面
会
が
か
な
わ
な
か
っ
た
（『
日
本
紀
略
』
延
喜
元
年
正
月
三
十
日
、

二
月
一
日
条
。『
扶
桑
略
記
』
は
正
月
二
十
五
日
条
と
し
て
記
す
）
こ
と
も
あ
り
、

上
皇
と
天
皇
の
緊
張
関
係
の
緩
和
に
は
相
当
程
度
の
冷
却
期
間
が
必
要
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
天
皇
と
時
平
に
と
っ
て
、
機
が
熟
し
つ

つ
あ
る
と
感
じ
た
の
は
延
喜
二
年
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
、
女
御
宣
下
も
済

ま
せ
、
穏
子
の
居
所
飛
香
舎
で
の
藤
花
宴
挙
行
と
い
う
形
で
実
を
結
ん
だ
の
が

三
月
二
十
日
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

最
後
に
、
上
記
の
『
九
暦
』
の
記
事
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
筆
者
も
班
子

女
王
の
崩
御
を
穏
子
入
内
を
妨
げ
る
重
大
要
因
の
解
消
と
評
価
し
た
。
宇
多
上

皇
・
女
王
方
と
時
平
・
穏
子
方
の
宿
命
的
な
対
立
は
確
か
に
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ

う
。
し
か
し
な
が
ら
、『
九
暦
』
の
記
事
が
全
て
真
実
を
伝
え
て
い
る
と
考
え

る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
だ
と
も
感
じ
て
い
る
。
師
輔
自
身
が
保
明
親
王

立
太
子
一
件
に
つ
い
て
「
延
喜
天
皇
雖
存
旧
例
為
恐
法
皇
之
命
、
不
敢
及
其

儀
。
贈
太
政
大
臣
見
此
気
色
、
相
議
上
表
也
」
と
続
け
た
上
で
、「
此
事
不
見

文
簿
、
又
雖
乏
相
知
之
人
、
昔
側
所
伝
承
也
」
と
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

穏
子
入
内
を
め
ぐ
る
政
治
情
勢
に
つ
い
て
は
、
問
題
と
な
る
年
ご
と
に
穏
子
の

年
齢
、
宇
多
上
皇
・
班
子
女
王
・
醍
醐
天
皇
・
時
平
の
力
関
係（

34
）を
総
合
的
に
考

え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る（

35
）。

補
説
─
─
醍
醐
朝
の
藤
花
宴
和
歌
に
つ
い
て
─
─

　

論
旨
の
軸
か
ら
外
れ
る
た
め
に
、
本
稿
の
基
本
史
料
三
点
（
第
一
章
参
照
）

か
ら
除
い
た
、
醍
醐
朝
の
藤
花
宴
で
詠
ま
れ
た
と
さ
れ
る
和
歌
に
つ
い
て
、
滝

川
氏
の
考
察（

36
）に

学
び
つ
つ
検
討
す
る
。

○
『
新
古
今
和
歌
集
』
所
収
の
醍
醐
天
皇
の
和
歌

　

元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）
成
立
の
『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
第
二
、
春
歌
下

に
、「
飛
香
舎
に
て
、
藤
花
宴
侍
り
け
る
に
」
を
詞
書
と
す
る
「
延
喜
御
歌
」、

「
か
く
て
こ
そ
見
ま
く
ほ
し
け
れ
万
代
を
か
け
て
に
ほ
へ
る
藤
浪
の
花
」
が
収

め
ら
れ
て
い
る
（
一
六
三
番
歌（

37
））。

○
醍
醐
天
皇
・
藤
原
兼
茂
・
同
敏
行
の
和
歌

　

建
長
三
年
（
一
二
五
一
）
成
立
と
推
定
さ
れ
て
い
る
真
観
（
藤
原
光
俊
）
の

私
撰
集
『
秋
風
和
歌
集
』
巻
第
二
、
春
歌
下
に
、「
藤
花
の
宴
せ
さ
せ
た
ま
け

る
と
き
よ
ま
せ
た
ま
け
る
」
を
詞
書
と
す
る
、「
む
ら
さ
き
に
に
ほ
ふ
藤
波
立

ち
か
へ
り
け
ふ
の
名
残
は
あ
す
ぞ
と
ふ
べ
き
」（「
延
喜
の
み
か
ど
の
お
ほ
み
う

た
」）、「
む
ら
さ
き
の
い
と
か
け
み
だ
り
さ
く
花
も
を
る
人
な
く
は
に
ほ
は
ざ

ら
ま
し
」（「
右
兵
衛
の
か
み
兼
茂
の
朝
臣
」）、「
藤
の
花
か
ぜ
ふ
か
ぬ
よ
は
む
ら

さ
き
の
く
も
た
ち
さ
ら
ぬ
と
こ
ろ
と
ぞ
見
る
」（「
ふ
ぢ
は
ら
の
と
し
ゆ
き
の
あ
そ

ん
」）、
以
上
三
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
［
一
二
〇
～
一
二
二
］。
敏
行
の
作
は
、

延
文
四
年
（
一
三
五
九
）
成
立
の
『
新
千
載
和
歌
集
』
巻
第
二
、
春
歌
下
に
、
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「
延
喜
御
時
飛
香
舎
藤
宴
に
よ
め
る
」
を
詞
書
と
し
て
「
藤
の
花
風
を
さ
ま
れ

る
紫
の
雲
た
ち
さ
ら
ぬ
と
こ
ろ
と
ぞ
み
る
」
と
見
え
て
い
る
［
一
七
九
］。

　

以
上
か
ら
、
こ
れ
ら
三
首
が
「
延
喜
御
時
飛
香
舎
藤
宴
」
で
詠
ま
れ
た
こ
と

に
な
る
が
、
敏
行
の
没
年
に
つ
い
て
、『
古
今
和
歌
集
目
録
』
の
伝
の
記
載

「
延
喜
七
年
卒
、
家
伝
云
、
昌
泰
四
年
卒
」
か
ら
昌
泰
四
年
（
延
喜
元
年
）
を

是
と
す
る
村
瀬
敏
夫
氏
の
指
摘（

38
）

が
あ
り
、
そ
の
点
が
問
題
と
な
る
。
滝
川
氏

は
、『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
六
、
哀
傷
歌
に
敏
行
の
死
去
を
悼
む
紀
友
則
の

和
歌
が
あ
り
［
八
三
三
］、
そ
の
友
則
の
死
を
悼
む
紀
貫
之
・
壬
生
忠
岑
の
和

歌
も
収
め
ら
れ
て
い
る
［
八
三
八
・
八
三
九
］
こ
と
か
ら
、『
古
今
和
歌
集
』
完

成
時
に
没
し
て
い
た
ら
し
い
友
則
よ
り
も
先
行
す
る
敏
行
の
没
年
に
つ
い
て

は
、
昌
泰
四
年
説
を
支
持
し
、
敏
行
の
延
喜
二
年
藤
花
宴
参
列
を
否
定
す
る
。

そ
し
て
、
敏
行
の
藤
花
宴
和
歌
の
存
在
は
、
延
喜
二
年
以
前
の
醍
醐
朝
に
藤
花

宴
が
開
か
れ
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
示
す
と
す
る
。

　

し
か
し
、『
古
今
和
歌
集
』
に
つ
い
て
は
、
延
喜
五
年
に
編
集
が
開
始
さ
れ

た
の
か
、
そ
れ
と
も
完
成
し
た
の
か
と
い
う
問
題
や
、
延
喜
五
年
以
後
の
作
品

が
加
え
ら
れ
て
い
く
過
程
に
つ
い
て
の
問
題
が
あ
る
。
従
っ
て
、
同
集
が
延
喜

五
年
に
成
立
し
た
こ
と
を
以
て
、
敏
行
の
卒
去
年
は
延
喜
七
年
で
は
あ
り
得

ず
、
昌
泰
四
年
と
見
る
べ
き
で
あ
る
、
と
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
敏
行
が
延
喜
二
年
に
存
命
で
あ
っ
た
可
能
性
を
積
極
的
に
否
定

す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
。

　

兼
茂
に
つ
い
て
は
、『
古
今
和
歌
集
目
録
』
に
、
蔵
人
左
衛
門
大
尉
か
ら
昌

泰
四
年
正
月
七
日
に
叙
爵
、
同
年
二
月
に
昇
殿
、
延
喜
二
年
二
月
二
十
三
日
に

左
衛
門
佐
に
任
官
し
た
と
あ
り
（
国
史
大
系
本
『
公
卿
補
任
』
延
喜
二
十
三
年
条

に
は
「
昌
泰
二
正
七
従
五
下
。
同
二
月
廿
七
日
昇
殿
（
如
元
）」
と
あ
り
、
叙
爵
・
昇

殿
は
昌
泰
二
年
と
な
る
。
但
し
、「
昌
泰
二
」
に
は
九
条
家
本
に
よ
る
傍
注
「
四
く
」

が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
昌
泰
四
年
と
な
る
）、
延
喜
二
年
三
月
二
十
日
の
藤
花

宴
に
参
加
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
（
右
兵
衛
督
在
任
は
後
の
こ
と
で
、
十
九
年

九
月
十
三
日
～
延
長
元
年
正
月
二
十
一
日
）。

○
藤
原
定
方
の
和
歌

　
『
三
条
右
大
臣
集
』
に
、「
延
喜
御
時
、
ふ
ぢ
つ
ぼ
に
て
は
な
の
宴
せ
さ
せ
給

ひ
け
る
に
よ
み
た
ま
へ
り
け
る
」
を
詞
書
と
す
る
「
君
ま
せ
ば
く
も
ゐ
に
に
ほ

ふ
ふ
ぢ
の
花
こ
こ
に
た
ち
ま
ひ
を
ら
ん
と
は
お
も
ふ
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る

［
五
］。
こ
の
作
は
、
永
享
十
一
年
（
一
四
三
九
）
成
立
の
『
新
続
古
今
和
歌
集
』

巻
第
二
、
春
歌
下
に
も
、「
延
喜
御
時
藤
壺
に
て
藤
花
の
宴
せ
さ
せ
給
う
け
る

に
つ
か
う
ま
つ
り
け
る
」
を
詞
書
と
す
る
「
三
条
右
大
臣
」
の
「
君
ま
せ
ば
雲

井
に
に
ほ
ふ
藤
の
花
こ
こ
に
た
ち
ま
ひ
を
ら
ん
と
ぞ
思
ふ
」
と
し
て
収
め
ら
れ

て
い
る
［
一
九
七
］。

　

以
上
の
五
首
が
、
延
喜
二
年
の
藤
花
宴
で
詠
ま
れ
た
可
能
性
の
あ
る
作
品
で

あ
る
。
以
下
の
二
首
は
、
詞
書
に
「
延
喜
御
時
」
に
「
飛
香
舎
に
て
藤
の
花
の

宴
」・「
藤
壺
の
藤
の
花
の
宴
」
で
詠
ま
れ
た
と
あ
っ
て
も
、
先
学
が
指
摘
し
て

い
る
通
り
、
延
喜
二
年
の
作
と
は
見
な
し
が
た
い
作
品
で
あ
る
。
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○
藤
原
実
頼
・
同
国
章
の
和
歌

　

長
徳
三
年
（
九
九
七
）
成
立
と
推
定
さ
れ
て
い
る
『
拾
遺
抄
』
巻
第
九
、
雑

上
に
、「
延
喜
御
時
に
藤
つ
ぼ
に
て
藤
花
の
宴
せ
さ
せ
給
ひ
け
る
に
殿
上
の
を

の
こ
ど
も
わ
か
つ
か
う
ま
つ
り
け
る
に
」
を
詞
書
と
す
る
「
蔵
人
国
章
」
の

「
藤
の
は
な
み
や
の
う
ち
に
は
む
ら
さ
き
の
く
も
か
と
の
み
ぞ
あ
や
ま
た
れ
け

る
」、「
延
喜
御
時
、
飛
香
舎
に
て
藤
花
の
宴
あ
り
け
る
に
、
人
人
わ
か
つ
か
ま

つ
り
け
る
に
」
を
詞
書
と
す
る
「
小
野
宮
大
臣
」
の
「
う
す
く
こ
く
み
だ
れ
て

さ
け
る
ふ
ぢ
の
花
ひ
と
し
き
色
は
あ
ら
じ
と
ぞ
お
も
ふ
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る

［
四
〇
〇
・
四
〇
二
］。
こ
の
二
首
は
、
寛
弘
二
年
（
一
〇
〇
五
）
か
三
年
頃
成
立

と
推
定
さ
れ
て
い
る
『
拾
遺
和
歌
集
』
に
も
所
収
。
実
頼
の
和
歌
は
、
巻
第

二
、
夏
に
、「
延
喜
御
時
、
飛
香
舎
に
て
藤
の
花
の
宴
侍
り
け
る
時
に
」
を
詞

書
と
す
る
「
小
野
宮
太
政
大
臣
」
の
作
［
八
六
］、
国
章
の
和
歌
は
、
巻
第
十

六
、
雑
春
に
、「
延
喜
御
時
、
藤
壺
の
藤
の
花
の
宴
せ
さ
せ
給
ひ
け
る
に
、
殿

上
の
を
の
こ
ど
も
う
た
つ
か
う
ま
つ
り
け
る
に
」
を
詞
書
と
す
る
「
皇
太
后
宮

権
大
夫
国
章
」
の
作
［
一
〇
六
八
］
と
し
て
見
え
る
（
と
も
に
和
歌
は
同
じ
）。

実
頼
の
和
歌
は
『
清
慎
公
集
』
に
も
「
延
喜
御
時
、
飛
香
舎
に
て
藤
宴
あ
り
し

に
」
を
詞
書
と
す
る
作
［
一
］
と
し
て
見
え
る
（
和
歌
は
同
じ
）。

　

ま
ず
、
実
頼
の
和
歌
に
つ
い
て
。
滝
川
氏
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
小

町
谷
照
彦
氏
校
注
）
が
「
延
喜
二
年
（
九
〇
二
）
三
月
二
十
日
の
宴
が
知
ら
れ
る

が
、
こ
の
時
作
者
の
藤
原
実
頼
は
三
歳
で
、
歌
を
詠
む
の
は
無
理
か
。
村
上
朝

の
天
暦
三
年
（
九
四
九
）
四
月
十
二
日
の
宴
も
盛
儀
で
あ
っ
た（

39
）」
と
注
釈
す
る

の
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
実
頼
は
「
醍
醐
朝
の
末
年
延
長
七
年
に
は
三
十
一
歳
で

あ
り
、
醍
醐
朝
後
半
に
お
い
て
藤
花
宴
が
開
催
さ
れ
て
い
れ
ば
、
参
加
は
可
能

で
あ
ろ
う
」（
実
頼
三
十
一
歳
の
年
は
正
し
く
は
延
長
八
年
で
あ
る
―
古
藤
注
）
と

述
べ
て
い
る（

40
）。

　

筆
者
に
は
実
頼
の
和
歌
が
醍
醐
朝
の
作
で
あ
る
か
、
村
上
朝
の
作
で
あ
る
か

を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
醍
醐
朝
に
お
け
る
延
喜
二
年
以
外
の
藤
花

宴
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
き
た
い
。

　

第
一
は
、『
公
忠
集
』（
平
安
中
期
成
立
と
さ
れ
る
）
と
『
玉
葉
和
歌
集
』（
正

和
元
年
〔
一
三
一
二
〕
成
立
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
、
源
公
忠
（
八
八
九
～
九
四

八
）
の
藤
花
宴
の
和
歌
「
色
ふ
か
く
匂
へ
る
ふ
ぢ
の
花
ゆ
ゑ
に
の
こ
り
す
く
な

き
春
を
こ
そ
思
へ
」
で
あ
る
。

　

そ
の
詞
書
は
、『
公
忠
集
』［
六
］
で
は
「
延
喜
八
年
三
月
廿
日
藤
壺
花
に（

41
）」、

『
玉
葉
和
歌
集
』
巻
第
二
［
二
七
八
］
で
は
「
延
長
八
年
三
月
藤
壺
に
て
藤
宴

せ
さ
せ
給
け
る
に
」
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
公
忠
集
』
に
つ
い
て
は
、

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
御
所
本
〔
五
〇
一
・
五
四
本
〕
で
は
「
延
喜
八
年
三
月
廿

二
日
ふ
ち
の
花
か
に（

42
）」、

藤
原
定
家
自
筆
本
系
統
の
写
本
で
は
「
延
喜
九
年
三

月
廿
二
日
ふ
ち
つ
ほ
の（

43
）」

と
な
っ
て
い
る
。

　
『
公
忠
集
』
の
詞
書
が
記
す
詠
進
年
月
日
に
つ
い
て
、
右
に
紹
介
し
た
有
力

写
本
は
「
延
喜
八
年
三
月
廿
日
」「
延
喜
八
年
三
月
廿
二
日
」「
延
喜
九
年
三
月

廿
二
日
」
と
し
て
い
る
。
新
藤
協
三
・
河
合
謙
治
・
藤
田
洋
治
三
氏
の
研
究（

44
）に

よ
れ
ば
、『
玉
葉
和
歌
集
』
の
詞
書
「
延
長
八
年
三
月
」
と
合
致
す
る
の
は
、

陽
明
文
庫
所
蔵
本
〔
サ
・
六
八
本
〕・
正
保
版
本
歌
仙
家
集
本
の
「
延
長
八
年
三
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月
廿
三
日
、
藤
つ
ほ
の
藤
の
賀
に
」
で
あ
る
。
群
書
類
従
本
『
公
忠
朝
臣
集
』

も
同
じ
で
あ
り
、『
大
日
本
史
料
』
第
一
編
之
六
、
二
四
四
～
二
四
五
頁
、
延

長
八
年
三
月
二
十
三
日
条
「
藤
花
宴
」
が
、『
公
忠
朝
臣
集
』
か
ら
「
延
長
八

年
三
月
廿
三
日
、
藤
壺
の
藤
の
賀
に
」
を
詞
書
と
す
る
「
色
深
く
に
ほ
へ
る
藤

の
花
ゆ
ゑ
に
残
り
す
く
な
き
春
を
社
お
も
へ
」
を
収
め
て
い
る
の
は
、
こ
う
し

た
本
文
に
拠
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
『
三
十
六
人
歌
仙
伝
』
の
公
忠
伝
は
「
延
喜
十
一
年
正
月
廿
二
日
昇
殿
、
廿

三
、」
か
ら
の
経
歴
を
伝
え
て
い
る
の
で
、
彼
が
藤
花
宴
で
和
歌
を
詠
進
し
た
年

次
と
し
て
は
延
長
八
年
（
九
三
〇
）
と
見
る
方
が
穏
当
で
は
あ
ろ
う（

45
）。

し
か

し
、『
公
忠
集
』
の
原
型
を
伝
え
る
と
さ
れ
る
定
家
自
筆
本
系
統
の
写
本
の
影

印
本
が
刊
行
さ
れ
、
本
文
の
該
当
箇
所
に
つ
い
て
与
え
ら
れ
た
上
述
の
知
見
を

踏
ま
え
る
と
、
公
忠
二
十
・
二
十
一
歳
の
延
喜
八
・
九
年
の
作
品
で
あ
っ
た
可

能
性
も
な
お
考
慮
し
続
け
る
必
要
は
あ
る
だ
ろ
う
。

　

第
二
は
、『
西
宮
記
』
が
天
暦
三
年
四
月
十
二
日
の
藤
花
宴
に
つ
い
て
記
す

文
中（

46
）の

和
歌
詠
進
の
と
こ
ろ
に
「
次
献
題
、
維
時
、
大
臣
奏
准
延
長
例
」
と
見

え
る
「
延
長
例
」
で
あ
る
。

　

第
一
の
史
料
と
し
て
挙
げ
た
源
公
忠
の
和
歌
が
延
長
八
年
の
作
で
あ
っ
た
と

す
れ
ば
、
こ
の
第
二
の
史
料
に
見
え
る
「
延
長
例
」
が
そ
れ
と
同
じ
時
の
こ
と

を
指
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
し
、
実
頼
の
和
歌
が
醍
醐
朝
の
作
で
あ
る
と
す

る
と
、
そ
れ
も
延
長
八
年
の
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

次
に
国
章
の
和
歌
に
つ
い
て
。
滝
川
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。『
日
本
紀

略
』
寛
和
元
年
（
九
八
五
）
六
月
二
十
三
日
条
に
従
三
位
皇
太
后
宮
権
大
夫
で

薨
去
し
た
こ
と
が
見
え
る
藤
原
国
章
の
享
年
記
載
「
六
十
七
。

或
七
十
五
。
」
か
ら
、
国
章
は

延
喜
十
九
年
ま
た
は
延
喜
十
一
年
生
ま
れ
で
あ
る
。
従
っ
て
、
延
喜
二
年
は
誕

生
前
で
論
外
と
な
り
、
延
喜
十
一
年
生
ま
れ
で
あ
っ
た
と
し
て
も
醍
醐
朝
末
年

に
よ
う
や
く
二
十
歳
で
あ
る
か
ら
、
同
朝
の
藤
花
宴
へ
の
出
席
は
困
難
で
あ

り
、『
拾
遺
和
歌
集
』
の
詞
書
か
作
者
名
に
誤
り
が
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う（

47
）、

と
。
な
お
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
拾
遺
和
歌
集
』
の
注
釈
は
「
延

喜
二
年
（
九
〇
二
）
三
月
二
十
日
の
藤
花
宴
（
日
本
紀
略
）
で
詠
ま
れ
た
歌
と

す
る
と
、
作
者
の
藤
原
国
章
は
年
齢
が
合
わ
な
い
。
村
上
天
皇
の
御
代
、
天
暦

三
年
（
九
四
九
）
四
月
十
二
日
の
藤
花
宴
に
詠
ま
れ
た
歌
か
」
と
述
べ
て
い
る（

48
）。

　

国
章
が
延
喜
十
一
年
生
ま
れ
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
先
述
し
た
延
長
八
年
三

月
二
十
三
日
の
藤
花
宴
の
時
に
、
彼
は
二
十
歳
に
達
し
て
お
り
、
参
列
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
は
な
い
。
し
か
し
、
筆
者
と
し
て
も
、
国
章
の
藤
花
宴
で
の
和

歌
を
醍
醐
朝
で
の
こ
と
と
見
る
の
は
難
し
い
と
考
え
る
。
何
故
な
ら
ば
、
国
章

は
『
本
朝
世
紀
』
天
慶
八
年
（
九
四
五
）
十
二
月
十
日
条
に
省
試
及
第
の
こ
と

が
記
さ
れ
、『
西
宮
記
』
の
二
月
十
一
日
列
見
の
天
慶
十
年
二
月
十
一
日
の
勘

物
に
「
内
記
藤
原
国
章
」
と
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。『
拾
遺
抄
』
の
詞
書
に

「
蔵
人
国
章
」
と
見
え
る
こ
と
が
詠
進
当
時
の
蔵
人
在
職
を
示
し
て
い
る
と
す

る
と
、
内
記
在
任
の
前
後
の
頃
か
ら
蔵
人
に
在
職
し
て
い
た
と
考
え
る
の
が
穏

当
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
彼
が
藤
花
宴
で
和
歌
を
詠
進
し
た
年
月
日
と
し
て

は
、
天
暦
三
年
四
月
十
二
日
（
国
章
は
三
十
九
歳
ま
た
は
三
十
一
歳
）
を
有
力
視

す
る
の
が
や
は
り
穏
当
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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最
後
に
、
延
喜
二
年
作
の
可
能
性
の
あ
る
醍
醐
天
皇
の
和
歌
が
二
首
知
ら
れ

る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
滝
川
氏
が
説
い
た
よ
う
に
、
醍
醐
朝
の
藤
花

宴
に
つ
い
て
は
、
延
喜
二
年
以
外
に
も
行
わ
れ
た
こ
と
を
十
分
に
考
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
上
で
、
右
で
行
っ
た
考
察
を
踏
ま
え
、『
秋
風
和
歌

集
』
所
収
の
醍
醐
天
皇
・
藤
原
兼
茂
・
同
敏
行
の
作
が
同
じ
時
の
和
歌
で
あ

り
、
そ
れ
を
延
喜
二
年
三
月
二
十
日
の
作
で
あ
る
と
見
る
な
ら
ば
、『
新
古
今

和
歌
集
』
所
収
の
醍
醐
天
皇
の
和
歌
が
作
ら
れ
た
年
の
候
補
と
し
て
は
延
喜
八

年
・
同
九
年
・
延
長
八
年
が
候
補
に
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
（
勿

論
、
そ
れ
以
外
の
年
の
作
で
あ
る
可
能
性
を
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
）。

注（
１
）　

花
宴
巻
（
右
大
臣
家
の
宴
。
光
源
氏
が
朧
月
夜
の
君
と
再
会
）、
藤
裏
葉
巻
（
内

大
臣
家
の
宴
。
夕
霧
が
雲
居
雁
と
結
婚
）、
宿
木
巻
（
内
裏
の
宴
。
女
二
の
宮
の
婿
と

な
っ
た
薫
が
彼
女
を
自
ら
の
三
条
宮
に
引
き
取
る
に
際
し
、
彼
女
が
居
住
し
て
い
た
藤

壺
に
父
帝
が
渡
御
し
て
催
さ
れ
た
宴
）。

（
２
）　

橋
本
不
美
男
「
後
宮
曲
宴
と
和
歌
」（『
王
朝
和
歌　

資
料
と
論
考
』〔
笠
間
書

院
、
一
九
九
二
年
〕
所
収
。
初
出
一
九
七
三
年
）、
滝
川
幸
司
「
延
喜
二
年
飛
香
舎
藤

花
宴
を
め
ぐ
っ
て
」（『
天
皇
と
文
壇
―
―
平
安
前
期
の
公
的
文
学
―
―
』〔
和
泉
書

院
、
二
〇
〇
七
年
〕
所
収
。
初
出
二
〇
〇
四
年
）。
本
稿
の
考
察
が
両
氏
の
詳
細
な
考

証
か
ら
多
大
な
学
恩
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
銘
記
す
る
。

（
３
）　

注
（
２
）
前
掲
滝
川
論
文
、
三
五
二
～
三
五
四
頁
。

（
４
）　

延
喜
二
年
三
月
二
十
日
の
藤
花
宴
に
つ
い
て
記
す
『
西
宮
記
』
の
記
文
に
は
、

「
延
喜
二
年
三
月
廿
日
」
で
始
ま
る
テ
キ
ス
ト
と
「
延
喜
二
三
廿
」
で
始
ま
る
テ
キ
ス

ト
の
二
種
が
あ
る
。
前
者
は
、
活
字
本
で
は
改
定
史
籍
集
覧
本
三
八
四
頁
（
巻
十
五
臨

時
三
）、
神
道
大
系
本
五
六
一
～
五
六
二
頁
（
第
二
巻
（
臨
時
三
））、
影
印
本
で
は
尊

経
閣
善
本
影
印
集
成
６
西
宮
記
六
（
大
永
本
第
四
～
第
九
）
の
三
五
〇
～
三
五
一
頁

（
第
九
）
に
掲
載
。
後
者
は
、
活
字
本
で
は
改
定
史
籍
集
覧
本
五
一
三
頁
（
巻
二
十
臨

時
八
）、
故
実
叢
書
本
第
二
の
五
〇
頁
（
巻
八
）、
神
道
大
系
本
五
八
八
頁
（
臨
時
四
）、

影
印
本
で
は
宮
内
庁
書
陵
部
本
影
印
集
成
７
西
宮
記
三
の
四
六
頁
（
第
十
四
軸
）、
尊

経
閣
善
本
影
印
集
成
３
西
宮
記
三
（
巻
七
～
巻
十
（
乙
））
の
六
二
～
六
三
頁
（
巻
八

臨
時
乙
）、
同
６
西
宮
記
六
の
七
一
頁
（
第
五
）
に
掲
載
。
本
稿
で
提
示
し
た
テ
キ
ス

ト
は
そ
れ
ら
を
合
成
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
諸
本
を
厳
密
に
校
訂
す
る
こ
と
は

筆
者
の
能
く
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
の
で
、
参
照
文
献
を
紹
介
す
る
に
留
め
た
次
第
で

あ
る
。
な
お
、
改
定
史
籍
集
覧
・
故
実
叢
書
・
神
道
大
系
・
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
・

宮
内
庁
書
陵
部
本
影
印
集
成
に
つ
い
て
は
、
以
下
、
集
覧
・
故
実
・
神
道
・
尊
経
閣
影

印
・
書
陵
部
本
影
印
と
略
記
す
る
。

（
５
）　
『
河
海
抄
』
所
引
の
『
醍
醐
天
皇
御
記
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、『
河
海
抄
』
の
諸
刊
本

に
相
違
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
合
成
し
た
。
以
下
に
㋐
国
文
註
釈
全
書
『
河
海
抄
・

花
鳥
余
情
・
紫
女
七
論
』（
國
學
院
大
學
出
版
部
、
一
九
〇
八
年
）
の
四
二
三
～
四
二

四
頁
、
㋑
『
大
日
本
史
料
』
第
一
編
之
三
（
東
京
帝
國
大
學
文
學
部
史
料
編
纂
掛
、
一

九
二
五
年
）
の
八
〇
頁
、
㋒
玉
上
琢
彌
編
『
紫
明
抄
・
河
海
抄
』（
角
川
書
店
、
一
九

六
八
年
）
の
五
七
三
頁
、
㋓
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
第
七
一
巻
『
河
海
抄
伝

兼
良
筆
本
二
』（
天
理
大
学
出
版
部
、
一
九
八
五
年
）
の
四
二
三
～
四
二
四
頁
の
テ
キ
ス

ト
の
校
異
を
示
す
。
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飛
香
舎
藤
花
宴
事
：
㋓
に
は
「
花
」
な
し
。

　
　

三
月
廿
日
：
㋓
に
は
「
日
」
な
し
。

　
　

御
記
云
：
㋒
は
「
御
記
曰
」
と
す
る
。

　
　

於
飛
香
舎
藤
花
下
：
㋓
に
は
「
於
」
な
し
。

　
　

左
大
臣
執
献
物
：
㋓
に
は
「
左
大
臣
」
な
し
。

　
　

可
為
作
御
息
所
宣
旨
別
当
也
：
㋑
に
は
「
作
」
に
傍
注
「（
ナ
シ
イ
）」
あ
り
。

　
　

承�

和
遺
物
：
㋐
は
「
承
和
逢遺

イ

物
」、
㋑
は
「
承
和
舊

（
遺
イ
）物

」、
㋒
は
「
承
和
逢
物
〔
真
本

遺
物
〕」、
㋓
は
「
承
和
逢
物
」
と
す
る
。

　
　

酒
盃
間
：
㋐
は
「
酒
盃
同間

イ

」、
㋒
は
「
酒
盃
同
〔
真
本
間
〕」
と
す
る
。

　
　

管
絃
歌
舞
訖
：
㋐
㋒
㋓
は
「
管
絃
歌
舞
乱
」
と
す
る
。

（
６
）　

捧
物
は
貴
人
に
奉
る
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。『
伊
勢
物
語
』
七
十
七
段
に

見
え
る
、
安
祥
寺
で
修
さ
れ
た
藤
原
多
賀
幾
子
（
文
徳
天
皇
の
女
御
。
天
安
二
年
十
一

月
十
四
日
に
卒
し
た
こ
と
が
『
日
本
三
代
実
録
』
に
見
え
る
）
追
善
法
要
の
物
語
中
の

「
人
〴
〵
捧
げ
も
の
た
て
ま
つ
り
け
り
。
奉
り
あ
つ
め
た
る
物
、
千
捧
許
あ
り
。
そ
こ

ば
く
の
捧
げ
も
の
を
木
の
枝
に
つ
け
て
、
堂
の
前
に
た
て
た
れ
ば
…
…
」
と
い
う
記

述
、『
大
和
物
語
』
三
段
に
見
え
る
、
宇
多
法
皇
の
六
十
御
賀
の
た
め
に
京
極
御
息
所

藤
原
褒
子
が
源
清
蔭
に
「
さ
ゝ
げ
も
の
ひ
と
え
だ
」
の
献
上
を
求
め
た
と
い
う
記
述
な

ど
か
ら
、
捧
物
は
「
…
…
捧さ

さ
げ」
や
「
…
…
え
だ
」
と
数
え
ら
れ
、
木
の
枝
に
結
び
付
け

て
奉
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
橋
本
氏
は
「
藤
花
を
つ
け
た
銀
籠
二
」
と
解
釈
し
（
注

（
２
）
前
掲
橋
本
論
文
、
六
三
頁
）、
滝
川
氏
は
「
藤
花
に
付
す
」
と
訓
読
す
る
（
注

（
２
）
前
掲
滝
川
論
文
、
三
四
〇
頁
）
が
、
藤
花
宴
で
献
上
す
る
捧
物
に
相
応
し
く
、

見
事
な
花
を
付
け
た
藤
の
木
の
枝
二
本
に
銀
籠
を
一
個
ず
つ
結
び
つ
け
て
奉
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

（
７
）　

藤
木
邦
彦
「
藤
原
穏
子
と
そ
の
時
代
」（『
平
安
王
朝
の
政
治
と
制
度
』〔
吉
川
弘

文
館
、
一
九
九
一
年
〕
所
収
。
初
出
一
九
六
四
年
）、
角
田
文
衞
「
太
皇
太
后
穏
子
」

（
角
田
文
衞
著
作
集
第
六
巻
『
平
安
人
物
志
下
』〔
法
蔵
館
、
一
九
八
五
年
〕
所
収
。
初

出
一
九
六
六
年
）。

（
８
）　

須
田
春
子
『
平
安
時
代
後
宮
及
び
女
司
の
研
究
』（
千
代
田
書
房
、
一
九
八
二

年
）、
三
九
・
九
九
頁
。

（
９
）　

注
（
２
）
前
掲
橋
本
論
文
、
七
八
頁
。

（
10
）　

村
瀬
敏
夫
『
紀
貫
之
伝
の
研
究
』（
桜
楓
社
、
一
九
八
一
年
）、
第
二
章
古
今
集
の

撰
進
⑵
飛
香
舎
藤
花
宴
（
一
三
六
頁
）。

（
11
）　

田
中
喜
美
春
「
古
今
和
歌
集
の
形
成
」（
秋
山
虔
編
『
王
朝
文
学
史
』〔
東
京
大
学

出
版
会
、
一
九
八
四
年
〕
所
収
）、
五
七
頁
。

（
12
）　

木
村
茂
光
『「
国
風
文
化
」
の
時
代
』（
青
木
書
店
、
一
九
九
七
年
）、
Ⅳ
章
３
藤

原
氏
と
文
人
貴
族
「
飛
香
舎
藤
花
宴
と
古
今
和
歌
集
の
成
立
」（
一
八
八
頁
）。

（
13
）　

目
崎
徳
衛
「
平
安
時
代
初
期
に
お
け
る
奉
献
─
─
貴
族
文
化
成
立
論
の
一
視
角
と

し
て
」（『
平
安
文
化
史
論
』〔
桜
楓
社
、
一
九
六
八
年
〕
所
収
。
初
出
一
九
六
五
年
）。

（
14
）　

注
（
２
）
前
掲
滝
川
論
文
、
三
四
三
～
三
四
四
頁
。

（
15
）　

滝
川
氏
の
紹
介
に
学
び
つ
つ
、
管
見
に
入
っ
た
限
り
で
押
さ
え
て
お
く
。
延
喜
二

年
藤
花
宴
の
評
価
に
つ
い
て
、
山
口
博
・
橋
本
不
美
男
・
村
瀬
敏
夫
・
田
中
喜
美
春
各

氏
は
「
公
宴
」
の
語
を
用
い
て
論
じ
て
い
る
。
山
口
博
『
王
朝
歌
壇
の
研
究　

宇
多
醍

醐
朱
雀
朝
篇
』（
桜
楓
社
、
一
九
七
三
年
）
の
三
四
四
頁
、
注
（
２
）
前
掲
橋
本
論
文

の
八
〇
頁
、
注
（
10
）
前
掲
村
瀬
著
書
の
一
三
六
頁
、
注
（
11
）
前
掲
田
中
論
文
の
五

七
・
六
一
頁
を
参
照
。『
古
今
和
歌
集
』
撰
集
開
始
と
関
係
付
け
た
論
者
と
し
て
は
熊

谷
直
春
・
山
口
博
両
氏
が
挙
げ
ら
れ
る
。
熊
谷
「
古
今
集
の
撰
集
過
程
に
つ
い
て
」
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（『
平
安
朝
前
期
文
学
史
の
研
究
』〔
桜
楓
社
、
一
九
九
二
年
〕。
初
出
一
九
六
九
年
）
の

二
六
六
・
二
六
九
頁
、
本
注
前
掲
山
口
著
書
の
三
四
四
頁
を
参
照
。

（
16
）　

注
（
２
）
前
掲
滝
川
論
文
、
三
四
六
頁
。

（
17
）　

穏
子
の
女
御
宣
下
と
藤
花
宴
の
前
後
関
係
に
つ
い
て
は
、【
３
】
の
『
醍
醐
天
皇

御
記
』
に
「
御
息
所
」
の
語
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
宴
よ
り
も
前
と
見
る

の
が
自
然
で
あ
ろ
う
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
宣
下
と
宴
を
一
体
の
関
係
で

行
い
、「
御
息
所
」
の
語
を
先
行
的
に
使
用
し
た
と
理
解
す
る
余
地
も
あ
る
と
思
わ
れ

る
の
で
、「
藤
花
宴
の
前
後
（
当
日
も
含
む
）」
と
い
う
幅
を
持
た
せ
た
表
現
に
止
め
る

こ
と
に
し
た
。
な
お
、
藤
原
菅
根
の
女
御
家
宣
旨
別
当
へ
の
補
任
に
つ
い
て
は
、
宴
終

了
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

（
18
）　

坂
本
太
郎
「
延
喜
格
撰
進
施
行
の
年
時
に
つ
い
て
」（
坂
本
太
郎
著
作
集
第
七
巻

『
律
令
制
度
』〔
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
〕
所
収
。
初
出
一
九
三
五
年
）。

（
19
）　

注
（
２
）
前
掲
橋
本
論
文
、
六
二
・
六
六
～
六
七
頁
。

（
20
）　

集
覧
本
五
二
九
頁
（
巻
二
十
臨
時
八
）、
故
実
本
第
二
の
六
〇
～
六
一
頁
（
巻

八
）、
神
道
本
六
〇
四
頁
（
臨
時
四
）。

（
21
）　

注
（
２
）
前
掲
滝
川
論
文
、
三
四
四
～
三
四
五
頁
。

（
22
）　

注
（
２
）
前
掲
滝
川
論
文
、
三
四
五
～
三
四
六
頁
。

（
23
）　

尊
経
閣
影
印
６
西
宮
記
六
、
三
二
五
頁
。
壬
生
本
に
つ
い
て
は
書
陵
部
本
影
印
６

西
宮
記
二
の
一
三
五
頁
（
第
十
軸
臨
時
）、
活
字
本
で
は
、
神
道
本
五
二
二
頁
（
第
二

巻
（
臨
時
二
））、
集
覧
本
三
七
〇
頁
（
巻
十
四
臨
時
二
）、
故
実
本
第
二
の
二
八
〇
頁

（
巻
十
五
。
集
覧
本
に
よ
る
補
）
を
参
照
。

（
24
）　

宮
内
庁
書
陵
部
編
『
皇
室
制
度
史
料　

后
妃
四
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇

年
）、
第
五
章
女
御
・
更
衣
第
二
節
女
御
宣
下
。

（
25
）　

注
（
２
）
前
掲
滝
川
論
文
、
三
四
六
頁
。

（
26
）　

尊
経
閣
影
印
６
西
宮
記
六
、
一
九
八
頁
。
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
巻
子
本
に
つ
い
て

は
、
尊
経
閣
影
印
４
西
宮
記
四
の
二
五
頁
（
巻
十
一
（
甲
）
臨
時
戊
）、
活
字
本
で

は
、
神
道
本
七
四
八
頁
（
臨
時
七
）、
故
実
本
第
二
の
一
五
三
頁
（
巻
十
一
）
を
参
照
。

（
27
）　

尊
経
閣
影
印
６
西
宮
記
六
、
三
〇
〇
頁
。
壬
生
本
に
つ
い
て
は
、
書
陵
部
本
影
印

６
西
宮
記
二
の
七
八
頁
（
第
九
軸
臨
時
）、
活
字
本
で
は
、
神
道
本
四
八
四
頁
（
臨
時

一
（
乙
））、
集
覧
本
三
一
九
頁
（
巻
十
二
臨
時
一
）、
故
実
本
第
二
の
二
四
三
頁
（
巻

十
三
）
を
参
照
。

（
28
）　

書
陵
部
本
影
印
６
西
宮
記
二
、
七
六
頁
（
第
九
軸
臨
時
）。
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
大

永
本
に
つ
い
て
は
、
尊
経
閣
影
印
６
西
宮
記
六
の
二
九
八
頁
（
第
九
臨
時
）、
活
字
本

で
は
、
集
覧
本
三
一
七
頁
（
巻
十
二
臨
時
一
）、
神
道
本
四
八
二
頁
（
臨
時
一
（
乙
））、

故
実
本
第
二
の
二
四
二
頁
（
巻
十
三
。
集
覧
本
巻
十
二
に
よ
る
補
）
を
参
照
。

（
29
）　

書
陵
部
本
影
印
６
西
宮
記
二
、
九
五
頁
（
第
九
軸
裏
）。
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
大
永

本
に
つ
い
て
は
、
尊
経
閣
影
印
６
西
宮
記
六
の
二
九
四
頁
（
第
九
臨
時
）、
活
字
本
で

は
、
集
覧
本
三
三
二
頁
（
巻
十
三
臨
時
一
裏
書
）、
神
道
本
四
九
二
頁
（
臨
時
一

（
乙
））、
故
実
本
第
二
の
二
五
一
頁
（
巻
十
四
。
集
覧
巻
十
三
臨
時
一
に
よ
る
補
）
を

参
照
。

（
30
）　

述
子
や
芳
子
に
先
ん
じ
て
村
上
天
皇
の
女
御
と
な
っ
た
藤
原
安
子
に
つ
い
て
は
ど

う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
安
子
は
村
上
天
皇
の
成
明
親
王
時
代
の
天
慶
三
年
（
九
四
〇
）

四
月
十
九
日
に
内
裏
の
飛
香
舎
（
藤
壺
）
で
結
婚
し
（『
日
本
紀
略
』・『
大
鏡
裏
書
』）、

天
皇
が
即
位
し
た
天
慶
九
年
の
五
月
二
十
七
日
に
女
御
と
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
の
史
料
と
し
て
、『
類
聚
符
宣
抄
』
第
四
、
女
御
に
、

　
　
　

太
政
官
符
中
務
大
蔵
宮
内
等
省
外
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従
四
位
下
藤
原
朝
臣
安
子

　
　
　

右
女
御
如
件
。
省
宜
承
知
依
例
行
之
。
符
到
奉
行
。

　
　
　

右
中
弁　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
少
史

　
　
　
　
　
　
　

天
慶
九
年
五
月
廿
七
日

　

と
い
う
太
政
官
符
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
右
中
弁
は
藤
原
有
相
で
あ
っ
た
。
有
相
は
、

天
暦
二
年
（
九
四
八
）
二
月
十
九
日
に
蔵
人
頭
に
補
任
さ
れ
（『
日
本
紀
略
』・『
職
事

補
任
』・『
公
卿
補
任
』〔
天
暦
九
年
条
〕）、
安
子
が
同
四
年
五
月
二
十
四
日
に
出
産
し

た
憲
平
親
王
が
同
年
七
月
二
十
三
日
に
立
太
子
し
た
際
に
春
宮
権
亮
に
任
じ
ら
れ（『
御

産
部
類
記
』・『
公
卿
補
任
』）、
同
八
年
三
月
十
四
日
に
右
大
弁
か
ら
左
大
弁
に
昇
任
す

る
（『
公
卿
補
任
』）
ま
で
春
宮
権
亮
に
在
任
し
た
（
後
任
は
源
延
光
〔『
公
卿
補
任
』

康
保
三
年
条
〕）
こ
と
が
知
ら
れ
る
通
り
、
村
上
天
皇
・
安
子
と
の
関
係
の
深
い
人
物

で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
有
相
は
安
子
の
女
御
宣
下
を
奉
じ
た
弁
で
あ

り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
太
政
官
符
の
作
成
に
当
た
っ
た
と
推
測
で
き
よ
う
。
そ
し
て

さ
ら
に
安
子
の
勅
別
当
に
も
補
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
み
た
い
。

（
31
）　

注
（
８
）
前
掲
須
田
著
書
、
一
〇
〇
頁
。

（
32
）　

注
（
７
）
前
掲
角
田
論
文
、
三
頁
。

（
33
）　

島
田
と
よ
子
「
班
子
女
王
の
穏
子
入
内
停
止
を
め
ぐ
っ
て
」（『
園
田
学
園
女
子
大

学
論
文
集
』
第
三
二
号
Ⅰ
、
一
九
九
七
年
）、
二
〇
～
二
一
頁
。

（
34
）　

寛
平
九
年
・
昌
泰
二
年
（
為
子
内
親
王
の
薨
去
年
）・
延
喜
元
年
に
つ
い
て
見
て

み
る
と
、
穏
子
の
年
齢
は
順
に
十
三
・
十
五
・
十
七
歳
（
醍
醐
天
皇
は
同
年
齢
。
為
子

内
親
王
は
年
齢
不
詳
）、
時
平
の
官
位
は
二
十
六
歳
の
寛
平
九
年
か
ら
順
に
、
従
三
位

大
納
言
、
正
三
位
・
二
月
十
四
日
任
左
大
臣
、
左
大
臣
・
正
月
七
日
叙
従
二
位
で
あ
っ

た
。

（
35
）　

宇
多
上
皇
が
醍
醐
天
皇
に
与
え
た
『
寛
平
御
遺
誡
』
に
書
か
れ
て
い
る
時
平
に
関

す
る
記
述
「
先
年
於
女
事
有
所
失
」
に
つ
い
て
も
、
須
田
・
角
田
両
氏
が
穏
子
入
内
と

関
係
が
あ
る
と
い
う
興
味
深
い
理
解
を
示
し
て
い
る
（
注
31
・
32
に
同
じ
）
が
、
や
は

り
大
き
な
問
題
が
あ
る
。『
御
遺
誡
』
が
寛
平
九
年
の
も
の
で
あ
る
限
り
、
同
年
よ
り

も
早
く
醍
醐
天
皇
の
婚
儀
に
時
平
が
穏
子
を
擁
し
て
介
入
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
は
皇
太
子
敦
仁
親
王
の
妃
選
び
と
い
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か

し
、
寛
平
九
年
に
十
三
歳
で
元
服
す
る
醍
醐
天
皇
と
同
い
年
の
穏
子
の
二
人
に
と
っ

て
、
寛
平
八
年
以
前
に
現
実
味
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
大
き
な
疑
問
を
感
じ
な
い
わ
け

に
は
い
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
36
）　

注
（
３
）
に
同
じ
。

（
37
）　

歌
番
号
、
表
記
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
従
う
。
以
下
、
歌
番
号
は
［　

］
内
に

漢
数
字
の
み
で
示
す
。

（
38
）　

村
瀬
敏
夫
「
藤
原
敏
行
伝
の
考
察
」（『
岡
一
男
先
生
頌
寿
記
念
論
集　

平
安
朝
文

学
研
究
』〔
有
精
堂
出
版
、
一
九
七
一
年
〕
所
収
）。

（
39
）　

新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
拾
遺
和
歌
集
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
）、
二
七

頁
。

（
40
）　

注
（
２
）
前
掲
滝
川
論
文
、
三
五
三
頁
、
三
五
九
頁
注
20
。

（
41
）　

新
編
国
歌
大
観
本
は
流
布
本
系
統
の
宮
内
庁
書
陵
部
本
〔
五
一
一
・
二
本
〕
を
底

本
と
す
る
。

（
42
）　
『
桂
宮
本
叢
書
』
第
一
巻
私
家
集
一
、『
私
家
集
大
成
』
第
１
巻
中
古
Ⅰ
に
よ
る
。

（
43
）　
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
』
第
一
五
巻
（
平
安
私
家
集
二
）、『
大
東
急
記
念
文
庫
善

本
叢
刊
中
古
中
世
篇
』
第
六
巻
（
和
歌
Ⅲ
）、『
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
三
十
六
人

集
』
九
（
公
忠
集
）。
作
品
は
「
い
ろ
ふ
か
く
に
ほ
へ
る
ふ
ち
の
花
ゆ
ゑ
に
の
こ
り
す
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く
な
き
春
を
し
そ
お
も
ふ
」（
冷
泉
家
本
）。

（
44
）　
『
公
忠
集
全
釈
』（
風
間
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）、
七
六
頁
。

（
45
）　

注
（
44
）
前
掲
書
、
七
七
頁
。

（
46
）　

集
覧
本
三
八
四
～
三
八
五
頁
（
巻
十
五
臨
時
三
）、
五
一
三
～
五
一
四
頁
（
巻
二

十
臨
時
八
）、
故
実
本
第
二
の
五
〇
～
五
一
頁
（
巻
八
）、
神
道
本
五
六
二
～
五
六
三
頁

（
第
二
巻
（
臨
時
三
））、
五
八
八
～
五
八
九
頁
（
臨
時
四
）、
書
陵
部
本
影
印
７
西
宮
記

三
の
四
六
～
四
八
頁
（
第
十
四
軸
）、
尊
経
閣
影
印
３
西
宮
記
三
の
六
三
～
六
五
頁

（
巻
八
臨
時
乙
）、
同
６
西
宮
記
六
の
七
一
～
七
二
頁
（
第
五
臨
時
）、
三
五
一
～
三
五

二
頁
（
第
九
臨
時
）。

（
47
）　

注
（
２
）
前
掲
滝
川
論
文
、
三
五
三
頁
。

（
48
）　

注
（
39
）
前
掲
書
、
三
〇
六
頁
。
人
名
索
引
二
二
頁
で
は
国
章
の
生
年
を
延
喜
十

九
年
と
す
る
。

（
謝
辞
）　

二
〇
一
一
年
七
月
一
七
日
の
共
同
研
究
会
で
の
口
頭
発
表
か
ら
論
文
発
表
ま
で

の
過
程
で
、
研
究
会
参
加
者
を
は
じ
め
と
す
る
方
々
か
ら
貴
重
な
御
意
見
を
頂
い
た
。

篤
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。



263　　『日本研究』No. 46（2012）

は
じ
め
に

　

院
（
上
皇
・
法
皇
）
の
意
志
を
奉
者
一
名
が
奉
っ
て
作
成
さ
れ
る
院
宣
は
、

院
の
意
向
を
直
截
反
映
し
た
文
書
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
枚
挙
に
暇
な
い
ほ
ど
多

く
の
院
政
研
究
の
分
析
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
研
究
方
法
の
有
効

性
自
体
に
は
異
論
を
差
し
挟
む
余
地
が
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
文
書
と
し
て

残
さ
れ
た
院
宣
は
、
公
験
と
し
て
の
有
効
性
を
前
提
と
し
、
後
世
に
伝
え
ら
れ

る
こ
と
を
意
図
し
て
大
切
に
管
理
さ
れ
た
が
故
に
、
今
な
お
現
存
し
て
い
る
側

面
も
ま
た
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

本
稿
の
対
象
た
る
院
宣
と
は
異
な
る
が
、
上
杉
和
彦
氏
は
、
延
慶
本
平
家
物

語
所
収
の
宣
旨
に
つ
い
て
、
古
文
書
学
上
の
定
型
様
式
と
は
異
な
る
も
の
に
疑

義
を
呈
す
る
先
行
研
究
の
あ
り
か
た
を
批
判
的
に
再
検
討
し
、「
こ
れ
ら
の

「
様
式
」
か
ら
の
乖
離
は
、
延
慶
本
の
編
者
が
、
文
書
の
出
典
を
古
記
録
（
日

記
）
に
求
め
た
と
い
う
事
情
か
ら
説
明
し
う
る
」
と
し
た
上
で
、
次
の
提
言
を

行
っ
て
い
る（

1
）。

歴
史
学
及
び
古
文
書
学
は
、
長
く
寺
社
や
貴
族
の
末
流
の
家
等
に
伝
来
し

た
文
書
群
を
珍
重
し
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
具
体
例
を
元
に
し
た
文
書
様
式

論
を
堅
持
し
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
文
書
様
式
論
は
、
必
ず
し
も
文
書
の

作
成
・
伝
達
・
受
理
の
営
み
総
体
を
反
映
す
る
も
の
と
は
な
っ
て
お
ら

ず
、
永
続
的
利
益
の
た
め
に
意
図
的
に
保
存
さ
れ
た
、
主
と
し
て
土
地
に

関
す
る
権
利
証
文
（
公
験
）
を
中
心
と
し
た
も
の
と
な
っ
た
。
む
ろ
ん
、

そ
の
学
問
的
効
用
に
は
多
大
な
も
の
が
あ
る
が
、
一
定
の
バ
イ
ア
ス
が
か

か
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
、
そ
の
影
響
は
様
々
な
形
で
表

れ
は
じ
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
が
対
象
と
し
て
と
り
あ
げ
た

宣
旨
に
つ
い
て
も
、
主
に
訴
訟
手
続
き
に
用
い
ら
れ
た
弁
官
方
宣
旨
、
主

に
人
事
に
関
わ
る
外
記
方
宣
旨
が
、
伝
存
す
る
宣
旨
の
圧
倒
的
多
数
を
占

め
た
た
め
に
、
宣
旨
は
あ
た
か
も
こ
の
二
つ
し
か
な
い
か
の
ご
と
き
印
象

〈
共
同
研
究
報
告
〉
日
記
の
総
合
的
研
究

日
記
に
見
え
る
院
宣
に
つ
い
て

下　

郡　
　

剛
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を
与
え
る
様
式
論
が
生
ま
れ
た
と
い
え
る
。

　

そ
れ
で
は
、「
伝
来
し
た
文
書
群
を
珍
重
し
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
具
体
例
を

元
に
」
成
立
し
た
院
宣
様
式
論
は
、
本
共
同
研
究
の
対
象
た
る
日
記
か
ら
と
ら

え
な
お
す
と
、
い
か
な
る
姿
を
見
い
だ
せ
る
の
か
。
本
稿
で
は
、
上
杉
氏
の
提

言
を
継
承
す
る
立
場
か
ら
、
日
記
を
通
し
て
院
宣
を
再
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。

一　

院
宣
研
究
史

　

院
宣
に
つ
い
て
、
筆
者
が
座
右
の
書
と
し
て
院
生
の
頃
か
ら
使
用
し
続
け
て

い
る
、
佐
藤
進
一
氏
『
古
文
書
学
入
門（

2
）』

を
開
く
と
、
次
の
よ
う
な
解
説
が
見

ら
れ
る
。

こ
れ
は
上
皇
、
法
皇
に
近
侍
す
る
院
の
役
人
＝
院
司
が
上
皇
、
法
皇
の
意

を
う
け
た
ま
わ
っ
て
出
す
文
書
で
あ
っ
て
、（
中
略
）
院
宣
は
「
依
院
御

気
色
…
…
」
と
か
「
依
院
宣
…
…
」
と
か
「
院
宣
如
此
」「
院
宣
所
候

也
」
な
ど
と
記
さ
れ
る
場
合
が
多
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
文
書
が
院
宣

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
時
に
は
た
だ
「
依
御
気
色
…
…
」「
御
気
色

所
候
也
」
と
だ
け
あ
っ
て
、
何
人
の
意
を
奉
じ
た
も
の
か
判
別
し
難
い
場

合
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
場
合
に
は
奉
行
の
地
位
資
格
な
ど
を
調
べ
て
、

そ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
の
文
書
が
院
宣
か
、
綸
旨
か
、
あ
る
い
は
ま
た
摂
関

家
の
御
教
書
か
な
ど
を
判
別
す
る
わ
け
で
あ
る
。（
後
略
）

　

同
書
は
一
九
九
七
年
に
改
訂
版
が
出
さ
れ
た
が（

3
）、

引
用
部
分
は
一
字
一
句
同

じ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
院
宣
は
院
司
が
院
の
意
向
を
奉
じ
て
発
給
す
る
文

書
で
あ
り
、
②
書
留
文
言
は
「
院
御
気
色
」
や
「
院
宣
」
な
ど
、
院
の
仰
せ
で

あ
る
旨
を
明
記
し
た
も
の
が
多
い
。
③
し
か
し
な
が
ら
、
単
に
「
御
気
色
」
と

の
み
し
か
記
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
、
そ
の
時
に
は
、
奉
者
が
院
司
で
あ
る
か

否
か
を
調
べ
る
こ
と
で
判
断
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
他
、
相
田
二
郎
氏
『
日
本
の
古
文
書（

4
）』

に
お
い
て
も
「
院
宣
は
（
中

略
）
院
司
が
奉
じ
て
発
す
る
奉
書
の
一
種
」
と
さ
れ
、
鈴
木
茂
男
氏
執
筆
『
国

史
大
辞
典
』「
院
宣（

5
）」

で
は
「
上
皇
の
意
を
体
し
た
院
司
が
奉
者
と
な
っ
て
発

給
す
る
奉
書
形
式
の
文
書
。（
中
略
）
書
止
め
は
種
類
が
多
い
が
「
院
宣
如
此
。

悉
之
。
以
状
」「
院
御
気
色
所
候
也
。
仍
執
達
如
件
」
な
ど
が
り
、
さ
ら
に
続

け
て
「
恐
々
謹
言
」
な
ど
書
状
風
の
書
止
め
文
言
を
加
え
る
場
合
も
あ
る
。

（
後
略
）」
な
ど
ほ
ぼ
一
貫
し
て
お
り
、
い
す
れ
も
院
宣
は
院
司
が
発
給
す
る
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
認
識
は
、
そ
の
後
の
院
政
研
究
の
深
化
に
よ
っ
て

揺
ら
ぎ
を
見
せ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
変
化
の
起
点
と
な
っ
た
研
究
と

し
て
、
富
田
正
弘
氏
「
公
家
政
治
文
書
の
発
給
過
程
と
系
譜
」
が
挙
げ
ら
れ
よ

う（
6
）。
院
政
下
に
お
け
る
政
務
処
理
シ
ス
テ
ム
が
確
立
し
た
鎌
倉
中
期
、
後
嵯
峨

院
政
以
降
の
院
宣
の
奉
者
に
つ
い
て
検
討
し
た
富
田
氏
は
、
院
政
下
政
務
執
行

の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
伝
奏
と
担
当
奉
行
と
を
挙
げ
、「
伝
奏
は
院
に
奏
事

を
取
り
次
ぎ
、
院
の
仰
せ
を
担
当
奉
行
に
伝
え
る
」。「
奉
行
は
奏
事
事
項
を
分

担
し
て
関
係
者
か
ら
の
訴
訟
を
受
け
付
け
、
ま
た
院
宣
の
執
筆
・
執
行
に
あ
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た
っ
た
。
奉
行
と
は
、
院
の
宣
を
奉
り
執
行
す
る
か
ら
奉
行
と
い
う
の
で
あ

る
」
と
指
摘
す
る
。
院
宣
の
奉
者
を
院
司
・
院
伝
奏
か
ら
引
き
離
し
、
担
当
奉

行
制
に
引
き
つ
け
て
論
じ
た
も
の
と
解
さ
れ
る（

7
）。

　

そ
の
後
の
研
究
は
、
富
田
氏
の
所
論
を
一
方
で
時
代
を
遡
及
さ
せ
つ
つ
、
他

方
で
担
当
奉
行
制
の
具
体
的
な
諸
相
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
と
い
う
方
向
性
を

も
っ
て
進
め
ら
れ
て
ゆ
く
。
ま
ず
美
川
圭
氏
は
「
関
東
申
次
と
院
伝
奏
の
成
立

と
展
開（

8
）」

に
お
い
て
、
後
白
河
院
の
意
向
が
源
頼
朝
に
伝
達
さ
れ
る
ル
ー
ト
に

つ
い
て
、『
吾
妻
鏡
』
所
収
院
宣
を
中
心
に
分
析
。
事
実
上
源
頼
朝
に
充
て
ら

れ
た
後
白
河
院
宣
は
、
藤
原
定
長
が
奉
者
と
な
っ
た
も
の
と
吉
田
経
房
が
奉
者

に
な
っ
た
も
の
の
二
つ
に
分
類
で
き
る
こ
と
、
定
長
奉
院
宣
の
大
部
は
経
房
充

て
、
経
房
奉
院
宣
の
大
部
は
頼
朝
充
て
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
後
白
河

院
か
ら
頼
朝
へ
の
意
志
伝
達
ル
ー
ト
と
し
て
、
定
長
→
経
房
ル
ー
ト
の
存
在
を

明
ら
か
に
し
、
前
者
を
院
伝
奏
が
奉
じ
た
も
の
、
後
者
を
関
東
申
次
が
奉
じ
た

も
の
と
さ
れ
た
。

　

次
に
井
原
今
朝
男
氏
は
、「
中
世
の
国
政
と
家
政
─
─
中
世
公
家
官
制
史
の

諸
問
題
─
─（

9
）」

に
お
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

院
や
摂
関
家
は
権
門
で
あ
っ
た
か
ら
、
家
産
機
構
の
内
部
文
書
で
あ
る
家

政
文
書
と
し
て
の
（
殿
下
）
御
教
書
や
院
宣
を
発
す
る
時
は
、
院
司
や
家

司
が
そ
の
仰
せ
を
奉
じ
る
。
他
方
、
国
家
権
力
の
一
分
掌
を
果
た
す
た
め

に
国
政
文
書
と
し
て
の
院
宣
・
摂
政
御
教
書
を
発
す
る
場
合
に
は
職
事
弁

官
が
奉
行
し
た
。（
二
五
〇
頁
。
但
し
（　

）
内
は
筆
者
補
注
。）

　

本
稿
の
対
象
で
あ
る
院
宣
に
限
定
す
る
と
、
院
宣
に
は
院
司
が
発
給
す
る
家

産
機
構
の
内
部
文
書
と
、
職
事
弁
官
が
発
給
す
る
国
政
文
書
と
の
二
種
類
が
あ

る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

さ
ら
に
、
美
川
・
井
原
両
氏
が
指
摘
す
る
二
種
類
の
院
宣
に
つ
い
て
再
検
討

を
加
え
た
白
根
靖
大
氏
は
、
院
宣
を
「
指
示
院
宣
」「
通
達
院
宣
」「
諮
問
院

宣
」
の
三
種
に
分
類
、
こ
の
中
「
指
示
院
宣
」「
通
達
院
宣
」
に
つ
い
て
以
下

の
よ
う
に
論
じ
る（

10
）。

指
示
院
宣
と
は
、
院
の
意
向
・
命
令
を
伝
え
る
た
め
の
文
書
と
い
え
る
。

伝
え
る
の
は
院
伝
奏
人
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
者
で
、
同
時
に
そ
の
人
物

が
院
宣
の
奉
者
に
な
る
。（
中
略
）
こ
れ
に
対
し
、
通
達
院
宣
は
、
宛
所

が
貴
族
に
し
ろ
寺
社
に
し
ろ
、
院
の
裁
許
・
決
定
が
直
接
も
た
ら
さ
れ
る

文
書
で
あ
る
。
こ
の
文
書
に
よ
っ
て
訴
訟
な
ら
裁
許
が
下
さ
れ
、
当
該
案

件
に
終
止
符
が
打
た
れ
る
こ
と
に
な
る
。
奉
じ
た
の
は
案
件
担
当
者
で
あ

り
、
同
じ
案
件
に
関
し
て
は
同
じ
人
物
が
引
き
続
き
奉
者
を
務
め
て
い
た

傾
向
が
見
ら
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
井
原
氏
の
指
摘
す
る
、
院
司
奉
院
宣
は
家
政
文
書
と
し
て
の
院

宣
で
は
な
く
、
院
伝
奏
（
院
司
）
の
奉
じ
た
国
政
文
書
と
し
て
の
「
指
示
院

宣
」
と
な
る
。
こ
れ
を
う
け
て
、
案
件
担
当
者
（
井
原
氏
の
い
う
職
事
弁
官
、
富

田
氏
の
い
う
担
当
奉
行
）
は
自
ら
の
「
通
知
文
書
」
す
な
わ
ち
添
状
を
認
め
、

指
示
院
宣
と
と
も
に
当
事
者
に
送
付
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
伝
奏
か
ら
案
件
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担
当
者
へ
の
院
の
仰
せ
が
口
頭
伝
達
で
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
案
件
担
当
者
が

「
通
達
院
宣
」
を
発
給
、
こ
れ
の
み
を
当
事
者
に
送
付
す
る
こ
と
と
な
る
。
美

川
氏
検
討
の
関
東
向
け
の
院
宣
の
場
合
は
、
院
伝
奏
（
定
長
）
奉
院
宣
が
「
指

示
院
宣
」、
関
東
申
次
（
経
房
）
奉
院
宣
が
「
通
達
院
宣
」
と
い
う
こ
と
に
な

る
。

　

な
お
、
こ
の
「
案
件
担
当
者
」
に
つ
い
て
、
井
原
氏
は
弁
官
部
門
が
太
政
官

機
構
の
統
轄
を
脱
し
て
「
蔵
人
と
同
様
に
天
皇
・
院
に
直
属
す
る
」
こ
と
を
指

摘
さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
蔵
人
と
弁
官
と
に
は
役
割
の
区
別
が
あ
り
、
蔵
人
は

天
皇
・
摂
関
・
院
に
直
属
し
て
政
務
全
般
に
つ
い
て
奉
行
す
る
の
に
対
し
、
弁

官
は
太
政
官
機
構
の
実
務
官
と
し
て
官
方
公
事
の
み
を
担
当
す
る
た
め（

11
）、

前
掲

し
た
先
行
研
究
で
の
範
囲
で
い
え
ば
、「
通
達
院
宣
」
の
奉
者
に
は
、
蔵
人
と

弁
官
、
そ
し
て
関
東
申
次
が
い
る
こ
と
に
な
り
、
彼
ら
は
い
ず
れ
も
院
司
と
し

て
奉
行
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

以
上
の
院
宣
研
究
は
、
い
ず
れ
も
、
現
存
す
る
院
宣
、
な
い
し
鎌
倉
幕
府
の

正
史
と
し
て
後
世
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
を
目
的
に
編
ま
れ
た
『
吾
妻
鏡
』
所
載

院
宣
を
素
材
に
し
た
研
究
と
な
る
。
そ
れ
で
は
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
、
後
世

に
残
す
こ
と
を
意
図
し
て
い
な
い
院
宣
、
す
な
わ
ち
日
記
に
見
え
る
院
宣
と
は

い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
。
章
を
か
え
て
、
具
体
的
に
見
て
ゆ
き
た
い
。

二　

書
状
と
よ
ば
れ
た
院
宣

　

以
下
、
日
記
に
文
書
と
し
て
の
院
宣
本
文
が
転
載
さ
れ
て
い
る
事
例
を
四
例

提
示
す
る
。
ま
ず
一
例
目
は
『
玉
葉
』
治
承
四
（
一
一
八
〇
）
年
三
月
十
六
日

条
で
あ
る
。

　
〈
史
料
一
〉

酉
刻
許
、
左
少
弁
行
隆
、
以
書
状
送
基
輔

之
許

、
問
伊
勢
太
神
宮
司
可
被
任
哉
否

事
。（
割
注
省
略
）

其
状
云
、

伊
勢
太
神
宮
司
大
中
臣
祐
成
神
事
違
例
事
、
仗
議
并
問
注
記
、
謹
以
進

上
之
。
可
有
改
任
否
事
、
可
令
計
申
給
之
由
、
可
令
申
上
給
者
、

　
　
　

院
宣
如
此
。
行
隆
恐
惶
謹
言
。

　
　
　
　
　

三
月
十
六
日�

左
少
弁
行
隆
奉　

　
　
謹
上
伯
耆
守
殿

　
　
（
以
下
請
文
省
略
）

　

右
は
後
白
河
院
か
ら
記
主
右
大
臣
九
条
兼
実
の
も
と
へ
、
伊
勢
神
宮
神
事
異

例
に
つ
い
て
の
在
宅
諮
問
が
行
わ
れ
た
様
子
を
記
し
た
も
の
で
あ
る（

12
）。
書
留
文

言
か
ら
本
文
書
が
古
文
書
学
様
式
論
で
の
典
型
的
な
院
宣
で
あ
る
こ
と
が
い
え

る
。
奉
者
藤
原
行
隆
は
五
位
蔵
人
左
少
弁
。
な
お
、
治
承
四
年
前
後
で
、
彼
が

院
伝
奏
を
行
っ
た
事
例
は
な
い（

13
）。
伊
勢
神
宮
行
事
関
係
で
は
行
事
弁
が
設
置
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
本
件
は
行
事
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
し
か
も
『
玉
葉
』
同

年
四
月
三
日
条
で
は
源
兼
忠
が
伊
勢
行
事
弁
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
た

め
、
行
隆
は
天
皇
・
摂
関
・
院
に
直
属
す
る
蔵
人
と
し
て
在
宅
諮
問
の
院
宣
を

奉
じ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
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次
に
二
例
目
と
し
て
同
じ
く
『
玉
葉
』
元
暦
二
（
一
一
八
五
）
年
七
月
十
二

日
条
を
提
示
す
る
。

　
〈
史
料
二
〉

　
　

昨
日
光
雅
書
札
云
、

　
　
　

地
震
事

外
記
勘
文
如
此
。
今
度
大
動
、
先
規
少
彙
。
旁
驚
叡
慮
者
也
。
毎
事

何
様
可
被
計
行
候
哉
。
委
可
被
注
申
候
。

　
　
　

皇
居
事

当
時
御
所
西
廊
已
顚
倒
。
四
壁
殆
無
実
。
須
遷
御
大
内
歟
。
而
日
華

門
、
弓
場
殿
同
顚
倒
云
々
。
彼
此
何
様
可
被
進
退
候
乎
。
誠
難
治
事

候
。
同
相
計
可
被
申
也
。

　
　
　

両
条
事
、
内
々
院
御
気
色
如
此
。
仍
言
上
如
件
。
光
雅
恐
惶
謹
言
。

　
　
　
　
　

七
月
十
一
日�

右
大
弁
光
雅
奉　

進
上　

大
宮
亮
殿

（
以
下
請
文
省
略
）

　

右
は
元
暦
二
年
七
月
九
日
に
発
生
し
た
大
地
震
を
う
け
て
、
後
白
河
院
か
ら

右
大
臣
兼
実
へ
対
応
策
に
つ
い
て
の
諮
問
が
な
さ
れ
た
様
子
を
記
し
た
も
の
で

あ
る
。
書
留
文
言
か
ら
古
文
書
様
式
論
で
の
院
宣
と
わ
か
る
。
奉
者
の
藤
原
光

雅
は
こ
の
時
、
蔵
人
頭
左
大
弁
。
院
伝
奏
の
経
験
は
な
い（

14
）。
行
事
弁
不
設
置
案

件
で
あ
る
か
ら
、
本
件
も
天
皇
・
摂
関
・
院
に
直
属
す
る
蔵
人
と
し
て
院
宣
を

奉
じ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　

三
例
目
は
後
鳥
羽
院
政
期
、『
玉
蘂
』
建
暦
二
（
一
二
一
二
）
年
十
月
二
十

日
条
で
あ
る
。

　
〈
史
料
三
〉

藤
中
納
言
光
親
卿
、
伝
院
宣
曰
消
息
、
大
嘗
会
被
供
神
膳
間
儀
、
御
成
人

御
時
、
委
可
有
御
存
知
事
候
。
仍
可
有
行
幸
此
御
所
候
也
。
以
吉
曜
可
被

申
其
儀
事
候
歟
。
而
今
月
無
日
次
候
。
来
月
二
日
可
有
行
幸
之
由
其
沙
汰

候
也
。
但
御
禊
已
後
入
月
幸
他
所
之
条
、
聊
雖
似
有
先
規
、
且
猶
非
通
儀

候
哉
。
然
者
強
不
被
選
吉
曜
、
今
月
只
可
有
行
幸
候
哉
。
将
又
猶
雖
入

月
、
被
選
日
次
可
幸
候
哉
。
両
様
之
間
可
被
計
申
給
候
由
、
内
々
御
気
色

候
也
。
仍
言
上
如
件
。
光
親
恐
惶
頓
首
謹
白
（
言
ヵ
）。（

以
下
請
文
省
略
）

　

本
史
料
の
書
留
文
言
は
「
内
々
御
気
色
」
と
の
み
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い

が
、
冒
頭
、
日
記
本
文
の
「
伝
院
宣
曰
」
か
ら
、
後
鳥
羽
院
の
仰
せ
を
う
け
て

の
も
の
と
わ
か
る
。
記
主
の
九
条
道
家
は
こ
の
時
内
大
臣
。
院
宣
奉
者
の
葉
室

光
親
は
史
料
に
も
見
え
る
よ
う
に
権
中
納
言
。
彼
は
承
久
の
乱
で
処
刑
さ
れ
る

著
名
な
後
鳥
羽
院
近
親
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
院
伝
奏
と
し
て
奉
じ
て
い
る
と
見

ら
れ
る（

15
）。

　

以
上
三
点
の
院
宣
は
い
ず
れ
も
在
宅
諮
問
の
院
宣
で
あ
る
。
通
常
、
在
宅
諮

問
は
担
当
奉
行
が
直
接
、
被
諮
問
者
の
邸
宅
を
訪
れ
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り（

16
）、

こ
れ
ら
日
記
の
記
主
が
、
院
宣
全
文
を
日
記
に
転
記
し
た
意
図
は
、
案
件
の
内
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容
を
記
録
す
る
こ
と
よ
り
も
、
書
札
礼
の
前
例
を
蓄
積
す
る
点
に
あ
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る（

17
）。

　

四
例
目
は
時
代
を
遡
行
さ
せ
て
白
河
院
政
期
、『
中
右
記
』
永
久
六
（
一
一

一
八
）
年
二
月
七
日
条
を
提
示
す
る
。

　
〈
史
料
四
〉

巳
時
許
伊
予
守
送
書
状
云
、
春
日
祭
中
宮
使
亮
顕
隆
朝
臣
参
向
之
間
、
興

福
寺
可
令
悪
事
由
風
聞
。
早
可
制
止
由
可
伝
関
白
、
院
宣
者
。
申
承
了

由
。
以
件
消
息
申
殿
下
。
則
可
制
止
由
有
御
返
事
。
持
其
返
事
参
院
。
付

宗（
宗
実
カ
）章経
御
覧
之
処
、
仰
云
、
件
事
不
便
思
食
也
。
中
宮
初
度
使
也
。
悪
事

出
来
者
為
本
宮
尤
不
便
。
猶
能
々
可
制
止
由
、
早
行
向
可
仰
関
白
者
。
馳

参
殿
下
。
雖
御
物
忌
依
召
参
御
出
居
。
申
云
（
上
カ
）院

宣
之
処
、
今
朝
従
顕
隆
朝

臣
許
申
送
此
旨
。
乍
驚
可
制
止
由
下
知
寺
家
了
。
又
重
有
此
仰
。
以
自
書

ノ
書
札
、
可
制
止
旨
所
仰
遣
別
当
大
僧
正
許
也
者
。
又
参
院
、
付
若
狭
守

奏
聞
。
仰
云
、
聞
食
了
。

　

右
史
料
は
こ
れ
ま
で
の
在
宅
諮
問
史
料
と
は
一
線
を
画
す
る
も
の
で
あ
り
、

白
河
院
と
関
白
忠
実
と
の
連
絡
合
議
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る（

18
）。
こ
の

時
、
記
主
藤
原
宗
忠
は
権
中
納
言
で
あ
っ
た
。
彼
は
康
和
元
（
一
〇
九
九
）
年

十
二
月
に
蔵
人
を
去
り
、
参
議
に
列
し
た
以
後
も
、
堀
河
天
皇
崩
御
の
嘉
承
二

（
一
一
〇
七
）
年
ま
で
、
天
皇
の
特
定
近
習
と
し
て
天
皇
・
摂
関
・
院
の
連
絡

合
議
を
奉
行
し
て
お
り
、
天
皇
崩
御
後
も
本
史
料
の
二
年
後
、
元
永
三
（
一
一

二
〇
）
年
正
月
頃
ま
で
引
き
続
き
頻
繁
に
白
河
院
と
忠
実
と
の
連
絡
合
議
を
担

当
し
て
い
た（

19
）。

そ
の
職
務
の
一
貫
と
し
て
日
記
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
院

宣
自
体
は
、
伊
予
守
か
ら
記
主
宗
忠
に
充
て
ら
れ
た
も
の
で
、
関
白
忠
実
と
の

連
絡
調
整
を
命
じ
る
も
の
と
な
る
。
院
宣
の
奉
者
、
伊
予
守
は
藤
原
長
実（

20
）で

あ

り
、
彼
は
『
中
右
記
』
承
徳
二
（
一
〇
九
八
）
年
七
月
七
日
条
、
長
治
三
（
一

一
〇
六
）
年
正
月
六
日
条
等
で
、
宗
忠
の
白
河
院
へ
の
奏
事
を
伝
奏
す
る
他
、

天
永
二
（
一
一
一
一
）
年
正
月
二
十
四
日
藤
原
忠
通
任
中
納
言
慶
賀
の
際
に
は

白
河
院
へ
の
伝
奏
を
奉
行
し
、
天
永
三
（
一
一
一
二
）
年
十
月
二
十
四
日
に
は

院
御
所
議
定
の
場
に
て
、
院
の
仰
せ
を
議
定
の
側
に
伝
え
る
な
ど
（
い
ず
れ
も

『
中
右
記
』
同
日
条
）、
白
河
院
伝
奏
を
奉
行
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
こ
の
院
宣

が
、
こ
れ
ま
で
の
三
例
と
は
異
な
る
点
は
、
書
留
文
言
が
「
院
宣
者
」
で
終

わ
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
点
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
三

例
が
大
臣
と
し
て
諮
問
を
う
け
る
立
場
か
ら
記
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
に

対
し
、
本
件
は
逆
に
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
の
立
場
か
ら
の
記
録
と
い
う
相
違
点
に

注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
権
中
納
言
と
し
て
、
本
来
で
あ
れ
ば
メ
ッ
セ

ン
ジ
ャ
ー
を
勤
め
る
立
場
で
は
な
い
は
ず
の
記
主
宗
忠
に
と
っ
て
の
関
心
事

は
、
書
札
礼
と
し
て
の
前
例
の
蓄
積
で
は
な
く
、
内
容
そ
の
も
の
に
あ
っ
た
た

め
、
定
型
的
な
書
留
文
言
は
省
略
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
、
日
記
に
転
載
さ
れ
た
院
宣
四
例
を
見
て
き
た
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は

史
料
傍
線
部
で
あ
り
、
各
日
記
の
記
主
が
こ
れ
ら
四
通
の
院
宣
を
、「
書
状
」

「
書
札
」「
消
息
」
等
と
表
記
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
具
体
的
に
列
挙
す
る
と

〈
史
料
一
〉
は
「
書
状
」、〈
史
料
二
〉
は
「
光
雅
書
札
」、〈
史
料
三
〉
は
「
消
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息
」、〈
史
料
四
〉
で
は
「
書
状
」
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
主
体
者
は
い
ず

れ
も
事
実
上
の
仰
せ
の
主
体
者
院
で
は
な
く
、
奉
者
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で

は
こ
れ
ら
の
院
宣
を
、
奉
者
の
「
書
状
」
等
と
表
記
し
た
日
記
記
主
の
認
識
は

い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

　

藤
原
宗
忠
が
堀
河
天
皇
特
定
近
習
と
し
て
、
天
皇
・
白
河
院
・
摂
政
忠
実
三

者
の
連
絡
合
議
を
奉
行
し
て
い
た
天
永
二
（
一
一
一
一
）
年
九
月
三
日
の
『
中

右
記
』
に
は
以
下
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

早
旦
相
具
家
栄
参
院
。
彼
日
時
事
被
尋
仰
也
。
雖
御
物
忌
参
御
前
。
十
月

二
日
与
十
二
月
二
日
之
間
勝
劣
沙
汰
也
。
為
御
使
参
殿
（
摂
政
忠
実
）
下
。
々
々
依
内
御

灯
令
参
内
給
間
也
。
於
皇
后
宮
御
方
令
申
事
由
。
御
返
事
云
、
如
此
事
最

上
吉
日
可
被
遂
候
也
。
仍
十
二
月
二
日
可
候
也
者
。
其
次
大
炊
殿
地
事
、

竪
義
事
、
令
申
給
。
又
参
院
。
召
御
前
件
三
個
条
令
奏
達
之
処
、
子
細
聞

食
了
大
炊
殿
地
可
召
前

大
納
言
之
地
者
。

。
其
次
庄
園
記
録
所
上
卿
并
弁
可
被
置
事
被
仰
。
帰
家
之

後
以
書
状
申
殿
下
了
。
屈
天
不
能
重
参
也
。

　

こ
の
日
の
朝
、
宗
忠
は
白
河
院
御
所
に
参
上
。
院
よ
り
堀
河
天
皇
御
所
遷
御

日
時
に
つ
い
て
の
仰
せ
を
う
け
、
院
使
と
し
て
摂
政
忠
実
の
元
に
出
向
い
た
。

そ
こ
で
忠
実
か
ら
の
返
答
を
承
る
と
同
時
に
、
大
炊
殿
造
作
事
・
竪
義
事
に
つ

い
て
の
忠
実
の
仰
せ
を
う
け
、
再
び
参
院
。
白
河
院
へ
の
連
絡
を
行
う
。
そ
こ

で
再
び
白
河
院
か
ら
忠
実
へ
の
連
絡
調
整
事
項
と
し
て
記
録
所
上
卿
と
弁
に
つ

い
て
の
仰
せ
を
う
け
た
も
の
の
、「
屈
天
不
能
重
参
」
故
、
直
接
忠
実
の
元
を

訪
れ
ず
、「
書
状
」
に
内
容
を
認
め
て
伝
え
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
本

史
料
中
に
「
書
状
」
の
文
面
は
転
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
を

踏
ま
え
れ
ば
、
そ
の
書
面
に
は
「
院
御
気
色
候
」
或
い
は
「
院
宣
候
」
等
の
、

院
の
仰
せ
で
あ
る
旨
を
示
す
書
留
文
言
が
記
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
在
宅

諮
問
は
被
諮
問
者
の
邸
宅
を
担
当
奉
行
が
直
接
訪
れ
て
な
さ
れ
る
の
が
通
例
で

あ
る
こ
と
を
前
述
し
た
が
、
天
皇
・
院
・
摂
関
に
よ
る
連
絡
合
議
も
ま
た
同
じ

で
あ
る（

21
）。

本
史
料
の
場
合
、
宗
忠
は
自
ら
の
意
志
で
、
摂
政
の
も
と
を
訪
れ
る

こ
と
な
く
、「
書
状
」
で
済
ま
せ
る
こ
と
を
選
択
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
彼
は
こ
の
文
書
を
自
ら
の
「
書
状
」
と
認
識
し
、
日
記
に
記
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。〈
史
料
一
〉
か
ら
〈
史
料
四
〉
ま
で
の
院
宣
も
ま
た
同
様
で
あ

り
、
本
来
、
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
本
人
が
相
手
の
邸
宅
に
赴
い
て
な
さ
れ
る
は
ず

の
も
の
が
、
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
個
人
の
都
合
や
判
断
に
て
書
面
で
連
絡
が
な
さ

れ
た
。
そ
の
た
め
そ
れ
を
受
け
取
っ
た
側
で
は
、
院
か
ら
の
仰
せ
で
は
あ
っ
て

も
、
奉
者
の
「
書
状
」
と
認
識
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

三　

日
記
に
見
る
院
宣
奉
者

　

以
上
、
日
記
上
に
「
書
状
」
や
「
消
息
」
と
記
さ
れ
て
い
て
も
、
古
文
書
学

様
式
論
に
基
づ
き
分
類
し
た
場
合
、
院
宣
に
分
類
さ
れ
る
べ
き
文
書
が
存
在
す

る
こ
と
を
見
て
き
た
。
こ
こ
で
再
び
、
院
宣
の
奉
者
に
論
点
を
も
ど
し
た
い
。

　

古
文
書
学
概
説
書
等
で
は
院
宣
は
院
司
が
奉
じ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
後
の
研
究
に
よ
り
蔵
人
や
弁
官
を
は
じ
め
と
す
る
担
当
奉
行
が
奉
じ
た
院

宣
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
前
述
し
た
。
こ
こ
で
問
題
と
な
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る
の
が
、
蔵
人
や
弁
官
な
ど
の
担
当
奉
行
と
院
司
と
の
関
係
で
あ
る
。

　

玉
井
力
氏
は
「「
院
政
」
支
配
と
貴
族
官
人
層（

22
）」

に
お
い
て
、
院
司
と
弁
官

と
の
関
係
に
触
れ
、
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

す
で
に
一
一
六
一
（
永
暦
二
）
年
の
段
階
で
、
院
は
全
弁
官
を
院
司
と
し

て
い
る
。
院
が
ほ
と
ん
ど
の
弁
官
を
院
司
に
組
織
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

以
後
通
例
に
な
っ
た
ら
し
い
。
院
に
よ
る
実
務
官
人
の
組
織
化
は
、
極
限

に
近
い
と
こ
ろ
ま
で
進
ん
だ
。（
一
八
四
頁
）

　

院
政
の
展
開
に
伴
う
院
司
の
拡
大
に
よ
り（

23
）、

少
な
く
と
も
後
白
河
院
政
期
に

は
、
全
弁
官
が
院
司
と
し
て
組
織
化
さ
れ
て
お
り
、
同
様
の
事
態
は
蔵
人
に
お

い
て
も
当
然
、
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
例
え
ば
保
延
二
（
一
一
三
六
）

年
正
月
二
十
六
日
、
鳥
羽
院
姫
宮
五
十
日
の
儀
で
の
諸
卿
の
召
し
役
に
つ
い

て
、『
長
秋
記
』
同
日
条
に
は
「
件
召
年
来
多
蔵
人
頭
召
之
。
而
今
度
可
用
院

司
者
、
蔵
人
頭
不
兼
院
司
故
也
云
々
」
と
あ
り
、
本
件
の
場
合
、
蔵
人
頭
藤
原

季
成
・
同
宗
成
と
も
に
院
司
を
兼
帯
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
の
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー

な
措
置
と
な
っ
て
い
る（

24
）。

す
な
わ
ち
、
弁
官
や
蔵
人
な
ど
担
当
奉
行
を
院
司
と

し
て
組
織
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
事
運
営
・
政
務
運
営
が
円
滑
と
な
り
、

彼
ら
が
院
司
を
兼
帯
す
る
担
当
奉
行
と
し
て
院
宣
の
発
給
を
行
っ
た
と
考
え
る

こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

但
し
、
不
自
然
な
点
も
あ
る
。
連
絡
合
議
に
よ
る
国
家
意
志
決
定
方
式
は
、

既
に
白
河
院
政
当
初
か
ら
行
わ
れ（

25
）、
既
に
本
稿
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
そ
の
際

に
伝
奏
や
担
当
奉
行
等
の
「
書
状
」
と
呼
ば
れ
る
院
宣
が
発
給
さ
れ
て
い
た
の

に
対
し
て
、
全
弁
官
の
院
司
へ
の
組
織
化
が
後
白
河
院
政
期
に
入
っ
て
か
ら
と

い
う
点
で
あ
る
。
前
に
見
た
『
長
秋
記
』
保
延
二
（
一
一
三
六
）
年
正
月
二
十

六
日
条
か
ら
も
、
鳥
羽
院
政
期
に
は
、
蔵
人
頭
二
名
中
、
少
な
く
と
も
一
名
が

院
司
を
兼
帯
す
る
こ
と
が
常
態
化
し
て
い
た
こ
と
を
看
取
で
き
る
と
同
時
に
、

必
ず
し
も
蔵
人
頭
が
院
司
を
兼
帯
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い

こ
と
も
見
て
取
れ
る
。
院
宣
発
給
者
を
院
司
と
限
定
し
た
場
合
、
後
白
河
院
政

期
以
前
、
院
司
を
兼
帯
し
て
い
な
い
蔵
人
や
弁
官
は
、
院
の
意
向
を
書
面
で
伝

達
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
院
司
を
兼
帯
し
て
い
な
い
蔵
人
や
弁

官
が
奉
じ
た
院
宣
が
存
在
す
る
の
か
否
か
を
検
討
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
が
、
こ

れ
に
は
玉
井
氏
の
次
の
指
摘
が
障
害
と
な
っ
て
く
る
。

仁
安
―
治
承
に
か
け
て
の
院
庁
下
文
に
は
、
弁
官
の
署
名
が
少
な
い
が
、

こ
れ
は
署
名
を
し
て
い
な
い
だ
け
で
、
記
録
類
に
よ
っ
て
調
査
す
る
と
、

ほ
と
ん
ど
の
弁
官
が
院
司
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。（
一
九
七
頁
）

全
院
司
が
必
ず
し
も
院
庁
下
文
に
署
名
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
な
る
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
案
件
を
担
当
し
た
奉
行
が
、
案
件
を
担
当
し
た
段
階
で
院
司
で
は
な

か
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
の
が
困
難
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
院

宣
の
奉
者
と
院
司
と
を
切
り
離
す
起
点
と
な
っ
た
前
掲
富
田
論
文
に
お
い
て

も
、
担
当
奉
行
が
奉
じ
た
事
例
と
し
て
提
示
し
た
暦
応
元
（
一
三
三
八
）
年
十
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一
月
十
五
日
付
光
厳
上
皇
院
宣
の
奉
者
右
少
弁
平
親
名
に
つ
い
て
「
こ
の
親
名

が
院
司
で
あ
っ
た
か
否
か
の
確
証
は
な
い（

26
）」

と
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
次
に
提
示
し
た
の
は
『
山
槐
記
』
治
承
二
（
一
一
七
八
）
年
正
月
八

日
条
で
あ
る
。

法
勝
寺
寄
検
非
違
使
、
左
大
夫
尉
遠
業
重
服
。
仍
仮
可
差
定
代
官
之
由
、

今
日
未
剋
、
右
中
弁
経
房
朝
臣
行
事
弁

奉
院
宣
、
以
消
息
仰
予
。
予
仰
道
志
重

成
差
進
右
大
夫
尉
康
綱
遠
業
之

下
臈
也

。

　

本
史
料
に
も
文
面
自
体
は
転
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
院
の
仰
せ
を
う
け
て
担

当
奉
行
が
出
し
た
「
消
息
」
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
古
文
書
学
様
式
論

で
の
院
宣
と
見
て
問
題
あ
る
ま
い
。
こ
の
時
、
日
記
の
記
主
藤
原
忠
親
は
権
中

納
言
・
検
非
違
使
別
当
。
内
容
は
、
法
勝
寺
寄
検
非
違
使
大
江
遠
業
の
重
服
に

と
も
な
い
、
代
官
の
指
名
を
検
非
違
使
別
当
忠
親
に
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
注

目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
院
宣
を
奉
じ
た
吉
田
経
房
の
立
場
に
つ
い
て
「
行
事

弁
」
と
注
記
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
時
、
蔵
人
を
兼
帯
し
な
い
右
中

弁
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
忠
親
の
認
識
の
中
で
は
、
経
房
が
行
事
担
当
の
弁
官

と
し
て
院
宣
を
奉
じ
た
と
見
な
し
て
い
た
と
解
さ
れ
る
。
但
し
、
同
時
期
の
治

承
二
（
一
一
七
八
）
年
六
月
十
二
日
後
白
河
院
庁
下
文
案
（『
平
安
遺
文
』
三
八

三
三
号
文
書
）
や
同
年
同
月
二
十
日
後
白
河
院
庁
下
文
案
（『
同
』
三
八
三
六
号

文
書
）
な
ど
で
、
経
房
は
「
右
中
弁
兼
内
蔵
頭
藤
原
朝
臣
」
と
し
て
署
名
し
て

い
る
院
司
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
院
司
を
兼
帯
し
て
い
な
い
蔵
人
・
弁
官
と
い

う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
さ
ら
に
『
玉
葉
』
寿
永
元
（
一
一
八
二
）
年
七
月
二
十
五
日
条
を
提

示
す
る
。

自
院
被
仰
下
云
季
時
法
師
奉
行
。

御
教
書
書
遣
基
輔
之
許

、
敦
助
子
男
助
廉

、
所
望
大
将
。
折
節
可
然

者
、
可
召
覧
歟
云
々
。
此
事
、
兼
重
夭
亡
之
時
、
付
兼
雅
卿
可
被
申
入
之

由
示
了
。
件
助
廉
、
天
下
第
一
之
悪
男
也
。

　

本
史
料
で
は
「
御
教
書
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
面
は
な
く
と

も
誤
り
な
く
古
文
書
学
上
の
院
宣
で
あ
る
。
本
史
料
に
先
立
つ
七
月
二
十
日
、

『
玉
葉
』
記
主
九
条
兼
実
子
息
良
通
の
随
身
秦
兼
重
が
殺
害
さ
れ
た
（『
玉
葉
』

同
日
条
）。
良
通
は
こ
の
時
、
権
中
納
言
右
近
衛
大
将
。
史
料
中
の
「
大
将
」

に
あ
た
る
。
そ
の
後
任
人
事
に
つ
い
て
、
後
白
河
院
か
ら
、
良
通
父
兼
実
の
も

と
に
、
助
廉
を
推
薦
し
て
き
た
も
の
と
な
る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
直
接

の
充
所
を
兼
実
家
司
藤
原
基
輔
と
す
る
こ
の
「
御
教
書
」
を
奉
じ
た
人
物
が

「
季
時
法
師
」
と
い
う
入
道
者
で
あ
っ
た
点
に
あ
る
。
そ
れ
で
は
こ
の
季
時
と

は
何
者
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
山
槐
記
』
治
承
四
（
一
一
八
〇
）
年
四
月
十
五
日
条
の
賀
茂
祭
使
行
列
中

に
蔵
人
所
雑
色
の
一
名
と
し
て
源
行
時
の
名
が
見
え
て
お
り
、「
生
年
八
才
。

（
中
略
）
祖
父
入
道
木
工
権
頭
季
時
出
立
之
。
生
年
七
十
二
云
々
」
と
あ
る
。

前
掲
し
た
『
玉
葉
』
の
二
年
前
で
あ
る
か
ら
「
季
時
法
師
」（『
玉
葉
』）
と
「
入

道
木
工
権
頭
季
時
」（『
山
槐
記
』）
は
同
一
人
物
と
見
て
誤
り
な
い
。
さ
ら
に
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そ
の
三
日
前
、『
山
槐
記
』
十
二
日
条
に
は
「
源
行
時
木
工
権
頭
時
盛
二

男
。
生
年
八
才
云
々

」
と
も
見

え
、
祖
父
季
時
、
父
時
盛
、
行
時
の
三
世
代
の
並
び
を
確
認
で
き
る
。
そ
こ

で
、『
尊
卑
分
脈
』
を
見
る
と
、
醍
醐
源
氏
の
一
流
に
「
季
時
―
時
盛
―
時
房

本
行
時

」
と
の
並
び
が
あ
り
確
認
が
と
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、『
兵
範
記
』
久
寿
二
（
一

一
五
五
）
年
九
月
二
十
三
日
条
に
は
「
源
時
盛
散
位
季

時
男

」
と
見
え
、
季
時
―
時
盛

の
父
子
関
係
か
ら
同
一
人
物
と
確
認
で
き
、
久
寿
二
年
九
月
の
段
階
で
季
時
が

散
位
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
そ
の
前
年
、『
兵
範
記
』
仁
平
四
（
一

一
五
四
）
年
正
月
三
十
日
条
に
は
左
大
臣
藤
原
頼
長
嫡
男
兼
長
が
春
日
祭
上
卿

を
勤
め
る
た
め
南
都
に
向
か
う
行
列
中
、
諸
大
夫
の
散
位
中
に
「
季
時
院
北
面

」
が

登
場
し
て
く
る
。
同
じ
散
位
で
あ
り
、
名
前
も
同
じ
で
あ
る
上
、
時
期
も
一
年

し
か
離
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
同
一
人
物
と
見
て
問
題
な
か
ろ
う
。
同
日
の

記
事
で
は
崇
徳
院
北
面
に
つ
い
て
は
「
新
院
北
面
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、

「
院
北
面
」
は
鳥
羽
院
の
北
面
と
判
別
で
き
る
。
す
な
わ
ち
源
季
時
は
、
元
々
、

鳥
羽
院
に
北
面
と
し
て
仕
え
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
。

　

彼
は
鳥
羽
院
崩
御
後
は
後
白
河
院
に
仕
え
て
お
り
、『
玉
葉
』
治
承
三
（
一

一
七
九
）
年
八
月
二
十
七
日
条
で
は
「
此
日
秉
燭
之
程
、
参
院
。（
中
略
）
尋
近

習
之
輩
、
皆
以
退
出
云
々
。
仍
以
侍
従
家
俊
入
見
参
以
季
時
法
師

申
入
云
々

。
帰
来
告
召
之

由
。
仍
参
御
前
（
後
略
）」
と
出
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
記
主
兼
実
が
参
院
。

院
伝
奏
を
尋
ね
た
が
、
全
員
不
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
兼
実
は
侍
従
源
家
俊

に
後
白
河
院
へ
の
伝
奏
を
依
頼
。
家
俊
は
季
時
に
こ
の
旨
を
伝
達
。
季
時
が
院

伝
奏
を
臨
時
に
奉
行
し
、
召
す
よ
う
と
の
仰
せ
を
承
っ
て
家
俊
へ
伝
え
、
家
俊

か
ら
兼
実
に
伝
達
さ
れ
た
、
と
解
釈
で
き
る
。
院
伝
奏
不
在
の
た
め
に
臨
時
の

伝
奏
を
奉
行
し
た
人
物
は
家
俊
で
は
な
く
、
季
時
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う（

27
）。

　

ま
た
、『
吉
記
』
治
承
五
（
一
一
八
一
）
年
六
月
十
七
日
条
で
は
「
午
上
参

院
。
伝
奏
人
不
候
。
仍
以
季
時
入
道
入
見
参
。
少
々
事
等
可
奏
之
由
有
仰
。
仍

奏
鴨
社
解
状
（
割
注
省
略
）」
と
、
こ
こ
で
も
季
時
は
、
蔵
人
頭
と
し
て
の
経

房
の
奏
事
を
、
院
伝
奏
不
在
の
故
に
、
後
白
河
院
に
伝
奏
す
る
役
割
を
果
た
し

て
い
る（

28
）。

彼
は
院
辺
に
伺
候
し
て
い
た
が
故
に
、
伝
奏
不
在
の
際
に
は
、
臨
時

に
そ
の
役
を
果
た
す
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　
『
玉
葉
』
寿
永
元
（
一
一
八
二
）
年
七
月
二
十
五
日
条
の
場
合
、
伝
奏
が
院

辺
に
不
在
で
あ
っ
た
か
否
か
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
事
実
と
し

て
、
季
時
は
後
白
河
院
の
仰
せ
を
受
け
て
「
御
教
書
」
を
兼
実
に
発
給
し
て
お

り
、
彼
の
こ
と
を
同
日
条
の
『
玉
葉
』
で
は
「
季
時
法
師
」
と
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
入
道
者
が
院
司
で
あ
る
こ
と
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
、
明

ら
か
に
院
司
で
は
な
い
人
物
が
奉
じ
た
院
宣
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

も
う
一
例
、『
吉
記
』
承
安
四
（
一
一
七
四
）
年
九
月
六
日
条
を
見
て
み
よ

う
。

　
　

熊
野
詣
仮
事
聞
食
了
之
由
有
院
宣
証
蓮
奉

。

当
時
、
記
主
吉
田
経
房
は
、
蔵
人
を
兼
任
し
な
い
権
右
中
弁
。
た
だ
し
、
彼
の

場
合
、
当
該
期
は
院
司
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
院
近
習
と
し
て
、
院
領
庄
園
関

係
他
の
院
中
家
政
問
題
に
限
定
し
た
奏
事
を
奉
行
し
て
い
た
た
め（

29
）、

熊
野
参
詣

の
た
め
都
を
離
れ
る
に
は
、
後
白
河
院
の
許
可
が
必
要
で
あ
っ
た
。
本
史
料
の



日記に見える院宣について

273

場
合
、「
院
宣
」
す
な
わ
ち
「
院
の
仰
せ
」
は
、
口
頭
伝
達
で
な
さ
れ
た
の

か
、
書
面
で
な
さ
れ
た
の
か
明
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
一
般
に
口
頭
伝
達
の

場
合
は
「
○
○
来
、
伝
院
宣
云
」
な
ど
の
表
記
が
取
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
証

蓮
奉
」
の
表
記
は
、
証
蓮
が
奉
じ
た
古
文
書
学
様
式
論
で
の
院
宣
を
指
す
と
見

て
問
題
な
か
ろ
う
。
経
房
の
熊
野
参
詣
は
定
宗
を
先
達
と
し
て
同
月
二
十
一
日

に
出
発
し
た
（『
吉
記
』
同
日
条
）。
そ
の
準
備
と
し
て
、
九
月
十
四
日
に
は
定

宗
に
馬
一
疋
を
贈
り
、
ま
た
翌
十
五
日
に
は
「
本
宮
師
」
た
る
熊
野
権
別
当
湛

増
に
も
馬
・
甲
冑
を
贈
る
な
ど
（
い
ず
れ
も
『
吉
記
』
同
日
条
）
が
な
さ
れ
る

が
、
証
蓮
の
関
与
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
他
方
、
院
辺
に
伺
候
す
る
人
物
と
し

て
も
証
蓮
は
管
見
の
限
り
確
認
で
き
ず
、
い
か
な
る
理
由
で
、
こ
の
院
宣
を
証

蓮
が
奉
じ
た
の
か
不
明
と
せ
ざ
る
を
え
な
い（

30
）。

し
か
し
な
が
ら
、
本
史
料
も
、

院
司
で
は
な
い
出
家
者
が
奉
じ
た
院
宣
の
一
例
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
た
と
え
院
司
で
は
な
く
と
も
院
か
ら
の
仰
せ
を
う

け
て
院
宣
を
発
給
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ

と
で
、
白
河
院
政
当
初
か
ら
盛
ん
に
行
わ
れ
た
天
皇
・
摂
関
・
院
と
の
連
絡
合

議
で
、
必
ず
し
も
蔵
人
・
弁
官
が
院
司
を
兼
帯
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と

も
合
理
的
な
説
明
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

白
根
靖
大
氏
は
「
院
宣
の
基
礎
的
考
察（

31
）」

に
て
「
少
な
く
と
も
現
存
の
史
料

か
ら
は
、
鳥
羽
院
政
の
後
半
に
な
っ
て
か
ら
指
示
院
宣
が
使
わ
れ
だ
し
た
と
考

え
ら
れ
、
院
政
の
展
開
あ
る
い
は
院
権
力
の
拡
大
と
と
も
に
こ
う
し
た
伝
達
方

法
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
」
と
指
摘
す
る
。
現
存
す
る
文
書

の
分
析
を
通
し
て
導
き
出
さ
れ
た
氏
の
所
論
に
異
論
は
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、「
は
じ
め
に
」
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
公
験
と
し
て
大
切
に
保
管
さ
れ
、

現
在
ま
で
伝
わ
っ
た
文
書
と
は
異
な
り
、
一
回
性
の
高
い
連
絡
に
使
用
さ
れ
た

文
書
は
、
意
志
伝
達
が
果
た
さ
れ
た
時
点
で
、
文
書
と
し
て
の
機
能
を
喪
失
し

て
し
ま
う
。
機
能
を
失
っ
た
文
書
が
数
百
年
の
時
を
経
て
、
現
存
す
る
蓋
然
性

は
限
り
な
く
低
い
。
そ
の
よ
う
な
文
書
が
日
記
の
中
に
は
、
多
く
の
場
合
断
片

的
で
は
あ
る
が
、
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

天
皇
・
摂
関
・
院
の
連
絡
合
議
も
在
宅
諮
問
も
、
本
稿
中
で
度
々
触
れ
た
よ

う
に
、
基
本
的
に
は
担
当
奉
行
が
相
手
の
邸
宅
を
訪
れ
て
な
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
々
発
生
す
る
多
種
多
様
な
案
件
の
連
絡
全
て
を

口
頭
の
み
で
果
た
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
必
要
に
応
じ
て
、
そ
れ
ら
は
書

面
に
て
な
さ
れ
る
場
合
も
ま
た
普
通
に
存
在
し
、
実
際
に
日
記
を
見
れ
ば
、
そ

れ
ら
の
事
例
は
枚
挙
に
暇
な
い
ほ
ど
多
い
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
多
く
は
奉
者

の
「
書
状
」「
消
息
」
な
ど
と
日
記
に
記
さ
れ
る
も
の
の
、
古
文
書
学
の
様
式

論
に
基
づ
き
分
類
す
れ
ば
、
院
か
ら
の
仰
せ
で
あ
る
場
合
は
、
院
宣
と
な
る
。

そ
の
よ
う
な
院
宣
を
併
せ
考
え
る
な
ら
ば
、
院
か
ら
の
指
示
や
諮
問
の
院
宣
は

白
河
院
政
当
初
か
ら
広
汎
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
か
か
る
院
宣
を
奉
じ
る
者
が
院
司
に
限
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

る
と
、
院
に
よ
る
国
政
運
営
は
事
実
上
不
可
能
と
な
る
と
い
っ
て
良
い
。
天
皇

経
験
者
た
る
上
皇
・
法
皇
は
主
君
で
あ
り
、
主
君
の
意
を
う
け
て
臣
下
が
書
札

様
文
書
を
認
め
る
こ
と
に
何
の
問
題
も
生
ず
ま
い
。
院
の
仰
せ
を
う
け
て
、
院
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宣
を
書
す
る
人
物
に
資
格
は
本
来
な
く
、
誰
で
あ
っ
て
も
問
題
な
か
っ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
、
院
司
の
中
で
も
院
伝
奏
を
奉
行
す
る
近
習
、
同
じ

く
院
司
の
中
で
院
領
庄
園
関
係
雑
事
等
の
院
中
奏
事
を
担
当
す
る
奉
行
、
国
政

一
般
の
担
当
奉
行
た
る
蔵
人
、
行
事
担
当
の
弁
官
が
奉
じ
た
院
宣
が
圧
倒
的
に

多
く
、
そ
れ
ら
の
院
宣
の
中
、
意
志
伝
達
後
も
、
公
験
と
し
て
機
能
を
し
続
け

て
き
た
院
宣
が
多
く
現
存
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

注（
１
）　

上
杉
和
彦
「
延
慶
本
平
家
物
語
所
収
文
書
を
め
ぐ
っ
て
―
―
宣
旨
を
中
心
に

―
―
」（『
軍
記
と
語
り
物
』
三
一
号
、
一
九
九
五
年
）。

（
２
）　

佐
藤
進
一
『
古
文
書
学
入
門
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
一
年
）。

（
３
）　

二
〇
〇
三
年
に
は
さ
ら
に
新
装
版
が
出
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）　

相
田
二
郎
『
日
本
の
古
文
書
』（
岩
波
書
店
、
一
九
四
九
年
）。

（
５
）　

鈴
木
茂
男
「
院
宣
」（『
国
史
大
辞
典
』
一
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
年
）。

（
６
）　

富
田
正
弘
「
公
家
政
治
文
書
の
発
給
過
程
と
系
譜
」（『
中
世
公
家
政
治
文
書
論
』

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
）。
院
宣
の
奉
者
を
め
ぐ
る
氏
の
見
解
は
、
既
に
「
中
世

公
家
政
治
文
書
の
再
検
討
②
「
御
教
書
」
―
―
院
宣
・
綸
旨
な
ど
」（『
歴
史
公
論
』
四

―
一
一
、
一
九
七
八
年
）
に
て
示
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）　

但
し
富
田
氏
は
、
後
嵯
峨
院
政
よ
り
前
の
初
期
院
政
に
つ
い
て
は
、
久
安
二
（
一

一
四
六
）
年
十
一
月
十
三
日
付
鳥
羽
上
皇
院
宣
を
例
示
し
た
上
で
「
こ
の
時
期
の
院
宣

の
奉
者
は
多
く
の
場
合
院
司
で
あ
り
、
院
政
自
体
ま
だ
院
務
と
政
務
が
未
分
化
で
あ
っ

た
」（
前
掲
注
（
６
）
論
文
、
一
六
九
頁
）
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）　

美
川
圭
「
関
東
申
次
と
院
伝
奏
の
成
立
と
展
開
」（『
院
政
の
研
究
』
臨
川
書
店
、

一
九
九
六
年
。
初
出
は
一
九
八
四
年
）。

（
９
）　

井
原
今
朝
男
「
中
世
の
国
政
と
家
政
―
―
中
世
公
家
官
制
史
の
諸
問
題
―
―
」

（『
日
本
中
世
の
国
政
と
家
政
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
五
年
。
初
出
は
一
九
九
二
年
）。

（
10
）　

白
根
靖
大
「
院
宣
の
基
礎
的
考
察
」
五
三
頁
（『
中
世
の
王
朝
社
会
と
院
政
』
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
。
初
出
は
一
九
九
八
年
）。

（
11
）　

拙
稿
「
後
白
河
院
政
期
に
お
け
る
国
家
意
志
決
定
の
周
辺
」（『
後
白
河
院
政
の
研

究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
。
初
出
は
一
九
九
六
年
）。

（
12
）　

こ
の
在
宅
諮
問
は
、
兼
実
以
外
の
人
物
に
行
わ
れ
て
い
る
か
否
か
不
明
で
あ
る
た

め
、
前
掲
注
（
11
）
拙
稿
所
収
「
後
白
河
院
政
期
在
宅
諮
問
一
覧
」
に
収
録
し
て
い
な

い
。
当
該
表
に
は
被
諮
問
者
二
名
以
上
に
対
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
が
明
か
な
も
の
の
み

収
録
し
て
い
る
。
詳
細
は
前
掲
注
（
11
）
拙
稿
、
注
（
18
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な

お
、
大
中
臣
祐
成
が
大
宮
司
に
就
任
し
た
治
承
三
（
一
一
七
九
）
年
三
月
九
日
（『
玉

葉
』）
以
後
生
じ
た
神
事
異
例
と
し
て
、
大
神
宮
心
柱
巻
布
が
解
落
し
た
事
件
が
公
家

政
権
に
報
告
さ
れ
て
い
る
（『
玉
葉
』
治
承
三
年
七
月
九
日
条
）。
こ
の
件
を
め
ぐ
っ
て

『
玉
葉
』
同
年
八
月
十
五
日
条
に
は
、
翌
日
陣
定
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と
、

記
主
兼
実
へ
の
参
仕
が
要
請
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
記
述
さ
れ
る
が
、
兼
実
は
所
労
不
参

を
申
し
入
れ
て
お
り
、
実
際
に
十
六
日
に
陣
定
が
行
わ
れ
た
か
否
か
は
確
認
で
き
な

い
。
そ
の
た
め
、
こ
の
陣
定
は
拙
稿
「
公
卿
議
定
制
に
見
る
後
白
河
院
政
」（
前
掲
注

（
11
）
拙
著
所
収
）
所
収
「
後
白
河
親
・
院
政
期
公
卿
議
定
一
覧
」
に
収
録
し
て
い
な

い
。

（
13
）　

行
隆
は
永
暦
元
（
一
一
六
〇
）
年
頃
、
頻
繁
に
後
白
河
院
伝
奏
を
奉
行
し
て
い
た

様
子
を
『
山
槐
記
』
よ
り
確
認
で
き
る
が
、
翌
年
以
後
、
彼
が
伝
奏
を
奉
行
し
た
事
例
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を
一
例
も
確
認
で
き
な
い
。
詳
細
は
拙
稿
「
後
白
河
院
政
期
に
お
け
る
奏
事
の
一
側

面
」（
前
掲
注
（
11
）
拙
著
所
収
）
所
収
「
後
白
河
院
政
期
院
伝
奏
一
覧
」
を
参
照
さ

れ
た
い
。

（
14
）　

前
掲
注
（
13
）
拙
稿
所
収
「
後
白
河
院
政
期
院
伝
奏
一
覧
」
参
照
。

（
15
）　

葉
室
光
親
に
つ
い
て
は
本
郷
和
人
「
廷
臣
小
伝
」（『
中
世
朝
廷
訴
訟
の
研
究
』
東

京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
）、
白
根
「
院
司
の
基
礎
的
考
察
」（
前
掲
注
（
10
）
著

書
所
収
）
な
ど
を
参
照
。

（
16
）　

在
宅
諮
問
に
つ
い
て
は
、
美
川
「
院
政
を
め
ぐ
る
公
卿
議
定
制
の
展
開
―
―
在
宅

諮
問
・
議
奏
公
卿
・
院
評
定
制
―
―
」（
前
掲
注
（
８
）
著
書
所
収
）、
及
び
拙
稿
「
公

卿
議
定
制
に
見
る
後
白
河
院
政
」（
前
掲
注
（
11
）
拙
著
所
収
）
を
参
照
。

（
17
）　

例
え
ば
、〈
史
料
一
〉「
伊
勢
太
神
宮
司
可
被
任
哉
否
事
」
の
場
合
、
結
局
の
と
こ

ろ
、
大
中
臣
祐
成
を
改
任
し
た
の
か
否
か
は
『
玉
葉
』
に
は
記
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま

た
「
神
事
違
例
」
が
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
神
事
異
例
問
題

自
体
に
つ
い
て
の
日
記
記
主
の
関
心
の
低
さ
が
う
か
が
よ
う
。
対
し
て
『
玉
葉
』
治
承

三
（
一
一
七
九
）
年
二
月
一
日
条
に
記
さ
れ
る
伊
勢
大
宮
司
公
俊
重
喪
に
伴
う
改
任
に

つ
い
て
の
在
宅
諮
問
の
場
合
、「
蔵
人
大
進
基
親
、
送
書
於
季
長
」
と
、
形
式
上
の
充

所
が
兼
実
家
司
源
季
長
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
、
諮
問
に
対
す
る
請
文
に
つ
い
て
も

「
以
季
長
朝
臣
令
書
之
。
但
余
等

（
マ
マ
）消
息
之
體
也
」
と
、
事
実
上
奉
書
で
は
あ
っ
て
も
自

書
の
体
を
取
っ
た
こ
と
の
注
記
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
書
札
礼
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か

が
え
る
。
以
上
か
ら
、
日
記
記
主
が
院
宣
全
文
を
日
記
に
転
載
し
た
意
図
は
、
本
来
邸

宅
に
出
向
い
て
行
う
べ
き
大
臣
へ
の
諮
問
を
、
略
儀
の
書
面
で
行
っ
た
場
合
、
い
か
な

る
礼
が
な
さ
れ
る
べ
き
か
の
先
例
の
蓄
積
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
文
掲
載
史
料

で
は
省
略
し
た
が
、〈
史
料
一
〉
～
〈
史
料
三
〉
全
て
、
そ
の
直
後
に
は
請
文
も
全
文

が
日
記
に
転
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら
も
、
日
記
記
主
が
、
諮
問
の
院
宣
と
請
文

を
ワ
ン
セ
ッ
ト
で
扱
い
、
書
札
礼
の
先
例
蓄
積
に
関
心
を
払
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

え
よ
う
。

（
18
）　

院
政
期
に
お
け
る
国
家
意
志
決
定
方
式
で
あ
る
、
天
皇
・
摂
関
・
院
に
よ
る
連
絡

合
議
に
つ
い
て
は
、
井
原
「
中
世
の
天
皇
・
摂
関
・
院
」（
前
掲
注
（
９
）
著
書
所

収
）、
及
び
前
掲
注
（
11
）
拙
稿
、
拙
稿
「
国
家
意
志
決
定
連
絡
合
議
に
見
る
後
白
河

院
政
」（
前
掲
注
（
11
）
拙
著
所
収
）
な
ど
を
参
照
。

（
19
）　

拙
稿
「
奏
事
に
見
る
後
白
河
院
政
」（
前
掲
注
（
11
）
著
書
所
収
）
一
一
四
頁
参

照
。

（
20
）　

宮
崎
康
充
編
『
国
司
補
任
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
一
年
）。

（
21
）　

前
掲
注
（
18
）。

（
22
）　

玉
井
力
「「
院
政
」
支
配
と
貴
族
官
人
層
」（『
日
本
の
社
会
史
三　

権
威
と
支

配
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
）。

（
23
）　

高
橋
昌
明
『
増
補
改
訂　

清
盛
以
前
―
―
伊
勢
平
氏
の
興
隆
』（
平
凡
社
、
二
〇

一
一
年
）
な
ら
び
に
白
根
、
前
掲
注
（
15
）
論
文
参
照
。

（
24
）　

白
根
、
前
掲
注
（
15
）
論
文
、
一
七
頁
参
照
。

（
25
）　

拙
稿
「
国
家
意
志
決
定
連
絡
合
議
に
見
る
後
白
河
院
政
」（
前
掲
注
（
11
）
拙
著

所
収
）
参
照
。

（
26
）　

富
田
、
前
掲
注
（
６
）
論
文
、
一
七
〇
頁
。

（
27
）　

前
掲
注
（
14
）
表
参
照
。

（
28
）　

前
掲
注
（
14
）
表
参
照
。

（
29
）　

前
掲
注
（
13
）
拙
稿
。

（
30
）　

但
し
、
同
一
案
件
を
高
倉
天
皇
に
奏
上
し
た
際
に
は
「
参
内
。（
中
略
）
予
以
蔵
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人
長
俊
、
熊
野
詣
仮
事
申
女
房
。
若
州
答
可
奏
達
之
由
。
次
退
出
」（『
吉
記
』
承
安
四

（
一
一
七
四
）
年
九
月
九
日
条
）
と
、
直
接
参
内
し
た
上
で
、
若
狭
局
に
伝
奏
を
依
頼

し
て
い
る
。
連
日
、
院
中
奏
事
の
た
め
院
御
所
を
訪
れ
て
い
る
経
房
が
、
後
白
河
院
へ

の
伝
奏
を
、
自
身
の
熊
野
詣
に
関
係
す
る
僧
侶
に
わ
ざ
わ
ざ
依
頼
し
、
院
か
ら
の
許
可

が
同
じ
経
路
を
辿
っ
て
経
房
に
も
ど
っ
て
く
る
蓋
然
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
、
証
蓮
は

院
辺
に
伺
候
し
て
い
た
た
め
、
こ
の
院
宣
を
奉
じ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

（
31
）　

白
根
、
前
掲
注
（
10
）
論
文
、
五
六
頁
。
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は
じ
め
に

　

日
本
前
近
代
の
日
次
記
の
う
ち
、
摂
関
時
代
以
降
の
主
に
公
家
男
子
や
僧
侶

に
よ
る
漢
文
に
よ
る
日
次
記
を
、
日
本
史
で
は
特
に
古
記
録
と
総
称
し
て
い

る
。
古
記
録
を
記
す
本
来
の
目
的
は
、
公
事
（
朝
廷
儀
礼
や
政
務
の
総
称
）
を

記
録
す
る
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、
公
事
は
時
代
と
と
も
に
形
骸
化
し
、
そ
れ

と
と
も
に
古
記
録
に
記
さ
れ
る
内
容
も
多
様
化
し
て
い
く
。

　

特
に
室
町
時
代
に
は
公
事
が
形
骸
化
す
る
と
と
も
に
、
古
記
録
の
記
事
内
容

が
多
様
化
し
、
ま
た
記
主
も
公
家
男
子
だ
け
で
な
く
僧
侶
等
に
も
拡
大
す
る
。

か
か
る
な
か
で
本
来
の
公
事
の
記
録
と
し
て
の
形
態
を
留
め
る
古
記
録
と
し

て
、
筆
者
は
、
万
里
小
路
時
房
（
一
三
九
四
～
一
四
五
七
）
の
『
建
内
記
』
に

注
目
し
、
そ
れ
に
註
釈
を
付
け
る
作
業
を
こ
こ
数
年
来
行
っ
て
い
る（

1
）。

　

古
記
録
に
註
釈
を
付
け
て
い
く
作
業
は
、
労
多
く
し
て
功
少
な
い
作
業
と
い

え
る
が
、
ひ
と
つ
の
古
記
録
を
じ
っ
く
り
掘
り
下
げ
て
読
む
こ
と
で
、
複
数
の

古
記
録
を
必
要
な
部
分
だ
け
広
く
浅
く
読
む
よ
り
も
得
る
も
の
が
大
き
い
場
合

が
あ
る
。
本
報
告
で
記
す
内
容
も
、『
建
内
記
』
に
註
釈
を
付
け
て
い
く
過
程

で
見
い
だ
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
室
町
時
代
は
幕
府
が
京
都
に
あ
っ
た
た
め
に
、
公
家
文
化
と
武

家
文
化
が
融
合
し
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
融
合
と
い
う
と
聞
こ
え
は

よ
い
が
、
そ
れ
は
武
家
側
の
影
響
や
圧
力
に
よ
る
公
家
側
の
伝
統
の
改
変
や
崩

壊
を
含
む
。
特
に
朝
廷
儀
礼
は
先
例
・
故
実
通
り
に
行
う
の
を
旨
と
す
る
が
、

室
町
時
代
に
は
、
そ
の
儀
礼
に
将
軍
（
室
町
殿
）
が
参
加
す
る
こ
と
で
、
武
家

側
の
論
理
が
優
先
さ
れ
て
、
公
家
の
先
例
・
故
実
が
改
変
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ

た
。

　

そ
の
実
例
の
一
端
が
、『
放
生
会
部
類
記
』
所
収
『
建
内
記
』
応
永
二
十
四

年
（
一
四
一
七
）
八
月
十
五
日
条
（
以
下
、
当
該
条
と
す
る
）
に
み
ら
れ
る
。
そ

の
日
は
、
石
清
水
八
幡
宮
寺（

2
）最
大
の
祭
礼
で
あ
る
放
生
会
当
日
で
あ
る
。
そ
の

放
生
会
に
室
町
幕
府
四
代
将
軍
足
利
義
持
が
上
卿
と
し
て
参
加
し
（
参
行
と
い

〈
共
同
研
究
報
告
〉
日
記
の
総
合
的
研
究

儀
礼
に
み
る
公
家
と
武
家

─
─
『
建
内
記
』
応
永
二
十
四
年
八
月
十
五
日
条
か
ら
─
─

近　

藤　

好　

和
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う
）、
そ
の
た
め
に
、
い
く
つ
か
の
公
家
の
先
例
・
故
実
が
改
変
さ
れ
た
。
当

該
条
は
す
で
に
『
建
内
記
註
釈
１
』（
２
─
ⅲ
～
ⅴ
）
で
詳
細
に
註
釈
し
た
が
、

本
報
告
は
そ
れ
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る（

3
）。

　

な
お
、
放
生
会
は
仏
教
の
殺
生
戒
に
基
づ
い
て
魚
鳥
類
を
山
野
に
放
ち
供
養

す
る
仏
教
行
事
で
あ
り
、
石
清
水
八
幡
宮
寺
だ
け
で
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な

い
。
現
に
石
清
水
八
幡
宮
寺
放
生
会
も
宇
佐
八
幡
宮
寺
放
生
会
に
倣
っ
た
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
以
下
、
放
生
会
と
い
え
ば
す
べ
て
石
清
水
八
幡
宮
寺
放
生

会
の
こ
と
と
す
る
。

一
、
放
生
会

　

最
初
に
放
生
会
を
理
解
す
る
た
め
の
前
提
事
項
と
し
て
、
石
清
水
八
幡
宮
寺

の
境
内
構
造
と
放
生
会
の
式
次
第
を
概
観
す
る
。

　

石
清
水
八
幡
宮
寺
の
境
内
構
造
は
、
男
山
山
上
の
上
院
と
北
東
麓
の
宿
院

（
下
院
と
も
）
か
ら
な
る
。
上
院
に
三
神
を
祀
る
本
宮
が
あ
り
、
宿
院
に
頓
宮

と
極
楽
寺（

4
）が

あ
っ
た
。
頓
宮
は
天
皇
が
一
時
的
に
滞
在
す
る
行
宮
の
こ
と
で
あ

る
が
、
石
清
水
八
幡
宮
寺
で
は
放
生
会
の
際
に
三
神
が
一
時
的
に
遷
座
す
る
仮

宮
を
い
い
、
一
般
で
い
う
御
旅
所
に
相
当
す
る
。

　

参
道
は
、
宿
院
北
方
の
一
ノ
鳥
居
か
ら
男
山
東
麓
を
南
下
し
、
宿
院
を
経
て

二
ノ
鳥
居
に
至
る
。
二
ノ
鳥
居
手
前
西
側
の
登
坂
口
を
太
子
坂
と
い
い
、
上
院

に
続
く
裏
参
道
で
あ
る
。
一
方
、
二
ノ
鳥
居
を
経
て
さ
ら
に
南
下
し
、
南
麓
を

迂
回
す
る
登
坂
口
を
大
坂
と
い
い
、
三
ノ
鳥
居
に
続
く
表
参
道
で
あ
る
。
表
参

道
は
三
ノ
鳥
居
か
ら
は
北
上
し
て
上
院
に
至
る
。

　

放
生
会
は
、
上
院
で
の
行
事
の
後
、
三
神
を
乗
せ
た
神
輿
三
基
が
表
参
道
を

下
山
し
て
宿
院
に
至
り
、
頓
宮
に
三
神
を
遷
座
し
た
う
え
で
宿
院
行
事
に
移
っ

た（
5
）。

こ
の
う
ち
上
院
行
事
と
二
ノ
鳥
居
ま
で
の
神
幸
が
石
清
水
八
幡
宮
寺
主
催

の
私
祭
、
二
ノ
鳥
居
以
降
の
神
幸
と
宿
院
行
事
が
朝
廷
主
催
の
公
祭
で
、
二
ノ

鳥
居
か
ら
宿
院
ま
で
の
神
幸
は
行
幸
に
準
じ
ら
れ
た（

6
）。
そ
こ
で
、
石
清
水
八
幡

宮
寺
で
は
宿
院
内
の
御
旅
所
を
頓
宮
と
い
っ
た
。
宿
院
行
事
終
了
後
の
神
輿
還

御
（
還
幸
）
は
、
宿
院
南
門
を
出
る
ま
で
が
公
祭
で
あ
り
、
以
後
は
私
祭
に

戻
っ
た
。

石
清
水
八
幡
宮
寺
境
内
模
式
図

一
ノ
鳥
居

北
門

宿　

院

極
楽
寺

頓
宮

舞
台

礼
堂

南
門

裏参道

絹
屋
殿
二
ノ
鳥
居

列
立

表
参
道

三
ノ
鳥
居

上
院

（
山
上
）
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公
祭
部
分
で
は
、
朝
廷
か
ら
勅
使
と
し
て
上
卿
と
参
議
・
弁
官
・
少
納
言
・

外
記
・
史
・
官
掌
・
召
使
・
六
衛
府
次
官
・
左
右
馬
寮
頭
等
の
い
わ
ば
太
政
官

の
縮
小
版
と
も
い
う
べ
き
官
人
等
と
法
会
を
主
管
す
る
導
師
が
発
遣
さ
れ
た
。

こ
の
官
人
等
を
職
掌
と
い
っ
た
。

　

職
掌
は
、
放
生
会
前
日
の
八
月
十
四
日
に
石
清
水
八
幡
宮
寺
に
入
り
、
放
生

会
当
日
は
上
卿
の
宿
所
に
集
合
。
行
列
を
仕
立
て
て
一
ノ
鳥
居
を
経
て
北
門
を

通
っ
て
宿
院
に
入
り
、
職
掌
は
極
楽
寺
前
の
礼
堂
（
神
社
の
拝
殿
に
相
当
す
る

建
物
）
に
堂
上
・
着
座
し
た
。

　

つ
い
で
上
卿
以
下
は
宿
院
南
門
を
出
て
、
二
ノ
鳥
居
手
前
の
参
道
中
央（

7
）に

設

置
さ
れ
た
絹
屋
殿
を
正
面
に
み
る
参
道
西
側
に
移
動
。
上
卿
を
先
頭
（
南
側
）

と
し
て
東
面
に
（
つ
ま
り
絹
屋
殿
側
を
向
い
て
）
列
立
し
、
神
輿
の
到
着
を
待
っ

た
。
絹
屋
殿
は
上
院
か
ら
下
山
し
て
き
た
神
輿
を
一
時
的
に
安
置
す
る
仮
殿
で

あ
る
。

　

絹
屋
殿
前
に
は
法
会
を
行
う
導
師
以
下
の
僧
侶
達
や
舞
楽
を
行
う
舞
人
・
楽

人
等
も
参
集
。
上
卿
以
下
は
神
輿
を
先
導
し
て
南
門
か
ら
宿
院
に
入
り
、
三
神

は
神
輿
か
ら
頓
宮
に
遷
座
。
職
掌
は
礼
堂
に
堂
上
・
着
座
し
、
上
卿
に
よ
る
奉

幣
、
続
く
法
会
・
舞
楽
等
の
宿
院
行
事
に
移
っ
た
。

　

宿
院
行
事
終
了
後
は
、
上
卿
以
下
は
宿
院
南
門
外
に
列
立
し
て
還
幸
を
見

送
っ
た
。
こ
こ
で
職
掌
の
公
務
も
終
了
す
る
。

二
、
上
卿
義
持
参
行
に
よ
る
先
例
・
故
実
の
改
変
部
分

　

つ
い
で
以
上
の
放
生
会
式
次
第
を
踏
ま
え
、
当
該
条
に
み
え
る
義
持
参
行
に

よ
っ
て
改
変
さ
れ
た
先
例
・
故
実
を
み
て
い
こ
う
。
な
お
、『
建
内
記
』
本
文

は
、『
大
日
本
古
記
録
』
を
使
用
す
る
。
引
用
の
う
ち
〈　

〉
部
分
は
細
字
割

書
で
あ
り
、
ま
た
右
傍
に
「
・
」
を
付
し
た
文
字
は
、『
大
日
本
古
記
録
』
の

校
合
で
異
本
に
よ
り
正
し
た
文
字
で
あ
る
。
さ
ら
に
返
り
点
を
付
し
、
適
宜
中

略
し
た
。

　

・
事
例
①

上
卿
入
二

宿
院
北
門
一、
経
二

極
楽
寺
北
面
一

昇
二

南
階
一

給
、
御
著
座
（
中

略
）、
次
予
於
二

西
切
妻
下
一

一
揖
、
脱
レ

沓
堂
上
〈
上
卿
・
参
議
昇
二

南
階
一

例
也
、
而
南
階
定
無4

骨
歟
、
令
レ

斟
二

酌
之
一、
昇
二

切
妻
一

可
レ

然
之
由
広
橋

相
二

計
之
一、
只
随
二

当
時
之
儀
一

而
已
〉、

　

こ
れ
は
上
卿
以
下
職
掌
が
宿
所
か
ら
宿
院
に
到
着
し
、
礼
堂
に
堂
上
す
る
際

の
作
法
を
記
す
。「
上
卿
」
は
足
利
義
持
。「
南
階
」
は
礼
堂
正
面
の
階
段
。
表

階
段
で
あ
る
。「
予
」
は
時
房
で
参
議
。「
西
切
妻
」
は
礼
堂
西
側
の
階
段
（
西

階
）。
脇
階
段
で
あ
る
。「
広
橋
」
は
広
橋
兼
宣
。
朝
廷
と
幕
府
の
連
絡
役
で
あ

る
伝
奏
で
、
義
持
に
追
従
し
て
い
る
人
物
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
礼
堂
に
堂
上
す
る
際
に
、
上
卿
義
持
は
表
階
段
で
あ
る
南

階
を
使
用
し
、
参
議
時
房
は
脇
階
段
で
あ
る
西
階
を
使
用
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
割
書
部
分
の
時
房
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
上
卿
と
参
議
は
同
じ

く
南
階
か
ら
堂
上
す
る
の
が
先
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
義
持
と
同
じ
南
階
か
ら

堂
上
す
る
の
は
「
無
骨
」（
無
礼
）
で
あ
る
か
ら
、
西
階
か
ら
の
堂
上
が
適
切
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で
あ
る
と
い
う
伝
奏
兼
宣
の
意
見
で
、
時
房
は
西
階
を
使
用
し
た
と
い
う
。
最

後
の
「
只
随
二

当
時
之
儀
一

而
已
」
は
、
不
本
意
に
も
先
例
を
曲
げ
て
時
流
に
従

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
房
の
諦
観
で
あ
る
。

　

・
事
例
②

南
簀
子
東
行
、
至
二

東
第
四
間
長
押
下
一

蹲
居
、
受
二

御
目
一、
更
起
昇
二

長
押

一

六（
経
脱
）府
座
上
〈
自
二

第
四
間
一

敷
二

府
座4

一

〉、
著
二

第
三
間
参
議
座
一

〈（
中
略
）

上
卿
第
一
間
、
参
議
第
二
間
、
如
レ

此
可
レ

敷
歟
、
依
二

御
参
行
一

隔
二

一
ヶ

間
一

敷
二

第
三
間
一

也
、
上
卿
者
入
二

第
一
間
一

著
座
、
参
議
入
二

第
二
間
一

著

座
歟
、
而
上
卿
入
二

御
第
三
間4

・
階
間
一

之
間
、
同
間
之
条
時
宜
難
レ

測
、

仍
出
二

入
第
四
間
一

者
也
〉
也
、

　

こ
れ
は
礼
堂
に
堂
上
後
、
着
座
ま
で
の
作
法
を
記
す
。
ま
ず
礼
堂
の
構
造

は
、
廂
の
桁
行
（
東
西
）
五
間
（
東
西
の
簀
子
を
入
れ
て
全
体
で
七
間
）
の
建

物
。
間
数
は
東
側
か
ら
数
え
、「
第
三
間
・
階
間
」
と
あ
る
よ
う
に
、
廂
中
央

の
第
三
間
に
簀
子
を
隔
て
て
南
階
が
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
時
房
は
西
階
か
ら
堂
上
後
、
南
簀
子
を
東
行
し
、
東
第
四
間
（
西
第

二
間
）
の
下
長
押
で
「
蹲
居
」
し
、
先
に
着
座
し
て
い
る
上
卿
に
目
礼
し
た
う

え
で
、
第
四
間
か
ら
廂
に
入
り
、
第
三
間
に
設
置
さ
れ
た
参
議
の
座
に
着
座
し

た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
や
は
り
割
書
部
分
の
時
房
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
礼
堂
内
で

は
、
上
卿
の
座
は
第
一
間
（
も
っ
と
も
東
側
）、
参
議
の
座
は
そ
の
西
隣
の
第
二

間
に
設
置
し
、
上
卿
・
参
議
は
そ
れ
ぞ
れ
の
座
が
設
置
さ
れ
て
い
る
第
一
間
・

第
二
間
か
ら
廂
に
入
る
の
が
先
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
回
は
、「
御
参
行
」

つ
ま
り
義
持
が
上
卿
な
の
で
、
参
議
の
座
は
上
卿
か
ら
一
間
隔
て
た
第
三
間
に

設
置
し
、
ま
た
、
廂
に
は
上
卿
が
第
三
間
か
ら
入
っ
た
の
で
、
参
議
が
同
じ
第

三
間
か
ら
入
っ
て
は
「
時
宜
難
レ

測
」
つ
ま
り
義
持
が
ど
う
感
じ
る
か
わ
か
ら

な
い
の
で
義
持
に
遠
慮
し
、
第
四
間
か
ら
入
っ
た
と
い
う
。

　

・
事
例
③

上
卿
令
二

絹
屋
殿
前
西
辺
立
一

給
〈
南
上
東
面
〉、
予
欲
レ

列
二

其
北
一

進
行
之

処
、
広
橋
大
納
言
以
下
扈
従
公
卿
并
供
奉
殿
上
人
済
々
蹲
居
、
其
所
又
武

家
大
名
小
名
群
居
、
無
二

列
立
之
便
一、
仍
蹲
居
了
、
依
二

御
参
行
一

雖
レ

似
レ

至
レ

敬
、
却
而
失
二

礼
儀
一

歟
、（
中
略
）
弁
・
少
納
言
・
外
記
・
史
・
六
府

已
下
悉
蹲
居4

、

　

こ
れ
は
上
卿
以
下
が
絹
屋
殿
前
で
神
幸
を
迎
え
る
作
法
を
記
す
。「
広
橋
大

納
言
」
は
兼
宣
。
そ
れ
以
下
の
「
扈
従
公
卿
并
供
奉
殿
上
人
」（
以
下
、
扈
従
公

卿
等
と
す
る
）
お
よ
び
「
武
家
大
名
小
名
」
の
参
加
が
こ
こ
で
み
ら
れ
る
の

は
、
将
軍
義
持
参
行
故
の
特
例
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
の
ち
に
問
題
と
す
る
。

　

さ
て
、
絹
屋
殿
前
で
は
、「
南
上
東
面
」
つ
ま
り
上
卿
を
南
側
（
先
頭
）
と

し
て
東
面
し
（
絹
屋
殿
側
を
向
き
）、
参
道
西
側
に
「
列
立
」
す
る
の
が
先
例
で

あ
る
。
そ
こ
で
時
房
も
当
初
は
上
卿
の
北
隣
に
列
立
し
よ
う
と
し
た
。
し
か

し
、
兼
宣
以
下
の
扈
従
公
卿
等
は
す
べ
て
蹲
居
し
、
ま
た
武
家
の
大
名
・
小
名
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も
「
群
居
」（
お
そ
ら
く
蹲
居
も
）
し
て
お
り
、「
列
立
之
便
」
が
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
時
房
も
蹲
居
し
た
。
ま
た
弁
官
以
下
の
職
掌
も
す
べ
て
蹲
居
し
た
。

「
列
立
之
便
」
が
な
い
と
は
、
列
立
の
余
地
が
な
い
、
つ
ま
り
衆
人
蹲
居
の
中

で
時
房
だ
け
が
列
立
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
意
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
時
房
は
「
依
二

御
参
行
一

雖
レ

似
レ

至
レ

敬
、
却
而
失
二

礼
儀
一

歟
」
と
批
判
を
記
し
た
。
時
房
の
意
見
で
は
、
蹲
居
す
る
の
は
義
持
に
対
し
て

は
敬
意
を
払
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
か
え
っ
て
「
礼
儀
」
を
失
し
て
い
る
と
い

う
。

　

・
事
例
④

次
第
至
二

南
門
下
一

垂
レ

裾
参
進
、
列
二

舞
台
乾
辺
4

4

一

被4

二

仕
候
4

4

一、
是
又
就
二

御

参
行
一

蹲
居
也
、

　

・
事
例
⑤

上
卿
已
下
於
二

極
楽
寺
前
一

著
レ

靴
、
於
二

南
門
外
一

立
二

門
腋
一

〈
北
上
東
面
、

但
已
下
皆
以
蹲
居
、
子
細
如
二

先
度
例
一

〉、
次
神
輿
還
二

御
々
山
一、

　

ど
ち
ら
も
事
例
③
と
同
様
に
、
列
立
す
べ
き
時
に
蹲
居
し
た
違
例
を
記
す
。

前
者
は
、
宿
院
に
入
っ
た
神
輿
か
ら
三
神
が
頓
宮
に
遷
座
す
る
際
の
作
法
で
あ

り
、
後
者
は
還
幸
を
見
送
る
作
法
で
あ
る
。

　

前
者
は
、
遷
座
の
際
に
職
掌
は
、
宿
院
行
事
の
法
会
や
舞
楽
を
行
う
舞
台
の

乾
（
北
西
）
に
列
立
す
る
の
が
先
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
や
は
り
「
御
参
行
」

の
た
め
に
蹲
居
し
た
と
い
う
。
蹲
居
し
た
の
は
む
ろ
ん
義
持
以
外
で
あ
る
。

　

後
者
は
事
例
③
と
対
に
な
る
。
宿
院
行
事
後
の
還
幸
は
、
上
卿
以
下
は
宿
院

南
門
外
に
「
北
上
東
面
」
に
列
立
し
て
見
送
る
の
が
先
例
で
あ
る
。
し
か
し
、

「
先
度
例
」
つ
ま
り
事
例
③
と
同
じ
く
蹲
居
し
た
と
い
う
。
こ
れ
ま
た
蹲
居
し

た
の
は
義
持
以
外
で
あ
る
。

三
、
義
持
参
行
に
よ
る
先
例
・
故
実
の
改
変
の
背
景

　

以
上
が
当
該
条
に
み
え
る
上
卿
義
持
参
行
に
よ
る
先
例
・
故
実
の
改
変
部
分

で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ぎ
に
そ
れ
に
つ
い
て
考

え
た
い
。
な
お
、
事
例
④
・
⑤
は
事
例
③
に
連
動
す
る
た
め
事
例
③
と
一
括
で

扱
う
。

　

結
論
か
ら
い
え
ば
事
例
①
～
③
に
お
け
る
先
例
・
故
実
改
変
の
背
景
に
あ
る

も
の
は
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
武
家
は
将
軍
を
頂
点
と
し
て
何
事
も
将
軍
が
絶

対
な
の
に
対
し
、
公
家
は
天
皇
を
頂
点
と
し
、
そ
の
下
に
公
卿
・
殿
上
人
・
諸

大
夫
等
の
身
分
序
列
は
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
特
に
公
卿
・
殿
上
人
は
天
皇
の
ミ

ウ
チ
で
あ
り
、
そ
の
頂
点
に
あ
る
摂
政
・
関
白
・
左
右
大
臣
等
で
も
、
将
軍
に

相
当
す
る
よ
う
な
身
分
的
な
絶
対
性
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

ま
た
、
公
家
の
儀
礼
体
系
は
、
嵯
峨
天
皇
の
弘
仁
年
間
（
八
一
〇
～
八
二
四
）

以
来
、
中
国
唐
の
儀
礼
体
系
で
あ
る
唐
礼
に
基
づ
く
も
の
と
な
り
、
そ
の
基
礎

は
大
陸
的
な
立
礼
で
あ
る（

8
）。

こ
れ
に
対
し
、
武
家
の
儀
礼
体
系
は
、
鎌
倉
幕
府

成
立
以
後
に
形
成
さ
れ
た
い
わ
ば
日
本
的
な
儀
礼
体
系
と
い
え
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
公
家
と
武
家
と
の
身
分
に
対
す
る
意
識
や
儀
礼
体
系
の
相
違



282

に
基
づ
く
矛
盾
が
、
放
生
会
に
将
軍
が
参
行
す
る
こ
と
で
表
面
化
し
、
そ
れ
が

当
該
条
に
記
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
い
え
ば
、
将
軍
（
征
夷
大
将
軍
）
位
も
天
皇
が
任
命
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
し
ば
ら
く
措
く
。
そ
の
一
方
で
、
朝
廷
の
位
階
・
官
職
か
ら

す
れ
ば
、
義
持
も
当
該
条
の
応
永
二
十
四
年
の
時
点
で
、
従
一
位
内
大
臣
と
い

う
公
卿
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
放
生
会
上
卿
と
し
て
参
行
し
た
の
で
あ
る
が
、

公
家
側
の
論
理
に
よ
れ
ば
、
放
生
会
の
公
祭
部
分
は
朝
廷
儀
礼
に
相
当
す
る
か

ら
、
上
卿
義
持
と
参
議
時
房
は
同
じ
公
卿
と
し
て
大
き
な
身
分
的
差
異
は
な

い
。

　

し
た
が
っ
て
、
時
房
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
事
例
①
・
②
の
よ
う
に
、
礼
堂

へ
の
堂
上
・
着
座
で
上
卿
に
遠
慮
す
る
必
要
は
ま
っ
た
く
な
く
、
同
じ
く
南
階

か
ら
堂
上
し
、
上
卿
の
隣
に
間
を
隔
て
ず
に
着
座
す
る
の
は
当
然
で
、
そ
れ
が

上
卿
に
対
し
て
「
無
骨
」
に
当
た
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
ま
っ
た
く
な
い
。

　

し
か
し
、
当
該
条
で
は
伝
奏
兼
宣
の
意
見
と
は
い
え
武
家
側
の
論
理
が
優
先

さ
れ
、
義
持
は
内
大
臣
と
い
う
公
卿
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
将
軍
と
し
て
処
遇

さ
れ
た
。
事
例
①
で
時
房
が
「
只
随
二

当
時
之
儀
一

而
已
」
と
諦
観
を
記
し
た
の

も
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

　

一
方
、
事
例
③
も
や
は
り
武
家
側
の
論
理
が
優
先
さ
れ
、
義
持
は
将
軍
と
し

て
処
遇
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
列
立
と
い
う
公
家
の
儀
礼
体
系
が
改

変
さ
れ
て
蹲
居
と
な
っ
た
。

　

列
立
は
立
ち
並
ぶ
こ
と
を
い
う
が
、
立
礼
を
旨
と
す
る
朝
廷
儀
礼
で
は
伝
統

的
か
つ
基
本
と
な
る
儀
礼
体
系
で
、
皇
族
・
公
卿
以
下
が
身
分
ご
と
に
列
を
後

ろ
に
ず
ら
し
て
立
ち
並
ぶ
こ
と
を
い
う
。
朝
廷
儀
礼
で
の
天
皇
に
対
す
る
礼
は

ま
ず
列
立
し
、
磬
折
・
再
拝
・
踏
舞
な
ど
の
立
礼
を
行
う
の
が
基
本
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
蹲
居
は
跪
く
礼
で
、
立
礼
採
用
以
前
の
跪
礼
に
相
当
す
る
。

　

放
生
会
で
は
二
ノ
鳥
居
以
降
の
神
幸
は
行
幸
に
準
じ
た
か
ら
、
絹
屋
殿
前
・

舞
台
乾
・
宿
院
南
門
外
で
は
上
卿
以
下
は
列
立
し
、
神
輿
に
対
し
て
磬
折
（
腰

を
深
く
折
り
曲
げ
て
し
ば
ら
く
静
止
す
る
礼
）
す
る
の
が
先
例
で
あ
り
、
列
立
は

公
家
に
と
っ
て
は
当
然
の
行
為
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
時
房
も
義
持
の
北
隣
に
列

立
し
よ
う
と
し
た
。

　

し
か
し
、
武
家
に
と
っ
て
は
将
軍
の
隣
に
同
等
に
立
ち
並
ぶ
こ
と
は
無
骨
な

こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
で
義
持
以
外
は
蹲
居
し
、
磬
折
も
義
持
だ
け
が
行
っ
た（

9
）。

と
こ
ろ
が
、
立
列
を
基
本
と
す
る
朝
廷
儀
礼
で
は
、
天
皇
の
鳳
輦
に
準
じ
る
神

輿
の
前
で
蹲
居
す
る
の
は
相
応
し
く
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
時
房
は
「
依
二

御
参

行
一

雖
レ

似
レ

至
レ

敬
、
却
而
失
二

礼
儀
一

歟
」
と
記
し
た
。
蹲
居
は
義
持
に
対
し
て

は
敬
意
を
払
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
公
家
の
儀
礼
体
系
と
し
て
は
、
礼
儀
を
失

し
た
行
為
な
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
一
般
的
に
朝
廷
儀
礼
で
は
、
参
加
公
卿
各
人
（
各
家
）
の
故
実
が
相

違
す
る
こ
と
は
な
ん
ら
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
今
回
の
先
例
・
故

実
の
改
変
は
、
か
か
る
故
実
の
相
違
と
は
ま
っ
た
く
異
質
の
も
の
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
ば
、
今
回
の
先
例
・
故
実
の
改
変
は
、
そ
の
理
由
が
「
無
骨
」（
事
例

①
）、「
時
宜
難
レ

測
」（
事
例
②
）、「
無
二

列
立
之
便
一

」（
事
例
③
）
で
あ
る
よ
う

に
、
す
べ
て
義
持
参
行
に
よ
る
圧
力
で
不
本
意
な
が
ら
も
な
さ
れ
た
も
の
だ
か

ら
で
あ
る
。「
只
随
二

当
時
之
儀
一

而
已
」（
事
例
①
）
と
い
う
時
房
の
諦
観
の
意
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味
は
重
い
。

お
わ
り
に
─
─
公
家
の
先
例
・
故
実
に
対
す
る
柔
軟
性
─
─

　

本
報
告
で
は
、
先
例
・
故
実
の
改
変
に
対
し
て
時
房
の
批
判
等
が
記
さ
れ
て

い
る
事
例
だ
け
を
取
り
上
げ
た
。
当
該
条
に
よ
れ
ば
、
事
例
①
～
⑤
は
い
ず
れ

も
今
回
特
有
の
先
例
・
故
実
の
改
変
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
室
町
将
軍
の

放
生
会
参
行
は
、
明
徳
四
年
（
一
三
九
三
）
の
義
満
参
行
を
初
例
と
し
、
義
持

も
応
永
十
九
年
（
一
四
一
二
）
に
す
で
に
参
行
し
て
お
り
、
当
該
条
で
二
回
目

で
あ
る
。
じ
つ
は
こ
の
前
二
回
の
将
軍
参
行
で
改
変
さ
れ
、
当
該
条
で
は
批
判

等
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
先
例
・
故
実
も
少
な
く
な
い
。

　

そ
も
そ
も
放
生
会
上
卿
は
、
そ
れ
ま
で
は
源
氏
出
身
の
大
・
中
納
言
ク
ラ
ス

が
勤
め
て
い
た
の
が
、
義
満
参
行
で
、
将
軍
、
朝
廷
の
位
階
・
官
職
で
も
従
一

位
左
大
臣
と
い
う
最
高
位
の
公
卿
が
上
卿
と
な
る
先
例
を
作
っ
た
。
ま
た
、
職

掌
以
外
の
扈
従
公
卿
等
の
参
加
、
三
神
の
頓
宮
遷
座
の
際
に
神
輿
を
先
導
し
て

上
卿
も
舞
台
の
上
を
進
む
こ
と
な
ど
も
義
満
以
来
で
あ
る（

10
）。

こ
れ
ら
は
当
該
条

で
は
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
義
持
第
一
回
参
行
で
大
き
く
改
変
さ
れ
た
部
分
は
、
上
卿
の
宿
所
か

ら
宿
院
ま
で
の
行
列
で
は
、
警
固
の
た
め
に
近
衛
の
官
人
を
供
奉
さ
せ
る
の
が

先
例
で
あ
る
が
、
義
持
は
近
衛
の
官
人
に
替
え
て
武
家
の
帯
刀
を
供
奉
さ
せ
た（

11
）

。
こ
の
点
が
踏
襲
さ
れ
て
た
か
ど
う
か
は
当
該
条
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
が（

12
）、

『
看
聞
日
記
』『
放
生
会
部
類
記
』（『
大
日
本
史
料
』
七
編
─
二
七
所
収
）
各
応
永

二
十
四
年
八
月
十
五
日
条
に
よ
れ
ば
、
踏
襲
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

翻
っ
て
、
義
持
は
応
永
二
十
六
年
（
一
四
一
九
）
に
三
回
目
の
参
行
を
は
た

し
た
。
そ
の
放
生
会
に
、
時
房
は
扈
従
公
卿
等
と
し
て
参
加
し
、
そ
の
間
の
こ

と
が
『
放
生
会
部
類
記
』
所
収
『
建
内
記
』
応
永
二
十
六
年
八
月
十
二
日
条
～

十
八
日
条
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
『
建
内
記
註
釈
１
』（
３
─

ⅰ
～
ⅶ
）
で
詳
細
な
註
釈
を
施
し
た
が
、
そ
の
八
月
十
五
日
条
に
よ
れ
ば
、
当

該
条
で
の
先
例
・
故
実
の
改
変
の
う
ち
事
例
①
・
③
・
④
が
踏
襲
さ
れ
た
こ
と

が
わ
か
る（

13
）。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
時
房
は
特
に
批
判
等
は
記
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
応
永

二
十
四
年
の
放
生
会
で
先
例
・
故
実
を
改
変
し
た
の
が
ほ
か
な
ら
ぬ
時
房
自
身

で
あ
り
、
ま
た
応
永
二
十
六
年
の
放
生
会
で
は
時
房
は
扈
従
公
卿
等
で
職
掌
で

は
な
か
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
一
方
で
、
当
該
条
で
前
二
回
の
先
例
・
故
実
の
改
変
に
つ
い
て
は

何
ら
批
判
等
な
く
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
点
を
併
考
す
れ
ば
、
公
家

の
先
例
・
故
実
に
対
す
る
態
度
の
柔
軟
性
を
示
し
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。
つ

ま
り
先
例
・
故
実
の
改
変
は
最
初
は
批
判
の
対
象
で
も
、
一
度
改
変
さ
れ
て
し

ま
え
ば
先
例
と
な
り
、
や
が
て
故
実
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
か
か
る
先

例
・
故
実
に
対
す
る
態
度
の
柔
軟
性
も
公
家
の
儀
礼
の
特
徴
で
あ
る（

14
）。
先
例
・

故
実
を
旨
と
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
か
か
る
点
を
も
含
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。

注（
１
）　

そ
の
成
果
と
し
て
、『
建
内
記
註
釈
１
』（
日
本
史
史
料
研
究
会
、
二
〇
〇
九
年
）、
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『
建
内
記
註
釈
２
』（
同
、
二
〇
一
一
年
）
の
二
冊
を
刊
行
し
た
。『
建
内
記
註
釈
３
』

も
準
備
中
で
あ
る
。

（
２
）　

石
清
水
八
幡
宮
寺
（
現
石
清
水
八
幡
宮
）
は
、
京
都
府
八
幡
市
八
幡
高
坊
男
山
に

鎮
座
。
祭
神
は
、
中
御
前
誉
田
別
命
（
応
神
天
皇
）・
東
御
前
息
長
帯
比
売
命
（
神
功

皇
后
）・
西
御
前
比
大
神
（
玉
依
姫
）
の
八
幡
神
三
神
。
そ
れ
ぞ
れ
阿
弥
陀
仏
（
ま
た

は
釈
迦
仏
）・
観
世
音
菩
薩
（
ま
た
は
文
殊
菩
薩
）・
勢
至
菩
薩
（
ま
た
は
普
賢
菩
薩
）

を
本
地
仏
と
す
る
。
元
来
男
山
山
上
に
は
石
清
水
寺
（
貞
観
五
年
〈
八
六
三
〉
に
護
国

寺
と
改
称
）
が
あ
り
、
そ
こ
に
貞
観
二
年
大
安
寺
僧
行
教
が
宇
佐
か
ら
八
幡
宮
を
勧
請

し
た
の
が
、
石
清
水
八
幡
宮
寺
の
起
源
。
八
幡
宮
と
護
国
寺
は
不
二
一
体
で
、
そ
こ
で

本
来
は
石
清
水
八
幡
宮
寺
と
い
い
、
放
生
会
と
い
う
仏
教
行
事
も
行
わ
れ
た
。

（
３
）　

室
町
幕
府
将
軍
の
放
生
会
参
行
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
に
は
、
二
木
謙
一
「
石
清

水
放
生
会
と
室
町
幕
府
」（
同
『
中
世
武
家
儀
礼
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五

年
、
初
出
一
九
七
二
年
）
が
あ
る
。
二
木
論
文
と
本
報
告
は
視
点
は
共
通
す
る
が
、
二

木
論
文
は
、
義
持
に
限
ら
ず
、
将
軍
参
行
に
先
鞭
を
付
け
た
義
満
を
筆
頭
に
義
教
・
義

政
と
い
っ
た
す
べ
て
の
将
軍
参
行
の
事
例
を
検
討
し
、
そ
の
政
治
的
意
味
を
考
察
す

る
。
そ
れ
に
対
し
、
本
報
告
は
、
当
該
条
に
基
づ
い
て
、
二
木
論
文
に
指
摘
の
な
い
よ

り
具
体
的
な
問
題
を
検
討
す
る
。

（
４
）　

極
楽
寺
は
本
宮
初
代
別
当
安
宗
が
建
立
し
た
別
当
寺
。
創
建
は
元
慶
二
年
（
八
七

八
）
～
仁
和
元
年
（
八
八
五
）
の
間
で
諸
説
あ
る
。
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）、
鳥
羽

伏
見
の
戦
い
で
焼
失
。

（
５
）　

放
生
会
の
式
次
第
は
、
当
該
条
の
ほ
か
に
『
長
秋
記
』
保
延
元
年
（
一
一
三
五
）

八
月
十
五
日
条
・『
兵
範
記
』
仁
安
三
年
（
一
一
六
八
）
八
月
十
五
日
条
、
ま
た
は
室

町
中
期
頃
成
立
と
い
う
石
清
水
八
幡
宮
寺
諸
行
事
次
第
を
記
し
た
『
榊
葉
集
』（『
石
清

水
八
幡
宮
史
料
叢
書
４
』〈
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
七
三
年
〉
所
収
）
等
を
参

照
。
そ
れ
ら
を
比
較
す
る
と
、
当
該
条
の
式
次
第
は
大
筋
で
は
平
安
期
か
ら
変
化
し
て

い
な
い
。

（
６
）　

放
生
会
は
貞
観
五
年
（
八
六
三
）
に
開
始
。
延
久
二
年
（
一
〇
七
〇
）
に
公
祭
と

な
っ
た
。
平
安
期
の
放
生
会
お
よ
び
公
祭
化
の
過
程
や
背
景
に
つ
い
て
は
、
岡
田
荘
司

「
石
清
水
放
生
会
の
公
祭
化
」（
同
『
平
安
時
代
の
国
家
と
祭
祀
』
続
群
書
類
従
完
成

会
、
一
九
九
四
年
、
初
出
一
九
九
三
年
）
参
照
。

（
７
）『
建
内
記
註
釈
１
』（
２
─
ⅳ
）
で
は
、
絹
屋
殿
の
位
置
を
「
二
の
鳥
居
の
北
側
の

参
道
東
側
に
西
面
し
て
建
つ
」
と
し
た
が
訂
正
す
る
。

（
８
）　
『
日
本
紀
略
』
に
よ
れ
ば
、
弘
仁
九
年
（
八
一
八
）
三
月
丙
午
（
二
十
三
日
）
条

に
「
詔
曰
、
云
々
、
其
朝
会
之
礼
及
常
所
レ

服
者
、
又
卑
逢
レ

貴
而
跪
等
、
不
レ

論
二

男

女
一、
改
依
二

唐
法
一

」、
同
三
月
戊
申
（
二
十
五
日
）
条
に
「
制
、
朝
堂
公
朝
、
見
二

親
王

及
太
政
大
臣
一

者
、
左
大
臣
動
座
、
自
余
共
立
二

床
木
前
一、
但
六
位
以
下
磬
折
而
立
」、

翌
十
年
（
八
一
九
）
六
月
庚
戌
（
四
日
）
条
に
「
制
、
諸
司
於
二

朝
堂
一

見
二

親
王
・
大

臣
一、
以
二

磬
折
一

代
二

跪
伏
一、
以
二

起
立
一

代
二

動
座
一

」
と
み
え
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
弘

仁
九
年
か
ら
十
年
の
間
に
、
朝
廷
に
お
け
る
儀
礼
体
系
が
、「
唐
法
」（
唐
礼
）
に
よ
り

そ
れ
ま
で
の
跪
礼
か
ら
立
礼
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
９
）　

当
該
条
に
よ
れ
ば
、
本
来
職
掌
が
列
立
・
磬
折
す
べ
き
絹
屋
殿
前
・
舞
台
乾
・
宿

院
南
門
外
の
な
か
で
、
磬
折
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
宿
院
南
門
外
だ
け
だ
が
、

そ
こ
で
「
御
輿
過
御
之
時
、
上
卿
御
磬
折
」
と
あ
り
、
義
持
だ
け
が
磬
折
し
た
。
な

お
、
絹
屋
殿
前
で
の
蹲
居
に
つ
い
て
は
、
当
該
条
に
よ
れ
ば
、「
今
日
之
儀
、
此
分
可
レ

宜
哉
之
由
粗
有
二

子
細
一

」
と
あ
り
、「
此
分
」
を
蹲
居
す
る
こ
と
と
解
釈
す
れ
ば
、
絹

屋
殿
前
で
列
立
で
は
な
く
蹲
居
す
る
こ
と
は
、
事
前
の
取
り
決
め
が
あ
っ
た
か
の
よ
う
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に
も
考
え
ら
れ
る
。

（
10
）　

義
満
参
行
に
よ
る
先
例
・
故
実
の
改
変
に
つ
い
て
は
、
注
（
３
）
前
掲
二
木
論
文

に
詳
し
い
。

（
11
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
注
（
３
）
前
掲
二
木
論
文
に
詳
し
い
。
な
お
、
こ
れ
は
義

持
が
自
身
を
内
大
臣
と
い
う
公
卿
で
は
な
く
将
軍
と
し
て
処
遇
し
た
結
果
で
あ
り
、
そ

の
背
景
は
本
報
告
で
取
り
上
げ
た
当
該
条
の
事
例
と
ま
っ
た
く
同
様
で
あ
る
。

（
12
）　

当
該
条
所
収
の
「
御
出
散
状
」
に
よ
れ
ば
、「
但
供
奉
之
時
不
候
衛
府
」
と
み
え

る
。
こ
れ
を
『
建
内
記
註
釈
１
』（
２
─
ⅴ
）
で
は
、「
職
掌
衛
府
は
武
官
晴
儀
の
束
帯

姿
で
も
、
行
列
時
に
は
衛
府
の
立
場
で
上
卿
に
供
奉
し
な
か
っ
た
と
い
う
意
で
あ
ろ

う
。
換
言
す
れ
ば
、
職
掌
衛
府
が
武
官
晴
儀
の
束
帯
姿
で
あ
る
の
は
上
卿
の
供
奉
で
は

な
く
、
行
幸
に
準
じ
る
神
幸
供
奉
の
た
め
で
あ
る
」
と
註
釈
し
た
。「
衛
府
」
を
職
掌

衛
府
と
解
釈
し
て
の
註
釈
で
あ
る
が
、
こ
の
「
衛
府
」
は
、
行
列
供
奉
の
近
衛
の
官
人

の
こ
と
で
あ
り
、
上
記
引
用
は
、
行
列
に
近
衛
の
官
人
を
供
奉
し
な
か
っ
た
（
裏
を
返

せ
ば
帯
刀
を
供
奉
さ
せ
た
）
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
13
）　

ま
ず
「
次
令
レ

著
二

極
楽
寺
礼
堂
座
一

給
、
参
議
左
衛
門
督
（
中
略
）〈
義
資
卿
（
中

略
）〉
著
座
〈
不
レ

経
二

南
階
一、
経
二

西
妻
一、
依
レ

被
二

参
行
一

南
階
加
二

斟
酌
一、
去
々
年
予

如
レ

此
〉」
と
み
え
る
。
こ
れ
は
事
例
①
に
対
応
。
参
議
裏
松
義
資
は
上
卿
義
持
に
遠
慮

し
、
礼
堂
に
南
階
で
は
な
く
西
階
か
ら
堂
上
し
た
。
つ
い
で
「
次
上
卿
以
下
令
レ

向
二

絹

屋
殿
前
一

給
（
中
略
）、
公
卿
皆
以
奉
二

相
従
一、
御
列
立
如
レ

例
、
参
議
已
下
初
暫
雖4

二

列

立
一、
終
蹲
居
、
御
参
行
之
故
歟
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
事
例
③
に
対
応
。
絹
屋
殿
前
で
参

議
義
資
以
下
は
蹲
居
し
た
。
も
っ
と
も
当
初
は
列
立
し
、
最
終
的
に
蹲
居
と
な
っ
た
。

そ
の
間
の
事
情
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
今
回
も
広
橋
兼
宣
は
扈
従
公
卿
等
と
し
て
参

加
し
て
お
り
、
兼
宣
の
指
示
等
が
あ
っ
た
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
事
例
③
に
関
し
て
は

必
ず
し
も
応
永
二
十
四
年
の
先
例
・
故
実
の
改
変
が
踏
襲
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な

る
。
つ
い
で
「
上
卿
令
レ

経
二

舞
台
上
一

給
（
中
略
）、
次
立
二

舞
台
下
乾
角
・
極
楽
寺
巽

角
砌
下
一

給
、
参
議
已
下
蹲
居
」
と
み
え
る
。
こ
れ
は
事
例
④
の
踏
襲
。
舞
台
下
に
上

卿
以
外
は
蹲
居
し
た
。
な
お
、
上
卿
の
宿
所
か
ら
宿
院
ま
で
の
行
列
で
、
武
家
の
帯
刀

を
供
奉
さ
せ
る
こ
と
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

（
14
）　

永
享
十
年
（
一
四
三
八
）
の
放
生
会
で
は
足
利
義
教
が
参
行
し
た
。『
薩
戒
記
』

同
年
八
月
十
五
日
条
に
よ
れ
ば
、
記
主
中
山
定
親
は
、
絹
屋
殿
前
で
列
立
す
る
か
、
ま

た
は
応
永
二
十
四
年
・
二
十
六
年
の
両
例
に
な
ら
っ
て
蹲
居
す
る
か
（
つ
ま
り
事
例
①

を
踏
襲
す
る
か
）
に
つ
い
て
義
教
に
尋
ね
、
義
教
の
仰
せ
で
列
立
と
な
っ
た
（
注

（
３
）
前
掲
二
木
論
文
参
照
）。
こ
れ
も
公
家
の
先
例
・
故
実
に
対
す
る
態
度
の
柔
軟
性

を
示
す
事
例
と
い
え
よ
う
。
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は
じ
め
に

　

幕
領
統
治
を
分
担
し
て
い
た
遠
国
奉
行
の
一
つ
で
あ
る
大
坂
町
奉
行
は
、
定

員
二
名
で
、
格
式
は
一
五
〇
〇
石
高
、
役
料
は
現
米
六
〇
〇
石
で
、
与
力
三
〇

騎
、
同
心
五
〇
名
を
、
そ
れ
ぞ
れ
従
え
て
い
た
。
町
奉
行
は
、
使
番
、
目
付
、

遠
国
奉
行
か
ら
選
任
さ
れ
、
数
年
の
勤
役
後
、
他
所
の
遠
国
奉
行
な
ど
に
転
出

し
た
。
図
１
に
掲
げ
た
と
お
り
、
町
奉
行
東
御
役
所
（
東
町
奉
行
所
）
は
京
橋

口
門
外
、
西
御
役
所
（
西
町
奉
行
所
）
は
、
追
手
口
門
外
よ
り
上
町
台
地
を
西

へ
下
っ
た
東
横
堀
沿
い
に
設
け
ら
れ
て
い
た
。

　

ま
ず
、
大
坂
町
奉
行
お
よ
び
町
奉
行
所
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
左
に

掲
げ
、
本
稿
の
ね
ら
い
を
述
べ
る
。

　

村
田
路
人
氏
は
、
元
禄
期
に
伏
見
奉
行
、
堺
奉
行
が
廃
止
さ
れ
、
そ
れ
に
伴

い
、
大
坂
町
奉
行
が
三
名
に
増
員
さ
れ
、
城
代
の
地
位
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
と

す
る
重
要
な
指
摘
を
し
た（

1
）。

　

熊
谷
光
子
氏
は
、
享
保
改
革
期
か
ら
明
和
・
安
永
期
に
か
け
て
の
町
奉
行
所

行
政
に
焦
点
を
当
て
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
の
仕
法
改
正
に
注
目
し
て
い

る
。
同
氏
は
こ
の
改
正
に
よ
り
、
遠
国
出
入
裁
許
権
が
江
戸
の
勘
定
奉
行
所
な

ど
に
移
さ
れ
、
大
坂
町
奉
行
所
で
債
権
者
の
権
利
が
保
証
さ
れ
な
く
な
り
、
西

国
経
済
に
打
撃
を
与
え
た
と
し
た
。
そ
こ
で
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
に
は

旧
に
復
さ
れ
、
町
奉
行
支
配
国
の
四
ヶ
国
と
西
国
間
の
吟
味
や
出
入
は
、
改
め

て
、
大
坂
町
奉
行
所
の
所
管
と
な
っ
た
と
検
証
し
た（

2
）。

　

内
田
九
州
男
氏
は
、
天
保
期
に
お
い
て
町
奉
行
の
矢
部
定さ
だ

謙の
り

が
城
代
の
土
井

利と
し

位つ
ら

に
、「
仕
置
」（
刑
罰
）
や
「
公
事
」（
民
事
訴
訟
）
に
つ
い
て
の
「
伺
」
を

出
し
、「
差
図
」
を
受
け
な
が
ら
、
諸
般
の
行
政
を
執
行
し
て
い
た
こ
と
を
初

め
て
明
確
に
し
、
幕
府
上
方
支
配
機
構
を
究
明
す
る
う
え
で
画
期
的
な
成
果
を

上
げ
た
と
考
え
る（

3
）。

　

野
高
宏
之
氏
は
、
町
奉
行
所
に
は
役
所
、
公
事
場
、
御
用
部
屋
の
外
に
当
番

所
が
あ
っ
た
こ
と
を
発
見
し
、
そ
の
当
番
所
を
中
心
に
各
種
の
届
や
訴
訟
を
受

〈
共
同
研
究
報
告
〉
日
記
の
総
合
的
研
究

嘉
永
・
安
政
期
の
大
坂
町
奉
行
川
村
修
就

─
─
ロ
シ
ア
軍
艦
デ
ィ
ア
ナ
号
来
航
問
題
と

　
　
　

安
政
の
南
海
地
震
に
伴
う
大
坂
大
津
浪
（
津
波
）
へ
の
対
応
─
─菅　

　

良　

樹
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理
す
る
な
ど
、
与
力
の
勤
務
実
態
を
詳
細
か
つ
具
体
的
に
述
べ
た（

4
）。

　

曽
根
ひ
ろ
み
氏
は
、
町
奉
行
所
与
力
、
同
心
の
職
務
を
分
析
し
、
そ
の
優
秀

さ
よ
り
も
年
功
が
重
視
さ
れ
た
こ
と
、
有
能
な
者
ほ
ど
兼
務
が
多
く
仕
事
量
が

増
加
し
、
配
置
転
換
も
頻
繁
で
専
門
官
僚
が
育
成
さ
れ
に
く
か
っ
た
こ
と
、
町

奉
行
所
の
実
務
は
数
年
で
交
替
す
る
町
奉
行
で
は
な
く
、
大
坂
居
付
き
の
与

力
、
同
心
が
担
っ
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
与
力
が
決
定
し
た
量
刑
な
ど
が
、
城

代
に
よ
っ
て
原
則
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
こ
と
、
を
論
証
し
た（

5
）。

　

藪
田
貫
氏
は
、
町
奉
行
日
記
の
所
在
を
調
査
し
て
、
そ
の
研
究
の
重
要
性
を

提
唱
し（

6
）、

渡
邊
忠
司
氏
の
研
究
は
歴
代
の
町
奉
行
の
政
治
・
行
政
活
動
に
つ
い

て
述
べ（

7
）、

藤
井
嘉
雄
氏
の
研
究
は
刑
罰
を
中
心
に
町
奉
行
所
行
政
を
考
察
し
た（

8
）。

　

村
田
氏
、
熊
谷
氏
、
内
田
氏
の
研
究
は
、
町
奉
行
と
城
代
の
関
係
に
詳
細
に

触
れ
な
が
ら
、
元
禄
期
～
天
保
期
に
お
け
る
幕
府
上
方
支
配
機
構
の
改
革
や
西

国
行
政
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
野
高
氏
、
曽
根
氏
、
藪
田

氏
、
渡
邊
氏
、
藤
井
氏
の
研
究
は
、
町
奉
行
お
よ
び
与
力
、
同
心
の
職
務
や
動

向
を
具
体
的
に
捉
え
よ
う
と
し
た
も
の
と
い
え
る
。

　

こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
稿
で
は
、
後
者
の
視
点
か
ら
、
こ

れ
ま
で
に
研
究
が
皆
無
に
近
い
幕
末
期
の
大
坂
町
奉
行
に
つ
い
て
論
説
す
る
。

大
坂
の
都
市
行
政
は
、
町
奉
行
所
の
実
務
の
担
い
手
で
あ
っ
た
与
力
・
同
心

や
、
都
市
の
自
治
の
指
導
者
で
あ
っ
た
惣
年
寄
等
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た

が
、
こ
こ
で
は
町
奉
行
自
身
の
動
向
に
注
目
す
る
。
そ
の
際
に
町
奉
行
と
い
う

「
職
」
に
留
ま
ら
ず
、
川
村
修な
が

就た
か

と
い
う
「
人
」、
お
よ
び
川
村
家
と
い
う
「
幕

臣
の
家
」
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
い
く
。

図 1　天保大坂図
（旧版『大阪市史』附図　清文堂、1979年復刻）
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一
．
で
は
、
川
村
家
や
修
就
の
略
歴
を
中
心
に
述
べ
る
。
つ
ぎ
に
二
．
で

は
、
新
潟
市
歴
史
文
化
課
所
蔵
の
初
代
新
潟
奉
行
川
村
修
就
文
書（

9
）に

残
存
す
る

大
坂
町
奉
行
在
任
中
の
記
録
を
利
用
し
て
、
嘉
永
・
安
政
期
の
大
坂
町
奉
行
の

動
向
と
職
務
を
明
ら
か
に
す
る
。
川
村
家
は
幕
臣
と
し
て
少
禄
で
あ
っ
た
が
、

家
格
、
禄
と
も
に
高
位
の
大
坂
町
奉
行
に
選
任
さ
れ
た
修
就
は
、
書
画
や
歌
を

愛
し
、
砲
術
に
打
ち
込
み
、
文
武
両
道
に
秀
で
、
三
河
武
士
の
美
風
を
有
し
て

い
た
と
い
う
。
そ
の
修
就
の
遺
志
は
、
嫡
男
の
修な
が

正ま
さ

だ
け
で
な
く
孫
の
清
雄

（
修な
が

寛ひ
ろ

）
に
も
強
固
に
受
け
継
が
れ
た
と
い
え
る
。
清
雄
は
、
維
新
後
も
徳
川

宗
家
と
繋
が
り
近
代
洋
画
家
と
し
て
大
成
し
た
が（

10
）、

清
雄
の
よ
う
に
開
国
に
直

面
し
た
幕
府
官
僚
の
子
孫
が
、
明
治
期
に
政
治
や
行
政
だ
け
で
な
く
、
芸
術
の

分
野
等
に
お
い
て
も
日
本
の
近
代
化
に
寄
与
し
た
こ
と
は
、
き
わ
め
て
興
味
深

い
。
本
稿
で
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。

一
．
修
就
の
初
代
新
潟
奉
行
か
ら
堺
奉
行
へ
の
昇
進

　

川
村
家
は
、
代
々
「
将
軍
家
御お

庭に
わ

番ば
ん

」
の
家
筋
で
、
禄
高
は
二
〇
〇
俵
で

あ
っ
た
。
修
就
は
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
六
月
、
初
代
新
潟
奉
行
、
嘉

永
五
年
（
一
八
五
二
）
七
月
に
堺
奉
行
、
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
五
月
に
大

坂
町
奉
行
（
西
）、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
五
月
に
長
崎
奉
行
を
歴
任
し
、
安

政
四
年
（
一
八
五
七
）
正
月
に
小
普
請
奉
行
、
同
四
月
に
西
ノ
丸
留
守
居
に
昇

進
し
た
。
そ
し
て
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
正
月
に
は
大
坂
町
奉
行
（
東
）

に
再
任
さ
れ
、
家
禄
は
三
〇
〇
俵
を
拝
領
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
修
就

は
、
新
潟
奉
行
在
任
中
の
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
十
二
月
に
対
馬
守
、
西
ノ

丸
留
守
居
在
任
中
の
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
正
月
に
壱
岐
守
に
任
官
し
て
い

る
。

　

修
就
は
、
こ
れ
ま
で
御
庭
番
と
し
て
、
上
方
や
日
光
方
面
へ
派
遣
さ
れ
て
い

た
が
、
そ
の
公
務
を
と
お
し
て
、
有
能
さ
が
認
め
ら
れ
て
か
、
勘
定
吟
味
役
と

し
て
天
保
の
改
革
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
当
時
は
、
川
村
家
だ
け
で

な
く
、
梶
野
土
佐
守
家
や
明あ
け

楽ら

飛
騨
守
家
な
ど
「
御
庭
番
」
の
家
筋
の
者
が
、

行
政
運
営
に
お
け
る
有
能
さ
や
情
報
収
集
能
力
の
高
さ
か
ら
勘
定
方
へ
昇
進
し

て
い
た（

11
）。

こ
う
し
た
な
か
で
、
修
就
は
初
代
新
潟
奉
行
に
抜
擢
さ
れ
、
遠
国
奉

行
と
し
て
、
幕
領
支
配
の
一
翼
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

修
就
は
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
六
月
、
長
岡
藩
よ
り
上
知
さ
れ
た
新

潟
へ
赴
き
、
初
代
新
潟
奉
行
と
し
て
、
種
々
の
幕
領
行
政
に
取
り
組
ん
だ
。
新

潟
上
知
の
背
景
に
は
、
清
国
と
の
密
貿
易
で
あ
る
唐
物
抜
荷
事
件
と
外
国
船
に

対
す
る
海
防
強
化
の
問
題
が
あ
っ
た
。
修
就
は
、
長
岡
藩
か
ら
引
き
継
い
だ
奉

行
所
（
元
西
堀
通
五
番
町
、
同
六
番
町
）
の
整
備
拡
充
に
つ
と
め
、
台
場
の
整
備

と
大
筒
の
鋳
造
に
よ
り
異
国
船
対
応
策
を
軌
道
に
乗
せ
た
。
新
潟
町
の
支
配
に

つ
い
て
は
、
町
会
所
制
度
の
整
備
、
物
価
の
安
定
化
、
質
素
倹
約
の
奨
励
、
風

俗
の
取
り
締
ま
り
、
窮
民
政
策
を
実
施
し
、
町
の
治
安
強
化
を
推
進
し
た
の
で

あ
る
。
ま
た
、
長
岡
藩
の
砂
防
林
の
造
成
事
業
を
受
け
継
ぎ
、
耕
地
を
拡
大
し

た
。
さ
ら
に
修
就
は
、
仲
す
あ
い

金き
ん

制
度
を
施
行
し
、
物
資
の
掌
握
に
つ
と
め
、
そ
の

売
買
時
に
課
税
す
る
こ
と
で
増
税
が
可
能
と
な
っ
た
。
川
村
の
新
潟
支
配
は
、

厳
格
で
あ
っ
た
が
、
多
方
面
に
亘
り
行
き
届
い
た
施
策
で
あ
っ
た
と
い
う（

12
）。
川

村
は
新
潟
に
お
い
て
、
諸
般
の
業
績
を
上
げ
、
嘉
永
五
年
七
月
、
堺
奉
行
に
昇
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進
し
、
こ
う
し
て
幕
府
上
方
支
配
機
構
の
一
員
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
新
潟
で

の
家
財
道
具
な
ど
は
、
西
廻
り
航
路
を
利
用
し
て
、
江
戸
や
堺
へ
廻
送
し
て
い

た（
13
）。

　

川
村
と
同
様
、
大
坂
町
奉
行
を
勤
め
文
化
人
と
し
て
も
著
名
な
久
須
美
祐す
け

雋と
し

は
、
大
坂
に
興
味
を
抱
き
、
見
聞
を
広
め
て
随
筆
「
浪
華
の
風（

14
）」
や
「
在
阪
漫

録（
15
）」

を
残
し
た
。
一
方
、
川
村
は
新
潟
赴
任
中
に
、
当
地
の
風
俗
に
愛
着
を
覚

え
て
書
き
留
め
た
随
筆
「
蜑あ
ま

の
囀
さ
え
ず

り（
16
）」

や
新
潟
の
風
俗
図
と
詞
書
を
巻
子
本
に

仕
立
て
さ
せ
た
図
２
「
蜑
の
手て

振ぶ

り（
17
）」

を
残
し
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
。
な
ぜ

な
ら
、
修
就
が
遺
族
に
託
し
た
著
作
や
書
画
は
、
彼
の
大
坂
に
お
け
る
行
政
活

動
に
直
接
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
明
治
期
に
洋
画
家
と
な
っ

た
孫
の
清
雄
に
伝
え
ら
れ
、
そ
の
一
生
に
少
な
か
ら
ざ
る
刺
激
を
与
え
た
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

さ
て
、
本
稿
で
論
じ
る
大
坂
町
奉
行
、
堺
奉
行
は
、
寛
政
十
年
（
一
七
九

八
）
の
段
階
で
は
、
山
口
直
清
（
家
禄
三
〇
〇
〇
石
）、
成
瀬
正
定
（
家
禄
二
〇

〇
〇
石
）、
仙
石
政
寅
（
家
禄
二
七
〇
〇
石
）
な
ど（

18
）、

相
当
の
格
式
と
禄
高
を
有

す
る
幕
臣
か
ら
任
命
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
川
村
修
就
お
よ
び
そ
の
相
役

の
佐
々
木
顕あ
き

發の
ぶ

は
、
家
禄
一
〇
〇
～
三
〇
〇
俵
ク
ラ
ス
の
幕
臣
で
あ
っ
た
。
幕

藩
制
後
期
に
は
、
も
と
は
佐
々
木
の
よ
う
に
幕
臣
の
家
来
で
あ
っ
た
者
な
ど

が
、
幕
府
官
僚
と
し
て
大
坂
町
奉
行
な
ど
の
高
位
の
役
職
に
役
料
を
加
増
さ
れ

て
就
任
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
幕
末

期
に
は
、
幕
臣
株
が
売
買
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
出
自
が
定
か
で
は
な

い
幕
臣
か
ら
も
、
大
坂
町
奉
行
、
堺
奉
行
な
ど
の
格
式
の
高
い
要
職
に
、
職
務

上
の
実
績
あ
る
い
は
能
力
が
評
価
さ
れ
て
選
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の

で
あ
る（

19
）。

　

修
就
は
、
先
述
し
た
と
お
り
、
砲
術
だ
け
で
な
く
、
和
歌
、
絵
画
に
対
し
て

も
造
詣
が
深
か
っ
た
。
そ
の
修
就
の
遺
志
を
受
け
継
い
だ
孫
の
清
雄
は
、
徳
川

宗
家
の
給
費
生
と
し
て
渡
米
後
、
パ
リ
つ
い
で
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
西
洋
画
に
関

秋が深まり、信濃川河口ではサケの地引網漁が行われる。

鳥屋野潟のがたがた追い漁の音が遠く新潟の町まで聞こえてくる。冬が近い。

図 ２　「蜑の手振り」
作者未詳。落款には「雪汀」とある。企画展展示図録『川村修就とゆらぐ幕府支配』

（新潟市歴史博物館、2005年）より転載。鮭網の画、潟漁の画、囲い船の画を抜粋。

北西風に海が荒れるようになると囲い船が行われる。音頭取りに合わせて、ろくろで
綱を引いて、信濃川河口の河岸にベザイ船が引き上げられる。
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す
る
画
法
の
研
鑽
を
積
ん
だ
。
清
雄
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
美
術
学
校
で
装
飾
画
の

技
法
を
学
び
帰
国
し
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
は
、
日
本
画
が
優
勢

な
も
と
で
西
洋
美
術
家
の
大
同
団
結
を
唱
え
明
治
美
術
会
創
設
の
旗
頭
と
な
っ

た
。
日
本
の
近
代
洋
画
の
発
展
に
お
い
て
、
清
雄
の
位
置
は
極
め
て
重
要
で
あ

る
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
親
族
や
三
井
物
産
、
旧
幕
臣
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
支
え

ら
れ
た
清
雄
の
作
品
は
、
白
馬
会
に
代
表
さ
れ
る
黒
田
清
輝
等
の
画
風
と
は
趣

を
異
に
し
、
江
戸
の
気
風
を
守
り
続
け
て
い
た
こ
と
は
特
記
す
べ
き
で
あ
る
。

旧
幕
臣
と
し
て
の
出
自
が
、
彼
の
芸
術
を
理
解
す
る
う
え
で
不
可
欠
で
あ
ろ

う
。
ち
な
み
に
、
祖
父
修
就
が
二
度
目
の
大
坂
町
奉
行
在
任
中
に
同
伴
し
、
来

坂
し
て
い
た
清
雄
は
、
武
人
の
嗜
み
と
し
て
南
画
の
大
家
田
能
村
直ち
ょ
く

入に
ゅ
う（

小

虎
）
を
師
と
し
て
い
た（

20
）。

こ
の
こ
と
は
、
彼
の
画
風
を
考
察
す
る
う
え
だ
け
で

な
く
、
大
坂
に
赴
任
し
た
幕
臣
と
そ
の
家
族
の
上
方
で
の
生
活
や
そ
の
文
化
の

摂
取
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
際
に
、
き
わ
め
て
重
要
視
す
べ
き
こ
と
で
あ

る
。
当
時
、
江
戸
や
所
領
を
離
れ
大
坂
に
赴
任
し
た
大
名
や
幕
臣
と
そ
の
家
来

が
、
ど
の
よ
う
な
上
方
の
文
化
人
と
接
触
し
、
い
か
に
そ
の
洗
練
さ
れ
た
文
化

を
受
容
し
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
ま
だ
ま
だ
解
明
が
不
可
欠
な
重
要
な

テ
ー
マ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

二
．
修
就
の
大
坂
町
奉
行
在
任
中
の
動
向
と
職
務

　

１
．
町
奉
行
の
通
常
時
に
お
け
る
職
務

　

川
村
修
就
は
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
～
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
か

け
て
の
大
坂
町
奉
行
在
任
中
等
に
「
日
新
録（

21
）」
と
題
す
る
「
日
記
書
抜
」
を
残

し
た
。
こ
の
「
日
記
書
抜
」
よ
り
作
成
し
た
表
１
を
も
と
に
、
一
年
間
に
わ
た

る
町
奉
行
の
動
向
を
具
体
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。
た
だ
し
、
本
書
冊
の
表

紙
に
は
「
嘉
永
四
年
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
た
ま
た
ま
嘉
永
四
年
の
日
記
記
載

用
の
書
冊
が
、
同
家
に
残
存
し
て
い
た
た
め
、
そ
れ
を
転
用
し
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
内
容
は
、
川
村
が
堺
奉
行
か
ら
大
坂
町
奉
行
へ
転
役
し

て
い
く
こ
と
と
、
他
の
川
村
の
「
日
記
」
と
は
異
な
り
、
天
気
等
は
省
い
て
大

坂
町
奉
行
在
任
中
の
主
要
な
記
事
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
、
本
書
冊
は
嘉
永
六
年
～
安
政
二
年
の
二
年
間
に
お
よ
ぶ
自
筆
日
記
中
よ

り
、
川
村
が
重
要
な
公
務
を
中
心
に
抽
出
し
た
「
日
記
書
抜
」
と
み
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
と
く
に
嘉
永
七
年
（
安
政
と
改
元
）
は
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
が
大
坂
に

来
航
し
、
そ
の
後
に
は
安
政
の
南
海
地
震
に
伴
う
大
津
波
が
大
坂
に
襲
来
し
て

い
た
。
ま
さ
に
、
そ
の
年
の
大
坂
町
奉
行
の
貴
重
な
記
録
が
新
潟
市
で
の
調
査

で
発
見
で
き
た
こ
と
は
、
き
わ
め
て
幸
運
で
あ
っ
た
。

　

川
村
が
堺
奉
行
在
任
中
の
嘉
永
七
年
四
月
二
十
六
日
条
に
よ
る
と
、
川
村
家

の
家
来
が
大
和
河
原
で
、
大
砲
町
打
調
錬
を
実
施
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

当
時
、
大
坂
定
番
、
大
坂
町
奉
行
、
堺
奉
行
が
与
力
・
同
心
に
大
和
河
原
で
砲

術
の
演
習
を
さ
せ
る
時
勢
と
な
っ
て
い
た
が
、
川
村
の
よ
う
な
大
坂
に
在
任
し

て
い
た
幕
府
官
僚
の
家
来
も
、
大
和
河
原
を
演
習
場
と
し
て
使
用
し
、
軍
事
訓

練
を
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。
川
村
は
、
新
潟
時
代
に
は
、
荻

野
流
大
筒
を
鋳
造
さ
せ
、
家
来
ら
と
調
練
を
し
て
い
た
が
、
堺
で
は
ホ
ー
イ
ッ

ス
ル
砲
、
カ
ノ
ン
砲
、
モ
ル
チ
ー
ル
砲
と
い
っ
た
西
洋
砲
の
操
作
を
さ
せ
て
い

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
興
味
深
い
。
こ
の
よ
う
に
、
川
村
が
栄
達
を
遂
げ
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た
背
景
に
は
、
役
方
と
し
て
の
実
務
能
力
だ
け
で
な
く
、
西
洋
流
砲
術
に
精
通

し
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
番
方
と
し
て
の
能
力
が
買
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
改
め

て
強
調
し
て
お
き
た
い（

22
）。

　

川
村
の
堺
奉
行
か
ら
大
坂
町
奉
行
へ
の
転
役
に
よ
り
、
川
村
家
お
よ
び
そ
の

家
来
は
家
財
な
ど
の
荷
物
を
船
で
大
坂
に
廻
送
し
た
。
嘉
永
七
年
六
月
十
日
、

先
用
と
し
て
用
人
、
書
翰
、
右
筆
、
帳
付
な
ど
が
出
発
し
、
十
三
日
に
は
川
村

家
の
家
族
や
家
来
の
家
族
が
堺
を
発
っ
た
。
十
四
日
に
は
修
就
が
堺
を
出
立

し
、
陸
路
を
と
り
、
そ
の
日
の
う
ち
に
東
横
堀
川
沿
い
の
大
坂
町
奉
行
所
西
役

所
に
到
着
し
た
。
さ
っ
そ
く
翌
日
か
ら
、
川
村
は
慌
た
だ
し
く
町
奉
行
と
し
て

の
職
務
を
遂
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
町
奉
行
の
職
務
に
関
し
て
、
重
視
す
べ
き
事
項
を
摘
記
し
て
い
こ

う
。

　

ま
ず
、
表
１
に
よ
る
と
、「
六
」
の
付
く
日
、
つ
ま
り
、
六
日
、
十
六
日
、

二
十
六
日
を
中
心
に
宿
次
寄
合
が
開
催
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の

他
、
将
軍
家
の
祭
日
、
忌
日
、
五
節
句
な
ど
の
祝
日
に
も
寄
合
が
開
か
れ
た
。

宿
次
寄
合
は
、
原
則
月
に
三
～
四
度
の
割
合
で
開
催
さ
れ
、
そ
の
寄
合
に
は
、

城
代
、
定
番
、
町
奉
行
、
大
坂
目
付
が
参
会
し
、
書
類
の
発
送
事
務
は
、
城
代

方
家
中
の
家
老
、
公
用
人
、
右
筆
が
お
こ
な
っ
た
。
寄
合
は
、
ま
さ
に
「
大
坂

の
重
職
者
に
よ
る
最
高
評
議
機
関
」
で
あ
り
、
江
戸
の
老
中
へ
向
け
、
儀
礼
上

の
書
状
や
、
大
坂
の
行
政
に
つ
い
て
の
文
書
が
、
こ
の
寄
合
後
に
発
信
さ
れ

た
。
た
だ
、「
六
ノ
日
」
の
定
例
日
以
外
に
も
、
儀
礼
上
、
行
政
上
、
必
要
に

応
じ
て
臨
時
の
寄
合
が
あ
っ
た（

23
）。
ち
な
み
に
、
表
１
に
お
け
る
「
宿
次
城
入
」

と
い
う
記
述
は
、
宿
次
寄
合
の
た
め
の
城
入
で
あ
る
。
た
だ
単
に
「
城
入
」
と

記
載
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
、
城
代
と
町
奉
行
が
、
宿
次
寄
合
の
た
め
だ
け
で
な

く
、
訴
訟
を
は
じ
め
西
国
行
政
に
つ
い
て
の
用
談
を
す
る
た
め
に
登
城
し
て
い

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

つ
ぎ
に
、
町
奉
行
の
勤
務
日
と
し
て
重
要
な
の
は
、
表
１
、
表
２
か
ら
明
ら

か
な
よ
う
に
、「
御
用
日
」
と
「
内
寄
合
」
が
あ
る
。
御
用
日
は
公
事
日
、
内

寄
合
は
評
議
日
に
相
当
す
る
と
み
ら
れ
、
月
番
町
奉
行
所
で
裁
判
や
用
談
が
な

さ
れ
た
。
御
用
日
は
、
原
則
二
日
、
五
日
、
七
日
、
十
三
日
、
十
八
日
、
二
十

一
日
、
二
十
五
日
、
二
十
七
日
で
、
民
事
訴
訟
に
あ
た
る
公
事
や
訴
訟
が
一
日

中
審
議
さ
れ
た
。
月
番
の
奉
行
は
一
日
中
立
ち
合
う
場
合
が
多
く
、
非
番
で
あ

れ
ば
、
午
後
か
ら
な
ど
、
少
し
遅
れ
て
出
席
し
て
い
た
こ
と
が
、
こ
こ
に
明
ら

か
と
な
っ
た
。
城
代
や
大
坂
目
付
が
「
公
事
聴
」
と
称
し
て
、
両
町
奉
行
所
に

出
役
し
て
く
る
日
も
見
受
け
ら
れ
た
。
訴
訟
は
、
町
奉
行
所
与
力
が
主
に
裁
可

し
て
い
た
が
、
城
代
や
町
奉
行
が
な
ん
ら
か
の
差
図
を
す
る
場
面
が
あ
っ
た
と

み
ら
れ
る
。
内
寄
合
は
、
原
則
四
日
、
九
日
、
十
四
日
、
十
九
日
、
二
十
四

日
、
二
十
九
日
で
、
両
町
奉
行
に
よ
っ
て
、
大
坂
お
よ
び
西
国
行
政
に
つ
い
て

の
用
談
が
な
さ
れ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
折
に
は
担
当
の
与
力
が
同
席
を

求
め
ら
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
御
用
日
と
内
寄
合
の
当
日
に

は
、
通
常
宿
次
寄
合
が
開
か
れ
る
な
ど
し
て
、
町
奉
行
が
城
入
を
求
め
ら
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
だ（

24
）。

　

表
２
に
よ
る
と
、
町
奉
行
の
勤
務
日
は
、
一
ヶ
月
に
十
七
日
あ
り
、
そ
の
他

に
訴
訟
や
行
政
上
の
用
向
き
で
、
町
奉
行
は
城
代
上
屋
敷
へ
出
向
い
て
い
た
。
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年月日 事　項
嘉永7, 4, 26 尼崎又右衛門、大坂町奉行就任を伝える

27 川村家家来、大和河原にて、ホーイッスル
砲、カノン砲、モルチール砲町打

28 信濃守右筆金子六蔵此方給人とする
29 城代上屋敷にて石谷因幡守跡役となる

（中略）
嘉永7, 6, 3 金子、書翰に任命

7 組与力・同心砲術
9 大坂行荷物、船等で廻す

10 大坂行荷物、船等で廻す
先用出立、用人、書翰、右筆等

13 家内、家来の家内、大坂御役所へ転居
14 堺出立、大坂御役所着
15 東御役所へ外出、南都大地震
16 宿次寄合のため城入
17 大書院にて町人御礼

東西組与力御礼
18 御用日のため東御役所へ外出

公用人、書翰、先に派遣
19 城入
22 信濃守同道専念寺参詣
23 諸家蔵屋敷留守居御礼

　諸家留守居掟書調印に立合
退出後、兵庫・西宮地付同心、塩飽年寄、
兵庫・西宮名主、庄屋御礼

24 寺社御礼、東御屋敷にて内寄合
29 町巡見

非番� 7, 1 用人上原源八郎、給人野々村市之進江戸よ
り帰着
城入
上納金申渡
石谷より引継書類到来

3 市中巡見
4 内寄合延期

天満組惣年寄見習誓詞
上納金申渡

5 東御屋敷へ外出
6 城入

上納金申渡
7 組与力・同心、出入町人御礼

城入、城代本丸御殿御見分
定番、大番頭、目付代来宅

8 信濃守同道八軒屋乗船
大川浚え、波除山、天保山巡覧
安治川→木津川→道頓堀→門前

9 大坂三郷町人、兵庫・西宮町人へ上納金申
渡

10 信濃守同道
雑候場、堂島、天満宮、川崎御蔵、材木蔵
見分

11 城入
14 城代同道天王寺参詣
17 宿次寄合のため城入
18 御用日立合、東御役所へ外出
19 上納金申渡、内寄合延期
22 城代専念寺参詣、自分は自拝

年月日 事　項
23 上納金申渡
24 　〃　終了
25 御用日立合、東御屋敷へ外出
26 宿次寄合のため城入

　自分当役任命の下知状到来
27 御用日立合、東御屋敷へ外出
28 西組与力山本善之助より唐船到来の連絡

月番� 閏7,1 組与力御礼
月番送り
　東御役所より用人、書翰、書物入長持箪

笥持参
臨時宿次のため城入
　小判、壱分判吹直御用取扱の命
　老中御書付を城代より手渡される

2 初御用日
　信濃守、同用人、書翰、給人来宅

4 長崎奉行水野筑後守より書状
　長崎会所入札、元通り五ヶ所の町人が参

加可能となる
5 御用日

九時より信濃守立合
　自分頭痛のため退出

6 堺奉行自分跡役は関出雲守に任命される
7 御用日訴訟105口、公事48口
8 城入
9 内寄合のため信濃守来宅

13 川方申渡書交付、信濃守、用人立ち合う
17 建国寺御宮拝礼
18 御用日立合、信濃守来宅

　目付代公事聴
24 長崎へイギリス軍艦蒸気船到来

　松平肥前守より届到来
25 御用日
26 城入（宿次寄合カ）
27 御用日
29 月番送り

　用人、書翰派遣、諸書物、長持等送る
非番� 8, 1 組与力御礼

2 （加番城入）
宿次寄合のため城入
　宿次のため御用日中止

5 （大番頭仮城入）
長崎奉行荒尾石見守着坂、
　イギリス船渡来のため差急の旅行
　　城代下屋敷にて城代同道面談

6 初入祝
　組与力・同心、東組与力へ振舞

7 （大番頭交代）
宿次寄合のため城入
直に御用日立合のため東御役所へ廻る

9 内寄合のため東御役所へ外出
牢屋見廻り

10 城入
12 臨時宿次寄合のため城入
13 御用日立合のため東御役所へ外出
16 城入
18 御用日立合のため東御役所へ外出
21 川方与力より増水の報、同心１人堤見廻

表 1　大坂町奉行在任中の川村修就
嘉永 7 年（安政元年） 4 月～安政 2 年 5 月
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御用日立合のため東御役所へ外出
城代公事御聴

22 城代同道専念寺参詣
24 門前にて乗船、川見廻り

　大川、土佐堀川、木津川、道頓堀川
25 本丸御殿、御武器拝見

御用日立合のため東御役所へ外出
　目付代公事聴

26 宿次寄合のため城入
27 御用日立合のため東御役所へ外出
28 堺表見廻り

　上納大筒一覧、寄州堤一覧
29 内寄合のため東御役所へ外出

月番� 9, 1 信濃守用人、月番書物持参
2 御用日立合、信濃守御用向につき欠席
5 御用日立合、信濃守九時より出席
6 宿次寄合のため城入
7 御用日立合、信濃守立合
8 天王寺参詣
9 組与力御礼

本丸参上
12 城入
13 御用日立合

　御用済後、信濃守、坂本鉉之助、尼崎又
右衛門来宅

14 内寄合のため信濃守来宅
15 松平肥前守より、オランダ蒸気船、5日長

崎出帆の連絡
16 宿次寄合のため城入

　極楽橋普請所見分
17 城代同道建国寺参詣

紀州蔵屋敷より同州加太浦にて泉州沖へ異
船進入の目撃情報到来
相談のため東御役所へ外出
城代方使者と明日城入を決定
松平阿波守家来より淡州沖にて異船目撃
届を提出
船手組与力の内、熟練者を呼寄

18 御用日のため公事場出席
　信濃守立合のため来宅
堺奉行所組与力より泉州筋異船目撃情報到
来
城入
異船西宮沖へ進入情報
　川方より到来
城代へ天保山出張届を提出
江戸へ剋付宿次発信
ロシア人バツテイラ船で安治川を遡上
　組与力山本善之助等駆付
　市岡新田会所にて諸事申談
　京都町奉行、伏見奉行へ連絡
城代が江戸へ剋付宿次発信
信濃守より諸家蔵屋敷へ有り合わせの者の
出張を命令
城代より両定番組与力・同心出張を命令
城代家来も天保山へ人数差出
異船渡来の口達触発令を差図

19 異船応接掛申渡
　東組与力八田五郎左衛門
　西組与力山本善之助
城入、諸事申談
佐野亀五郎組与力太田資五郎
　異船応接立合申渡

異船渡来につき諸廻船出入、口達触申渡
20 城入、直に目印山（天保山）へ出張

城代より剋付宿次発信
21 目印山より直に城入、夜帰宅

異船渡来中につき、御用日中止届を城代へ
提出

22 城入
目印山へ出張、夜帰宅

23 早朝目印山へ出張
24 夜帰宅

明朝城入の連絡、御門継にて公用人宛に届
ける

25 早朝より城入、直に目印山へ出張
異船渡来中につき市中、在方へ触書発令

26 夕方目印山より直に城入、夜帰宅
城代公用人より明朝城入を命じる連絡到来

27 早朝城入、直に目印山へ出張
御用日立合、出張中のため中止

28 異船へ水を供与、山本善之助が文書を持参
異船へ諸品供与の証書、信濃守が城代へ持
参

29 堺奉行関出雲守、異船渡来中につき、早々
に出立するとの書状到来
江戸より食料供与の下知到来
目付今朝着坂、箱館にてロシア船より提出
された書付持参
信濃守が城代方へ外出
自分は天保山連泊

非番� 10, 1 月番送り、家来派遣
城入
天保山へ出張
佐野亀五郎、父死去忌中であるが、御警衛
御用勤を、城代より命じられる
京都より洛中、伏見、山崎守衛体制成立の
連絡
ロシア船が幕府より証書を受け取れないの
であれば、大坂へ乗り込むと強気の姿勢を
見せる
　この交渉のため、終夜目印山詰

2 ロシア人、バツテイラにて川口へ侵入
　昨日同様、筒井と川路が長崎にて手渡し

たという書面を持参
　　当方も小船にて応接の者を差出

3 ロシア船今朝、俄に出帆
　八田五郎左衛門、太田資五郎を加太浦へ

派遣
4 目印山へ出張
5 目印山泊

紀伊殿家来より異船加太浦碇泊
信濃守が、昨夜城代より渡された江戸より
の書付持参

6 木津川諸陣所等見廻
7 紀州屋敷より異船が大洋へ乗り出したとい

う連絡到来
8 城入

東御役所へ外出、諸事談判
9 内寄合中止

10 城入
直に東御役所へ立寄
　異船渡来につき徒目付、小人目付一同と

面会
12 宿次寄合のため城入

　御代替法令拝見
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堺奉行関出雲守来宅、諸書物引渡
13 御用日立合のため東御役所へ外出

ロシア船応接骨折につき山本善之助、八田
五郎左衛門へご褒美下賜

14 城代同道専念寺参詣
16 城入

禁裏御普請御用の勘定奉行、同吟味役着
坂、御材木見分

17 異船渡来中のため在坂中の徒目付、小人目
付明日出立、御用談之間にて面会

18 御用日立合のため東御役所へ外出
牢屋見廻

21 御用日立合のため東御役所へ外出
23 川巡見
24 内寄合のため東御役所へ外出
25 城代公事御聴のため東御役所へ御越

　ロシア船応接掛山本善之助
　　同　八田五郎左衛門
　　同　太田資五郎
　へ城代より御褒詞

26 城入、信濃守同道西之丸御蔵出来栄見分
29 信濃守同道銅座にて長崎奉行水野筑後守と

面会
月番� 11, 1 組与力月並御礼

月番送りのため東御役所用人、書翰来宅
城入
　内山彦次郎、服部与一郎、山本善之助召

連参上
　　御買上米取扱への御褒美申渡
西之丸御蔵見分

2 御用日立合のため信濃守が来宅
　目付安藤与十郎公事聴

4 強き地震、余震続く
5 立合のため信濃守来宅

夕方強き地震
　今夜も一統立退の用意いたす
　　暮時、津波打ち寄せ
　　大被害発生の連絡
　　安治川口京都廻米置場見廻
地震、津波の件、江戸表へ進達

6 本丸見廻は断る
木津川口、堀江、長堀川等見廻
　津波被害甚大
片付方、東西地方、川方組与力、惣年寄へ
命じる
堺にても所々損所、囚人切放

7 難船荷物についての触書発令
信濃守、安治川見廻のため御用日立合中止
　訴訟、糺し物、平公事申渡
城入
夜、長堀川、道頓堀川見廻
伊勢、志摩、尾張、被災状況報知

8 安治川、長堀川、木津川、堀江、道頓堀
川、京都廻米置場見廻
　和光寺にて信濃守と落合
兵庫勤番より被災状況報知
　負傷者無し、損壊家屋発生

9 城入
堺切放の件、大久保要より城代へ進達　
内寄合延期

10 川口荒所見廻
飛脚より地震損申立
見附、掛川、島田、藤枝、浜松、新居等

11 川口荒所見廻
酒井雅楽頭家来より、去4日、5日地震にて
加古川宿家屋多数損壊、替道工事完了の連
絡

12 見廻
　道頓堀川筋、利光寺にて信濃守と落合
再度貸付利銀取立、組の者へ申談

13 荒所見廻りのため御用日立合中止
飛脚屋より江戸地震の連絡

14 内寄合延期
城入
木津川等一覧

15 信濃守川筋見廻、自分在宅
　木津川入込大小廻船　617
　安治川　〃　　321
　道頓堀川　〃　　179

17 城代より渡されたロシア関係書類16冊
　信濃守へ回す

18 御用日、訴訟等処理
寒入の宿次発信のため城入
　地震、津波にて上納金取立見合を進達

21 御用日立合、信濃守来宅
22 専念寺参詣

　米切手の口達案、専念寺にて信濃守と相
談、惣年寄へ達

23 城入
信濃守より相談のため、大坂戸口復古の書
面到来

25 御用日立合、城代公事御聴のため御越
　城代へ透聞之場にて料理、御菓子差出
　諸事終了後、信濃守へ料理、菓子差出

26 宿次城入
下田へ津波襲来の連絡
　都筑駿河守危うく一命を取りとめる

27 御用日立合、信濃守来宅
28 城入

非番� 12, 1 月番送り
2 御用日立合、東御役所へ外出
3 近海見分御用掛、内山彦次郎はじめ5人へ

申渡
4 内寄合、東御役所へ外出
5 御用日、東御役所へ外出
6 宿次寄合のため城入

道頓堀川船卸開始
備後町4丁目出火につき出馬、信濃守と落
合

8 宿次寄合のため城入
10 信濃守同道、高麗橋出来栄見分

大坂戸口復古の調書3冊、近海浅深図3枚、
東御役所へ回す

13 東御役所にて公事御聴
（落丁）13～23日分不詳

24 江戸積廻油高書付、城代へ提出
勘助島出火につき出馬
　加賀橋立浦幸栄丸より出火

25 町人の歳暮御礼
宿次寄合のため城入

27 道頓堀川船卸終了
28 組与力歳暮御礼

歳暮城入
飛脚屋より長崎奉行人事等連絡

晦 先日中より強い地震
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月番
安政2, 1, 1

組与力御礼
本丸参上、城内廻勤

2 諸家蔵屋敷留守居御礼
宿次寄合のため城入

3 年礼のため川口御役所へ外出
信濃守、年礼のため来宅
飛脚屋より江戸大火の注進

4 寺社御礼
5 組与力へ盃振舞

兵庫、西宮地付同心御礼
8 城入

10 天王寺参詣
11 御用始

信濃守来宅、着替え城入
関出雲守相談事のため来宅
信濃守再来、奥へ通す

13 城代、年始のため御越
15 城入

　国々廻船入津員数江戸上り進達
17 城代建国寺参詣、信濃守風邪につき自分案

内
18 御用日始、信濃守来宅
19 内寄合、信濃守来宅
21 御用日、信濃守来宅
24 専念寺参詣
25 御用日、信濃守来宅

　城代公事聴のため御越
大坂御備向申上書、城代書取を添え御下

26 城入
27 御用日、信濃守来宅

非番� 2, 1 月番送り
2 御用日立合、東御役所へ外出
3 城入

　備向談判
4 東御役所へ外出

　備向談判
京橋口定番米倉丹後守屋敷へ外出
　城代土屋、玉造口定番田沼も御越

5 御用日、東御役所へ外出
6 宿次寄合のため城入
9 市中川々見廻

　両川口、伝法川、尻無川
11 城入

城代、定番田沼屋敷を訪問、自分も罷出
12 宿次寄合のため城入
13 御用日立合、東御役所へ外出

　城代公事御聴のため東御役所へ御越
　　自分も罷出

15 昨14日、岸和田城主岡部美濃守病死届、家
来が差出
立田岩太郎、近海見分御用のため着坂

16 石河土佐守、大久保右近将監、近海見分
御用のため着坂

17 石河、大久保、立田と城代が対話
　自分が事前に、兵庫・西宮絵図、大坂絵

図、新開場図を用意、城代屋敷へ案内
両町奉行、堺奉行退散、東御役所へ移る
　石河、大久保、立田の3人、城代邸退出

後、東御屋敷を訪問
　　3人へ見分場所報知、諸書物を手渡

18 天保山へ外出
　風烈しく、船出不可、退散

19 天保山へ外出、信濃守も同道
　船出不可

20 信濃守同道、津守新田会所へ外出
　佐野亀五郎等と落合、御台場建設場所見

分
21 城入

直に東御役所へ外出、御用日立合
22 専念寺参詣、自分案内

　天王寺舞神楽見物、米倉丹後守も罷出
23 城入中止、御用談
24 大坂御役所出立、尼崎小休、西宮本陣泊
25 津知村小休、生田神社、築嶋寺、来迎寺参

詣、兵庫泊
26 須磨寺参詣、舞子浜領主台場

　大蔵谷本陣泊
27 領主浜屋敷、台場見分、明石泊
28 和田岬台場建設場所見分、兵庫泊
29 岩谷村、新在家村、八幡村、東明村、石屋

村、住吉村、魚崎村、横谷村、青木村、深
江村、芦谷村、打出村を経て西宮浜会所着
　途中灘目一の酒蔵柴屋又左衛門蔵見分
　台場建設場所として問題箇所を仕置
　西宮一向宗信行寺泊

晦 尼崎、神崎、十三経由で着坂
当月御役料　99石6斗4升8合
　銀換算7貫254匁3分7厘　72匁8分替
　金換算金270両2朱と銀3匁5分2厘　68匁5

分5厘替
月番� 3, 1 東御役所へ外出

　海岸見分手続申談
　　同道にて城入、城代へ委細申上

2 御用日
3 組与力上巳御礼

本丸御殿拝見、雨天延期
兵庫年寄と面会

5 御用日
7 御用日
9 内寄合、信濃守来宅

10 城入
11 寺院梵鐘、大砲・小銃鋳換令報知
13 御用日
15 信濃守海岸土砂留場所見分出発の連絡　

川筋増水
16 宿次寄合のため城入

　海岸御備見込書、城代より堺の分とも御
下

17 金銭延商売会所の件、勘定奉行へ掛合書を
提出

19 御用日
信濃守が見分より帰宅

20 城入
21 御用日
23 城代公事御聴のため東御役所へ御越

　昼前後、透聞
25 御用日

　城代公事御聴のため御越
　信濃守も来宅

26 宿次寄合のため城入、頭痛欠席
27 御用日立合中止

　城代両川口見分、信濃守案内
28 京都町奉行より、江戸から西洋流3貫目玉

筒、和流1貫目玉筒到来の連絡
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非番� 4, 1 組与力月並御礼
月番送り、用人、給人が東御役所へ罷出
城入

2 御用日立合、東御役所へ外出
3 堺奉行所へ外出
5 御用日立合、東御役所へ外出
6 宿次寄合のため城入
7 御用日立合、東御役所へ外出
8 城入
9 内寄合、東御役所へ外出

　臨時川浚え申し上げの書面下書到来
　　異見なしと回答し返却
尼崎又右衛門来宅
　御用召の件、内々申来る
　　本件、家老、用人、成瀬九郎右衛門、

内山彦次郎へ伝達
川上金五助暇乞のため来宅

10 阿波町出火、出馬
11 昨今、城入用捨

信濃守今日城入
12 城代より即刻城入命令

　老中連名の書付にて参府命令
直に東御役所へ罷越
　信濃守より戸口復古の調書廻し来る

13 宿次寄合のため城入
14 惣年寄、其外町人暇乞の御礼
15 組与力月並御礼

城内廻勤

城代上屋敷の居間において、料理振舞
東御役所へ暇乞に罷越
給人知久権蔵、中村豊之進へ旅中入用の金
子を手渡

16 夜明供揃
17 土山を過ぎ、地震損しだいに強く

水口本陣泊
18 石薬師本陣泊
19 宮本陣泊
20 御油泊
21 新居番所損壊

浜松泊
22 浜松城大損

大井川渡り、島田泊
23 奥津泊
24 富士川渡る

沼津城中惣潰れ
市中損壊家屋500余、死者80
沼津泊

25 沼津、三島より地震損強く
小田原泊
　川路が下田よりの帰路、面会に来る

26 戸塚泊
27 品川本陣泊
28 登城

5, 1 御前にて長崎奉行に任命、300高に加増
7 長崎へ出立

備考 1 �．「日新録　嘉永四年　歳次　辛亥　翰香館蔵板」、初代新潟奉行川村修就文書（新潟市歴史博物館所蔵）に
より作成。ただし本書冊には、川村が堺奉行から大坂町奉行に転役していることが記録されている。よって、
表紙の年号は誤って記されたとみられ、本文書は、嘉永 7 年（安政元年）～安政 2 年の内容が掲載されている。

2 ．表中の信濃守とは、相役の大坂東町奉行佐々木信濃守顕發である。
3 ．表中の城代とは、土屋采女正寅直である。
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つ
ま
り
、
月
に
四
日
前
後
は
、
単
独
で
城
代
に
会
い
、
月
に
三
～
四
日
は
寄
合

の
際
を
中
心
に
城
代
、
定
番
に
出
会
っ
て
い
た
。
そ
の
合
間
を
縫
っ
て
、
町
奉

行
は
訴
訟
を
処
理
し
、
行
政
上
の
書
類
を
作
成
し
、
用
談
や
軍
事
調
練
を
こ
な

し
た
。
町
奉
行
職
は
、
激
務
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
、
御
用
繁
多
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
宿
次
寄
合
、
御
用
日
、
内
寄
合
と
い
っ
た
大
坂
の
幕
政
に
お
け
る
重

要
な
評
議
機
関
が
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
来
航
や
、
南
海
地
震
の
発
生
時
な
ど
の

非
常
時
に
は
、
多
く
が
中
止
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
本
稿
で
明
確
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
「
日
記
書
抜
」
か
ら
認
識
で
き
た
大
き
な
成
果
で
あ

る
。

　

川
村
と
相
役
の
佐
々
木
は
、
当
時
の
重
点
政
策
と
し
て
、
大
坂
の
戸
口
復

興
、
経
済
再
生
を
め
ざ
し
て
い
た
。
大
坂
は
、
水
野
忠
邦
に
よ
る
天
保
の
改
革

の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
人
口
は
減
少
し
、
都
市
の
衰
微
が
問
題
と
な
っ
て
い

た
。
川
村
、
佐
々
木
の
両
人
は
、
大
坂
市
中
の
繁
栄
策
と
市
中
人
口
増
加
策
を

「
取
調
帳
」
に
ま
と
め
、
城
代
の
土
屋
寅と
も

直な
お

を
通
じ
て
江
戸
の
幕
閣
に
幕
府
宿

次
（
継
飛
脚
）
で
送
付
し
た
の
で
あ（

25
）る。
表
１
で
は
、
嘉
永
七
年
十
一
月
二
十

三
日
、
同
十
二
月
十
日
な
ど
に
、「
戸
口
復
古
」
達
成
の
た
め
の
書
類
三
冊

が
、
両
町
奉
行
の
間
で
や
り
と
り
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
重
視
し
た
い
。

　

表
１
に
よ
る
と
、
同
年
七
月
、
両
町
奉
行
は
大
坂
三
郷
、
兵
庫
、
西
宮
の
富

裕
な
町
人
を
交
替
で
呼
び
寄
せ
、
上
納
金
納
入
を
求
め
て
い
た
。
前
年
の
嘉
永

六
年
十
一
月
に
は
、
大
坂
湾
岸
の
海
防
費
や
西
之
丸
御
殿
再
建
費
を
捻
出
す
る

こ
と
が
、
幕
府
で
は
重
要
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
上
納
金
徴
収
が
、
町
奉

行
の
枢
要
な
任
務
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ（

26
）る。

役職 氏名
家老 知久権蔵　渡邉為右衛門
公用人 中村豊之進　上原源次郎（源八郎ヵ）
取次 板垣昇平　山田重右衛門
大目付 野々村市之進
書翰 金子六蔵

表 3　嘉永 7 年（安政元年）川村修就町奉行（西
御屋敷）在任中の給人 日付 勤務日

1
2 御用日
3
4 内寄合
5 御用日
6 宿次寄合
7 御用日
8
9 内寄合
10
11
12
13 御用日
14 内寄合
15

日付 勤務日
16 宿次寄合
17
18 御用日
19 内寄合
20
21 御用日
22
23
24 内寄合
25 御用日
26 宿次寄合
27 御用日
28
29 内寄合
30

表 2　町奉行勤務日程

備考 1 �．「雑書　四」常陸国土浦土屋家文書
（人間文化研究機構国文学研究資料館所
蔵）、『大坂御城代公用人諸事留書』下　
大坂市史史料第三十九輯（大阪市史編纂
所、1994年）より作成。

2 �．御用日は公事日、内寄合は評議日に相
当すると考える。

備�考　「嘉永七年　大坂御役録」354.5-216、大阪府立中
之島図書館所蔵文書より作成。
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軍
事
に
つ
い
て
は
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
二
月
十
七
日
、「
大
坂
勢
州

近
海
御
用
」
と
し
て
、
目
付
の
石
河
政ま
さ

平ひ
ら

、
同
大
久
保
忠た
だ

寛ひ
ろ

、
勘
定
吟
味
役
立

田
岩
太
郎
が
来
坂
し
、
城
代
の
土
屋
や
町
奉
行
の
川
村
等
と
対
面
し
て
い
た
。

当
期
は
朝
廷
権
力
が
浮
上
し
て
き
て
お
り
、
そ
の
影
響
も
あ
っ
て
、
幕
府
は
京

都
や
伊
勢
神
宮
に
近
い
、
伊
勢
湾
や
大
坂
湾
岸
の
海
防
に
乗
り
出
す
必
要
が

あ
っ
た
。
能
吏
と
し
て
著
名
な
三
人
は
、
大
坂
、
兵
庫
、
西
宮
沿
岸
の
台
場
建

設
場
所
を
中
心
に
見
分
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
町
奉
行
は
通
常
、
城
代
、
定
番
等
と
祭
日
の
本
丸
参
上
、
将
軍
家
忌

日
の
三
ヶ
寺
（
天
満
川
崎
の
建
国
寺
、
天
満
寺
町
の
専
念
寺
、
天
王
寺
）
参
詣
や
、

宿
次
寄
合
、
御
用
談
を
こ
な
し
、
さ
ら
に
両
町
奉
行
は
、
月
番
交
代
で
御
用

日
、
内
寄
合
を
主
催
し
、
幕
府
諸
儀
礼
や
大
坂
の
行
政
を
執
行
し
て
い
た
こ
と

を
論
述
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
嘉
永
七
年
（
安
政
元
年
）
の
大
坂
に
は
、
既
述
の
ご
と
く

二
つ
の
大
事
件
が
お
こ
っ
た
。
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
来
航
問
題
と
、
安
政
の
南
海
地

震
の
発
生
と
い
う
非
常
事
態
で
あ
る
。
こ
う
し
た
非
常
時
に
町
奉
行
が
ど
の
よ

う
に
職
務
を
遂
行
し
て
い
た
の
か
と
い
う
重
要
な
問
題
を
、
以
下
の
２
と
３
で

検
証
し
た
い
。

　

２
．
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
来
航
問
題
へ
の
対
応

　

嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
八
月
三
〇
日
、
ロ
シ
ア
海
軍
中
将
プ
チ
ャ
ー
チ
ン

が
箱
館
に
来
航
し
た
が
、
そ
の
際
、
彼
は
幕
府
に
大
坂
へ
赴
く
こ
と
を
通
告
し

て
い（

27
）た。

　

表
１
に
よ
る
と
、
同
年
九
月
十
七
日
、
突
然
泉
州
沖
に
現
れ
た
ロ
シ
ア
の
フ

リ
ゲ
ー
ト
艦
デ
ィ
ア
ナ
号
が
、
西
宮
沖
に
進
入
し
天
保
山
沖
に
碇
泊
し
た
。
同

十
八
日
に
は
、
バ
ツ
テ
イ
ラ
船
で
安
治
川
を
遡
上
し
大
坂
町
奉
行
へ
の
面
会
を

求
め
た
。
こ
の
た
め
、
城
代
は
江
戸
へ
「
剋
付
」
の
幕
府
宿
次
（
継
飛
脚
）
を

発
信
し
、
ロ
シ
ア
軍
艦
の
大
坂
来
航
と
い
う
前
代
未
聞
の
事
態
を
報
告
し
、
大

坂
の
町
は
騒
然
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
九
月
十
九
日
に
は
、
天

保
山
の
城
代
土
屋
寅
直
、
定
番
米
倉
昌ま
さ

寿な
が

、
同
田
沼
意お
き

尊た
か

の
陣
を
中
心
に
、
総

人
数
一
万
四
～
五
千
人
程
に
よ
る
「
諸
家
御
固
」
が
な
さ
れ
、
安
治
川
、
木
津

川
両
川
河
口
を
中
心
に
大
坂
湾
岸
の
警
備
体
制
が
整
え
ら
れ
た
。
京
都
に
お
い

て
も
、
近
隣
の
譜
代
藩
が
動
員
さ
れ
、
御
所
に
は
稲
葉
正
邦
（
山
城
淀
）
と
青

山
忠た
だ

良な
が

（
丹
波
篠
山
）、
東
寺
に
は
本
多
康や
す

融あ
き

（
近
江
膳
所
）、
本
能
寺
に
は
井

伊
直
弼
（
近
江
彦
根
）
が
配
置
さ
れ
、
厳
戒
態
勢
が
と
ら
れ
た
の
で
あ（

28
）る。

　

で
は
、
ロ
シ
ア
軍
艦
付
属
の
バ
ツ
テ
イ
ラ
船
が
安
治
川
を
突
然
遡
上
し
、

「
大
坂
町
奉
行
閣
下
」
に
応
接
を
求
め
た
そ
の
翌
日
か
ら
の
「
日
新（

29
）録」
の
記

事
を
と
お
し
て
、
こ
の
問
題
を
検
討
し
て
お
こ
う
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
川
村
は
市
岡
新
田
や
天
保
山
に
連
泊
す
る
よ
う
に
な
り
、

異
国
船
応
接
掛
に
選
出
さ
れ
た
東
組
与
力
八
田
五
郎
左
衛
門
、
西
組
与
力
山
本

善
之
助
、
御
船
手
佐
野
亀
五
郎
組
与
力
太
田
資
五
郎
な
ど
と
と
も
に
ロ
シ
ア
船

来
航
に
対
応
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
佐
々
木
、
川
村
の
両
町
奉
行
が
天
保
山
を

中
心
と
す
る
大
坂
湾
岸
の
警
備
を
差
配
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
城
代
、
定
番
は

大
坂
や
西
国
に
お
け
る
軍
事
を
中
心
と
す
る
責
任
者
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る

が
、
町
奉
行
主
導
で
軍
事
上
重
要
な
「
御
固
」
や
ロ
シ
ア
船
と
の
交
渉
が
な
さ



300

れ
て
い
た
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
川
村
は
、
宿
次
寄
合
、
御
用

日
、
内
寄
合
に
出
席
で
き
な
く
な
り
、
そ
も
そ
も
こ
う
し
た
定
例
の
会
合
の
多

く
が
中
止
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
な
ど
の
異
国
船
の
要
求
に
は
、

大
坂
で
は
応
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
城
代
土
屋
寅
直
が
老
中

阿
部
正
弘
等
よ
り
幕
府
宿
次
（
継
飛
脚
）
で
改
め
て
「
差
図
」
を
受
け
て
い

た
。
さ
ら
に
今
回
に
限
り
、
デ
ィ
ア
ナ
号
に
当
座
の
食
糧
、
薪
水
を
与
え
て
、

下
田
へ
廻
航
す
る
よ
う
町
奉
行
へ
命
じ
る
こ
と
も
、
城
代
の
土
屋
は
、
江
戸
の

老
中
に
「
伺
」
を
出
し
、「
差
図
」
さ
れ
て
い
た
の
で
あ（

30
）る。

こ
こ
に
、
最
前

線
で
粘
り
強
く
ロ
シ
ア
側
と
交
渉
し
、
薪
や
水
、
食
料
な
ど
を
提
供
し
、
下
田

に
廻
航
さ
せ
た
功
労
者
は
、
川
村
や
町
奉
行
所
の
与
力
・
同
心
、
御
船
手
組
与

力
・
同
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
交
渉
に
お
い
て
、

城
代
公
用
人
の
大
久
保
要
（
親
春
）
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る

が
、
従
来
考
え
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
、
大
久
保
一
人
が
ロ
シ
ア
と
の
交
渉
で
め

ざ
ま
し
い
活
躍
を
し（

31
）たと

は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
「
日
新

録
」
と
い
う
川
村
自
筆
の
勤
務
日
誌
か
ら
は
、
そ
の
よ
う
に
は
読
み
取
れ
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
城
代
、
定
番
、
町
奉
行
の
佐
々
木
や
城
代
公
用
人
は
、
大

坂
城
二
ノ
丸
で
ロ
シ
ア
船
対
応
策
を
協
議
し
て
い
た
が
、
現
場
で
実
質
的
に
に

デ
ィ
ア
ナ
号
に
対
処
し
て
い
た
の
は
、
町
奉
行
の
川
村
と
異
国
船
応
接
掛
の
与

力
・
同
心
で
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
軍
艦
デ
ィ
ア
ナ
号
は
大
坂
で
の
交
渉
に
見
切
り

を
付
け
、
十
月
二
日
の
会
談
を
最
後
に
、
三
日
に
は
俄
に
出
帆
し
て
伊
豆
下
田

へ
向
か
っ
た
。

　

異
国
船
渡
来
中
、
両
町
奉
行
は
諸
国
廻
船
の
入
津
が
減
少
し
、
諸
商
売
が
停

滞
す
る
こ
と
、
見
物
人
が
大
騒
ぎ
を
す
る
状
況
を
抑
制
す
る
こ
と
に
注
意
を
払

う
よ
う
大
坂
三
郷
へ
「
町
触
」
発
令
の
指
示
を
出
し
て
い
た
。
町
奉
行
は
与

力
・
同
心
だ
け
で
は
な
く
、
町
年
寄
等
の
統
轄
者
と
し
て
主
体
的
に
都
市
行
政

を
執
行
し
て
い
た
こ
と（

32
）を、

こ
こ
で
特
筆
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
当
記
録
で
は
、
江
戸
の
幕
閣
と
の
通
信
を
「
宿
次
」（
宿
継
）、
京
都

町
奉
行
等
と
の
交
信
を
「
宿
送
」
と
、
語
句
を
使
い
分
け
て
い
た
こ
と
に
も
注

目
し
て
お
く
。

　

３
．
大
坂
に
お
け
る
津
浪
（
津
波
）
被
害
へ
の
対
処

　

安
政
元
年
十
一
月
四
日
に
遠
州
灘
沖
を
震
源
と
し
て
発
生
し
た
安
政
の
東
海

地
震
（
Ｍ
８
・
４
）、
同
十
一
月
五
日
に
潮
岬
沖
を
震
源
と
し
て
発
生
し
た
安

政
の
南
海
地
震
（
Ｍ
８
・
４
）、
安
政
二
年
十
月
二
日
に
東
京
湾
北
部
を
震
源

と
し
て
発
生
し
た
関
東
南
部
直
下
型
の
安
政
の
江
戸
地
震
（
Ｍ
７
・
０
）
を
、

総
称
し
て
「
安
政
の
三
大
地
震
」
と
い
う
。
前
項
の
ロ
シ
ア
海
軍
の
フ
リ
ゲ
ー

ト
艦
デ
ィ
ア
ナ
号
は
、
こ
の
四
日
に
安
政
の
東
海
地
震
で
発
生
し
た
津
波
に
下

田
で
被
災
し
て
損
壊
し（

33
）た。

大
坂
で
は
、
南
海
地
震
が
発
生
す
る
お
よ
そ
半
年

前
の
同
年
六
月
十
四
日
、
伊
勢
、
伊
賀
、
大
和
に
大
被
害
を
も
た
ら
し
た
「
稀

成
大
地
震
」
が
お
こ
り
、
そ
の
後
十
五
日
以
上
余
震
が
続
い
て
い（

34
）た。

　

つ
い
で
、
同
年
十
一
月
四
日
、
五
日
と
二
日
間
に
わ
た
り
、
こ
の
年
二
回
目

の
大
地
震
が
大
坂
を
お
そ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
地
震
は
右
記
の
ご
と
く
、
安

政
の
南
海
地
震
と
称
せ
ら
れ
る
プ
レ
ー
ト
境
界
型
の
大
地
震
で
あ
っ
た
。
と
く

に
五
日
の
地
震
が
大
規
模
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
夕
方
に
発
生
し
た
地
震
の
後
、
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大
坂
の
町
に
大
津
波
が
襲
来
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
の
大
坂
の
被
災
状
況
や

町
奉
行
所
お
よ
び
住
民
の
対
応
に
つ
い
て
は
、『
大
阪
編
年
史
』
所
収
の
諸
史

料
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
西
山
昭
仁
氏
の
詳
細
な
研
究
で
論
じ
ら
れ
て
い

る
の（

35
）で、

こ
こ
で
は
、
そ
の
緊
迫
し
た
状
況
を
、
川
村
自
筆
の
「
日
新
録
」
よ

り
【
史（

36
）料】

と
し
て
掲
げ
、
町
奉
行
の
動
き
に
絞
っ
て
捉
え
る
。

【
史
料
】（
図
３
）

　

同
五
日

　

一�

御
用
日
、
御
城
代
よ
り
明
六
日
宿
次
差
立
ニ
付
、
寄
合
四
時
之
旨
申
来

ル

　

一�

尼
崎
又
右
衛
門
来
り
、
御
本
丸
地
震
御
損
所
被
見
廻
候
ニ
付
、
五
半
時

罷
出
候
様
申
来
ル

　

一
九
時
過
、
信
濃
為
立
合
罷
越

○
一�

夕
七
半
時
過
、
又
々
強
キ
地
震
有
之
、
其
前
後
少
々
ツ
ヽ
度
々
有
之
、

震
動
い
た
し
只
な
ら
ぬ
ふ
り
合
ニ
成
、
昨
夜
よ
り
今
朝
へ
懸
両
三
度
も

少
々
ツ
ヽ
震
、
一
統
今
夜
も
立
退
用
意
致
居
候
事

○
一�

暮
時
頃
、
津
浪
打
上
候
沙
汰
有
之
、
不
一
通
様
子
ニ
相
聞
候
ニ
付
、
東

へ
も
申
遣
相
談
之
上
同
様
出
馬
い
た
し
、
先
安
治
川
口
京
都
御
廻
米
置

場
初
所
々
見
廻
ル
、
夜
八
時
過
帰
る

同
六
日

　

一�

五
半
時
供
揃
ニ
而
御
城
入
途
中
ニ
而
尼
崎
又
右
衛
門
ニ
逢
、
御
城
代
よ

図 3　「日新録」　嘉永 7年（1854）11月 5 日～ 7日箇条
新潟市総務部歴史文化課所蔵初代新潟奉行川村修就文書。整理番号543。筆者撮影。
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り
津
浪
ニ
而
難
船
之
救
方
之
儀
被
申
越

　

一�
昨
日
地
震
、
津
浪
之
儀
、
江
戸
表
江
先
御
届
進
達
い
た
す

　

一�

宿
次
之
調
判
者
、
手
廻
ニ
先
へ
い
た
し
、
御
本
丸
見
廻
者
御
断
申
上
帰

宅
、
直
ニ
木
津
川
口
よ
り
堀
江
、
長
堀
川
等
見
廻
り
、
津
浪
ニ
而
大
船

込
入
、
多
分
之
破
船
、
目
も
当
ら
れ
さ
る
躰
也
、
堀
江
、
長
堀
之
し
ま

ニ
而
木
津
川
迠
も
船
込
上
、
通
船
難
相
成
片
付
方
之
儀
、
東
西
地
方
・

川
方
、
惣
年
寄
共
等
江
申
付
、
暮
頃
帰
る

　

一
難
船
荷
物
之
儀
ニ
付
触
書
明
日
出
ス
分
東
へ
廻
ス

　

一�

堺
ニ
而
も
所
々
損
所
有
之
、
津
浪
ニ
而
橋
六
ヶ
所
落
、
牢
内
囚
人
切
放

候
よ
し

同
七
日

　

一�

御
用
日
ニ
候
得
共
、
東
ニ
而
者
御
城
入
よ
り
直
安
治
川
見
廻
ニ
付
立
合

無
之

　

一
訴
訟
申
渡
、
糺
物
一
口
仕
廻
、
直
ニ
御
城
入

　
　
　
　
（
中
略
）

　

一�

公
事
者
平
公
事
申
渡
而
巳
故
相
済
、
直
ニ
長
堀
、
堀
江
、
道
頓
堀
見
廻

り
、
幸
町
会
所
ニ
而
弁
当
、
同
所
よ
り
提
灯
ニ
而
帰
る

　

本
史
料
は
、
大
坂
が
大
津
波
に
襲
わ
れ
る
と
い
う
緊
迫
し
た
場
面
を
記
録
し

た
も
の
で
あ
り
、
と
く
に
図
３
と
し
て
「
日
新
録
」
の
写
真
を
掲
載
し
た
。
こ

の
史
料
に
お
い
て
、
町
奉
行
の
動
向
を
中
心
に
強
調
し
て
お
き
た
い
箇
所
に
傍

線
を
付
し
た
が
、
四
日
の
地
震
で
は
本
丸
な
ど
城
内
に
破
損
箇
所
が
出
来
し
、

翌
五
日
の
地
震
で
は
さ
ら
に
揺
れ
が
大
き
く
、
夕
刻
に
は
大
津
波
が
大
坂
に
押

し
寄
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
川
村
家
の
人
々
は
大
坂
を
立
ち
退
く
準
備
を
し
て

い
た
が
、
修
就
自
身
は
大
津
波
に
よ
る
被
災
状
況
を
見
廻
り
、
そ
の
対
処
方
法

を
指
示
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
最
終
的
に
は
、
惣
年
寄
を
は
じ
め
と
す
る

町
人
た
ち
が
難
船
の
処
理
を
請
け
負
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
町
奉
行

の
川
村
は
、
大
坂
三
町
人
の
一
人
で
あ
る
尼
崎
又
右
衛
門
に
積
極
的
に
指
示
を

出
す
な
ど
大
坂
の
復
興
に
関
与
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
他
の
史
料
も
使
用
し
て
、
も
う
少
し
詳
細
に
当
時
の
状
況
や
町
奉
行

の
動
き
を
検
討
し
よ
う
。

　

図
４
「
瓦
版　

大
坂
大
津
浪
図
」
の
と
お
り
、
大
津
波
は
安
治
川
、
木
津
川

だ
け
で
な
く
、
長
堀
川
、
道
頓
堀
川
を
遡
上
し
、
堀
江
、
船
場
の
堀
割
に
も
押

し
寄
せ
た
。
安
治
川
、
木
津
川
両
川
の
高
波
は
、
と
く
に
大
き
く
、
海
岸
、
掘

割
沿
い
の
低
地
や
街
路
に
溢
れ
た
水
か
ら
逃
げ
ま
ど
う
人
は
夥
し
く
、
小
船
に

乗
り
込

ん
で
難
を
逃
れ
よ
う
と
し
た
人
々
も
多
く
は
津
波
で
流
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
木

津
川
沿
い
だ
け
で
な
く
、
道
頓
堀
川
沿
い
等
に
ま
で
大
船
、
小
船
が
押
し
寄

せ
、
道
頓
堀
川
よ
り
南
側
一
帯
の
難
波
村
、
木
津
村
、
泉
尾
新
田
と
い
っ
た
広

大
な
海
岸
沿
い
の
地
域
は
水
没
し
、
夥
し
い
数
の
死
者
が
発
生
し
て
い
た
こ
と

が
本
図
よ
り
推
察
さ
れ（

37
）る。
そ
の
た
め
、
多
く
の
市
街
の
住
民
が
上
町
台
地
方

面
へ
避
難
し
て
い
っ
た
と
い
う
。
こ
の
大
惨
事
は
、
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）

に
起
こ
っ
た
宝
永
の
南
海
地
震
に
伴
っ
て
大
坂
に
襲
来
し
た
大
津
波
以
来
の
出

来
事
で
あ
っ（

38
）た。
十
一
月
七
日
に
は
、
川
村
の
元
に
伊
勢
、
志
摩
、
尾
張
国
や
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東
海
道
沿
い
の
城
下
町
、
宿
駅
か
ら
も
続
々
と
被
災
状
況
の
報
告
が
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
兵
庫
の
町
の
被
害
は
比
較
的
軽
く
、
損
壊
家
屋
は
み
ら
れ

た
が
、
負
傷
者
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
加
古
川
宿
は
、
損
壊
家
屋
が
街
道
を

塞
ぎ
、「
替
え
道
」
が
付
け
ら
れ
た
と
い
う
連
絡
が
到
来
し
た
。
ま
た
、
大
坂

が
被
災
し
た
の
と
同
時
期
の
十
一
月
四
日
～
七
日
に
は
、
広
島
や
九
州
等
で
も

大
地
震
が
起
こ
り
、
死
者
、
負
傷
者
が
多
く
発
生
し
た
と
い
う
。
大
坂
の
西
の

守
り
を
固
め
て
い
た
尼
崎
の
城
下
も
津
波
の
被
害
を
受
け
大
惨
事
と
な
っ
て
い

た
。
つ
ま
り
、
九
州
～
播
磨
に
か
け
て
人
家
は
損
壊
し
、
死
傷
者
が
多
数
発
生

し
て
い
た
が
、
意
外
に
も
京
都
は
大
き
な
揺
れ
を
感
じ
た
も
の
の
被
害
は
少
な

く
、
兵
庫
、
明
石
、
姫
路
に
大
津
波
が
押
し
寄
せ
た
と
い
う
記
録
は
見
出
せ
な

か
っ
（
39
）た。

た
だ
、
南
海
地
震
の
震
源
域
あ
る
い
は
震
度
に
よ
っ
て
は
、
西
摂

津
、
東
播
磨
、
西
播
磨
な
ど
の
瀬
戸
内
一
帯
に
も
三
メ
ー
ト
ル
前
後
の
大
津
波

に
よ
る
惨
事
が
想
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
東
海
、
畿
内
お
よ
び
そ
の
周
辺
と
西
国
諸
国
は
、
京
都
周
辺

を
除
い
て
危
機
的
状
況
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
情
報
が
大
坂
に
続
々
と
も
た
ら

さ
れ
る
な
か
で
、
川
村
は
津
波
被
害
か
ら
の
復
興
に
立
ち
向
か
う
こ
と
に
な

る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
津
波
被
害
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
「
町（

40
）触」
の
作
成
は
、
町
奉

行
所
の
与
力
や
、
三
郷
惣
年
寄
等
の
主
導
で
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
頻
繁

に
被
災
地
を
見
廻
っ
た
川
村
の
意
向
も
、「
触
」
の
発
令
な
ど
に
反
映
さ
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
表
１
に
よ
る
と
、
川
村
は
十
一
月
六
日
な
ど
に
町
奉
行

所
与
力
や
惣
年
寄
に
直
接
「
津
浪
片
付
方
」
の
指
示
を
出
し
て
い
た
の
で
あ

図 4　「瓦版　大坂大津浪図」大阪城天守閣蔵
テーマ展南木コレクションシリーズ第11回展示図録『瓦版にみる　幕末大坂の事件史・災害史』

（大阪城天守閣、2011年）より転載。「難波村」、「道頓堀」など一部文字を書き加えた。
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る
。

　

さ
ら
に
、
翌
安
政
二
年
正
月
～
二
月
、
佐
々
木
、
川
村
の
両
町
奉
行
は
、
町

人
の
出
資
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
に
積
み
立
て
ら
れ
て
き
た
川
浚
冥
加
金
の
う

ち
、
都
合
銀
一
一
八
貫
七
九
〇
目
余
を
大
津
波
か
ら
の
復
興
費
に
運
用
す
る
こ

と
を
要
請
し
て
い
た
が
、
こ
の
件
は
十
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
老
中
よ
り
城

代
へ
下
知
が
お
り
、
両
町
奉
行
に
申
し
渡
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
た（

41
）い。

幕
府
の
上
方
支
配
は
、
城
代
や
町
奉
行
の
「
伺
」
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
江
戸
の

老
中
の
「
下
知
」、「
差
図
」
に
よ
り
、
遂
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
強
調
し
て
お

く
。

　

最
後
に
、
ロ
シ
ア
軍
艦
来
航
問
題
な
ど
で
川
村
が
監
督
し
て
い
た
組
与
力
や

家
来
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

ま
ず
、
西
組
与
力
の
中
で
著
名
な
者
と
し
て
内
山
彦
次
郎
が
い
る
。
内
山

は
、
天
保
期
か
ら
幕
末
期
に
か
け
て
、
大
坂
の
行
政
に
お
い
て
辣
腕
を
振
る
っ

た
。「
大
坂
御
役（

42
）録」

に
よ
る
と
、
彦
次
郎
は
、
諸
御
用
調
役
、
勘
定
役
、
地

方
役
、
唐
物
取
締
定
役
を
兼
務
し
て
い
た
。
異
国
船
応
接
係
と
し
て
活
躍
し
た

山
本
善
之
助
は
、
盗
賊
役
、
吟
味
役
を
兼
務
し
、
成
瀬
九
郎
右
衛
門
は
、
諸
御

用
調
役
、
支
配
役
、
目
付
役
、
地
方
役
、
兵
庫
・
西
宮
上
ヶ
地
方
、
唐
物
取
締

定
役
を
兼
務
し
て
い
た
。
東
組
与
力
で
著
名
な
八
田
五
郎
左
衛
門
は
、
異
国
船

応
接
掛
と
し
て
川
村
の
も
と
で
活
動
し
て
い
た
が
、
寺
社
役
、
盗
賊
役
、
吟
味

役
を
兼
務
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

川
村
家
の
家
来
に
つ
い
て
は
、「
大
坂
御
役（

43
）録」

に
よ
り
作
成
し
た
表
３
の

と
お
り
、
家
老
の
知
久
、
渡
邉
、
公
用
人
の
中
村
、
上
原
、
大
目
付
の
野
々

村
、
書
翰
金
子
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
表
１
に
よ
る
と
、
川
村
が
大
坂
町
奉
行

に
就
任
す
る
と
、
東
町
奉
行
佐
々
木
顕
發
の
右
筆
金
子
六
蔵
を
、
川
村
家
の
給

人
と
し
て
新
た
に
召
し
抱
え
て
い
た
。
ま
た
、
江
戸
よ
り
到
着
し
た
野
々
村
市

之
進
も
、
大
坂
町
奉
行
な
ど
を
勤
め
た
幕
臣
の
「
渡
り
の
用
人
」
と
し
て
活
躍

し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い（

44
）る。

他
の
川
村
家
の
家
来
た
ち
に
も
、「
渡
り
の
用

人
」
と
い
う
よ
り
も
「
渡
り
の
給
人
」
と
で
も
い
う
べ
き
江
戸
出
身
者
た
ち
が

お
り
、
同
家
に
一
時
的
に
召
し
抱
え
ら
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
町
奉
行
所
行

政
が
、
大
坂
居
付
の
組
与
力
・
同
心
だ
け
で
な
く
、
江
戸
を
居
所
と
し
な
が

ら
、
少
禄
の
幕
府
官
僚
に
雇
用
さ
れ
て
「
給
人
」
と
な
り
、
大
坂
な
ど
各
地
の

幕
領
に
赴
任
し
て
い
た
「
渡
り
の
給
人
」
に
よ
っ
て
も
担
わ
れ
て
い
た
こ
と
に

注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
町
奉
行
の
給
人
は
、
月
番
時
を
中
心
に
奉
行
を
支
援

し
、
月
番
送
り
の
際
に
も
、
家
老
、
用
人
、
書
翰
（
右
筆
）
が
立
ち
合
っ
て
い

た
。

　

安
政
二
年
四
月
十
二
日
、
城
代
の
土
屋
よ
り
老
中
連
名
の
書
付
が
手
渡
さ

れ
、
川
村
は
参
府
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
月
十
六
日
に
、
川
村
は
東
横
堀
の

西
御
役
所
前
か
ら
乗
船
し
、
伏
見
へ
向
け
て
淀
川
を
遡
上
し
た
。
十
七
日
、
近

江
土
山
宿
を
過
ぎ
る
と
地
震
の
被
害
が
大
き
く
な
り
、
江
戸
へ
の
道
中
で
は
、

新
居
番
所
損
壊
、
浜
松
城
大
損
と
記
録
し
て
い
る
。
川
村
は
さ
ら
に
東
へ
進

み
、
駿
河
沼
津
城
下
、
伊
豆
三
島
宿
の
被
災
状
況
に
驚
愕
す
る
。
小
田
原
で

は
、
下
田
で
安
政
の
東
海
地
震
に
よ
る
津
波
の
被
害
に
遭
遇
し
て
い
た
デ
ィ
ア

ナ
号
の
艦
長
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
に
対
応
し
、
日
露
和
親
条
約
を
締
結
し
た
川
路
聖と
し

謨あ
き
らに
出
会
っ
て
い
る
。
同
二
十
七
日
に
は
品
川
本
陣
に
到
着
し
、
翌
日
に
は
登
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城
し
た
。
川
村
は
五
月
一
日
に
は
、
将
軍
家
定
の
御
前
で
新
た
に
長
崎
奉
行
に

仰
せ
付
け
ら
れ
て
い
た
。

　

以
上
、
本
節
に
お
い
て
、
大
坂
町
奉
行
の
動
向
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
自
筆

日
誌
の
「
書
抜
」
を
一
年
に
亘
っ
て
初
め
て
継
続
的
に
分
析
し
た
結
果
、
町
奉

行
の
軍
事
、
外
交
、
公
事
訴
訟
、
経
済
活
性
化
策
、
上
納
金
徴
収
、
被
災
地
復

興
と
い
っ
た
多
岐
に
亘
る
そ
の
職
責
を
、
通
常
時
と
非
常
時
に
区
別
し
具
体
的

に
論
証
し
え
た
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
は
、
町
奉
行
所
を
統
括
し
て
い
た
町
奉
行
自
身
で
あ
る
「
御
頭
」
の
職

務
に
つ
い
て
、
従
来
よ
り
も
具
体
的
に
言
及
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
作
成
し
た
。

　

左
に
新
た
に
検
証
し
え
た
事
項
を
中
心
に
整
理
し
て
お
く
。

　

１
．
町
奉
行
の
川
村
は
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
来
航
問
題
や
津
波
被
害
か
ら
の

復
興
問
題
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
と
、
通
常
ど
お
り
宿
次
寄

合
、
御
用
日
、
内
寄
合
に
出
席
で
き
な
く
な
っ
た
。
宿
次
（
継
飛
脚
）
に
つ
い

て
は
、
城
代
、
定
番
や
相
役
の
佐
々
木
ら
が
、
通
常
と
同
じ
頻
度
で
差
し
立
て

て
い
た
が
、
非
常
時
に
は
御
用
日
、
内
寄
合
は
、
中
止
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

２
．
川
村
は
、
城
代
の
土
屋
寅
直
や
相
役
の
東
町
奉
行
佐
々
木
顕
發
と
連
絡

を
取
り
合
い
な
が
ら
、
天
保
山
の
会
所
に
出
張
し
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
来
航
問
題

に
対
処
し
て
い
た
。
そ
の
際
、
町
奉
行
所
与
力
八
田
五
郎
左
衛
門
、
山
本
善
五

郎
、
御
船
手
組
与
力
太
田
資
五
郎
等
が
ロ
シ
ア
船
と
の
対
応
の
最
前
線
に
あ
っ

た
。
城
代
公
用
人
の
大
久
保
要
も
そ
の
応
対
に
活
躍
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る

が
、
町
奉
行
川
村
家
の
「
日
新
録
」
か
ら
は
、
そ
の
こ
と
を
積
極
的
に
裏
付
け

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

３
．
川
村
は
、
大
坂
で
安
政
の
南
海
地
震
に
遭
遇
し
た
。
大
坂
に
お
い
て
は

津
波
に
よ
る
被
害
が
甚
大
で
、
川
村
は
そ
の
復
興
に
追
わ
れ
て
い
た
。
川
村

は
、
安
治
川
、
長
堀
川
、
道
頓
堀
川
な
ど
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
難
船
の
処
理
を

重
視
し
、
直
接
町
年
寄
等
の
都
市
有
力
者
に
、
そ
の
指
示
を
出
し
て
い
た
。
プ

チ
ャ
ー
チ
ン
来
航
時
、
津
波
後
の
被
災
地
復
興
に
つ
い
て
の
「
町
触
」
の
発
令

は
、
町
奉
行
所
与
力
・
同
心
や
惣
年
寄
だ
け
で
は
な
く
、
町
奉
行
自
身
の
意
向

や
発
議
に
よ
る
も
の
も
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
大
坂
の
町
は
、
惣
年
寄

を
は
じ
め
町
人
に
よ
る
高
度
な
自
治
が
発
達
し
て
い
た
が
、
有
能
な
町
奉
行
に

よ
る
行
政
上
の
指
導
性
も
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

４
．
川
村
は
佐
々
木
と
相
談
を
繰
り
返
し
、
天
保
期
以
来
と
く
に
、
人
口
が

減
少
し
経
済
力
が
低
下
し
て
い
た
大
坂
の
経
済
復
興
に
腐
心
し
て
い
た
こ
と

が
、
明
確
に
な
っ
た
。
川
村
は
、
自
身
が
新
潟
奉
行
在
任
中
に
、
新
潟
の
町
で

採
用
し
た
仲
金
制
度
を
大
坂
で
も
導
入
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い（

45
）た。
遠
国
奉

行
を
歴
任
す
る
な
ど
し
て
幕
領
支
配
に
関
係
し
た
幕
臣
が
、
そ
の
キ
ャ
リ
ア
に

お
け
る
経
験
を
新
任
地
で
生
か
し
て
い
た
こ
と
は
、
幕
政
を
考
察
す
る
上
で
不

可
欠
で
あ
る
。

　

５
．
川
村
は
、
も
と
も
と
大
坂
町
奉
行
に
登
用
さ
れ
る
に
は
少
禄
で
あ
り
、

彼
ら
の
家
臣
に
は
「
渡
り
の
給
人
」
が
一
時
的
に
多
く
召
し
抱
え
ら
れ
て
い
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た
。
こ
の
こ
と
を
具
体
的
に
論
証
し
て
い
く
こ
と
は
、
幕
府
支
配
機
構
お
よ
び

大
坂
を
は
じ
め
と
す
る
幕
領
行
政
の
解
明
に
お
い
て
、
必
至
で
あ
ろ
う
。

　

６
．
幕
府
は
、
大
坂
、
兵
庫
、
西
宮
な
ど
の
富
裕
者
に
対
す
る
多
額
の
上
納

金
を
、
被
災
後
に
も
免
除
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
上
納
金
は
西
之
丸
造
営
費

に
続
く
禁
裏
御
所
再
建
費
の
捻
出
、
被
災
し
た
大
名
家
か
ら
の
拝
借
金
の
要

（
46
）求、

さ
ら
に
は
、
列
強
の
軍
艦
来
航
に
備
え
る
た
め
の
軍
事
費
の
増
大
に
対
応

す
る
た
め
の
も
の
（
47
）で、

町
奉
行
に
と
っ
て
上
納
金
の
徴
収
は
重
要
な
責
務
と

な
っ
て
い
た
。

　

７
．
川
村
は
、
荻
野
流
免
許
皆
伝
の
力
量
を
有
し
、
西
洋
流
砲
術
に
つ
い
て

も
研
鑽
を
積
ん
で
い
た
。
砲
術
に
対
す
る
知
見
が
買
わ
れ
、
川
村
等
の
幕
臣
に

活
躍
の
場
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
着
目
し
て
お
き
た
い
。
川
村
は
、
新
潟
、

堺
、
大
坂
の
海
防
問
題
だ
け
で
な
く
、
大
坂
の
経
済
活
性
化
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン

の
来
航
、
津
波
襲
来
後
の
被
災
地
復
興
と
い
っ
た
幅
広
い
分
野
の
行
政
に
向
き

合
っ
た
能
吏
と
い
え
る
。

　

８
．
修
就
の
孫
清
雄
は
、
祖
父
の
大
坂
赴
任
中
に
同
行
し
、
高
麗
橋
居
住
の

田
能
村
直
入
（
小
虎
）
よ
り
文
人
画
を
学
び
、
江
戸
の
開
成
所
で
は
、
川
上
冬

崖
、
高
橋
由
一
よ
り
西
洋
画
を
教
示
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
彼
は
洋
行
し
、
西
洋

画
の
画
技
を
修
め
た
。
帰
国
後
は
明
治
美
術
会
創
設
に
関
わ
り
、
明
治
洋
画
草

創
期
の
指
導
者
と
な
っ
た
。
修
就
も
書
画
を
愛
し
た
が
、
そ
の
遺
志
は
孫
の
清

雄
に
確
実
に
受
け
継
が
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
今
後
は
、
こ
う
し
た
旧
幕
臣

の
子
弟
が
、
日
本
の
近
代
化
の
過
程
で
、
政
治
、
経
済
、
科
学
、
芸
術
と
い
っ

た
多
様
な
分
野
で
活
躍
し
た
こ
と
を
解
明
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
清
雄
の
弟
子
に
は
、
幕
府
譜
代
の
名
家
で
あ
る
摂
津
尼
崎
藩
主
の
一

族
で
、
尼
崎
市
長
を
務
め
た
桜
井
忠た
だ

剛か
た

が
い
る
。
忠
剛
は
関
西
美
術
会
の
創
設

に
参
加
し
、
明
治
～
昭
和
初
期
に
か
け
て
関
西
洋
画
の
発
展
に
尽
力
し（

48
）た。

　

さ
て
、
昨
今
幕
府
に
よ
る
上
方
支
配
の
研
究
で
成
果
を
上
げ
て
い
る
藪
田
貫

氏
や
小
倉
宗
氏
の
研
究
と
、
本
稿
と
を
比
較
検
討
し
て
お
く
。

　

町
奉
行
は
、
ま
ず
内
寄
合
（
評
議
日
）
と
御
用
日
（
公
事
日
）
の
職
務
に
専

念
し
つ
つ
、
城
代
や
定
番
と
の
宿
次
寄
合
、
城
代
と
の
用
談
の
た
め
城
入
す
る

必
要
が
あ
っ
た
。
小
倉
氏
は
城
代
と
町
奉
行
と
は
密
接
な
関
係
を
取
り
結
ん
で

い（
49
）たと

す
る
が
、
今
回
川
村
の
動
向
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
藪
田
氏
が
論
じ
た

と
お
り
、
町
奉
行
は
御
用
繁
多
の
た
め
、
城
代
と
交
渉
し
て
不
要
な
城
入
を
抑

制
し
て
い（

50
）たと

解
さ
れ
る
。
藪
田
氏
が
追
跡
し
た
町
奉
行
の
新
見
正
路
は
、
大

川
浚
え
、
そ
れ
に
伴
う
天
保
山
（
目
印
山
）
造
成
で
活
躍
し
た
が
、
本
稿
で

は
、
川
村
修
就
が
大
坂
の
経
済
発
展
、
ロ
シ
ア
軍
艦
来
航
問
題
、
大
坂
津
波
か

ら
の
復
興
問
題
に
最
前
線
で
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
が
認
識
で
き
た
と
い
え
よ

う
。

　

加
え
て
、
小
倉
氏
は
幕
府
上
方
支
配
機
構
の
「
相
対
的
自
立（

51
）性」

を
強
調
す

る
が
、
本
稿
に
お
い
て
論
じ
た
と
お
り
、
大
坂
の
経
済
復
興
や
ロ
シ
ア
軍
艦
来

航
問
題
に
関
し
て
、
城
代
の
土
屋
寅
直
は
江
戸
の
老
中
阿
部
正
弘
等
に
丁
寧
に

「
伺
」
を
提
出
し
、「
差
図
」
を
受
け
た
う
え
で
、
慎
重
に
行
動
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
所
司
代
と
城
代
を
頂
点
と
す
る
幕
府
上
方
支
配
機
構
に
は
、
先
例
が
あ

る
事
案
や
非
常
事
態
発
生
時
に
限
定
さ
れ
て
「
相
対
的
自
立
性
」
が
見
出
せ
る

と
一
般
化
、
普
遍
化
し
う
る
の
で
あ（

52
）る。
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今
後
も
、
引
き
続
き
、
薩
長
出
身
者
に
限
ら
ず
、
幕
末
期
～
明
治
期
に
活
動

し
た
川
村
家
三
代
の
よ
う
な
旧
幕
臣
を
は
じ
め
非
薩
長
系
諸
士
の
「
日
記
」
な

ど
の
記
録
類
や
書
画
と
い
っ
た
遺
品
を
発
掘
し
た
い
。
そ
し
て
、
そ
の
成
果
を

総
合
的
に
解
析
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
近
代
化
の
諸
相
が
よ
り
具
体

的
に
明
ら
か
に
な
る
と
考
え（

53
）る。

　

本
稿
は
、
幕
府
の
上
方
行
政
と
日
本
の
近
代
化
に
直
面
し
て
い
た
幕
臣
の

「
家
」
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
が
、
敢
え
て
付
言
し
て
お
く
。

　

安
政
元
年
か
ら
二
年
に
か
け
て
の
わ
ず
か
二
年
間
に
起
き
た
安
政
の
三
大
地

震
の
た
め
、
江
戸
、
大
坂
だ
け
で
な
く
、
東
海
地
方
と
西
国
で
も
大
地
震
と
大

津
波
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
が
、
当
時
の
文
書
を
と
お
し

て
解
明
で
き
た
。
現
在
そ
の
被
災
地
域
に
は
、
原
発
も
存
在
す
る
。
関
西
の
電

力
需
要
を
支
え
て
い
る
の
は
、
琵
琶
湖
に
も
近
接
し
、
敦
賀
原
発
敷
地
内
を
走

る
浦う
ら

底そ
こ

断
層
を
は
じ
め
と
す
る
活
断
層
が
多
い
嶺
南
地
方
で
あ
る
。
こ
の
地
域

は
「
原
発
銀
座
」
と
称
さ
れ
、
我
々
は
そ
の
こ
と
か
ら
目
を
背
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

　

核
廃
棄
物
の
問
題
も
解
決
さ
れ
て
い
な
い
今
こ
そ
、
国
は
ド
イ
ツ
同
様
「
脱

原
発
」
と
い
う
決
断
を
し
、
太
陽
光
、
風
力
、
水
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
へ
の
道
を
歩
む
方
が
、
将
来
の
日
本
経
済
、
過
疎
化

に
悩
む
地
域
経
済
や
国
民
生
活
に
と
っ
て
、
必
ず
や
プ
ラ
ス
と
な
り
、
国
益
と

も
な
ろ
う
。
西
山
昭
仁
氏
は
宝
永
の
大
坂
大
津
波
の
こ
と
が
語
り
継
が
れ
て
こ

な
か
っ
た
こ
と
が
、
安
政
元
年
の
大
津
波
の
際
に
被
害
を
拡
大
し
た
と
検
証
し

（
54
）た。
大
飯
原
発
の
再
稼
働
問
題
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
現
在
日
本
は
「
大
地

震
」
の
問
題
と
併
せ
て
「
福
島
」
の
意
味
を
問
い
直
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

か
ど
う
か
の
瀬
戸
際
に
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

註（
１
）　

村
田
路
人
「
元
禄
期
に
お
け
る
伏
見
・
堺
両
奉
行
一
時
廃
止
と
幕
府
の
遠
国
奉
行

政
策
」（『
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
四
三
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
２
）　

熊
谷
光
子
「
大
坂
町
奉
行
所
に
お
け
る
明
和
期
の
仕
法
改
正
に
つ
い
て
」（
塚
田

孝
編
『
近
世
大
坂
の
法
と
社
会
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
３
）　

内
田
九
州
男
「
大
塩
事
件
と
大
坂
城
代
」（
大
塩
中
斎
先
生
顕
彰
会
大
塩
事
件
研

究
会
『
大
塩
研
究
』
一
三
、
一
九
八
二
年
）。

（
４
）　

野
高
宏
之
「
大
坂
町
奉
行
所
の
当
番
所
と
当
番
与
力
」（
大
阪
市
史
編
纂
所
『
大

阪
の
歴
史
』
四
六
、
一
九
九
五
年
）。

（
５
）　

曽
根
ひ
ろ
み
「〈
近
世
〉
大
阪
に
お
け
る
訴
訟
と
裁
判
─
─
金
銀
出
入
を
中
心
に

─
─
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
一
三
、
一
九
八
六
年
）、
同
「「
与
力
・
同
心
」
論
─
─
十

八
世
紀
後
半
の
大
坂
町
奉
行
所
を
中
心
に
─
─
」（『
神
戸
大
学
教
養
部
紀
要
論
集
』
四

〇
、
一
九
八
七
年
）。

（
６
）　

藪
田
貫
「
大
坂
町
奉
行
の
世
界
─
─
新
見
正
路
日
記
の
研
究
・
序
説
─
─
」（
大

阪
市
史
編
纂
所
『
大
阪
の
歴
史
』
五
八
、
二
〇
〇
一
年
初
出
、
の
ち
に
同
『
近
世
大
坂

地
域
の
史
的
研
究
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
五
年
所
収
）。

（
７
）　

渡
邊
忠
司
『
大
坂
町
奉
行
所
異
聞
』（
東
方
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
８
）　

藤
井
嘉
雄
『
大
坂
町
奉
行
と
刑
罰
』（
清
文
堂
出
版
、
一
九
九
〇
年
）。

（
９
）　

企
画
展
図
録
『
川
村
修
就
と
ゆ
ら
ぐ
幕
府
支
配
』（
新
潟
市
歴
史
博
物
館
編
、
二
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〇
〇
五
年
）
に
よ
る
と
、
当
文
書
を
含
む
修
就
の
遺
品
は
、
孫
の
清
雄
氏
に
よ
っ
て
大

切
に
保
管
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
嫡
男
清
衛
氏
の
尽
力
に
よ
り
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
火

を
免
れ
、
の
ち
に
新
潟
市
に
寄
贈
さ
れ
た
。

（
10
）　

丹
尾
安
典
「
川
村
清
雄
研
究
寄
与
」（
高
階
秀
爾
・
三
輪
英
夫
編
『
川
村
清
雄
研

究
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九
四
年
）。

（
11
）　
『
川
村
修
就
と
ゆ
ら
ぐ
幕
府
支
配
』（
前
出
）
伊
東
祐
之
氏
執
筆
部
分
。

（
12
）　
『
川
村
修
就
と
ゆ
ら
ぐ
幕
府
支
配
』（
前
出
）
伊
東
祐
之
氏
執
筆
部
分
。『
初
代
新

潟
奉
行
川
村
修
就
』（
新
潟
市
郷
土
資
料
館
調
査
年
報
第
二
二
集
、
一
九
九
七
年
）。

『
新
潟
県
史
』
通
史
編
５
、
近
世
三
（
新
潟
県
、
一
九
八
八
年
）
六
四
～
八
一
頁
。

　
　

昨
今
、
川
村
修
就
の
新
潟
奉
行
時
代
の
研
究
と
し
て
、
中
野
三
義
「
新
潟
奉
行
川
村

修
就
の
民
政
」（『
越
佐
研
究
』
六
八
、
二
〇
一
一
年
）、
同
「
新
潟
奉
行
川
村
修
就
の

海
防
体
制
の
確
立
過
程
に
つ
い
て
」（『
地
方
史
研
究
』
六
一
―
三
、
二
〇
一
一
年
）
が

上
梓
さ
れ
た
。

（
13
）　

前
掲
註
（
11
）。

（
14
）　

久
須
美
祐
雋
「
浪
華
の
風
」（
日
本
随
筆
大
成
編
輯
部
編
『
日
本
随
筆
大
成
』
新

装
版
第
三
期
・
第
五
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
）。

（
15
）　

久
須
美
祐
雋
「
在
阪
漫
録
」（
森
銑
三
・
朝
倉
治
彦
他
編
『
随
筆
百
花
苑
』
第
十

四
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
一
年
）。

（
16
）　

川
村
修
就
「
蜑あ

ま

の
囀さ

え
ずり
」。
修
就
が
新
潟
の
風
俗
を
書
き
留
め
よ
う
と
し
た
推
敲

中
の
草
稿
。

（
17
）　

作
者
未
詳
「
蜑
の
手
振
り
」
巻
子
本
一
巻
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）、
紙
本
着

色
。
引
網
の
画
、
住
吉
祭
礼
の
画
、
盆
踊
り
の
画
、
鮭
網
の
画
、
潟
漁
の
画
、
囲
い
船

の
画
の
六
景
か
ら
成
る
。

　
　

各
画
面
に
は
、
川
村
修
就
に
よ
る
詞
書
が
付
さ
れ
て
い
る
。
落
款
に
は
、「
雪
汀
」、

「
翠
亀
」
と
あ
る
。

　
　

寸
法
幅
二
十
九
セ
ン
チ
、
長
さ
十
二
メ
ー
ト
ル
二
十
セ
ン
チ
。
新
潟
市
歴
史
博
物
館

蔵
。

　
　

本
図
は
、
人
々
の
生
業
、
祭
り
の
情
景
に
、
躍
動
感
や
臨
場
感
が
み
ら
れ
、
遠
近
法

を
取
り
入
れ
た
風
景
は
、
鑑
賞
者
に
郷
愁
を
想
起
さ
せ
る
名
品
で
あ
る
。
新
潟
に
冬
の

訪
れ
を
告
げ
る
潟
漁
の
画
に
描
写
さ
れ
て
い
る
松
の
木
な
ど
に
は
狩
野
派
の
影
響
が
う

か
が
え
る
。

　
　

ち
な
み
に
、「
蜑
」
と
は
「
海
人
」、「
手
振
り
」
と
は
「
生
業
」
を
指
す
。

（
18
）　
「
大
坂
御
役
録
」
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
所
蔵
文
書
、
請
求
記
号
三
五
四
・
五

―
二
二
・
四
。

（
19
）　

姜
鶯
燕
「
近
世
中
後
期
に
お
け
る
武
士
身
分
の
売
買
に
つ
い
て
─
─
『
藤
岡
屋
日

記
』
を
素
材
に
」（『
日
本
研
究
』
第
三
七
集
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇

〇
八
年
）。
姜
氏
は
、
奥
右
筆
田
中
唯
一
宅
に
て
侍
奉
公
を
し
て
い
た
と
あ
る
人
物

が
、
目
白
台
の
御
徒
佐
々
木
家
の
養
子
に
入
っ
た
。
そ
の
人
物
が
顕
發
で
あ
り
、
彼
は

し
だ
い
に
才
覚
を
発
揮
し
栄
達
を
遂
げ
、
二
〇
〇
俵
高
の
家
禄
を
得
た
と
い
う
。
こ
の

顕
發
が
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
十
月
八
日
、
奈
良
奉
行
よ
り
大
坂
町
奉
行
に
就
任

し
、
川
村
と
同
役
と
な
っ
て
い
た
。

　
　

笠
谷
和
比
古
「
能
力
主
義
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
」『
武
士
道
と
日
本
型
能
力
主
義
』（
新

潮
選
書
、
二
〇
〇
五
年
）。
笠
谷
氏
は
、
川
路
聖
謨
、
井
上
清
直
兄
弟
を
事
例
と
し
て

近
世
の
幕
府
官
僚
制
に
は
能
力
主
義
に
よ
る
人
材
登
用
が
み
ら
れ
、
開
明
的
で
あ
っ
た

こ
と
を
力
説
し
て
い
る
。

（
20
）　
「
序
」（
高
階
秀
爾
・
三
輪
英
夫
編
『
川
村
清
雄
研
究
』
前
出
）。
丹
尾
安
典
「
川
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村
清
雄
研
究
寄
与
」（
前
出
）。
荒
井
義
雄
「
留
学
生
川
村
清
雄
」（
高
階
秀
爾
・
三
輪

英
夫
編
『
川
村
清
雄
研
究
』
前
出
）。
河
北
倫
明
・
高
階
秀
爾
『
近
代
日
本
絵
画
史
』

（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
八
年
初
版
、
一
九
八
五
年
再
版
）
五
四
～
六
〇
頁
。
落
合
則

子
「
川
村
清
雄
の
海
軍
関
係
作
品
の
制
作
経
緯
に
つ
い
て
─
─
江
戸
東
京
博
物
館
所
蔵

「
川
村
清
雄
関
係
資
料
」
お
よ
び
周
辺
資
料
か
ら
の
検
証
─
─
」（『
東
京
都
江
戸
東
京

博
物
館
研
究
報
告
』
第
16
号
、
二
〇
一
〇
年
）。
同
「
明
治
後
期
に
お
け
る
川
村
清
雄

の
作
品
売
買
の
一
様
相
─
─
川
村
家
の
親
族
と
三
井
系
人
脈
の
関
係
に
み
る
パ
ト
ロ

ネ
ー
ジ
の
実
態
─
─
」（『
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
紀
要
』
第
１
号
、
二
〇
一
一
年
）。

　
　

こ
れ
ら
の
諸
研
究
に
よ
る
と
、
清
雄
は
油
彩
画
の
日
本
化
を
め
ざ
し
た
。
帰
国
後
の

大
作
「
か
た
み
の
直
垂
」
を
は
じ
め
、
そ
の
筆
致
や
題
材
は
日
本
的
傾
向
を
強
め
る
。

清
雄
の
画
業
は
、
近
代
に
お
け
る
西
洋
画
の
移
植
と
そ
の
日
本
的
定
着
を
考
え
る
う
え

で
、
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
清
雄
に
は
幕
臣
の
系
譜
を
引
い
て
い
る
と
い
う

自
負
が
あ
り
、「
徳
川
慶
喜
像
」、「
徳
川
家
茂
像
」、「
天
璋
院
篤
姫
像
」
な
ど
徳
川
家

関
係
者
の
肖
像
画
な
ど
を
描
い
た
。
修
就
の
孫
清
雄
が
、
明
治
新
政
府
よ
り
存
続
が
許

さ
れ
た
徳
川
宗
家
の
援
助
を
受
け
、
絵
画
と
い
う
芸
術
の
分
野
で
注
目
す
べ
き
足
跡
を

残
し
た
の
で
あ
る
。

（
21
）　
「
日
新
録　

嘉
永
四
年　

歳
次　

辛
亥　

翰
香
館
蔵
板
」
新
潟
市
歴
史
文
化
課
所

蔵
、
初
代
新
潟
奉
行
川
村
修
就
文
書
、
整
理
番
号
五
四
三
。
と
く
に
断
ら
な
い
限
り
、

川
村
の
動
向
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
、
本
書
冊
に
依
拠
し
て
い
る
。
な
お
、
幕
末
期
に

「
日
新
録
」
な
ど
と
称
し
て
、
こ
の
翰
香
館
蔵
版
の
よ
う
な
、
日
付
や
暦
な
ど
が
予
め

印
刷
さ
れ
た
冊
子
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
人
が
記
録
し
て
き
た

「
日
記
」
を
総
合
的
に
研
究
す
る
上
で
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
　

翰
香
館
は
、
江
戸
の
版
元
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
川
村
の
大
坂
赴
任
中
以
外
の
日

記
に
つ
い
て
も
、「
日
新
録
」
と
表
題
が
付
さ
れ
て
い
る
。

（
22
）　

砲
術
修
業
に
専
念
し
て
い
た
修
就
は
、
長
崎
奉
行
在
任
中
に
そ
の
思
い
を
以
下
の

よ
う
な
歌
に
詠
ん
だ
。「
火
砲
の
歌
よ
め
と
あ
り
け
れ
は
、
こ
こ
ろ
し
て
学
ひ
ま
し
な

は
、
世
の
ま
も
り
、
く
に
の
ま
も
り
の
は
し
り
火
の
わ
さ

�

肥
前
州
長
崎
府
尹
対
馬
守
藤
原
朝
臣
修
就
」。

�

川
村
修
就
書
「
火
砲
の
歌
」。

（
23
）　

拙
稿
「
享
保
改
革
期
以
後
の
大
坂
城
二
之
丸
に
お
け
る
幕
府
宿
次
」（『
政
治
経
済

史
学
』
五
一
三
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
24
）　
『
大
坂
御
城
代
公
用
人
諸
事
留
書
』
下
（
大
阪
市
史
編
纂
所
、
大
阪
市
史
史
料
第

三
十
九
輯
、
一
九
九
四
年
）
五
三
頁
。

（
25
）　
『
新
修
大
阪
市
史
』
第
四
巻
（
新
修
大
阪
市
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
九
〇
年
）
九

二
二
～
九
二
六
頁
。

（
26
）　
『
大
阪
編
年
史
』
第
二
十
二
巻
（
大
阪
市
立
中
央
図
書
館
大
阪
市
史
編
集
室
、
一

九
七
六
年
）
一
七
八
～
一
八
一
頁
。

（
27
）　
『
大
阪
編
年
史
』
第
二
十
二
巻
（
前
出
）
二
三
〇
～
二
三
一
頁
。

（
28
）　

前
掲
註
（
27
）。

（
29
）　

前
掲
註
（
21
）、「
日
新
録
」
九
月
十
八
日
～
十
月
七
日
条
。

（
30
）　
『
大
阪
編
年
史
』
第
二
十
二
巻
（
前
出
）
二
五
七
～
二
五
九
頁
。
ま
た
、
同
二
三

一
頁
に
よ
る
と
、
所
司
代
脇
坂
安や

す

宅お
り

は
二
条
大
番
頭
本
多
忠た

だ

鄰ち
か

に
、
大
坂
は
外
国
使
節

応
接
場
所
で
は
な
い
こ
と
を
、
ロ
シ
ア
に
対
し
て
伝
え
る
旨
を
、「
江
戸
伺
」
と
し
て

上
申
す
る
の
で
、
と
く
に
心
配
は
な
い
と
主
張
し
て
い
た
。

（
31
）　
「
大
久
保
親
春
履
歴
及
行
状
」
人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
、

常
陸
国
土
浦
大
久
保
家
文
書
、
整
理
・
収
納
番
号
四
三
─
Ｂ
の
６
。



310

（
32
）　
『
大
阪
編
年
史
』
第
二
十
二
巻
（
前
出
）。

（
33
）　

宇
佐
美
龍
夫
『
最
新
版　

日
本
被
害
地
震
総
覧　
〔
四
一
六
〕
～
二
〇
〇
一
』（
東

京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
）
一
四
八
～
一
六
九
頁
。

（
34
）　
『
大
阪
編
年
史
』
第
二
十
二
巻
（
前
出
）
二
〇
八
～
二
一
三
頁
。
宇
佐
美
龍
夫

『
最
新
版　

日
本
被
害
地
震
総
覧
』（
前
出
）
一
四
八
頁
に
よ
る
と
、
こ
の
地
震
は
Ｍ
７

を
記
録
し
て
い
た
。

（
35
）　
『
大
阪
編
年
史
』
第
二
十
二
巻
（
前
出
）
二
七
三
～
三
〇
〇
頁
。
西
山
昭
仁
「
安

政
南
海
地
震
（
一
八
五
四
）
に
お
け
る
大
坂
で
の
震
災
対
応
」（『
歴
史
地
震
』
一
九
、

二
〇
〇
三
年
）。
西
山
氏
は
、
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
一
八
五
四
年
十
二
月
二
十
四
日
午
後
四

時
頃
、
大
坂
に
押
し
寄
せ
た
津
波
が
一
・
九
～
三
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
と
想
定
し
た
。

大
坂
三
郷
で
の
死
者
数
は
二
一
二
～
二
七
三
名
、
そ
の
周
辺
地
域
を
合
わ
せ
る
と
六
二

一
～
六
八
二
名
に
達
し
た
と
し
た
。
菱
垣
廻
船
、
樽
廻
船
、
北
前
船
な
ど
の
大
船
や
剣

先
船
、
上
荷
船
、
茶
船
な
ど
の
小
船
が
安
治
川
、
木
津
川
筋
よ
り
道
頓
堀
川
な
ど
の
掘

割
を
遡
上
し
、
多
く
が
破
船
と
な
り
、
溺
死
者
が
多
数
に
達
し
、
大
坂
の
住
民
が
上
町

方
面
へ
避
難
し
て
い
た
こ
と
を
論
じ
た
。
ま
た
同
氏
も
、
筆
者
同
様
後
掲
註
（
38
）

「
大
地
震
両
川
口
津
浪
記
」
に
注
目
し
、
宝
永
の
南
海
地
震
（
一
七
〇
七
）
に
伴
う
大

坂
大
津
波
に
よ
る
被
害
の
教
訓
が
伝
承
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　
　

さ
ら
に
、
西
山
氏
は
当
地
震
の
際
に
は
、
大
阪
の
住
民
は
子
孫
の
た
め
に
そ
の
教
訓

を
諸
記
録
に
書
き
留
め
た
こ
と
を
強
調
し
た
。
こ
の
年
の
二
ヶ
月
前
の
六
月
十
四
日
と

十
五
日
に
は
、
大
坂
の
人
々
は
伊
賀
上
野
地
震
と
い
わ
れ
る
内
陸
型
地
震
を
経
験
し
て

お
り
、
津
波
の
発
生
を
予
期
で
き
て
お
ら
ず
、
家
屋
の
倒
壊
な
ど
を
恐
れ
川
船
に
避
難

す
る
習
慣
が
付
い
て
い
た
と
み
、
そ
の
こ
と
が
溺
死
者
を
増
加
さ
せ
て
い
た
と
考
察
し

た
。

　
　

加
え
て
、
同
氏
は
大
坂
町
奉
行
所
が
「
触
書
」
や
「
口
達
」
を
発
令
し
て
、
火
の
用

心
な
ど
に
つ
い
て
注
意
を
促
し
、
被
災
地
住
民
へ
積
極
的
に
指
示
を
出
し
て
い
た
こ
と

を
明
示
し
た
。

（
36
）　

前
掲
註
（
21
）、「
日
新
録
」
十
一
月
五
日
～
七
日
条
。

（
37
）　
「
瓦
版　

大
坂
大
津
浪
図
」
大
阪
城
天
守
閣
所
蔵
。
本
図
に
よ
る
と
、
戎
橋
手
前

の
大
黒
橋
付
近
ま
で
大
型
船
、
小
型
船
が
入
り
込
み
、
多
く
の
橋
が
崩
落
し
て
い
る
。

通
常
「
大
坂
図
」
は
、
北
の
方
角
を
上
部
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
図
は
大
津
波
が
押
し

寄
せ
た
南
の
方
角
が
上
部
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
興
味
深
い
。

（
38
）　
「
大
地
震
両
川
口
津
浪
記
」
安
政
二
年
乙
卯
年
七
月　

幸
町
五
丁
目
渡
場
建
之
。

大
阪
市
立
中
央
図
書
館
所
蔵
、
請
求
記
号
四
五
三
。
現
大
阪
市
浪
速
区
大
正
橋
東
詰
に

碑
文
が
現
存
。

　
　

前
掲
註
（
35
）
で
も
述
べ
た
と
お
り
、
大
坂
の
住
民
は
、
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
と
す

る
慶
長
の
南
海
地
震
（
一
六
〇
五
年
）、
宝
永
の
南
海
地
震
（
一
七
〇
七
年
）
で
津
波

の
被
害
を
受
け
て
い
た
が
、
こ
の
安
政
の
南
海
地
震
（
一
八
五
四
年
）
の
際
に
も
減
災

の
教
訓
が
ほ
と
ん
ど
生
か
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
認
識
で
き
る
。

（
39
）　

前
掲
註
（
35
）。

（
40
）　
『
大
阪
編
年
史
』
第
二
十
二
巻
（
前
出
）
二
七
二
～
二
八
四
頁
。

（
41
）　
「
安
政
二
卯　

従
正
月
至
三
月　

御
用
留
」
大
阪
市
立
中
央
図
書
館
貴
重
書
庫

蔵
、
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
家
中
大
久
保
家
文
書
。

（
42
）　

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
所
蔵
文
書
、
請
求
記
号
三
五
四
．
五
―
二
一
六
。

（
43
）　

前
掲
註
（
42
）。

（
44
）　

宮
地
正
人
「
幕
末
旗
本
用
人
論
」（
同
『
幕
末
維
新
期
の
社
会
的
政
治
史
研
究
』

岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
）。
同
「
歴
史
学
を
ど
う
学
ぶ
か
─
─
幕
末
維
新
期
研
究
を



嘉永・安政期の大坂町奉行川村修就

311

手
が
か
り
に
─
─
」（
大
阪
歴
史
科
学
協
議
会
『
歴
史
科
学
』
一
六
五
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
45
）　
「
万
延
二
年
辛
酉
三
月
七
日　

久
世
大
和
守
殿
江
御
直
ニ
上
ル
、
御
城
代
江
も
御

控
上
ル
御
内
々
申
上
候
口
上
覚
」
新
潟
市
歴
史
文
化
課
所
蔵
、
初
代
新
潟
奉
行
川
村
修

就
文
書
、
整
理
番
号
七
四
五
。
川
村
が
二
度
目
に
大
坂
町
奉
行
に
在
任
し
た
際
に
、
新

潟
同
様
大
坂
に
お
い
て
も
仲
金
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
を
、
老
中
久
世
広
周
や
城
代
本

庄
宗
秀
に
上
申
し
て
い
た
際
の
貴
重
な
文
書
で
あ
る
。

（
46
）　
「
温
恭
院
殿
御
実
紀
」（
新
訂
増
補
国
史
大
系
第
五
十
巻
『
続
徳
川
実
紀
』
第
三

篇
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
）
二
三
八
～
三
九
頁
、
二
四
三
頁
、
二
四
七
頁
。

（
47
）　
『
大
阪
市
史
』（
一
九
一
一
年
初
版
、
一
九
七
九
年
復
刻
版
）
一
〇
二
一
～
二
二

頁
。

（
48
）　

尼
崎
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
開
館
三
十
周
年
記
念
展　

展
示
図
録
『
桜
井
忠
剛
と

関
西
洋
画
の
先
駆
者
た
ち
─
─
洋
画
の
先
駆
者
に
し
て
初
代
尼
崎
市
長
』（
尼
崎
市
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
49
）　

小
倉
宗
「
近
世
中
後
期
上
方
の
幕
府
支
配
機
構
と
京
都
・
大
坂
町
奉
行
」（『
史

林
』
九
二
─
四
、
二
〇
〇
九
年
）。
同
「
近
世
中
後
期
幕
府
の
上
方
支
配
機
構
に
お
け

る
京
都
・
大
坂
町
奉
行
」（『
日
本
史
研
究
』
五
六
八
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
50
）　

藪
田
貫
・
佐
久
間
貴
士
編
『
大
坂
西
町
奉
行
新
見
正
路
日
記
』（
清
文
堂
史
料
叢

書
第
一
一
九
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
51
）　

小
倉
宗
「
近
世
中
後
期
の
上
方
に
お
け
る
幕
府
の
支
配
機
構
」（『
史
学
雑
誌
』
一

一
七
─
一
一
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
52
）　

拙
稿
「
嘉
永
・
安
政
期
の
大
坂
城
代
─
─
常
陸
国
土
浦
藩
・
土
屋
寅
直
の
大
坂
、

兵
庫
開
港
問
題
へ
の
対
応
を
中
心
に
」（『
日
本
研
究
』
第
四
三
集
、
国
際
日
本
文
化
研

究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
一
年
）。
同
「
近
世
前
・
中
期
に
お
け
る
京
都
所
司
代
に
よ
る

朝
廷
統
制
と
上
方
行
政
―
貞
享
期
の
土
屋
政
直
と
正
徳
期
の
水
野
忠
之
の
職
務
に
注
目

し
て
」（『
政
治
経
済
史
学
』
五
三
四
、
二
〇
一
一
年
）。

（
53
）　

菊
地
久
「
維
新
の
変
革
と
幕
臣
の
系
譜
―
―
改
革
派
勢
力
を
中
心
に
（
一
）」

（『
北
大
法
学
論
集
』
二
九
―
三
、
一
九
七
九
年
）、
菊
地
氏
は
、
開
明
派
の
幕
臣
や
そ

の
子
弟
が
、
官
界
を
は
じ
め
様
々
な
社
会
領
域
に
進
出
し
た
こ
と
に
着
目
し
た
。

（
54
）　

西
山
昭
仁
「
安
政
南
海
地
震
（
一
八
五
四
）
に
お
け
る
大
坂
で
の
震
災
対
応
」

（
前
出
）。

　

付
記

　

日
文
研
の
基
礎
領
域
研
究
で
あ
る
古
文
書
研
究
会
（
研
究
代
表
者
笠
谷
和
比
古
教
授
）
で

は
、
大
坂
町
奉
行
日
記
の
一
つ
で
あ
る
「
日
新
録
」（
初
代
新
潟
奉
行
川
村
修
就
文
書
）
の

全
翻
刻
作
業
を
め
ざ
す
。
本
稿
は
当
作
業
を
進
め
て
い
く
中
で
う
ま
れ
た
論
考
で
あ
る
。
共

同
研
究
会
報
告
の
当
日
に
は
、
倉
本
班
共
同
研
究
員
の
方
々
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
角
か
ら
有

意
義
な
ご
指
摘
を
頂
き
、
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
。

　

二
〇
〇
九
年
八
月
以
来
、
新
潟
へ
の
史
料
調
査
に
お
い
て
、
兵
庫
教
育
大
学
大
学
院
連
合

学
校
教
育
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
社
会
系
教
育
講
座
教
授
の
浅
倉
有
子
氏
や
同
教
授
の
原

田
誠
司
氏
、
新
潟
市
歴
史
博
物
館
副
館
長
の
伊
東
祐
之
氏
に
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
地
震
、
津
波
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
勤
務
先
で
あ
る
淳
心
学
院
高
等
学
校
地
学
教

諭
の
中
尾
朋
央
氏
に
い
ろ
い
ろ
と
ご
教
示
を
乞
う
た
。

　

こ
こ
に
記
し
て
、
皆
様
の
ご
厚
情
に
対
す
る
御
礼
の
辞
と
し
た
い
。
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SUMMARIES

A Grammar of Medieval Picture Scrolls: 

On the “Scroll of The Late Three Years War”

X. Jie YANG

Keywords: picture scroll, grammar, successive events within a unified background, same-composition 

with multi-meanings, Scroll of The Late Three Years War, Yoshiie, media (text, voice)

　　　　A medieval Japanese picture scroll, formed by text and pictures, has its rules of expression. 

Analyzing such rules is an important task for understanding this precious classical genre. The goal of 

this article is to discover the grammar in picture scrolls. In order to explain the issue in details, it takes 

the “Scroll of The Late Three Years War” (in 3 volumes and 15 sections), a standard piece in medieval 

picture scrolls, as an example.

　　　　For the purpose of building up a framework of a grammar in pictorial expressions, this arti-

cle reviews the studies of the past and presents a number of additional concepts. In particular, to add 

to the discussions on “capturing a moment,” “successive events within a unified background” and 

“none-single view point,” it presents such new concepts as “same-composition with multi-meanings, ” 

and “time in a different dimension.” Furthermore, it shows a few examples of pictorial vocabulary and 

patterned expressions, and it discusses extreme scenes against principle rules, and the contribution of 

text as a media in a picture scroll.

Cherry Blossoms Before Moss: 

Musō Soseki and the Zen Lineage at Saihōji

Molly VALLOR

Keywords: Musō Soseki, Saihōji, Ashikaga bakufu, Prince Shinnyo, cherry blossoms, gardens, engi, 

waka, Shōgaku kokushi wakashū, Zen lineage

　　　　Better known today as the “moss temple,” Saihōji 西芳寺 was renovated beginning in 1339 

by Rinzai Zen prelate and garden designer Musō Soseki 夢窓疎石 (1275-1351). While many modern 

accounts focus on the moss carpet and dry rock waterfall for which it is now famous, medieval sourc-

es suggest that these features were not among the highlights of Musō’s restoration. As Takahashi Tōko 

has pointed out in her reassessment of the medieval Saihōji, pleasure boating, leaf-viewing in autumn, 

and blossom-viewing in spring were some of the main activities enjoyed by the aristocrats, members 
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of the royal family, warriors, and monks who visited Saihōji in Musō’s time and after. Taking the 

cherry blossoms as the centerpiece of Musō’s Saihōji, this paper examines the hitherto overlooked 

symbolic function of the cherry blossoms in Buddhist sources concerning the temple. This paper fo-

cuses on three main sources: Saihō shōja engi 西芳精舎縁起 (1400); Musō’s chronology, 天竜開山
夢窓正覚心宗普済国師年譜 (1353); and his personal short verse (waka) anthology, Shōgaku kokushi 

wakashū 正覚国師和歌集 (1699). Following an overview of the temple’s legend as it is recounted in 

the Engi, I demonstrate how cherry blossoms are used to symbolize the temple’s association with 

members of the imperial family, prominent warriors, and eminent monks across the centuries, while 

illuminating the sacred dimension of rituals and play undertaken at the temple. I then show how cher-

ry blossom poems in Musō’s waka collection affirm the bakufu’s maintenance of peace in the realm 

and offer prayers for the longevity of the emperor, all while suggesting the continued prosperity of 

Saihōji after Musō’s imminent death. Finally, I examine Musō’s chronology to show how Saihōji is 

presented as the destiny of the Zen lineage through a re-contextualization of cherry blossom and flow-

er motifs found in Zen sources.

The Relationship between Tokugawa Yoshimune’s Sōryō Ban-iri System and Gobankata

YOKOYAMA Teruki

Keywords: shogunate, Tokugawa Yoshimune, bugei, military arts, sōryō ban-iri system, bugei, hata-

moto, sōryō, shoin-ban, kosho-gumi

　　　　This paper aims to analyze the sōryō ban-iri system of Tokugawa Yoshimune, especially the 

relationship between this system and military force comprising the hatamoto. In the sōryō ban-iri sys-

tem, sōryō (hatamoto’s successor) could get a military job before succeeding to the office held by his 

father. In Edo Japan, there were more hatamoto than the maximum capacity, so this system was very 

glamorous for both hatamoto and sōryō. But the sōryō who desired to seek employment by this system 

had to pass the skills test of bugei (military arts). I argued in a previous paper that this system gave 

preferential treatment to institutional sōryō striving towards bugei, and such a trend was a feature of 

the policy of encouraging bugei by Yoshimune. It was epoch making. In this paper, I analyze this sys-

tem from two perspectives in order to clarify the conclusion. The first perspective involves analyzing 

the difference between sōryō getting a military office by this system and sōryō getting a military job 

after succeeding to the office of his father. The second perspective involves analyzing the difference 

between sōryō promoted after getting a military job by this system and sōryō promoted after succeed-

ing to the office of his father. The results of this analysis lead me to three conclusions. First concerns 

an increase in revenue. By this system, the sōryō’s income is applied to the income of the father in 

their house. Second, by this system, sōryō could get a military job from youth, and so could avoid get-

ting a military job in later life. Third, sōryō could promote by years of service after succeeding to the 
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identity of his father and before succeeding to the identity of his father. If he could not get a military 

job by this system, he would not promote by lack of years of service. These are a great advantage by 

this system.

Tokugawa Text Reading and the Intellectual Foundation of the Meiji Intellectuals: 

The Method of Confucian Text Studies and the Evolution of Modern Empirical Habitus

TAKEMURA Eiji

Keywords: Tokugawa education, intellectual foundation, modern intellect/thought, kaidoku (group read-

ing/learning), domain school, Confucianism/kangaku, educational history, historical sociol-

ogy, intellectual history of Tokugawa Japan

　　　　Intellectual history and literary studies of Meiji Japan infer the significance of Confucian-

ism, or, more specifically, the way it was studied by mid-to-late Tokugawa Confucians and the meth-

ods they employed to teach the subject, as an important factor that nurtured the intellectual founda-

tions of early-Meiji intellectuals.  However, no study of these fields has yet revealed which specific 

elements of Confucian textual study and/or teaching helped develop the intellectual foundations and 

in what specific ways.  Educational history studies have uncovered study curricula employed in do-

main schools, and illustrated specific examples of instruction given by teaching staff in those schools, 

but virtually no attention has been paid to what helped develop the ‘mode’ or habit of study that nur-

tured shared intellectual foundations.

　　　　This study primarily examines such Tokugawa texts as Dokusho Junjo written by Tanaka 

Chishū, a Kimon School Confucian and a delegated Confucian school instructor of the domain of 

Isezaki, and Jugyō hen by Emura Hokkai, a foremost ‘amalgamated school’ Confucian thinker of the 

eighteenth century.  These texts not only reveal school regulations and the texts used in schools, but 

show in meticulous detail how the texts were to be studied, and how individual and group study was 

to be conducted, which must have been decisive in forming their intellectual habitus.  The findings are 

then cross-examined using the records and memoirs of students who received this instruction, in order 

to ascertain how far the instructions given were successfully practiced.  This study finally argues that 

the methods and instruction given in Confucian schools as illustrated in the texts examined in this pa-

per arbitrarily determined the intellectual foundation and propensities of early-Meiji intellectuals who  

received Tokugawa education.
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The Formation of Transnational Networks by a Japanese Christian in Modern Times:

The Migration of Midori Kobayashi

NEGAWA Sachio

Keywords: migration, transnational history, transnational networks, Japanese Christian, en (connec-

tions), anti-Japanese problem, prevention of anti-Japanese problem, true Brazilianization, 

enculturation, agents of bienculturation

　　　　This study is an effort to follow the paths of migration and itinerancy by Kobayashi Midori 

(1891-1961) across five periods of his life─Aizu, Dōshisha, Hawai‘i and the United States, his voy-

age to and settlement in Brazil, and his temporary return to Japan─and thus to reconsider these as a 

transnational history spanning multiple regions. Kobayashi encountered Christianity in Aizu, used his 

connections at Dōshisha University to acquire the opportunity to evangelize and study abroad in 

Hawai‘i and the United States mainland, and benefited from strong support in the United States.  Later 

in Brazil, he was able to build personal networks through Mackenzie College, and he established 

Seishū Gijuku, an educational institution based on the education needs of the children of Japanese im-

migrants. In this process, he was able to use his en or “connections:” local connections in Aizu region, 

school connections from Dōshisha University, spiritual connections through the Christian church, and 

ethnic connections as a Japanese in the United States and Brazil, to form a transnational network that 

spanned the aforementioned four regions.  At work here was a mechanism that relied on such connec-

tions to link immediate networks to larger and stronger ones, expanding them in concatenations. The 

networks comprising these connections were deployed as resource to develop Kobayashi’s projects in 

the foreign land of Brazil. Seishū Gijiku, based on Kobayashi’s ideal of “true Brazilianisation,” be-

came an agent of bi-enculturation for Japanese-Brazilians, assuming the dual task of thwarting anti-

Japanese sentiment and educating Japanese residents.

The Internalization of Manchu and Urban Writing: The Hidden Shadow of Manchu and Its 

Unspoken Public Opinion in Lin Huikun’s Inviolable Destiny

LIU Shu-Chin

Keywords: Manchurian Incident, the memorial events, Taipei, urban novel, Lin Huikun, Inviolable 

Destiny, Taiwan Daily Newspaper, Taiwan New People Newspaper

　　　　This study views Taipei as a city in the process of carrying out the largest city renewal in 

Taiwan and as a city rapidly becoming an East Asian node city in the Japanese empire. Making the 

Manchurian Incident part of people’s life (that is, internalizing Manchu) was an important segment in 
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the process. This study begins with the Taiwan Daily Newspaper reports on the Manchurian Incident 

and the memorial events on the Incident’s anniversary, and observes how the Incident, which is only 

slightly related to Taiwan, became part of local people’s lives. This paper then explores how Lin Hui-

kun with a delicate touch turns the Manchurian Incident into a background, hiding it in the depths of 

Inviolable Destiny, Taiwan’s first long urban novel. Finally, by comparing the common points in this 

serial story in the newspaper and the editorials in Taiwan New People Newspaper, this study indicates 

the writer’s attempt to correspond implicitly with the issues discussed in the newspaper editorials 

through the description of current events. This study then examines this implicit unspoken public 

opinion in this mode of narrative through the relations among reports of the Manchurian Incident, ur-

ban writing, and critiques of colonial policy.

Memorandum of the History of Jet-Black Hair in Japan

HIRAMATSU Ryuen

Keywords: hairstyle, long-hanging hairstyle, chignon hairstyle, morigami hairstyle, beauty, appear-

ance, Japanese culture, history

　　　　By examining people’s hairstyles throughout history, which vividly reflect their status and 

way of life, we can gain an understanding of the transitions that a society has gone through. In addi-

tion, by discussing the strategies that people have unconsciously used, a standard of universal beauty 

can be discerned. Makeup and hairstyles evolve together with the ages. Changes by people in domi-

nant positions in society, such as nobles and the samurai, and changes in who people intend to dress 

for (for example, for people of the opposite or indeed the same gender), have been changes in modes 

of expression. This research focuses mainly on women’s hairstyles, and clarifies the historical and cul-

tural meanings behind styles, hair length, etc., while also discussing subjects such as how hairstyles 

were an important social factor and how a person’s aesthetic sense reinforced one’s social position. 

The theory that explains the long-hanging 垂髪 hairstyle of the Heian period originated as a way to 

hide the face, and the theory that the topknot 髷  hairstyle was copied from kabuki performers and 

prostitutes, and other similar theories are critically evaluated, and this “code” that expresses cultural 

history is clarified in this paper.
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Fuji no Hana no En at Higyōsha of the Heian Palace

held in 3rd Month of 2nd Year of the Engi Era

KOTOH Shimpei

Keywords: Higyōsha, fuji no hana no en, Emperor Daigo’s diary, Emperor Daigo, Fujiwara no Tokihi-

ra, Fujiwara no Atsuko, Fujiwara no Sugane, Fujiwara no Yasuko, bettō, ex-Emperor Uda, 

Sugawara no Michizane

　　　　On 20th day of 3rd month in 2nd year of the Engi era (902 A.D.), a garden party viewing 

wisteria flowers was held at the Higyōsha house of the Heian palace.  The record of the party written 

in the Saikyūki and the article of Emperor Daigo’s diary quoted in the Kakaishō tell us the events of 

the day, such as Emperor Daigo’s viewing of wisteria flowers, Fujiwara no Tokihira’s presentation of 

treasures to Daigo, attendants’ composing of Japanese poems, the playing of court music, a presenta-

tion of sasagemono to Daigo from Fujiwara no Atsuko, his adoptive mother.

　　　　In this paper, the author examines a few problems remaining essential to an understanding 

of the accounts of the two afore-mentioned documents. He indicates that Daigo intended to appoint 

Fujiwara no Sugane as chief steward called bettō of Fujiwara no Yasuko, Daigo’s nyōgo empress, and 

supposes that the purpose of the party was to celebrate Yasuko’s acquisition of nyōgo position. The 

Nihon kiryaku and Ōkagami uragaki date Yasuko’s acquisition of the position to 3rd month of 1st year 

of the Engi era.  But there is a possibility that the real date was a year later, namely 3rd month of 2nd 

year.

　　　　A hindrance to the marriage between Daigo and Yasuko was removed by the exclusion of 

ex-Emperor Uda’s intervention by Daigo and Yasuko’s elder brother Tokihira through banishing Suga-

wara no Michizane on 25th day of 1st month in 1st year of the Engi era.  But Daigo and his father 

Uda, who had tried to extricate Michizane, fell into disagreement.  The author supposes that Daigo 

and Tokihira felt the moment ripe when 2nd year opened, so they realized Yasuko’s acquisition of 

nyōgo position and held the party at Yasuko’s Higyōsha house on 20th day of 3rd month.

Inzen (Abdicated Emperors’ Words) in Diaries

SHIMOGORI Takeshi

Keywords: diary, inzen (abdicated emperors’ words), hōsha (accepter), inji, shukkesha (Buddhist 

priests)

　　　　Ancient manuscript theory constructed a stylistics regarding inzen. According to a still quite 

persistent theory, inzen is a document that an inji wrote down and issued. However, a lot of manu-
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scripts that were validated only once and lost their function as inzen as soon as communication was 

accomplished were nonetheless recorded in diaries. In this paper, I examine the styles of inzen from 

the viewpoint of diaries.

　　　　When an in and a noble communicated with each other, the responsible officer was required 

to visit the noble’s residence. However, it was impossible to accomplish many kinds of communica-

tion by oral means alone, so the responsible officer often communicated in writing. First, I show here 

that if we classify manuscripts as ‘person in charge’ and were copied completely in diaries according 

to the stylistic elements of inzen, they may be safely regarded as inzen. As a still persistent theory 

says, if a person who can write down inzen is restricted to an inji, the responsible officer who does not 

concurrently hold the post of an inji cannot write down the in’s words. 

　　　　Secondly, I reexamine inzen including manuscripts that were written down as ‘letters of the 

person in charge’ and were inzen according to the definition of inzen style, and I show that some inzen 

were written and issued by Buddhist priests who were not inji.

　　　　An in, who experienced the position of an emperor, is a lord, so it is not a problem that his 

subjects accept his will and write papers. Lastly, I argue that a person who could accept an in’s will 

and issue an inzen was not restricted to an inji.

A Court Noble and a Samurai Family Judging from Courtesy

KONDO Yoshikazu

Keywords: court noble, samurai, etiquette, position, precedent, ancient practices, hōjōe, Iwashimizu 

Hachimangū Shrine temple, Kennaiki

　　　　There were two highly developed nuclei of power in the history of Japan. One was the 

group of nobles headed by the emperor and the other one was the samurai headed by the shogun. Each 

had different considerations with regard to their respective positions and etiquette. In the Muromachi 

period, these differences came to light when the shogun participated in court noble’s/=aristocratic/ 

precedent of court nobles’ etiquette was occasionally modified under samurai pressure. This report ex-

amines a concrete example as recorded in the Kennaiki, a Muromachi period courtier’s diary.
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Kawamura Nagataka, the Osaka Machi Bugyō in the Kaei and Ansei Periods:

His Counterplans to the Russian Warship Diana’s Visit and to Osaka Tsunami

SUGA Yoshiki

Keywords: Osaka machi bugyō, the shogun’s vassal, Putiatin, the Ansei Nankai Earthquake, Osaka 

tsunami, Kawamura Nagataka, Kawamura Kiyo’o, Tanomura Chokunyū, modernization 

of Japan

　　　　In this paper, I shed light on Osaka machi bugyō trend and vassals’ families at the end of the 

shogunate for the first time. The historical material I use chiefly is the “Nisshinroku” that is kept in 

Niigata city. This is, in brief an extract from Kawamura Nagataka’s handwritten diary.

　　　　Kawamura usually presided over the administration mainly through goyōbi and uchiyoriai 

executed in the public offices and shukutsugi yoriai held in jōdai or jōban residence. In addition, the 

machi bugyō had goyōdan with jōdai regarding the official announcement of furegaki and decisions 

taken regarding penalties.

　　　　But, in 1854, Kawamura had to grapple with the urgent problems of Russian warships com-

ing and recovery from Osaka tsunami damage. Therefore, it became impossible for him to execute his 

regular duties.

　　　　And while the coastal defense expenses increased, the author understood the collection of 

aid from the wealthy in Osaka was an important obligation for the machi bugyō.

　　　　Kawamura had acquired Ogino style gunnery, and was well versed in Japanese poetry, 

paintings and calligraphy. Though Kawamura had little karoku for his family as a shogun’s vassal, he 

was recognized as excelling in military affairs, diplomacy, and administration. This is why he was ap-

pointed to the position of Osaka machi bugyō. On the problem of Putiatin coming, jōdai Tsuchiya To-

monao submitted an ukagaigaki to rōjū Abe Masahiro. Kawamura was the very person to deal with 

that. However, he independently acted for the recovery of the disaster-stricken area because it was an 

urgent matter of tsunami damage. Moreover, the machi bugyō assigned money to dredge the river to 

cover rehabilitation expense.

　　　　Kiyo’o, a grandchild of Nagataka, was temporarily a disciple of Tanomura Chokunyū in 

Osaka. He became a leader of Western-style painting at the beginning of the Meiji period. This paper 

concludes that more attention should be paid to the family of the shogun’s vassals who contributed to 

the modernization of Japan.
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